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第１章　遺跡をとりまく環境

第１節　地理的環境（図版１～３）
　池ノ下遺跡は兵庫県姫路市苫編、町坪、飾磨区高町に所在する。姫路市は兵庫県の中西部に位置して

おり、南は瀬戸内海に面し、南東は高砂市、東は加古川市、北東は加西市、北は神崎郡福崎町・市川

町・神河町、北西は宍粟市、西はたつの市と揖保郡太子町に接している。

　池ノ下遺跡は姫路市街の西端の籾取山（標高２００．３ｍ）を主峰とする鬢櫛山から山崎山にかけて南北に

連なる荒川山塊の南部の苫編山（標高１６５．８ｍ）南東麓に位置する。荒川山塊を東西に最短距離で結ぶ峠

道には苫編峠や伯母ヶ谷峠があるが、道路事情が良くなった現在ではあまり使用されていない。

　荒川山塊は中生代白亜紀に位置づけられる相生層群伊勢塁層の流紋岩質多結晶溶結凝灰岩を主体とし

て下部と中部には凝灰質の砂岩や頁岩などの堆積岩などが挟まれている。池ノ下遺跡をはじめとする平

野部では新生代第四紀完新世の砂礫やシルトが堆積している。

　荒川山塊の西側には夢前川が流れ、池ノ下遺跡の東側には今宿南の清水を水源とする大井川が南流し、

水尾川に合流した後、播磨灘に注いでいる。現在の大井川は明暦年間（１６５５～１６５８）に夢前川を御立横関

で現在の河道に付け替えるまでは置塩川と呼ばれていた。御立横関から蛤山や荒川山塊の東側を流れ水

尾川とつながっていた。

　池ノ下遺跡周辺では近年の大規模造成や溜め池、旧河道などを除いた平野部では、条里地割が良好に

残っている。池ノ下遺跡は標高３．２ｍ～６．５ｍであり、緩やかに北東から南西に傾斜している。縄文海進

時の海岸線は現在のＴ．Ｐ．４ｍ～５ｍ付近に位置していたと考えられている。

　池ノ下遺跡の名称の元になった「池ノ下」の小字は北側に位置する四ツ池（北から町坪池・玉手池・

中池・苫編池）の下方に位置することから付けられたと考えられる。

　明治２２年（１８８９）１１月には池ノ下遺跡の南東側を走る姫路から竜野間の山陽鉄道（明治３９年に国有化さ

れ国鉄を経て現在ＪＲ山陽線）が開通した。池ノ下遺跡の南西８００ｍには姫路駅と網干駅の中間駅として

大正２年（１９１３）４月に英賀保駅が開業し、交通が便利になった。遺跡の南側を国道２号姫路バイパスが

走り、東側約２㎞に中地ランプがあり、交通動脈の中心をなしている。

第２節　歴史的環境（図版４・５）
　池ノ下遺跡は姫路市の南西部に所在する。池ノ下遺跡周辺には平安時代から中世の集落である豆田遺

跡や大淨口遺跡や村東遺跡が存在しており、遺跡の密度が高い。

　今回中心となる遺構と遺物は旧石器時代から中世に至っている。したがって、池ノ下遺跡周辺地域、

特に夢前川下流域から船場川下流域の縄文時代から中世の遺跡を中心に時代ごとに概観する。

１．旧石器・縄文時代
　旧石器時代の遺跡の調査は姫路市南部では行われていない。今回、池ノ下遺跡の発掘調査において遊

離資料ではあるが、旧石器時代後期のナイフ形石器が出土した。

　縄文時代の池ノ下遺跡では、流路から中期の土器や晩期の土器が出土している他、石鏃や石匙などの

石器が出土した。周辺では辻井遺跡・堂田遺跡・朝日町遺跡・橋詰遺跡・大鳥遺跡などで調査が行われ

ている。辻井遺跡では中期から晩期の土器が多量に出土し、中期の屈葬人骨や晩期の土器棺を検出して

いる。朝日町遺跡では後期の土坑を調査しているほか、晩期の土器が出土している。橋詰遺跡では包含

第１章　遺跡をとりまく環境
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層から後期と晩期の土器が出土している。大鳥遺跡では晩期後半の溝や土坑などを調査している。他に

石ヶ坪遺跡で後期の土器が、小山遺跡で晩期の土器が見つかっている。

２．弥生時代
　弥生時代の池ノ下遺跡では、前期の土坑や溝、中期の竪穴住居や溝、後期の溝などを調査している。

周辺では、今宿遺跡・今宿丁田遺跡・名古山遺跡・辻井遺跡・岩端町遺跡・千代田遺跡・西延末遺跡・

八反長遺跡・東川遺跡・笹山田遺跡などで調査が行われている。弥生時代前期後半から始まる遺跡には

千代田遺跡・八反町遺跡がある。弥生時代中期では今宿丁田遺跡・辻井遺跡・名古山遺跡・笹山田遺跡

などがあり、竪穴住居を検出している。遺跡数・遺跡規模ともに拡大している。岩端町遺跡では掘立柱

建物を検出している。弥生時代後期では今宿遺跡・今宿丁田遺跡・西延末遺跡・笹山田遺跡などがあり、

竪穴住居を検出している。笹山田遺跡では円形周溝墓を調査している。

　東川遺跡で銅鐸の破片が出土しており、合わせて鋳型や鏡の粗型なども出土している。名古山遺跡と

今宿丁田遺跡では袈裟襷文銅鐸の石製鋳型が出土しており、水尾川流域は播磨における青銅器生産の中

心地であったといえる。

３．古墳時代
　池ノ下遺跡では古墳時代初頭の掘立柱建物や流路、古墳時代中期から後期の流路や溝を調査しており、

多量の遺物が出土している。北側に隣接する四ツ池遺跡では鳥形木製品が採集されている。古墳時代の

集落遺跡には笹山田遺跡・長越遺跡・湯田遺跡などがあり、調査が行われている。

　長越遺跡と湯田遺跡では古墳時代初頭の竪穴住居・井堰などを調査しており、船場川流域の中心的な

集落遺跡である。遺物は他地域の広域的な土器が多量に出土している。笹山田遺跡では古墳時代初頭の

竪穴住居・柵列・井戸、中期の竪穴住居・掘立柱建物、後期の竪穴住居・掘立柱建物を調査している。

　八反長遺跡では古墳時代初頭の方形周溝墓を検出している。周辺では前期古墳や中期古墳の調査は行

われていない。後期の古墳には、山崎山群集墳（７基）・手柄山北丘群集墳（１２基）・山所群集墳（８基）な

どがあり、丘陵上や丘陵斜面に横穴石室の群集墳が存在している。手柄山北丘群集墳では発掘調査が行

われている。周辺には規模の大きい横穴式古墳は存在していない。

４．古代
　奈良時代において、この地域は播磨国餝磨郡に含まれていた。７世紀後半の藤原宮出土の木簡に「志

加麻評」とあり、シカマの初見である。『播磨国風土記』には餝磨郡は１６里が記されており、池ノ下遺跡

周辺は東部の町坪が伊和里、西部の苫編が英賀里に比定されている。平安時代の『和名類聚抄』には餝

磨郡は１４郷が記載されており、東部の町坪が伊和郷、西部の苫編が英賀郷に比定されている。

　播磨国府・播磨国分寺・播磨国分尼寺はいずれも餝磨郡に所在している。播磨国府は本町遺跡に推定

されており、豆腐町遺跡からは「郡」・「郷」の墨書土器や漆工房関連遺物などが出土しており、播磨国

府の関連遺跡と考えられている。播磨国分寺・播磨国分尼寺は市川左岸に位置する。

　『延喜式』兵部省諸国駅伝馬条によると播磨国には９駅が記載されている。池ノ下遺跡の北側約２．５㎞

には古代山陽道が東西方向に推定されており、周辺に駅馬３０疋の草上駅が置かれていた。『延喜式』神名

帳に記載のあるいわゆる式内社は餝磨郡に４座あり、射楯平主神社ニ座・白国神社・高岡神社がある。

　餝磨郡には古代寺院が多く、池ノ下遺跡の上流域には今宿廃寺や辻井廃寺があるほか、郡内には市之

郷廃寺や見野廃寺などがある。池ノ下遺跡の西側の夢前川沿いの山所遺跡からは瓦や塼が出土している。

『播磨国風土記』の餝磨御宅は三宅遺跡に比定されており、重弧文軒平瓦などが採集されている。

第２節　歴史的環境
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　池ノ下遺跡の周辺の条里地割は宅地化などの開発で失われた地区も多いが、広い範囲に古代山陽道を

基準とした北から東に約２３°振る餝磨郡条里の地割が残る。池ノ下遺跡では掘立柱建物を調査しており、

唐三彩の弁口瓶が円面硯や石帯などの遺物が出土している。

　集落遺跡はほかに今宿遺跡・今宿丁田遺跡などで調査が行われている。辻井遺跡からは掘立柱建物や

井戸を検出しており、墨書土器や木簡が出土している。今宿丁田遺跡では掘立柱建物を検出している。

　古代における須恵器生産をはじめとする窯業遺跡は餝磨郡西部から揖保郡東部にかけて群集しており、

青山窯跡群・桜峠窯跡群・打越窯跡群・大池窯跡群・赤坂窯跡群・峰相口窯跡群などがある。

５．中世
　中世の姫路については、不明な点が多い。古代の国府は律令制の衰退とともに、次第にその機能を失

い、院政期には事実上、播磨国府は院の御分国と化してしまう。鎌倉時代に入ると、守護所が加古川に

置かれたことから、国衙の機能はいっそう衰退したと考えられる。国衙機構が完全に衰退するのは、小

河氏が守護赤松氏に被官化し、守護所となった書写坂本城の守護代館に移り住むようになる明徳年間以

後と考えられる。以後、姫路が播磨の中心として再び歴史上に登場するのは、黒田氏による姫路城の築

城期、さらには羽柴秀吉による初期城下町の形成期である。

　池ノ下遺跡では鎌倉時代の掘立柱建物や木棺墓を調査しており、遺跡密度が濃い。東部の町坪は伊和

西郷、西部の苫編が英賀保に比定されている。

　中世の集落には村東遺跡・豆田遺跡・今宿遺跡・大石橋遺跡・鹿谷道遺跡・出手遺跡・横枕遺跡・岩

端町遺跡・笹山田遺跡・加茂遺跡・南通り遺跡などがあり、調査が行われている。

　村東遺跡や豆田遺跡や笹山田遺跡では平安時代後期～鎌倉時代の掘立柱建物・井戸・土坑墓を検出し

ており、池ノ下遺跡と同様に集落が広がっている。豆田遺跡の井戸からは応永年間（１３９４～１４２８）の大般

若経や仁王般若経の転読札がまとまって出土しており、在地領主や武士などの富裕層の存在が考えられ

る。笹山田遺跡では平安時代後期から鎌倉時代の掘立柱建物・井戸・土坑墓を検出している。加茂遺跡

では鎌倉時代の掘立柱建物、室町時代から安土桃山時代にかけての堀・土塁・掘立柱建物・井戸・池な

どが検出しており、城館と推定されている。

６．近世
　池ノ下遺跡周辺は姫路藩領であり、江戸時代初期の元禄時代以降には町坪村、苫編村と呼ばれ、幕末

に至っている。村の中央には姫路城下と室津を東西に結ぶ室津道が走っている。

　四ツ池のうち、南端の苫編池は寛永１５年（１６３８）の拡張工事により現在の形に整備された。

　近代交通発展以前の集落は、近世の景観を保っていたと考えられ、苫編に鎮座する苫道国主神社の創

建については不明な点が多いが、宝暦４年（１７５４）に社殿が改築されている。木村興宗寺は火災に遭った

本堂を宝暦１０年（１７６０）に再建している。

７．近代（図版６）
　池ノ下遺跡が存在する姫路市町坪と苫編は、明治４年（１８７１）の廃藩置県により、姫路藩が７月から姫

路県となり、１１月に飾磨県と改称し、明治９年８月に兵庫県となっている。明治２２年（１８８９）の市制町村

制施行により飾西郡荒川村に属し、明治２９年（１８９６）４月には郡制がひかれ飾磨郡に所属した。大正１２年

（１９２３）３月には郡制が廃止された。昭和１１年（１９３６）４月に姫路市と合併し、姫路市の大字となって現在

に至っている。姫路市は平成８年に中核都市となり、播磨の中心となっている。

第１章　遺跡をとりまく環境
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第２章　調査の契機と経過

第１節　調査にいたる経緯（図版７）
　姫路市英賀保駅周辺土地区画整理組合（理事長水野利和）は中播都市計画事業英賀保駅周辺土地区画整

理事業を計画した。中播都市計画事業英賀保駅周辺土地区画整理事業は姫路市の中心部であるＪＲ姫路

駅の南西約３．８㎞に位置し、ＪＲ英賀保駅の北側に面する。事業規模は東西約２．５㎞、南北約１．５㎞、面積

６９．５haである。事業地は姫路市町坪、井ノ口、玉手、苫編、飾磨区高町、飾磨区山崎、飾磨区付城、飾

磨区富士見ヶ丘町の範囲に及ぶ。都市計画決定は、平成１１年（１９９９）３月、事業計画決定は、平成１１年

（１９９９）１１月である。施行期間は平成１１年度～平成２９年度の予定である。

　姫路市の総合計画において英賀保駅周辺地区は住宅地として位置づけられており、進行する市街化の

拡大に対処し、無秩序な市街化を防止するため、土地区画整理事業を計画した。併せて幹線及びそれを

補完する補助幹線道路をはじめとする公共施設の整備改善を行い、宅地の利用増進と快適な住環境の創

造を目指した。また、災害時の避難場所としての機能をもたせた近隣公園等を計画し、地域住民の公共

の福祉の増進に寄与することを目的として計画された。

　事業地内には周知の埋蔵文化財包蔵地は知られていなかったが、周辺には多くの遺跡が存在していた

ため、事業地内にも遺跡の存在が想定された。そこで、姫路市教育委員会が試掘調査を行い、埋蔵文化

財の保護を図ることとした。

第２節　試掘調査（図版８）
　中播都市計画事業英賀保駅周辺土地区画整理事業に先立って、姫路市教育委員会は平成１２年度から平

成１４年度にかけて国庫補助事業として試掘調査を行った。その結果、事業対象地内に４箇所の遺跡を確

認し、英賀保駅周辺遺跡第１地点～第４地点と仮称した。仮称英賀保駅周辺遺跡第４地点（池ノ下遺跡）

の試掘調査は平成１４年度に苫編・町坪・玉手地区にかかる約１９haを対象に２ｍ×２ｍの調査区を８５箇所

（当初の計画は９０箇所）設定し実施した。このうち今回本発掘調査を実施した範囲にあたる調査区は１～

７０（２１・３５・３６は欠）の６７箇所である。

　調査の結果、遺構を検出した調査区は２・６・１０・１４・１６・１８・２０・２１・２２・２５・２７・３０・３１・３５・

３７・３９・４３・４４・４８・５０・５７・５８・６０・６２・６３・６７・６８・６９の２８箇所である。検出個所は確認調査対象

地内全域にわたっている。遺跡の時期は、弥生時代・古墳時代・奈良時代・中世と幅広く存在し、場所

によっては複数の生活面が存在していることが判明し、調査を対象としたすべての範囲内で本発掘調査

が必要であることを確認した。

　調査期間は、平成１５（２００３）年２月６日～平成１５（２００３）年３月１４日。調査面積は３４０㎡である。

確認調査の組織
調査主体　姫路市教育委員会

調査事務　課長　玉岡路三郎　　　　　　主任　大谷輝彦

調査担当　係長　秋枝　芳（調査総括）　　技師　小柴治子

第１節　調査にいたる経緯
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第３節　本発掘調査にいたる経緯（図版９）
　姫路市教育委員会が、平成１２年度から平成１４年度にかけて試掘を行ったところ、４箇所の遺跡（第１

地点～第４地点）の存在が明らかになり、遺跡の範囲が事業地内の多くを占めていることが判明した。

　平成１６年１０月に姫路市教育委員会は中播都市計画事業英賀保駅周辺土地区画整理事業にかかわる埋蔵

文化財調査の支援について兵庫県教育委員会文化財室に相談している。姫路市教育委員会の支援要請の

内容は国土交通省の国道２号姫路バイパスの側道拡幅工事が事業用地内にかかっており、事業規模も大

きい。平成１５年度に姫路市教育委員会が一部の本発掘調査を実施しているが、事業期間内に発掘調査か

ら出土品整理を完了する調査体制が整わない。したがって、埋蔵文化財発掘調査の支援要請をしたいと

いうものである。

　これに対して文化財室はこの区画整理事業は、国道２号姫路バイパス事業も関連する広域的な事業で

あり、事業規模が大きくまた、文化財調査の占める割合も大きく、姫路市教育委員会の対応だけでは事

業進捗に支障をきたす可能性が大きい。このことから兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所の事業量

等から支援できる状態であれば、支援する位置づけをするようにとの意見が示された。

　埋蔵文化財調査事務所ではこの事業に対する発掘調査が、文化財室の支援事業と合致しており、埋蔵

文化財調査事務所の発掘調査や整理事業の通常業務との調整が可能で、支援条件が合致すれば支援を行

うこととした。

　この基本的な方針を元に兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所は兵庫県教育委員会文化財室を交え、

姫路市教育委員会生涯学習部文化財課、姫路市英賀保駅周辺土地区画整理組合と姫路市都市局市街地整

備部区画整理課との協議を持ち、調査対象遺跡や調査期間、現地の状況や調査条件などの協議を行った。

これにより、支援対象遺跡は仮称英賀保駅周辺遺跡第４地点のうち国道２号姫路バイパス北側ではＪＲ

山陽線西側の約３８，０００㎡の区画道路部分と歩道部分である。支援期間は発掘調査が平成１７年度から３箇

年とし、出土品整理は平成２０年度から平成２３年度までの４箇年とすることで合意し、詳細は年度単位で

協議して進めることとなった。

第４節　本発掘調査の経過
　姫路市教育委員会の試掘調査の結果を踏まえ、本発掘調査を平成１７年度・平成１８年度・平成１９年度に

実施した。

　事前に事業者が、耕作土を除去しており、併せて工事用道路の設置を行っていた。発掘調査は調査区

の設定後、床土以上の無遺物層の掘削を機械で行い、それ以下の包含層掘削・遺構検出・遺構掘削を人

力により行った。遺構の測量は、全体を空中写真測量で実施し、調査の進展に会わせて撮影・測量を

行った。詳細な遺構の平面図・遺物出土状況図や断面図などと写真撮影については調査担当職員および

調査補助員が行った。

　調査終了後は、耕作土以外の土の埋め戻しを行った。

１．平成１７年度の発掘調査
　平成１７年度には、調査を大きく２回に分け、Ｄ地区とＥ地区の本発掘調査を実施した。
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－　６　－

（１）本発掘調査（遺跡調査番号２００５１５７）

　発掘調査は、都市計画道路と区画道路部分について実施した。調査範囲は町坪地区から苫編地区東半

部にかけてのＤ地区（２２区～３９区）であり、里道や水路等の調査不可能な部分が含まれていることから、

１８地区に分け調査を実施した。

　空中写真測量は、調査の進展に併せて３回の撮影・測量を行った。

　調査途中の平成１７年１１月１９日に地元地区や地権者を対象とした遺跡の説明会を実施した。

　調査終了後は耕作土以外の土の埋め戻しを行った。

　調査期間は、平成１７年１０月１１日～平成１８年２月１３日。調査面積は７，９４６㎡である。

（２）本発掘調査（遺跡調査番号２００５１９４）

　発掘調査は都市計画道路と区画道路部分について実施した。調査範囲は町坪地区から苫編地区東半部

にかけてのＥ地区（４０区～４４区）であり、Ｄ地区の南東側に位置し、ＪＲ線沿いの地区である。里道や水路

等の調査不可能な部分が含まれていることから、５地区に分け調査を実施した。

　空中写真測量は、調査の進展に併せて１回の撮影・測量を行った。

　調査終了後は耕作土以外の土の埋め戻しを行った。

　調査期間は、平成１８年１月１９日～３月２４日。調査面積は１，３２９㎡である。

２．平成１８年度の発掘調査
　平成１８年度には、調査を大きく２回に分け、Ｂ地区とＦ地区の本発掘調査を実施した。

（１）本発掘調査（遺跡調査番号２００６０５５）

　調査は都市計画道路と区画道路部分について実施した。調査範囲は町坪地区のＢ地区であり、事業用

地内には市道や里道・水路等の調査不可能な部分が含まれていることから、調査区は東方向から西方向

に向って４区～１８区の１５地区に分割した。

　空中写真測量は、調査の進展に併せて２回の撮影・測量を行った。

　調査終了後は耕作土以外の埋め戻しを行った。

　調査期間は、平成１８年６月３０日～平成１８年９月２９日。調査面積は３，０３１㎡である。

（２）本発掘調査（遺跡調査番号２００６０９３）

　調査は都市計画道路と区画道路部分について実施した。調査範囲は苫編地区東半部のＦ地区であり、

事業用地内には市道や里道・水路等の調査不可能な部分が含まれていることから、調査区は北東方向か

ら南西方向に向って４５区～５６区の１０地区に分割した。

　空中写真測量は、調査の進展に併せて３回の撮影・測量を行った。

　調査途中の平成１８年１２月２３日に地元地区や地権者を対象とした遺跡の説明会を実施した。

　調査終了後は耕作土以外の埋め戻しを行った。

　調査期間は、平成１８年１０月２日～平成１９年１月２３日。調査面積は５，８６３㎡である。

３．平成１９年度の発掘調査
（１）本発掘調査（遺跡調査番号２００７０５７）

　発掘調査は都市計画道路と区画道路部分について実施した。調査範囲は町坪地区のＡ地区（１区～３

区）とＣ地区（１９区～２１区）、苫編地区東半部のＧ地区（５７区・５８区）、苫編地区西半部のＨ地区（５９区～６９

第４節　本発掘調査の経過
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区）の４地区に分れ、市道や里道・水路等の調査不可能な部分が含まれていることから、１８地区に分け

調査を実施した。前年度までに発掘調査を実施したＡ地区とＣ地区周辺の調査区はすでに道路の擁壁工

事等が始まっており、昨年度まで調査不可能であった水路部分の調査を実施した。

　空中写真測量は、調査の進展に併せて３回の撮影・測量を行った。

　遺構の調査後は、地形の形成を見るために立命館大学の青木哲哉先生に指導いただき、Ａ地区の２区、

Ｃ地区の２０区・２１区、Ｈ地区の６２区・６４区で深掘りを実施した。

　調査終了後は耕作土以外の土の埋め戻しを行った。

　調査期間は、平成１９年６月１３日～１２月６日。調査面積は７，１０７㎡である。

４．発掘調査の組織
（１）平成１７年度

調査主体　兵庫県教育委員会

調査事務　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

　　　　　　所長　平岡憲昭　総務課　主幹　大西義明　

　　　　　　企画調整班　主幹　輔老拓治　主査　深井明比古

　　　　　　調査第２班　調査専門員　山本三郎

　　　　調査担当（２００５１５７）

　　　　　　調査第２班　主査　岸本一宏　主査　久保弘幸　主査　篠宮　正

　　　　　　調査補助員　森崎由起子　竹地克征　赤壁千恵子　山本香織

　　　　調査担当（２００５１６９）

　　　　　　調査第２班主査　山田清朝　主査　鐵　英記

　　　　　　調査補助員　森崎由起子　赤壁千恵子

（２）平成１８年度

調査主体　兵庫県教育委員会

調査事務　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

　　　　　　所長　平岡憲昭　　主幹兼総務課長　若生晃彦

　　　　　　企画調整班　主幹　池田正男　主査　深井明比古

　　　　　　調査第２班　調査専門員　山本三郎

　　　　調査担当（２００６０５５）

　　　　　　調査第２班　主査　吉識雅仁　主査　別府洋二　主査　池田征弘

　　　　　　調査補助員　森崎由起子

　　　　調査担当（２００６０９３）

　　　　　　調査第２班　主査　西口圭介　主査　篠宮　正

　　　　　　調査補助員　森崎由起子　前田洋子

（３）平成１９年度

調査主体　兵庫県教育委員会

整理事務　兵庫県立考古博物館

　　　　　　館長　石野博信
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　　　　　　副館長（総務部長兼務）　松下信一　　総務課　課長　若狭健利

　　　　　　埋蔵文化財調査部長　若生晃彦　主幹　岡崎正雄

　　　　　　調査第２班　調査専門員　山本三郎

調査担当　　調査第２班　主査　西口圭介　主査　篠宮　正　主査　鐵　英記

　　　　　　調査補助員　小谷義男　清水洋子　森崎由起子　山本啓

第５節　出土品整理作業
　平成１７年度から平成１９年度にかけて現地において遺物洗浄の一部を行った他は、平成２０年度以降に兵

庫県立考古博物館において実施した。

１．出土品整理の概要
　平成２０年度は、出土遺物の洗浄・ネーミング・接合･補強を行い、実測や採拓するものを選択した。

　平成２１年度は、金属器を除く出土遺物の実測・拓本を行うとともに、金属器の保存処理を行った。

　平成２２年度は、金属器の実測を行うとともに、土器の復原の後、金属器・木製品・石器とあわせて写

真撮影を行い、写真を整理した。出土品の分析は、年代測定を㈱加速器分析研究所に、土器の胎土分析

をパリノ・サーヴェイ株式会社に、木器の樹種同定を㈱古環境研究所に依頼した。遺構図をトレースが

行えるように補正し、一昨年度に実測した遺物図・遺構図とともに、トレースを行った。

　平成２３年度は、昨年度にトレースをした遺物図・構図と写真のレイアウトを行った。また木製品の保

存処理を行った。原稿執筆・編集を行った後、報告書を刊行した。

２．出土品整理の組織
（１）平成２０年度

調査主体　兵庫県教育委員会

　兵庫県立考古博物館

整理事務　　館長　石野博信

　　　　　　副館長（総務部長兼務）　藤原　悟　総務課　課長　若狭健利

　　　　　　埋蔵文化財調査部長　若生晃彦　主幹　岡崎正雄

　　　　　　整理保存課　課長　森内秀造　主査　菱田淳子　主査　篠宮　正　主査　岡本一秀

整理担当　　整理保存課　主査　篠宮　正

　　　　　　調査第２課　担当課長補佐　別府洋二　主査　山田清朝　主査　池田征弘

　　　　　　調査第１課　担当課長補佐　岸本一宏　担当課長補佐　西口圭介

　　　　　　非常勤嘱託員　吉田優子　真子ふさ恵　島村順子　家光和子　三好綾子　荒木由美子

　　　　　　　　　　　　　小林陽子　小野潤子　荻野麻衣　　吉村あけみ　藤池かづさ　嶺岡美見

　　　　　　　　　　　　　小谷桂加

（２）平成２１年度

調査主体　兵庫県教育委員会

　兵庫県立考古博物館
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整理事務　　館長　石野博信

　　　　　　副館長兼総務部長　藤原　悟　総務課　課長　前川浩子　主査　大西晃彦

　　　　　　埋蔵文化財調査部　部長　若生晃彦

　　　　　　整理保存課　課長　森内秀造　主査　菱田淳子

整理担当　　整理保存課　主査　篠宮　正

　　　　　　調査第２課　担当課長補佐　別府洋二　主査　山田清朝　主査　池田征弘

　　　　　　調査第１課　担当課長補佐　岸本一宏　担当課長補佐　西口圭介

　　　　　　非常勤嘱託員　宮田麻子　島田留里　大前篤子　矢木加奈子　川村由紀　長浜重美

　　　　　　　　　　　　　西村美緒　藤井光代　前田恵梨子

（３）平成２２年度

調査主体　兵庫県教育委員会

　兵庫県立考古博物館

整理事務　　館長　石野博信

　　　　　　副館長兼総務部長　安部邦明　総務課　課長　前川浩子　事務職員　川原聡介

　　　　　　埋蔵文化財調査部長　若生晃彦　主幹　吉田　昇

　　　　　　整理保存課　課長　村上泰樹　主査　篠宮　正　主査　山本　誠　主査　岡本一秀

整理担当　　整理保存課　主査　篠宮　正

　　　　　　調査第２課　担当課長補佐　別府洋二　主査　山田清朝　主査　池田征弘

　　　　　　調査第１課　担当課長補佐　岸本一宏　担当課長補佐　西口圭介

　　　　　　非常勤嘱託員　宮田麻子　栗山美奈　川村由紀　長浜重美　西村美緒　前田恵梨子

　　　　　　　　　　　　　大西美緒　伊藤ミネ子　藤池かづさ　荻野麻衣　藤尾裕子　浜脇多規子

　　　　　　　　　　　　　桂昭子　柴田妃三光　

（４）平成２３年度

調査主体　兵庫県教育委員会

　兵庫県立考古博物館

整理事務　　館長　石野博信

　　　　　　副館長　安部邦明　総務部長　山内雅彰　総務課　課長　前川浩子　事務職員　川原聡介

　　　　　　埋蔵文化財調査部長　高尾直登　主幹　深井明比古

　　　　　　整理保存課　課長　村上泰樹　主査　篠宮　正　主査　山本　誠　主査　岡本一秀

整理担当　　整理保存課　主査　篠宮　正

　　　　　　調査第２課　担当課長補佐　別府洋二　担当課長補佐　西口圭介　主査　池田征弘

　　　　　　調査第１課　担当課長補佐　岸本一宏　担当課長補佐　久保弘幸

　　　　　　　　　　　　担当課長補佐　山田清朝

　　　　　　非常勤嘱託員　宮田麻子　友久伸子　島田留里　今村直子　柏木明子　高瀬敬子　　　　

　　　　　　　　　　　　　村上令子　前田恵梨子　坂東知奈　榎真菜美
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第３章　発掘調査の成果－遺構－

第１節　発掘調査の概要
１．池ノ下遺跡の調査（図版９）
　試掘調査は平成１４年度に実施し、本発掘調査は平成１７年度～平成１９年度にかけて５次にわたる調査を

実施した。

　平成１７年度の本発掘調査は２回に分けて実施した。平成１７年度の第１次調査（遺跡調査番号２００５１５７）

は町坪地区から苫編地区東半部にかけてのＤ地区（２２区～３９区）である。平成１７年度の第２次調査（遺跡

調査番号２００５１９４）は町坪地区から苫編地区東半部にかけてのＥ地区（４０区～４４区）である。

　平成１８年度の本発掘調査は２回に分けて実施した。平成１８年度の第１次調査（遺跡調査番号２００６０５５）

は町坪地区のＢ地区（４区～１８区）である。平成１８年度の第２次調査（遺跡調査番号２００６０９３）は苫編地区

東半部のＦ地区（４５区～５６区）である。

　平成１９年度の本発掘調査（遺跡調査番号２００７０５７）は、昨年までの調査でし残った所を実施するため、

広域に多数の地点が存在する。町坪地区のＡ地区（１区～３区）とＣ地区（１９区～２１区）、苫編地区東半部

のＧ地区（５７区・５８区）、苫編地区西半部のＨ地区（５９区～６９区）の大きく４地区に分かれる。

２．調査区の呼称（図版１０・１１）
　今回池ノ下遺跡の本発掘調査対象地は東西９００ｍ、南北２６０ｍと広大で、調査も３箇年５次に亘って実

施した。調査の順番も工事を優先に実施したため、まとまりが無い。このため、報告書作成にあたり、

地区のまとまりと調査単位とを重視して、新たに調査地区と調査区の名称を付け替えた。

　調査区は、道路や水路などで区切られた単位とし、調査区が枝として延びる場合は別の名称を呼称し

た。調査地区は調査単位を原則としたが、調査地区が離れている場合は別の名称を付した。原則的には

北東から南西に向かって順番に付与した。なお、遺構の呼称も各遺構の種類ごとに調査区順に１から始

まる遺構名称に付け替えた。

　Ａ地区は、平成１９年度に実施した調査区のうち、東北端の町坪地区にあたり１区～３区の３地区に分

割した。Ｂ地区は、平成１８年度に実施した第１次調査の地域である。町坪地区にあたり、４区～１８区の

１５地区に分割した。Ｃ地区は、平成１９年度に実施した調査区のうち、町坪地区にあたり、１９区～２１区の

３地区に分割した。Ｄ地区は、平成１７年度に実施した第１次調査の地域である。町坪地区から苫編地区

東半部にかけての地域であり、２２区～３９区の１８地区に分割した。Ｅ地区は、平成１７年度に実施した第２

次調査の地域である。町坪地区から苫編地区東半部にかけての地域であり、４０区～４４区の５地区に分割

した。Ｆ地区は、平成１８年度に実施した第２次調査の地域である。苫編地区東半部のであり、４５区～５６

区の１０地区に分割した。Ｇ地区は、平成１９年度に実施した調査区のうち、苫編地区東半部にあたり、５７

区・５８区の２地区に分割した。Ｈ地区は、平成１９年度に実施した調査区のうち、苫編地区西半部にあた

り、５９区～６９区の１１地区に分割した。

第１節　発掘調査の概要
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第２節　Ａ地区の調査
１．調査の概要（図版１０　写真図版４）
　Ａ地区は、調査対象地北東部のＢ・Ｃ－１・２区に位置する。平成１７年度に本発掘調査を実施した一

部であり、１区・２区・３区の３調査区が該当する。

２．１区（図版１２・１３　写真図版３４・３５）
　１区は、今回調査範囲の最北端のＢ・Ｃ－１区位置する。道路の北側に並行した東西に細長い調査区

である。東側部分は耕作による影響を受けている。基本層序は水田耕作土と床土の直下に遺構検出面が

存在し、中央部分は１層下に下層の遺構検出面が存在している。検出した遺構は上層では掘立柱建物と

土坑と溝があり、下層では土坑や柱穴が多数ある。炭を含んでいるものが多い。

ＳＫ００１（写真図版３４・３６）
検出状況　調査区西部の下層面に位置し、南側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。

形状規模　平面形は円形であると考えられ、断面形は浅いＵ字形である。規模は南北０．９ｍ、東西１．１ｍ、

深さは１５㎝を測る。

埋　　土　埋土には炭を多量に含んでいる。

出土遺物　遺物は出土していない。

Ｐ０１０１（図版１４　写真図版３４）
検出状況　下層面で検出した。調査区西部のＳＤ００５の西側に位置する。

形状規模　直径０．２５ｍ、深さ７２㎝の柱穴である。

埋　　土　埋土には炭が多量に含まれている。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ００１（図版１４）
検出状況　調査区東部に位置する。ＳＢ００１の柱穴とＳＫ００２に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝で、主軸方位はＮ２７°Ｅである。規模は幅約５．０ｍ、深さ

４０㎝、延長３．７ｍ以上を測り、断面形は削平が著しい。東西２本に分かれている。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ００２（図版１４）
検出状況　調査区東部に位置する。ＳＢ００１の柱穴に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する溝である。規模は幅約３ｍ～４ｍ、深さ３５㎝、延長３．７ｍ以上を測

り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　二次加工のある剥片（Ｓ１）が出土している。

ＳＤ００３
検出状況　ＳＤ００１とＳＤ００２の間に位置し、南側はＳＫ００２に切られ、北側は調査区外に延びる。

形状規模　調査区の長軸に直交するやや蛇行した溝である。規模は幅０．３ｍ、深さ１０㎝を測り、断面形

はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

第３章　発掘調査の成果－遺構－
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ＳＤ００４（図版１４　写真図版３５）
検出状況　調査区中央部のＳＢ００１の西側に位置する。

形状規模　主軸方位はＮ５８°Ｅで、調査区外に延びる直線的な溝である。規模は幅０．７ｍ、深さ２０㎝、延

長５．３ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ００５（図版１４　写真図版３５）
検出状況　調査区西部に位置する。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝で、方位はＮ２４°Ｅである。規模は幅１．５ｍ、深さ４５㎝、

延長５．６ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　須恵器碗（９５０）が出土している。

ＳＤ００６（図版１４　写真図版３５）
検出状況　調査区西部のＳＤ００５の西側に位置する。

形状規模　方位はＮ４３°Ｅで、調査区外に延びる直線的な溝である。規模は幅１．６ｍ～１．８ｍ、深さ４０㎝、

延長３．６０ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　須恵器坏（９５１）が出土している。

ＳＢ００１（図版１４　写真図版３６）
検出状況　調査区西部に位置する。北側と南側は調査区外に延びている可能性があるため本来の規模は

不明である。下層の溝ＳＤ００１・ＳＤ００２を切っており、建物内にＳＫ００１が存在するが、先後関係は不明で

ある。

形状規模　南北軸がＮ２５°Ｅの総柱建物である。南北１間（１．６ｍ）以上×東西２間（５．３ｍ）の規模である。

建物の柱間は、南北１間１．６ｍ、東西１間２．５ｍ・２．８ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝前後、柱痕は径約１５㎝、深さは約３０㎝～４０㎝である。Ｐ０４の上部

には石があり、Ｐ０５の底には木質が残存していた。

出土遺物　柱穴Ｐ０１・Ｐ０３から土器の小片が出土している。

ＳＫ００２（図版１４　写真図版３５）
検出状況　調査区東部に位置し、ＳＢ００１と重複関係にあるが先後関係は不明である。南側は調査区外に

延びているため本来の規模は不明である。

形状規模　平面形は不整円形で、断面形は浅いＵ字形である。規模は南北１．３ｍ以上、東西２．２ｍ、深さ

は１６㎝を測る。

出土遺物　土師器小皿（９５２）が出土している。

３．２区（図版１５　写真図版３７）
　２区はＢ－１・２区位置する。１区の南側の道路と住宅を挟んだ所に位置している。東西に細長い調

査区で、東側部分では一部北側に張り出す。西端は南側へ延びる３区と接しており、東側はＢ地区の１３

区に対して位置する。削平が著しく、東半部で溝２条と柱穴を調査したのみである。

ＳＤ００１（図版１５　写真図版３７・３８）
検出状況　調査区東部に位置する。位置関係と埋土の状況から１区と同一の溝である。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝で、北から南に流れている。規模は幅約５．０ｍ、深さ最
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大３５㎝、延長６ｍ以上を測り、断面形は中央部分が盛り上がっており、２本の浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器壺（２３）が出土している。

ＳＤ００２（図版１５　写真図版３８）
検出状況　調査区東部に位置し、ＳＤ００１の西側に平行する。位置関係と埋土の状況から１区と同一の溝

である。

形状規模　調査区の長軸に直交する溝で、北から南に流れ、方位はＮ２６°Ｅである。規模は幅約３ｍ～４

ｍ、深さ１５㎝、延長６ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　溝底から弥生土器鉢（２２）がつぶれた状態で出土した。

４．３区（図版１６　写真図版３９）
　３区は２区西端の南側に接しており、南側はＢ地区の１６区に接した所に位置する。南北に細長い調査

区である。全体的に削平が著しく、南端には攪乱が存在する。

　遺構は南半部で墓、掘立柱建物、土坑、溝を検出した。掘立柱建物ＳＢ０１８は１６区に伸びており、１６区

で記述を行う。

ＳＢ００２（図版１６）
検出状況　調査区南部に位置する。西側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。

形状規模　南北軸がＮ２８°Ｅの建物である。南北２間（３．８ｍ）×東西１間（１．６ｍ）以上の規模である。建物

の柱間は、南北１間１．９ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、深さは１３㎝～２０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０４からは土器の小片が出土している。

ＳＫ００３（図版１６）
検出状況　調査区南端に位置し、ＳＢ０１８に切られている。

形状規模　平面形は不整円形で、断面形には凹凸がある。規模は南北２．１ｍ、東西１．６ｍ、深さは最大２５

㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＴ００１（図版１６　写真図版３９）
検出状況　調査区南部のＳＢ００２の東側に位置する。

形状規模　墓壙の平面形は全長２００㎝、幅７０㎝の長方形で、深さ１０㎝の浅い断面逆台形を呈する。木棺

の痕跡は確認できなかった。墓壙の主軸方位はＮ６４°Ｗである。

頭　　位　不明である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ００７（図版１６　写真図版３９）
検出状況　調査区中央部に位置する。

形状規模　北東部に角を持つＬ字形の溝である。規模は東西延長２．５ｍ、南北延長２．０ｍを測る。幅最大

４０㎝、深さ５㎝を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土器の小片が出土している。

第３章　発掘調査の成果－遺構－
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第３節　Ｂ地区の調査
１．調査の概要（図版１０　写真図版５）
　Ｂ地区は調査対象地北東部のＡ・Ｂ－２区、Ｃ－１・２区Ｄ－３区に位置する。Ａ地区の南、Ｃ・Ｄ地

区の北側にあたる。４～１８区が属している。東西約２００ｍ、南北約２００ｍに及ぶ。地形は緩やかに南に下

がる傾斜面で、標高は４区の６．２ｍが高く、１８区４．９ｍが最も低い。調査前の原状はほとんどが水田で、

検出面も耕土直下である。

　検出した遺構は中世の掘立柱建物（４・７・８・１３～１６区）がほとんどであり、比較的散漫である。そ

の他に弥生時代の竪穴住居（１６区）、掘立柱建物（１６区）、溝（１７区）、古代の溝（１６区）などを検出している。

２．４区（図版１７　写真図版４０）
　全体の北東端に位置している。南北方向に長い調査区で、南東端に５区、南西端に６区が接している。

調査区北端より南側へ１３．５ｍは標高約６．２ｍの平坦な面で、コンクリート擁壁を挟んで南側は削平を大

きく受けて、標高約５．８ｍの平坦面である。検出面は耕土の直下で、北・中部はその上に厚く盛土がな

されている。

　検出した遺構は掘立柱建物跡４棟である。

ＳＢ００３（図版１８　写真図版４０・４２）
検出状況　４区の北部で検出した。ＳＢ００４の北側に位置している。西側は調査区外に延びているものと

思われる。

形状規模　東西棟の総柱建物と考えられ、桁行方向の方位がＮ６７°Ｗである。梁行２間（４．３ｍ）、桁行１

間（２．６ｍ）以上である。桁行方向の柱列が梁行方向に対して西側へやや傾いている。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは楕円形で、掘形径１５㎝～３０㎝、深さは３４㎝～１０㎝である。柱痕を確認で

きたものは１基のみで、径１４㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０４から土師器皿、Ｐ０５から須恵器碗（９５３・９５４）、土師器鉢（９５５）が出土している。

ＳＢ００４（図版１９　写真図版４１・４２）
検出状況　４区の中部で検出した。ＳＢ００３の南側に位置している。西側は調査区外に延びているものと

思われる。

形状規模　東西棟の総柱建物と考えられ、桁行方向の方位がＮ６５°Ｗである。東北隅の柱穴は検出して

いない。梁行４間（７．８ｍ）、桁行２間（４．４ｍ）以上である。梁行方向の柱間は中央２間が２．２ｍであるの

に対して、南北両端が１．７ｍである。桁行方向の柱間も東から２間目が２．４ｍであるのに対して、東端が

２．０ｍと短い。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは楕円形で、掘形径２５㎝～３４㎝、深さは３４㎝～１０㎝である。柱痕を確認で

きたものは１基のみで、径１４㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ１１から砥石（Ｓ２）が出土しているが、建物に属する遺物は出土していない。

ＳＢ００５（図版１８　写真図版４１）
検出状況　４区の南部で検出した。ＳＢ００４の南側、ＳＢ００６の東側に位置している。東側は調査区外に延

びているものと思われる。

形状規模　東西棟の総柱建物と考えられ、梁行方向の方位がＮ７８°Ｗである。梁行２間（４．４ｍ）、桁行１
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間（２．４ｍ）以上である。桁行方向の柱列が梁行方向に対して東側へやや傾いている。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは楕円形で、掘形径は２０㎝～３４㎝、深さは６㎝～１６㎝である。柱痕は径約

１６㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０２から須恵器細片、土師器細片、鉄滓が出土している。

ＳＢ００６（図版１８）
検出状況　４区の南部で検出した。ＳＢ００４の南側、ＳＢ００５の西側に位置している。西北部は調査区外で

ある。

形状規模　東西棟の建物と考えられ、桁行方向の方位がＮ７５°Ｗである。梁行２間（４．４ｍ）、桁行２間

（５．４ｍ）である。柱間の間隔は不均一で、２．８ｍ～２．０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは楕円形で、掘形径は２０㎝～３４㎝、深さは７㎝～１６㎝である。柱痕を確認

できたものは１基のみで、径１０㎝である。

出土遺物　柱穴から遺物は出土していない。

３．５区（図版１７　写真図版４２）
　４区南東隅から東側に細く延びる調査区である。調査区の幅は１ｍと狭い。東端は大井川に面してい

る。標高は４区南部と同じく、約５．８ｍの平坦面である。検出した遺構は柱列１基、ピットである。

ＳＡ００１（図版１９）
検出状況　５区の中部で検出した。調査区が狭いため、柱列として認識しておく。

形状規模　柱間は３間で、全長は６．８ｍである。方位はＮ６８°Ｗである。柱間の間隔は不均一、３．０ｍ～

１．７ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは楕円形で、掘形径は２０㎝～３６㎝、深さは１６㎝～３２㎝である。柱痕を確認

できたものは１基のみで、径１０㎝である。

出土遺物　Ｐ０１から須恵器細片、土師器細片、Ｐ０２から土師器細片、Ｐ０３から須恵器碗、Ｐ０４から土師器

細片が出土している。

Ｐ０５０１
検出状況　５区の中部で検出した。

形状規模　平面は不整形で、長５３㎝、幅２７㎝、深さ４㎝である。

出土遺物　埋土から土師器皿（９５６）が出土している。

４．６区（図版２２　写真図版４３）
　東西方向に長い調査区で、東端に４区南部、西部に８区北端が接している。西側には用水路を挟んで

７区が位置している。４区南部と同様に削平を大きく受けており、標高約５．８ｍの平坦面である。

　東端部に４区ＳＢ００６の一部が含まれている以外は明瞭な遺構は検出していない。包含層からも手づく

ね成形の土師器皿が出土しているのみである。

５．７区（図版２０　写真図版４３）
　東西方向に長い調査区で、用水路を挟んで東側には６区、西側には１３区北部が位置している。検出面

は耕土の直下で、標高５．９～６．０ｍの平坦面である。
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　検出した遺構は調査区東端で検出した掘立柱建物跡３棟である。掘立柱建物跡は同じ場所でＳＢ００９・

ＳＢ００８・ＳＢ００７の順に建て替えられたものである。調査区西端で検出した深さ６０㎝程度の落ち込みは近

世以降のもので、用水路に関連する遺構と考えられる。

ＳＢ００７（図版２１　写真図版４４）
検出状況　７区の東端で検出した。ＳＢ００８・ＳＢ００９の柱穴を切っている。南側は調査区外に延びている

ものと思われる。

形状規模　東西棟の総柱建物と考えられ、桁行方向の方位がＮ７２°Ｗである。梁行１間（１．５ｍ）以上、桁

行３間（８．２ｍ）である。桁行方向の柱間は東側２間が約３ｍであるのに対して、西端が２．１ｍと短い。

柱　　穴　　柱穴は円形もしくは楕円形で、掘形径３０㎝～４０㎝、深さは４３㎝～１４㎝である。柱痕の径は

１５㎝前後である。おおむね南列の柱の方が３５㎝以上と深い。

出土遺物　柱穴Ｐ０２から土師器皿（９５８）、Ｐ０４から土師器皿・羽釜、Ｐ０５から土師器皿（９５９・９６０）、瓦器

碗、Ｐ０６から土師器皿、瓦質土器羽釜（９６１）が出土している。

ＳＢ００８（図版２１　写真図版４４）
検出状況　７区の東端で検出した。北端の柱列のみを検出したもので、全ての柱穴がＳＢ００７の柱穴に切

られており、南側はＳＢ００７の柱穴と共通すると推定される。南側は調査区外に延びているものと思われ

る。

形状規模　形状はＳＢ００７と同一で、東西棟の総柱建物と考えられ、桁行方向の方位がＮ７２°Ｗである。

梁行１間（１．７ｍ）以上、桁行３間（８．２ｍ）である。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは楕円形で、掘形径１９㎝～２３㎝、深さは２２㎝～１０㎝である。柱痕の径は１４

㎝前後である。ＳＢ００７と比べて径が小さく、深さも浅い。

出土遺物　柱穴Ｐ０１から土師器皿、Ｐ０２から瓦質土器羽釜、Ｐ０３から土師器羽釜、Ｐ０４から土師器皿

（９６２）が出土している。

ＳＢ００９（図版２１　写真図版４４）
検出状況　７区の東端で検出した。ＳＢ００７の柱穴に切られている。南側は調査区外に延びているものと

思われる。

形状規模　東西棟の総柱建物と考えられ、桁行方向の方位がＮ７０°Ｗである。梁行１間（１．１ｍ）以上、桁

行４間（８．１ｍ）である。桁行方向の柱間は２．２ｍ～１．８ｍと不均一で、東側ほど大きくなっている。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは楕円形である。掘形径は明らかに南列が２８㎝～３５㎝と大きく、北列が１６

㎝～２５㎝と小さい。深さも南列が３２㎝～４６㎝と深く、北列が２８㎝～１０㎝と浅い。柱痕の径は１３㎝前後で

ある。

出土遺物　柱穴Ｐ０２から土師器皿、瓦質土器細片、Ｐ０４から土師器皿（９６３・９６４）・羽釜、Ｐ０５から土師

器皿、瓦質土器羽釜（９７０）、Ｐ０７から瓦質土器羽釜（９７１）、Ｐ０８から土師器皿（９６７）、瓦質土器羽釜（９６８・

９６９）、Ｐ０９から瓦質土器羽釜、Ｐ１０から土師器皿（９６６）が出土している。

６．８区（図版２２　写真図版４３・４５）
　南北方向に長い調査区で、北側は６区西部に接し、南端部では用水路を挟んで西側には９区が位置し

ている。検出面は耕土の直下で、標高５．８ｍ前後の平坦面である。

　検出した遺構は掘立柱建物跡３棟、溝、土坑などである。調査区南端で検出した深さ１ｍ程度の落ち
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込みは近世以降のもので、用水路に関連する遺構と考えられる。

ＳＢ０１０（図版２３　写真図版４５）
検出状況　８区の北部で検出した。西側は調査区外に延びているものと思われる。

形状規模　東西棟の２面庇建物と考えられ、桁行方向の方位がＮ７８°Ｗである。梁行４間（６．８ｍ）、桁行

２間（４．４ｍ）以上である。梁行方向の柱間は中央２間が１．８ｍであるのに対して、南北両端が１．６ｍと短

い。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは楕円形で、掘形径１５㎝～２５㎝、深さは３３㎝～１６㎝である。柱痕の径は１０

㎝前後である。最北の列のみ柱穴の断面が細く尖っており、杭であったと考えられる。

出土遺物　柱穴Ｐ０６から土師器皿（９７２）が出土している。

ＳＢ０１１（図版２３　写真図版４６）
検出状況　８区の南部で検出した。西側は調査区外に延びているものと思われる。ＳＢ０１２と重複してい

るが、切れ合いはない。

形状規模　東西棟の総柱建物と考えられ、桁行方向の方位がＮ７８°Ｗである。梁行２間（３．４ｍ）、桁行３

間（５．８ｍ）以上である。桁行方向の柱間は２．２ｍ～１．６ｍと不均一で、西側ほど短い。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは楕円形で、掘形径２１㎝～３１㎝、深さは１０㎝～５０㎝で、３０㎝以上の深いも

のが多い。柱痕の径は１２㎝～２０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０１から土師器皿（９７３）、Ｐ０３から土師器鍋、Ｐ０４から土師器皿・鍋、Ｐ０５から土師器皿、

Ｐ０６から土師器皿、Ｐ０７から土師器皿、瓦質土器羽釜、Ｐ０８から土師器皿、Ｐ１０から土師器皿（９７４）が出

土している。

ＳＢ０１２（図版２４　写真図版４６）
検出状況　８区の南部で検出した。西側は調査区外に延びているものと思われる。ＳＢ０１１と重複してい

るが、切れ合いはない。

形状規模　東西棟の総柱建物と考えられ、桁行方向の方位がＮ８２°Ｗである。梁行２間（３．６ｍ）、桁行２

間（４．３ｍ）以上である。桁行方向の柱間は２．６ｍ～１．７ｍと不均一である。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは楕円形で、掘形径２１㎝～４６㎝、深さは２６㎝～５０㎝で、３０㎝以上の深いも

のが多い。柱痕の径は１０㎝～１６㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０１から土師器皿（９７６）、Ｐ０２から土師器皿（９７５）、瓦質土器羽釜、Ｐ０３から須恵器碗、Ｐ０４

から土師器皿、Ｐ０５から土師器皿、瓦質土器細片、平瓦（９７７）、Ｐ０６から土師器皿、瓦質土器羽釜、Ｐ０７

から土師器皿、須恵器細片、Ｐ０８から土師器羽釜が出土している。

ピット
検出状況　８区の南部で検出した。ＳＢ０１１・ＳＢ０１２の柱穴以外にも建物に復元できなかった柱穴が約５０

基存在している。おそらく、この２棟以外にも建物が存在するものと思われる。

　このうち遺物が出土しているのは２１基である。ただし、細片のみが多く、図化を行ったのは４点のみ

である。

出土遺物　Ｐ０８０１から亀山焼甕（９７８）、Ｐ０８０２から土師器羽釜（９７９）、Ｐ０８０３から土師器羽釜（９８０）、Ｐ０８０４

から瓦質土器三脚（９８１）が出土している。

ＳＫ００４
検出状況　８区の南部で検出した。ＳＢ０１１・ＳＢ０１２の南側に位置している。東側は調査区外である。
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形状規模　南北８０㎝、東西８０㎝以上で、深さは６㎝と浅い。

出土遺物　坑内床面から径１５㎝以下の礫とともに土師器皿（９８２）、瓦質土器三足付羽釜（９８３）が出土して

いる。

ＳＤ００８
検出状況　８区の南部で検出した。ＳＢ０１１・０１２の西側に沿って位置している。南側は近世以降の落ち

込みに切られ、北側は調査区外である。

形状規模　南北方向の直線的な溝である。長さ４．０ｍ以上、幅４０㎝で、深さは８㎝と浅い。

出土遺物　埋土から径１５㎝以下の礫とともに土師器皿、瓦質土器羽釜（９８４）が出土している。

７．９区（図版２２　写真図版４７）
　８区南端部とは用水路を挟んで東側、１０区西端部とは用水路を挟んで北側に位置している。検出面は

耕土の直下で、標高５．７ｍ前後であるが、調査区内のほとんどが８区南端部で検出した近世以降の落ち

込みと一連の落ち込みと考えられる。

８．１０区（図版２５・２６　写真図版４８）
　東端部では９区と用水路を挟んで南側に位置し、西端部では北側に１１区が接続し、南西側には２０区、

南東側には２１区が続いている。検出面は耕土の直下で、標高は東部の一部が５．５ｍである他は、５．３ｍ前

後で、用水路の北側に比べてかなり低い。

　東端部では東西方向の用水路側に落ち込みが存在し、西部では南北方向に溝状遺構が存在するが、時

期は近世以降のものである。

　中世以前の遺構としては古代の土坑（ＳＫ００５）のみが存在する。

ＳＫ００５
検出状況　１０区の東部の検出面のやや高い部分で検出した。西端は検出面が１段低いが、遺構部分の底

の部分もこの部分がもっとも低い。

形状規模　平面は東西に長い不整形である。東西３．４ｍ、幅１．３ｍ以上で、深さは１７㎝である。

出土遺物　埋土から須恵器壺（９８６）が出土している。

９．１１区（図版２６　写真図版４８）
　６区西部から幅１．８ｍで北側に延びる調査区である。用水路を挟んで北側に１２区が続いている。

　検出面は耕土・床土の直下で、標高は５．３～５．４ｍである。

　調査区中央付近では東西方向の溝を検出し、北端部では現用水路の前身の用水路の南肩部を検出して

いる。いずれも近世以降のものと考えられる包含層からは白磁碗（９８７）、青磁碗（９８８）が出土している。

１０．１２区（図版２６　写真図版４８）
　調査区は幅１．８ｍで１１区と用水路を挟んで北側に続いている。現地表は１１区と比べて３０㎝程度高いが、

検出面の標高は５．１５ｍ前後と１１区より１５㎝程度低い。

　調査区南端部で現用水路の前身の用水路の南肩部を検出しているが、近世以降のものと考えられる。
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１１．１３区（図版２７　写真図版４９）
　調査区は北端部で２区の東側に接し、南北方向の用水路を挟んで東側に７区が位置している。南端部

は西へ屈曲する部分で１４区と区分する。検出面は表土及び床土直下で、標高は北部で約６．０ｍ、南端部

で約５．８５ｍである。

　北端部で掘立柱建物跡を３棟検出した。

ＳＢ０１３（図版２８　写真図版４９）
検出状況　１３区の北部で検出した。北側は調査区外に延びているものと思われる。２区では柱穴を検出

していないことから、西側へは延びない。ＳＢ１４の柱穴に切られている

形状規模　検出部分が少ないため建物の構造は不明である。長辺の方位はＮ６８°Ｗである。東西３間

（８．２ｍ）、南北１間（２．０ｍ）以上である。東西方向の柱間は西側２間が３．０ｍであるのに対して、東端が

２．２ｍと短い。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、深さは４８㎝～２０㎝である。柱痕の径は１５㎝前後である。

出土遺物　柱穴Ｐ０４から須恵器細片、土師器細片、Ｐ０７から須恵器碗（９８９）、土師器皿・鍋、砥石（Ｓ４）、

石鏃（Ｓ５）、Ｐ０８から土師器鍋、須恵器細片が出土している。

ＳＢ０１４（図版２８　写真図版４９）
検出状況　１３区の北部で検出した。北側は調査区外に延びているものと思われる。２区では柱穴を検出

していないことから、西側へは延びない。ＳＢ１３の柱穴を切っている。西側の列のみ近接して柱穴が切

れ合い、外側の方が新しいものと思われる。

形状規模　検出部分が少ないため建物の構造は不明であるが、南北棟の可能性が高いものと思われる。

桁行の方位はＮ２３°Ｅである。梁行１間（古２．３ｍ、新２．５ｍ）、桁行１間（２．２ｍ）以上である。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは楕円形で、掘形径４４㎝～２４㎝、深さは５０㎝～２５㎝である。柱痕の径は１５

㎝前後である。

出土遺物　柱穴Ｐ０１から須恵器碗、Ｐ０３から土師器細片、Ｐ０６から須恵器碗（９９０）が出土している。

Ｐ１３０１
検出状況　１３区の北部のＳＢ０１３付近で検出した。

形状規模　平面は円形で、直径３２㎝、深さ３９㎝である。

出土遺物　埋土から土師器皿（９９１）が出土している。

１２．１４区（図版２７・２９　写真図版５０）
　調査区は北端部で１３区南端部より引き続き南西に屈曲した部分である。用水路を挟んで南側に１５区が

続いている。

　検出面は表土及び床土直下で、標高は５．８ｍ前後である。

　西半部で掘立柱建物跡を２棟検出した。

ＳＢ０１５（図版３０　写真図版５１・５２）
検出状況　１４区の西部で検出した。ＳＢ０１６の北東側に位置している。南東側は調査区外に延びているも

のと思われる。建物内の東辺に沿って土坑ＳＫ００６を検出している。

形状規模　南北棟の総柱建物と考えられるが、南西隅の柱穴は検出できなかった。桁行方向の方位はＮ

２２°Ｅである。梁行２間（４．９ｍ）、桁行３間（６．１ｍ）である。梁行方向の柱間は東側が２．７ｍであるのに対
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して、西側が２．２ｍである。桁行方向の柱間は約２．０ｍである。

柱　　穴　　柱穴は円形もしくは楕円形で、掘形径２０㎝～３５㎝、深さは３４㎝～１０㎝である。

　柱痕の径は１５㎝前後である。

土　　坑　建物内の東辺に沿って検出した。南北４．６ｍ以上と長細く、幅２．０ｍ、深さ１４㎝である。底面

は踏み込んだかのような凹凸が存在する。

出土遺物　柱穴Ｐ０２から土師器細片、Ｐ０７から土師器細片が出土している。ＳＫ００６の埋土から須恵器小

皿・壺、鉄滓が出土している。

ＳＢ０１６（図版３１　写真図版５０・５２）
検出状況　１４区の西部から１５区の東北隅にかけて検出した。ＳＢ０１５の南西側に位置している。北西およ

び南東側は調査区外に延びているものと思われる。

形状規模　東西棟の総柱建物と考えられるが、北端と西端の柱列は縁か柵列の可能性がある。桁行方向

の方位はＮ７５°Ｗである。梁行５間（９．０ｍ）、桁行４間（９．７ｍ）である。梁行方向の柱間は南３間が約２．０

ｍであるのに対して、その北側が１．８ｍ、最北部が１．０ｍである。桁行方向の柱間は西３間が２．７ｍ前後

であるのに対して、東端が１．７ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～４０㎝、深さは６０㎝～３０㎝である。柱痕の径は１５㎝前後である。

出土遺物　柱穴Ｐ０１から須恵器碗（９９２・９９３）、Ｐ０２から須恵器細片、Ｐ０３から須恵器壺、Ｐ０４から須恵器

碗、Ｐ０８から須恵器碗（９９４）、Ｐ０９から土師器細片、Ｐ１１から土師器小皿（９９５）、Ｐ１２から須恵器碗（９９６・

９９７）、土師器鍋、Ｐ１３から須恵器細片、土師器細片、Ｐ１４から須恵器碗、Ｐ１５から須恵器碗、土師器

皿・鍋、Ｐ１６から須恵器碗（９９８）が出土している。

ピット（写真図版５０）
検出状況　８区の南部で検出した。ＳＢ０１５・ＳＢ０１６の柱穴以外にも建物に復元できなかった柱穴が約４０

基存在している。特にＳＢ０１５・ＳＢ０１６の間付近で多く見つかっている。

　このうち遺物が出土しているのは１２基である。ただし、細片のみが多く、図化を行ったのは４点のみ

である。

出土遺物　Ｐ１４０１から鉄滓（Ｍ０１）、Ｐ１４０２から土師器小皿（１００１）、Ｐ１４０３から土師器羽口（１０００）、Ｐ１４０４

から瓦質土器皿（９９９）が出土している。

１３．１５区（図版２９・３２　写真図版５３）
　調査区東部は用水路を挟んで北側に１４区が続き、西側も用水路を挟んで１６区が続いている。

　検出面は表土及び床土直下で、標高は５．７ｍ前後である。

　遺構は、西部で時期不明の掘立柱建物跡が１棟（ＳＢ０１７）、東部で中世の掘立柱建物跡１棟（ＳＢ０１６）を

検出した。ＳＢ０１６は１４区で検出した建物跡の南端部である。その他は、近世以降の耕作に関わる溝、近

代の布掘り状の基礎、時期不明のピットなどである。

ＳＢ０１７（図版３２）
検出状況　１５区の西部で検出した。調査区外の北側に延びている可能性がある。

形状規模　南北棟の側建物である。桁行方向の方位はＮ２６°Ｅである。梁行１間（３．８ｍ）、桁行２間（４．２

ｍ）以上である。桁行方向の柱間は２．１ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～２５㎝で、深さは４５㎝～３０㎝である。柱痕は検出できなかった。
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出土遺物　柱穴から遺物は出土していない。

１４．１６区（図版３３　写真図版５３）
　調査区は１５区の西側に位置し、東端部は北側に３区、南側に１９区が続いている。東部は用水路を挟ん

で北側に１４区が続き、西側も用水路を挟んで１６区が続いている。西側は１７区に接続している。

　検出面は表土及び床土直下で、標高は約５．７ｍである。

　遺構は、中部で弥生時代の竪穴住居跡１棟（ＳＨ００１）、東部で弥生時代の掘立柱建物跡１棟（ＳＢ０１８）、

時期不明の掘立柱建物跡１棟（ＳＢ０１９）、古代の溝１条（ＳＤ００９）、縄文時代の焼土面（ＳＦ００１）西部で中世

の掘立柱建物跡３棟（ＳＢ０２０～ＳＢ０２２）を検出した。

ＳＦ００１（図版３３）
検出状況　１６区東部で検出された。ＳＢ０１８の南辺柱列の北側に位置している。

形状規模　長２０㎝程度と長１５㎝程度の焼土面が広がっている。その周囲には検出面の地山に染み込むよ

うに炭化物の散布が認められた。

出土遺物　遺構に伴って遺物は出土していない。炭化物は炭素１４年代測定によると４５７０±３０ｙｒＢＰの結

果が得られた。

ＳＨ００１（図版３４　写真図版５４・５５）
検出状況　１６区東部で検出した。厚さ約１５㎝の耕土を除去すると、厚さ４㎝足らずの床土が部分的に現

れ、その面ですでに円形の竪穴住居址の輪郭が確認できたため、一部拡張して全容を把握した。

形状規模　直径５．２５ｍ～５．５５ｍを測り、ほぼ正円形の平面形態をもつ。周壁溝は確認できない。床面ま

での深さは１５㎝ほどしか残存しておらず、上面を削平されたものであろう。埋土中には多くのサヌカイ

ト片や軽石が含まれていた。

中央土坑　東西０．７５ｍ、南北０．６ｍの不整な円形で、深さは１２㎝ほどしかない。周囲の一部が床面より

高くなっており、周堤帯を有していたものかもしれない。埋土の上層には炭混じりの部分があるが、下

層は暗褐色を呈している。

柱　　穴　床面で４ヶ所の柱穴を検出でき、柱間は２．１５～２．７ｍと等距離ではないが、主柱穴と思われ

る。柱個々の規模も直径３０㎝、深さ５２㎝のものが１基あるが、他は直径１５㎝のものや、深さ２３㎝のもの

があるなど貧弱である。

出土遺物　出土した土器片はすべて小片であるが、弥生時代前期の特徴を有している。埋土を水洗選別

したところサヌカイト製石器（Ｓ９～Ｓ２３）、チップ、剥片が多量に見つかった。また、軽石片も多量に

含まれており、主柱穴埋土からも出土している。竪穴住居東側には皿状の落ち込みを検出したが、その

周辺の埋土上層には多くの軽石が見られた。水洗選別ではＳ８の濃赤色を呈するガラス小玉も１点検出

できたが、混入であろう。

備　　考　弥生時代前期の竪穴住居としては本調査内では唯一のものであるが、近辺には同時代と考え

られる掘立柱建物（ＳＤ０１８）も確認されている。この住居内或いは周辺でサヌカイト製の石器の製作を

行っていたことは確実と思われるが、出土した石器に石錐が多いことや軽石が多く出土していることか

ら、何か別の製品の製作を行っていた可能性がある。

ＳＢ０１８（図版３５　写真図版５５）
検出状況　１６区の東部から３区の南端部にかけて検出した
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形状規模　南北棟の側柱建物である。桁行方向の方位はＮ４２°Ｅである。梁行２間（３．４ｍ）である。桁行

は北部の柱列が十分に検出できなかったためはっきりしないが、４間（７．０ｍ）と推定される。梁行方向

の柱間は１．７ｍである。桁行方向の柱間は南１間が２．０ｍで、柱間が長いことから、全体の柱間の間隔は

整っていないものと考えられる。

柱　　穴　　柱穴は円形で、掘形径２５㎝～３０㎝、深さは２０㎝～３５㎝である。柱痕は検出できなかった。

柱穴の埋土は竪穴住居跡（ＳＨ００１）と同様に黒色系である。

出土遺物　柱穴から遺物は出土していない。

ＳＢ０１９（図版３５）
検出状況　１６区の東部から１９区の北端部にかけて検出した。

形状規模　東西棟の側柱建物である。桁行方向の方位はＮ７０°Ｗである。梁行１間（２．６ｍ）、桁行２間

（３．６ｍ）で、桁行方向の柱間は１．８ｍである。

柱　　穴　　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、深さは１５㎝～２５㎝である。柱痕の径は１５㎝前後である。

出土遺物　柱穴から遺物は出土していない。

ＳＢ０２０（図版３６　写真図版５６・５７）
検出状況　１６区の西部で検出した。ＳＢ０２１・ＳＢ０２２の東側に位置し、遺構は北側へ続くものと思われる。

形状規模　南北棟の総柱建物と推定される。桁行方向の方位はＮ２２°Ｅである。梁行２間（４．５ｍ）、桁行

１間以上（２．１ｍ）で、梁行方向の柱間は約２．３ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝～３０㎝、深さは３０㎝～５５㎝である。柱痕の径は１５㎝前後である。

出土遺物　柱穴Ｐ０３から須恵器碗、Ｐ０５から須恵器碗、Ｐ０６から須恵器碗（１００７）、土師器鍋が出土して

いる。

ＳＢ０２１（図版３６　写真図版５６・５７）
検出状況　１６区の西部で検出した。ＳＢ０２０の西側に位置し、ＳＢ０２２と重複している。遺構は北側へ続く

ものと思われる。

形状規模　南北棟と推定されるが、形式は不明である。桁行方向の方位はＮ２８°Ｅである。梁行２間（４．９

ｍ）、桁行１間以上（２．０ｍ）で、梁行方向の柱間は東側が２．６ｍ、西側が２．３ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径１５㎝～３０㎝、深さは４４㎝～５５㎝である。柱痕の径は１０㎝前後と杭状に

細い。

出土遺物　柱穴Ｐ０１から須恵器細片が出土している。

ＳＢ０２２（図版３７　写真図版５６・５７）
検出状況　１６区の西部で検出した。ＳＢ０２０の西側に位置し、ＳＢ０２１と重複している。遺構は北側へ続く

ものと思われる。南西隅の西辺に沿って土坑ＳＫ００７が位置している。

形状規模　南北棟の総柱建物である。桁行方向の方位はＮ１３°Ｅである。梁行３間（６．０ｍ）、桁行３間以

上（６．０ｍ）で、梁行・桁行方向とも柱間は２．０ｍ前後である。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径１５㎝～２５㎝、深さは３０㎝～５０㎝である。柱痕の径は１５㎝前後である。

土　　坑　建物内南西隅の西辺に沿って検出した。平面楕円形で、南北５０㎝、東西２３㎝、深さ１３㎝であ

る。底面に薄く黒色のシルト層が堆積している。

出土遺物　柱穴Ｐ０７から須恵器碗、Ｐ１１から須恵器碗（１００８）、土師器鍋、Ｐ１２から須恵器碗、ＳＫ００７から

土師器皿（１００９）が出土している。
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ＳＤ００９（図版３７　写真図版５８）
検出状況　１６区の中部で検出した古代の溝である。南北とも調査区外に延びている。

形状規模　検出した長さは６ｍで、幅は約５０㎝である。断面は浅いＶ字形である。

出土遺物　埋土の下層から須恵器杯（１０１０）が出土している。

１５．１７区（図版３８　写真図版５９）
　調査区は南北に長い。１６区の西側に位置し、南側は用水路を隔てて１８区に続いている。調査区の西隣

は苫編池の堤である。

　検出面は表土及び床土直下で、標高は北端で６．０ｍ、南端で５．４ｍである。地形は全体に西側へ傾いて

おり、苫編池の下に谷、旧河道などが存在するものと思われる。

　遺構は、北部で弥生時代の溝１条（ＳＤ０１１）、南部で古代～中世の旧河道１条（ＳＤ０１２）を検出した。

ＳＤ０１１（図版３９　写真図版５９）
検出状況　１７区の北部で検出した弥生時代の溝である。調査区西側から孤状にせり出し、南北両端とも

調査区外である。

形状規模　検出した長さは１０ｍで、幅は約４０㎝である。深さは１０㎝で、断面は浅いＵ字形である。埋土

はやや黒味の強い灰色土である。

出土遺物　埋土から弥生土器細片が出土している。

ＳＤ０１２（図版３９）
検出状況　１７区の南部で検出した旧河道である。南北方向に流れる旧河道の東肩部と南端部に東西方向

に折れ曲がる旧河道の北肩部を検出した。南肩部は南側の１８区では検出しておらず、調査区間（約６ｍ）

の間で収まるものと思われる。奈良時代から１６世紀までの土器・陶磁器が出土しており、複数の河道が

切り合っている可能性もある。

形状規模　検出した長さは２０ｍで、幅は７ｍ以上である。肩部は比較的切り立っており、水の流れは強

かった段階があったようである。

出土遺物　埋土から須恵器杯（１０１１）、須恵器碗（１０１２）、須恵器捏鉢（１０１３・１０１４）、備前焼擂鉢（１０１５）、

白磁碗（１０１６）、染付磁器碗（１０１７）、管状土錘（１０１８）などが出土している。

１６．１８区（図版４０　写真図版６０）
　調査区は南北に長い。１７区とは用水路を隔てて南側に位置し、南側に２９区が続いている。調査区の西

隣は苫編池の堤である。

　検出面は表土及び床土直下で、標高は北端で５．４ｍ、南端で４．９ｍである。

　遺構は、南部で中世の溝１条（ＳＤ０１３）を検出した。北端部で検出した石組井戸は近代のものである。

ＳＤ０１３（図版４１　写真図版６０）
検出状況　１８区の南部で検出した中世の溝である。東西方向の溝で、東西両端とも調査区外である。

形状規模　検出した長さは５．４ｍで、幅は約６５㎝である。深さは８㎝でと浅い。東部では径４０㎝以下の

礫が散乱していた。

出土遺物　埋土から須恵器碗（１０２０～１０２２）、瓦器碗（１０２３）、須恵器小皿（１０２４）、土師器羽口（１０２５）、鉄

滓（Ｍ２～Ｍ７）が出土している。 
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第４節　Ｃ地区の調査
１．調査の概要（図版１０　写真図版４）
　Ｃ地区はＢ地区の南側のＡ―３区・Ｂ・Ｃ－２・３区に位置している。Ｃ地区は周辺がすでに工事にか

かっていたため、水路部分や里道部分も含めて調査を実施した。１９区～２１区の３地区が該当し、１９区と

２０区は接続し、２１区はやや東に離れている。

２．１９区（図版３３・３５・４２～４４　写真図版６１・６４・６５・７０）
　１６区の南側、２７区の北側、１８区の東側に位置する南北に長い調査区で、南端がやや屈折する。中央部

で２０区が接続する。南端の一部を除いて耕作土及び床土直下が遺構検出面となる。南端は調査前の水田

区画の段があり、南側は土壌層が厚く堆積していた。遺構検出面は、旧水路を境に北端では約５．８ｍ、

中央部分は５．４ｍ、南端では約４．８ｍである。

　検出した遺構は掘立柱建物・土坑・溝・流路がある。中央部の流路ＳＤ０１５の埋土を基盤とする掘立柱

建物群周辺では偶蹄類の蹄痕跡が多数検出できた。なお、ＳＢ０１９はすでに１６区で記述した。

ＳＤ０１４（図版４５　写真図版６２）
検出状況　調査区北部に位置する。ＳＢ０２４の柱穴と溝ＳＤ０１６・ＳＤ０１７に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する流路である。規模は幅１０．６ｍ、深さ４０㎝、延長６ｍ以上を測り、断

面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器壺（２６）と二次加工のある剥片（Ｓ２７）が出土している。

ＳＤ０１５（写真図版６２）
検出状況　調査区中央部に位置する。溝ＳＤ０１６、掘立柱建物ＳＢ０２５～ＳＢ０３０の柱穴、土坑ＳＫ００９・ＳＫ

０１０に切られている。

形状規模　幅広く大きく蛇行する流路である。規模は東側部分しか検出できていないため、幅７ｍ以上

であるが不明である。深さ最大３５㎝を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　縄文土器底部（１）が出土している。

ＳＫ００８（図版４５）
検出状況　流路ＳＤ０１４の北側に位置する。

形状規模　平面形は円形で、中央部は一段深くなっている。規模は南北０．２５ｍ、東西０．３５ｍ、深さは１５

㎝を測る。

埋　　土　埋土には焼土や炭を多量に含んでいる。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０１０
検出状況　調査区北端に位置し、Ｂ地区の１６区に続く。ＳＢ０１９と重複関係にあるが先後関係は不明であ

る。

形状規模　調査区の長軸に並行する直線的な溝で、方位はＮ２１°Ｅである。規模は幅２０㎝～３０㎝、深さ

３㎝、延長８．８ｍを測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。
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ＳＤ０１６（図版４５　写真図版６３）
検出状況　調査区の全体に位置する。検出面の削平状況や幅によって、深さは一定ではない。流路ＳＤ

０１４・ＳＤ０１５を切り、溝ＳＤ０１７・ＳＤ０１８、掘立柱建物ＳＢ０２５～ＳＢ０３０の柱穴、土坑ＳＫ００９に切られている。

形状規模　北から南に向かって蛇行して流れ、調査区外へ伸び、再び調査区内に戻っている。規模は幅

２．５ｍ～１．５ｍ、深さ４０㎝～２０㎝を測り、断面形は浅いＵ字形を呈する。

出土遺物　縄文土器深鉢（２）、弥生土器広口壺（２４）、弥生土器長頸壺（２５）が出土している。

ＳＤ０１７（図版４６）
検出状況　調査区北部に位置する。流路ＳＤ０１４、溝ＳＤ０１６を切っている。

形状規模　調査区に斜交する直線的な溝で、方位はＮ６２°Ｅである。規模は幅０．３５ｍ、深さ６㎝、延長９

ｍ以上を測り、溝底は凹凸を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０１８
検出状況　調査区南部に位置する。溝ＳＤ０１６を切り、並行する現代水路に切られており、一部攪乱を受

けている。

形状規模　東西方向の直線的な溝で、方位はＮ８５°Ｗである。規模は幅約２ｍ、深さ３３㎝、延長５ｍ以

上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器羽釜（１０３２）、染付磁器皿（１０３５）が出土している。

ＳＫ００９（図版４６　写真図版７０）
検出状況　調査区中央部に位置し、東側は調査区外に伸びているため本来の規模は不明である。溝ＳＤ

０１６と流路ＳＤ０１５に切られている。

形状規模　平面形は本来、円形と考えられ、北側に張り出しがある。断面形はＵ字状である。規模は南

北２．８ｍ、東西０．７ｍ以上、深さは１８㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０１０（図版４６　写真図版７０）
検出状況　調査区中央部に位置し、西側は調査区外に伸びているため本来の規模は不明である。掘立柱

建物ＳＢ０２５・ＳＢ０２６・ＳＢ０３０の柱穴に切られている。

形状規模　平面形は南北に長い隅丸長方形で、断面形は逆台形である。規模は南北８．５ｍ、東西１．７ｍ以

上、深さは１２㎝を測る。

出土遺物　須恵器碗（１０３３）が出土している。

ＳＢ０２３（図版４７　写真図版６１）
検出状況　調査区北端東部のに位置する。北側と東側は調査区外に延びているため本来の規模は不明で

ある。

形状規模　南北軸がＮ２５°Ｅの掘立柱建物である。南北２間（４．４ｍ）以上×東西１間以上の規模である。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝前後、柱痕は径約１５㎝、深さは約３０㎝～４０㎝である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＢ０２４（図版４７　写真図版６４）
検出状況　調査区北部に位置する。東側と西側は調査区外に延びている可能性があるため本来の規模は

不明である。下層の流路ＳＤ０１４を切っており、溝ＳＤ０１７に切られている。

第３章　発掘調査の成果－遺構－



－　２６　－

形状規模　南北軸がＮ２１°Ｅの建物である。南北２間（４．６ｍ）以上×東西１間（３．２ｍ）以上の規模である。

建物の柱間は、南北１間２．３ｍ、東西１間３．２ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２２㎝～２８㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２０㎝～３０㎝である。Ｐ０１とＰ

０４は柱痕跡が掘形より下に沈み込んでいる。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＢ０２５（図版４８　写真図版６７・７０）
検出状況　調査区中央南半部の掘立柱建物群の北端に位置する。西側は調査区外に延びている可能性が

あるため本来の規模は不明である。下層の流路ＳＤ０１５・ＳＤ０１６と掘立柱建物ＳＢ０２６を切っており、土坑

ＳＫ０１０に切られている。掘立柱建物ＳＢ０３０と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ２１°Ｅの総柱建物である。南北３間（６．３ｍ）×東西３間（７．７ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北１間２．１ｍ、東西１間２．６ｍ・２．９ｍ・２．２ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２２㎝～３２㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約５０㎝～２０㎝である。Ｐ０１・Ｐ

０６・Ｐ１３には石が入れられ、Ｐ１０には木質が残存していた。

出土遺物　柱穴Ｐ０９からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０２６（図版４９　写真図版６９）
検出状況　ＳＢ０２５の南側に位置する。東側と西側は調査区外に延びている可能性があるため本来の規模

は不明である。下層の流路ＳＤ０１５・ＳＤ０１６を切っており、掘立柱建物ＳＢ０２５と土坑ＳＫ０１０に切られてい

る。掘立柱建物ＳＢ０３０と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１９°Ｅの総柱建物である。南北４間（７．９ｍ）以上×東西２間（５．２ｍ）以上の規模であ

る。建物の柱間は、南北方向の外が２．０ｍ、内が１．９５ｍ、東西１間３．１ｍ・２．１ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝～３２㎝、柱痕は径約２０㎝、深さは約２０㎝～４０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０６・Ｐ１０・Ｐ１３～Ｐ１５からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０２７（図版５０　写真図版６８・６９）
検出状況　ＳＢ０２６の南側に位置する。西側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。下層

の流路ＳＤ０１５・ＳＤ０１６を切っている。ＳＢ０２８・ＳＢ０２９と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１９°Ｅの総柱建物である。南北４間（８．６ｍ）×東西１間（２．４ｍ）以上の規模である。

建物の柱間は、南北１間２．１５ｍ、東西１間２．４ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～４０㎝、柱痕は径約２０㎝、深さは約２０㎝～４００㎝である。Ｐ０８の

上部には石が、Ｐ０９の底には炭化材が残存していた。

出土遺物　柱穴Ｐ０２・Ｐ０３からは土師器小皿（１０２８・１０２９）が、Ｐ０６・Ｐ１０からは土器の小片が出土してい

る。

ＳＢ０２８（図版５０　写真図版６８・６９）
検出状況　西側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。下層の流路ＳＤ０１５・ＳＤ０１６を

切っている。ＳＢ０２７・ＳＢ０２９と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ２１°Ｅの総柱建物である。南北３間（６．５ｍ）×東西２間（４．３ｍ）以上の規模である。

建物の柱間は、南北１間２．１５ｍ、東西１間２．１５ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２０㎝～５０㎝である。Ｐ０２・Ｐ

０４・Ｐ１０の底部には礎板が残存しており、Ｐ０２は鼻繰を鋸で切断した痕跡が残る。

第４節　Ｃ地区の調査
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分　　析　ＳＢ０２８から出土した木材のうち、３点の樹種を分析した。Ｐ０２・１０はスギであり、Ｐ０４はカ

キノキ属であった。

出土遺物　柱穴Ｐ０３からは須恵器椀（１０３０）が、柱穴Ｐ０６・Ｐ１１からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０２９（図版５１　写真図版６８）
検出状況　東側と西側は調査区外に延びている可能性があるため本来の規模は不明である。流路ＳＤ

０１５・ＳＤ０１６を切っている。ＳＢ０２７・ＳＢ０２８と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ２０°Ｅの建物である。南北２間（３．９ｍ）以上×東西１間（２．２ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北１間１．８ｍ・２．１ｍ、東西１間２．２ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約８㎝～２５㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０５からは土師器小皿（１０３１）が、柱穴Ｐ０１からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０３０（図版５１　写真図版６７・６９）
検出状況　ＳＢ０２５と一部重複し東側に位置する。下層の溝ＳＤ０１５・ＳＤ０１６を切っている。掘立柱建物

ＳＢ０２５・ＳＢ０２６と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ８°Ｅの総柱建物である。南北４間（８．４ｍ）×東西４間（９．３ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北方向の外が２．０５ｍ、内が２．１５ｍ、東西方向の外が２．５ｍ、内が２．１５ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝～４０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２２㎝～５０㎝である。Ｐ１０の底

部には石が、Ｐ０９・Ｐ１２・Ｐ１４の底部には礎板が残存していた。

分　　析　ＳＢ０３０から出土した木材のうち、３点の樹種を分析した。Ｐ０５・Ｐ０９はヒノキであり、Ｐ１４は

スギであった。

出土遺物　柱穴Ｐ０５・Ｐ１０・Ｐ１３・Ｐ１４からは土器の小片が、Ｐ１３からは鉄釘（Ｍ８）が出土している。

３．２０区（図版５２・５３）
　１９区の中央部分から東側に延びる調査区で、Ｂ地区の１０区の西側に位置する。西端は屈折し、東部で

は水路部分の調査も行っている。水路部分を除いて、耕作土及び床土直下が遺構検出面であり、削平が

著しく、遺構密度は低い。検出した遺構は溝のみである。水路の最終的な幅は２ｍ程度であるが、古い

段階は幅７ｍを測り、徐々に平坦化されており、規模が縮小された様子がうかがえる。

ＳＤ０１９（図版５３　写真図版７１）
検出状況　調査区西部に位置し、直交する溝ＳＤ０２０に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な流路である。規模は幅７ｍ～９ｍ、深さ２５㎝、延長６ｍ以

上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０２０（図版５３　写真図版７１）
検出状況　水路より西側に位置し、ＳＤ０１９を切っている。

形状規模　調査区の長軸に並行する直線的な溝で、方位はＮ６８°Ｅである。規模は幅１．５ｍ前後、深さ１０

㎝、延長３０ｍを測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

第３章　発掘調査の成果－遺構－
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３．２１区（図版５４・５５・５９　写真図版７２・７３）
　２１区はＣ地区東端に位置し、２０区の東側にあたる東西に長い調査区である。Ｄ地区の２３区の東側に接

し、道路の形状により弯曲している。調査対象地域の最東端にあたり、東側は大井川が流れている。耕

作土・床土直下が遺構検出面であり、削平が著しい。南北方向の里道及び水路を境に段差ができており、

南側には現代の切りあい関係がある水溜め遺構が５基並んでいる。

　検出した遺構には掘立柱建物、土坑、土壙墓、溝、流路がある。

ＳＤ０２１（図版５４　写真図版７２）
検出状況　調査区東部に位置する。埋没後、掘削が行われた溝ＳＤ０２２～ＳＤ０２４、溝ＳＤ０２５～ＳＤ０２７、掘

立柱建物ＳＢ０３１～ＳＤ０３３の柱穴、土坑ＳＫ０１１・ＳＫ０１２・ＳＫ０１４、土壙墓ＳＴ００２に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な流路で北から南に向かって傾斜し流れる。浅いＵ字状の断

面をもち、規模は幅１２ｍ～１３ｍ、深さ最大８０㎝、延長１２．５ｍ以上を測る。

出土遺物　縄文土器深鉢（３）が出土した。

ＳＤ０２２（図版５４　写真図版７２）
検出状況　流路ＳＤ０２１の東肩部分を切り、溝ＳＤ０２６・ＳＤ０２７、掘立柱建物ＳＢ０３２の柱穴、土壙墓ＳＴ００２

に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝で、方位は真北を向き、北から南に向かって流れる。Ｕ

字状の断面をもち、規模は幅１．２ｍ、深さ最大４０㎝、延長１２．５ｍ以上を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０２３
検出状況　流路ＳＤ０２１の西肩部分を切り、溝ＳＤ０２７に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交するやや蛇行する溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．２ｍ、深

さ５㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０２４（写真図版７２）
検出状況　調査区東端に位置し、流路ＳＤ０２１の東肩部分を切る。

形状規模　東から西に向かって流れる直線的な溝で、方位はＮ５６°Ｅである。Ｕ字状の断面をもち、規模

は幅０．６ｍ、深さ７㎝、延長３．７ｍ以上を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＢ０３１（図版５６　写真図版７５）
検出状況　調査区南端に位置し、南側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。溝ＳＤ０２１

を切っている。

形状規模　南北軸がＮ２４°Ｅの総柱建物である。南北２間（４．１ｍ）以上×東西２間（４．７ｍ）以上の規模で、

北西隅のみ１本北に柱が伸びている。建物の柱間は、南北１間２．０５ｍ、東西１間２．４ｍ・２．３ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝～３０㎝、深さは約２０㎝～２２㎝で、柱痕は明瞭ではない。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＢ０３２（図版５６　写真図版７５）
検出状況　調査区南端に位置し、南側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。溝ＳＤ

０２１・ＳＤ０２２を切っており、ＳＢ０３３と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

第４節　Ｃ地区の調査
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形状規模　東西軸がＮ６４°Ｗの側柱建物である。南北１間（２．２ｍ）以上×東西２間（４．０ｍ）の規模である。

建物の柱間は、南北１間２．２ｍ、東西１間２．０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約３０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０４からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０３３（図版５６）
検出状況　調査区南端に位置し、南側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。溝ＳＤ０２１

を切っており、ＳＢ０３２と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　東西軸がＮ６４°Ｗの柱列で柵の可能性もある。東西１間（２．１ｍ）の規模である。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝、深さは２０㎝で、柱痕は不明である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０１１（図版５７　写真図版７３）
検出状況　掘立柱建物ＳＢ０３２の北側、ＳＤ０２７の南に近接する。溝ＳＤ０２１を切っている。

形状規模　平面形は東西に長い隅丸長方形で、断面形は浅い逆台形である。規模は南北１．０ｍ、東西１．２

ｍ、深さは１０㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０１２（図版５７　写真図版７３）
検出状況　土坑ＳＫ０１１の西側に位置し、溝ＳＤ０２１を切っている。

形状規模　平面形は南西側に一部張り出しがある不整円形で、断面形には凹凸がある。規模は南北１．７

ｍ、東西１．３ｍ、深さは１２㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０１３（図版５７　写真図版７３）
検出状況　掘立柱建物ＳＢ０３１の北側に位置し、掘立柱建物に伴わない柱穴により切られている。

形状規模　平面形は南北に長い隅丸長方形で、断面形は浅いＵ字状である。規模は南北１．３ｍ、東西０．９

ｍ、深さは１０㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０１４
検出状況　掘立柱建物ＳＢ０３２の西側に位置し、流路ＳＤ０２１を切っており、西端は攪乱を受けている。

形状規模　平面形は東西に長い長方形で、断面形は浅い逆台形である。規模は南北１．７ｍ、東西３．８ｍ、

深さは１５㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０２５
検出状況　調査区北東端に位置する。南端で溝ＳＤ０２６と直交して接しており、溝ＳＤ０２１を切っている。

北端は調査区外に伸びている。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝で、方位はＮ２２°Ｅである。規模は幅０．８ｍ～１．０ｍ、深さ

１０㎝、延長５ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０２６
検出状況　溝ＳＤ０２６の南側に直交して続く。溝ＳＤ０２１・ＳＤ０２２、土壙墓ＳＴ００２を切る。

第３章　発掘調査の成果－遺構－
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形状規模　調査区の長軸に並行する直線的な溝で、方位はＮ７７°Ｗである。調査区の東側に延びる。規

模は幅０．７ｍ前後、深さ１５㎝、延長３ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０２７（図版５７　写真図版７３）
検出状況　調査区中央部に位置する。流路ＳＤ０２１、溝ＳＤ０２２・ＳＤ０２３を切っている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ６３°Ｗである。規模は幅０．６ｍ～１．０ｍ、深

さ１２㎝、延長１９ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

埋　　土　埋土は灰黄褐の極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０２８（図版５７）
検出状況　調査区西端に位置する。ＳＢ０３７の柱穴を切っている。

形状規模　調査区西端に並行する直線的な溝で、部分的に途切れており、方位はＮ２４°Ｅである。規模

は幅０．３ｍ、深さ２０㎝、延長は途切れながら１６ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

埋　　土　埋土は灰黄褐の極細砂である。

出土遺物　鉄釘（Ｍ９）が出土した。

ＳＴ００２（図版５８　写真図版７４）
検出状況　調査区の北東部に位置する。溝ＳＤ０２１・ＳＤ０２２を切り、溝ＳＤ０２６を切っている。耕作等の影

響で削平が著しい。

形状規模　墓壙の平面形は隅円長方形で、全長１２５㎝、幅６４㎝、深さ１０㎝の断面形は逆台形を呈する。

木棺の痕跡は不明であるが、蓋板の木質の痕跡がたわみこんだ状況で確認できた。木棺の主軸方位はＮ

７０°Ｗである。

頭　　位　遺骸は残っていなかったが、遺物の出土位置から頭位は西方向であると考えられる。

出土遺物　棺内の西小口部分北側からは白磁碗（１０４０）が、南側から土師器小皿が４枚（１０３６～１０３９）内側

に傾いた状態で出土した。

第５節　Ｄ地区の調査
１．調査の概要（図版１０・１１　写真図版６・７）
　Ｄ地区は平成１７年度の第１次の調査地区である。Ｂ・Ｃ地区の南側のＡ－３区、Ｂ－２～４区、Ｃ・Ｄ－

３・４区、Ｅ－３～５区に位置している。水路部分や里道部分が調査不可能であったため、調査区を分

割して調査を実施した。２２区～３９区の１８地区が該当する。

２．２２区（図版５９　写真図版７６）
　２２区は、Ｄ地区東北端に位置し、２３区東部から北側に向かって直交して延びる南北に長い調査区であ

る。北側には里道を挟んで、Ｂ地区の１０区が位置する。遺構検出面は耕作土及び床土直下であり、削平

が著しい。中央部のみで柱穴群を検出し、掘立柱建物３棟を確認した。北西端には現代の水溜がある。

ＳＢ０３４（図版６０　写真図版７６）
検出状況　調査区中央部に位置し、西側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。ＳＢ０３５
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と重複関係にあるが先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１５°Ｅの総柱建物である。南北２間（５．７ｍ）以上×東西１間（２．０ｍ）以上の規模であ

る。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝前後、柱痕は径約１５㎝、深さは約２５㎝～５０㎝である。Ｐ０２の上部

からは石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０２以外からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０３５（図版６０）
検出状況　調査区中央部に位置し、ＳＢ０３４と重複している。西側は調査区外に延びているため本来の規

模は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１７°Ｅの総柱建物である。南北１間（２．１ｍ）以上×東西１間（２．１ｍ）以上の規模であ

る。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、深さは約１０㎝～１５㎝である。Ｐ０１の上部からは石が出土

した。

出土遺物　柱穴Ｐ０１からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０３６（図版６０　写真図版７６）
検出状況　調査区中央部のＳＢ０３４の南側に位置している。西側は調査区外に延びているため本来の規模

は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１１°Ｅの総柱建物である。南北１間（２．７ｍ）以上×東西２間（３．２ｍ）以上の規模であ

る。建物の柱間は、南北１間２．７ｍ、東西１間１．６ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、柱痕は径約２０㎝、深さは約３０㎝～４５㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０４からは土器の小片が出土している。

３．２３区（図版５９・６１・７０　写真図版７７・７８）
　２３区は２２区の南側に直交して続く、東西に長い調査区である。東側はＣ地区の２１区が水路を挟んで存

在し、南側には２４区が直交して続いている。西側は水路を挟んで２７区が存在する。削平が著しく、耕作

土及び床土直下が遺構検出面である。西端の水路際は一段下がっている。検出した遺構は掘立柱建物２

棟、土坑、溝である。

ＳＤ０２９（図版６２）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０２９の西側に位置する。土坑ＳＫ１５と溝ＳＤ０３１・ＳＤ０３５に切られている。

形状規模　調査区を北から南に向かって僅かに蛇行する溝である。規模は幅５０㎝、深さ６㎝を測り、断

面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０３０（図版６２　写真図版８０）
検出状況　調査区中央部に位置し、群をなす溝の中で最東端にある。

形状規模　調査区を北から南東に向かって大きく弯曲する溝である。規模は幅７５㎝、深さ１８㎝を測り、

断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

第３章　発掘調査の成果－遺構－
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ＳＤ０３１（図版６２　写真図版８０）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０３０の西側に位置する。土坑ＳＫ１５と溝ＳＤ０３０を切り、溝ＳＤ０３４・ＳＤ

０３５に切られている。

形状規模　調査区を北西から南東に向かって弯曲する溝である。規模は幅４０㎝、深さ１４㎝を測り、断面

形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０３２（図版６２　写真図版８０）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０３１の西側に位置する。溝ＳＤ０３４・ＳＤ０３５に切られている。

形状規模　調査区を西から南に向かって大きく弯曲、蛇行する溝である。規模は幅１．０ｍ、深さ２０㎝、

断面形はＶ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０３３（図版６２　写真図版８０）
検出状況　溝ＳＤ０３２の西側、調査区の中央部に位置する。掘立柱建物ＳＢ０３８の柱穴と土坑ＳＫ０１７により

切られている。

形状規模　調査区を北西から南西に向かって蛇行する溝である。規模は幅０．９ｍ、深さ３２㎝、断面形は

逆台形を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０１５（図版６２　写真図版８１）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０３０とＳＤ０３１の間に位置し、溝ＳＤ０３０を切り、ＳＤ０３１に切られている。

形状規模　平面形は東西に長い隅丸長方形で、断面形は浅いＵ字状である。規模は南北０．９５ｍ、東西

０．９５ｍ以上、深さは３０㎝を測る。

出土遺物　土師器甕（１４３）がある。

ＳＫ０１６（図版６２　写真図版８１）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０２９とＳＤ０３０の間に位置する。

形状規模　平面形は南北に長い楕円形で、断面形はＵ字状である。規模は南北１．６ｍ、東西１．１ｍ、深さ

は２２㎝を測る。

ＳＢ０３７（図版６３　写真図版８２）
検出状況　調査区東端に位置し、東側は２１区に跨っている。南東側は調査区外に延びているため本来の

規模は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１７°Ｅの総柱建物である。南北４間（８．３ｍ）×東西３間（７．６ｍ）以上の規模である。

建物の柱間は、南北１間約２．１ｍ、東西１間２．４ｍ・２．８ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝～４０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは３０㎝～４５㎝である。Ｐ０１・Ｐ０８

は中程から石が、Ｐ０３・Ｐ１２は上部から石が、Ｐ０２・Ｐ０７は多数の石が出土し、Ｐ２は石と一緒に椀形鉄

滓が、Ｐ０７は石と一緒に砥石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０２からは鉄滓（Ｍ１０）、Ｐ０７からは須恵器椀（１０４４）、土師器鍋（１０４５）、砥石（Ｓ２８）、Ｐ０９

からは土師器小皿（１０４６・１０４７）が出土している。他にＰ０１・Ｐ０３・Ｐ０４・Ｐ０８・Ｐ１２からは土器の小片が

出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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ＳＢ０３８（図版６４　写真図版７９）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０３４の西側、溝ＳＤ０３５の南側に位置する。南東隅は調査区外に延びてい

る。

形状規模　南北軸がＮ２０°Ｅの総柱建物である。南北４間（８．４ｍ）×東西３間（７．２ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北方向が外２．０ｍ、内２．２ｍ、東西１間２．４ｍ・２．２ｍ・２．６ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径約３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２０㎝～４０㎝である。Ｐ０７の底部に

は木質が残存していた。

出土遺物　柱穴Ｐ０６・Ｐ１４・Ｐ１６からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０３９（図版６３）
検出状況　掘立柱建物ＳＢ０３８の西側、調査区西部に位置する。北西隅柱は試掘坑により攪乱を受け、南

側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。

形状規模　南北軸がＮ２０°Ｅの総柱建物である。南北１間（２．５ｍ）以上×東西２間（６．７ｍ）以上の規模であ

る。建物の柱間は、南北１間２．５ｍ、東西１間３．３５ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径１５㎝～２５㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約１０㎝～２５㎝である。

出土遺物　遺物は出土していない。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０３４（図版６５　写真図版８０）
検出状況　調査区中央部に位置する。溝ＳＤ０３１・ＳＤ０３２を切り、溝ＳＤ０３５に切られている。

形状規模　調査区を北から南に斜交する直線的な溝で、方位はＮ１５°Ｅである。規模は幅６０㎝、深さ７

㎝、延長１７ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状で凹凸を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０３５（図版６５　写真図版８０）
検出状況　調査区中央部に位置する。溝ＳＤ０３０～ＳＤ０３２・ＳＤ０３４を切っている。

形状規模　調査区を西から東に斜交する直線的な溝で、方位はＮ７０°Ｗである。規模は幅２０㎝、深さ７

㎝、延長１６．５ｍ以上を測り、断面形は逆台形を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０３６（図版６５　写真図版８０）
検出状況　調査区西部に位置する。この溝を境に西側は大きな段差があり、一段下がっている。土坑Ｓ

Ｋ０１９を切っている。

形状規模　調査区を北から南に斜交する直線的な溝で、方位はＮ２３°Ｅである。規模は幅３０㎝、深さ２０

㎝、延長１３．５ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０１７（図版６５　写真図版８１）
検出状況　調査区中央部の掘立柱建物ＳＢ０３８の西北端に重複して位置し、溝ＳＤ０３３を切っている。

形状規模　平面形は南北に長い隅丸長方形で、断面形は逆台形である。規模は南北１．１ｍ、東西０．８ｍ、

深さは２０㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。
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ＳＫ０１８（図版６５　写真図版８１）
検出状況　調査区中央部の掘立柱建物ＳＢ０３８の西側に位置し、南側は調査区外に延びているため本来の

規模は不明である。

形状規模　平面形は南北に長い隅丸長方形で、断面形はＵ字状である。規模は南北６０㎝以上、東西４０㎝、

深さは２５㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０１９（図版６５　写真図版８１）
検出状況　調査区西部に位置し、溝ＳＤ０３６に切られている。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、断面形は浅い逆台形である。規模は南北１．７ｍ、東西０．６ｍ、

深さは１０㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

４．２４区（写真図版８３）
　２４区は、２３区の東部から南側に向かって直交して延びる南北方向に長い調査区である。南側は水路を

挟んで、２５区が位置する。遺構検出面は耕作土及び床土直下であり、削平が著しく、遺構は検出できな

かった。

５．２５区（図版６６　写真図版８３）
　２５区は、２４区の水路を挟んで南側に位置し、２６区に続く南北に長い調査区である。遺構検出面は耕作

土及び床土直下であり、溝を１条検出したのみである。

ＳＤ０３７（図版６６　写真図版８３）
検出状況　調査区北部に位置し、東側は調査区外に伸びている。

形状規模　直線的な溝で、方位はＮ７０°Ｗである。規模は幅４０㎝、深さ７㎝、延長６ｍ以上を測り、断

面形は浅いＵ字状を呈する。２３区のＳＤ０３５の延長線上に位置する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

６．２６区（図版６６　写真図版８４・８５）
　２６区はＤ地区の南東端に位置し、東西に長い調査区である。２４区の南側に直交して続き、西側はＥ地

区の４０区が水路を挟んで接している。南側はＪＲ線が走っており、東側は大井川が流れている。遺構検

出面は耕作土及び床土直下である。掘立柱建物３棟と木棺墓、溝が検出した。東端は大井川改修あるい

はＪＲ線の鉄橋工事のため、大きな攪乱が存在した。中央部分は明黄褐極細砂の基盤層が存在していな

かったため、北側の壁際に確認のトレンチを設定し、掘削をしたが、遺物は認められず、ＪＲ線に近接

しているため、掘削を行わなかった。埋土の状況から、Ｃ地区の流路ＳＤ０２１の続きである可能性が高い。

ＳＢ０４０（図版６７　写真図版８６・８７）
検出状況　調査区中央部に位置する。南東部は調査区外に延びている。すぐ東側にＳＴ００３が存在する。

形状規模　南北軸がＮ１９°Ｅの総柱建物である。南北２間（５．６ｍ）以上×東西２間（４．３ｍ）以上の規模であ

る。建物の柱間は、南北１間２．８ｍ、東西１間２．１ｍ・２．２ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～４０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２５㎝～４０㎝である。Ｐ０４底部
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からは石が多数出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０４からは鉄釘（Ｍ１１）、Ｐ０６からは須恵器椀（１０５１）が出土しており、Ｐ０１からは土器の小

片が出土した。

ＳＢ０４１（図版６７　写真図版８６・８７）
検出状況　調査区西部のＳＢ０４０の西側に位置する。南東側は調査区外に延びているため本来の規模は不

明である。ＳＢ０４２と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ２２°Ｅの総柱建物である。南北１間（５．９ｍ）以上×東西２間（５．４ｍ）以上の規模であ

る。建物の柱間は、南北１間２．１ｍ・１．９ｍ、東西１間２．７ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径約３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２０㎝～４０㎝である。Ｐ０２・Ｐ０３・

Ｐ０４・Ｐ０６の上部から石が複数出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０２からは須恵器小皿（１０５６）が出土しており、Ｐ０１・Ｐ０３・Ｐ０４・Ｐ０７からは土器の小片

が出土した。

ＳＢ０４２（図版６８　写真図版８６・８７）
検出状況　調査区西部のＳＢ０４０の西側に位置する。南東側は調査区外に延びているため本来の規模は不

明である。ＳＢ０４２と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ２３°Ｅの総柱建物である。南北３間（６．３ｍ）以上×東西３間（６．４ｍ）以上の規模であ

る。建物の柱間は、南北１間２．１ｍ、東西１間２．２ｍ・２．０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝～３０㎝、柱痕は径約２０㎝、深さは約３０㎝～５０㎝である。Ｐ０２・Ｐ

０７・Ｐ０９・Ｐ１０の中程とＰ０８からは石が出土た。

出土遺物　柱穴Ｐ０６からは土師器皿（１０５２）、Ｐ０７からは土師器皿（１０５３）と羽口（１０５４）、Ｐ１０からは須恵

器椀（１０５５）が出土しており、Ｐ０３からは土器の小片が出土している。

ＳＴ００３（図版６９　写真図版１５・８８～９１）
検出状況　調査区中央部のＳＢ０４０の東側に位置する。

形状規模　墓壙の平面形は全長１８４㎝、幅７２㎝の長方形で、深さ２０㎝の断面逆台形を呈する。墓壙の中

央部に、内法の全長１６３㎝、幅５２㎝、深さ１８㎝を測る木棺を埋葬しており、厚さ最大３㎝の木質が残っ

ている。底板の上面の周囲に側板を載せる構造で、蓋板の中央部分は棺内の底板近くまで、たわみ込ん

でいる。木棺の主軸方位はＮ６７°Ｗである。両側板、両小口板ともに樹種同定の結果、スギであった。

頭　　位　遺骸は残っていなかったが、土器の出土位置から頭位は西向きと考えられる。

出土遺物　須恵器椀（１０５７）が南西小口部分で上を向いて出土した。

ＳＤ０３８（図版６８　写真図版８４）
検出状況　調査区東部に位置する。攪乱で全容は明らかでなく、南北ともに調査区外に伸びている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ１２°Ｅである。規模は幅１．４ｍ、深さ２０㎝、

延長５ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　鉄釘（Ｍ１２）が出土した。

ＳＤ０３９（図版６８）
検出状況　調査区西部に位置する。東西ともに調査区外に伸びている。ＳＢ０４１・ＳＢ０４２の柱穴に切られ

ている。

形状規模　調査区北から東に弯曲する溝である。規模は幅０．５５ｍ、深さ１０㎝、底面は凹凸が著しい。
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出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０４０
検出状況　調査区西端に位置し、東側は調査区外に、西側は４０区に延びている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ６７°Ｗである。規模は幅０．２５ｍ、深さ１０㎝、

延長２．５ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

７．２７区（図版７０・７１　写真図版７７・９２・９３）
　２７区は、水路を挟んで２３区の西側に位置する東西方向に長い調査区である。西側は水路を挟んで２８区

があり、西端では北側にＣ地区の１９区と接し、南側にＥ地区の４１区に続く。遺構検出面は耕作土及び床

土直下であり、削平が著しい。検出した遺構は土坑と溝、柱穴、炭を含む穴がある。

ＳＦ００３
検出状況　調査区東部に位置している。

形状規模　基盤層と考えていた明黄褐極細砂層内に炭化物がまとまって疎らに混在している部分を、断

ち割って、掘形などを確認したが、痕跡は認められなかった。

年代測定　ＳＦ００３内から出土した炭化物の年代をＡＭＳ測定によって実施した。測定の結果、４，７２０±３０

ｙｒＢＰの年代を得た。

ＳＤ０４１（図版７２　写真図版９３）
検出状況　調査区西部に位置し、４１区へ続く。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ４４°Ｅである。規模は幅最大１．５ｍ、深さ２５

㎝、延長３０ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　石匕（Ｓ３２）が出土した。

ＳＤ０４２（図版７２）
検出状況　調査区西部のＳＤ０４１の東側に位置し、南側は調査区外に延びる。

形状規模　直線的な溝で、方位はＮ２４°Ｅである。規模は幅２０㎝、深さ４㎝、延長２．３ｍ以上を測り、断

面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０４３（図版７２）
検出状況　調査区西部のＳＤ０４１の西側に位置する。

形状規模　直線的な溝で、方位はＮ２９°Ｅである。規模は幅１８㎝、深さ４㎝、延長２．５ｍを測り、断面形

はＵ字状を呈する。

出土遺物　須恵器小皿（１０５９）がある。

ＳＤ０４４（図版７２）
検出状況　調査区西部のＳＤ０４３の北西に位置する。

形状規模　直線的な溝で、方位はＮ２９°Ｅである。規模は幅２５㎝、深さ３㎝、延長２．６ｍを測り、断面形

は逆台形を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。
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ＳＫ０２０（図版７２　写真図版９４）
検出状況　調査区南東隅に位置している。

形状規模　平面形は南北に長い楕円形で、中央部は一段深くなっている。上部断面形はＵ字状である。

規模は南北１．２ｍ、東西０．８５ｍ、深さは４２㎝を測り、中央部は直径１０㎝、深さ３５㎝の円柱状に深くなっ

ている。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０２１（図版７２　写真図版９４）
検出状況　調査区東部に位置している。

形状規模　平面形は南北に長い隅丸長方形で、断面形は逆台形である。規模は南北１．０５ｍ、東西０．６５ｍ、

深さは２５㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０２２（図版７２）
検出状況　調査区東端に位置し、東側は調査区外に伸びている。

形状規模　平面形は不整円形で、断面形は箱形である。規模は南北６０㎝、東西３０㎝以上、深さは１３㎝を

測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０２３（図版７２　写真図版９４）
検出状況　調査区西部に位置する。

形状規模　平面形は円形で、断面形は逆台形である。規模は直径約８５㎝、深さは１２㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０２４（図版７３　写真図版９３）
検出状況　調査区西部のＳＤ０４１の西側、ＳＤ０４３の北側に位置する。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、断面形はＵ字状である。規模は南北１．０ｍ、東西１．７ｍ、深さ

は５０㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０２５（図版７３）
検出状況　調査区西部のＳＫ０２４の西側に位置し、北側は調査区外に伸びている。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形と考えられ、断面形は箱形である。規模は南北０．３５ｍ以上、東西

０．７ｍ、深さは１４㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０２６（図版７３　写真図版９４）
検出状況　調査区西部のＳＤ０４４の西側に位置している。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、断面形は箱形である。規模は南北０．６ｍ、東西０．９ｍ、深さは

２８㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０２７（図版７３）
検出状況　調査区西部のＳＫ０２６の北西側に位置している。

形状規模　平面形は南北に細長い楕円形で、断面形は箱形である。規模は南北１．１ｍ、東西０．３ｍ、深さ
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は１８㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０２８（図版７３）
検出状況　調査区西部のＳＫ０２７の西側に位置している。

形状規模　平面形は南北に長い楕円形で、断面形は箱形である。規模は南北０．６ｍ、東西０．４ｍ、深さは

１２㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

８．２８区（図版７４～７７　写真図版９５・９６・１０５）
　２８区は、水路を挟んで２７区の西側に位置し、東西に長い調査区である。西側は水路を挟んで３０区があ

り、中央部では北側に２９区が続く。遺構検出面は耕作土及び床土直下であり、南東部分のみ削平が著し

い。西側に行くに従い、堆積が厚く、全体に複数時期の遺構が切り合っている。同一地点で、時期が異

なる複数の流路・溝の切り合いがあり、堆積状況が複雑である。流路、溝、木組、掘立柱建物を検出し

た。

ＳＤ０４５（図版７８・７９　写真図版１０５）
検出状況　調査区のほぼ全体に流れ、３０区に続いている。溝ＳＤ０４６～ＳＤ０５１と掘立柱建物ＳＢ０４３の柱穴

に切られている。

形状規模　調査区北東部から西部にかけて大きく蛇行しながら東から西に向かって流れる流路である。

規模は幅５ｍ～１２ｍ、深さ４０ｃｍ～６５㎝を測り、断面形は浅いＵ字状を呈し、一定しない。

出土遺物　縄文土器深鉢（４～８）、弥生土器壺（２７・２９・３０）甕（２８・３１）、石鏃（Ｓ３３）、木製品部材（Ｗ

５７）、組合せ平鍬（Ｗ５８）、有頭棒状（Ｗ５９）が出土した。

ＳＤ０４６（図版７９）
検出状況　調査区のほぼ全体に流れ、３０区に続いている。流路ＳＤ０４５を切り、溝ＳＤ０４７～ＳＤ０４９に切ら

れている。

形状規模　調査区北東部から西部にかけて大きく蛇行しながら東から西に向かって流れる溝である。調

査区東部において大きく北から西に流れを変える部分で、幅が広くなり、木組ＳＷ００４が設置されてい

る。溝の規模は幅１ｍ～４ｍ、深さ３０㎝～４０㎝を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器壺類・（３８・３９・４１～４３）・甕（３６・３７・４０・４４～４６）・脚台（４６）、石鏃（Ｓ３５）が出土

した。

ＳＤ０４７（図版７９・８０　写真図版１０６）
検出状況　調査区中央部から西側に位置する。流路ＳＤ０４５、溝ＳＤ０４６を切り、溝ＳＤ０４８・ＳＤ０４９に切ら

れている。上流部で木組ＳＷ００１を伴う。

形状規模　大きく蛇行しながら東から西に向かって流れる溝である。規模は幅８５㎝、深さ３５㎝前後を測

り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　木製品板材（Ｗ６０）、槽盤？（Ｗ６１）、樋状（Ｗ６２）が出土した。

ＳＤ０４８（図版７８・７９　写真図版１０６）
検出状況　調査区中央部から西側に位置する。流路ＳＤ０４５、溝ＳＤ０４６・ＳＤ０４７を切り、溝ＳＤ０４９に切ら

れている。上流部で木組ＳＷ００３を伴う。

第５節　Ｄ地区の調査



－　３９　－

形状規模　大きく蛇行しながら東から西に向かって流れる溝である。規模は幅２ｍ前後、深さ４０ｃｍ前

後を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器壺（１４４・１４５）・土師器甕（１４６・１４７）、石鏃（Ｓ３６）が出土した。

ＳＤ０４９（図版７８）
検出状況　調査区中央部から西側に位置する。流路ＳＤ０４５、溝ＳＤ０４６～ＳＤ０４８を切っている。屈曲部で

杭ＳＷ００５とＳＷ００６を伴う。

形状規模　大きく蛇行しながら東から西に向かって流れる溝である。規模は幅１ｍ前後、深さ４０㎝～６０

㎝を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　縄文土器深鉢（９）がある。

ＳＤ０５０（図版８０　写真図版１０６）
検出状況　調査区西端に位置し、３０区に続く。

形状規模　この調査区では直線的な溝であるが、３０区では蛇行している。規模は幅６０㎝、深さ３５㎝を測

り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＷ００１（図版８１　写真図版９７）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０４７内の底面に位置する。

形状規模　溝ＳＤ０４７に直交する方向に１．５ｍ前後の木材８本程度を配置し、東側を中心に０．６ｍ前後の杭

を１１本打ち込む木組遺構である。このほかに東西に方向が異なる１．３ｍの木材が出土した。

ＳＷ００２
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０４７の西側に位置する。

形状規模　溝ＳＤ０４７の西側の窪んだ場所に７０㎝～２０㎝の木材８本程度がまとまった状態で出土した木組

遺構である。

ＳＷ００３（図版８２・８３　写真図版９９）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０４８内の一段深くなった部分に、大きく４箇所にまとまって検出した。

形状規模　木材のまとまりは、１．２ｍ～０．３ｍの直径１０㎝前後の芯持材を溝ＳＤ０４８の底に１５０本程度の木

材を４箇所に配置する木組遺構である。

ＳＷ００４（図版８４　写真図版９８）
検出状況　調査区東部の溝ＳＤ０４６の幅が拡張した下流側に位置する。この木組遺構から下流の溝の幅は

上流と同じに戻る。

形状規模　溝ＳＤ０４７に直交する方向に最長１．３ｍの木材５本程度を下流側に配置する。溝と並行する方

向には０．８ｍ前後の木材を２５本程度を組み合わせる木組遺構がある。下流方向にせり上がっている。

ＳＷ００５・ＳＷ００６（図版８０）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０４９の両岸に位置する。ＳＷ００５・ＳＷ００６と別の遺構番号を付けたが、

本来は対をなすものと考えられる。

形状規模　ＳＷ００５は溝ＳＤ０４９の東岸に存在し、８０㎝×５０㎝の範囲に最長６０㎝の杭を１２本打ち込んでお

り、地表面に出ている部分は腐朽していた。２個の巨礫が杭の上に存在していた。ＳＷ００６は溝ＳＤ０４９

の西岸に存在し、直径５５㎝の範囲に最長５５㎝の杭を１４本打ち込んでおり、地表面に出ている部分は腐朽

していた。
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分　　析　ＳＷ００５を構成する木材のうち、任意に選んだ矢板の樹種を分析したところ、エノキ属で

あった。

ＳＷ００７（写真図版１０１・１０２）
検出状況　ＳＷ００２の西側に位置する。

形状規模　東西約２ｍ、南北約１．５ｍの楕円形の落ち込みの東寄りに、東西方向の矢板もしくは杭を密

に打ち込み、横木の板を渡している。６４本以上の木材で構築しており、横木は最長１．９ｍ、杭や矢板は

３０㎝～４０㎝のものが多い。

分　　析　ＳＷ００７を構成する木材のうち、任意に選んだ矢板の樹種を分析したところ、ヒノキであった。

ＳＷ００８（図版８５・８６　写真図版１０４）
検出状況　２９との分岐点付近に位置する。

形状規模　流路が堆積した後、１６０本程度の杭を打ち込み、横木を敷き、平坦な巨石を敷いている。

分　　析　ＳＷ００８を構成する木材のうち、任意に選んだ矢板と杭の樹種を分析したところ、矢板はコ

ナラ属アカガシ亜属、ツブラジイとヒノキ、杭はコナラ属クヌギ節とヒノキであった。

ＳＷ００９（図版８７・８８　写真図版１００）
検出状況　ＳＷ００７の西側に位置する。南側は調査区外に伸びている。

形状規模　流路が堆積した後、杭を打ち込み、横木を敷いており、１８６本以上の木材で構築している。

この一群の中には生えている木もある。

分　　析　ＳＷ００９を構成する木材のうち、任意に選んだ矢板と杭の樹種を分析したところ、矢板はコ

ナラ属アカガシ亜属とシイ属、杭はヒノキであった。

ＳＢ０４３（図版８９　写真図版１０７）
検出状況　調査区東端に位置する。北側にはＳＤ０５１を伴っている。下層の溝ＳＤ０４５を切っている。

形状規模　南北軸がＮ１９°Ｅの総柱建物でやや平行四辺形に傾いている。南北３間（６．３ｍ）×東西３間

（７．７ｍ）の規模である。建物の柱間は、南北１間２．１ｍ、東西１間東端のみ２．１ｍ、他２．８ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは方形で、掘形径もしくは一辺２０㎝前後、深さは２２㎝～３６㎝である。Ｐ０３

の底部からは石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０２とＰ０８からは土器の小片が出土している。

ＳＤ０５１（図版８９）
検出状況　調査区東部の掘立柱建物ＳＢ０４３の北側に位置する。西側は調査区外に延びる。

形状規模　掘立柱建物ＳＢ０４３の北辺に並行する直線的な溝で、方位はＮ７５°Ｗである。規模は幅３０㎝、

深さ５㎝、延長６以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

９．２９区（図版９０　写真図版１０８）
　２９区は、２８区の中央部分から、分岐し北側に延びる調査区である。中央部分で屈折し、北側は細く

なっている。北側はＢ地区の１８区と接し、西側は水路を挟んで３２区と接している。遺構検出面は耕作土

及び床土直下である。流路、溝、土坑、掘立柱建物、北端で現代の水溜めを検出した。

ＳＢ０４４（図版９１　写真図版１０９）
検出状況　調査区南部に位置する。南西側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。
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形状規模　南北軸がＮ１７°Ｅの総柱建物である。南北１間（２．０ｍ）以上×東西１間（２．２ｍ）以上の規模であ

る。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径約２５㎝、深さは約１５㎝～３０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０３から須恵器小皿（１０７１）が出土した。

ＳＫ０２９（図版９１　写真図版１０９）
検出状況　調査区中央部に位置する。

形状規模　平面形は南北に長い楕円形で、断面形はＵ字形である。規模は南北１．９ｍ、東西１．５ｍ、深さ

は５５㎝を測る。

出土遺物　石鍋（Ｓ４１）が出土した。

ＳＤ０５２
検出状況　調査区北端に位置する。水溜ＳＧ００１・ＳＧ００２に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する流路である。規模は幅８．２ｍ以上、深さ３０㎝、延長４ｍ以上を測り、

断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０５３（図版９１　写真図版１０９）
検出状況　調査区北部に位置する。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝で、方位はＮ４０°Ｗである。規模は幅１ｍ～１．５ｍ、深さ

２６㎝、延長４．５ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０５４（写真図版１０９）
検出状況　調査区南部に位置し、東側は調査区外に延びる。

形状規模　西から東に流れる直線的な溝で、方位はＮ８３°Ｗである。規模は幅５０㎝、深さ１５㎝、延長２

ｍ以上を測り、断面形は二段のＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０５５（写真図版１０９）
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０５４の南側に位置する。東側は調査区外に延びる。

形状規模　西から東に流れる直線的な溝で、方位はＮ７０°Ｗである。規模は幅５０㎝、深さ５㎝、延長３

ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＧ００１
検出状況　調査区北端に位置する。流路ＳＤ０５２を切っている。

形状規模　切り石を積み上げてた水溜めで、東西方向に長い長方形である。掘形の規模は東西３ｍ以上

×南北２．５ｍ以上、深さ１００㎝を測り、内法は東西３．０ｍ×南北１．６ｍ以上、深さ１００㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＧ００２
検出状況　調査区北端のＳＧ００１の南側に位置する。流路ＳＤ０５２を切っている。

形状規模　自然石の形を軽く整えた石材を積み上げて作った水溜めで、東西方向に長い長方形である。

掘形の規模は東西３ｍ以上×南北２．８ｍ、深さ３５㎝を測り、内法は東西１．８ｍ×南北１．２ｍ、深さ２５㎝を
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測る。西側以外は石が抜き取られている。やや西よりに埋井の際の竹筒が残っていた。

出土遺物　遺物は出土していない。

１０．３０区（図版９２・９３　写真図版１１０～１１２）
　３０区は、水路を挟んで２８区の西側に位置し、北東－南西に長い調査区である。西側は水路を挟んで３７

区があり、西端では北側に３１区に続く。遺構検出面は耕作土及び床土直下であり、南東部分のみ削平が

著しい。流路・溝部分は堆積が厚く、複数時期の遺構が切り合っている。

ＳＤ０４５（図版９３　写真図版１１０）
検出状況　２９区から続く流路で、３７区に続いている。溝ＳＤ０４６～ＳＤ０４９に切られている。

形状規模　調査区の東から西に向かって流れており、大きく蛇行する流路である。規模は幅１１．５ｍ前後、

深さ８０㎝を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　土器が出土しているが、図示できない。

ＳＤ０４６（図版９３・９４　写真図版１１１）
検出状況　一群の溝のＳＤ０４７とＳＤ０４８の間に位置する溝で、流路ＳＤ０４５を切り、溝ＳＤ０４９に切られてい

る。２８区から続きで北東部をかすめ、再び北西部に戻り、３７区へ続く。

形状規模　調査区の東から西に向かって流れており、大きく蛇行する溝である。規模は幅１．４ｍ前後、

深さ５０㎝を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土器と木材が出土しているが、図示できない。

ＳＤ０４７（図版９３・９４　写真図版１１２）
検出状況　一群の溝の南から２番目を流れる溝で、流路ＳＤ０４５を切っている。２８区から続く。

形状規模　調査区の東から西に向かって流れており、大きく蛇行する。規模は幅１．５ｍ前後、深さ６０㎝、

を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　縄文土器深鉢（１０）、弥生土器高坏（５０）・鉢（５１）が出土した。

ＳＤ０４８（図版９３　写真図版１１１）
検出状況　一群の溝の北端を流れる溝で、流路ＳＤ０４５を切って、３７区へ続く。

形状規模　調査区の東から西に向かって流れており、大きく蛇行する。規模は幅２ｍ～１ｍ、深さ６０㎝、

を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　銅鏃（Ｍ７６）が出土した。他に、土器と木材が出土しているが、図示できない。

ＳＤ０４９（図版９３・９４　写真図版１１２）
検出状況　一群の溝の北端を流れる溝で２８区からの続きで、３７区へ続く。流路ＳＤ０４５・溝ＳＤ０４６を切っ

ている。

形状規模　調査区の東から西に向かって流れており、蛇行する。規模は幅０．４５ｍ、深さ３０㎝を測り、断

面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器壺（４８）・甕（４７）・高坏（４９）が出土した。他に、木材が出土しているが、図示できな

い。

ＳＤ０５０（図版９３・９４　写真図版１１２）
検出状況　調査区南東部に位置し、２８区からの続きである。

形状規模　大きく蛇行し、東から西へ流れる溝である。規模は幅１ｍ前後、深さ３５㎝前後を測り、断面
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形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０５６（図版９４　写真図版１１２）
検出状況　調査区西端に位置し、３７区へ続く。切り合いは不明である。

形状規模　弯曲する溝で、規模は幅０．６ｍ、深さ１０㎝を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＷ０１０（図版９４　写真図版１１１）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０４６の両岸に打ち込まれた杭である。溝に直交していないため、他の遺

構に伴う可能性もある。

形状規模　溝ＳＤ０４６の西岸に４本、東岸に１本を１．４ｍの間隔を開けての杭を打ち込んでいる。杭は２０

㎝前後である。

１１．３１区（図版９５　写真図版１１３）
　３１区は、３０区の西端から北に延びる調査区である。北側は水路を挟んで３４区がある。遺構検出面は耕

作土及び床土直下であり、削平が著しい。検出した遺構は流路のみである。

ＳＤ０５７（図版９５　写真図版１１３）
検出状況　調査区北端に位置する。

形状規模　調査区の長軸に直交し、東から西に向かって流れる流路である。規模は幅７．０ｍ、深さ４０㎝、

延長６ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　石核（Ｓ４２）が出土した。

１２．３２区
　３２区は、２９区と３３区の間に位置する東西方向の調査区である。北側は四ツ池の堤防である。遺構検出

面は耕作土及び床土直下である。削平が著しく、西端で溝を検出したほかは遺構は検出できなかった。

ただし、遺構検出面が砂礫層であるため、上部からの影響による変色が認められた。東端から５．５ｍ～

１３ｍにかけては黒色シルトの染み込みが認められたため、上部に流路が存在していた可能性が高い。

１３．３３区（図版９６・１００～１０２　写真図版１１４）
　３３区は、３２区の水路を挟んで西側に位置する東西方向の調査区である。東端では南側に３４区と接し、

西端では南側に３５区が続く。北側は四ツ池の堤防である。遺構検出面は耕作土及び床土直下である。検

出した遺構は溝と柱穴のみである。溝はいずれも調査区を直交している。

　なお、３４区へ継続している溝ＳＤ０６１・ＳＤ０６２は３４区で、３５区へ継続している。ＳＤ０７６・ＳＤ０７７・ＳＤ

０７８については３５区で記述する。

ＳＤ０５８（図版１００　写真図版１１５・１２１）
検出状況　調査区西部に位置する。南北ともに、調査区外に延びている。

形状規模　調査区の長軸に直交するやや蛇行する溝である。規模は幅１．７ｍ、深さ４２㎝、延長６．５ｍ以上

を測り、断面形は逆台形を呈する。

出土遺物　縄文土器深鉢（１２）が出土した。他に、木材が出土しているが、図示できない。
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ＳＤ０５９（図版１００　写真図版１１５）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０５８の東側に位置する。南北ともに、調査区外に延びている。

形状規模　調査区の長軸に直交するやや蛇行する溝である。規模は幅６０㎝前後、深さ１６㎝、延長６ｍ以

上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０６０（図版１００　写真図版１１５）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０５９の東側に位置する。南北ともに、調査区外に延びている。

形状規模　調査区の長軸に直交するやや蛇行する溝である。規模は幅１．９ｍ前後、深さ２０㎝、延長６ｍ

以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０６３（図版９８　写真図版１１４）
検出状況　調査区東部に位置し、溝ＳＤ０６５に切られている。南側は調査区外に延びており、３４区に続く。

形状規模　溝ＳＤ０６５に切られているため、西側の肩の一部のみ判明している。北東から南西方向に流れ

る溝である。規模は幅２ｍ以上、深さ４５㎝、延長３ｍ以上を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０６５
検出状況　調査区東端に位置する。溝ＳＤ０６２・ＳＤ０６３を切っている。南北東側は調査区外に延びている。

形状規模　調査区の長軸に直交する弯曲した溝である。規模は幅０．２５ｍ、深さ５０㎝、延長６ｍ以上を測

り、断面形はＶ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

１４．３４区（図版９５・９６・９８　写真図版１１６・１１８）
　３４区は、３３区の東端から南側に直交して延びる調査区である。南部では南東側に屈折する。南東側は

水路を挟んで３１区が存在する。遺構検出面は耕作土及び床土直下である。検出した遺構は掘立柱建物・

土坑・溝である。

ＳＤ０６１（図版９８）
検出状況　３３区の調査区東部から３４区の北部に位置する。掘立柱建物ＳＢ０４５の柱穴に切られている。

形状規模　調査区の長軸に斜交し、一部蛇行するが直線的な溝である。規模は幅４０㎝、深さ４㎝、延長

２５ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０６２（図版９８　写真図版１１４・１１５）
検出状況　３３区の東部から３４区の中央部にかけて位置する。溝ＳＤ０６５～ＳＤ０６７を切り、掘立柱建物ＳＢ

０４５の柱穴に切られている。

形状規模　調査区の長軸に斜交し、溝ＳＤ０６１の東南部に並行してやや弯曲して流れる直線的な溝である。

規模は幅１．２ｍ、深さ２３㎝、延長３６ｍ以上を測り、断面形は逆台形を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０６３（図版９８　写真図版１１４）
検出状況　調査区中央部に位置する。北東部と南西部は調査区外に延びる。溝ＳＤ０６６・ＳＤ０６７を切る。
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ＳＤ０６４とは同一の溝として調査を行ったが、断面観察及び、中央部の杭列ＳＷ０１１の存在、南部で２本

の溝に分かれることから、別の溝として記述を行う。

形状規模　調査区の長軸にやや弯曲して斜交する直線的な溝である。規模は幅約２ｍ、深さ５５㎝、延長

２２ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。溝ＳＤ０６４と並行して流れ、中間に杭列ＳＷ０１１を設けている。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０６４（図版９８）
検出状況　調査区中央部に位置する。北東部と南西部は調査区外に延びる。溝ＳＤ０６９・ＳＤ０７０・ＳＤ０７２

を切り、ＳＤ０６３・ＳＤ０７３に切られる。

形状規模　調査区の長軸に斜交し、弯曲して流れる溝である。北部での規模は幅１．５ｍ以上、深さ６２㎝、

南部での規模は幅２．１ｍ、深さ４５㎝を測り、断面形は逆台形を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＷ０１１（図版９７　写真図版１１７）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０６３とＳＤ０６４の中間に位置する杭列である。

形状規模　杭列は延長８．５ｍの間に２１本の広葉樹の芯持ち材を中心とした杭を打ち込んでいる。地表面

には腐朽して残存していないが、土層断面の堆積状況から、溝ＳＤ０６３の東側の護岸を補強するための杭

列である。杭の長さは１５㎝～５０㎝程度である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０６６（図版９８）
検出状況　調査区中央部に並行する溝ＳＤ０６２とＳＤ０６３との間に位置し、切られている。

形状規模　溝ＳＤ０６２とＳＤ０６３に直交する直線的な溝である。規模は幅６５㎝、深さ３５㎝、延長１．０ｍ以上

を測り、断面形は逆台形を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０６７（図版９８）
検出状況　調査区中央部に並行する溝ＳＤ０６２とＳＤ０６３との間のＳＤ０６６の南側に位置し、切られている。

形状規模　溝ＳＤ０６２とＳＤ０６３に直交する直線的な溝である。規模は幅６０㎝、深さ３２㎝、延長１．３ｍ以上

を測り、断面形はＶ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０６８（図版９８）
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０６４の東側に位置する。溝ＳＤ０６９と溝ＳＤ０７３の間に位置し、切られている。

形状規模　南北方向に流れる直線的な溝である。規模は幅３５㎝、深さ５㎝、延長１．８ｍ以上を測り、断

面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０６９（写真図版１１６）
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０６８の南側に位置し、ＳＤ０６４とＳＤ０６８に切られている。

形状規模　東から西に流れる不定形な溝である。規模は幅０．８ｍ～１．５ｍ、深さ２５㎝前後を測り、底面に

は凹凸がある。

出土遺物　弥生土器甕（６３）、石鏃（Ｓ４７）が出土した。
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ＳＤ０７０
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０６９の南側に位置し、ＳＤ０６４に切られている。

形状規模　東から西に流れる不定形な溝である。規模は幅０．７ｍ～１．３ｍ、深さ２０㎝前後を測り、底面に

は凹凸がある。

出土遺物　弥生土器壺（６２）が出土した。

ＳＤ０７１（写真図版１２０）
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０７０の南側、ＳＤ０６４の東側に位置する。

形状規模　溝ＳＤ０６４から分岐する溝あるいは同一の溝の可能性がある。不定形な溝で、規模は幅１ｍ以

上、深さ１５㎝、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　楔形石器（Ｓ４８）が出土した。

ＳＤ０７２
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０６４の東側、ＳＤ０７３の北側に位置する。

形状規模　不定形な窪み上の溝で、規模は幅４ｍ程度、深さ２５㎝を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器甕（１５７）が出土した。

ＳＤ０７３
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０６９とＳＤ０７２の間に位置する。ＳＤ０６４・ＳＤ０６８を切る。

形状規模　調査区の長軸に直交する弯曲した溝である。規模は幅２．０ｍ前後、深さ６３㎝、延長８ｍ以上

を測り、断面形は逆台形を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０７４（写真図版１２０）
検出状況　調査区南部に位置する。溝ＳＤ０７５の西側に位置し、並行している。両端は調査区外に延びて

いる。

形状規模　南北方向に流れる直線的な溝で、方位はＮ２４°Ｅである。規模は幅８０㎝、深さ１５㎝、延長１０ｍ

以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０７５（図版９９　写真図版１２０）
検出状況　調査区南端に位置する。溝ＳＤ０７４の東側に位置し、並行している。東側は調査区外に延びて

いるため、本来の規模は明らかでない。

形状規模　調査区の南東端に並行する直線的な溝で、方位はＮ２４°Ｅである。規模は幅１．９ｍ以上、深さ

６０㎝、延長１０ｍ以上を測り、断面形は、浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　須恵器椀（１０８０）、土師器擂鉢（１０７９）、有溝穿孔土錘（１０８３）、備前焼擂鉢（１０８１・１０８２）、石鏃

（Ｓ４９）、石製品五輪塔（Ｓ５０・Ｓ５１）が出土した。

ＳＢ０４５（図版９９　写真図版１１９）
検出状況　調査区北部に位置する。西側は調査区外に延びている可能性があるため本来の規模は不明で

ある。下層の溝ＳＤ０６１・ＳＤ０６２を切っている。

形状規模　南北軸がＮ２２°Ｅの総柱建物で、並行四辺形に傾いている。南北４間（８．６ｍ）×東西２間（４．６

ｍ）以上の規模である。建物の柱間は、南北両端１間２．０ｍ、中央２．３ｍ、東西１間２．４ｍ・２．２ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径１０㎝～３０㎝、柱痕は径約１０㎝、深さは削平が著しいため約５㎝～１０㎝
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である。

出土遺物　柱穴Ｐ０６からは土器の小片が出土した。

１５．３５区（図版１０１・１０２　写真図版１２２・１２５）
　３５区は、Ｄ地区の北西端に位置する。３４区の西端から南側に向かって延びる南北に長い調査区である。

南端は里道を挟んで３６区が存在する。北半部の西側は苫編山の山麓にあたる。北半部の一部は農作業小

屋が存在するため調査できなかった。検出した遺構は掘立柱建物３棟と土坑、溝がある。

　一部３３区と共通する溝があり、３５区で説明する。

ＳＤ０５８（写真図版１２３）
検出状況　３３区から流れてきており、調査区北部から中央部にかけて位置する。溝ＳＤ０７６・ＳＤ０７７・

ＳＤ０８６に切られている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する弯曲的な溝である。規模は幅１．８ｍ、深さ４６㎝を測り、断面形は逆

台形を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０７６（図版１０３　写真図版１２３）
検出状況　３３区から流れてきており、調査区北部に位置する。溝ＳＤ０５８を切り、ＳＤ０７６・ＳＤ０７７・ＳＤ

０８６に切られている。

形状規模　大きく蛇行する溝である。規模は幅１．７ｍ～３ｍ、深さ５０㎝、延長３．６０ｍ以上を測り、断面

形はＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器壺（６４）が出土した。

ＳＤ０７７（図版１０３・１０４　写真図版１２３）
検出状況　調査区北部から中央部にかけて位置し、両端とも調査区外に延びている。溝ＳＤ０５８・ＳＤ０７６

を切り、溝ＳＤ０８６、土坑ＳＫ０３０～ＳＫ０３２に切られている。

形状規模　大きく蛇行する溝である。南端部分でＳＤ０８０を分岐する。規模は幅３．３ｍ前後、深さ６２㎝を

測り、断面形は逆台形を呈する。

埋　　土　苫編山山塊からの土石流による礫が多量に含まれている。

出土遺物　土師器壺（１６１）・甕（１６２～１６５）、二次加工のある剥片（Ｓ５８）、木製品糸巻？（Ｗ６４）が出土し

た。

ＳＤ０７８（図版１００）
検出状況　３３区西端から３４区の調査区北西部に位置する。溝ＳＤ０７７と土坑ＳＫ０３０に切られている。

形状規模　北東から南西に流れる溝である。規模は幅３ｍ前後、深さ３０㎝、延長９ｍ以上を測り、断面

形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器壺（１５８）が出土した。

ＳＤ０８０（図版１０３　写真図版１２３）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０７７の東側に位置する。北側は溝ＳＤ０８６に切られ、南側は調査区外であ

る。

形状規模　溝ＳＤ０７７から分岐する溝でやや蛇行して北から南へ流れている。規模は幅６０㎝、深さ２０㎝、

延長３ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。
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出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０８１（図版１０３　写真図版１２４）
検出状況　調査区南部に位置し、溝ＳＤ０８２・ＳＤ０８５・ＳＤ０８６・ＳＤ０８８に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する溝である。規模は幅１．７ｍ、深さ２０㎝、延長５ｍ以上を測り、断面

形は逆台形を呈する。

出土遺物　弥生土器甕（６５・６６）が出土した。

ＳＤ０８２（図版１０３　写真図版１２４）
検出状況　調査区南部に位置し、溝ＳＤ０８１を切り、ＳＤ０８５・ＳＤ０８６に切られている。

形状規模　調査区に斜交する弯曲した溝で東から西に向かって流れる。規模は幅９０㎝前後、深さ３２㎝、

延長７ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器壺（６９～７３）・甕（７７）、石棒？（Ｓ５７）が出土した。

ＳＤ０８３（図版１０３　写真図版１２４）
検出状況　調査区南部に位置し、掘立柱建物ＳＢ０４６～ＳＢ０４８の柱穴と溝ＳＤ０８６に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝である。規模は幅２．８ｍ、深さ６０㎝、延長４．７ｍ以上を測

り、断面形は逆台形で凹凸がある。

出土遺物　弥生土器甕（６７・６８・１６０）、石片（Ｓ５６）が出土した。

ＳＤ０８４（図版１０３　写真図版１２４）
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０８３の北側に位置し、掘立柱建物ＳＢ０４６～ＳＢ０４８の柱穴と溝ＳＤ０８６に切ら

れている。

形状規模　調査区の長軸に直交する蛇行した溝である。規模は幅７０㎝、深さ１０㎝、延長５．５ｍ以上を測

り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０８５（図版１０３　写真図版１２４）
検出状況　調査区南部に位置し、溝ＳＤ０８１・ＳＤ０８２を切り、ＳＤ０８６・ＳＤ０８７に切られている。

形状規模　調査区に斜交する直線的な溝で、方位はＮ１°Ｗである。規模は幅７０㎝、深さ２３㎝、延長１４．５

ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０７９（図版１０４　写真図版１２３）
検出状況　調査区中央部に位置する。溝ＳＤ０７７・ＳＤ０８６、土坑ＳＫ０３４・ＳＫ０３５に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する溝である。規模は幅５ｍ、深さ７０㎝を測り、断面形はＵ字状を呈す

る。溝内には生えていた木株が存在する。ＳＤ０７９の続きの可能性が高い。

埋　　土　埋土内に巨礫が堆積していた。

出土遺物　土師器甕（１５９）が出土した。

ＳＤ０８６（図版１０４　写真図版１２５・１２７）
検出状況　溝ＳＤ０５８・ＳＤ０７６・ＳＤ０７７・ＳＤ０７９～ＳＤ０８５・ＳＤ０８７を切っている。北側は調査区外であり、

南側は３６区やＦ地区の４７区に延びる。

形状規模　調査区に並行して北から南に向かって流れる直線的な溝で、方位はＮ２５°Ｅである。規模は

北部では幅３ｍ、最大５ｍ以上を測る。南半部では西肩部分が調査区外に延びている。深さは６０㎝、延
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長８５ｍ以上を測り、断面形は逆台形を呈する。

埋　　土　埋土は北部では大礫から巨礫を多量に含む土石流が流れ込んでいる。南部は比較的安定した

水平堆積の状況を示している。

出土遺物　土師器皿（１０８８～１０９１）・鍋（１０９２～１０９４・１０９６）・羽釜（１０９５）、管状土錘（１０９７）、須恵器碗

（１０９８～１１１２・１１５１）・小皿（１１１３～１１１７）・捏鉢（１１１８・１１１９）・杯Ｂ（１１２０）、瓦器碗（１１２１・１１２２）・小皿

（１１２３）、瓦質土器羽釜（１１２４）、備前焼擂鉢（１１２５～１１２９）・甕（１１３０・１１３１）、丹波焼壺（１１３２）、肥前系施

釉陶器皿（１１３３）・碗（１１３４）、施釉陶器底部（１１３５）、白磁碗（１１３６～１１４３）・皿（１１４４）・水注（１１４５）、青磁

皿（１１４６）、龍泉窯系青磁皿（１１４７）、同安窯系青磁碗（１１４８）、中国製染付磁器碗（１１４９）・底部（１１５０）、石

鏃（Ｓ５２～Ｓ５４）、砥石（Ｓ５５）、鉄製品鉄釘（Ｍ１４）、鉄滓（Ｍ１５～Ｍ２２）、木製品曲物底板（Ｗ６３）など遺物が

多量に出土した。

ＳＤ０８７（図版１０５）
検出状況　調査区南部の掘立柱建物ＳＢ０４６の北側に位置し、ＳＤ０８５を切っている。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝で、方位はＮ７４°Ｗである。何回か掘削しなおしており、

二重に並行している部分がある。規模は幅２５㎝、深さ１３㎝と幅２５㎝、深さ５㎝の断面形はＵ字状の溝が

二重になっている。延長は２．５ｍ以上を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０８８（図版１０５）
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０８７の北側に直交しており、溝ＳＤ０８１を切っている。

形状規模　調査区の長軸に並行する直線的な溝で、方位はＮ２０°Ｅである。規模は幅１８㎝、深さ４㎝、延

長２．８ｍを測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０８９（図版１０５）
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０８７の北側、ＳＤ０８８の西側に位置し、溝ＳＤ０８１を切っている。

形状規模　つ字状に弯曲した溝である。規模は幅１５㎝、深さ５㎝を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＢ０４６（図版１０５）
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０８６の東側に位置する。東側は調査区外に延びているため本来の規模は不

明である。下層の溝ＳＤ０８３・ＳＤ０８４を切っており、掘立柱建物ＳＢ０４７・ＳＢ０４８と重複関係にあるが、先

後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１７°Ｅの総柱建物である。南北３間（７．０ｍ）×東西２間（３．５ｍ）以上の規模である。

建物の柱間は、南北方向の北のみ１．９ｍ、他２．５５ｍ、東西１間１．９ｍ・１．６ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、東西方向中央２列は掘形径２０㎝～３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２０㎝～３０

㎝、北側・南側２列は掘形径１５㎝、深さは約１０㎝、柱痕は不明である。Ｐ０３からは石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ１１からは同安窯系青磁小碗（１０８５）が出土しており、Ｐ０２・Ｐ０３・Ｐ０６・Ｐ０９・Ｐ１０から

は土器の小片が出土した。

ＳＢ０４７（図版１０６　写真図版１２８）
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０８６の東側に位置する。東側は調査区外に延びているため本来の規模は不

明である。下層の溝ＳＤ０８３・ＳＤ０８４を切っており、掘立柱建物ＳＢ０４６・ＳＢ０４８と重複関係にあるが、先
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後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１６°Ｅの総柱建物である。南北２間（４．０ｍ）×東西２間（３．８ｍ）以上の規模である。

建物の柱間は、南北１間２．０ｍ、東西１間１．９ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、深さは約１５㎝～２０㎝である。Ｐ０２の上部には石が入って

いた。

出土遺物　柱穴Ｐ０１からは土師器皿（１０８６）が出土しており、Ｐ０２～Ｐ０４・Ｐ０７からは土器の小片が出土し

た。

ＳＢ０４８（図版１０６　写真図版１２８）
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ０８６の東側に位置する。東側は調査区外に延びているため本来の規模は不

明である。下層の溝ＳＤ０８３・ＳＤ０８４を切っており、溝ＳＤ０８６に切られている。掘立柱建物ＳＢ０４６・ＳＢ

０４７と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１４°Ｅの総柱建物である。南北２間（３．９ｍ）×東西２間（４．６ｍ）以上の規模である。

建物の柱間は、南北１間１．９５ｍ、東西１間１．８ｍ・２．８ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝～４０㎝、深さは約１０㎝～２０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０５からは土師器小皿（１０８７）、Ｐ０４からは石鏃（Ｓ５９）が出土しており、Ｐ０１・Ｐ０２・Ｐ０６～

Ｐ０９からは土器の小片が出土した。

ＳＫ０３０
検出状況　調査区北部の溝ＳＤ０８６の西側に位置し、溝ＳＤ０７７とＳＤ０７８の上層にある。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、断面形は浅いＵ字状である。規模は南北０．９ｍ、東西１．２ｍ、

深さは８㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０３１（図版１０７　写真図版１２９）
検出状況　調査区北部の溝ＳＤ０８６の西側、土坑ＳＫ３０の南東部に位置し、溝ＳＤ０７７の上層にある。

形状規模　平面形は南北に長い楕円形で、断面形は浅いＵ字状である。規模は南北１．１ｍ、東西０．６５ｍ、

深さは８㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０３２（図版１０７　写真図版１２９）
検出状況　調査区北部の溝ＳＤ０８６の西側、土坑ＳＫ３１の南西部に位置し、溝ＳＤ０７７の上層にある。

形状規模　平面形は円形で、断面形はＶ字状である。規模は南北６５㎝、東西８０㎝、深さは１０㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０３３（図版１０７　写真図版１２９）
検出状況　調査区北部の溝ＳＤ０８６の西側、土坑ＳＫ３２の南西部に位置し、溝ＳＤ０５８の上層にある。

形状規模　平面形は不整円形で、断面形は逆台形である。規模は南北１．１ｍ、東西０．８ｍ、深さは３４㎝を

測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０３４（図版１０７　写真図版１２９）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０８６の東側に位置し、溝ＳＤ０７９の上層にある。

形状規模　平面形は東西にやや長い楕円形で、断面形は浅いＵ字状である。規模は南北４４㎝、東西８２㎝、
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深さは８㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０３５（図版１０７　写真図版１２９）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０８６の東側で、土坑Ｓ０３４の南側に位置し、溝ＳＤ０７９の上層にある。

形状規模　平面形は南北に長い隅丸長方形で、断面形は逆台形である。規模は南北７０㎝、東西９５㎝、深

さは７㎝を測る。

埋　　土　底面に１㎝～２㎝の炭層が堆積している。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０３６（図版１０７　写真図版１２９）
検出状況　調査区南端に位置し、南側は調査区外に延びている。

形状規模　平面形は東西に長い隅丸長方形で、断面形は逆台形である。規模は南北０．９５ｍ、東西１．５６ｍ、

深さは１４㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

１６．３６区（図版１０８）
　３６区は３５区の南側に里道を挟んで位置する調査区である。南西側には水路を挟んで４７区が存在する。

調査区は南端を頂点とする細長い三角形を呈する。検出した遺構は柱列と溝であり、北端には近世の水

溜め土坑がある。

ＳＤ０９０（図版１０８　写真図版１３０）
検出状況　調査区南端に位置し、南東岸は調査区外に延びるため規模は不明である。溝ＳＤ０９０と柱列

ＳＡ００２に切られる。

形状規模　調査区の長軸に斜交する溝である。規模は幅４ｍ以上、深さ４０㎝、延長７ｍ以上を測り、断

面形はＷ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０９１
検出状況　調査区南西端に位置し、西側は調査区外に延びる。位置関係から３５区の溝ＳＤ０８６とＦ地区の

４７区の溝と同一であると考えられる。下層の溝ＳＤ０９０を切り、西側に位置する現代水路に切られている。

形状規模　調査区の長軸に並行する溝である。規模は幅６０㎝以上、深さ６０㎝以上、延長４．３ｍ以上を測

る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＡ００２（図版１０８）
検出状況　調査区南端に位置する。溝ＳＤ０９０を切り、ＳＤ０９１に一部切られる。調査範囲が狭いため、調

査区外に延びるため規模は不明である。また掘立柱建物になる可能性もある。

形状規模　方位はＮ１５°Ｅの柱列である。規模は東西２間（３．１ｍ）である。柱間は１．８ｍと１．３ｍであり不

揃いである。

柱　　穴　円形を基本とし掘形径２０㎝～２５㎝、深さ１０㎝を測る。

出土遺物　土師器托か皿（１１５３）が出土した。
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ＳＫ０３７
検出状況　調査区北端に位置する水溜めで、南側に隣接する水溜めを切っている。

形状規模　平面形は円形で、断面形は箱形である。規模は直径１．５ｍの掘形に内法の直径０．９ｍの木製桶

を埋設している。

埋　　土　埋土には土の他に石や木材など有機物が堆積していた。

出土遺物　竹製品（Ｗ７０）・箆？（Ｗ７１・Ｗ７２）、木製品薄板材（Ｗ７３）、板材（Ｗ７４・Ｗ７６～Ｗ７８）、角材

（Ｗ７５）、部材（Ｗ７９）が出土した。

１７．３７区（図版１０９～１１３　写真図版１３１～１３３）
　３７区は、３０区の西側に里道を挟んで位置し、北東－南西方向に長い調査区である。東端では南側に直

交し３８区に続く。西端では南側に直交して３９区に続く。西側は水路を挟んで４７区と４８区に続く。

　検出した遺構は掘立柱建物４棟と溝・土坑がある。東部は３０区から続く溝群と掘立柱建物、中央部は

溝群、西部は掘立柱建物と溝がある。

ＳＤ０４５（図版１１５　写真図版１３２）
検出状況　調査区東部に位置し、３０区から続く流路で、南西側は調査区外へ延びる。溝ＳＤ０４６・ＳＤ

０４８・ＳＤ０４９・ＳＤ０５６・ＳＤ０９３と掘立柱建物ＳＢ０４９・ＳＢ０５０の柱穴に切られている。

形状規模　調査区の東から西に向かって流れており、大きく弯曲する。規模は幅６．４ｍ前後、深さ５０㎝

を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　縄文土器深鉢（１３・１４）が出土した。

ＳＤ０４６（図版１１５）
検出状況　調査区東部に位置し、３０区から続く溝で、流路ＳＤ０４５を切っており、南西側は調査区外へ延

びる。溝ＳＤ０４９・ＳＤ０９３と掘立柱建物ＳＢ０４９の柱穴に切られている。

形状規模　調査区の東から西に向かって流れており、大きく弯曲する。規模は幅１．７ｍ前後、深さ４７㎝

を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器甕（８２）が出土した。

ＳＤ０４８（図版１１５）
検出状況　調査区東部に位置し、３０区から続く溝で、流路ＳＤ０４５を切っており、南西側は調査区外へ延

びる。溝ＳＤ０９３、掘立柱建物ＳＢ０４９・ＳＢ０５０の柱穴に切られている。

形状規模　調査区の東から西に向かって流れており、大きく弯曲する。規模は幅２．７ｍ、深さ２８㎝を測

り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器長頸壺（８１）が出土した。

ＳＤ０４９
検出状況　調査区東部に位置し、３０区から続く溝で、流路ＳＤ０４５と溝ＳＤ０４６を切っている。

形状規模　調査区の東から西に向かって流れており、弯曲する。規模は幅０．４５ｍ、深さ３０㎝を測り、断

面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０５６
検出状況　調査区東北端に位置し、３０区から続く溝で、切り合いは不明である。
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形状規模　弯曲する溝で、規模は幅０．６ｍ、深さ１０㎝を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０３８（図版１１５）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０９７の西側に位置し、ＳＤ０９７に切られている。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、断面形には凹凸がある。規模は南北０．８ｍ、東西１．３ｍ、深さ

は４０㎝以上を測る。

埋　　土　埋土は基盤層のブロックが混じった状態で堆積している。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０３９
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ１００の西側に位置する。

形状規模　平面形は不整円形で、断面形は逆台形を呈している。規模は南北１．７ｍ、東西１．５ｍ、深さは

２５㎝を測る。

出土遺物　不明鉄製品（Ｍ２６）がある。

ＳＫ０４０（図版１１６）
検出状況　調査区西部の掘立柱建物ＳＢ０５１の南東隅に位置する。

形状規模　平面形は南側に突出部をもつ円形で、断面は浅く凹凸がある。規模は南北１．２ｍ、東西０．９ｍ、

深さは４㎝を測る。

埋　　土　埋土には炭を含んでいる。

出土遺物　須恵器小皿（１１７５）、土師器小皿（１１７４）、鉄滓（Ｍ２４・Ｍ２５）が出土した。

ＳＫ０４１（写真図版１３６）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ１００の西側に位置し、ＳＤ１０１を切っている。

形状規模　掘形の平面形は東西に長い隅丸長方形で、南北１．４ｍ、東西３．２ｍ、深さは２３㎝を測る。断面

形は逆台形である。中央部に直径６５㎝の桶を埋設していた痕跡が残る。

出土遺物　木製品部材（Ｗ８９）が出土した。

ＳＤ０９２（図版１１５　写真図版１３６）
検出状況　調査区東部の溝ＳＤ０４８の西側に位置する。掘立柱建物ＳＢ０４９・ＳＢ０５０の柱穴に切られている。

南北とも調査区外に延びる。

形状規模　大きく蛇行する溝である。規模は幅３５㎝、深さ１０㎝を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　須恵器椀（１１７３）、土師器甕（１６６）がある。

ＳＤ０９３（図版１１６　写真図版１３６）
検出状況　調査区東部に位置する。流路ＳＤ０４５、溝ＳＤ０４６・ＳＤ０４８・ＳＤ０９２を切り、掘立柱建物ＳＢ０４９

の柱穴に切られている。南北とも調査区外に延びる。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝で、方位はＮ３９°Ｗである。規模は幅１．０ｍ、深さ２３㎝、

延長１２．３ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器小皿（１１７２）が出土した。

ＳＤ０９４（図版１１５　写真図版１３６）
検出状況　調査区東部の溝ＳＤ０９２・ＳＤ０９３の西側に位置している。南北とも調査区外に延びる。

形状規模　調査区の長軸に直交し、蛇行する溝である。規模は幅５５㎝、深さ９㎝を測り、断面形はＵ字
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状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０９５
検出状況　調査区東部の溝ＳＤ０９４の西側に位置し、溝ＳＤ０９６に切られている。南北とも調査区外に延び

る。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝で、方位はＮ２２°Ｗである。規模は幅４．５ｍ～６ｍ、深さ

２８㎝、延長１３ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０９６（図版１１６　写真図版１３６）
検出状況　調査区東部の溝ＳＤ０９４の西側に位置し、溝ＳＤ０９５を切っている。北側は調査区外に延びる。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ１８°Ｅである。規模は幅０．９ｍ、深さ８㎝、延

長１１ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ０９７（図版１１５　写真図版１３５）
検出状況　調査区中央部に位置する。土坑ＳＫ０３８を切っている。南北とも調査区外に延びる。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ５°Ｅである。規模は幅１．０５ｍ、深さ３０㎝、

延長１４ｍ以上を測り、断面形は底部付近が袋状に抉れている。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０９８（図版１１５　写真図版１３５）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０９７の西側に並行して位置する。南北とも調査区外に延びる。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ５°Ｅである。規模は幅４０㎝、深さ１３㎝、延

長１４ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ０９９（図版１１５　写真図版１３５）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０９８の西側に並行して位置する。南北とも調査区外に延びる。溝ＳＤ１００

に切られている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する僅かに蛇行する溝である。規模は幅２．３ｍ以上、深さ４２㎝、延長１４ｍ

以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器壺（７８）・高坏（７９・８０）が出土した。

ＳＤ１００（図版１１５　写真図版１３４）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ０９９の西側に並行して位置する。南北とも調査区外に延びる。溝ＳＤ０９９

を切っている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ４°Ｅである。規模は幅２．２ｍ、深さ４０㎝、延

長１４ｍ以上を測り、断面形は底部付近が袋状に抉れている。

出土遺物　木製品部材（Ｗ９３・Ｗ９４）が出土した。

ＳＤ１０１（図版１１６）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ１００の西側に位置する。南北とも調査区外に延びる。溝ＳＤ１０２・ＳＤ１０３

を切り、土坑ＳＫ０４１に切られている。
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形状規模　調査区の長軸に直交し、逆Ｓ字状に蛇行する溝である。規模は幅１．２ｍ前後、深さ３５㎝を測

り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　須恵器坏（１１７０・１１７１）がある。

ＳＤ１０２（図版１１６　写真図版１３４・１３６）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ１０１の西側に交錯しながら位置する。南北とも調査区外に延びる。溝

ＳＤ１０１に切られている。ＳＤ１０３との切り合い関係は不明である。

形状規模　調査区の長軸に斜交し、蛇行する溝である。規模は幅２ｍ前後、深さ４０㎝を測り、断面形は

Ｕ字状を呈する。

出土遺物　須恵器坏（８８０～８８２）、木製品杭（Ｗ９２）がある。

ＳＤ１０３（図版１１６　写真図版１３４・１３５）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ１０２の西側に位置する。南北とも調査区外に延びる。溝ＳＤ１０１に切られ

ている。ＳＤ１０２との切り合い関係は不明である。

形状規模　調査区の長軸に斜交し、弯曲する溝である。規模は幅１．５ｍ前後、深さ５０㎝を測り、断面形

は逆台形を呈する。

出土遺物　須恵器蓋（８７６）・平瓶（８７７）が出土した。

ＳＤ１０４（写真図版１３６）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ１０３の西側に位置する。南側は調査区外に延びる。ＳＤ１０３との切り合い

関係は不明である。

形状規模　調査区の長軸に直交し、南東方向に向かって広がる溝である。規模は幅０．１ｍ以上、延長６ｍ

以上を測る。

出土遺物　須恵器坏Ｂ（１１６９）・壺（８７８・８７９）が出土した。

ＳＤ１０５（図版１１５）
検出状況　調査区西部に位置し掘立柱建物ＳＢ０５１と柵ＳＡ００２に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝で、方位はＮ４２°Ｗである。規模は幅１．０ｍ～１．３ｍ、深さ

２４㎝、延長１３ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１０６（図版１１５　写真図版１３５）
検出状況　調査区西部に位置し、３９区に延びる。溝ＳＤ１０８とＳＤ１０９、掘立柱建物ＳＢ０５１に切られている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ５５°Ｗである。規模は幅５０㎝前後、深さ２０㎝、

延長２２ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１０７（図版１１５・１２０　写真図版１３５）
検出状況　調査区西部に位置し、３９区に延びる。溝ＳＤ１０８とＳＤ１０９に切られている。

形状規模　調査区の長軸にやや弯曲して斜交する溝である。規模は幅８５㎝、深さ３０㎝、延長２２ｍ以上を

測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１０８（図版１１６　写真図版１３５）
検出状況　調査区西部に位置し、溝ＳＤ１０６とＳＤ１０７を切っている。
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形状規模　調査区の長軸にやや蛇行して斜交する溝である。規模は幅１．０ｍ～１．３ｍ、深さ４０㎝、延長２６

ｍ以上を測り、断面形は逆台形を呈する。

出土遺物　須恵器坏蓋（８６７）、土師器壺（８６８）、石鏃（Ｓ６０）が出土した。

ＳＤ１０９
検出状況　調査区西端に位置し、現代水路に切られている。位置関係と埋土の状況から３６区のＳＤ０９１と

４７区・４８区のＳＤ１３３と同一の溝であると考えられる。

形状規模　直線的な溝で、規模は幅５０㎝以上、深さ３０㎝以上を測り、断面形を推定するとＵ字状を呈す

ると考えられる。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＢ０４９（図版１１７　写真図版１３７・１４１）
検出状況　調査区東部に位置する。南東側は調査区外に延びている。下層の溝ＳＤ０４５・ＳＤ０４６・ＳＤ０４８・

ＳＤ０９２・ＳＤ０９３を切っている。

形状規模　南北軸がＮ２０°Ｅの総柱建物である。南北４間（７．８ｍ）×東西４間（８．９ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北１間１．９５ｍ、東西方向の外２．５ｍ、内１．９ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝～４０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２０㎝～４０㎝である。Ｐ０３とＰ２０

の上部からは石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０９・Ｐ１２からは須恵器椀（１１５４・１１５５）、Ｐ１８からは須恵器小皿（１１５６）が出土している

ほか、Ｐ０１５・Ｐ２０から土器の小片が出土している。

ＳＢ０５０（図版１１７　写真図版１３８）
検出状況　調査区東部の掘立柱建物ＳＢ０４９の南側に位置する。南東側は調査区外に延びているため本来

の規模は不明である。下層の溝ＳＤ０４５・ＳＤ０４８を切っている。

形状規模　南北軸がＮ２０°Ｅの総柱建物である。南北２間（４．０ｍ）以上×東西２間（４．２ｍ）以上の規模であ

る。建物の柱間は、南北１間２．０ｍ、東西１間２．１ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝～４０㎝、深さは約２０㎝～４０㎝である。Ｐ０４からは礎板が、Ｐ０２・

Ｐ０５からは鼻繰を利用した礎板が、Ｐ０３からは石が柱穴底部から出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０４・Ｐ０５からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０５１（図版１１８　写真図版１３９・１４０・１４２）
検出状況　調査区西部に位置する。北西側は調査区外に延びている。溝ＳＤ１０５を切っており、建物内に

ＳＫ０４０が存在するが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１６°Ｅの総柱建物である。南北４間（８．４ｍ）×東西６間（１３．５ｍ）の規模である。建

物の柱間は、南北１間２．１ｍ、東西方向の東端のみ２．０ｍで、他は２．３ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝～３５㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２０㎝～４０㎝である。Ｐ０１の底

部からは石が、Ｐ１０・Ｐ１９の上部からは石が、Ｐ２６の底部からは石と木質が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０３・Ｐ１８・Ｐ２５からは須恵器椀（１１５７・１１６３・１１６４）、Ｐ０８・Ｐ１２・Ｐ１３・Ｐ１７からは土師

器小皿（１１５８～１１６０・１１６２）・底部（１１６１）、Ｐ１０からは不明鉄製品（Ｍ２３）が出土しているほか、Ｐ０２・Ｐ０６・

Ｐ０９・Ｐ１４・Ｐ１９・Ｐ２４からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０５２（図版１１９　写真図版１４０・１４２）
検出状況　調査区西部の掘立柱建物ＳＢ０５１の北側に位置する。北西側は調査区外に延びているため本来
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の規模は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１６°Ｅの総柱建物である。南北２間（４．４ｍ）以上×東西２間（４．４ｍ）以上の規模であ

る。建物の柱間は、南北１間２．０ｍ・２．２ｍ、東西１間２．５ｍ・１．９ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約３０㎝～４０㎝である。Ｐ０３の中

程から石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０６からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０５３（図版１１９　写真図版１４０）
検出状況　調査区西部の掘立柱建物ＳＢ０５１の東側に位置する。東側に延びる可能性がある。

形状規模　南北軸がＮ１３°Ｅの建物である。南北３間（６．６ｍ）以上×東西１間（２．１ｍ）以上の規模である。

建物の柱間は、南北１間２．２ｍ、東西１間２．１ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径約３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約１５㎝～２０㎝である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＡ００３（図版１１９）
検出状況　調査区西部に位置し、掘立柱建物ＳＢ０５１とＳＢ０５３の間で検出した。

形状規模　方位がＮ１７°Ｅの柵列である。規模は南北３間（６．３ｍ）である。柱間は２．１ｍの間隔である。

柱　　穴　円形を基本とし掘形径２５㎝、深さは約１５㎝～２０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０１からは須恵器椀（１１６７）、Ｐ０２からは土師器托（１１６８）が出土した。

１８．３８区（図版１１４　写真図版１４３）
　３８区は、３７区の東端から南側に直交して続く。南端の東側にはＥ地区の４４区が続く。３８区では３０区や

３７区から続く溝を検出した。一部農作業小屋が存在するため、調査できていない部分がある。

ＳＤ０４７（写真図版１４３）
検出状況　調査区北端に位置し、３７区の溝ＳＤ０４９の南東側に位置する。

形状規模　調査区の東から西に向かって弯曲して流れる。規模は幅１．５ｍ前後、深さ６０㎝を測り、断面

形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１１０（写真図版１４３）
検出状況　調査区北部の溝Ｓ０４７の南側に位置する。東西とも調査区外に延びている。位置関係と埋土

の状況から、３０区のＳＤ０５０と同一の溝であると考えられる。

形状規模　調査区の長軸に直交し弯曲する溝である。規模は幅０．８ｍ～１．２ｍ、深さ２０㎝を測り、断面形

はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

１９．３９区（図版１１１・１１２・１１４　写真図版１４４）
　３９区は、３７区の西端から南側に直交して続く調査区である。南側は市道が走っている。耕作土及び床

土直下が遺構検出面で、溝と土坑を検出した。３７区から続く溝ＳＤ１０７は３７区で記述した。

ＳＫ０４２（図版１２０）
検出状況　調査区南部に位置する。
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形状規模　平面形は隅丸方形で、底面には凹凸がある。規模は南北６０㎝、東西７０㎝、深さは１０㎝を測る。

出土遺物　土師器皿（１１９０）が出土した。

ＳＫ０４３（図版１２０　写真図版１４４）
検出状況　調査区南部の土坑ＳＫ０４２の東側に位置する。

形状規模　平面形は南北に長い隅丸三角形で、断面形はＵ字形である。規模は南北７０㎝、東西５０㎝、深

さは１５㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０４４（図版１２０）
検出状況　調査区南端に位置し、南側は調査区外に延びる。

形状規模　平面形は南北に長い楕円形で、断面形は浅い皿形である。規模は南北１．４ｍ、東西１．０ｍ、深

さは１０㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１１１（図版１２０　写真図版１４４）
検出状況　調査区南東端に位置する。位置関係や埋土から３７区のＳＤ１０３の続きであると考えられる。

形状規模　直線的な溝で、断面形は東側にやや平坦部分を作るＵ字状を呈する。規模は幅２．０ｍ、深さ

４０㎝、延長６ｍ以上を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

第６節　Ｅ地区の調査
１．調査の概要（図版１０　写真図版１４５・１４８・１５１～１５４）
　調査対象地の南東部のＢ・Ｃ－３・４区、Ｄ－４区に位置する。水路部分の調査が不可能なため、調

査区を４０区から４４区の５地区に分割して行った。

２．層序
　多くの地区において、耕作土層・床土層・基盤層の層序が認められた。基盤層の上面が、遺構検出面

となっている。

３．４０区（図版１２１　写真図版１４５）
　２６区の西側、４２区の東側に位置する。全長９２ｍ、幅６ｍの東西に細長い調査区で、東側部分では一部

東側に張り出す。調査面積は５２７㎡を測る。遺構は、掘立柱建物跡（ＳＢ０５４・ＳＢ０５５）・柱穴（Ｐ４００１）・溝

（ＳＤ１１４～ＳＤ１１６）・土坑を検出している。また、ＳＤ０４０が２６区西端から延びているが、当遺構について

は２６区で報告済である。

ＳＢ０５４（図版１２２　写真図版１４６）
検出状況　調査区西半部に位置する。ＳＢ０５５と棟軸方向をほぼ同じくし、その東側に位置する。南東部

は調査区外に拡がっているが、全体の規模を捉えることは可能である。他の遺構との切り合い関係は認

められない。

形状規模　北西－南東軸をＮ２２°Ｅにとる総柱建物である。北西－南東３間（７．３０ｍ）×北東－南西３間

第６節　Ｅ地区の調査
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（６．４０ｍ）の規模である。建物の柱間は、北西－南東３間２．４０ｍ・２．４０ｍ・２．５０ｍ、北東－南西３間２．２０

ｍ・２．００ｍ・２．２０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２２㎝～２８㎝、深さは約１０㎝～３０㎝である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＢ０５５（図版１２２　写真図版１４６）
検出状況　調査区西半部に位置する。ＳＢ０５４と棟軸方向をほぼ同じくし、その西側に位置する。南側は

調査区外に延びている可能性があるため、本来の規模は不明である。他の遺構との明確な切り合い関係

は認められない。

形状規模　南北軸をＮ２０°３０″Ｅにとる総柱建物である。北西－南東２間（４．８０ｍ）以上×北東－南西２間

（４．３０ｍ）以上の規模である。建物の柱間は、北西－南東２間２．５０ｍ・２．３０ｍ、北東－南西２間２．１０ｍ・

２．２０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２３㎝～４８㎝、深さは約５０㎝～７０㎝である。Ｐ０１の柱痕径は約２０㎝であ

る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

Ｐ４００１（図版１２３　写真図版１４７）
検出状況　調査区西半部に位置する。ＳＢ０５４南東隅（Ｐ０９）の南東側に位置する。他の遺構との明確な切

り合い関係は認められない。

形状規模　建物に復元できなかった柱穴である。平面形は円形で、掘形径５６㎝、深さは６６㎝である。

Ｐ０１の柱痕径は３８㎝である。

出土遺物　柱痕内から須恵器小皿（１１９４～１１９７）、土師器小皿（１１９８～１２０７）・托（１２０８・１２０９）が出土して

いる。

ＳＤ１１２（図版１２３　写真図版１４７）
検出状況　調査区東部に位置する。ＳＤ１１４の西側に位置し、ＳＤ１１５に切られている。両端とも調査区外

へ延びている。

形状規模　弧状をなす溝である。規模は、幅１．２４ｍ、深さ３５㎝、延長８．００ｍ以上を測り、断面形は逆台

形を呈する。

埋　　土　埋土は、上から、褐灰色極細砂・暗褐色極細砂～細砂・褐灰色細砂～シルト質極細砂・明黄

褐色極細砂～細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１１３
検出状況　調査区東半部に位置する。ＳＤ１１２の西側、ＳＤ１１６の東側に位置し、ＳＤ１１６に切られている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝である。規模は幅０．５０ｍ～０．６０ｍ、深さ１０㎝、延長１１．００

ｍ以上を測り、断面形は逆台形を呈する。

埋　　土　埋土は黄褐色シルト混じり灰褐色細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１１４
検出状況　調査区東部に位置する。ＳＤ１１２の東側に位置する。東端部が撹乱を受けている以外は、他の

遺構との切り合い関係は認められない。
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形状規模　調査区の長軸に斜交するわずかに蛇行傾向にある溝である。規模は幅０．５０ｍ、深さ８㎝、延

長３．８０ｍを測り、断面形は逆台形を呈する。

埋　　土　埋土は上層が灰褐色極細砂、下層が黄灰褐色の細砂～粗砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１１５
検出状況　調査区東部に位置する。ＳＤ１１２に切られている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝である。両端とも調査区外へ延びている。規模は幅０．３０

ｍ、深さ６㎝、延長８．５００ｍ以上を測り、断面形は皿形を呈する。

埋　　土　埋土は褐灰色極細砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１１６（図版１２３　写真図版１４７）
検出状況　調査区中央部に位置する。ＳＤ１１３を切っている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝である。両端とも調査区外へ延びている。規模は幅１．５０

ｍ、深さ４５㎝、延長８．００ｍ以上を測り、断面形は逆台形を呈する。

埋　　土　埋土は、上から、暗青灰色極細砂・灰褐色細砂～シルト質極細砂・明灰黄色極細砂～シルト

質極細砂である。１層から３層を中心に４０㎝大の角礫が放り込まれていた。

出土遺物　備前焼擂鉢（１２１０・１２１１）と白磁碗（１２１２）が出土している。

４．４１区（図版１２４　写真図版１４８）
　４１区は、２７区西端部・４２区東端部に直交する。全長２９ｍ、幅６ｍの南北に細長い調査区で、両端とも

幅が１２ｍに拡がっている。調査面積は２５１㎡を測る。遺構は、掘立柱建物跡（ＳＢ０５６・ＳＢ０５７）・溝（ＳＤ

１１７・ＳＤ１１８）・土坑（ＳＫ０４５）を検出している。また、ＳＤ０４１の一部が２７区西端から延びているが、当遺

構については２７区で報告済である。

ＳＢ０５６（図版１２５　写真図版１４９）
検出状況　調査区中央部に位置する。北東隅と南西部は調査区外に拡がっている。ＳＫ０４５を切り、ＳＤ

１１８に切られている。

形状規模　南北軸をＮ２０°Ｅにとる総柱建物である。南北４間（８．５０ｍ）×東西３間（８．００ｍ）の規模である。

建物の柱間は、南北４間２．１０ｍ・２．２０ｍ・２．１０ｍ・２．１０ｍ、東西３間２．３０ｍ・２．７０ｍ・２．００ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径１８㎝～３２㎝、柱痕は径約１６㎝、深さは約２０㎝～３４㎝である。また、Ｐ０４

とＰ１３の柱痕内には角礫が入れられていた。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＢ０５７（図版１２５　写真図版１５０）
検出状況　調査区中央部南側に位置する。北東部は調査区外に延びている。他の遺構との切り合い関係

は認められない。

形状規模　南北軸をＮ１８°Ｅにとる総柱建物である。南北３間（６．４０ｍ）×東西２間（４．１０ｍ）の規模である。

建物の柱間は、南北３間１．９０ｍ・２．１０ｍ・２．４０ｍ、東西２間２．１０ｍ・２．００ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３２㎝、深さは約２０㎝～２８㎝である。Ｐ０７の柱痕径は径１４㎝であ

る。
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出土遺物　柱穴Ｐ０３とＰ０６から須恵器椀（１２１５・１２１６）が出土している。

ＳＫ０４５（写真図版１４８）
検出状況　調査区中央部に位置し、ＳＤ１１８に切られている。また、西側は調査区外へ拡がっている。

形状規模　平面形は不定形である。規模は南北２．１０ｍ、東西２．６０ｍ以上、深さは１４㎝を測る。断面形は

皿形をなす。

埋　　土　埋土は黄褐色シルト混じり暗褐灰色シルトである。

出土遺物　須恵器椀（１２１７・１２１８）と土師器小皿（１２１９・１２２０）が出土している。

ＳＤ１１７
検出状況　調査区北西隅に位置する。ＳＤ０４１とほぼ平行する。他の遺構との切り合い関係は認められな

い。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝である。北東端は調査区内で収束し、南西端は調査区外

へ延びている。規模は幅０．２０ｍ、深さ４㎝、延長２．００ｍ以上を測り、断面形は逆台形を呈する。

埋　　土　埋土は褐灰色シルトである。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１１８（写真図版１４８）
検出状況　調査区中央部に位置する。ＳＫ０４５・ＳＢ０５６の柱穴を切っている。

形状規模　調査区の長軸に斜交し、鍵形に屈曲する直線的な溝である。規模は幅０．１５ｍ～０．６０ｍ、深さ

７㎝、延長１０．００ｍ以上を測り、断面形は皿形を呈する。

埋　　土　埋土は黄褐色シルト混じり暗褐色シルトである。

出土遺物　須恵器椀（１２２１）と土師器小皿（１２２２・１２２３）が出土している。

５．４２区（図版１２４・１２６　写真図版１５１・１５２）
　４２区は４０区の西側、４３区の東側に位置し、東端部は４１区南端部と直交する。全長６７ｍ、幅５ｍの東西

に細長い調査区である。調査面積は３０６㎡を測る。遺構は、掘立柱建物跡（ＳＢ０５８）・溝（ＳＤ１１９～ＳＤ

１２１）・土坑（ＳＫ０４６）を検出している。

ＳＢ０５８（図版１２７　写真図版１５１）
検出状況　調査区東部に位置する。北西隅と南東隅は調査区外に延びている。他の遺構との切り合い関

係は認められない。

形状規模　南北軸をＮ１７°Ｅにとる総柱建物である。南北２間（４．００ｍ）×東西２間（４．９０ｍ）の規模である。

建物の柱間は、南北２間１．９０ｍ・２．１０ｍ、東西２間２．５０ｍ・２．４０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２１㎝～３４㎝、深さは約１０㎝である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０４６（図版１２７　写真図版１５１）
検出状況　調査区中央部に位置する。他の遺構との切り合い関係は認められない。

形状規模　平面形は南北に長い舌状をなし、断面形は皿形である。規模は南北１．７０ｍ、東西３．４０ｍ、深

さは５㎝を測る。

埋　　土　褐灰色極細砂～シルト質極細砂１層である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。
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ＳＤ１１９（図版１２７　写真図版１５１）
検出状況　調査区中央部に位置する。他の遺構との切り合い関係は認められない

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝である。両端とも調査区外へ延びている。規模は幅１．８０

ｍ、深さ５０㎝、延長８．００ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

埋　　土　埋土は、上から、褐灰色極細砂～シルト質極細砂・暗褐灰色シルト質極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１２０（写真図版１５２）
検出状況　調査区西部に位置する。ＳＤ１２１に切られている。東側肩部のみ検出し、西側の肩部は検出し

ていない。西側の調査区４３区においても検出していないことから、落ち込みの可能性も考えられる。

形状規模　調査区の長軸に斜交する。規模は幅１．４０ｍ以上、深さ４０㎝、延長７．００ｍ以上を測り、断面形

は皿形を呈する。

埋　　土　埋土は、上から、黒灰色シルト混じり灰色シルト・暗黒灰色シルト・暗青灰色シルト混じり

中砂である。

出土遺物　縄文土器深鉢（１５・１６）が出土している。

ＳＤ１２１
検出状況　調査区西半部に位置する。ＳＤ１２０を切っている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝である。南東端は調査区内で収束し、北西隅は調査区外

へ延びている。規模は幅０．３０ｍ、深さ８㎝、延長３．３０ｍ以上を測り、断面形は皿形を呈する。

埋　　土　埋土は灰褐色細砂～粗砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

６．４３区（図版１２８　写真図版１５３）
　４２区の西側、４４区の東側に位置する。全長２９ｍ、最大幅５ｍの三角形状をなす調査区である。調査面

積は９７㎡を測る。遺構は、溝（ＳＤ１２２）を検出している。

ＳＤ１２２（写真図版１５３）
検出状況　調査区西端部に位置する。他の遺構との切り合い関係は認められない。

形状規模　調査区の長軸に斜交するほぼ直線的な溝で、西端部はわずかに弧状をなしている。東端は調

査区外へ延び、西側は４４区で検出している。規模は幅０．８０ｍ、深さ１６㎝、延長８．５０ｍ以上を測り、断面

形は逆台形を呈する。

埋　　土　埋土は暗灰色シルトである。

出土遺物　遺物は出土していない。

７．４４区（図版１２８　写真図版１５４）
　４４区は、４３区の西側に位置し、西端は３８と直交する。全長３６ｍ、幅４ｍの細長い調査区である。調査

面積は１４８㎡を測る。遺構は、東端部で溝（ＳＤ１２２）を検出している。詳細は４３区で報告済である。
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第７節　Ｆ地区の調査
１．調査の概要（図版１１　写真図版１５５）
　Ｆ地区は平成１８年度の第２次調査の地区である。Ｄ地区の西側のＥ－３～５区、Ｆ－４・５区、Ｇ－

５・６区、Ｈ－５区に位置している。市道や里道部分、水路部分が調査不可能であったため、調査区を

分割して調査を実施した。４５区～５６区の１２地区が該当する。

２．４５区（図版１２９・１３０　写真図版１５５・１５９）
　４５区はＦ地区の北端に位置し、南西－北東方向に長い調査区である。中央部から東側に向かって４６区

に続く。南側は水田畦畔を挟んで、Ｇ地区の５７区に接する。北側は苫編山麓であり、西側は苫編集落が

広がる。遺構検出面は耕作土及び床土直下であり、南北方向の中央部には水田の段が存在する。北端は

攪乱が存在する。

　検出した遺構は掘立柱建物２棟と溝・土坑がある。

ＳＫ０４７（図版１３１）
検出状況　調査区南部に位置し、溝ＳＤ１２３を切り、溝ＳＤ１２５・ＳＤ１２６に切られる。西側は調査区外に延

びる。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、底部には凹凸がある。規模は南北８ｍ、東西１０ｍ以上、深さ

は最大３０㎝を測る。

埋　　土　埋土は上層が灰黄褐色の極細砂、下層が黒褐灰色もしく灰黄褐色はのシルト質極細砂である。

出土遺物　須恵器椀（１２４０・１２４１）・小皿（１２４２・１２４３）、土師器坏（１２３０・１２３１）・小皿（１２３３～１２３６）、托

（１２３２）・底部（１２３７・１２３８・１２３９）、白磁碗（１２４４）、平瓦（１２４５）、鉄製鏨（Ｍ３６）が出土した。

ＳＤ１２３（図版１３１　写真図版１５６）
検出状況　調査区南部に位置し、４６区から続いている。土坑ＳＫ０４７、溝ＳＤ１２５に切られている。

形状規模　大きく蛇行する溝である。規模は幅１．５ｍ～３ｍ、深さ４５㎝前後、延長３．６０ｍ以上を測り、断

面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１２４（図版１３１　写真図版１５６）
検出状況　調査区北端に位置する。ＳＢ０６０の柱穴に切られ、北東端は攪乱を受けている。

形状規模　調査区の北辺に並行する直線的な溝で、方位はＮ５２°Ｅである。規模は幅２ｍ～２．５ｍ、深さ

約４０㎝、延長３０ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

埋　　土　埋土は上層が黒褐色のシルト質極細砂、中層が褐灰色、下層が灰黄褐色の極細砂～中砂で細

礫を多く含んでいる。

出土遺物　弥生土器甕（８３・８４・８５）が出土した。

ＳＤ１２５（図版１３１　写真図版１５６）
検出状況　調査区南部に位置する。溝ＳＤ１２３と土坑ＳＫ０４７を切っている。

形状規模　南北方向に直線的な溝で、方位はＮ２２°Ｅである。規模は幅１ｍ、深さ１２０㎝、延長９ｍ以上を

測り、断面形はＵ字状を呈する。

埋　　土　埋土は灰黄褐色の極細砂である。
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出土遺物　図示できる遺物はない。

ＳＤ１２６（図版１３１）
検出状況　調査区南部の西端に位置し、土坑ＳＫ０４７を切っている。

形状規模　南北方向に直線的な溝で、ＳＤ１２５に並行し、方位はＮ２０°Ｅである。規模は幅０．４ｍ、深さ１０㎝、

延長８ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

埋　　土　埋土は暗灰黄色の極細砂～細砂である。

出土遺物　須恵器碗（１２４６）がある。

ＳＡ００４（図版１３１）
検出状況　調査区北部、掘立柱建物ＳＢ０５９と重複して検出した。Ｐ０１以外は調査区外である。

形状規模　方位がＮ７６°Ｗの柵列跡である。規模は東西２間（５．５ｍ）である。柱間は３．１ｍと２．４ｍの間隔

である。

柱　　穴　方形で掘形径１５㎝、深さは２０㎝を測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＢ０５９（図版１３２　写真図版１５７・１５８）
検出状況　調査区北部に位置する。北側には大きな攪乱があり、東側は調査区外に延びているが表土が

除去されていたため、２間まで確認できた。建物内にＳＡ００４が存在するが、前後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１７°Ｅの総柱建物である。西側柱列南に小規模な柱が付く。南北２間（４．４ｍ）以上

×東西２間（４．５ｍ）以上の規模である。建物の柱間は、南北１間２．２ｍ、東西１間２．２５ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径４０㎝～５０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約３０㎝～５０㎝である。Ｐ０１の下

部とＰ１０の上部から石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０２～Ｐ０４から土器の小片が出土している。

ＳＢ０６０（図版１３２　写真図版１５７・１５８）
検出状況　ＳＢ０５９の西側に位置する。下層の溝ＳＤ１２４を切っており、北西部分は大きな攪乱により影響

を受けている。

形状規模　南北軸がＮ１４°Ｅの総柱建物である。南北３間（６．５ｍ）×東西４間（８．１ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北１間約２．２ｍ、東西方向が西１．８ｍ、他２．１ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３５㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約１０㎝～４５㎝である。Ｐ０５の上

部から石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０２・Ｐ０５・Ｐ０７・Ｐ０８・Ｐ１０～Ｐ１４から土器の小片が出土している。

３．４６区（図版１２９・１３０・１３３～１３５　写真図版１５５）
　４６区は４５区の東側に位置し、南西－北東方向に長い調査区である。東側は４７区に続く。南北方向の中

央部には水田の段差があったため、検出面にも段差が生じた。北側の調査区外は、事業者による耕作土

除去で、柱穴を中心とする遺構が見えていたため、掘削はしなかったが、検出位置の記録を取った。

　検出した遺構は、掘立柱建物４棟と柵１基、溝がある。

ＳＢ０６１（図版１３６　写真図版１６２）
検出状況　調査区中央部に位置する。北側は調査区外に延びているが、表土が除去されていたため、３

間まで確認できた。下層の溝ＳＤ１２３・ＳＤ１２７を切っている。掘立柱建物ＳＢ０６２・ＳＢ０６４と重複関係にあ
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るが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１９°Ｅの総柱建物で、南北３間（６．９ｍ）以上×東西３間（９．３ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北方向は南端のみ２．４ｍ、他２．２ｍ、東西方向は東端のみ３．３ｍ、他３．０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝～４０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２０㎝～４０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０９からは須恵器椀（１２４７）が出土しているほか、Ｐ０１・Ｐ０４・Ｐ０８・Ｐ１３から土器の小片

が出土している。

ＳＢ０６２（図版１３６　写真図版１６２）
検出状況　調査区中央部に位置する。北側は調査区外に延びているが、表土が除去されていたため、３

間まで確認できた。下層の溝ＳＤ１２７を切り、掘立柱建物ＳＢ０６１・ＳＢ０６３と重複関係にあるが、先後関係

は不明である。

形状規模　南北軸はＮ２３°Ｅの総柱建物である。南北３間（５．６ｍ）以上×東西４間（８．５ｍ）の規模である。

建物の柱間は、南北方向は北端のみ２．０ｍ、他１．８ｍ、東西方向は外１．９ｍ、内２．３５ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、柱痕は径約１５㎝である。深さは１０㎝～４０㎝で西側ほど深

くなっている。Ｐ０３・Ｐ０４の下部から石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０３からは土師器皿（１２４９）、Ｐ０７からは須恵器坏Ｂ（１２５２）・甕（１２５３）、土師器小皿（１２５０・

１２５１）が出土しているほか、Ｐ０４・Ｐ０８・Ｐ１２・Ｐ１６・Ｐ２０から土器の小片が出土している。

ＳＢ０６３（図版１３７　写真図版１６２）
検出状況　調査区中央部に位置する。北側は調査区外に延びているが、表土が除去されていたため、３

間まで確認できた。溝ＳＤ１２８を切り、掘立柱建物ＳＢ０６２と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ２２°Ｅの総柱建物である。南北３間（６．３ｍ）以上×東西３間（７．４ｍ）の規模である。

建物の柱間は、南北１間２．１ｍ、東西１間２．６ｍ・２．７ｍ・２．１ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、柱痕は径約１５㎝。深さは２５㎝～６０㎝で西側ほど深くなっ

ている。

出土遺物　柱穴Ｐ０３・Ｐ０８から土器の小片が出土している。

ＳＢ０６４（図版１３７　写真図版１６２）
検出状況　調査区中央部に位置する。北側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。下層

の溝ＳＤ１２３・ＳＤ１２７を切っている。掘立柱建物ＳＢ０６１と重複関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１４°Ｅの総柱建物である。南北１間（１．５ｍ）以上×東西３間（４．８ｍ）の規模である。

建物の柱間は、南北１間１．５ｍ、東西方向外が１．４ｍ、内が２．０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～２５㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２０㎝～２５㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０１からは土師器小皿（１２４８）が、Ｐ０３・Ｐ０４・Ｐ０６・Ｐ０８から土器の小片が出土している。

ＳＡ００５（図版１３７）
検出状況　調査区中央部の掘立柱建物群の南西端に位置し、ＳＤ１２３を切る。

形状規模　方位がＮ７０°Ｗの柵列跡である。柱間は２間で、全長は４．３ｍである。柱間の間隔は不均一で

２．３ｍ・２．０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～２５㎝、深さは約１０㎝である。Ｐ０３の上部から石が出土した。

出土遺物　Ｐ０１・Ｐ０２から土器の小片が出土している。
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ＳＤ１２３（図版１３５）
検出状況　調査区中央部に位置する。流路ＳＤ１２７、掘立柱建物ＳＢ０６１・ＳＢ０６４、柵ＳＡ００５の柱穴に切ら

れている。位置関係と埋土から４５区に繋がっている。

形状規模　調査区の長軸に直交する溝で大きく蛇行している。規模は幅４．０ｍ前後、深さ６０㎝を測り、

断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１２７（図版１３５）
検出状況　調査区中央部に位置する。流路ＳＤ１２３を切り、掘立柱建物ＳＢ０６１・ＳＢ０６２・ＳＢ０６４の柱穴に

切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する溝である。規模は幅４．０ｍ前後、深さ７２㎝、延長７．５ｍ以上を測り、

断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　下層から弥生土器壺（８６・８７）、上層から須恵器稜碗（１２５４）、不明石製品（Ｓ６９）が出土した。

偶蹄目の動物の歯が出土した。

ＳＤ１２８（図版１３５）
検出状況　調査区東部の掘立柱建物群の東側に位置する。北側は調査区外に伸び、南側は水田造成の段

により削平されている。ＳＢ０６３の柱穴に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝で、方位はＮ１４°Ｅである。規模は幅最大３０㎝、深さ７㎝、

延長６．５ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器皿（１２５５）、羽釜（１２５６）が出土した。

ＳＸ００１（図版１３５　写真図版１６０）
検出状況　調査区西部に位置する。従来、弥生時代以降の遺構検出面と考えていた土層から、土器の一

部が顔を出していたため、平面的に遺構検出を試みたが、掘形は検出できなかった。このため縄文土器

出土地点をＳＸ００１とした。

形状規模　褐色の中砂～粗砂の堆積層の中から口縁部を南に向けた縄文土器深鉢が出土した。おそらく

大きな流路の一部であると考えられる。

出土遺物　完形の縄文土器深鉢（１７）の他に周辺から縄文土器の破片（１８～２０）が出土した。

４．４７区（図版１３８・１３９　写真図版１６３）
　４７区は、４６区の東側に接しており、Ｄ地区の３６区の南西側と３７区の北西側に水路を挟んで位置してい

る。南北方向に長い調査区で、南端は東側に屈折している。耕作土及び床土直下が遺構検出面である。

南北方向の中央部と東西方向の西端部分に水田耕作時の大きな段差があったため、検出面も段差が認め

られた。検出した遺構は、溝のみである。

ＳＤ１２９（図版１３９　写真図版１６３）
検出状況　調査区南部の西端に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１３０・ＳＤ１３３に切られており、

ＳＤ１３０の南側では削平が著しく一部途切れている。

形状規模　調査区の南西端を弯曲する溝である。規模は幅５０㎝、深さ最大３０㎝を測り、断面形はＵ字状

を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。
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ＳＤ１３０（図版１３９　写真図版１６３）
検出状況　調査区南部の西端に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１２９を切り、ＳＤ１３３に切られて

いる。

形状規模　調査区の南西端を大きく蛇行する溝である。規模は幅１．２ｍ、深さ１８㎝を測り、断面形は浅

い逆台形を呈する。

出土遺物　土師器鉢（１７２・１７３）が出土した。

ＳＤ１３１（写真図版１６３）
検出状況　調査区中央部に位置する。南側に接して溝ＳＤ１３２がある。東側は溝ＳＤ１３３に切られており、

西側は調査区外に延びている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝である。規模は幅１．５ｍ、深さ最大２０㎝、延長５ｍ以上

を測り、断面形はＷ字状を呈する。

出土遺物　土師器鉢（１７０・１７１）が出土した。

ＳＤ１３２
検出状況　調査区中央部に位置し、溝ＳＤ１３１の南側に接している。東側は溝ＳＤ１３３に切られており、西

側は調査区外に延びている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝である。規模は幅２．０ｍ、深さ最大３０㎝、延長７．５ｍ以上

を測り、断面形には凹凸がある。

出土遺物　土師器甕（１６７・１６８）・二重口縁壺（１６９）が出土した。

ＳＤ１３３（図版１３９　写真図版１６４）
検出状況　調査区東半部全体に位置する。溝ＳＤ１２９～ＳＤ１３２を切っている。東肩は調査区外に延びてい

るため、幅は不明である。位置関係と埋土の堆積状況から、３５区のＳＤ０８６、３６区のＳＤ０９１、３７区のＳＤ

１０９と同一の溝であると考えられる。

形状規模　調査区北から南に向かって貫く直線的な溝である。規模は最大幅４．８ｍ以上、深さ７０㎝、延

長６１ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

埋　　土　溝は埋土の堆積状況から、周囲の土を削平し、埋め立てて平坦化させ、規模を縮小させて

いった様子がうかがえる。

出土遺物　土師器甕（１７４）、土師器小皿（１２５７・１２５８）・椀（１２５９～１２６１）・托（１２６２）・鍋（１２６３）、須恵器

椀（１２６５・１２６６）・甕（１２６４）、瓦質土器三足付羽釜（１２６７・１２６８）、瓦器椀（１２６９）、備前焼壺（１２７０）、白磁

碗（１２７１～１２７３）・把手（１２７４）、青磁碗（１２７５）、染付磁器碗（１２７６）、平瓦（１２７７）、施釉陶器壺（１２７８）、楔

形石器（Ｓ７１）・二次加工のある剥片（Ｓ７２）、鉄釘（Ｍ３７）・鉄滓（Ｍ３８）、曲物底板（Ｗ９９）が出土した。

５．４８区（図版１３８・１３９　写真図版１６５）
　４８区は４７区の南側に位置し、Ｄ調査区の３７区の西側に水路を挟んで位置している。南側には市道が走

る。西側の辺が短い台形を呈する。旧耕作土の上に厚く盛土を行っている。耕作土及び床土直下が遺構

検出面である。検出した遺構には、中世の溝がある。

ＳＤ１３３（図版１３９）
検出状況　調査区東半部全体に位置し、４７区から続きの溝である。

形状規模　調査区を南北に流れる直線的な溝である。規模は幅６．３ｍ、深さ３０㎝、延長１２ｍ以上を測り、
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断面形は浅いＵ字状で凹凸がある。

出土遺物　白磁皿（１２８０）、平瓦（１２７９）がある。

６．４９区（図版１４０　写真図版１６６）
　４９区は５１区の北西方向に水路を挟んで位置し、北西－南東方向に長い調査区である。耕作土及び床土

直下が遺構検出面である。検出した遺構は、溝５条と柱穴である。

ＳＤ１３４（図版１４０　写真図版１６６・１６７）
検出状況　調査区南東端に位置する。

形状規模　調査区の長軸に斜交し、北から南に向かって流れる直線的な溝である。規模は幅１．５ｍ前後、

深さ７５㎝、延長８．５ｍ以上を測り、断面形は箱形を呈する。

出土遺物　管状土錘（１２８４）がある。

ＳＤ１３５（図版１４０　写真図版１６８）
検出状況　調査区北西端に位置する。

形状規模　調査区の長軸に直交し、北から南に向かって流れる直線的な溝である。規模は幅１．１ｍ前後、

深さ２３㎝、延長５．５ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１３６（図版１４０　写真図版１６８）
検出状況　調査区西端、溝ＳＤ１３８の西側に位置し、西側は調査区外、東側は溝ＳＤ１３８に切られている可

能性が高い。

形状規模　南西方向に屈曲する溝である。規模は幅１．４ｍ、深さ２５㎝、延長２ｍ以上を測り、断面形は

Ｖ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１３７
検出状況　調査区西端、溝ＳＤ１３８の西側に位置し、西側は調査区外、東側は溝ＳＤ１３８に切られている可

能性が高い。

形状規模　東西方向に延びる溝である。規模は幅７０㎝、深さ１５㎝、延長２ｍ以上を測り、断面形はＵ字

状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１３８（図版１４０　写真図版１６７・１６８）
検出状況　調査区西部の溝ＳＤ１３５～ＳＤ１３７の東側に位置する。

形状規模　調査区の長軸に斜交する溝である。規模は幅２．５ｍ～４．０ｍ、深さ１．０ｍ、延長１１ｍ以上を測り、

断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器壺（８８）・甕（８９）、土師器壺（１７５～１９０）・甕（１９１～２２３）・鉢（２２４～２４６）・有孔鉢（２４７・

２４８）・高坏（２４９～２５９）・器台（２６０～２６４）・小型器台（２６５）、木製品把手（Ｗ１００）・部材（Ｗ１０１）・角材（Ｗ

１０２）がある。自然遺物として桃の核がある。上層からは須恵器坏（１２８１）、坏Ｂ蓋（１２８２）、壺（１２８３）が出

土した。
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７．５０区（図版１４１　写真図版１６９・１７０・１７２）
　５０区は４８区の北東方向に市道を挟んで位置し、南西方向に水路を挟んで５１区がある。北東－南西方向

に長い台形を呈する調査区である。耕作土直下で遺構を検出しており、削平が著しい。検出した遺構は

溝のみである。

ＳＤ１３３
検出状況　調査区東端に位置し、西肩のみ検出した。ほかは調査区外に延びる。位置関係と埋土の状況

から４８区から続きの溝であると考えられる。

形状規模　調査区を南北方向に流れる直線的な溝である。規模は幅１．６ｍ以上、深さ４０㎝以上、延長２．５

ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状である。

出土遺物　白磁皿（１２８０）、平瓦（１２７９）が出土した。

ＳＤ１３９（写真図版１７０）
検出状況　調査区東部の溝ＳＤ１３３の西側に位置する。両端は調査区外に延びる。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ１８°Ｅである。規模は幅１．１ｍ、深さ２７㎝、延

長５．３ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１４０
検出状況　調査区東部の溝ＳＤ１３９の西側に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１４１に切られる。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ９°Ｅである。規模は幅２５㎝、深さ８㎝、延

長６．５０ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１４１（写真図版１７０・１７１）
検出状況　調査区南東部の溝ＳＤ１３９の西側に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１４０を切る。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ４４°Ｅである。規模は幅６０㎝前後、深さ２５㎝、

延長１５．７ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１４２（写真図版１７１）
検出状況　調査区全体に位置する。北側は調査区外に延び、西側は５１区に続く。規模や埋土からＳＤ１４２

～ＳＤ１４４は同時併存であると考えられる。

形状規模　調査区の東部では南北方向に直線的に延び、溝ＳＤ１４３との分岐点で南西方向に屈折する。さ

らにＳＤ１４４との合流点で、やや西方向に屈折する溝である。規模は幅３５㎝、深さ１３㎝、延長２９ｍ以上を

測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１４３（写真図版１７０）
検出状況　調査区北部に位置する。東側は溝ＳＤ１４２から分流し、西側はＳＤ１４４に直交して合流する。規

模や埋土からＳＤ１４２～ＳＤ１４４は同時併存であると考えられる。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝である。規模は幅３０㎝、深さ１４㎝、延長１１．０ｍを測り、

断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。
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ＳＤ１４４（写真図版１７１）
検出状況　調査区西部に位置する。北端では溝ＳＤ１４３の西端に直交して合流する。南部ではＳＤ１４２と交

錯するが、規模や埋土からＳＤ１４２～ＳＤ１４４は同時併存であると考えられる。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ２２°Ｅである。規模は幅３０㎝、深さ８㎝、延

長１８ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１４５
検出状況　調査区南部の壁際に位置する。

形状規模　調査区の一部をかすめて弯曲する溝である。規模は幅７０㎝以上、深さ３５㎝以上を測り、断面

形は推定Ｕ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１４６（写真図版１７１・１７２）
検出状況　調査区西北端に位置する。東肩のみ検出し、ほかは調査区外のため、全容は明らかでない。

５１区に続く。

形状規模　調査した範囲では直線的な溝である。規模は幅５０㎝以上、深さ３０㎝以上、延長３．５ｍ以上を

測る。

出土遺物　遺物は出土していない。

８．５１区（図版１４１・１４２　写真図版１６９・１７０・１７２）
　５１区は５０区の南西側に水路を挟んで位置する調査区であり、南西部の北西側に一部直交して張り出す。

南西側には水路を挟んで５２区、北西側には水路を挟んで４９区が存在する。耕作土直下で遺構を検出して

おり、削平が著しい。検出した遺構は溝のみである。

ＳＤ１４２（図版１４３　写真図版１７１）
検出状況　調査区長軸中央部に位置する。溝ＳＤ１４８を切り、ＳＤ１４７と中央部から南側では重複関係があ

り、切っている。ＳＤ１４９はＳＤ１４２もしくはＳＤ１４７から分岐する可能性がある。北側は５０区から続き、南

側は５２区へ続く。

形状規模　調査区の長軸に並行し、やや蛇行する溝である。規模は幅４５㎝、深さ１２㎝を測り、断面形は

Ｕ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１４６（図版１４３　写真図版１７１）
検出状況　調査区長軸中央部に位置する。溝ＳＤ１４８・ＳＤ１４９を切っている。北側は５０区から続き、南側

は５２区へ続く。５２区の南西側は削平が著しく、ＳＤ１５１によって切られているため、良好に検出できてい

ないが、５３区へ続く。

形状規模　調査区の長軸に並行し、やや蛇行する溝である。規模は幅１．２ｍ～１．８ｍ、深さ３８㎝を測り、

断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器甕（９０）、土師器小型器台（２６６）がある。

ＳＤ１４７（図版１４３　写真図版１７１）
検出状況　調査区長軸中央部の溝ＳＤ１４２とＳＤ１４６の間に位置する。溝ＳＤ１４８を切り、中央部から南側で
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はＳＤ１４２と重複関係にあり、切られている。ＳＤ１４９はＳＤ１４２もしくはＳＤ１４７から分岐する可能性がある。

北側は削平を受けて消滅している。

形状規模　調査区の長軸に並行し、やや蛇行する溝である。規模は幅３３㎝、深さ５㎝を測り、断面形は

浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１４８（図版１４３　写真図版１７２）
検出状況　調査区中央部から西部に位置する。両端とも調査区外に延びる。溝ＳＤ１４２・ＳＤ１４６・ＳＤ１４７

に切られる。

形状規模　調査区の長軸に斜交し、やや蛇行する溝である。規模は幅７５㎝、深さ１５㎝、延長１６ｍ以上を

測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１４９（写真図版１７１）
検出状況　調査区西部の溝ＳＤ１４２とＳＤ１４８が交差する周辺から西側に位置する。ＳＤ１４６に切られており、

西側は調査区外に続く。

形状規模　やや蛇行する溝である。規模は幅２０㎝、深さ５㎝、延長１３．５ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ

字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１５０（図版１４３　写真図版１７１）
検出状況　調査区北西部に位置する。北東側は調査区外に延び、南西側は溝ＳＤ１５１に切られており、５２

区を通り、５３区に続いている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝である。規模は幅５０㎝、深さ３８㎝、延長１２．７ｍ以上を測

り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１５１
検出状況　調査区西端に位置する。東肩のみ検出し、ほかは調査区外のため、全容は明らかでない。５２

区へ続く溝である。

形状規模　直線的な溝で、方位はＮ２２°Ｅである。規模は幅３．３ｍ以上、深さ２５㎝、延長１８ｍ以上を測り、

断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器鍋（１２８９）が出土した。

９．５２区（図版１４２　写真図版１６９・１７０・１７２）
　５２区は５１区の南西方向に水路を挟んで位置し、西側には５３区が存在する。三角形の調査区である。耕

作土直下で遺構を検出している。調査前の水田時の段差が遺構検出面でも存在し、特に南側は削平が著

しい。検出した遺構は溝のみである。なお、ＳＤ１４６の記述は５１区に合わせて行う。

ＳＤ１５１
検出状況　調査区西端に位置する。東肩のみ検出し、ほかは調査区外のため、全容は明らかでない。５１

区から続く溝である。

形状規模　直線的な溝で、方位はＮ２２°Ｅである。規模は幅２．８ｍ以上、深さ２５㎝、延長１７ｍ以上を測り、
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断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　備前焼摺鉢（１２８９・１２９０）・壺（１２９１）、青磁碗（１２９２）、石臼（Ｓ７４）が出土した。

１０．５３区（図版１４４・１４５　写真図版１６９・１７２・１７５・１７６）
　５３区は５２区の西側に水路を挟んで位置している。西側には水路を挟んで５５区が存在する。北東－南西

方向に長い調査区であり、耕作土及び床土直下で遺構を検出している。南西方向に行くにしたがって、

土壌層が厚く堆積している。

　検出した遺構は溝が調査区全域に広がっており、中央部では掘立柱建物と鉄分を伴う土坑が集中して

いる。

ＳＤ１４２（図版１４６）
検出状況　調査区東端に位置する。５２区から続いており、南側は調査区外に延びる。溝ＳＤ１５０と接する

付近からＳＤ１５３が分岐している。

形状規模　調査区の隅を弯曲する溝で、一部途切れる。規模は幅２８㎝前後、深さ１５㎝、断面形はＵ字状

を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１４６（図版１４６　写真図版１７２）
検出状況　調査区の長軸中央部に位置する。５２区から続いており、５５区へ続いていく。溝ＳＤ１５０・ＳＤ

１５２・ＳＤ１５５・ＳＤ１５７、土坑ＳＫ０４８、掘立柱建物ＳＢ０６５～ＳＢ０６９・ＳＢ０７１の柱穴に切られている。また、

中央部分から西側に溝ＳＤ１５４が分岐している。

形状規模　調査区の長軸に並行し、僅かに蛇行する溝である。規模は幅１．０ｍ前後、深さ４３㎝、延長７０

ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器脚付壺（９１）が出土したほか、最上層から緑釉陶器（１３３４）が出土した。

ＳＤ１５０（図版１４６　写真図版１７２）
検出状況　調査区東部に位置する。北東側は５１区から続いており、南側は調査区側に延びている。溝ＳＤ

１４６・ＳＤ１５３・ＳＤ１５６、土坑ＳＫ０５０、掘立柱建物ＳＢ０７０に切られている。

形状規模　直線的で僅かに蛇行する溝である。規模は幅６０㎝、深さ３０㎝を測り、断面形は箱形を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１５２（図版１４６　写真図版１７２）
検出状況　調査区北東から中央部に位置する。溝ＳＤ１４６・ＳＤ１５３・ＳＤ１５６・ＳＤ１５５、土坑ＳＤ０５０、掘立

柱建物ＳＢ０７０の柱穴に切られている。

形状規模　直線的で僅かに蛇行する溝である。規模は幅３５㎝、深さ３２㎝、延長２５ｍ以上を測り、断面形

は深い箱形を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１５３（図版１４６）
検出状況　調査区東部から中央部にかけて位置する。溝ＳＤ１４２がＳＤ１５０と接する付近から分岐している。

西側は削平により消滅している。一部ＳＤ１５０と重複し、ＳＤ１５０を切っている。

形状規模　直線的で途中で屈折する溝である。規模は幅４０㎝、深さ５㎝、延長１３．５ｍ以上を測り、断面

形は浅いＵ字状を呈する。
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出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１５４
検出状況　調査区中央部に位置する。溝ＳＤ１４６が蛇行し、北西に膨らんだ部分から西側に分岐している。

掘立柱建物ＳＢ０６７に切られている。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝である。規模は幅０．５ｍ～１．０ｍ、深さ４０㎝、延長４．５ｍ

以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１５５（図版１４６　写真図版１７３）
検出状況　調査区中央部に位置する。溝ＳＤ１４６・ＳＤ１５２を切り、土坑ＳＫ０５２、掘立柱建物ＳＢ０６５・ＳＢ

０６６・ＳＢ０７０・ＳＢ０７１の柱穴に切られている。両端とも調査区外に延びている。

形状規模　調査区の長軸に斜交し、蛇行する溝である。規模は幅１．０ｍ前後、深さ２５㎝、延長２０ｍ以上

を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　須恵器坏身（８９２）、管状土錘（１３３３）が出土した。

ＳＤ１５６（図版１４６　写真図版１７３）
検出状況　調査区中央部の東側に位置し、掘立柱建物ＳＢ０７０の北辺の北側に並行して存在する。溝ＳＤ

１５０・ＳＤ１５２・ＳＤ１５３を切る。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ６５°Ｗである。規模は幅７０㎝、深さ３㎝、延

長５．０ｍを測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　須恵器椀（１３４２）が出土した。

ＳＤ１５７（図版１４６　写真図版１７３）
検出状況　調査区中央部に位置し、掘立柱建物ＳＢ０７１の中央部に並行して存在するが、先後関係は不明

である。西側部分は溝ＳＤ１４６を切る。南東側は調査区外に延びる。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ７０°Ｗである。規模は幅３０㎝、深さ１５㎝、延

長１５．８ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器壺（２６７）が出土した。

ＳＤ１５８（図版１４６　写真図版１７３）
検出状況　調査区南西部に位置する。中央部では土坑ＳＫ０４９と溝ＳＤ１５９とが重複関係であるが、先後関

係は明らかでない。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ８９°Ｅである。規模は幅３５㎝、深さ５㎝、延

長１０．３ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１５９
検出状況　調査区南西部に位置する。南端では土坑ＳＫ０４９と溝ＳＤ１５８とが重複関係であるが、先後関係

は明らかでない。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ２０°Ｅである。規模は幅３５㎝、深さ５㎝、延

長６．０ｍを測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。
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ＳＤ１６０（図版１４６　写真図版１７３）
検出状況　調査区南西部の溝ＳＤ１５８の南側に位置する。両端は調査区外に延びる。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ７０°Ｗである。規模は幅５３㎝、深さ８㎝、延

長９．８ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　管状土錘（１３４３）が出土した。

ＳＤ１６１（図版１４６　写真図版１７３）
検出状況　調査区南西部に位置し、溝ＳＤ１６０の南側に並行する。東側は調査区外に延び、西側は５５区に

続かないため、Ｌ字状に屈折してＳＤ１６２に続くと考えられる。

形状規模　調査区の長軸に斜交する直線的な溝で、方位はＮ７０°Ｗである。規模は幅２．０ｍ～２．３ｍ、深

さ２０㎝、延長６．３ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器坏（１３３５）、須恵器坏（１３３６～１３３８）・稜椀（１３３９）・坏Ｂ蓋（１３４０・１３４１）が出土した。

ＳＤ１６２
検出状況　調査区南西端に位置する。溝ＳＤ１６１の西側に位置し、Ｌ字状に屈折する可能性がある。東側

の肩のみ検出したが、西側は調査区外に延びている。南側は位置関係や埋土の状況から、５４区のＳＤ１６３

へ続くと考えられる。

形状規模　直線的な溝で、方位はＮ２０°Ｅである。規模は幅１．５ｍ以上、深さ２０㎝、延長５ｍ以上を測り、

断面形は推定、Ｕ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０４８（図版１４７　写真図版１７４）
検出状況　調査区中央部の北側に位置し、掘立柱建物ＳＢ０６８の南東隅に存在するが、先後関係は明らか

でない。

形状規模　平面形は南北に長い不整円形で、断面は浅くやや凹凸がある。規模は南北１．７ｍ、東西１．４ｍ、

深さは１１㎝を測る。

出土遺物　須恵器椀（１３２２）、白磁碗（１３２３）、石鏃（Ｓ７５）が出土した。

ＳＫ０４９（図版１４７　写真図版１７４）
検出状況　調査区南西部に位置し、溝ＳＤ１５８とＳＤ１５９とは重複関係があるが、先後関係は明らかでない。

形状規模　平面形は南北に長い楕円形で、断面は浅くやや凹凸がある。規模は南北１．７ｍ、東西１．２ｍ、

深さは１０㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０５０（図版１４８）
検出状況　調査区中央部の東側に位置し、掘立柱建物ＳＢ０７０の内部に存在するが、先後関係は明らかで

ない。溝ＳＤ１５０を切っている。

形状規模　平面形は南北に長い楕円形で、断面形は浅いＵ字状である。規模は南北２．２ｍ、東西１．７ｍ、

深さは１４㎝を測る。

埋　　土　北側の最下層に約５㎝の炭層が堆積しており、南側には鉄滓や鉄分を多量に含む層が約５㎝

堆積している。

出土遺物　土師器皿（１３２４・１３２５）・小皿（１３２６・１３２７）・鍋（１３２８）、須恵器椀（１３２９～１３３１）、瓦器椀（１３３２）、

鉄滓（Ｍ４７～Ｍ４９・Ｍ５１）、鉄塊（Ｍ５０）が出土した。
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ＳＫ０５１（図版１４８　写真図版１７４）
検出状況　調査区中央部の東側に位置し、掘立柱建物ＳＢ０７０の内部のＳＫ０５０の南西側に存在するが、先

後関係は明らかでない。

形状規模　平面形は南北に長い不整円形で、断面形はＶ字状である。規模は南北４４㎝、東西３０㎝、深さ

は２０㎝を測る。

埋　　土　南東部分の３０㎝×１８㎝には鉄滓や鉄分を多量に含む層が約１０㎝堆積している。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０５２（図版１４８　写真図版１７４・１７７）
検出状況　調査区中央部に位置し、掘立柱建物ＳＢ０６５もしくはＳＢ０７１の内部に存在するが、先後関係は

明らかでない。溝ＳＤ１５５を切っている。

形状規模　平面形は南北に長い楕円形で、断面形は浅いＵ字状である。規模は南北５６㎝、東西６４㎝、深

さは７㎝を測る。

埋　　土　上層には鉄滓や鉄分を多量に含む層が約５㎝堆積している。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＢ０６５（図版１４９　写真図版１７４・１７５）
検出状況　調査区中央部に位置する。下層の溝ＳＤ１４６・ＳＤ１５３・ＳＤ１５５、掘立柱建物ＳＢ０６６・ＳＢ０７０の

柱穴を切っている。建物の南西隅に鉄滓や鉄分を多量含む土坑ＳＫ０５２が存在するが、この建物に伴うか

どうかは不明である。

形状規模　南北軸がＮ１４°Ｅの総柱建物である。南北４間（７．８ｍ）×東西３間（７．２ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北１間外側２．１ｍ、内側１．８ｍ、東西１間２．３ｍ・２．１ｍ・２．８ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝～４０㎝、柱痕は径約１８㎝、深さは３０㎝～６５㎝である。Ｐ１０の上部、

Ｐ０３・Ｐ０８・Ｐ１５・Ｐ１９の中部、Ｐ１８の下部から石が出土した。またＰ０３・Ｐ１２・Ｐ１３からは炭が多量に出

土した。

出土遺物　すべての柱穴から土器が出土している。Ｐ０５からは鉄滓（Ｍ４０）、Ｐ０７からは鉄釘（Ｍ４３・Ｍ４４）、

Ｐ１２からは瓦器椀（１２９３）・鉄塊（Ｍ４１）・鉄釘（Ｍ４２）、Ｐ１４からは土師器皿（１２９４）、Ｐ１８からは瓦器椀

（１２９６）・土師器小皿（１２９５）が出土した。

ＳＢ０６６（図版１５０　写真図版１７５）
検出状況　調査区中央部に位置する。下層の溝ＳＤ１４６・ＳＤ１５３・ＳＤ１５５、掘立柱建物ＳＢ０６９・ＳＢ０７０の

柱穴を切っており、ＳＢ０６５・ＳＢ０６７の柱穴に切られている。

形状規模　南北軸がＮ１７°Ｅの総柱建物である。南北３間（６．３ｍ）×東西３間（８．０ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北１間１．９ｍ・２．２ｍ、東西方向の外が２．７ｍ、内が２．６ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝～４０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約４０㎝～６０㎝である。Ｐ０６の上

部から石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０１からは須恵器椀（１２９７）、Ｐ０９からは白磁碗（１２９８）、Ｐ１６からは土師器小皿（１３００）、Ｐ１０

からは土師器小皿（１２９９）が出土しているほか、Ｐ０８以外の柱穴からは土器が出土している。

ＳＢ０６７（図版１５１　写真図版１７８・１７９）
検出状況　調査区中央部の掘立柱建物ＳＢ０６６の北側に位置する。北西隅は調査区外に延びている。下層

の溝ＳＤ１４６・ＳＤ１５４、掘立柱建物ＳＢ０６６の柱穴を切っている。
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形状規模　南北軸がＮ１７°Ｅの側柱建物である。南北２間（３．８ｍ）×東西３間（７．２ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北１間１．９ｍ、東西１間２．４ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約４０㎝～５５㎝である。Ｐ０２・Ｐ０６・

Ｐ０９の中部から石が出土した。またＰ０２・Ｐ０４・Ｐ０５・Ｐ０８からは炭が多量に出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０４からは土師器鍋（１３０１）、Ｐ０６からは土師器皿（１３０２）・小皿（１３０４・１３０５）、羽口（１３０６）、

瓦器椀（１３０３）が出土しているほか、Ｐ０２・Ｐ０５・Ｐ０７・Ｐ０９から土器の小片が出土している。

ＳＢ０６８（図版１５１　写真図版１７８）
検出状況　調査区中央部北端に位置する。北西側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。

南東隅にＳＫ０４８を伴っている。下層の溝ＳＤ１４６を切っている。

形状規模　南北軸がＮ２３°Ｅの総柱建物である。南北３間（６．１ｍ）以上×東西２間（４．２ｍ）以上の規模であ

る。建物の柱間は、南北１間２．１ｍ・１．９ｍ、東西１間２．１ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝～３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約３０㎝～５０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０４以外の柱穴からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０６９（図版１５２　写真図版１７４・１７９）
検出状況　調査区中央部西側に位置する。下層の溝ＳＤ１４６・ＳＤ１５５を切っており、ＳＢ０６６の柱穴に切ら

れている。

形状規模　南北軸がＮ２２°Ｅの総柱建物である。南北２間（４．２ｍ）×東西２間（４．５ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北１間２．１ｍ、東西１間２．２５ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約３０㎝～６０㎝である。Ｐ０７の下

部から石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０１からは土師器竈（１３０８）、Ｐ０３からは土師器小皿（１３０７）が出土したほか、Ｐ０２・Ｐ０５・

Ｐ０９からは土器の小片が出土した。

ＳＢ０７０（図版１５２　写真図版１７７・１７９）
検出状況　調査区中央部東側に位置する。南東側は調査区外に延びている。下層の溝ＳＤ１５０・ＳＤ１５２・

ＳＤ１５５を切り、掘立柱建物ＳＢ０６５・ＳＢ０６６の柱穴に切られている。建物内に鉄滓や鉄分を多量含む土坑

ＳＫ０５０やＳＫ０５１が存在するが、建物に伴うかどうかは不明である。

形状規模　南北軸がＮ２０°Ｅの総柱建物である。南北３間（６．１ｍ）×東西４間（１０．０ｍ）の規模である。建

物の柱間は、南北方向の南端が２．１ｍ、他２．０ｍ、東西方向の西端が２．８ｍ、他２．４ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝～４０㎝、柱痕は径約２０㎝、深さは約４０㎝～６０㎝である。Ｐ０１の上

部、Ｐ０７・Ｐ１０～Ｐ１２の中部から石が出土した。またＰ０６・Ｐ１４・Ｐ１５の柱痕跡は極めて明瞭であった。

出土遺物　柱穴Ｐ０１からは須恵器椀（１３０９）、Ｐ０６からは土師器小皿（１３１０）が出土したほか、Ｐ０２・Ｐ１３・

Ｐ１７以外からは土器が出土している。

ＳＢ０７１（図版１５３　写真図版１７６・１７９）
検出状況　調査区中央部南西側に位置する。南東側は調査区外に延びている。下層の溝ＳＤ１５５を切って

いる。建物の北部に鉄滓や鉄分を多量含む土坑ＳＫ０５２が存在するが、この建物に伴うかどうかは不明で

ある。

形状規模　南北軸がＮ１９°Ｅの総柱建物である。南北４間（８．４ｍ）×東西４間（９．７ｍ）以上の規模である。

建物の柱間は、南北１間２．１ｍ、東西１間２．３ｍ・２．８ｍである。
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柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～６０㎝、柱痕は径約２０㎝、深さは約２０㎝～５０㎝である。Ｐ０４の底

部には木質が残存していた。礎木か柱根であると思われるが、不明である。Ｐ０７・Ｐ１６・Ｐ１７・Ｐ２０の上

部、Ｐ０５・Ｐ１３の底部から石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ１１からは白磁碗（１３１１）、Ｐ１２からは鉄釘（Ｍ４５）、Ｐ１３からは須恵器壺（１３１２）、Ｐ１４から

は須恵器椀（１３１３）、土師器小皿（１３１４）、Ｐ１６からは土師器皿（１３１５）、Ｐ１７からは土師器小皿（１３１６）・鉄

滓（Ｍ４６）、Ｐ１８からは土師器小皿（１３１７）、Ｐ１９からは土師器小皿（１３１８）、須恵器椀（１３１９・１３２０）が出土

したほか、Ｐ０４・Ｐ１０・Ｐ２０以外からは土器が出土した。

１１．５４区（図版１５４　写真図版１８０）
　５４区は５３区の南側、５５の水路を挟んで東側に位置し、南側はＪＲ線が走る。三角形の調査区である。

遺構検出面は耕作土及び床土直下である。検出した遺構は溝のみである。

ＳＤ１６３（図版１５７　写真図版１８０）
検出状況　調査区の西端に位置する。幅は調査区外に延びているため不明である。位置関係と埋土から

５３区の西端の溝ＳＤ１６２と同一の溝であると考えられる。

形状規模　調査区の西側の水路に並行する直線的な溝である。規模は幅７５㎝以上、深さ２０㎝、延長６ｍ

以上を測り、断面形は推定Ｕ字状を呈する。

出土遺物　須恵器坏Ｂ（１３５１）がある。

１２．５５区（図版１５４・１５５　写真図版１８１）
　５５区は５３区と５４区の西側に水路を挟んで位置する。北西側には５６区が続く。北西－南東方向に長い調

査区である。耕作土及び床土の下に土壌層が堆積しており、遺構検出面は土壌層の下である。検出した

遺構には、掘立柱建物、溝、土坑がある。

ＳＤ１４６（図版１５６　写真図版１８４）
検出状況　調査区東部に位置する。東側は５３区から続き、西側は調査区外に延びる。溝ＳＤ１６５に切られ、

ＳＤ１６４・ＳＤ１６７と切り合い関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　大きく蛇行する溝である。規模は幅７０㎝前後、深さ２０㎝前後を測り、断面形はＵ字状を呈す

る。

出土遺物　弥生土器甕（９２）が出土した。

ＳＤ１６４（図版１５６）
検出状況　調査区東部に位置する。東側は５３区から続き、西側は調査区外に延びる。溝ＳＤ１６５に切られ、

ＳＤ１４６・ＳＤ１６７と切り合い関係にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　東西方向のやや蛇行する溝である。規模は幅１．４ｍ、深さ１０㎝を測り、断面形は浅いＵ字状

を呈する。

出土遺物　板材（Ｗ１０３）が出土した。

ＳＤ１６５（図版１５６　写真図版１８４）
検出状況　調査区東部に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１６４・ＳＤ１６７・ＳＤ１４６を切り、ＳＤ１６６

と合流する。

形状規模　北東方向から南西方向へ流れ、ＳＤ１６６の合流点で屈折し、南へ向かって流れる直線的な溝で
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ある。規模は幅１．０ｍ前後、深さ４０㎝、延長３２ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　縄文土器深鉢（２１）、須恵器椀（１３６６）が出土した。

ＳＤ１６６（図版１５６　写真図版１８４）
検出状況　調査区東部の溝ＳＤ１６５の西側に位置する。北側は調査区外に延び、南側はＳＤ１６５に合流する。

形状規模　南北方向のやや弯曲する溝である。規模は幅７５㎝、深さ２５㎝、延長４ｍ以上を測り、断面形

はＵ字状を呈する。

出土遺物　鉄滓（Ｍ５４）が出土した。

ＳＤ１６７（図版１５６）
検出状況　調査区東部に位置する。東側は溝ＳＤ１４６に切られ、西側は調査区外に延びる。溝ＳＤ１６５に切

られる。

形状規模　溝ＳＤ１４６と交錯しながら蛇行する溝である。規模は幅５５㎝、深さ１３㎝を測り、断面形は浅い

Ｕ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１６８（図版１５６）
検出状況　調査区中央部の溝ＳＤ１７０の西側に位置し、西側は調査区外に延びる。ＳＤ１７０と切り合い関係

にあるが、先後関係は不明である。

形状規模　弯曲する溝である。規模は幅５５㎝、深さ１０㎝、延長４ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈す

る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１６９（図版１５６　写真図版１８３・１８４）
検出状況　調査区中央部に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１７０と同時併存しており、分岐する。

形状規模　調査区の長軸に斜交するやや弯曲した溝である。規模は分岐前の２．０ｍ、分岐後の幅１．４ｍ、

深さ６０㎝、延長２０ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

埋　　土　埋土の状況から埋積後、再掘削した様子が読み取れる。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１７０（図版１５６　写真図版１８３）
検出状況　調査区中央部に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１６９と同時併存しており、分岐する。

形状規模　調査区の長軸に斜交するやや弯曲する溝である。規模は幅１．５ｍ、深さ７５㎝、延長１１ｍ以上

を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器脚台（９３）、須恵器坏Ａ（１３６０）・椀（１３６１・１３６２）・壺（１３６３）が出土した。

ＳＤ１７１（図版１５６　写真図版１８２）
検出状況　調査区西部に位置し、溝ＳＤ１７０の西側に存在する。両端は調査区外に延びる。

形状規模　調査区の長軸に斜交するやや弯曲した溝である。規模は幅３．０ｍ前後、深さ６５㎝、延長１４ｍ

以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

埋　　土　埋土の状況から溝ＳＤ１７２と同時併存していた可能性が高い。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１７２（図版１５６）
検出状況　調査区西部の溝ＳＤ０７１の西側に並行して流れる。両端は調査区外に延びる。
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形状規模　調査区の長軸に斜交するやや弯曲した溝である。規模は幅５０㎝、深さ３５㎝、延長１４ｍ以上を

測り、断面形はＵ字状を呈する。

埋　　土　埋土の状況から溝ＳＤ１７１と同時併存していた可能性が高い。

出土遺物　土師器壺（２６８～２７０）・甕（２７１）・鉢（２７２）、最上層から須恵器捏鉢（１３６５）が出土した。

ＳＤ１７３（図版１５７　写真図版１８４）
検出状況　調査区南東端に位置、南側は調査区外に延びる。

形状規模　調査区の東端に並行する直線的な溝で、方位はＮ２０°Ｅである。規模は幅５０㎝、深さ７㎝、延

長９．５ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１７４（図版１５７　写真図版１８４）
検出状況　調査区南東端に位置、南側は調査区外に延びる。

形状規模　調査区の東端に並行する直線的な溝で、方位はＮ２０°Ｅである。規模は幅５５㎝、深さ２０㎝、延

長１２ｍ以上を測り、断面形は浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　須恵器坏Ｂ（１３６７）が出土した。

ＳＫ０５３（図版１５７）
検出状況　調査区東部の溝ＳＤ１６４の南側、ＳＤ１６５の東側に位置している。

形状規模　平面形は不整円形で、断面形は浅い皿形である。規模は南北約３．０ｍ、東西約４．０ｍ、深さは

１１㎝を測る。

出土遺物　須恵器椀（１３５７）・壺（１３５８・１３５９）が出土した。

ＳＫ０５４（図版１５７）
検出状況　調査区西部の溝ＳＤ１７１の北側に位置している。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、断面形は浅いＵ字形である。規模は南北１．６５ｍ、東西７０㎝、

深さは１２㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＢ０７２（図版１５８　写真図版１８５・１８６）
検出状況　調査区南部の掘立柱建物ＳＢ０７３の北側に位置する。南西側は調査区外に延びているため本来

の規模は不明である。

形状規模　南北軸がＮ７°Ｅの推定側柱建物である。南北３間（５．０ｍ）×東西１間（２．０ｍ）以上の規模であ

る。建物の柱間は、南北１間約１．７ｍ、東西１間２．０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは隅丸方形で、掘形径３０㎝～８０㎝、柱痕は径約２５㎝、深さは約２５㎝～５０㎝

である。Ｐ７２の上部から石が出土した。

出土遺物　柱穴Ｐ０４からは製塩土器（１３５５）が出土したほか、すべての柱穴から土器が出土している。

ＳＢ０７３（図版１５８　写真図版１８５・１８７・１８８）
検出状況　調査区南部の掘立柱建物ＳＢ０７２の南側に位置する。北西側は調査区外に延びている。

形状規模　南北軸がＮ１５°Ｅの側柱建物である。南北３間（５．０ｍ）×東西２間（３．５ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北１間１．６５ｍ、東西１間１．７５ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形もしくは隅丸方形で、掘形径４０㎝～６０㎝、柱痕は径約２５㎝、深さは約４０㎝～５０㎝

である。
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出土遺物　柱穴Ｐ０８からは製塩土器（１３５６）が出土したほか、Ｐ０６・Ｐ０７以外の柱穴からは土器が出土し

ている。

ＳＢ０７４（図版１５８　写真図版１８９）
検出状況　調査区南部に位置する。南東隅は調査区外に延びている。

形状規模　南北軸がＮ１９°Ｅの側柱建物である。南北２間（２．５ｍ）以上×東西１間（３．３ｍ）の規模である。

建物の柱間は、南北１間１．２５ｍ、東西１間３．３ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約１５㎝～３０㎝である。

出土遺物　すべての柱穴から土器の小片が出土している。

１３．５６区（図版１５９～１６１　写真図版１９０・１９４）
　５６区はＦ地区の西端に位置する調査区で、北東部分の南東側に５５区が続く。南西－北東方向に長く、

北東側の一部が北側に張り出している。最北端は耕作土及び床土直下が遺構検出面である。それ以外の

地点では土壌層の堆積があり、南西部に行くに従い厚くなっており、土壌層の下が遺構検出面である。

この土壌層から古墳時代から中世にかけての遺物が多量に出土した。

　検出した遺構は、掘立柱建物・柱列・溝・土器集中地点・土坑・柱穴群などがある。

ＳＢ０７５（図版１６５　写真図版１９５）
検出状況　調査区中央部に位置する。下層の溝ＳＤ１７５を切る。

形状規模　南北軸がＮ２０°Ｅの建物である。南北１間（３．９ｍ）×東西２間（５．１ｍ）の規模である。建物の柱

間は、東西１間２．２ｍ・２．９ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝～３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは２０㎝～３０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０１からは須恵器坏（８９４）が出土しているほか、Ｐ０３・Ｐ０５からは土器の小片が出土した。

ＳＡ００６（図版１６５　写真図版１９５）
検出状況　調査区中央部に位置し、掘立柱建物ＳＢ０７５の西側に位置する。

形状規模　南北軸の方位がＮ１７°Ｅの柱列である。南北方向の南端から東に折れるＬ字状を呈する。規模

は南北３間（５．８ｍ）×東西１間（３．３ｍ）の規模である。南北方向の柱間は２．２ｍと１．５ｍと不揃いである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径１５㎝～２０㎝、深さは７㎝～２０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０３からは須恵器椀（１３８０）が出土した。

ＳＫ０５５（図版１６３　写真図版１９４）
検出状況　調査区北部の張り出し部の溝ＳＤ１８１の南側に位置する。土器群ＳＸ００２と併存している可能性

が高い。

形状規模　平面形は南北に長い不整円形である。断面形は周囲が浅く、中央部はＵ字状に深くなってい

る。規模は南北０．９ｍ、東西７０㎝、深さは３１㎝を測る。

出土遺物　土師器壺（３６９～３７４）・甕（３７５～３７８）・鉢（３７９）・高坏（３８０）が出土した。
ＳＫ０５６（図版１６３　写真図版１９４）
検出状況　調査区北部の張り出し部の土坑ＳＫ０５５の南側に位置している。土器群ＳＸ００２に切られている。

形状規模　平面形は南北に長い楕円形で、断面形はＵ字状を呈する。規模は南北１．２８ｍ、東西１．０４ｍ、

深さは４５㎝を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。
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ＳＫ０５７（図版１６３）
検出状況　調査区北部の張り出し部に位置し、溝ＳＤ１７９に切られている。

形状規模　平面形は南北に長い隅丸長方形で、断面形はＵ字状を呈する。規模は南北１．８ｍ、東西３８㎝、

深さは２３㎝を測る。

出土遺物　土師器甕（３６７・３６８）が出土した。

ＳＤ１７５（図版１６３　写真図版１９２）
検出状況　調査区東部の下層に位置する。北東側は水溜め状遺構ＳＧ００３から南西方向に流れ出て、調査

区外へ延びる。掘立柱建物ＳＢ０７５の柱穴に切られる。

形状規模　蛇行する溝である。規模は幅０．５ｍ～１．０ｍ、深さ１５㎝前後、延長２５ｍ以上を測り、断面形は

浅いＵ字状を呈する。

出土遺物　石鏃（Ｓ７８）が出土した。

ＳＤ１７６（写真図版１９２）
検出状況　調査区北部の張り出し部の東北端に位置し、北側は調査区外に延びる。溝ＳＤ１７７・ＳＤ１８０に

切られている。

形状規模　直線的な溝で、方位はＮ１４°Ｅである。規模は幅５０㎝、深さ７㎝、延長２ｍ以上を測り、断面

形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１７７（図版１６３　写真図版１９２）
検出状況　調査区北部の張り出し部の北端に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１７６に切られ、

ＳＤ１８０を切っている。

形状規模　東西方向にやや蛇行する直線的な溝である。規模は幅５７㎝、深さ２５㎝、延長６．５ｍ以上を測

り、断面形は逆台形を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１７８（写真図版１９２）
検出状況　調査区北部の張り出し部の溝ＳＤ１７７の南側に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１８０に

切られている。

形状規模　溝ＳＤ１７７の南側に並行する。やや蛇行するが、直線的な溝である。西端で２本に分岐してい

る。規模は幅０．８ｍ～１．０ｍ、深さ最大４５㎝、延長１０ｍ以上を測り、断面形は箱形を呈する。

出土遺物　石鏃（Ｓ７９）が出土した。

ＳＤ１７９（図版１６３）
検出状況　調査区北部の張り出し部の溝ＳＤ１８０と１８１の間に位置する。柱穴Ｐ５６０１・Ｐ５６０９を切り、ＳＤ１８１

と土器群ＳＸ００２に切られている。

形状規模　僅かに蛇行する溝である。規模は幅１５㎝、深さ５㎝、延長７．０ｍを測り、断面形はＵ字状を

呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１８０（図版１６２　写真図版１９３）
検出状況　調査区北部の張り出し部に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１７６～ＳＤ１７８を切り、

ＳＤ１８１に切られている。
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形状規模　大きく弧を描く溝である。規模は幅２．５ｍ～４．０ｍ、深さ１１㎝～１５㎝を測り、断面形は浅いＵ

字状を呈する。

埋　　土　埋土には層状に多量の炭が含まれている。

出土遺物　土師器壺（３２２～３２５）・壺蓋（３２６）・甕（３２７～３４２）・鉢（３４３～３４７）・製塩土器（３４８）・手焙（３４９）・

高坏（３５０～３５７）・小型器台（３５８・３５９）・小型丸底壺（３６０～３６４）・小型丸底鉢（３６５）・焼成粘土塊（３６６）が

出土した。ほかに粘土の塊が６箇所で出土し、上層より須恵器坏蓋（８９３）が出土した。

ＳＤ１８１（図版１６３　写真図版１９４）
検出状況　調査区北部の張り出し部のＳＤ１７９の南側に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１７９と

ＳＤ１８０と柱穴群を切り、土器群ＳＸ００２に切られている。

形状規模　緩やかに弯曲する溝である。規模は幅４５㎝、深さ１０㎝、延長１２ｍ以上を測り、断面形はＵ字

状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１８２（図版１６４　写真図版１９２）
検出状況　調査区西部に位置し、両端は調査区外に延びている。南端部分では溝ＳＤ１８３～ＳＤ１８７に切ら

れている。

形状規模　緩やかに蛇行する溝である。規模は幅１．０ｍ、深さ１８㎝を測り、断面形は浅いＵ字状を呈す

る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１８３（図版１６４　写真図版１９１）
検出状況　調査区西部に位置する。溝１８２を切り、ＳＤ１８４・ＳＤ１８７に切られている。

形状規模　溝ＳＤ１８２に直交する緩やかに蛇行する溝である。規模は幅５０㎝、深さ１６㎝、延長３９ｍ以上を

測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　鉄滓（Ｍ５６）が出土した。

ＳＤ１８４（図版１６４）
検出状況　調査区西部に位置する。溝ＳＤ１８２・ＳＤ１８３を切り、ＳＤ１８７に切られている。

形状規模　弯曲する溝である。規模は幅９０㎝、深さ４２㎝、延長１６ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈す

る。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１８５（図版１６４　写真図版１９１）
検出状況　調査区西部の溝ＳＤ１８６の北側に位置する。溝ＳＤ１８３・ＳＤ１８４を切り、ＳＤ１８７に切られている。

形状規模　溝ＳＤ１８６の北側に並行し、緩やかに曲線を描く溝である。規模は幅６５㎝、深さ１８㎝、延長２０

ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１８６（図版１６４　写真図版１９１）
検出状況　調査区西部に位置し、両端とも調査区外に延びる。溝ＳＤ１８７と切り合い関係があり、南東壁

ではＳＤ１８７を切っている。

形状規模　緩やかに弯曲する溝である。規模は幅２．２ｍ前後、深さ５８㎝、延長２２ｍ以上を測り、断面形

は逆台形を呈する。
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出土遺物　弥生土器壺（９４）、土師器壺（２７４～２８２）・甕（２８３～２９７）・鉢（２９８～３１０）・有孔鉢（３１１～３１４）・

高坏（３１５～３１９）（３２０・３２１）、木製横杓子（Ｗ９５）・容器？（Ｗ９６）・部材（Ｗ９７）・棒状木製品（Ｗ９８）が出土

した。

ＳＤ１８７（図版１６４　写真図版１９１）
検出状況　調査区西部に位置し、両端とも調査区外に延びる。溝ＳＤ１８７と切り合い関係があり、南東壁

ではＳＤ１８６に切られている。

形状規模　大きく蛇行する溝である。規模は幅２．５ｍ、深さ７５㎝、延長２５ｍ以上を測り、断面形はＵ字

状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ１８８（図版１６４　写真図版１９１）
検出状況　調査区西部の南端の溝ＳＤ１８５の南東側に位置する。ほとんどが調査区外に位置するため、全

容は明らかでない。

形状規模　溝ＳＤ１８５に並行する直線的な溝である。規模は幅９５㎝、深さ１７㎝、延長１２ｍ以上を測り、断

面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＧ００３
検出状況　調査区東端の下層に位置する池状の遺構である。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、断面形は浅いＵ字状を呈する。西端からは溝ＳＤ１７５が流れ出

る。規模は南北７．５ｍ、東西１９．０ｍ、深さは２０㎝を測る。

出土遺物　弥生土器壺（９５）が出土した。

ＳＸ００２（写真図版１９４）
検出状況　調査区北部の張り出し部のＳＤ１８０の南側に位置する。土坑ＳＫ０５５や柱穴群を伴うと考えられ

る。

形状規模　標高２．４５ｍ～２．５ｍのほぼ平坦な８ｍ×５ｍの範囲に土器が集中して出土し、木材・炭化材

や粘土塊、砥石なども出土した。土坑ＳＫ０５５や複数の柱穴を伴うと考えられるが、建物は復原できな

かった。

出土遺物　土師器壺（３９１～３９６・４１７）・甕（３９７～４０５・４２２）・鉢（４０６～４１０・４２３）・高坏（４１１～４１５）・小型

丸底壺（４１６・４１８）・小型器台（４１９～４２１・４２４・４２５）、砥石（Ｓ８０）が出土した。

第８節　Ｇ地区の調査
１．調査の概要（図版１１　写真図版１９６・１９７）
　Ｇ地区はＦ地区の北西側のＦ－４区に位置している。平成１９年度に調査を実施したうち、東側に離れ

た５７区と５８区の２区が該当する。５７区と５８区の間には水路が流れている。Ｇ地区の北西側は苫編山麓に

立地する苫編集落が広がる。

２．５７区（図版１６６・１６７　写真図版１９６・１９７）
　５７区はＦ地区４５区南端の水田畦畔を境に接し、西側には水路を挟んで５８区が位置している。南端を頂
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点とする、細長い三角形である。遺構検出面は耕作土及び床土直下である。２面の調査を実施し、いず

れの面も溝を検出した。

ＳＤ１２３
検出状況　調査区北端に位置し、Ｆ地区４５区の南側から続く溝である。

形状規模　大きく蛇行する溝で東から西に向かって流れる。規模は幅１．５ｍ以上、深さ３０㎝を測り、断

面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１８９
検出状況　調査区中央部に位置し、溝ＳＤ１９１に切られている。

形状規模　調査区の長軸に直交する溝で東から西に向かって流れる。規模は幅２．５ｍ前後、深さ５０㎝、

延長５．５ｍ以上を測り、断面形は逆台形を呈する。

出土遺物　弥生土器壺（９６）・甕（９７）、礫器（Ｓ８４）が出土した。

ＳＤ１９０
検出状況　調査区南部に位置する。両端は調査区外に延びる。

形状規模　調査区の長軸に並行する直線的な溝である。規模は幅２．５ｍ、深さ４０㎝、延長３．５ｍ以上を測

り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器有孔鉢（５８５）が出土した。

ＳＤ１９１
検出状況　調査区中央部に位置し、溝ＳＤ１８９を切っている。北側は４５区から続き、南側は調査区外に延

びる。４５区のＳＤ１２５と同一である。

形状規模　調査区の長軸に並行する直線的な溝で、方位はＮ２１°Ｅである。規模は幅１．０ｍ、深さ１２㎝、延

長１３．５ｍ以上を測り、断面形は逆台形を呈する。

出土遺物　須恵器椀（１４２１）が出土した。

３．５８区（図版１６６・１６７　写真図版２０２・２０３）
　５７区の水路を挟んで西側に位置している。南側は市道で、西側は苫編集落が広がる。北東－南西方向

に長い調査区である。北半部分は以前宅地であったため、撹乱による影響がある。

　検出した遺構は竪穴住居・掘立柱建物・土坑墓・土坑・溝である。

ＳＫ０５８（図版１６８　写真図版２０９）
検出状況　調査区南西部のＳＤ１９４とＳＤ１９６の間に位置する。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、断面形はＵ字状を呈する。規模は南北１．２４ｍ、東西０．９２ｍ、

深さは１５㎝を測る。

埋　　土　埋土には炭が混じっている。

出土遺物　土坑底部から弥生土器壺（１２５）・甕（１２６・１２７・１２８）が出土した。

ＳＤ１９２（図版１６８　写真図版２０９）
検出状況　調査区北部に位置する。溝ＳＤ１９４・ＳＤ１９９、掘立柱建物ＳＢ０７６～ＳＢ０７８、土坑ＳＫ０６１に切ら

れている。

形状規模　東西方向に流れる直線的な溝で、複数の溝が切り合っている可能性が高い。規模は幅３．２ｍ
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前後、深さ５０㎝、延長１４ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器壺（９８～１０２・１０４）・甕（１０３・１０５・１０６）が出土した。

ＳＤ１９３（図版１６８　写真図版２０９）
検出状況　調査区南東部の調査区際に位置する。溝ＳＤ１９５・ＳＤ１９７・ＳＤ１９８・ＳＤ２０６、竪穴住居ＳＨ００２、

土坑ＳＫ０５９に切られている。

形状規模　北東から南西方向に僅かに弯曲して流れる直線的な溝である。規模は幅４５㎝、深さ２６㎝、延

長２７ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器壺（１０７・１０８）・甕（１０９）が出土した。

ＳＤ１９４（図版１６８・１６９　写真図版２０９）
検出状況　調査区長軸中央部に位置する。溝ＳＤ１９２を切り、溝ＳＤ１９９・ＳＤ２００・ＳＤ２０２、掘立柱建物ＳＢ

０７６～ＳＢ０７８・ＳＢ０８０、土坑ＳＫ０６１・ＳＫ０６１に切られている。

形状規模　調査区の長軸に並行し、北東から南西方向にやや蛇行しながら流れる直線的な溝である。規

模は幅１．５ｍ～１．２ｍ、深さ３３㎝～４０㎝、延長５２ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　弥生土器壺（１１０・１１１・１１４・１１８・１１９）・甕（１１２・１１３・１１６・１１７・１２０）が出土した。

ＳＤ１９５（図版１６８　写真図版２０８）
検出状況　調査区中央部に位置し、東側は調査区外に延びる。溝ＳＤ１９３を切り、溝ＳＤ１９７・ＳＤ１９８・

ＳＤ２００に切られている。

形状規模　東から西方向に蛇行して流れる溝である。規模は幅９５㎝、深さ１４㎝を測り、断面形はＵ字状

を呈する。

出土遺物　弥生土器壺（１２１）・甕（１２２・１２３）・壺蓋（１２４）が出土した。

ＳＤ１９６
検出状況　調査区南部の溝ＳＤ１９４と土坑ＳＫ０５８の西側に位置する。溝ＳＤ１９９・ＳＤ２０１に切られている。

形状規模　北東から南西方向に流れる直線的な溝で、方位はＮ４４°Ｅである。規模は幅３０㎝、深さ１１㎝、

延長９ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＨ００２（図版１７０　写真図版２０１・２０５）
検出状況　調査区中央部東寄りで検出した。溝ＳＤ１９３を切り、土坑ＳＫ０５９、溝ＳＤ２０６に切られている。

形状規模　平面形状は隅丸長方形、南北方向に若干長い。東西辺２．４２ｍ・南北辺３．５０ｍを測る。削平が

激しく壁面の高さは５㎝である。

中央土坑　ＳＫ０６０はやや西よりに位置する。直径８０㎝、深さ１０㎝を測り、炭を含んでいる。

壁溝柱穴　壁溝は存在せず、柱穴は住居に伴うと確定できるものはない。

出土遺物　土師器甕（５７３）・高坏（５７４）・小型丸底壺（５７５）が出土した。

ＳＫ０５９（図版１７０　写真図版２０５）
検出状況　調査区中央部東よりに位置する。溝ＳＤ１９３と竪穴住居ＳＢ００２を切っている。

形状規模　平面形は不整円形で、断面形はＵ字状である。規模は直径０．７０㎝、深さは２３㎝を測る。

埋　　土　暗褐色の極細砂で、基盤層のブロックが混じり、炭を含んでいる。

出土遺物　土師器甕（５７６・５７７）・鉢（５７８～５８２）・小型丸底壺（５８３・５８４）が出土した。
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ＳＤ１９７（写真図版２０１・２０８）
検出状況　調査区南東部に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１９３・ＳＤ１９５を切り、溝ＳＤ２０６と掘

立柱建物ＳＢ０７７の柱穴に切られている。

形状規模　竪穴住居ＳＨ００２の中軸線の延長の調査区外に中心をもつ半径７．５ｍの弧を描く溝である。規

模は幅５０㎝～１．２ｍ、深さ１０㎝前後を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器甕（５７０）・器台（５７１）・鉢（５７２）が出土した。

ＳＤ１９８（写真図版２０８）
検出状況　調査区南東部に位置し、両端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１９３・ＳＤ１９５、竪穴住居ＳＨ００２、土

坑ＳＫ０６０を切り、溝ＳＤ２０６に切られている。

形状規模　溝ＳＤ１９７と同様に、竪穴住居ＳＨ００２の中軸線の延長の調査区外に中心をもつ半径５．３ｍの弧

を描く溝である。規模は幅３０㎝前後、深さ５㎝を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１９９（写真図版２０８）
検出状況　調査区長軸中央部に位置する。北側は調査区外から流れ、途中ＳＤ２００と分岐し、南側は溝

ＳＤ２０１とＳＤ２０２に合流する可能性が高い。溝ＳＤ１９２・ＳＤ１９４・ＳＤ１９５を切り、掘立柱建物ＳＢ０７６～ＳＢ

０７８・ＳＢ０８０、土坑ＳＫ０６１・ＳＫ０６１に切られている。

形状規模　調査区の長軸に並行し、北東から南西方向にやや蛇行しながら流れる直線的な溝で途中、

ＳＤ２００と分岐する。南端はＳＤ２０２に合流する。規模は幅１．３ｍ～１．５ｍ、深さ２０㎝、延長５０ｍ以上を測り、

断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器壺（５２７～５３１）・甕（５３２～５４４）・鉢（５４５～５５６）・器台（５５７～５６０）・小型器台（５６１・５６２）・

壺蓋（５６３～５６５）・鳥形（５６６）・匙（５６７）が出土した。

ＳＤ２００
検出状況　調査区南部に位置する。溝ＳＤ１９９が屈曲する場所で分岐している。南端はＳＤ２０１に合流する。

溝ＳＤ１９４・ＳＤ１９５を切っている。

形状規模　直線的な短い溝である。規模は幅１．２ｍ、深さ２０㎝、延長２ｍを測り、断面形はＵ字状を呈

する。

出土遺物　土師器脚台（５６８）・壺蓋（５６９）が出土した。

ＳＤ２０１（図版１６９　写真図版１９８・２０６・２０７）
検出状況　調査区南端に位置する。北西部肩は検出したが、南東部の肩は調査区外のため全容は明らか

でない。溝ＳＤ１９３を切り、掘立柱建物ＳＢ０７９に切られている。

形状規模　調査区南端の一部を調査したのみで詳細は明らかでないが、大きく蛇行する溝である。規模

は幅４．５ｍ以上、深さ９０㎝を測り、断面形は場所によって異なるがＵ字状もしくは逆台形を呈する。ＳＤ

２０２との分岐点付近の溝底に杭を打ち込んだＳＷ０１２が存在する。

埋　　土　最上層と上層は溝のたわみこみがあり、灰黄褐色の細礫が混じる極細砂層が堆積している。

平安時代後期から鎌倉時代を中心として古墳時代後期以降の遺物が出土した。下層の黒褐シルト質極細

砂層から古墳時代初頭の土器や木製品が出土した。

出土遺物　弥生土器壺（１２９～１３４）・甕（１３６～１４２）、土師器壺（４３６～４５０）・甕（４５１～４８３）・鉢（４８４～４７８）・

有孔鉢（４７９～５０２）・小型丸底壺（５０３～５０５）・小型丸底鉢（５０６・５０７）・製塩土器（５０８）・高坏（５０９～５２１）・
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器台（５２２～５２４）・小型器台（５２５）・壺蓋（５２６）、削器（Ｓ８５・Ｓ８６）・分割礫（Ｓ８７）、棒状木製品（Ｗ１０４）・

楯（Ｗ１０５）、上層より須恵器坏身（８９８）、最上層より須恵器椀（１４３２～１４３４）、緑釉陶器（１４３５）、灰釉陶器

皿（１４３６）・底部（１４３７～１４３９）、鉄製品鉄滓（Ｍ６３・Ｍ６４）が出土した。

ＳＷ０１２（図版１６９　写真図版１９８・２０６）
検出状況　溝ＳＤ２０１とＳＤ２０２の分岐点付近に位置する。

形状規模　溝底に打ち込まれた杭群であり、直径５０㎝の範囲に３３本の杭を打ち込んでいる。杭の長さは

最長６５㎝である。広葉樹の芯持ち材が中心で、一部針葉樹の割材を使用している。

出土遺物　木製品杭３３本の内、８本（Ｗ１０６～Ｗ１１３）を図化した。

分　　析　木製品杭３３本の内、２本（Ｗ１０９・Ｗ１１１）の樹種同定を実施した。Ｗ１０９はコナラ属アカガシ

亜属、Ｗ１１１はヒノキであった。

ＳＤ２０２（図版１６９）
検出状況　調査区南西端に位置する。溝ＳＤ２０１から分岐し、西端は調査区外に延びる。溝ＳＤ１９４・ＳＤ

１９６を切り、ＳＤ２０３が分岐する。

形状規模　東西方向の直線的な溝である。規模は幅２．０ｍ～４．０ｍ、深さ８０㎝、延長１０ｍ以上を測り、断

面形は東側では浅いＵ字状、西側ではＶ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２０３（写真図版２０８）
検出状況　調査区南西部に位置する。溝ＳＤ１９９から西へ分岐し、西側は調査区外に延びる。

形状規模　南東西方向の直線的な溝で、方位はＮ６９°Ｗである。規模は幅３０㎝前後、深さ１０㎝～５㎝、延

長３ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０６１（写真図版２０７）
検出状況　調査区北部の掘立柱建物ＳＢ０７８の南東角に位置する。下層の溝ＳＤ１９２・ＳＤ１９４・ＳＤ１９９を

切っている。

形状規模　平面形は掘立柱建物ＳＢ０７８と同じ方向で東西に長い隅丸長方形で、断面形は逆台形である。

規模は南北２．１ｍ、東西２．３ｍ、深さは１５㎝を測る。

出土遺物　土師器皿（１４４６）、須恵器椀（１４４７）・小皿（１４４８）・捏鉢（１４４９）、鉄滓（Ｍ６５～Ｍ６７）・不明鉄片

（Ｍ６８）、銅銭（Ｍ８０）が出土した。

ＳＫ０６２（写真図版２０７）
検出状況　調査区南部の中央、掘立柱建物ＳＢ０８０の北側に位置する。下層の溝ＳＤ１９４・ＳＤ１９９と掘立柱

建物ＳＢ０８０を切っている。

形状規模　平面形は東西に長い隅丸長方形で、断面形は逆台形である。規模は南北１．４ｍ、東西１．８ｍ、

深さは１８㎝を測る。遺物の出土状況から頭部を西側に埋葬した土壙墓の可能性が高い。

出土遺物　北西部及び北部の壁際から、土師器皿（１４５０～１４５４）・小皿（１４５５・１４５６）が出土したほか、須

恵器椀（１４５７）、瓦器椀（１４５８）が出土した。

ＳＫ０６３
検出状況　調査区南部の西端、掘立柱建物ＳＢ０８１の南側に位置する。

形状規模　平面形は不整円形で、断面形はＵ字状である。規模は直径７０㎝、深さは３０㎝を測る。
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出土遺物　土師器皿（１４５９）、鉄滓（Ｍ６９）が出土した。

ＳＤ２０４
検出状況　調査区北部の掘立柱建物ＳＢ０７７の南部に位置する。

形状規模　掘立柱建物ＳＢ０７７の南辺に重なる東西方向の不定な溝である。東西２か所に分かれ、西側の

規模は幅３０㎝、深さ７㎝、延長１．２ｍ、東側の規模は幅５０㎝、深さ８ ㎝、延長２．６ｍを測り、断面形はＵ

字状を呈する。

出土遺物　須恵器椀（１４４０）が出土した。

ＳＤ２０５（写真図版２０７）
検出状況　調査区北部の掘立柱建物ＳＢ０７７の北側に位置する。北側は調査区外に延びる。溝ＳＤ１９４・

ＳＤ１９９を切り、ＳＤ２０６に切られている。

形状規模　南北方向の直線的な溝である。規模は幅３５㎝前後、深さ７㎝、延長６ｍ以上を測り、断面形

はＵ字状を呈する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２０６（写真図版２０７）
検出状況　調査区北部に位置する。掘立柱建物ＳＢ０７７の北辺と東辺の外側に沿って屈折し、南辺の柱列

の横から東方向に屈折して延びる。竪穴住居ＳＨ００２、土坑ＳＫ０５９、溝ＳＤ１９２～ＳＤ１９４・ＳＤ１９７～ＳＤ１９９

を切っている。

形状規模　直角に２回屈折する直線的な溝で、南北方向の方位はＮ１７°Ｅである。規模は幅３０㎝～５０㎝、

深さ１５㎝、延長８ｍ以上を測り、断面形はＵ字状を呈する。

出土遺物　土師器皿（１４４１・１４４２）・小皿（１４４３・１４４４）・羽釜（１４４５）が出土した。

ＳＢ０７６（図版１７１　写真図版２０４・２１０）
検出状況　調査区北部に位置する。下層の溝ＳＤ１９２・ＳＤ１９４・ＳＤ１９７・ＳＤ１９９を切っている。掘立柱建

物ＳＢ０７７・ＳＢ０７８と重複関係があるが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸がＮ１６°Ｅの総柱建物である。南北４間（７．１ｍ）×東西３間（５．４ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北１間１．８ｍを基本とし、東のみ１．７ｍ、東西１間１．８ｍを基本とし、北から２のみ２．０ｍで

ある。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径約３０㎝、深さは約１０㎝～３５㎝である。Ｐ１３の底部には石が入れられて、

Ｐ０７の底部には礎板が残存していた。

出土遺物　柱穴Ｐ０５からは土師器小皿（１４２２）が出土しており、Ｐ０３からは土器の小片が出土している。

分　　析　Ｐ０７底部の礎板はの樹種はヒノキであった。

ＳＢ０７７（図版１７２　写真図版２０４・２１０）
検出状況　調査区北部に位置する。北西側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。下層

の溝ＳＤ１９２・ＳＤ１９４・ＳＤ１９９を切っている。掘立柱建物ＳＢ０７６・ＳＢ０７８と重複関係があるが、先後関係

は不明である。位置関係から、北側と東側に位置する溝ＳＤ２０６が伴う。

形状規模　南北軸がＮ１７°Ｅの総柱建物である。南北４間（８．６ｍ）×東西３間（７．０ｍ）以上の規模である。

建物の柱間は、南北１間２．２０ｍ、北のみ２．０ｍ、東西１間２．４５ｍ、西のみ２．１ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝～４０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２５㎝～４５㎝である。Ｐ１４の中

央部分には石が入れられていた。
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出土遺物　柱穴Ｐ０８・Ｐ１４からは土師器皿（１４２３～１４２５）、Ｐ０９からは鉄製品鉄釘（Ｍ６２）が出土しており、

Ｐ０３・Ｐ０４・Ｐ０６・Ｐ０９～Ｐ１５からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０７８（図版１７２　写真図版２０４）
検出状況　調査区北部に位置する。北西側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。下層

の溝ＳＤ１９２・ＳＤ１９４・ＳＤ１９９を切っている。掘立柱建物ＳＢ０７６・ＳＢ０７７と重複関係があるが、前後関係

は不明である。南東隅に土坑ＳＫ０６１が伴う。

形状規模　南北軸がＮ１３°Ｅの総柱建物である。南北３間（５．８ｍ）以上×東西１間（２．５ｍ）以上の規模であ

る。建物の柱間は、南北１間２．２０ｍ・１．８０ｍ、東西１間２．５ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝～４０㎝、柱痕は径約２０㎝、深さは約２０㎝～４０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０２・Ｐ０４・Ｐ０５・Ｐ０６からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０７９（図版１７３　写真図版２００・２１０）
検出状況　調査区南部の東端に位置する。南東側は調査区外に延びているため本来の規模は不明である。

下層の溝ＳＤ１９３・ＳＤ２０１を切っている。

形状規模　南北軸がＮ１９°Ｅの総柱建物である。南北３間（５．４ｍ）以上×東西２間（３．０ｍ）の規模である。

建物の柱間は、南北１間１．８０ｍ、東西１間１．６ｍ・１．４ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２３㎝～３５㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約２０㎝～４０㎝である。Ｐ０３の底

には石が入れられていた。

出土遺物　柱穴Ｐ０１からは土師器皿（１４２６）・小皿（１４２７・１４２８）、Ｐ０６からは土師器皿（１４２９）が出土して

いるほか、Ｐ０５からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０８０（図版１７３　写真図版１９９）
検出状況　調査区南部の中央、掘立柱建物ＳＢ０７９の西側に位置する。下層の溝ＳＤ１９４・ＳＤ１９５・ＳＤ１９９

を切っており、北辺中央の柱穴は土坑ＳＫ０６２切られている。

形状規模　南北軸がＮ１８°Ｅの総柱建物である。南北２間（４．０ｍ）×東西２間（４．８ｍ）の規模である。建物

の柱間は、南北１間２．０ｍ、東西１間２．０ｍ・２．８ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径１０㎝～４０㎝、深さは約８㎝～３０㎝である。Ｐ０１・Ｐ０４などは２本柱痕

跡が残存した。

出土遺物　柱穴Ｐ０２・Ｐ０３・Ｐ０５・Ｐ０６・Ｐ０８・Ｐ０９からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０８１（図版１７２　写真図版２００・２１０）
検出状況　調査区南部の西端、掘立柱建物ＳＢ０８０の西側に位置する。西側は調査区外に延びている可能

性があるため本来の規模は不明である。下層の溝ＳＤ１９９を切っている。

形状規模　南北軸がＮ１６°Ｅの総柱建物である。南北２間（４．０ｍ）×東西２間（４．８ｍ）以上の規模である。

建物の柱間は、南北１間２．０ｍ、東西１間２．０ｍ・２．８ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２５㎝～３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約１０㎝～４５㎝で東西方向の中間

が浅い。Ｐ０５・Ｐ０７の上部には石が入れられていた。

出土遺物　柱穴Ｐ０４・Ｐ０６・Ｐ０７からは土器の小片が出土している。

第３章　発掘調査の成果－遺構－



－　９０　－

第９節　Ｈ地区の調査
１．調査の概要（図版１１　写真図版９・２１１）
　Ｈ地区は苫編地区に位置し、Ｆ地区の西側に広がる。Ｇ－６区、Ｈ－４～６区、Ｉ－４・５区、Ｊ－５区

に位置している。平成１９年度に調査を実施したうち、西側の１１地区が該当する。西から東に向って５９

区・６０区・６１区・６２区・６３区・６４区・６５区・６６区・６７区・６８区・６９区の調査を実施した。

２．５９区（図版１７４・１７５　写真図版２１１）
　５９区は６０区の東、ＪＲ神戸線の西側に隣接する調査区である。耕作土直下が遺構面となっており、全

体的に削平を受けていると考えられる。調査区のほぼ中央で南北方向に流れる溝（ＳＤ２０７・ＳＤ２０８）を検

出し、他には調査区北端で土坑を３基検出している。これらの遺構の時期は出土遺物が少なく明確では

ないが平安時代から鎌倉時代にかけてのものと考えられる。

ＳＫ０６４（図版１７５　写真図版２１１）
検出状況　調査区東端に位置し、ＳＫ０６５の北側にある。

形状規模　平面形は長楕円形で、断面形は丸い。規模は東西１．１５ｍ、南北０．５０ｍ、深さは１５㎝を測る。

埋　　土　シルト質極細砂混じり褐灰色極細砂が堆積する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０６５（図版１７５）
検出状況　調査区東端に位置し、ＳＫ０６４の南側にある。

形状規模　平面形は南北に長い俵形で、断面形は浅い皿状である。規模は南北０．８０ｍ、東西０．４６ｍ、深

さは１２㎝を測る。

埋　　土　ＳＫ０６４と同じ、シルト質極細砂混じり褐灰色極細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０６６（図版１７５）
検出状況　調査区東端に位置し、ＳＫ０６４の西側にある。

形状規模　平面形は東西に長い洋梨形で、断面形は極浅い皿状である。規模は東西１．００ｍ、南北０．６４ｍ、

深さは５㎝を測る。

埋　　土　灰白色極細砂質シルトが堆積する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０６７（図版１７５　写真図版２１１）
検出状況　調査区中央に位置している。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形、断面形は浅い皿状である。規模は東西１．２８ｍ、東西０．３５ｍ、深

さは６㎝を測る

埋　　土　暗灰黄色極細砂が堆積する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０６８（図版１７５）
検出状況　調査区中央に位置している。

形状規模　平面形は南北に細長い楕円形で、断面形は浅い皿状である。規模は南北０．９８ｍ、東西０．１８ｍ、
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深さは３㎝を測る。

埋　　土　暗灰黄色極細砂が堆積する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２０７（図版１７４　写真図版２１１）
検出状況　調査区中央に位置する。ＳＫ０６７・ＳＤ２０８と接する。

形状規模　Ｓ字に蛇行する溝である。浅い皿状の断面をもち、規模は幅０．４０ｍ前後、深さ５㎝前後、延

長８．５０ｍ以上を測る。

埋　　土　暗灰黄色極細砂～シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２０８（図版１７４　写真図版２１１）
検出状況　調査区中央に位置する。ＳＤ２０７と接する。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．７０ｍ、深さ３０

㎝、延長６．５０ｍ以上を測る。

埋　　土　上層が暗灰黄色極細砂～シルト質極細砂、下層が褐灰色極細砂である。ともに土壌化してい

る。

出土遺物　遺物は出土していない。

３．６０区（図版１７６　写真図版２１２）
　６０区は６７区の道路を挟んで北東側に位置する三角形の狭小な調査区である。

　検出した遺構は北から南に流れる溝が４条である。これらの溝は、後述する６７区、５８区の溝と同一の

ものと思われ、弥生時代終末から古墳時代初頭の土器が出土している。

ＳＤ１８２（図版１７６　写真図版２１２）
検出状況　調査区南東壁際に沿って走る。

形状規模　北端で方位を北へ振る溝である。皿状の断面をもち、規模は幅０．６５ｍ前後、深さ１８㎝前後、

延長１２．０ｍ以上を測る。

埋　　土　褐灰色極細砂が堆積する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１８４（図版１７６　写真図版２１２）
検出状況　調査区中央を南西から北東に流れる。ＳＤ１８２と並行し、ＳＤ１８６より若干遅れて掘削されるが、

一時期は合流する。

形状規模　Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．７５ｍ、深さ２０㎝、延長９．０ｍ以上を測る。

埋　　土　上層が粗砂混じり黒褐色シルト質極細砂、下層がシルト質極細砂混じり褐灰色細砂～粗砂で

ある。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１８５（図版１７６　写真図版２１２）
検出状況　調査区北西端に位置する。ＳＤ１８６と並行する。

形状規模　皿状の断面をもち、規模は幅０．５０ｍ、深さ１２㎝、延長２．００ｍ以上を測る。

埋　　土　褐灰色極細砂～シルト質極細砂が堆積している。
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出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ１８６（図版１７６　写真図版２１２）
検出状況　調査区中央を南西から北東に流れる。ＳＤ１８５と並行し、ＳＤ１８２より若干早く掘削されるが、

一時期は合流すると考えられる。

形状規模　箱形の断面をもち、規模は幅２．２０ｍ前後、深さ３５㎝前後、延長８．０ｍ以上を測る。

埋　　土　上層が黒褐色シルト質極細砂、中層がシルト質極細砂・粗砂混じり褐灰色細砂、下層は黒褐

色細砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

４．６１区（図版１７７・１７８　写真図版２１３）
　６１区は６２区の東側に位置する三角形の狭小な調査区である。調査区南隅で古墳時代のものと思われる

溝を検出したほか、古墳時代の水田（アゼ）を検出した。溝からは滑石製の小型勾玉が１点出土した。

水田遺構（水田畦畔）（図版１７８　写真図版２１３）
検出状況　調査区の西半より、南北方向（Ｎ９°Ｅ）に走る畦畔を検出した。

形状規模　畦畔は基底部の幅約１．７ｍ・高さは１０㎝前後を測る。

出土遺物　土師器甕（９０６）が出土した。

備　　考　検出された畦畔と水田土壌は６４区の中・下層水田に対応すると考えられ、上層水田土壌との

間にある洪水砂によって被覆されている。

ＳＤ２０９（図版１７８　写真図版２１３）
検出状況　調査区南端に位置する。

形状規模　規模は幅１．３０ｍ、深さ４０㎝、検出長１．０ｍ以上を測る。

埋　　土　上層水田土壌（褐色シルト質極細砂）によって埋没している。

出土遺物　滑石製の小型勾玉（Ｓ８９）が１点出土した。

５．６２区（図版１７７・１７９～１８７　写真図版２１４～２２０）
　６２区は水路を挟んで６８・６９区の北東に位置し、西南隅で６４区に接する。検出した遺構は中世の掘立柱

建物、弥生時代終末の流路、溝、土坑などである。

　調査区東側で検出した中世の掘立柱建物（ＳＢ０８２）は規模が１×２間以上で軸線をやや東に振る南北棟

である。調査区西側で検出した掘立柱建物（ＳＢ０８３）は規模が２×３間以上であるが更に東に振るため、

時期が違う可能性がある。

　弥生時代終末の土坑には土器を廃棄した土坑と粘土採掘坑と思われる土坑の２種類あると考えられる。

前者はＳＫ０７４やＳＫ０７１で複数の甕・壺などが廃棄されていた。後者は弥生時代終末の流路（ＳＤ２１１）の東

側にいくつか固まっており（ＳＫ０８０・ＳＫ０８５等）、ブロック状の埋土が特徴で、いくつかには甕が投棄さ

れていた。

　弥生時代終末の溝（ＳＤ２２０）は土地の傾きと直交して東西方向に流れるもので、削平をうけて浅くなっ

ているが、流路（ＳＤ２１１）に合流する水路であると考えられる。流路（ＳＤ２１１）は調査区北壁付近で二つの

流れが合流し、南に向かって流れている。流れる方向や堆積土から見て、６４区の流路（ＳＤ２２７）と同じも

のであると考える。
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　北西に位置する張り出し部分は６３区の北東で６２区に接するきわめて狭小な調査区で、現在の水田造成

の際に完全に撹乱されているため、江戸時代のゴミ穴を除いて遺構は検出できなかった。

ＳＢ０８２（図版１８４　写真図版２１９）
検出状況　調査区中央東よりに位置する。南側は調査区外に延びている可能性があるため本来の規模は

不明である。

形状規模　南北軸をＮ１６°Ｅにとる側柱建物である。南北２間（３．５０ｍ）以上×東西１間（３．４０ｍ）の規模で

ある。建物の柱間は、南北１間１．７０ｍ～１．８０ｍ、東西１間３．５０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２４㎝、柱痕は不明、深さは約４０㎝～５０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０４から土師器壺（６９６）が出土したほか、Ｐ０５からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０８３（図版１８４）
検出状況　調査区西半に位置する。南東側は調査区外に延びている可能性があるため本来の規模は不明

である。水田痕跡と切りあうが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸をＮ３０°Ｅにとる総柱建物である。南北３間（５．４０ｍ）以上×東西２間（３．３０ｍ）の規模で

ある。建物の柱間は、南北１間２．２０ｍ・１．８０ｍ、東西１間２．１５ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径２０㎝～３０㎝、柱痕は不明、深さは約２０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０１・Ｐ０２・Ｐ０４・Ｐ０５・Ｐ０７～Ｐ０９からは土器が出土している。

ＳＫ０６９（図版１８５）
検出状況　調査区東端に位置し、ＳＫ０７０と隣り合う。

形状規模　平面形は南北に長いナスビ形で、断面形は浅い皿状である。西端は一段深くなっている。規

模は南北長１．７０ｍ、東西幅０．２０ｍ～０．７８ｍ、深さは６㎝を測る。

埋　　土　灰黄褐色細砂・にぶい黄色極細砂が堆積する。

出土遺物　土師器甕（６４０）が出土した。

ＳＫ０７０（図版１８５　写真図版２１５）
検出状況　調査区東端に位置し、ＳＫ０６９と隣り合う。

形状規模　平面形は南北に長い卵形で、断面形は浅い皿状である。規模は南北長０．９８ｍ、東西幅０．５８ｍ、

深さは５㎝を測る。

埋　　土　灰黄褐色細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０７１（図版１８５　写真図版２１５）
検出状況　調査区東端に位置する。

形状規模　平面形は楕円形で、断面形はボウル状である。規模は南北軸０．５６ｍ、東西軸０．５０ｍ、深さは

１３㎝を測る。

埋　　土　褐灰色シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　土師器甕（６４１～６４３）・鉢（６４４）が埋納された状態で出土している。

ＳＫ０７２（図版１８５）
検出状況　調査区東半に位置する。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、断面形は浅い皿形である。規模は東西長１．６０ｍ、南北幅０．６５

ｍ、深さは３㎝を測る。
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埋　　土　灰黄褐色極細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０７３（図版１８６　写真図版２１５）
検出状況　調査区東半に位置している。

形状規模　平面形は東西に長い卵形で、断面形は浅い擂鉢形である。中央は一段深くなっている。規模

は東西長１．７０ｍ、南北幅１．１４ｍ、深さは１６㎝を測る。

埋　　土　黒褐色シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０７４（図版１８５　写真図版２１８）
検出状況　調査区中央西よりに位置している。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、断面形は皿状である。中央は遺物が入り一段深くなっている。

規模は東西１．２２ｍ、南北０．８６ｍ、深さは１０㎝を測る。

埋　　土　黒褐色極細砂～シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　土師器壺（６４５・６４６）・甕（６４７～６５１）・鉢（６５２・６５３）を埋納している。

ＳＫ０７５（図版１８６　写真図版２１５）
検出状況　調査区中央西よりに位置している。ＳＫ０７４に隣接する。

形状規模　平面形は勾玉形で、断面形は浅い皿状である。南端は一段深くなっている。規模は南北長

３．４０ｍ、幅は中央で東西０．８０ｍ、深さは６㎝を測る。

埋　　土　黒褐色極細砂～細砂が堆積する。

出土遺物　土師器高坏（６７１）が出土した。

ＳＫ０７６（図版１８６　写真図版２１５）
検出状況　調査区中央西よりに位置している。ＳＫ０７５の北側に隣接する。

形状規模　平面形は東西に長い不整な矩形で、断面形は凹凸のある皿形である。規模は東西長４．２０ｍ、

中央での南北幅１．１０ｍ、深さは１８㎝を測る。

埋　　土　黒褐色極細砂～シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　土師器壺（６７２・６７３）、石皿（Ｓ９０）が出土している。

ＳＫ０７７（図版１８６）
検出状況　調査区中央西よりに位置している。ＳＫ０７５の更に西側に位置する。

形状規模　平面形は東西に長い長楕円形で、断面形は浅い皿状である。規模は東西軸１．６０ｍ、南北幅

０．６６ｍ、深さは６㎝を測る。

埋　　土　シルト質極細砂混じり黒褐色細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０７８（図版１８６）
検出状況　調査区西に位置し、ＳＫ０７７の北方にある。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、断面形は浅い皿状である。規模は東西長０．８２ｍ、南北幅０．４０

ｍ前後、深さは６㎝を測る。

埋　　土　黒褐色細砂～中砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。
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ＳＫ０７９（図版１８６）
検出状況　調査区西半に位置し、ＳＫ０７８の西方にある。

形状規模　平面形は東西に長い卵形で、断面形は浅い皿状である。規模は東西長０．５４ｍ、南北幅０．３２ｍ

前後、深さは５㎝を測る。

埋　　土　黒褐色細砂～シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０８０（図版１８７　写真図版２１５）
検出状況　調査区西半、南壁際に位置し、ＳＫ０８４の東側にある。

形状規模　平面形は南壁より外に大半が出ており形状・規模は不明である。断面形は箱形である。規模

は東西幅１．３０ｍ、南北残存長０．６８ｍ、深さは３４㎝を測る。

埋　　土　上層は褐灰色シルト質極細砂、下層には褐灰色シルト質極細砂に地山の灰白色シルト質極細

砂がブロックで混じる。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０８１（図版１８７）
検出状況　調査区西半に位置し、ＳＫ０８２に切られる。

形状規模　西半部をＳＫ０８２に切られており、半円形に検出している。断面形は浅い皿状である。規模は

径０．７０ｍ前後、深さは５㎝を測る。

埋　　土　灰黄褐色極細砂が堆積する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ０８２（図版１８７）
検出状況　調査区西半に位置し、ＳＫ０８３に切られる。

形状規模　平面形は南北に長い俵形で、断面形は皿状である。規模は南北１．２２ｍ、東西０．９０ｍ、深さは

１２㎝を測る。

埋　　土　褐灰色シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０８３（図版１８７　写真図版２１８）
検出状況　調査区西半に位置し、ＳＫ０８２を切る。

形状規模　平面形は東西に長い長楕円形で、断面形は浅い皿状であるが、西端は一段深くなっている。

規模は東西長１．４０ｍ、南北幅０．７８ｍ、深さは西端で３２㎝を測る。

埋　　土　上層は粗砂混じり黒褐色極細砂、中層は灰黄褐色シルト質極細砂、下層は褐灰色シルト質極

細砂が堆積している。

出土遺物　土師器鉢（６８０～６８２）・小型丸底壺（６８３）・木材が出土した。

ＳＫ０８４（図版１８７）
検出状況　調査区西部に位置し、一部が南壁より外に出る大型の土坑である。

形状規模　平面形は南西から北東に長い不整楕円形で、断面形は逆台形であるが、南端は一段深くなっ

ている。規模は長軸３．００ｍ、幅１．６０ｍ、深さは南端で４０㎝を測る。

埋　　土　褐灰色シルト質極細砂が堆積している。　　　　　

出土遺物　土坑底より土師器壺（６８４）・甕（６８５）が出土した。
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ＳＫ０８５（図版１８７　写真図版２１５）
検出状況　調査区西部に位置し、ＳＤ２２０に切られている。

形状規模　平面形は北東・南西に長い勾玉状の土坑で、凹凸が激しい。規模は長軸約４．０ｍ、幅１．２６ｍ

前後、深さは２８㎝を測る。

埋　　土　上層は褐灰色極細砂、下層は黒褐色シルト質極細砂が堆積している。

出土遺物　土師器甕（６７４～６７９）、砥石（Ｓ９２）が出土した。

ＳＫ０８６（写真図版２１６）
検出状況　調査区中央に位置し、一部が南壁より外に出る大型の落ち込みである。ＳＫ０７４・０７５に切ら

れる。

形状規模　平面形はハート形である。規模は南北７ｍ以上、東西８ｍを測る。

埋　　土　灰黄褐色極細砂が堆積する。

出土遺物　土師器壺（６５４・６５５）・甕（６５６～６６３）・鉢（６６４～６６７）・製塩土器（６６８・６６９）・器台（６７０）が出

土している。時期は古墳時代初頭である。

ＳＫ０８７（写真図版２１６）
検出状況　調査区西部に位置し、ＳＤ２１１の西隣にある。

形状規模　南半を失い、残る平面は半円形である。規模は径１．３ｍ、浅い皿状の断面をもつ。

埋　　土　黒褐色シルトが堆積する。

出土遺物　土師器壺（６８６・６８７）・甕（６８８・６８９）・鉢（６９０～６９２）・高坏（６９３）が出土した。時期は古墳時

代初頭である。

ＳＫ０８８
検出状況　調査区西端部に位置し、遺構の大半は南壁より外側に出る。

形状規模　平面形は隅丸方形と考えられる。規模は南北１ｍ以上、東西３．４ｍ以上を測る。

埋　　土　水田土壌と考えられる。

出土遺物　土師器壺（６９４）、須恵器高坏（９１２）が出土している。

備　　考　水田遺構の残欠と考えられる。

ＳＫ０８９
検出状況　調査区西端部、６４区との分岐付近に位置する。

形状規模　北東隅のコーナーを検出した。平面形は方形と推測される。規模は南北２ｍ以上、東西３ｍ

以上を測る。

埋　　土　水田土壌と考えられる。

出土遺物　土師器高坏（６９５）が出土した。時期は古墳時代初頭である。

備　　考　水田遺構の残欠と考えられる。

ＳＫ０９０
検出状況　調査区西端部、６４区との分岐付近に位置する。

形状規模　南東隅のコーナーを検出した。平面形は方形と推測される。規模は南北１．５ｍ以上、東西２．５

ｍを測る。

埋　　土　水田土壌と考えられる。

出土遺物　須恵器皿（１４６１・１４６３）・坏（１４６２）・底部（１４６４）、土師器筒状土錘（１４６５）、平瓦（１４６６）が出土
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している。

備　　考　幅３０㎝の畦畔状の帯を挟み、南側に同様の変色部を検出している。水田遺構の残欠と考えら

れる。

ＳＤ２１０
検出状況　調査区東端に位置する。谷状の落ち込みである。自然地形と考えられ、全容は明らかでない。

形状規模　北東から南西に右岸の肩部を検出した。左岸側は調査区外である。溝幅は１０ｍ以上、深さ

０．５ｍを測る。

埋　　土　褐灰色土である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２１１（図版１８２　写真図版２１７・２２０）
検出状況　調査区西半に位置する。南北方向に流れる流路である。

形状規模　調査区北壁付近では二股になっており、合流し調査区内で１本の流路となって南流する。浅

いＵ字状の断面をもち、規模は中央部で幅約１１．０ｍ、深さ８０㎝を測る。

埋　　土　上層が細礫混じり黒色シルト質極細砂・中層では褐灰色シルト質極細砂、下層が黒褐色シル

ト質極細砂～細砂、最下層が褐灰色極細砂～シルト質極細砂で一部下層と最下層が混じる。

出土遺物　土師器壺（６０２～６０９）・甕（６１０～６１６）・鉢（６１７～６２５）・有孔鉢（６２６）・製塩土器（６２７）・高坏

（６２８～６３０）・小型器台（６３１）・籠目土器（６３２）・蓋（６３２）、須恵器坏蓋（８９９）・坏身（９００）・壺（９０１）・甕

（９０２）、土師器壺（９０４）・高坏（９０５）・甕（９０３）が出土した。

備　　考　最終の埋没は同時であるが、東側の流れが新しい。

ＳＤ２１２（図版１８３　写真図版２１７）
検出状況　調査区東端に位置する。ＳＤ２１３・ＳＤ２１４と並行する。

形状規模　調査区の長軸に並行する直線的な溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．５０ｍ、深さ１６

㎝、延長１８．０ｍ以上を測る。

埋　　土　細礫～粗石混じり暗褐色シルト質極細砂である。

出土遺物　須恵器坏蓋（９１１）が出土した。

ＳＤ２１３（図版１８３）
検出状況　調査区東端に位置する。ＳＤ２１２と並行し、ＳＤ２１４は一連の溝と考えられる。

形状規模　調査区の長軸に並行する溝である。浅い皿状の断面をもち、規模は幅０．３６ｍ、深さ６㎝、延

長２．８０ｍを測る。

埋　　土　粗砂混じり灰黄褐色細砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２１４（図版１８３）
検出状況　調査区東端に位置する。ＳＤ２１２と並行し、ＳＤ２１３は一連の溝と考えられる。

形状規模　調査区の長軸に並行する溝である。浅い皿状の断面をもち、規模は幅１．２０ｍ～０．８０ｍ、深さ

１４㎝、延長１１．２ｍを測る。

埋　　土　粗砂混じり灰黄褐色細砂・細砂混じりにぶい黄褐色粗砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。
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ＳＤ２１５（図版１８３）
検出状況　調査区東半、中央寄りに位置する。ＳＤ２１６と重複し新しい。ＳＢ０８２と並行する。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝である。浅い皿状の断面をもち、規模は幅０．４ｍ、深さ

６㎝、延長７．０ｍ以上を測る。

埋　　土　細礫～粗砂混じり灰黄褐色シルト質極細砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２１６（図版１８３）
検出状況　調査区東半、中央寄りに位置する。ＳＤ２１５と重複し古い。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝である。浅い皿状の断面をもち、規模は幅０．３０ｍ、深さ

２㎝、延長３．８０ｍ以上を測る。

埋　　土　灰黄褐色細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２１７（図版１８３）
検出状況　調査区中央に位置する。ＳＫ０８６と重複するが先後関係は明らかでない。

形状規模　調査区の長軸に直交する直線的な溝である。浅い皿状の断面をもち、規模は幅０．２６ｍ、深さ

４㎝、延長５．０ｍ以上を測る。

埋　　土　灰黄褐色シルト質極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２１８（図版１８３）
検出状況　調査区西半に位置する。ＳＤ２２０とほぼ並行する。

形状規模　調査区の長軸に対し斜行する直線的な溝である。浅い皿状の断面をもち、規模は幅０．８５ｍ、

深さ６㎝、延長５．２ｍ以上を測る。

埋　　土　黒褐色極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２１９（図版１８３）
検出状況　調査区西半に位置する。

形状規模　調査区の長軸に直交し、南北方向に走る直線的な溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅

０．１８ｍ、深さ５㎝、延長２．００ｍ以上を測る。

埋　　土　黒褐色細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２２０（図版１８３　写真図版２１７）
検出状況　調査区西半に位置する。ＳＤ２１８とほぼ並行する。

形状規模　調査区の長軸に対し斜行する直線的な溝である。浅いＶ字状の断面をもち、規模は幅１．１０ｍ、

深さ１５㎝、延長１６．０ｍ以上を測る。

埋　　土　細砂混じり黒褐色シルト質極細砂である。

出土遺物　土師器甕（６３４・６３５）・鉢（６３６・６３７）・高坏（６３８）が出土した。

ＳＤ２２１（図版１８３）
検出状況　調査区西半に位置する。ＳＤ２２０の北側に位置する。
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形状規模　Ｌ字に曲がる溝である。浅いＵ字状の断面をもち、規模は幅０．２０ｍ、深さ４㎝、延長４．０ｍ以

上を測る。

埋　　土　黒褐色細砂～シルト質極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２２２（図版１８３）
検出状況　調査区西半に位置する。ＳＤ２２１の西側に位置し、ＳＤ２２０と切り合い先行する。

形状規模　南北方向に走る直線的な溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．２０ｍ、深さ５㎝、延長

３．６０ｍ以上を測る。

埋　　土　粗砂混じり黒褐色細砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２２３（図版１８３）
検出状況　調査区西半に位置する。ＳＤ２２２の西側に位置する。

形状規模　弧状に巡る溝である。凹凸のある断面をもち、規模は幅０．３４ｍ、深さ８㎝、延長１．５０ｍ以上

を測る。

埋　　土　黒色極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２２４（図版１８３　写真図版２１７）
検出状況　調査区の西端に位置する。ＳＤ２２５と切り合い古い。

形状規模　南北方向に走る直線的な溝である。Ｖ字状の断面をもち、規模は幅０．４４ｍ、深さ１８㎝、延長

８．０ｍ以上を測る。

埋　　土　粗砂混じり褐灰色極細砂～細砂である。

出土遺物　土師器鉢（６３９）、砥石（Ｓ９１）が出土した。

ＳＤ２２５（図版１８３）
検出状況　調査区の西端に位置する。ＳＤ２２４と切り合い新しい。

形状規模　北東・南西方向に走る直線的な溝である。浅い皿状の断面をもち、規模は幅０．３３ｍ、深さ６

㎝、延長１３．３０ｍ以上を測る。

埋　　土　粗砂混じり灰黄褐色細砂である。

出土遺物　須恵器坏蓋（９０８）、土師器坏（９０９）不明（９１０）が出土した。

ＳＤ２２６（図版１８３　写真図版２１７）
検出状況　調査区の西端に位置する。ＳＫ０８８と切り合い新しい。

形状規模　東西方向に走る直線的な溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．３０ｍ、深さ６㎝、延長

４．３０ｍ以上を測る。

埋　　土　灰黄褐色極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

６．６３区（図版１７７・１８８　写真図版２１３）
　６３区は６９区の北東、６２区の北西に位置するＵ字形の狭小な調査区である。ここも現集落とは段差があ

り、遺構面はかなり削られている。遺物の出土が少ないため所属時期が確定できないが、土坑・溝を検
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出している。また、柱穴を１８個検出しているが、調査区が狭隘なため建物の復元にはいたらなかった。

ＳＤ２６０
検出状況　調査区南際に位置する。

形状規模　Ｕ字状の断面をもち、規模は幅２．２０ｍ以上、深さ１５㎝、残存長１４．５ｍを測る。

埋　　土　埋土は上層が礫・シルト混じり極細砂、下層が礫・シルト混じり粗砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

７．６４区（図版１７７・１８９～１９７　写真図版２２１）
　６４区は６２区と６５区のほぼ中間に位置し、北西隅で６２区と、南東隅で６５区と接する。検出した遺構は平

安時代の掘立柱建物３棟以上と古墳時代の水田跡、弥生時代終末の竪穴住居、溝、流路、土坑、弥生時

代中期以前の流路がある。

　掘立柱建物のうち全体が確認できたのはＳＢ０８５で、２×３間で北西から南東に軸線を持つ。残りの３

棟はＳＢ０８４が２×２間以上、ＳＢ０８６が１×２間以上の規模で、軸線が揃い調査区内の微高地ごとに営ま

れているため、ほぼ同時期に存在したものと考えられる。

　古墳時代の水田は弥生時代終末にはほぼ埋没した流路（ＳＤ２２７）とＳＢ０８４～ＳＢ０８６がある微高地の間の

相対的に低い部分で営まれていた。部分的に砂礫を含む箇所があり、畦畔の方向も複数であることから、

何回かにわたって作り直されたものと思われる。

　弥生時代終末の住居跡（ＳＨ００３）は下層で検出したため、かなり撹乱されているが、中央に土坑を持ち、

周壁溝をめぐらせる隅丸方形を呈する４本柱の竪穴住居である。住居の東側にはほぼ同時期の土坑がい

くつか存在し、土器が投棄されていた。弥生時代終末に埋没した流路（ＳＤ２２７）は前述したように６２区

ＳＤ２１１の下流部に当たると思われる。古墳時代の水田の下には、弥生時代中期に遡る土壌層があり、そ

こでも南北方向に流れる流路や溝が見つかっている。

ＳＨ００３（図版１９１　写真図版２２２）
検出状況　調査区東半に位置する。北東隅と南西隅を欠く。

形状規模　平面形状は隅丸方形と考えられる。南北方向に若干長いプランをもつ。南北辺５．２０ｍ・東西

辺４．９０ｍ・床面積は約２５．５㎡を測る。削平が激しく壁面の高さはない。

壁　　溝　幅１５㎝・深さ５㎝、Ｕ字形の断面形状をもつ溝が北辺・西辺・南辺・東辺の一部に巡る。

柱　　穴　径３０㎝～５０㎝・深さ２０㎝～３０㎝の主柱穴を４個検出した。

屋内施設　壁溝・柱穴以外に中央に土坑を検出した。径６０㎝前後を測り、炭が堆積する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＢ０８４（図版１９４　写真図版２２６）
検出状況　調査区東端に位置する。北西隅柱穴と南東隅柱穴は調査区外にあるため本来の規模は不明で

ある。

形状規模　南北軸をＮ５°Ｅにとる総柱建物である。南北２間（３．３０ｍ）以上×東西２間（３．３０ｍ）の規模で

ある。建物の柱間は、各１．６５ｍである。また、中央の梁行の柱列より約５０㎝南側にもう一列柱列が存在

し、柱穴はＳＤ２３０を切っている。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径４０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約１０㎝である。柱間は南北では２．８０ｍ、

東西では２．７０ｍを測る。
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出土遺物　柱穴Ｐ０１、Ｐ０８、Ｐ１０からは土器の小片が出土している。

ＳＢ０８５（図版１９４　写真図版２２５）
検出状況　調査区中央に位置する。北東隅の柱穴は調査区外にある。

形状規模　南北軸をＮ６４°Ｅにとる総柱建物である。桁行３間（５．００ｍ）×梁行２間（３．６０ｍ）の規模である。

建物の柱間は、桁１間１．５０ｍ・１．７０ｍ・１．８０ｍ、梁１間１．８０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３０㎝、柱痕は径約１５㎝、深さは約４０㎝・７０㎝であり、四隅の柱穴が深

い。

出土遺物　柱穴Ｐ０１から土師器鉢（７８４）が出土しているほか、柱穴Ｐ０４、Ｐ０７、Ｐ１０、Ｐ１１からは土器の小

片が出土している。

ＳＢ０８６（図版１９４　写真図版２２６）
検出状況　調査区西半に位置する。北東隅の柱穴を欠き、南西側は調査区外に延びているため本来の規

模は不明である。建物内にＳＫ０９１が存在するが、先後関係は不明である。

形状規模　南北軸をＮ２０°Ｗにとる屋状の建物である。南北３間（４．８０ｍ）以上×東西１間（１．８０ｍ）の規

模である。建物の柱間は、南北１間１．６０ｍ、東西１間１．８０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径３６㎝、深さは約５０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０４からは土器の小片が出土した。

ＳＫ０９１（図版１９１　写真図版２２３）
検出状況　調査区西半に位置し、ＳＢ０８６と重複する。

形状規模　平面形は楕円形で、断面形は深いＵ字形である。規模は南北０．６８ｍ、東西０．５８ｍ、深さは５４

㎝を測る。

埋　　土　最下層に黒褐色極細砂が堆積しており、ここより土器が出土した。上層には黒褐色極細砂が

堆積している。

出土遺物　土師器甕（７７７）・鉢（７７８・７７９）・小型器台（７８０）が出土した。

ＳＫ０９２（図版１９１　写真図版２２３）
検出状況　調査区西半に位置し、ＳＫ０９１の北側に位置する。

形状規模　平面形は楕円形で、断面形は深いＵ字形である。規模は南北０．８０ｍ、東西０．７１ｍ、深さは５６

㎝を測る。

埋　　土　下層は黒色シルト質極細砂、上層には炭を含む黒褐色極細砂が堆積している。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０９３（図版１９３　写真図版２２３）
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＤ２３１と接する。

形状規模　一部が調査区外にあり、半円形で検出した。断面形は逆台形である。規模は南北０．７８ｍ、深

さは３４㎝を測る。

埋　　土　下層には褐灰色極細砂、中層には灰黄褐色中砂、上層には粗砂混じり灰黄褐色極細砂が堆積

する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０９４（図版１９２　写真図版２２４）
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＫ０９７・ＳＫ０９８・ＳＫ０９５に切られている。
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形状規模　平面形は東西に長い舌状の落ち込みで、断面形は皿状である。東端は浅く、規模は詳らかで

はない。南北２．２０ｍ、東西３．７０ｍ以上、深さは２２㎝を測る。

埋　　土　全体に炭を含み、黒褐色～暗褐色粗砂混じり細砂～中砂が堆積する。

出土遺物　土師器壺（７５９）・甕（７６０～７６２）・鉢（７６３～７７０）・壺蓋（７７１）が出土した。

ＳＫ０９５（図版１９２）
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＫ０９４を切り、ＳＫ０９６に切られている。

形状規模　平面形は南北に不整な方形と考えられるが、ＳＫ０９６に切られているため、明確ではない。断

面形は擂鉢状である。規模は東西１．１４ｍ、深さは２５㎝を測る。

埋　　土　全体に暗褐色細砂～中砂が堆積し、下層上部に炭を含む黒色細砂が堆積する。

出土遺物　土師器甕（７５３）・鉢（７５４・７５５）が出土した。

ＳＫ０９６（図版１９２　写真図版２２４）
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＫ０９５を切る。

形状規模　平面形は宝珠形で、断面形は逆台形である。規模は南北１．３８ｍ、東西１．０４ｍ、深さは２４㎝を

測る。

埋　　土　下層には黒褐色極細砂～中砂が堆積している。上層には細礫混じり暗褐色極細砂～中砂が堆

積する。

出土遺物　土師器小型丸底壺（７５１）・製塩土器（７５２）が出土した。

ＳＫ０９７（図版１９２　写真図版２２３・２２４）
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＫ０９４を切り、ＳＫ０９８に切られている。

形状規模　一部が調査区外にあるため、平面形は南北に長い隅丸長方形と考えられるが詳らかではない。

断面形は浅い皿状で、南端は一段深くなっている。規模は南北１．２０ｍ以上、東西１．４０ｍ、深さは１３㎝を

測る。

埋　　土　黒褐色極細砂～細砂が堆積する。

出土遺物　土師器壺（７５６）が出土した。

ＳＫ０９８（図版１９２　写真図版２２４）
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＫ０９４・ＳＫ０９７を切る。

形状規模　一部が調査区外にあるため、平面形は南北に長い俵形と考えられるが詳らかではない。断面

形は浅い皿状である。規模は東西０．７０ｍ以上、南北１．１８ｍ、深さは１３㎝を測る。

埋　　土　極細砂混じり暗褐色細砂～中砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ０９９（図版１９３　写真図版２２３）
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＤ２３１の西隣に位置する。

形状規模　平面形は東西に長い卵形、断面形は浅い皿形で中央部には凹凸がある。規模は東西１．３０ｍ、

南北１．００ｍ、深さは１６㎝を測る。

埋　　土　上層は炭を含む黒褐色シルト質極細砂、下層はにぶい黄褐色細砂～極細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ１００（図版１９３）
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＫ１０１の東隣に位置する。
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形状規模　一部が調査区外にあり、半円形で検出した。断面形は擂鉢形である。規模は南北０．７０ｍ、深

さは１３㎝を測る。

埋　　土　細砂混じり黒褐色粗砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ１０１（図版１９３）
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＫ１００の西隣に位置する。

形状規模　一部が調査区外にあり、半円形で検出した。断面形は擂鉢形である。規模は南北０．６８ｍ、深

さは１２㎝を測る。

埋　　土　粗砂混じり灰黄褐色細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ１０２（図版１９３）
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＫ１０１の西隣に位置する。南端はピットと切りあう。

形状規模　一部が調査区外にあるため、平面形は南北に長い楕円と考えられるが、詳らかではない。断

面形は逆台形である。東側は中位に段がつく。規模は南北２．４０ｍ以上、東西１．５４ｍ、深さは１８㎝を測る。

埋　　土　下層に黒褐色極細砂～細砂、上層には褐灰色極細砂～細砂が堆積する。

出土遺物　土師器壺蓋（７５７）が出土している。

ＳＫ１０３（図版１９３）
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＫ１０２の南隣に位置する。

形状規模　平面形は東西に長い卵形で、断面形は逆台形である。中央からピットを検出しているが先後

関係は不明である。規模は東西１．８４ｍ、南北１．１０ｍ、深さは２４㎝を測る。

埋　　土　上層に粗砂混じり黒褐色細砂、下層に細砂～粗砂混じり黒褐色シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ１０４（図版１９３　写真図版２２３）
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＫ１０２・ＳＫ１０３の西隣に位置する。

形状規模　平面形は不整な隅丸方形で、断面形は逆台形である。規模は南北０．９０ｍ、東西０．８０ｍ、深さ

は２１㎝を測る。

埋　　土　黒褐色極細砂粒混じり灰黄褐色細砂～中砂が堆積する。

出土遺物　土師器鉢（７５８）が出土している。

ＳＫ１０５（図版１９３　写真図版２２４）
検出状況　調査区西半、中央よりＳＤ２２８の左岸に位置する。

形状規模　平面形は南北に長い楕円形で、南端は調査区外にある。断面形は浅い逆台形である。底面に

は凹凸がある。規模は南北１．３０ｍ以上、東西０．６２ｍ、深さは１３㎝を測る。

埋　　土　下層は灰黄褐色シルト質極細砂～極細砂、上層には黒褐色シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２２７（図版１９５）
検出状況　調査区西端に位置する自然流路である。６２区ＳＤ２１１が分岐した流路である可能性が高い。更

に南流する。

形状規模　調査区を横断する。上部が大きく開き、下半はＵ字形に落ち込む形状の断面をもつ。規模は
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幅７．００ｍ、深さ８０㎝を測る。

埋　　土　上層が褐灰色極細砂～砂質シルト、下層が黒褐色～灰白色シルト～細砂である。

出土遺物　土師器壺（７２９～７３２）・甕（７３３～７３５）・鉢（７３６・７３７）・高坏（７３９・７４０）・小型器台（７４２）、須

恵器高坏（９１６）が出土した。

ＳＤ２２８
検出状況　調査区西半、中央寄りに位置する自然流路である。６２区ＳＤ２１１が分岐した流路である可能性

が高い。更に南流する。

形状規模　調査区を横断する。上部が大きく開くＶ字形に落ち込む形状の断面をもつ。規模は幅３．０ｍ

～５．０ｍ、深さ０．７ｍを測る。

埋　　土　上層が灰黄褐色、下層が褐灰色のシルト～中砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２２９（図版１９５）
検出状況　調査区東端に位置する。ＳＢ０８４と並行して検出した。調査区内から始まり調査区南側へ延び

る。

形状規模　皿状の断面をもち、規模は幅１．１０ｍ、深さ１３㎝、延長４．００ｍ以上を測る。

埋　　土　下層が灰黄褐色中砂、上層が黒褐色細砂～中砂である。

出土遺物　土師器高坏（７４３）が出土している。

ＳＤ２３０（図版１９５）
検出状況　調査区東端に位置する。ＳＢ０８４と重複する。

形状規模　東西方向に走る溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．３８ｍ、深さ１４㎝、延長１．３０ｍを

測る。

埋　　土　黒褐色細砂～中砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２３１（図版１９５）
検出状況　調査区東端に位置する。ＳＫ０９３と接する。

形状規模　調査区を横断して北北東から南南西に走る溝である。浅い皿状の断面をもち、規模は幅１．５０

ｍ、深さ１３㎝、延長６．０ｍ以上を測る。

埋　　土　黒褐色極細砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２３２（図版１９５　写真図版２２４）
検出状況　調査区東半に位置する。ＳＤ２３４と隣接する。弧を描いて南流し流末は調査区内で収まる。

形状規模　浅いＵ字状の断面をもち、規模は幅０．４５ｍ、深さ１２㎝、延長４．６０ｍ以上を測る。

埋　　土　褐灰色粗砂である。

出土遺物　土師器高坏（７４４）が出土している。

ＳＤ２３３（写真図版２２４）
検出状況　調査区東半に位置する。ＳＤ２３４と隣接する。調査区内で始まり弧を描いてＳＨ００３の南西隅を

切る。南流し流末は調査区内で収まる。

形状規模　Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．５０ｍ前後、深さ２４㎝、延長７．２０ｍを測る。溝底は凹凸が激
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しい。

埋　　土　灰褐色極細砂である。

出土遺物　土師器鉢（７４８・７４９）が出土している。

ＳＤ２３４（図版１９５）
検出状況　調査区東半に位置する。ＳＤ２３５と接する。

形状規模　南北方向に走る直線的な溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．７４ｍ、深さ１０㎝、延長

１．８０ｍ以上を測る。

埋　　土　ＳＤ２３５の上層と同一、褐灰色細砂である。

出土遺物　土師器甕（７７２・７７３）・鉢（７７４）・高坏（７７５・７７６）が出土している。

ＳＤ２３５（図版１９５　写真図版２２４）
検出状況　調査区東半に位置する。ＳＤ２３４と隣接する。

形状規模　調査区を横断して、やや弧を描いて南北方向に流れる。凹凸が激しい浅い皿状の断面をもち、

南側が一段深い。規模は幅１．６０ｍ、深さ１７㎝を測る。

埋　　土　ＳＤ２３４の埋土と同一の褐灰色細砂によって最終的に埋没している。

出土遺物　土師器甕（７４５・７４６）・手づくね土器（７４７）が出土している。

ＳＤ２３６
検出状況　調査区中央に位置する。

形状規模　調査区の北東から出現し、南西に抜ける自然流路である。浅いＵ字状の断面をもち、規模は

幅１．５０ｍ～２．００ｍ、深さ１５㎝を測る。

埋　　土　埋土は上層が灰黄褐色、下層が褐灰色のシルト～中砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２３７
検出状況　調査区西半、中央寄りに位置する。ＳＤ２２８の西側に位置する。

形状規模　調査区を横断して北北東から南南西に走る溝である。水田区画と並行しており、一部に畦畔

を伴う。浅いＵ字状の断面をもち、規模は幅０．７０ｍ、深さ２０㎝を測る。

埋　　土　

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２３８（図版１９５）
検出状況　調査区西半、ＳＤ２３７に重なって中層水田に伴う。

形状規模　浅い皿状の断面をもち、規模は幅０．７５ｍ、深さ１３㎝を測る。

埋　　土　上層が褐灰色極細砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２３９（図版１９５）
検出状況　調査区西端に位置する。ＳＤ２２７に隣接する。

形状規模　北東から南西に走る直線的な溝である。浅いＵ字状の断面をもち、規模は幅０．１５ｍ、深さ５

㎝、延長２．５０ｍ以上を測る。

埋　　土　灰黄褐色極細砂である。

出土遺物　土師器鉢（７５０）が出土している。
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水田遺構（図版１９６　写真図版２２７）
　調査対象とした水田遺構は３枚存在する。新しいものから、上層水田遺構、中層水田遺構、下層水田

遺構とする。

上層水田遺構（図版１９７）
　ＳＤ２３６とＳＤ２３７の間において検出した。水田畦畔が残存する部分は旧地形の中でも谷部にあたる地点

である。

　遺構は、東西方向に走る幅３０㎝～４０㎝、高さ１０㎝前後の畦畔を主として、東端では分枝する畦畔を検

出している。東西方向の畦畔は延長約２１ｍを検出した。この畦畔に伴う水田土壌は２層検出しており、

畦畔自体は耕作を免れた洪水砂部分が帯状に残ることによって検出している。

　分枝する畦畔は下層のＳＤ２３６の形状に沿って構築されており、地形に沿う水田区画が形成されている

が、主たる東西方向の畦畔は正方位の区画に伴う可能性がある。

　調査範囲では水田区画の単位は認識できなかった。

　出土遺物から水田遺構の時期は古墳時代後期以降と考えられる。

中層水田遺構
　ＳＤ２３６とＳＤ２３７の間において検出した。主に４本のＮ２０°Ｅの方位をとる幅２０㎝の水田畦畔と東西方向

に走る畦畔約１０ｍ分を検出している。東西方向の畦畔の間隔は２．３ｍ・１．４ｍを測る。南北方向について

は６ｍ以上の幅をもつと考えられる。また、ＳＤ２３８はこの時期の水田畦畔と方位を同じくしている。

　出土遺物から水田遺構の時期は古墳時代後期と考えられる。

下層水田遺構
　ＳＤ２３６とＳＤ２３７の間において検出した。Ｎ２０°Ｅの方位をとる幅３０㎝から７０㎝の畦畔を検出している。

　水田区画は１枚検出している。東西幅約５ｍを測り、南北については５ｍ以上を測るが、明確ではな

い。ＳＤ２３８はこの時期の水田畦畔とも方位を同じくしており、下層水田から機能していたと考えられる。

　出土遺物から水田遺構の時期は古墳時代後期と考えられる。

８．６５区（図版１９８～２０６　写真図版２２９・２３２・２３３）
　６５区・６６区は水路を挟んで６５区の東に位置し、東側で二つに分かれ東北端が６４区に接する全体として

Ｙ字形を呈する調査区である。６４区に接し、併行する調査区を６５区とし、南に張り出した調査区を６６区

とした。

　６５区で検出した遺構は平安時代の建物跡２棟、井戸、古墳時代の水田、弥生時代終末以前の土坑、溝

などである。

　平安時代の建物は調査区東北端で検出した。ＳＢ０８８は２×１間以上、ＳＢ０８７は２×２間以上の規模で、

軸方向は６４区ＳＢ０８４～ＳＢ０８６とほぼ同じである。この２棟は近接しているため、同時に存在したとはい

えないが、６４区のいくつかの建物と同時に存在し、ひとつの屋敷を構成していたと考えられる。井戸

ＳＥ００１は円形の掘形を持つ井戸で、曲げ物を枠として設置していた。上層に何枚もの平たい石を放り込

んで廃棄していた。

　古墳時代の水田は調査区の西端から分岐点までの間で検出した。やや不整形な小区画水田で、畦畔の

方向が２種類あることから考えて、６４区の水田と同様に複数回にわたって営まれたものと考えられる。

　分岐点の東側では、弥生時代終末の土器や炭化物を含む土坑が見つかったが、明確な住居跡は検出で
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きなかった。また、この地区でも古墳時代水田の下層に弥生時代中期に遡ると思われる複数の流路が見

つかっている。

ＳＢ０８７（図版２０５　写真図版２３０・２３１）
検出状況　調査区北東端に位置する。北隅の柱穴は調査区壁にある。ＳＢ０８８とは向きを同じくして並ぶ。

形状規模　南北軸をＮ５２°Ｗにとる側柱建物である。２間（３．４０ｍ）×梁行２間（３．５０ｍ）の規模である。

建物の柱間は、１間１．７５ｍ・１．７０ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径５０㎝～６０㎝、柱痕は径約２０㎝、深さは約２０㎝である。

出土遺物　土師器甕（８００）が出土した。

ＳＢ０８８（図版２０５　写真図版２３０・２３１）
検出状況　調査区北東端に位置する。ＳＢ０８７とは向きを同じくして並ぶ。

形状規模　南北軸をＮ４２°Ｅにとる側柱建物である。桁行き２間（３．１０ｍ）×梁行１間（３．００ｍ）の規模であ

る。建物の柱間は、１間１．５５ｍ・３．００ｍである。

柱　　穴　柱穴は円形で、掘形径４０㎝、深さは約２０㎝である。

出土遺物　柱穴Ｐ０１～Ｐ０５からは土器の小片が出土している。

ＳＫ１０７（図版２０２）
検出状況　調査区中央に位置している。

形状規模　平面形は不整な隅丸長方形で、断面形は極浅い皿状である。規模は南北１．７８ｍ、東西１．１８ｍ、

深さは４㎝を測る。

埋　　土　褐灰色細砂である。

出土遺物　図示できる遺物はない。

ＳＫ１０８
検出状況　調査区東半に位置し、ＳＤ２４９に近接する。

形状規模　平面形は南北に長い楕円形である。

出土遺物　焼成粘土塊（７９６）が出土している。

ＳＫ１０９（図版２０２）
検出状況　調査区東半、６６区との分岐付近に位置している。

形状規模　平面形は溝状の落ち込みで、南側は調査区の外にでる。断面形は浅い皿状である。規模は南

北０．９０ｍ以上、東西０．６０ｍ、深さは６㎝を測る。

埋　　土　炭化物を含む暗灰黄色極細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる遺物はない。

ＳＫ１１０（図版２０２）
検出状況　ＳＫ１０９の西隣に位置し、南側は調査区外にでる。

形状規模　検出した平面形は東西に長い長方形で、断面形は浅い皿状である。内側にピット状の窪みが

ある。規模は東西０．９８ｍ、南北０．５０ｍ以上、深さは２㎝を測る。

埋　　土　炭化物を含む黄褐色極細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる遺物はない。

ＳＫ１１１（図版２０２）
検出状況　ＳＤ２５３の北延長上に位置している。
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形状規模　平面形は南北に長い楕円形で、断面形は浅い皿状である。規模は南北０．６８ｍ、東西０．３５ｍ、

深さは４㎝を測る。

埋　　土　灰黄褐色細砂混じりシルトである。

出土遺物　古墳時代初頭の土師器手焙（７９７）が出土している。

ＳＫ１１２
検出状況　ＳＤ２５１の北東側に位置している。

形状規模　平面形は南北に長い俵形である。規模は南北約１．５０ｍ、東西０．７０ｍを測る。

埋　　土　灰黄褐色シルトが堆積する。

出土遺物　須恵器坏（１５３８）が出土している。

ＳＤ２４４（図版２０６　写真図版２２９）
検出状況　調査区東半から中央に向かって流れ込む流路である。下層の自然流路が埋没した最上層を

ＳＤ２４４とした。流路の始まりは明瞭ではないが、６４区ＳＤ２３１の延長上にあり、流末は調査区南壁から更

に南へと流れだす。

形状規模　緩やかに蛇行する自然流路である。浅く、開いたＵ字状の断面をもち、規模は幅１．０ｍ～２．１

ｍ、深さ２０㎝、延長２７．５ｍ以上を測る。

埋　　土　黒褐色極細砂と共に、土壌化した赤灰色細砂質極細砂、赤黒褐色細砂～極細砂が堆積する。

出土遺物　土師器壺（７９１）が出土している。

ＳＤ２４５（図版２０６）
検出状況　調査区西端に位置する。水田区画（遺構）に付随する溝である。

形状規模　水田区画に伴う直線的な溝である。軸をＮ６４°Ｅにとる。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．６５

ｍ、深さ１５㎝、延長６．００ｍ以上を測る。

埋　　土　上層が褐灰色極細砂～シルト質極細砂、下層が褐灰色シルト質極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２４６（図版２０６）
検出状況　調査区中央に位置する。

形状規模　北西から南東に流れる直線的な溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．２８ｍ、深さ２２㎝、

延長３．００ｍ以上を測る。

埋　　土　灰黄褐色極細砂～シルト質極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２４７（図版２０６）
検出状況　調査区東半に位置する。南北方向の水田区画に沿う溝の可能性が高い。

形状規模　南北方向に走る直線的な溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．２０ｍ、深さ５㎝、延長

３．５０ｍ以上を測る。

埋　　土　赤灰色細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２４８（図版２０６　写真図版２２９）
検出状況　調査区東半に位置する。ＳＤ２４４を横断する。

形状規模　緩やかにカーブする溝である。浅いＵ字状の断面をもち、規模は幅０．２０ｍ、深さ５㎝、延長
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６．５０ｍ以上を測る。

埋　　土　赤灰色細砂質極細砂である。

出土遺物　土師器高坏（７９５）が出土した。

ＳＤ２４９（図版２０６）
検出状況　調査区東半に位置する。同方向の溝が複数本存在する。

形状規模　北西から南東に走る直線的な溝である。浅い皿状の断面をもち、規模は幅０．１５ｍ、深さ４㎝、

延長１．５０ｍを測る。

埋　　土　灰黄褐色シルト質極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２５０（図版２０６）
検出状況　調査区東半、６６区との分岐付近に位置する。ＳＤ２４４に近接する。

形状規模　東西方向に走る直線的な溝である。ＳＤ２５４とほぼ同方向に走る。Ｕ字状の断面をもち、規模

は幅０．１５ｍ、深さ４㎝、延長１．５０ｍ以上を測る。

埋　　土　炭化物を含む灰黄褐色細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２５１（図版２０６　写真図版２２９）
検出状況　調査区東半、６６区との分岐付近に位置する。

形状規模　直交するＳＤ２４４と一連の溝である可能性が高い。浅いＶ字に近い断面をもち、規模は幅０．２５

ｍ、深さ５㎝、延長３．８０ｍ以上を測る。

埋　　土　炭化物を含む灰黄褐色細砂～シルト質極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２５２（図版２０６）
検出状況　調査区東半、６６区との分岐付近に位置する。

形状規模　南北方向に走る直線的な溝である。ＳＤ２５１・２５３とほぼ同方向に走る。Ｕ字状の断面をもち、

規模は幅０．１５ｍ、深さ５㎝、延長１．９０ｍを測る。

埋　　土　炭化物を含む灰黄褐色細砂～シルト質極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

水田遺構（図版２００　写真図版２３２）
　調査対象とした水田遺構は同一面において２枚検出した。重複関係から古いものを、水田遺構Ⅰ、新

しいものをⅡとする。

水田遺構Ⅰ
　旧地形の形状にしたがって水田区画を検出した。水田区画の方位は河道の形に伴い一定ではないが、

概ね、Ｎ２０°Ｅ～４０°Ｅ前後にとり、６４区の中下層水田遺構と近似する方位である。各畦畔は幅３０㎝～４０

㎝を測る。また、１枚の面積が分かる水田は乏しいが、３ｍ×２．５ｍ前後の小区画水田が推測できる。

ＳＤ２４５は同様の方位をとり、この時期の水田に伴うものと考えられる。

　この水田の時期は、出土遺物から古墳時代後期以降と考えられる。

水田遺構Ⅱ
　水田遺構Ⅰと重複し同一面において検出した。水田区画は概ね正方位に近い方位に向いており、６４区
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の上層水田遺構と同方位である。畦畔は東西方向に２列検出しているが、全体に遺存状態が悪く、個々

の水田区画の状況は明らかではない。各畦畔は幅２０㎝～３０㎝を測り、２列の畦畔間の距離は約３．３ｍで

ある。

　この水田の時期は、出土遺物から古墳時代後期と考えられる。

下層遺構
ＳＫ１０６（図版２０２）
検出状況　調査区西端に位置している。

形状規模　平面形はオムスビ形で、断面形は浅い皿状である。規模は南北１．３２ｍ、東西１．６０ｍ、深さは

８㎝を測る。

埋　　土　黒褐色シルト質極細砂である。

出土遺物　土師器壺（７９８）・小型器台（７９９）が出土した。

ＳＤ２４２（図版２０６　写真図版２３３）
検出状況　調査区西半に位置する。北西から南東に蛇行して流れる。また、北壁から合流する流れが存

在する。

形状規模　上面が開くＵ字状の断面をもち、規模は幅６．２０ｍ、深さ９５㎝、延長２３．２０ｍ以上を測る。

埋　　土　上層が褐灰色、中層が灰色シルト質極細砂、下層が褐灰色シルト質極細砂～極細砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２４３（図版２０６　写真図版２３３）
検出状況　調査区西半に位置する。北東から南西に蛇行して流れる。ＳＤ２４２と調査区北壁付近で分岐し

ている可能性が高い。

形状規模　上面が大きく開くＵ字状の断面をもち、規模は幅３．７０ｍ、深さ５５㎝、延長１７．０ｍ以上を測る。

埋　　土　上層が褐灰色極細砂質シルト、中層は褐灰色シルト質極細砂、下層は灰色シルト質極細砂～

極細砂。

出土遺物　遺物は出土していない。

９．６６区（図版２０２～２０６　写真図版２３４）
　６６区は６５区の南側に位置する。検出した遺構は井戸・平安時代の柵、古墳時代の水田、弥生時代終末

以前の土坑、溝などである。

ＳＡ００７（図版２０５）
検出状況　調査区南東端において検出した。

形状規模　方位をＮ２３°Ｗにとる柵列跡である。規模は南北５間（３．８０ｍ）である。柱間は０．６０ｍと０．８０

ｍの間隔である。

柱　　穴　円形を基本とし掘形径３０㎝を測る。

出土遺物　柱穴Ｐ０４・Ｐ０５・Ｐ０６からは土器の小片が出土している。

ＳＥ００１（図版２０４　写真図版２３５）
検出状況　調査区北西部端に位置し、ＳＫ１１６を切る。素掘りの井戸である。井戸は径５０㎝前後・厚み１０

㎝前後の板石、径２０㎝前後の河原石によって埋められている。

形状規模　掘形はやや不整な円形を呈し、径約０．９５ｍ・深さ１．２８ｍを測る。井戸底には径５３㎝・深さ２０
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㎝前後の曲物を水溜めとしている。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ１１３（図版２０３）
検出状況　調査区北西部端に位置し、ＳＤ２５３に切られている。

形状規模　平面形は南北に長い隅丸長方形で、断面形は浅い皿状である。規模は南北２．２５ｍ、東西１．１６

ｍ、深さは８㎝を測る。

埋　　土　炭化物を含む黒褐色細砂～極細砂が堆積する。

出土遺物　緑釉陶器底部（１５４７）が出土している。

ＳＫ１１４（図版２０３　写真図版２３５）
検出状況　調査区北西部端に位置し、ＳＤ２５４に切られている。

形状規模　平面形は南北に長い不整な楕円形で、断面形は浅い皿状である。規模は南北２．７０ｍ、東西

１．３２ｍ、深さは８㎝を測る。

埋　　土　黒褐色極細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ１１５（図版２０３　写真図版２３５）
検出状況　調査区北西部端に位置し、ＳＤ２５４の先端に位置する。先後関係は不明である。南半は調査区

外にある。

形状規模　平面形は南北に長い舌状で、断面形は浅い皿状である。東半は一段深くなっている。規模は

南北１．００ｍ以上、東西０．６８ｍ、深さは１６㎝を測る。

埋　　土　上層に炭化物を含む細砂混じり灰黄褐色シルト質極細砂、下層に灰黄褐色シルト質極細砂が

堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ１１６（図版２０３　写真図版２３５）
検出状況　調査区北西部端に位置し、ＳＥ００１に切られる。

形状規模　平面形は隅丸長方形で、断面形は皿状である。規模は南北１．５７ｍ以上、東西０．９０ｍ、深さは

１３㎝を測る。

埋　　土　上層に炭化物を含む灰黄褐色極細砂、下層に灰黄褐色シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　土師器鉢（８１９）が出土した。

ＳＫ１１７（図版２０３）
検出状況　調査区南東端において検出した。北半は調査区外にある。先端のピットとの先後関係は不明

である。

形状規模　平面形は南北に長い隅丸長楕円形で、断面形は逆台形である。規模は南北２．１２ｍ以上、東西

０．８０ｍ、深さは１０㎝を測る。

埋　　土　上層に炭化物を含む粗砂混じり褐灰色シルト質極細砂、下層に褐灰色粗砂が堆積する。

出土遺物　土師器壺（８０９・８１０）・甕（８１１～８１６）・高坏（８１７）が出土した。

ＳＫ１１８（図版２０４）
検出状況　ＳＫ１１７の西側に位置している。

形状規模　平面形は南北に長い卵形で、断面形は皿状である。中央は一段深くなっている。規模は南北
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１．１６ｍ、東西０．６２ｍ、深さは１０㎝を測る。

埋　　土　粗砂混じり褐灰色シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ１１９（図版２０４　写真図版２３５）
検出状況　調査区南東端に位置する。

形状規模　平面形は卵形で、断面形は深いＵ字形である。規模は南北０．８８ｍ、東西０．６５ｍ、深さは２５㎝

を測る。

埋　　土　下層はシルト質極細砂混じり灰黄褐色粗砂、上層は粗砂混じり褐灰色シルト質極細砂である。

出土遺物　土師器甕（８１８）が出土した。

ＳＫ１２０（図版２０４）
検出状況　調査区南東端に位置する。ＳＫ１１７の南側にある。

形状規模　平面形は長楕円形、断面形は浅い擂鉢状である。規模は南北１．０８ｍ、東西０．５２ｍ、深さは１６

㎝を測る。

埋　　土　粗砂混じり褐灰色シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２５３（図版２０６）
検出状況　調査区北西部端に位置し、ＳＫ１１３を切る。ＳＤ２５２と並行する。

形状規模　北西から南東に延びる直線的な溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．１８ｍ、深さ４㎝、

延長１．３０ｍを測る。

埋　　土　炭化物を含む灰黄褐色細砂～シルト質極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２５４（図版２０６）
検出状況　調査区北西部端に位置し、先端にＳＫ１１５が位置する。

形状規模　調査区を横断する直線的な溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．５２ｍ、深さ１３㎝、延

長６．００ｍ以上を測る。

埋　　土　暗褐色極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

１０．６７区（図版２０７・２０８　写真図版２３６）
　６７区は６６区の南、道路を挟んで６０区の南西に位置する。検出した遺構は古墳時代のものと考えられる

水田の痕跡、弥生時代終末の溝と土坑である。

　古墳時代の水田は調査区西半で畦畔痕跡を検出したものの、水田土壌はほとんど残っていなかった。

　弥生時代終末の溝ＳＤ２５６は調査区東端を縦断するもので、６０区の溝ＳＤ１８５や５８区の溝ＳＤ２０１と同じも

のである。埋土には甕をはじめとする土器が多く含まれていた。また、ＳＤ２０１に合流するＳＤ２０３からは

石錘が出土している。

ＳＫ１２１（図版２０８　写真図版２３６）
検出状況　調査区西部に位置し、ＳＫ１２２に隣接する。

形状規模　平面形は楕円形、断面形はボウル状である。規模は長軸０．５０ｍ、短軸０．４０ｍ、深さは２２㎝を
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測る。

埋　　土　粗砂混じり黒褐色シルト質極細砂である。

出土遺物　土師器鉢（８６１・８６２）が出土している。

ＳＫ１２２（図版２０８）
検出状況　調査区西北壁際に位置している。

形状規模　平面形は隅丸方形で、断面形は逆台形である。規模は南北辺１．５０ｍ以上、東西辺１．３０ｍ以上、

深さは２０㎝を測る。北側は調査区外に位置する。

出土遺物　土師器甕（８６０）が出土している。

ＳＫ１２３（図版２０８）
検出状況　調査区西部に位置している。

形状規模　平面形は南北に長い隅丸長方形で、断面形は浅い皿形である。規模は南北１．２５ｍ、東西０．７８

ｍ、深さは１２㎝を測る。

埋　　土　灰黄褐色極細砂～シルト質極細砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２５５（図版２０８　写真図版２３６）
検出状況　調査区を東西方向に横断する。水田遺構を切り後出する。

形状規模　浅い皿状の断面をもち、規模は幅０．３５ｍ、深さ５㎝、延長１３．０ｍ以上を測る。

埋　　土　灰黄褐色シルト質極細砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＤ２５６（図版２０８　写真図版２３６）
検出状況　調査区東半に位置する。北東隅で南壁に抜ける。ＳＤ２５７と重複するが、先後関係は不明であ

る。

形状規模　下半は箱型に掘り、上半は大きく鉢型に開く。規模は幅２．８０ｍ、深さ４５㎝、延長１０．０ｍ以上

を測る。

埋　　土　上層が黒褐色シルト質極細砂、下層が褐灰色粗砂～細砂である。

出土遺物　土師器壺（８２１～８２３・８２７～８３３）・甕（８２４～８２６・８３４～８４５）・鉢（８４６～８５１・８５４～８５７）・有孔

鉢（８５８）・高坏（８５２・８５３）・器台（８５９）が出土した。

ＳＤ２５７（図版２０８　写真図版２３６）
検出状況　ＳＤ２５６と重複して位置する。先後関係は不明である。

形状規模　ＳＤ２５６と並行する。浅い皿状の断面をもち、幅０．３０ｍ、深さ５㎝を測る。

埋　　土　褐灰色シルト質極細砂である。

出土遺物　石錘（Ｓ１０１）が出土した。

水田遺構
検出状況　調査区北西半部から水田区画を検出した。水田区画の大半は南半部が削平され規模は詳らか

ではない。水田区画は北半では上下２列検出しており、あわせて５区画前後を検出した。上段の区画は

明確ではない。河道に近い下段は比較的南北に長い区画形状をしており、東側に行くほど規模も大きい。

水田区画の方位は地形に伴い一定ではないが、概ねＮ１２°Ｗ方向に向いている。

形状規模　下列の区画は３．５ｍ四方（約１０㎡）から１ｍ×２ｍ以上の区画を呈する。
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出土遺物　４ａ層からは、土師器小皿（７３９）が出土している。被覆する３ｂ層からは１６世紀後半代の土師

器鉢が出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　

備　　考　この水田に伴う土壌は４層（４ａ）明褐灰色シルトである。

１１．６８区（図版２０９～２１２　写真図版２３７・２３８）
　Ｙ字状を呈する６８区と６９区は６５区から続く南東部を６８区、６２区から続く北西部から西部を６９区とした。

　耕土直下に薄い灰褐色の砂礫混じりシルト層が堆積し、その中には主として奈良時代から平安時代の

遺物が大量に含まれていた。この包含層の下には黄灰色のシルト層があり、遺構はその上に営まれてい

た。

　検出した遺構は溝、土坑、ピットがあるが、かなり浅いものが多く大きく削られているものと思われ

る。この内土坑は６８区の南端にかたまって検出している。

　調査区西端では条里の痕跡を留める大畦畔の一部を検出し、南東端では古墳時代半ばの土坑群が見つ

かっている。この土坑群は形態も一定せず、粘土採掘坑の可能性がある。また、包含層出土の遺物には、

須恵器・土師器といった食器類のほか、唐三彩弁口瓶、円面硯、平瓦、緑釉陶器、石帯、墨書土器と

いった寺院･役所に関連するものが含まれている。

　なかでも唐三彩弁口瓶は６９区との境付近で出土しており、黄灰色シルト層（遺構面）に食い込んだ状態

で検出した。これは、近現代の耕作による可能性が高い。

ＳＫ１２４（図版２１２）
検出状況　調査区南端に位置し、ＳＫ１２５と並ぶ。

形状規模　平面形は東西に長い楕円形で、断面形はＶ形である。規模は東西１．１５ｍ、南北０．６５ｍ、深さ

は１８㎝を測る。

埋　　土　上層は褐灰色細砂質極細砂、下層は褐灰色シルト質極細砂が堆積する。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ１２５（図版２１２）
検出状況　調査区南端に位置し、ＳＫ１２４と並ぶ。

形状規模　平面形は東西に長い不整な楕円形で、断面形は逆台形である。規模は東西１．８８ｍ、南北１．０６

ｍ、深さは２０㎝を測る。

埋　　土　上層には細砂粒混じり灰白色シルト質極細砂、下層は極細砂混じり黒褐色シルト質極細砂が

堆積する。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ１２６（図版２１１　写真図版２３８）
検出状況　調査区南端に位置し、ＳＫ１２７と並ぶ。土坑の北半は調査区外にある。

形状規模　平面形は東西に長い隅丸長方形と考えられ、断面形は逆台形である。中位に浅い段を持つ。

規模は東西３．１５ｍ、南北１．１５ｍ以上、深さは３０㎝を測る。

埋　　土　最下層に灰色極細砂質シルトが、中層には灰色・褐灰色のシルト質極細砂が堆積している。

上層には褐灰色極細砂が堆積している。

出土遺物　須恵器坏蓋（９１７）・坏身（９１８）・壺（９１９）、土師器壺（９２０）が出土した。
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ＳＫ１２７（図版２１１）
検出状況　調査区南端に位置し、ＳＫ１２６と並ぶ。

形状規模　平面形は東西に長い不整な五角形で、断面形は浅い皿状である。規模は東西１．５８ｍ、南北

１．５０ｍ、深さは１８㎝を測る。

埋　　土　全体に褐灰色極細砂～シルト質極細砂が堆積するが、最上層には地山のブロックが入る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ１２８
検出状況　調査区南端に位置し、土坑の一部は調査区外にある。

形状規模　検出した平面形は半円形で、断面形は浅い皿状である。規模は南北約１．０ｍ、東西検出長０．６０

ｍを測る。

埋　　土　黒褐色シルトが堆積している。

出土遺物　須恵器有蓋高坏（９２１・９２２）・坏身（９２３）、土師器高坏（９２４）が出土した。

ＳＫ１２９（図版２１２）
検出状況　調査区南端に位置し、ＳＫ１２８と隣接し、ＳＫ１３０に切られる。

形状規模　平面形は南北に長い卵形で、断面形は凹凸がある。規模は南北１．１０ｍ、東西０．８０ｍ、深さは

１４㎝を測る。

埋　　土　極細砂質シルトと地山土がブロックで含まれる。

出土遺物　須恵器蓋（９２５）、坏身（９２６）、甕（９２７）が出土した。

ＳＫ１３０（図版２１２　写真図版２３８）
検出状況　調査区南端に位置し、ＳＫ１２８と隣接し、ＳＫ１２９を切る。

形状規模　平面形はくびれをもつ形で、南側に向かって広がりをみせる。断面形は箱形、南側は調査区

外にある。規模は南北１．８０ｍ以上、東西１．１０ｍ以上、深さは１６㎝を測る。

埋　　土　褐灰色シルト質極細砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ１３１（図版２１２　写真図版２３８）
検出状況　調査区南端に位置し、ＳＫ１３０に切られている。

形状規模　大半が調査外にあり扇形に検出した。断面形は逆台形である。中位に浅い段を持つ。規模は

南北０．６８ｍ、東西０．７０ｍ分を検出した。深さは１５㎝を測る。

埋　　土　褐灰色シルト質極細砂である。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ１３２（図版２１２　写真図版２３８）
検出状況　調査区南端に位置し、ＳＫ１２９と隣接する。

形状規模　平面形は南北に長い卵形で、断面形は浅いＶ字である。規模は南北１．２７ｍ、東西０．９６ｍ、深

さは１２㎝を測る。

埋　　土　褐灰色シルト質極細砂に地山土がブロックで含まれる。

出土遺物　製塩土器（９２８）が出土した。

ＳＫ１３３（図版２１２）
検出状況　調査区南端に位置し、ＳＫ１３２と隣接する。
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形状規模　平面形は東西に長い隅丸長方形で、断面形は逆台形である。中位に浅い段を持つ。規模は東

西０．８６ｍ、南北０．６８ｍ、深さは１８㎝を測る。

埋　　土　褐灰色シルト質極細砂である。

出土遺物　遺物は出土していない。

ＳＫ１３４（図版２１２）
検出状況　調査区南端に位置し、ＳＫ１３３と隣接する。

形状規模　平面形は南北に長い俵形で、断面形はＵ形である。規模は南北１．３０ｍ、東西１．００ｍ、深さは

３０㎝を測る。

埋　　土　褐灰色シルト質極細砂に地山土がブロックで含まれる。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＤ２５８（写真図版２３８）
検出状況　６８区北西部に位置する。

形状規模　東西方向（Ｎ７９°Ｅ）に走る直線的な溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．６０ｍ、深さ２５

㎝、延長６．００ｍ以上を測る。

埋　　土　埋土は上層が灰黄褐色、下層が褐灰色のシルト～中砂である。

出土遺物　須恵器坏蓋（９２９）が出土している。

１２．６９区（図版２０９・２１０　写真図版２３９）
　Ｙ字状を呈する６８区と６９区は６５区から続く南東部を６８区、６２区から続く北西部から西部を６９区とした。

今回の調査地点の東端に位置し、苫編の現集落との間に３ｍ程度の段差がある。

ＳＫ１３５
検出状況　調査区西半に位置し、ＳＫ１３６と隣り合う。また、土坑の南端は調査区外にある。

形状規模　平面形は南北に長い不整な楕円形である。規模は南北０．８０ｍ以上、東西０．４０ｍ、深さは１５㎝

を測る。

出土遺物　図示できる出土遺物はない。

ＳＫ１３６
検出状況　調査区西半に位置し、ＳＫ１３５と隣り合う。また、土坑の南端は調査区外にある。

形状規模　平面形は南北に長い隅丸長方形である。規模は南北２．４０ｍ以上、東西２．２０ｍ、深さは１５㎝を

測る。

出土遺物　須恵器碗（１５６０）、土師器碗（１５５９）が出土した。

ＳＤ２５９
検出状況　調査区西端に位置する。切れ切れに南北方向に検出した。

形状規模　Ｎ６°Ｅ前後の南北方向に走る溝である。浅い皿状の断面をもち、規模は幅０．８０ｍ、深さ１５㎝、

延長５．００ｍ以上を測る。

出土遺物　土師器甕（８６３）が出土した。

備　　考　溝は西側との間に落差をもっており、約２．０ｍの間を空けて西側に同規模の溝が存在する。

このことから、２本の溝は大畦畔の側溝の可能性が高い。
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第４章　発掘調査の成果－遺物－

第１節　遺物の概要
　池ノ下遺跡は広大な面積の調査を実施したため、旧石器時代から近代に至る遺物が出土した。また遺

物の種類も土器・土製品、石器・石製品、ガラス製品、金属器、木製品など多種な遺物が出土した。

　遺物の出土状況は第３章の遺構の説明で述べたため、本章では時代ごとの土器・土製品と土器以外の

石器・石製品、ガラス製品、金属器、木製品について種類ごとに成果を述べる。なお、ガラス製品はガ

ラス玉１点であったため、石器・石製品と一緒に含めた。

第２節　縄文時代の土器
１．概要
　縄文土器は中期と晩期のものが出土している。晩期の土器は突帯文土器で流路から出土したものが多

い。中期の土器はＳＸ００１が同時期の流路に埋没したものであるが、ほかの多くは新しい時期の遺構から

混入して出土したものが多い。

２．Ｃ地区
１９区（図版２１３　写真図版２４２）
ＳＤ０１５
　１は鉢の底部で上げ底である。磨滅が著しい。

ＳＤ０１６
　２は深鉢の体部で、外面は条痕による調整を行う。横位の突帯を貼り付け、細い円形刺突を付加する。

２１区（図版２１３　写真図版２４２）
ＳＤ０２１
　３は深鉢の体部で、磨滅が著しい。横位の突帯を貼り付け、キザミを付加する。

３．Ｄ地区
２８区（図版２１３　写真図版２４０）
ＳＤ０４５
　縄文土器深鉢である。４・５は口縁部が単純に外反する。６～８は突帯文土器である。６・７は口縁

部で、口縁部から下がった位置にキザミのない突帯を付ける。８は頸部と体部の境界で稜が明瞭である。

ＳＤ０４９
　９は深鉢の体部上半部の破片で、くびれ部に刺突を行う。

３０区（図版２１３　写真図版２４０）
ＳＤ０４７
　１０は深鉢の頸部と体部の境界部分で、突帯をめぐらす。
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３３区（図版２１３　写真図版２４０）
ＳＤ０７６
　１１は深鉢の体部上半部の破片で、横方向の半截竹管による横方向の条線文を全面に施したのち、上か

ら縦方向に半截竹管によるジグザグ文を切りながら施文する。

ＳＤ０５８
　１２は波状口縁深鉢の口縁部で急角度に内折する。口縁外面には３列の円形刺突充填し、円孔を設ける。

屈折部にキザミを加える。

３７区（図版２１３　写真図版２４０）
ＳＤ０４５
　縄文土器深鉢（１３）は単純に外反する口縁部で、外面は横方向のケズリの後、ナデている。１４は上げ底

の底部である。

４．Ｅ地区
４２区（図版２１３　写真図版２４７）
ＳＤ１２０
　１５は突帯文土器の口縁部で、口縁部から下がった位置にキザミのない突帯を付ける。１６は上げ底の底

部である。

５．Ｆ地区
４６区（図版２１３　写真図版１７・２４１）
ＳＸ００１
　１７はほぼ完形の深鉢である。最大径が口縁部と体部中央にあり、体部上部で一度くびれる。口縁部は

内弯する。体部は下半部が左上がり、上半部は横方向の条痕文を施す。口縁部は５単位の緩やかな波状

を呈し、縄文を施文する。波状部分の膨らみを生かして上下に沈線をめぐらせ、上部に連続「つ」字状

の単位文を描き、磨り消す。１８は平底で１７の底部の可能性がある。１９・２０は無文である。

５５区（図版２１３　写真図版２４８）
ＳＤ１６５
　２１は突帯文土器の口縁部で、口縁部から下がった位置に突帯を貼り付け、弱いキザミを付加する。

第３節　弥生時代の土器
１．概要
　弥生時代の遺構には竪穴住居・土坑・溝・池状遺構などがある。竪穴住居からは実測できる土器が出

土しなかったため、土坑と溝と池状遺構から出土した土器を図化している。溝の土器には古墳時代以降

の溝に含まれていたものがある。

第３節　弥生時代の土器



－　１１９　－

２．Ａ地区
２区（第１図　写真図版２４２）
ＳＤ００２
　２２は大形の「く」字状口縁鉢で、体部はタタキ整形を行う。

ＳＤ００１
　２３は壺の底部である。底部から体部にかけて接地黒斑が存在する。

３．Ｃ地区
１９区（第１図　写真図版２４２）
ＳＤ０１６
　２４は広口壺で、球形の体部に外反する口縁部が付く。２５は長頸壺の口頸部で、外面は縦ミガキ、内面

は横ハケである。

ＳＤ０１４
　２６は壺の底部である。
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第１図　遺物　土器　２２～２６

第４章　発掘調査の成果－遺物－



－　１２０　－

４．Ｄ地区
２８区（図版２１４　写真図版２４３・２４４・２５２）
ＳＤ０４５
　壺・甕がある。壺２７は広口壺で、頸部に２条の突帯をめぐらし、口縁部は下方に拡張し、４条のキザ

ミを加えた凹線文をめぐらし、円形浮文を貼り付ける。口縁内面には２条の突帯をめぐらし、キザミを

加える。壺２９は肩部に２条のキザミ目突帯を貼り付ける。甕２８は「く」字状口縁甕で、口縁端部は上方

につまみ上げる。底部側面に接地黒斑、肩部に覆接触黒斑が残る。甕３０は底部の破片である。甕３１は平

底で、体部外面は縦方向にミガキ、内面は縦方向にケズリを行う。

ＳＤ０４７
　３２は広口壺で、口縁部は下方に拡張し、４条の凹線文をめぐらし、キザミを加える。口縁内面には突

帯をめぐらし、キザミを加える。３３は口縁部が大きく外弯する広口壺で、口縁端部にキザミを加える。

口縁内面には横方向のミガキを行う。３４は広口壺で、口縁部は下方に拡張し、４条の凹線文をめぐらす。

口縁内面には突帯をめぐらす。３５は「く」字状口縁甕で、口縁端部は上方につまみ上げる。外面にはス

スが付着する。

ＳＤ０４６
　３６は「く」字状口縁甕で、口縁端部は上下に拡張する。内外ともハケ調整である。３７は口縁端部にキ

ザミをもつ前期の甕である。３８は壺の底部で、下半部外面は縦方向のミガキ、体部中央は横方向のミガ

キを行う。内面はハケ調整行い、底面には爪痕が残る。外面にはススが付着する。３９は壺の底部で、下

半部外面は縦方向のミガキを行う。４０は「く」字状口縁甕で、外面下半部は被熱による剥離が著しい。

上半部はハケ調整でススが付着している。内面にはコゲが残る。４１は長頸壺の口頸部で、頸部外面は縦

ハケ、口縁部は強くヨコナデを行う。４２は口縁が内傾する無頸壺である。内面は火回不良黒斑である。

４３は広口壺の口縁で、大きく外反し、口縁端部は拡張し、凹線をめぐらす。４４は外反する口縁の甕で、

口縁端部は拡張する。４５は甕の底部で、外面はハケ調整、内面はケズリを行う。４６は脚台部で脚端部は

拡張し、垂下する。脚外面は４条の凹線をめぐらし、裾部に円孔を開ける。内面は横方向に強いケズリ

を行う。

３０区（図版２１５　写真図版２４７・２５４）
ＳＤ０４９
　４７は外反する甕の口縁である。４８は広口壺で口縁部は外反し、口縁端部は拡張し、凹線文をめぐらす。

体部内面は横方向にケズリを行う。４９は椀形高坏の坏部で腰部に凹線を３条めぐらす。

ＳＤ０４７
　５０は有稜高坏の坏部で、内面は横方向のミガキが残る。口縁部に黒斑が残る。５１は直口鉢で、内外と

も縦方向のミガキを行う。

３４区（図版２１５　写真図版２４５・２４６）
ＳＷ０１１
　５２は広口壺の口縁で、端部には綾杉状のキザミを施す。５３は壺の底部で外面は縦方向のミガキを行う。

５４は「く」字状口縁甕で、口縁端部は拡張する。体部は内外面ともハケ調整を行う。５５は甕の底部で、

焼成後穿孔を行う。体部はミガキを行い、ススが付着する。

第３節　弥生時代の土器



－　１２１　－

ＳＤ０６２
　５６は広口壺の口頸部で大きく外弯する。５７は広口壺の口縁部で、端部は下方に拡張し、４条の凹線文

をめぐらし、棒状浮文を貼り付ける。口縁内面には２条の突帯をめぐらす。５８は広口壺の口頸部で直立

する頸部から口縁部は外反する。５９は壺の底部で、内面はケズリを行う。６０は「く」字状口縁鉢で、口

縁端部は上方に拡張している。体部外面には黒斑がある。

ＳＤ０７０
　６２は広口壺の口縁部で大きく外反する。口縁端部は上下にキザミを加える。口縁内面には押圧突帯を

貼り付ける。

ＳＤ０６９
　６３は甕の底部である。

３３区（図版２１５　写真図版２４５）
ＳＤ０６５
　６１は壺の体部上半部の破片で、５本単位のクシ工具で直線文と波状文を描く。

３５区（図版２１５・２１６　写真図版２４６・２５４）
ＳＤ０７６
　６４は弥生前期の甕の底部である。底部内面は指オサエを行い、内面下半部にはコゲが付着する。

ＳＤ０８１
　６５は外反口縁甕で、口縁直下に３条のヘラ描沈線をめぐらす。６６は甕の底部である。

ＳＤ０８３
　６７は弥生前期の甕で、口縁直下に２条のヘラ描沈線をめぐらす。６８は鉢の底部で、底部側面は指オサ

エを行う。

ＳＤ０８２
　６９は前期の壺で、扁球形の体部と頸部の境に３条のヘラ描沈線をめぐらす。７０は壺の頸部で８条以上

のヘラ描沈線を施文する。７１は壺の底部である。磨滅により調整は不明である。７２は壺の体部上部で、

４条のヘラ描沈線を施文する。７３は大形の壺で、体部上半部に２条のキザミ目突帯を貼り付ける。７４は

外反口縁甕で直線的に開く。７５は外反口縁甕で体部は丁寧なナデを行い、口縁部はヨコナデを行う。７６

は甕の底部である。７７は甕の底部で、体部下方に接地黒斑がある。

３７区（図版２１６　写真図版２４７）
ＳＤ０９９
　７８は壺の体部で算盤玉形を呈する。内外面とも剥離や磨滅が著しい。７９は水平口縁高坏の坏部で口縁

部は残存していない。内面の突帯は三角形をなす。坏部と脚部の境には２条の突帯をめぐらす。８０は無

頸壺の口縁部は大きく内弯する。口縁部に１条と体部に３条の凹線文をめぐらす。横方向のミガキを施

す。

ＳＤ０４８
　８１は長頸壺の口頸部で、外面は縦方向のミガキを行い、口縁部はヨコナデする。

ＳＤ０４６
　８２は壺の底部である。 

第４章　発掘調査の成果－遺物－



－　１２２　－

４．Ｆ地区
４５区（図版２１７　写真図版２４８）
ＳＤ１２４
　８３・８４は大形の外反口縁甕の口縁部で、磨滅が著しい。８５は大形の甕の底部である。８４と８５は胎土が

同一のため同一個体の可能性が高い。

４６区（図版２１７　写真図版２４８）
ＳＤ１２７
　８６は直口壺で、口縁部は拡張し、端部にキザミを加える。口縁直下には低い押圧突帯を３条貼り付け

る。体部はクシ描波状文を施文する。８７は甕の底部である。

４９区（図版２１７　写真図版２６８・２７０）
ＳＤ１３８
　８８は壺の口頸部で口縁部は外反し、端部に沈線が１条めぐる。８９は外反口縁甕で、口縁端部にはキザ

ミを加え、口縁直下にクシ描沈線を２条めぐらす。

５１区（図版２１７　写真図版２４８）
ＳＤ１４６
　９０は「く」字状口縁甕で、口縁端部は丸く仕上げる。胎土は精緻で、体部外面にはススが付着する。

５３区（図版２１７　写真図版２４８）
ＳＤ１４６
　９１は脚付無頸壺で、体部と脚台部の接点はない。体部は内弯し、口縁端部が拡張する。脚部は円孔を

８か所開け、脚端部は上方に拡張し、面を作る。

５５区（図版２１７　写真図版２４８）
ＳＤ１４６
　９２は「く」字状口縁甕で、口縁端部は上方につまみ上げる。

ＳＤ１７０
　９３は脚台で、三角形の透かしを８か所開ける。脚端部は拡張する。

５６区（図版２１７　写真図版２８３）
ＳＤ１８６
　９４は広口壺の口縁部で、口縁端部にはヘラ描沈線を１条めぐらす。内面は横方向のミガキ痕跡が残る。

ＳＧ００３
　９５は壺の底部で、体部外面は横方向のミガキを行い、内面はナデ調整を行う。

５．Ｇ地区
５７区（図版２１８　写真図版２４９）
ＳＤ１８９
　９６は壺の底部である。内外面ともナデを、底部内面は指オサエを行う。９７は甕の底部で、中心からず

れた位置に焼成後の穿孔がある。

第３節　弥生時代の土器



－　１２３　－

５８区（図版２１８　写真図版２４９・２５０・２５１）
ＳＤ１９２
　９８・９９は広口壺で口頸部は大きく外反する。１００は大きく肩が張った壺で、２条の突帯を貼り付け、

キザミを加える。１０１は壺の頸部で、３条のヘラ描沈線をめぐらす。１０２は壺の頸部で、１条の突帯を貼

り付け、キザミを加える。１０３は外反口縁甕で、口縁直下に４条のヘラ描沈線をめぐらす。１０４・１０５は

壺の底部で、１０４の底部端には接地黒斑が存在する。１０６は甕の底部である。

ＳＤ１９３
　１０７は壺の体部で、５条のヘラ描沈線をめぐらす。１０８は甕の体部上半部で、４条のヘラ描沈線をめぐ

らす。１０９は甕の底部で、底部から体部にかけて接地黒斑が存在する。

ＳＤ１９４
　１１０・１１１は広口壺で、突帯を貼り付け、１１０はキザミを加える。１１２・１１３・１１５～１１７は外反口縁甕で、

口縁端部にはキザミを付ける。１１２は１条、１１３は４条、１１６は５条、１１７は６条のヘラ描沈線をめぐらす。

１１４は無頸壺で、口縁部は内傾し、突帯を貼り付ける。１１８・１１９は壺の底部である。１２０は甕の底部であ

る。

ＳＤ１９５
　１２１は小形の壺の底部で、底部に葉脈痕が残る。底部から体部にかけて接地黒斑が残る。１２２・１２３は

甕の底部である。１２４は壺蓋で、平坦な頂部には木葉圧痕が残る。

ＳＫ０５８
　１２５は広口壺で、口頸境に３条のヘラ描沈線をめぐらす。１２６は外反口縁甕で、口縁直下に３条のヘラ

描沈線をめぐらす。１２７・１２８は甕の底部で、１２７は底面に接地黒斑が残る。

ＳＤ２０１
　１２９・１３０は壺の体部の破片で、頸体境に２条のヘラ描沈線をめぐらす。１３１は広口壺で、口頸境に３

条のヘラ描沈線をめぐらす。１３２～１３４は壺の底部である。１３５は甕の底部である。１３７・１３９・１４０は外反

口縁甕で、口縁端部にキザミを付け、口縁直下には４条のヘラ描沈線をめぐらす。１３８は外反口縁甕で、

体部は直線的である。口縁直下には６条のヘラ描沈線をめぐらす。１４１・１４２は「く」字状口縁甕で、

１４１の口縁端部は丸く収ており、１４２の口縁端部は上方に拡張し、面を作る。

第４節　古墳時代初頭の土器
１．概要
　池ノ下遺跡の今回の調査の中で遺物量が一番多い。古墳時代初頭の遺構は竪穴住居・土坑・流路・

溝・土器溜りなどがある。

２．Ｄ地区
２３区
ＳＫ０１５（図版２２０　写真図版２５３）
　１４３は甕Ａａである。

第４章　発掘調査の成果－遺物－



－　１２４　－

２０．２８区
ＳＤ０４８（図版２２０　写真図版２５２）
　壺・甕・鉢が出土した。

　壺は二重口縁壺と短頸壺がある。

　二重口縁壺はＣ（１４４）とＤ（１４９）があり、１４４の体部は縦方向のハケ調整のち、口縁部の内外も含めて横

方向のミガキで仕上げる。１４９は頸部を横方向のミガキで仕上げる。短頸壺Ａ（１４６）は球形の体部に短く

直立する口縁部が付く。

　甕はＡ（１４５）と底部（１４７・１４８・１５０～１５２）がある。１４５は口縁部から体部上半部にかけて覆接触黒斑が

ある。１４７は底部に接地黒斑が、内面には熾溜黒斑があるため、直立して焼成を行っていることがわか

る。１４８には外面にススが、内面にはコゲが付着する。１５０の底部から体部にかけて、接地黒斑がある。

１５１の底部外面中央部には窪みが残り、接地黒斑がある。内面には熾溜黒斑があり、体部外面にはスス

が付着している。１５２の底部内面および周縁は指オサエで整形しており、上げ底である。体部外面下部

の一部には布目圧痕が付着する。内面には熾溜黒斑が残り、体部外面中央部にはススが付着する。

包含層
　遺構に伴わない遺物には壺と甕がある。

　１５３は甕Ｌｂの口縁部である。１５４は壺の底部で、底部に「×」のヘラ記号がある。

３０区（図版２２０　写真図版２５４）
ＳＤ０４９
　鉢と二重口縁壺がある。

　鉢Ｃｂ（１５５）は丸底で、低い脚台が付く。体部下半部から底部の一部にかけて接地黒斑がある。

　二重口縁壺（１５６）は大きく水平に広がる口頸部から屈折して斜め上方に口縁部が付く。

３４区（図版２２０　写真図版２４５）
ＳＤ０７２
　１５７は広口壺で磨滅が著しいが、体部上半部にミガキが残る。

３５区（図版２２０　写真図版２５３・２５４）
ＳＤ０７８
　１５８は壺の体部で、算盤形を呈する。底部から体部下半部にかけて接地黒斑がある。

ＳＤ０７９
　１５９は甕で、体部上半部から口縁部にかけて、タタキ整形を行う。

ＳＤ０８３
　１６０は二重口縁壺で球形の体部上半部の外面は縦方向のハケ調整の後、横方向のハケ調整によって仕

上げる。内面は横方向のケズリを行う。

ＳＤ０７７
　壺・甕・鉢が出土した。

　壺は底部（１６１）があり、内外ともハケ調整である。

　甕はＤ（１６２）と底部（１６５）がある。１６２の体部上半部の外面は縦方向のハケ調整の後、横方向のハケ調

整によって仕上げる。内面は横方向のケズリを行う。１６５は底部外面に木葉圧痕が残る。底部から体部

下半部には接地黒斑があり、対する内面に熾溜黒斑がある。

第４節　古墳時代初頭の土器



－　１２５　－

鉢は底部（１６３・１６４）があり、丸底気味の平底である。１６３は右上がりのタタキ、１６４は下部が縦方向のタ

タキ、上部が横方向のタタキである。１６３の体部下半部には接地黒斑があり、対する内面には熾溜黒斑

がある。

３７区（図版２２０　写真図版２５４）
ＳＤ０９２
　１６６は甕で、体部上半部から口縁部にかけて、タタキ整形を行う。口縁部にススが付着する。

３．Ｆ地区
４６区（第２図　写真図版２５５）
ＳＤ１３２
　甕がある。甕Ａｂ（１６７）は体部外面に被熱による剥離が著しい。剥離部分にはモミ痕跡が残る。甕Ｊｂ

（１６８）は縦長の体部に外面はハケ調整、内面は横方向のケズリを行う。体部中央部にススが付着する。

４７区（第２図　写真図版２５５）
ＳＤ１３２
　１６９は二重口縁壺の口縁部である。
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ＳＤ１３１
　１７０は鉢Ｄｂで、内外とも横方向の細かいミガキを行う。底部には接地黒斑が存在する。１７１は鉢の底

部で窪み底である。体部下半部に接地黒斑がある。

ＳＤ１３０
　１７２は鉢Ａａで、外面にはかすかにタタキが残り、内面には黒斑が存在する。１７３は壺の底部で、底部

には木葉の圧痕が残る。底部から体部下部にかけて接地黒斑が、対する内面には熾溜黒斑が存在する。

ＳＤ１３３
　１７４は甕Ｐｂ１で肩部に覆接触黒斑がある。

４９区（図版２２１～２２５　写真図版２５６～２６３・２６８～２７１）
ＳＤ１３８
　壺・甕・鉢・有孔鉢・高坏・器台・小型器台・小型丸底壺が出土した。

　壺は広口壺・二重口縁壺と短頸壺がある。

　広口壺はＡ（１７５・１７６）とＢ（１７７～１８１）と１８３がある。１７５は頸部外面を縦方向のミガキ、内面に横方向

のミガキを行う。口縁上部には黒斑が存在する。１７６は体部内面に明瞭な粘土紐接合痕跡が残る。１７７は

口縁端部に沈線が１条めぐる。頸部外面は縦方向のミガキ、口縁部内面は横方向のミガキを行う。１７８

は球形の体部で、底部内面は剥離している。１７９は口縁端部を丸く仕上げる。１８０は口縁部内面に黒斑が

存在する。１８１は口縁端部を上方につまみ上げている。口縁部内面には２㎜程度の虫？の圧痕が残って

いる。１８３は口頸部外面に突帯を貼り付け、二重口縁状にしている。

　二重口縁壺（１８２）は、口頸部の内外ともに丁寧な横方向のミガキを行う。短頸壺（１８４）は球形の体部に

短く外反して立ち上がる口頸部が付く。体部下半部は縦方向に、上半部は横方向に丁寧な磨きを行う。

体部下半部には接地黒斑が、対する内面には熾溜黒斑が、体部上半部には覆接触黒斑が存在する。短頸

壺Ａｃ（１８６）は体部から口縁部にかけて黒斑が残るため、横倒し状態で焼成を行ったことがわかる。壺の

体部（１８７）は最大径部に幅広の上下が突出した突帯を貼り付ける。壺の底部（１８８）は底部には接地黒斑が、

対する内面には熾溜黒斑が存在する。

　甕はＡａ（１９１～１９３・２０２・２０４～２０７）・Ａｂ（１９４～１９８・２２８）・Ｃａ（２０３）・Ｅ（２０８）・Ｆ（２１１）・Ｌｂ（２１２～

２１４）・Ｊａ（２１５～２１８）・Ｍ（２１９・２２０）・Ｋ（２２１～２２３）・底部（２０９・２１０）がある。

　１９１は口縁部直下以外の体部と口縁部にススが付着し、特に体部最大径部に層状のススが付着してい

る。内面下部には部分的にコゲが残存する。１９２の底部付近はススの酸化部であり、体部下半部にはス

スが、上半部には薄いススが付着する。１９３は口縁部外面に粘土紐接合痕跡が残る。１９４は口縁部直下以

外の体部と口縁部にススが付着し、内面下部には付着物がある。１９５は外面に部分的なタタキが残る。

１９６は内面に熾溜黒斑が存在する。１９７は口縁部直下以外の体部と口縁部にススが付着し、底部付近はス

スが酸化している。１９８は外面にススが付着しており、肩部には覆接触黒斑が存在している。１９９・２００

は口縁から肩部にススが付着している。２０１の体部上半部は細かいタタキで仕上げる。外面全体にスス

が付着し、最大径部は層状のススが付着する。内面下半部はコゲが付着する。２０２は外面にススが付着

しており、特に最大径部は層状のススが付着している。２０３は外面にススが付着しており、特に最大径

部は層状のススが付着し、被熱による剥離がある。内面の下部にはコゲが存在する。２０４は外面の最大

径部にわずかにススが残っている。２０５は下膨れの体部で、下半部は広葉樹のハケ調整を行う。中央部

以下はススが付着している。２０６は体部外面にススが残り、口縁内面には黒斑が存在する。２０７は体部下
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半部にススが付着している。２０８は小形であるが、器壁が厚い。２０９は体部下半部に接地黒斑が存在する。

２１０は底部に植物質の圧痕が残る。底部の半分から体部下半部にかけて接地黒斑が存在する。

　２１１は磨滅が著しい。２１２は体部の最大径部にススが付着している。２１３の体部下半部は縦方向のミガ

キを行い、ススが付着している。部分的に被熱による剥離が存在する。２１４は体部から口縁部にかけて

黒斑があり、最大径部にススが付着している。内面にはコゲが付着する。２１５・２１６は口縁部外面にスス

が付着している。２１７は体部上面にススが付着している。２１８は底部外面に黒斑が存在する。２１９・２２０は

体部上半部から口縁部にかけてススが付着しており、２２０は最大径部に層状のススが付着している。２２１

～２２３は口縁部外面にススが付着しており、２２２は口縁部内面にコゲが付着している。２２８は体部下半部

に接地黒斑が、対する体部上半部には覆接触黒斑がある。

　鉢はＡｂ（２２４・２２５）・Ｂ（２２６・２２７・２５２・２５３）・Ｃａ（２２９～２３３）・Ｄｂ（２３４・２３７）・Ｄｃ（２３８）・Ｄａ（２４２～

２４５）・Ｅ（２４６）がある。

　２２４は体部下半部に黒斑が存在する。体部はタタキを行い、下半部はミガキを行う。２２５は体部内面に

コゲが付着している。２２６は磨滅が著しいが、外面にはタタキ痕跡がわずかに残る。２２７は内外ともにハ

ケ調整を行う。底部から体部下半部にかけて接地黒斑がある。体部内面下半部にはコゲが付着する。

　２５２は磨滅が著しく調整は不明である。２５３の体部はタタキで整形している。２２９は体部下半部に接地

黒斑がある。２３０・２３１は体部から底部にかけて接地黒斑がある。２３２・２３５は磨滅が著しく調整は不明で

ある。２３３は体部に接地黒斑がある。２３４は指オサエで整形し、外面はナデて仕上げている。２３６の底部

は木葉痕跡の上からヘラ描で「×」を記している。２３７の底部は指オサエで整形しており、底部内面に

は熾溜黒斑がある。２３８は全体をハケ調整し、内面のみナデて仕上げる。２３９は内面に黒斑がある。２４０

は脚台部に黒斑がある。２４２の底部付近に接地黒斑がある。２４３は半球形で、タタキ後ナデている。２４４

は丸底の底部はヘラケズリを行う。２４５は丸底の底部付近に指オサエの痕跡が残る。２４６は体部から口縁

部まで直立する。鉢底部（１８９・１９０）の内面は丁寧なナデ、１８９の外面はハケ調整後ミガキ、１９０はタタキ

後ミガキを行う。

　製塩土器（２４１）は脚台部のみで、指オサエで仕上げる。

　有孔鉢にはＡ（２４７）とＢ（２４８）がある。２４７はタタキ仕上げで、体部下半部に接地黒斑がある。２４８は縦

方向のハケ仕上げである。

　高坏にはＡ（２４９）とＡｂ（２５０）とＤａ（２５４）と脚（２５１・２５７・２５８）がある。

　２４９は坏部中心の脚部内面には軸孔がある。ほぼ完形に近いが黒斑は存在しない。２５０は坏部・脚部と

もに外面は細かい横方向のミガキを行う。２５１は脚部外面をハケ調整する。２５４は口縁端部に擬凹線を施

す。２５５の脚部外面は縦方向、内面は横方向のハケ調整を行う。２５６は脚部外面をミガキ、内面を横方向

のハケ調整を行う。２５７の脚柱部外面は細かい横方向のミガキを行う。脚部内面には軸孔があり、脚部

内面に布痕跡が残る。脚端部には黒斑がある。２５８の脚柱部は中実で、脚端部の接地面は未調整である。

　器台はＡ（２６１～２６３）とＢ（２６０）と脚部（２６４）がある。

　２６０の受部内面は横方向、外面は縦方向のミガキを行う。２６１・２６２は全体に内外とも縦方向のミガキ

で仕上げる。２６３は磨滅により調整は不明である。２６４の外面は縦方向のミガキで仕上げる。器台Ａの可

能性が高い。

　小型器台Ｂ（２６５）は一部に縦方向のミガキの痕跡があるが、磨滅のため不明である。

　小形丸底壺（１８５）の体部は横方向の丁寧な細かいミガキ調整を行う。底部から体部下半部にかけて接
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地黒斑が存在する。

　壺蓋（２５９）は円柱状のつまみ部である。

５１区（図版２２５　写真図版２６４）
ＳＤ１４６
　２６６は小型器台Ｂで、脚部は貫通している。

５３区（図版２２５　写真図版２６４）
ＳＤ１５７
　２６７は壺の体部上半部で、ヘラで不規則な蛇行線を描いている。

５５区（図版２２５　写真図版２６４）
ＳＤ１７２
　壺・甕・鉢が出土した。

　壺には広口壺Ａ（２６８）と他（２６９・２７０）がある。２６８は小さな平底で、接地黒斑が全体にあることから、

直立して焼成していることがわかる。２６９は扁球形の体部で、下半部は縦方向、最大径部は横方向のミ

ガキを行う。壺底部２７０は未調整で、底部から体部下半部にかけて接地黒斑があり、対する内面には熾

溜黒斑がある。

　甕Ｅｂ（２７１）は外面の一部にススが残るが、不明瞭である。内面には帯状のコゲが付着する。

　鉢（２７２）は底部に低い脚台状の突出部を付け、上げ底にする。体部外面はタタキ後、ハケ調整を行う。

５６区（図版２２６～２３１　写真図版２６５～２６７・２７２～２８４）
ＳＤ１８６
　壺・甕・鉢・有孔鉢・高坏・壺蓋が出土した。

　壺には広口壺・二重口縁壺・短頸壺・直口壺・底部がある。

　広口壺はＡ（２７３・２７４）と頸部（２７５）がある。

　２７３は口頸部が大きく外反する。２７４は球形の体部に大きく外反する口頸部が付く。頸部には部分的に

縦のキザミを４箇所付ける。肩部には４条のクシ描波状文を２列施文する。２７５は頸部外面を縦方向の

ミガキ、口縁部内外面を横方向のミガキで仕上げる。外面にススが付着する。

　二重口縁壺（２７７）は扁球形の体部に口頸部が付く。体部下半部はタタキ痕跡が残る。肩部と口縁部の

内外面にはクシ描波状文を施文する。

　直口壺（２７８）の口頸部外面は縦方向、内面は横方向のハケ調整を行う。

　短頸壺（２７９）はほぼ完形で、体部下半部には接地黒斑が、対する内面には熾溜黒斑が、体部上半部に

は覆接触黒斑が存在する。

　壺口縁部（２７６）は水平に広がる口縁部である。壺底部（２８０）の体部外面はタタキを行う。

　甕にはＡａ（２８２）・Ａｂ（２８３・２８４）・Ｂ（２８５・２８６）・Ｃ（２８７・２８８）・Ｅａ（２８９）・Ｌｂ（２９０～２９５）・Ｌａ（２９６）

がある。

　２８２は体部外面及び口縁部上部にススの付着があり、中央部には層状のススが付着している。２８３は底

部から体部下半部にかけて接地黒斑がある。体部最大径部分にはススが付着している。２８４は底部を中

心に被熱による剥離が著しい。体部下半部にはススが付着している。２８５は細かい横方向のタタキを行

う。２８６は体部上半部を横方向のハケ調整で仕上げ、内面はケズリを行い、薄く仕上げる。口縁内面に

はコゲが付着する。他地域の胎土である。２８７は球形の体部で、内外ともハケ調整を行う。２８８は体部と
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口縁端部にススが付着する。２８９は内外とも、磨滅が著しく、調整は不明である。２９０は外面全体にスス

が付着しており、最大径部と頸部に層状のススが付着している。内面底部付近にはコゲが残っている。

２９１は口縁部外面に黒斑がある。２９２の体部外面は縦方向のハケ調整、内面は中央部までを斜めに、上部

は横方向のケズリを行う。２９３の底部付近以外はススが残り、最大径よりやや下部に層状のススが残っ

ている。２９４の内面は火回不良黒斑で暗灰色を呈している。外面頸部にはススが付着している。

　２９５は底部内面に熾溜黒斑がある。外面は底部を除く体部にススが付着する。２９６は外面にススが付着

しており、最大径部に層状のススが付着する。体部下半部はススが酸化しており、対する内面にはコゲ

が付着する。

　鉢はＡａ（２９８）・Ａｂ（２９７）・Ｄａ（２９９）・Ｄｂ（３００・３０１）・Ｃａ（３０２）・Ｅ（３０３）・Ｇａ（３０５・３０６）・Ｄｃ（３０７～

３１０）・底部（２８１）がある。

　２９８は外面全体にススが付着している。２９９の体部外面に黒斑がある。３００・３０２は体部下半部に接地黒

斑がある。３０１は口縁部に黒斑がある。３０３は底部から体部下半部に接地黒斑があり、対する口縁部には

覆接触黒斑がある。３０４は不明であるが、尖底部分は指オサエで、整形している。３０５の内面は火回り不

良黒斑で、褐灰色である。体部外面最大径以下と頸部にはススが付着している。３０６の体部は球形で、

横方向のミガキで仕上げている。３０７～３０９は磨滅のため、調整は不明である。３１０の体部はタタキ後、

縦方向のハケ調整を行う。２９７は小さな平底の底部である。２８１は底部で、体部外面はタタキを行い。内

面はミガキを行う。

　有孔鉢はＢ（３１１～３１３）・Ａ（３１４）がある。

　３１１は体部に接地黒斑が、対する口縁部には覆接触黒斑がある。３１２は底部から体部中央にかけて接地

黒斑がある。３１３は体部下半部に接地黒斑が、対する底部内面には熾溜黒斑がある。３１４は底部から体部

にかけて接地黒斑がある。

　高坏はＡｂ（３１５）・Ａａ（３１６）・Ｄａ（３１７）・脚部（３１８・３１９）がある。

　３１５は磨滅が著しいが、脚部に細かい横方向のミガキを行う。３１６の脚部内面には軸孔がある。口縁部

内面は横方向の細かいミガキを行う。３１７の体部外面及び口縁部内面に横方向のミガキを行う。３１８は坏

部が欠損し、脚裾部の内外にススが付着しているため、蓋として使われた可能性がある。３１９は磨滅の

ため、調整は不明である。

　壺蓋は３２０・３２１がある。

　３２０は体部の内外ともに縦方向のミガキを行う。３２１は内外ともにナデを行い、口縁端部に黒斑がある。

ＳＤ１８０
　壺・壺蓋・甕・鉢・製塩土器・手焙・高坏・小型器台・小型丸底壺・粘土塊が出土した。

　壺には二重口縁壺（３２２・３２３）・底部（３２４・３２５）がある。

　３２２・３２３は口縁部をヨコナデする。３２４は体部下半部に黒斑がある。３２５は底部に葉脈の圧痕が残る。

底部全面から体部下半部にかけて接地黒斑がある。

　壺蓋（３２６）は小形の直口壺の蓋で、半球形で、双孔の紐穴が対に存在する。

　甕はＡａ（３２７～３２９）・Ｃａ（３３２）・Ｅａ（３３３）・Ｃａ（３３４）・Ｊａ（３３６）・Ｊｂ（３３７）・Ｊ（３４２）・Ｉ（３３８～３４１）・他

（３３０・３３１・３３５）がある。

　３２７は体部の最大径部と口縁部にススが付着する。体部内面には粘土紐の接合痕跡が明瞭に残る。３２８

は体部の最大径部と口縁部にススが付着する。３２９は短い口頸部の甕である。体部最大径部に覆接触黒
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斑がある。３３０～３３２は球形の体部である。磨滅のため、調整は不明である。３３３は縦長の体部で、タタ

キ調整の後ナデを行う。３３４は体部上半部と口縁部外面にススが付着する。３３５の体部外面は細かいタタ

キを施し、内面は横方向のケズリを行い、薄く仕上げる。生駒西麓の胎土である。３３６・３３７は体部内面

を横方向にケズリ、薄く仕上げる。３３７は体部上半部から頸部にかけてススが付着している。３３８・３４０

は磨滅が著しく、調整は不明である。３３９は体部内面に指オサエの痕跡が残り、口縁部はヨコナデであ

る。３４１の体部外面はヘラミガキを行う。内面は上半部に指オサエの痕跡が残り、最大径以下は縦方向

のケズリを行う。３４２は底部で、底部内面は指オサエの後、高い部分のみケズリを行う。外面はススが

付着するが、底面は酸化してススがとんでいる。

　鉢はＤｃ（３４５・３４７）・鉢Ｆ（３６５）・手捏（３６３）・底部（３４３・３４４・３６４）がある。

　３４３は平底で、内面はナデを行う。他地域の胎土である。３４４は窪み底で未調整である。体部外面は縦

方向のタタキを行う。３４５の脚台部は指オサエによって整形している。３４７の鉢部内面は磨滅が著しく詳

細は不明であるが、ミガキを行う。３６３は手捏で、口縁内面に稜を作る。３６４は小さな平底の鉢である。

３６５は磨滅が著しく調整は不明である。

　製塩土器（３４６・３４８）は指オサエによって、脚台を作っており、３４６の内面にはコゲがある。

　手焙（３４９）は覆部の一部である。

　高坏はＡｂ（３５０）・Ｂ（３５１）・Ｃｂ（３５２）・脚部（３５３～３５７）がある。

　３５０の口縁部外面は横方向のミガキを行う。口縁部の内外に黒斑がある。３５１・３５２は磨滅のため調整

は不明である。３５３は坏部・脚部外面ともに横方向の細かいミガキを行う。３５４は脚部に３方向の円孔を

開ける。外面は縦方向のミガキを行う。高坏Ｄの脚部である。３５５の透かし孔は存在しない。内外とも

縦方向のミガキを行う。鉢や壺の脚台の可能性がある。３５６・３５７は椀形高坏の脚台である。

　小型器台はＡ（３５８・３５９）がある。

　３５８は受部底面に細い孔が貫通する。３５９は受部から脚部にかけて貫通する。

　小型丸底壺は３点ある。

　３６０は体部に接地黒斑があり、対する内面に熾溜黒斑がある。３６１は口縁部下部に接地黒斑がある。

３６２は磨滅が著しく調整は不明である。

　３６６は焼成粘土塊で、表面にはタタキ痕跡、裏面には窪みがある。

ＳＫ０５７
　甕Ａａ（３６７）とＪ（３６８）が出土した。

　３６７は体部から口頸部にかけてタタキで仕上げる。３６８は底部で、内面に指オサエの痕跡が残り、コゲ

が付着する。

ＳＤ１７６
　壺（３７１）と甕（３６９・３７０）が出土した。

　３７１は壺底部で、底部から体部下半部にかけて接地黒斑があり、対する内面には熾溜黒斑がある。

３６９・３７０は磨滅が著しく調整は不明である。

ＳＫ０５５
　壺・甕・鉢・高坏が出土した。

　壺は二重口縁壺（３７２）・直口壺（３７３）・底部（３７４）がある。

　３７２は口縁部をヨコナデで仕上げている。３７３は球形の体部で、体部下半部に接地黒斑があり、体部下
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部にはススが付着している。３７４は小さな底部から体部下半部にかけて、接地黒斑がある。

　甕はＢ（３７５）・Ｃａ（３７８）・他（３７６・３７７）がある。

　３７５の体部は細かいタタキで仕上げる。３７６・３７７は磨滅しており、調整は不明である。３７８の体部はハ

ケ調整を行い、内面は横方向のケズリを行う。体部最大径部にススが付着する。

　鉢（３７９）は低い脚台部を指オサエで仕上げる。

　高坏（３８０）は坏部から脚部にかけての破片で、脚部内面は絞りの痕跡が残る。

ピット
　Ｐ５６０６からは甕Ａａ（３８１）が出土した。球形の体部にススが付着しており、特に最大径部に層状のスス

が付着している。体部上半部には吹きこぼれの痕跡がある。内面にはコゲは存在しない。

　Ｐ５６１０からは甕（３８２）が出土した。尖底の底部である。

　Ｐ５６０９からは甕（３８３）が出土した。磨滅が著しく、調整は不明である。口縁端部に、１条の沈線がめ

ぐる。

　Ｐ５６０５からは甕Ｌｂ（３８４）と底部（３８８）が出土した。３８４は口縁部をヨコナデする。３８８は底部から体部に

かけて接地黒斑がある。

　Ｐ５６１２からは甕Ｌｂ（３８５）が出土した。口縁部をヨコナデし、端部に黒斑がある。

　Ｐ５６０１からは甕Ｉ（３８６）が出土した。体部上半部内面には指オサエの痕跡がある。体部外面最大径部に

はススが付着する。

　Ｐ５６１１からは鉢（３８７）が出土した。底部から体部上部にかけて接地黒斑がある。

　Ｐ５６０３からは底部（３８９）が出土した。内面は火回り不良黒斑で灰色である。

　Ｐ５６０７からは鉢（３９０）が出土した。手捏で作られており、底部全面に接地黒斑があり、内面には熾溜

黒斑がある。

ＳＸ００２
　壺・甕・鉢・製塩土器・高坏・器台・小型丸底壺・小型器台が出土した。

　壺には広口壺（３９１・３９２）と二重口縁壺（３９４）と直口壺（３９５・３９６）・口縁部（４１７）がある。

　３９１・３９２は球形の体部に外反する口縁が付く。３９１は体部下半部から底部にかけて接地黒斑がある。

３９３は体部下半部から底部にかけて接地黒斑があり、対する内面には熾溜黒斑がある。３９４は口縁部外面

に円形浮文を貼り付ける。円形浮文は４個残るが、本来は７～８個に復原できる。３９５は頸体境に突帯

を貼り付ける。内外とも磨滅のため調整は不明である。３９６は頸体境にキザミのある突帯を貼り付ける。

４１７は磨滅や剥離が著しく、調整は不明である。

　甕はＡｂ（４２２）・Ｂ（４００～４０２）・Ｊａ（４０４）・Ｋ（４０５）・他地域（４０３）がある。

　３９７は球形の体部で、体部下半部に接地黒斑がある。外面最大径部にはススが付着し、吹きこぼれ痕

跡がある。内面下部にはコゲが残存する。３９８は球形の体部で、下半部にはススが付着している。被熱

による剥離が著しい。３９９は球形の体部で、最大径部にはススが付着しており、底部付近はススが酸化

している。対する内面にはコゲが付着する。全体に被熱による剥離が著しい。４００～４０２は球形の体部に

細かいタタキを施す。４００は肩部を除く体部と口縁部にはススが付着する。４０１は最大径部にススが付着

する。４０３は口縁部のみであるが、他地域の胎土である。４０４は体部上半部内面に横方向のケズリを行う。

４０５は頸部が短く、口縁部幅が広い。４２２の体部は球形で、底部から体部下半部にかけて接地黒斑が存在

する。
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　鉢はＣａ（４０６・４０７）・Ｂ（４０８・４１８）・Ｄｃ（４２３）がある。

　４０６には接地黒斑は存在しないが、内面に熾溜黒斑がある。４０７の底部には葉脈痕跡が残り、底部から

体部にかけての半分が接地黒斑である。４０８の底部全体に接地黒斑が存在する。４０９は脚台部の一部であ

る。４１８は内外とも磨滅が著しく、調整は不明である。４２３は脚台が付く。体部下半部には接地黒斑があ

る。

　製塩土器（４１０）は脚台部の一部のみである。

　高坏はＡ（４１１）・Ｆ（４１２）・Ｄｂ（４１３）・脚（４１４・４１５）である。

　４１１・４１３は内外とも磨滅が著しく、調整は不明である。４１２は脚部を欠く。坏部の口縁部から体部に

かけて大きく黒斑が存在する。４１４は脚部のみで、柱部は中実である。透かしは存在しない可能性が高

い。４１５は脚部で、４方向の円孔透かしがある。

　小型丸底壺（４１６）は口縁部より、体部の比率が高い。磨滅が著しく、調整は不明である。

　小型器台はＡ（４２０・４２１）・Ｂ（４２４・４２５）・不明（４１９）がある。

　４１９は受部のみで、磨滅が著しい。４２０は磨滅のため調整は不明である。脚部には４箇所の透かし孔が

ある。４２１は受部から脚部にかけて貫通孔がある。３か所の透かし孔を２段設ける。４２４は受部から脚部

にかけて貫通孔があり、脚部には３か所の透かし孔がある。４２５は受部から脚部にかけて貫通孔があり、

柱部外面には黒斑がある。

包含層
　遺構に伴わない土器のうち、壺・甕・鉢・製塩土器・高坏を図化した。

　壺（４２７～４２９）のうち、４２７は肩部にヘラ先の列点を刺突する。４２８は直口壺の口頸部である。磨滅のた

め、調整は不明である。４２９は手捏で整形している。側面に接地黒斑があるため横位で焼成したことが

考えられる。

　甕（４３０～４３２）のうち、４３０は口縁部のみであるが、他地域の胎土である。４３１は横方向の細かいタタキ

で仕上げる。生駒西麓の胎土である。４３２の体部上半部内面は指オサエの痕跡があり、横方向のケズリ

を行う。

　鉢（４３３）は脚台部で内面はハケ調整を行う。

　製塩土器（４３４）は脚台部が残り、底面に接地黒斑があり、内面にも黒斑がある。讃岐地域の胎土である。

　高坏（４３５）は坏部の口縁部で、磨滅のため、調整は不明である。

４．Ｇ地区
５８区（図版２３２～２３９　写真図版２８５～３０１）
ＳＤ２０１
　壺・甕・鉢・製塩土器・高坏・器台・小型丸底壺・小型器台・壺蓋が出土した。

　壺には広口壺（４３６～４３８）と二重口縁壺（４４１～４４４）と直口壺（４４６・４４７）・短頸壺（４４８・４５０）・口縁部

（４４５）・底部（４３９・４４０・４４９）がある。

　４３６の体部上半部はハケ調整後、縦方向のミガキを行っている。口縁部外面にはススが付着している。

　４３７の体部は球形で、底部から体部下半部にかけては接地黒斑がある。４３８の体部内面は粘土紐の積み

上げ痕跡が残る。４３９は球形の体部に、直立する頸部が付く。体部外面は縦方向のミガキを行う。体部

内面の下半部には熾溜黒斑がある。４４０は平底で、体部は球形である。体部はタタキ後、縦方向のハケ
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調整を行う。４４１は扁球形の体部に直立する頸部、大きく外反しさらに上方に屈折する口縁部が付く。

体部は縦方向のミガキで仕上げ、肩部に突帯を貼り付け、竹管文を押圧する。肩部にはクシ描波状文を

施文する。口縁部の内外面にも竹管によるＣ字文とクシ描波状文を施文する。体部最大径部に黒斑があ

り、体部最大径部以下にススが付着する。４４２は口頸部で、口縁部外面はタタキ後ヨコナデを行う。

　４４３は器壁が厚い。口縁部の内外ともに横あるいは斜め方向のミガキで仕上げる。外面にはススが付

着する。４４４の体部外面は斜め方向のミガキを行い、外面頸部及び内面口縁部は横方向のミガキを行う。

体部上半部には覆接触黒斑がある。４４５は頸部から屈折して口縁部が立ち上がり、擬凹線がめぐる。４４６

の体部外面は縦方向のハケ調整後、ミガキを行い、内面はケズリ後、ミガキを行う。口縁部は内外とも

に横方向にミガキを行う。外面の一部にはススが付着している。

　４４７は外面にススが付着しており、被熱による剥離や磨滅のため、調整は不明である。４４８は扁球状の

体部に外反する頸部に屈折して立ちあがる口縁部が付く。４４９は器壁が厚い。扁球状の体部外面はタタ

キで仕上げる。４５０は歪みが大きい。体部中央に布痕跡がある。底部から体部下半部にかけて接地黒斑

がある。

　甕はＡａ（４５１～４５４・４６０・４６５・４６６・４６９）・Ａｂ（４５５～４５９・４６１～４６３・４６７・４６８）・Ｅａ（４７４）・Ｃｂ（４７５）・

Ｌｂ（４７７・４７８）・Ｊａ（４８１）・Ｉ（４８２・４８３）・脚台付（４７９）がある。

　４５１の体部はタタキ整形しており、底部の内面は絞って作っている。外面はススが付着しており、被

熱による剥離が認められる。肩部から最大径部には吹きこぼれ痕が存在する。底部はススが酸化してお

り、対応する内面にはコゲが付着している。４５２の体部はタタキ整形しており、底部の内面は指オサエ

を行っている。体部下半部には接地黒斑が存在する。体部外面及び口縁部にはススが付着しており、最

大径部には層状のススが付着している。底部はススが酸化しており、対応する内面には帯状のコゲが付

着している。４５３の体部はタタキ整形しており、底部の内面は指オサエを行っている。体部外面及び口

縁部にはススが付着しており、最大径部には層状のススが付着している。底部は被熱による剥離が認め

られ、剥離部にもススが付着している。底部付近には炭化穀粒痕が付着している。４５４の体部はタタキ

整形しており、体部下半部には接地黒斑が存在する。体部外面下半部にはススが付着している。４５５の

体部はタタキ整形しており、内面下部には熾溜黒斑が存在する。体部外面及び口縁部にはススが付着し

ている。底部はススが酸化しており、対応する内面にはコゲが付着している。４５６の体部はタタキ整形

しており、内面は火回り不良黒斑で灰色である。体部下半部は被熱による剥離が認められる。４５７・４５８

の体部はタタキ整形しており、体部外面にはススが付着している。４５８は被熱による剥離が認められる。

４５９の体部はタタキ整形しており、体部外面及び口縁部にはススが付着している。底部はススが酸化し

ており、被熱による剥離が認められる。４６０の体部はタタキ整形しており、体部下半部には接地黒斑が

存在し、対応する内面には熾溜黒斑がある。体部外面及び口縁部にはススが付着している。底部はスス

が酸化しており、対する内面にはコゲが付着している。４６１の体部はタタキ整形しており、体部下半部

には接地黒斑が存在し、対応する内面には熾溜黒斑がある。体部最大径部にはススが付着しており、吹

きこぼれ痕跡が明瞭に残る。４６２の体部はタタキ整形しており、体部外面及び口縁部にはススが付着し

ており、一部被熱による剥離が認められる。４６３の体部外面にはススが付着している。底部はススが酸

化しており、対する内面にはコゲが付着している。４６４の口縁部には層上のススが付着している。４６５の

体部外面には層状ススが付着している。内面にはコゲが付着している。４６６の体部外面肩部及び口縁部

には層状のススが付着している。最大径部以下はススが酸化しており、被熱による剥離が認められる。
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対応する内面にはコゲが存在する。４６７の体部外面肩部には覆接触黒斑が存在している。最大径部及び

口縁部には層状のススが付着している。４６８は球形の体部で、タタキ後縦方向のハケ調整を行う。４６９は

体部から口縁部にかけてタタキで整形を行い、ハケ調整で仕上げている。４７０の体部外面はタタキを行

い、体部内面及び口縁部を横方向のミガキを行う。４７１は平底で、葉脈圧痕の上から、ヘラ描を行う。

４７２・４７３の外面はススが付着し、吹きこぼれ痕跡が残る。４７４の体部はハケ調整しており、外面にはス

スが付着している。４７５の体部はハケ調整している。体部外面及び口縁部にはススが付着しており、最

大径部には層状のススが付着している。底部は被熱による剥離が認められ、剥離部にもススが付着して

いる。剥離部内面には円形のコゲが帯状に存在する。４７６は球形の体部で、内面は横方向のケズリを行

う。４７７の体部はハケ調整している。体部外面及び口縁部にはススが付着しており、内面下半部にはコ

ゲが存在する。４７８の体部はハケ調整しており、肩部にはタタキ痕跡が残る。底部内面には布か昆虫の

圧痕が残る。体部外面及び口縁部にはススが付着しており、最大径部には層状のススが付着している。

底部にはコゲが存在する。４７９は脚台が付く甕である。脚台部底面及び、体部下半部には接地黒斑があ

り、対応する内面には熾溜黒斑がある。４８０は頸部から口縁部にかけて、ススが付着している。４８１は外

面の最大径部以下にススが付着しており、内面下部には帯状のコゲが存在する。４８２の外面にはススが

付着しており、口縁部内面にはコゲが存在する。４８３の外面にはススが付着しており、最大径部には層

状のススが付着している。

　鉢はＣａ（４８４・４８５・４９１）・Ｄａ（４８６・４８７）・Ｄｂ（４８８～４８９）・Ｄｃ（４２３）・Ｈ（４９２）・Ｅ（４９３）・Ｇａ（４９４）・

Ｃｂ（４９５）・Ｄｃ（４９６～４９８）・Ａａ（５０３～５０６）がある。

　４８４の底部は窪み底で、体部はタタキを行っている。４８５は粘土紐接合痕跡が残り、口縁部も雑なつく

りである。４８６は外面にススが付着しており、底部はススが酸化し、被熱による剥離が著しい。４８７は外

面にススが付着している。底部はススが酸化し、対応する内面にコゲが付着する。４８８は体部外面に黒

斑がある。４８９は内外ともに短い単位のハケ調整を行っている。４９０の外面はケズリを行い、内面はミガ

キを行う。口縁部には黒斑がある。４９１の底部から体部下半部にかけて接地黒斑があり、対応する内面

に熾溜黒斑があり、口縁部には覆接触黒斑がある。４９２は平底で、内外面とも横方向のミガキを行う。

内面に豆の圧痕がある。胎土に片岩を含む。４９３は底部内面に熾溜黒斑がある。外面体部下半部には層

状のススが付着している。４９４は体部外面をミガキ、内面をケズリで仕上げる。体部最大径部および口

縁部にはススが付着している。４９５は上げ底で、内外ともにミガキを行う。４９６は脚台部が付く。鉢部内

外ともに縦方向のミガキを行う。４９７は脚台部が付く。内外ともにミガキを行い、脚端部は未調整であ

る。４９８は脚台部が付く。外面にわずかにススが付着している。

　５０３は体部下半部に接地黒斑がある。外面にはススが付着している。５０４は体部下半部に熾溜黒斑があ

り、対応する外面肩部から口縁部にかけて覆接触黒斑があるが、接地黒斑は存在しない。

　５０５は手捏である。５０６の底部は上げ底である。底部付近は被熱による剥離がある。外面にはススが付

着して、口縁部から体部上半部にかけて吹きこぼれ痕がある。

　有孔鉢はＥ（４９９）・Ｃ（５００）・Ｄ（５０１）・Ｂ（５０２）がある。

　４９９は平底に小孔を７箇所開ける。底部から体部下半部にかけて接地黒斑がある。５００は焼成前の穿孔

時に穿孔を失敗した痕跡が残る。体部下半部には接地黒斑がある。５０１の体部はタタキ後ハケ調整を行

う。底部から体部下半部にかけて黒斑があり、直立して焼成したことが復元できる。５０２は尖底に孔を

穿つ。
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　小型丸底鉢（５０７）は内外ともに丁寧にミガキを行っている。外面はススが付着しており、被熱剥離後、

ススが付着している部分もある。

　製塩土器（５０８）は脚台部のみ残る。

　高坏はＡａ（５０９～５１１・５１５）・Ａｂ（５１２～５１４）・Ｆｂ（５１８・５１９）・Ｄｂ（５２１）・脚（５１６・５１７・５２０）がある。

　５０９は坏部の口縁の内外とも縦方向のミガキを行う。外面にモミ痕が存在している。５１０は坏部の底部

中央と脚部との間に軸孔が貫通している。脚部は短い。坏部内面は横方向の細かいミガキを行う。５１１

の脚部は太く、外面は縦方向のミガキを行う。坏部外面は縦方向、内面は斜め方向のミガキを行う。

５１２～５１４はいずれも坏部のみである。内外ともに細かい横方向のミガキで仕上げる。５１５は坏部の稜は

鋭さがない。外面は縦方向、内面は横方向のミガキを行う。５１６は脚部で、外面は縦方向のミガキ、内

面は横方向のケズリを行う。５１７は脚部の柱状部が短く、大きく裾が広がる。外面は縦方向のミガキを

行う。５１８の坏部は横方向の細かいミガキを行い、脚部は縦方向のミガキを行う。５１９の坏部は横方向の

ミガキを行う。５２０の脚柱部は短い。内面の中心部には軸孔が存在する。柱状部から裾部の上部にかけ

て横方向の細かいミガキを行う。５２１は口縁部の内外の横方向のミガキを行う。器台はＢ（５２２・５２３）と

脚部（５２４）がある。５２２は受部内面を横方向、外面を縦方向のミガキを行う。５２３は受部と口縁部の接合

痕跡が明瞭に残る。受部内面は横方向のミガキを行う。５２４は脚部を縦方向にミガキを行う。

　小型器台Ｂ（５２５）は受部から脚部にかけて貫通孔がある。脚部には３か所の透かし孔がある。

　壺蓋（５２６）はハケ調整の後、ナデで仕上げている。

ＳＤ１９９
　壺・甕・鉢・器台・小型丸底壺・小型器台・壺蓋・鳥形・匙がある。

　壺には二重口縁壺（５２７）・短頸壺（５２８・５２９・５３１）・底部（５３０）がある。

　５２７は算盤玉形の体部に小さな底部を作る。タタキ後ミガキで仕上げる。体部下半部には接地黒斑が

ある。５２８は球形の体部で、外面はハケ調整、内面はケズリを行う。底部から体部下半部にかけて接地

黒斑があり、対応する肩部には緋色が残る。内面は火回り不良により、灰色を呈する。体部下半部にモ

ミ痕跡がある。５２９の球形の体部上半には、タタキの痕跡が僅かに残る。５３０は脚台部と口縁部を欠く。

内面には粘土紐積み上げの痕跡が残る。５３１は体部と口頸部の境界は明瞭ではない。磨滅のため調整は

不明である。

　甕はＦ（５３４）・Ｍ（５３５）・Ｌｂ（５３６～５３９・５４２・５４３）・Ｉ（５４４）・底部（５４０・５４１）・ほか（５３２・５３３）がある。

　５３２は磨滅のため調整は不明である。体部外面最大径部にはススが付着し、内面下半部にはコゲが存

在する。５３３は体部内面上部を横方向にケズリを行う。５３４の体部外面上部はタタキが残るが、最大径以

下はハケ調整を行い、ススが付着する。５３５は球形の体部で、頸部から体部はススが付着しており、底

部付近はススが酸化している。５３６は縦長の体部で、体部上半部に覆接触黒斑がある。体部下半部には

ススが付着している。５３７は縦長の体部で、ハケ調整を行う。内面は下部を斜め方向、上部を横方向の

ケズリを行う。５３８は体部内面の上半部を横方向のケズリを行う。５３９は縦長の体部で、内面下部は縦方

向、上部は横方向のケズリを行う。５４０は体部内面下半部を縦方向のケズリを行う。５４１は外面を縦方向

のハケ調整を行う。底部から体部下半部にかけて接地黒斑がある。最大径部にはススが付着している。

５４２の体部は外面を縦方向のハケ調整、内面を横方向のケズリを行う。５４３は体部内面を横方向のケズリ

を行う。口縁端部にはススが付着する。５４４の体部下半部は縦方向のミガキ調整を行い、内面は縦方向

のケズリを行う。肩部内面は指オサエの痕跡がある。
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　鉢はＡａ（５４５）・Ｇａ（５４６・５５０・５５４・５５５）・Ｇｂ（５４７）・Ｄｃ（５５１～５５３）・Ｂ（５５６）・底部（５４８・５４９）があ

る。

　５４５・５４６は磨滅や剥離のため調整は不明である。５４７の体部は下半部を縦方向、最大径部を斜め方向、

上半部を横方向のミガキを行う。底面は未調整である。下半部から最大径部にかけてはススが付着して

いる。５４８の底部側面は指オサエで、整形しており、底部は未調整である。５４９の底部にはヘラ記号があ

り、底部から体部下半部にかけて接地黒斑がある。５５０は磨滅のため内外とも調整は不明である。内面

は僅かに横方向のケズリ痕跡が残る。５５１は脚台部で、内面はハケ調整を行う。５５２は短い脚台部である。

磨滅のため調整は不明である。５５３は短い脚台部で、指オサエで作っている。５５４・５５５は鉢Ｇａの脚台部

で、５５４の脚台部内面は横方向のミガキを行う。５５６は底部から体部にかけて接地黒斑がある。

　器台はＣ（５５７・５５８）・Ｂ（５５９）・脚部（５６０）がある。

　５５７は脚部を欠く。磨滅のため調整は不明である。５５８の外面は縦方向のミガキを行い、脚部内面は横

方向のハケ調整を行う。脚裾部に黒斑がある。５５９の外面は縦方向のミガキを行い、受け部内面は横方

向のミガキを行う。５６０は透かし孔が１箇所残存するが、当初の数は不明である。磨滅のため調整は不

明である。

　小型器台は受部（５６１）と脚部（５６２）がある。

　５６１・５６２は磨滅のため調整は不明である。

　壺蓋はＢ（５６３～５６５）のみである。

　５６３の外面は縦方向のミガキを行い、つまみ部内面は横方向のミガキを行う。５６４の内面は横方向のハ

ケ調整を行う。５６５はつまみ部中央部に窪みがある。磨滅のため調整は不明である。

　鳥形（５６６）は一部しか残っていない。不明な点が多いが、形態や調整から鳥形の可能性が高い。

　匙（５６７）は瓢の体部を刳り抜た匙形を模した土製品である。

ＳＤ２００
　鉢と壺蓋が出土している。

　鉢（５６８）は脚台部で、透かし孔は存在しない。

　壺蓋（５６９）は、つまみ部は平坦である。内外ともにハケ調整を行う。

ＳＤ１９７
　甕・器台・小型丸底壺が出土した。

　甕（５７０）は甕Ｉの底部で、ミガキを行う。

　器台（５７１）は器台Ａで、受部外面は横方向のミガキを行う。

　小型丸底壺（５７２）はで、口縁部が短い。

ＳＨ００２
　甕・鉢・高坏が出土した。

　甕（５７３）は甕Ａで、体部はタタキ後、縦方向のハケ調整を行う。

　高坏（５７）は脚部で、柱上部は短い。磨滅のため調整は不明である。

　鉢（５７５）は鉢Ａで、口縁部が短く外反する。磨滅のため調整は不明である。

ＳＫ０５９
　甕・鉢が出土した。

　甕（５７６）は平底で、球形の体部をもつ。体部はハケ調整で、底部から体部下半部にかけて接地黒斑が
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ある。外面はススが付着している。

　鉢はＣａ（５７８）・Ｄｃ（５７９・５８０・５８２）・Ｄ（５８１）・Ｂ（５８３・５８４）・底部（５７７）がある。

　５７７の底部は正円であるが、体部は歪んでいる。体部外面には接地黒斑がある。５７８・５７９の外面はタ

タキ整形、内面はハケ調整である。５７９の口縁部には黒斑がある。５８０は内面に縦方向のミガキの痕跡が

残る。５７９・５８０の脚台部の接合部には指オサエ痕跡がある。５８１は薄い作りである。磨滅のため調整は

不明である。５８２は脚台が付く。磨滅のため調整は不明である。５８３は口縁部が外反する。５８４は側面に

接地黒斑がある。

５７区（図版２３９）
ＳＤ１９０
　５８５は有孔鉢Ｂである。外面はタタキを行う。

５．Ｈ地区
６０区（図版２４０　写真図版３０１・３０２）
　（５８６～６００）

　壺・甕・鉢・高坏・小型器台がある。

　壺には広口壺（５８６）・直口壺（５８７）・底部（５８８～５９０）がある。

　５８６の口縁部は大きく外反し、頸部内面は横方向のハケ調整を行う。５８７の口頸部はヨコナデを行い、

口縁端部にはススが付着する。５８８は球形の体部で、外面はタタキの後、下半部は縦方向のミガキを、

上半部はハケ調整を行う。底部から体部下半部にかけて接地黒斑がある。５８９は球形の体部下半部で、

外面はタタキの後、ハケ調整を行う。底部付近には接地黒斑がある。体部下半部にはススが付着してい

る。５９０は小形の壺の底部で、体部は縦方向のハケ調整を行う。

　甕はＨ（５９１）・Ｄ（５９２）・Ｃａ（５９３）・Ｆ（５９４）・底部（５９５）がある。

　５９１の体部外面はタタキ後ハケ調整を行い、内面は縦方向のケズリを行う。外面はススが付着し、内

面にはコゲが付着する。５９２は球形の体部で、外面は縦方向と横方向のハケ調整を行う。体部と口縁部

にはススが付着する。５９３の体部外面は縦方向のハケ調整を行い、内面は横方向のケズリを行う。５９４は

球形の体部に小さな底部を作る。外面はタタキ後、縦方向のハケ調整を行う。底部には接地黒斑があり、

直立気味で、焼成を行っていたことがわかる。外面のスス付着や内面のコゲは認められない。５９５は底

部の一部である。底部全体に接地黒斑があり、ススが付着している。

　鉢はＡｂ（５９６）・Ｄａ（５９７）・Ｄｃ（５９８）がある。

　５９６の体部上半部を斜め方向のミガキで仕上げている。５９７は半球形で、小さな底部を作る。底部には

葉脈の圧痕が残る。体部下半部はタタキを行い、上半部は整形ヒビが残る。底部から体部下半部に接地

黒斑がある。５９８は大きな脚台が付く。体部下半部はタタキを行う。

　５９９は高坏Ｃａで、坏部は横方向に細かいミガキを施す。

　６００は小型器台Ｂで、脚柱部は貫通孔がある。外面は縦方向にミガキを行い、受部内面は横方向にミ

ガキを行う。

６１区（図版２４０　写真図版３０２）
包含層
　遺構に伴わない土器のうち、小型丸底鉢を図化した。
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　６０１は小型丸底鉢で体部内面はケズリを行い、薄く仕上げている。

６２区（図版２４１～２４６　写真図版３０３～３１３・３１７）
ＳＤ２１１
　壺・甕・鉢・有孔鉢・製塩土器・高坏・小型器台・籠目土器・蓋がある。

　壺には広口壺（６０２～６０６）・直口壺（６０７～６０９）がある。

　６０２・６０３は大きく口頸部が外反する。６０２は体部上半部から頸部にかけては縦方向のハケ調整を行う。

６０３・６０５の頸部外面は縦方向のハケ調整を行う。６０４の口頸部内面は横方向のミガキを行う。６０６は磨滅

のため調整は不明である。６０７の頸部外面は縦方向のミガキを行う。６０８は口頸部が直線的に開く。６０９

は完形で、球形の体部に直線的に開く口頸部が付く。口頸部は縦のミガキを行う。底部から体部下半部

にかけて接地黒斑が存在する。

　甕はＡａ（６１０）・Ｊｂ（６１２）・Ｋ（６１３）・頸部（６１１）・底部（６１４～６１６）がある。

　６１０は縦長の体部である。左上がりのタタキの後に水平のタタキを全面に施す。底部には接地黒斑が

あることから直立気味で焼成したことがわかる。６１１の体部外面は細かいタタキを行い、内面は横方向

のケズリを行う。生駒西麓の胎土である。６１２は外面の一部にススが付着している。６１３は磨滅のため調

整は不明である。６１４・６１５の体部外面はタタキ後、縦方向のハケ調整を行い、内面はケズリを行い、薄

く仕上げる。６１５は外面にススが付着しており、内面にコゲが存在する。６１６は底部で、内面中央部が窪

む。生駒西麓の胎土である。

　鉢はＡｂ（５９６）・Ｄａ（５９７）・Ｄｃ（５９８）・口縁部（６３２）がある。

　６１７は小形の半球形で、口縁部に黒斑がある。６１８の内面はナデを行い、外面は整形ヒビが残る。側面

には接地黒斑がある。６１９は磨滅のため調整は不明である。体部下半部に接地黒斑がある。６２０の内面は

指オサエを行い、ナデて仕上げる。体部下半部に接地黒斑がある。６２１の外面はタタキを行うが、一部

整形ヒビが残る。底部には接地黒斑がある。６２２は磨滅のため調整は不明である。底部には接地黒斑が

ある。６２３の外面は指オサエを行う。口縁部から体部にかけて接地黒斑がある。６２４は体部の内外面とも

横方向のミガキを行う。６２５は脚台を貼り付ける。脚台には指オサエの痕跡が残る。６３２は鉢の口縁部で、

口縁部は斜め方向、体部は横方向の網代を押圧している。内面は横方向のハケ調整の後、縦方向のミガ

キで仕上げている。

　６２６は有孔鉢Ｄで体部内面はハケ調整を行い、下半部はケズリを行う。外面は整形ヒビが残る。

　６２７は製塩土器の脚台部で底面には接地黒斑がある。

　高坏はＡ（６２８）・脚（６２９・６３０）がある。

　６２８は外面の一部にハケ調整が残るが、磨滅のため調整は不明である。６２９は脚柱部に横方向の細かい

ミガキを施す。６３０は裾が広がらない脚台である。６３１は小型器台Ａである。磨滅のため調整は不明であ

る。

　６３３は半環状の把手が取れた蓋と考えるが、全体に指オサエで整形しており、歪みが大きい。

ＳＤ２２０
　甕・鉢・高坏が出土した。

　甕にはＡａとＫがある。

　６３４は甕Ａａで、体部外面は横方向のタタキを行う。体部下半部はススが付着する。

　６３５は甕Ｋで、体部内面は横方向のケズリを行う。
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　６３６は鉢Ｆで、体部外面には整形ヒビが残る。体部内面には熾溜黒斑がある。６３７は鉢Ｆで、磨滅のた

め調整は不明である。

　６３８は高坏Ａｂで、坏部外面は横方向のミガキを行う。脚部は短い。脚裾部内面には黒斑がある。

ＳＤ２２４
　６３９は鉢の底部で葉脈の圧痕がある。

ＳＫ０６９
　６４０は甕Ｊａで、体う内面は横方向にケズリを行う。

ＳＫ０７１
　甕と鉢が出土した。

　甕にはＡｂ・Ｃｂがある。

　６４１は甕Ａｂで、外面はタタキを行い、内面は横方向のハケ調整を行う。側面の半分に接地黒斑がある。

　６４２は甕Ｃｂで、体部は球形である。磨滅のため調整は不明であり、体部の一部にハケが残る。６４３は

甕で、球形の体部の肩部に覆接触黒斑がある。

　６４４は鉢Ｃａの底部で、体部内面にはハケ調整が残る。

ＳＫ０７４
　壺・甕・鉢が出土した。

　壺には広口壺Ｂと広口壺Ａがある。

　６４５は広口壺Ｂで、球形の体部に平底を作る。体部外面はタタキを行うが、内外ともに粘土紐の接合

時のヒビ割れが顕著である。６４６は広口壺Ａで、体部外面はタタキを行う。体部上半部内面は粘土紐の

接合痕跡が残る。

　甕にはＡｂ・Ｃｂ・底部がある。

　６４７は甕Ａｂで、球形の体部外面はタタキ後、ハケ調整を行い、内面は横方向のハケ調整を行う。体部

上半部には覆接触黒斑がある。体部下半部は被熱により一部剥離している。６４８は甕Ａで、体部外面は

タタキ後、ハケ調整を行い、内面は横方向のハケ調整を行う。内面は粘土紐の接合痕跡が残る。６４９は

甕Ａｂで、球形の体部外面はタタキ後、ハケ調整を行う。外面体部最大径部にススが付着し、体部下半

部から底部にかけてはススが酸化している。対する内面上部には帯状のコゲが付着している。６５０は甕

Ｃｂで、球形の体部外面はハケ調整を行い、内面はケズリを行い薄く仕上げている。体部最大径にはス

スが付着し、下半部から底部はススが酸化している。生駒西麓の胎土である。６５１は甕底部で、底部か

ら体部下半部にかけて接地黒斑がある。体部下半部にはススが付着している。

　鉢にはＦと底部がある。

　６５２は鉢底部で、底部側面は指オサエを行う。内面はハケ調整である。６５３は鉢Ｆで、内面はハケ調整、

　外面は粘土紐の接合痕跡や整形ヒビが残る。側縁に接地黒斑がある。

ＳＫ０８６
　壺・甕・鉢・製塩土器・器台が出土した。

　壺には二重口縁壺（６５４）・底部（６５５）がある。

　６５４は頸部から口縁部が直立する。６５５は平底で、底部に葉脈の圧痕がある。

　甕はＡｂ（６５６・６５７・６５９～６６２）・Ａａ（６５８）がある。

　６５６の体部外面はタタキを行い、内面は斜め方向のハケ調整を行う。体部下半部は被熱による剥離が
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著しい。最大径部内面にはコゲが付着する。６５７の体部外面はタタキを行った後、下部は縦方向のハケ

調整を行う。内面は横方向のハケ調整を行う。６５８の体部外面はタタキを行った後、縦方向のハケ調整

を行う。内面は磨滅のため調整は不明である。６５９の体部外面はタタキを行う。内面は磨滅のため調整

は不明である。６６０の体部外面はタタキを行う。小さな底部の中央部は窪みを作る。底部から体部下半

部に接地黒斑がある。６６１の体部外面はタタキを行った後、一部のみ縦方向のハケ調整を行う。内面は

ハケ調整後、指オサエを行い、下半部は縦方向のケズリを行う。６６２の体部外面はタタキを行った後、

縦方向のハケ調整を行う。底部はハケ調整を行う。内面はハケ調整とケズリを行う。底部から体部最大

径部にススが付着している。他地域の胎土である。

　鉢はＡａ（６６３）・Ｄｂ（６６４）・Ｄａ（６６５）・Ｆ（６６６）がある。

　６６３の体部外面はタタキを行う。底部は平底で、葉脈痕跡をナデ消している。６６４の体部内面はハケ調

整を行う。底部から体部下半部に接地黒斑がある。６６５の体部外面は一部にタタキ痕跡が残る。内面は

ハケ調整後、縦方向のミガキを行う。６６６は内外ともに指オサエで仕上げている。側面には接地黒斑が

ある。

　６６７～６６９は製塩土器の脚台部である。

　６７０は器台の脚部である。３箇所の透かし孔があり、外面は縦方向にミガキを行う。

ＳＫ０７５
　６７１は高坏Ａｂの坏部である。外面は横方向に細かいミガキを行う。

ＳＫ０７６
　壺が出土した。壺には広口壺Ａと無形壺がある。

　６７２は広口壺Ａで、外面は縦方向のハケ調整を行う。肩部には覆接触黒斑がある。６７３は無形壺で、口

縁部に紐孔を穿孔する。最大径部に黒斑がある。

ＳＫ０８５
　甕が出土した。

　甕にはＢ（６７５・６７６・６７９）・Ｄ（６７７・６７８）・口縁部（６７４）がある。

　６７４は磨滅のため調整は不明であるが、薄く仕上げている。口縁部には黒斑がある。６７５の体部外面は

細かいタタキを行い、内面の調整は不明であるが薄く仕上げている。口縁部から体部上半部にかけて、

覆接触黒斑があり、下半部はススが付着している。６７６の体部外面は細かいタタキを行い、内面はケズ

リを行い薄く仕上げている。体部下半部に接地黒斑があり、最大径部以下にはススが付着している。

６７７の体部外面は縦方向と横方向のハケ調整を行い、内面はケズリを行い薄く仕上げている。体部上半

部から口縁部にかけて覆接触黒斑がある。６７８の体部外面は縦方向と横方向のハケ調整を行い、内面は

ケズリを行っている。体部最大径部と口縁部にススが付着する。６７９体部外面は細かいタタキ後、縦方

向のハケ調整を行い、内面はケズリを行い薄く仕上げている。外面はススが付着し、下半部はススが酸

化している。対応する内面にはコゲが付着する。

ＳＫ０８３
　鉢と小型丸底鉢が出土した。

　鉢はＣａ（６８０）・Ｃｂ（６８１・６８２）がある。

　６８０は平底で、底部から体部下半部にかけて接地黒斑がある。６８１・６８２は磨滅のため調整は不明である。

　６８３は小型丸底鉢で、僅かに底部を作る。体部下半部に接地黒斑がある。
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ＳＫ０８４
　壺が出土した。

　６８４は直口壺で、口縁端部に黒斑がある。６８５は球形の体部で、外面は磨滅のため調整は不明である。

内面は横方向のケズリを行う。

ＳＫ０８７
　壺・甕・鉢・高坏が出土した。

　壺には直口壺がある。

　６８６は直口壺で、球形の体部をもつ。外面は縦方向のハケ、内面は横方向のケズリを行う。外方に直

線的に開く口頸部はヨコナデを行う。６８７は直口壺で、扁球形の体部下半部に穿孔がある。完形である

が黒斑は存在しない。

　甕にはＣｂ・Ｂがある。

　６８８は甕Ｃｂである。全体的に磨滅が著しく、一部ハケが残るのみである。６８９は甕Ｂで体部外面は細

かいタタキを行い、内面はケズリを行い薄く仕上げている。体部上半部に覆接触黒斑があり、最大径部

以下にはススが付着している。

　鉢にはＦ・Ｃａがある。

　６９０・６９１は鉢Ｆで、磨滅が著しく調整は不明である。６９０の側面には接地黒斑が存在する。

　６９２は鉢Ｃａで、内面はハケ調整を行う。底部から体部下半部に接地黒斑がある。

　６９３は高坏Ａｂで、坏部内外とも細かい横方向のミガキを行う。口縁部には黒斑がある。

ＳＫ０８８
　６９４は二重口縁壺である。口縁部内面には黒斑がある。

ＳＫ０８９
　６９５は高坏Ｃｂである。内外ともに横方向の細かいミガキを行う。

ＳＢ０８２Ｐ０４
　壺（６９６）は、口縁部で大きく外反する。

ピット
　Ｐ６２０６からは甕（６９７）が出土した。口縁部で、端部は上方に肥厚している。

　Ｐ６２０５からは壺（６９８・６９９）が出土した。６９８は口縁部で大きく外反する。６９９は扁球形の体部で、外面

は横方向のミガキを行う。体部下半部から底部に接地黒斑がある。

　Ｐ６２０４からは高坏Ｆｂ（７００）が出土した。坏部の内外ともに横方向の細かいミガキを行う。

　Ｐ６２０３からは鉢Ｆ（７０１）が出土した。内面はハケ調整を行い、外面は弱いタタキを行っているため整形

ヒビが残る。体部下半部から底部に接地黒斑がある。

包含層
　遺構に伴わない土器のうち、壺・甕・鉢・製塩土器・高坏・小型器台を図化した。

　壺には広口壺Ａ・二重口縁壺・体部がある。

　７０２は広口壺Ａで、外面は縦方向のミガキを行う。体部最大径部に覆接触黒斑がある。７０３は広口壺Ａ

で、頸部外面は縦方向、内面は横方向のミガキを行う。７０４は二重口縁壺の口縁部で、外面にクシ描波

状文を施文する。７０５は壺の体部で、最大径部に突帯を貼り付ける。７０９は二重口縁壺で、頸部は縦方向

のハケ調整を行う。７１０は二重口縁壺で、口縁部内面は横方向のミガキを行う。結晶片岩を含んだ阿波
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地域の胎土である。７１１は装飾のある二重口縁壺で、口縁部は内外ともにハケ調整を行う。口縁部最下

端には二重の竹管文を押圧した円形浮文を３２個程度貼り付ける。

　甕にはＡｂと口縁部がある。

　７０６は甕の口縁部である。生駒西麓の胎土である。７１２は甕Ａｂで、外面はタタキを行い、内面はハケ

調整を行う。底部内面は絞って作っている。７１３は甕で、外面はハケ調整を行い、内面は縦方向のケズ

リを行う。他地域の胎土である。

　鉢にはＣａ・Ｄｂ・Ｆ・Ｄｃ・脚台部がある。

　７０７は鉢の脚台部である。底面にミガキを行う。７１４は鉢Ｃａで、磨滅が著しく調整は不明である。７１５

は鉢Ｄｂで、外面下半部はタタキを行う。底部から体部下半部にかけて接地黒斑がある。７１６は鉢Ｆで、

磨滅が著しく調整は不明である。７１７は鉢Ｄｃで、低い脚台部を付ける。内面は縦方向のケズリ後、ナデ

を行っている。７１８は鉢で、側面に接地黒斑があることから、横倒しで焼成したことがわかる。

　製塩土器には脚台部と口縁部がある。

　７０８は製塩土器の脚台部である。７１９は製塩土器の口縁部で、外面はタタキを行っている。７２０～７２３は

製塩土器の脚台部で、７２０・７２１は体部にタタキを行っている。７２２の底部には接地黒斑がある。７２０は讃

岐地域の胎土、７２２は吉備地域の胎土である。

　高坏はＡｂ・Ｆ・脚部がある。

　７２４は高坏Ａｂである。口縁部は内外とも横方向の細かいミガキを行っている。７２５は高坏Ｆで、脚柱

部が短く、裾部は屈折して広がる。脚内面の中心には軸孔が残る。７２６は高坏脚部で、脚裾部は直線的

に開く。

　７２７・７２８は小型器台で、磨滅が著しく調整は不明である。７２７の口縁部には接地黒斑がある。

６４区（図版２４７・２４８　写真図版３１４～３１７）
ＳＤ２２７
　壺・甕・鉢・有孔鉢・高坏・器台・小型丸底壺・小型器台が出土した。

　壺には二重口縁壺・口縁部・底部がある。

　７２９は二重口縁壺で、磨滅が著しく調整は不明である。口縁部内面に黒斑が存在する。７３０は壺の口縁

部で、口縁部を内傾させ、上下に拡張する。７３１は壺の口縁部で、口縁部を内傾させ、上下に拡張する。

端面にヘラで山形文を施文する。７３２は壺の底部で、外面はタタキを行う。底部から体部下半部にかけ

て接地黒斑がある。

　甕は口縁部と底部がある。

　７３３は甕で、磨滅が著しく調整は不明である。７３５は甕の底部で、体部外面はタタキを行う。底部は複

数の葉脈の圧痕が残る。

　鉢（７３４）は底部で、体部外面は縦及び斜め方向のタタキを行う。

　高坏にはＡｂ・Ｂと脚部がある。

　７３８は高坏Ａｂで、坏部外面は横方向のミガキを行う。７３９は高坏Ｂで、脚柱部は短い。口縁部には接

地黒斑がある。磨滅が著しく調整は不明である。７４０は高坏の脚部で上部に不均等な透かし孔を８箇所

開ける。

　７３６は小型丸底壺で、側面に接地黒斑がある。７３７は小型丸底壺で、外面は磨滅が著しく調整は不明で

ある。
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　７４１は小型器台の受部である。内面はナデを、外面はハケ調整を行う。７４２は小型器台Ａである。脚柱

部は中実である。

ＳＤ２２９
　高坏（７４３）は高坏Ｄｂの口縁部である。小型器台の受部である。

ＳＤ２３２
　高坏（７４４）は脚部である。外面上部は縦方向、下部は横方向のミガキを行う。

ＳＤ２３５
　甕・鉢がある。

　７４５は甕Ｌｂである。磨滅が著しく調整は不明である。

　７４６は鉢Ｆである。内面には熾溜黒斑がある。７４７は小形の鉢で、手捏で作っている。内面に熾溜黒斑

がある。

ＳＤ２３３
　甕・鉢がある。

　７４８は甕の底部である。底部には複数の葉脈痕跡が残る。体部下半部には接地黒斑がある。

　７４９は鉢Ｄｂで、外面はタタキ後、ハケ調整を行う。体部から口縁部内面にかけて黒斑が存在する。

ＳＤ２３９
　鉢（７５０）は底部で、内面に熾溜黒斑がある。

ＳＫ０９６
　鉢と製塩土器がある。

　７５１は鉢である。体部下半部から底部にかけて接地黒斑があり、対応する内面には熾溜黒斑がある。

　７５２は製塩土器の脚台部で、内面には熾溜黒斑がある。

ＳＫ０９５
　甕と鉢が出土した。

　７５３は甕の底部で、外面はタタキ後、ハケ調整を行う。外面はススが付着している。

　７５４は鉢Ｃａで、底部は上げ底である。体部下半部から底部にかけて接地黒斑がある。７５５は鉢Ｃａで、

外面はタタキを行う。体部下半部から底部にかけて接地黒斑がある。

ＳＫ０９７
　甕（７５６）は体部下半部であり、外面はハケ調整を行う。体部下半部から底部にかけて接地黒斑がある。

外面はススが付着している。

ＳＫ１０２
　壺蓋（７５７）はつまみ部である。

ＳＫ１０４
　製塩土器（７５８）は、磨滅が著しく調整は不明である。

ＳＫ０９４
　高坏・甕・鉢・壺蓋が出土した。

　７５９は高坏Ａａの口縁部である。外面はハケ調整を行い、内面は横方向のミガキを行う。

　甕はＡｂ・Ｌｂ・底部がある。

　７６０は甕Ａｂである。体部下半部には接地黒斑がある。７６１は甕Ａｂである。球形の体部外面はタタキを
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行う。底部には接地黒斑がある。７６２は甕Ｌｂである。体部外面はハケ調整を行う。７６３は甕の底部であ

る。底面には葉脈の圧痕が存在する。７６４は甕の底部である。底面には葉脈の圧痕が存在する。体部下

半部から底部にかけては接地黒斑がある。

　鉢はＤａ・Ｃｂ・Ｄｃがある。

　７６５は鉢Ｄａである。体部下半部から底部にかけて接地黒斑がある。７６６は鉢Ｄａである。球形の体部外

面はタタキを行う。７６７は鉢Ｃｂである。体部下半部から底部にかけて接地黒斑がある。７６８は鉢Ｄｃの脚

台部である。ナデ調整を行っている。７６９は鉢Ｄｃの脚台部である。内外ともハケ調整を行っている。

７７０は鉢Ｄｃの脚台部である。内面はハケ調整を行っている。

　７７１は壺蓋で、つまみ部内面は絞り痕がある。

ＳＤ２３４
　甕・鉢・高坏が出土した。

　７７３は甕Ｌｂである。体部外面はハケ調整を行う。体部上半部と口縁部にはススが付着する。

　鉢はＧａ・Ｄｃがある。

　７７２は鉢Ｇａである。磨滅が著しく調整は不明である。７７４は鉢Ｄｃの脚台部である。脚内面はハケ調整

を行い、他はナデ調整を行っている。

　高坏は坏部と脚部がある。

　７７５は高坏の坏部で、小形である。内面は縦方向のミガキを行う。７７６は高坏の脚部で、外面は縦方向

のミガキを行う。

ＳＫ０９１
　甕・鉢・小型器台が出土した。

　７７７は甕Ａｂで、球形の体部外面はタタキを行う。体部下半部から底部にかけて接地黒斑がある。

　鉢はＤａ・Ｄｂがある。

　７７８は鉢Ｄａである。体部外面はタタキを行う。７７９は鉢Ｄｂである。体部外面はタタキを行い、内面は

ミガキを行う。側面には接地黒斑がある。

　７８０は小型器台Ｂである。受部から脚柱部は貫通している。

ＳＨ００３
　短頸壺と鉢が出土した。

　短頸壺（７８１）は、口頸部は直立する。

　鉢（７８２）は鉢Ｄａの底部である。底部に黒斑がある。

Ｐ６４０１
　鉢（７８３）は口縁部である。

ＳＢ０８５Ｐ０１
　鉢Ｄａ（７８４）がある。底部付近にはタタキ痕跡が残り、体部には整形ヒビが残る。体部下半部から底部

にかけて接地黒斑がある。

包含層
　遺構に伴わない土器のうち、壺・鉢・高坏を図化した。

　７８５は大形の二重口縁壺の口縁部である。口縁部は内傾する。７８６は大形壺の頸体部である。頸体境に

は突帯を貼り付け、斜めのキザミを押圧する。他地域の胎土である。
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　７８７は鉢Ｃａで、底部が僅かに窪む。底部の周囲は使用による磨滅が認められる。外面は縦方向のハケ

調整を行う。７８８は鉢Ｃａで、底部は葉脈の圧痕がある。体部下半部から底部にかけて接地黒斑がある。

　７８９は高坏Ｃａである。坏部の口縁部外面は縦方向のミガキを行う。脚柱部は中実で、縦方向のミガキ

を行う。脚内面中央には軸孔がある。７９０は高坏の脚部で、タタキを行っている。

６５区（図版２４９　写真図版３１８）
ＳＤ２４４
　７９１は大形の壺の口頸部である。頸体境に突帯を貼り付ける。口縁部は内傾し幅が広い。

ＳＤ２４３
　甕が出土した。７９２は甕の口縁部である。磨滅が著しく調整は不明である。７９３は甕Ｊｂである。磨滅

が著しく調整は不明である。

　７９４は甕Ｊａである。

ＳＤ２４８
　高坏（７９５）は口縁部である。

ＳＫ１０８
　焼成粘土塊（７９６）は、折り曲げた状態である。

ＳＫ１１１
　手焙（７９７）は、覆部の下部で、鉢部から剥離した状態である。

ＳＫ１０６
　壺と小型器台が出土した。

　７９８は壺の底部である。内外面ともハケ調整である。体部下半部から底部にかけて接地黒斑がある。

体部下半部にはススが付着する。７９９は小型器台である。受部の内外面ともに、斜め方向のミガキを行

う。

ＳＢ０８７Ｐ０１
　甕（８００）は甕Ｉの底部である。体部及び底部はミガキを行う。残存している部分すべて接地黒斑である。

水田
　イイダコ壺・甕・脚台が出土した。

　８０１はイイダコ壺である。内面は指ナデで仕上げる。８０２は甕Ａｂである。体部上半部と口縁部上半部

にススが付着している。８０３は脚台である。磨滅が著しく調整は不明である。

包含層
　遺構に伴わない土器のうち、壺・甕・鉢・高坏・製塩土器を図化した。

　８０４は二重口縁壺の口縁部である。口縁部外面にはクシ描波状文を施文する。

　８０５は高坏Ａの坏部である。口縁部外面に２本のクシ描波状文を施文する。坏部内面は横方向のミガ

キを行う。

　８０６は小形の甕で、体部は球形である。接地黒斑は無いが内面に熾溜黒斑があり、外面肩部に覆接触

黒斑がある。

　８０７は鉢Ｄｃである。底面には接地黒斑がある。

　８０８は製塩土器である。底面には接地黒斑がある。
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６６区（図版２４９　写真図版３１９）
ＳＫ１１７
　無頸壺・脚付の土器・甕・高坏が出土した。

　８０９は無頸壺である。扁球形の体部はタタキ後、ハケ調整を行う。最大径部に黒斑がある。８１０は脚付

の土器である。体部内面はハケ調整を行う。８１１は甕Ａｂである。８１２は甕である。口縁部外面にはスス

が付着する。

　８１３は鉢の底部である。体部外面は水平方向のタタキを行う。８１４は甕Ａｂで、球形の体部外面はタタ

キ後、上部はハケ調整を行う。最大径部にはススが付着する。８１５は甕Ａｂで、球形の体部外面はタタキ

後、上部はハケ調整を行う。最大径部以下及び口縁部にはススが付着する。８１６は甕Ｅｂで、肩部には覆

接触黒斑がある。８１７は高坏Ｃｂの坏部である。口縁部内外面ともに横方向に細かいミガキを行う。

ＳＫ１１９
　甕（８１８）は甕Ａｂで、球形の体部外面はタタキを行う。

ＳＫ１１６
　鉢（８１９）は鉢Ｃａで、体部外面はタタキ、内面はハケ調整を行う。体部下半部には接地黒斑がある。

包含層
　遺構に伴わない土器のうち、壺蓋を図化した。

　８２０は壺蓋である。

６７区（図版２５０・２５１・第３図　写真図版３２０～３２４）
ＳＤ２５６
　壺・甕・鉢・有孔鉢・器台が出土した。

　壺には広口壺Ａ・広口壺Ｂ・広口長頸壺・底部がある。

　８２１は広口壺Ａである。球形の体部外面は、ハケ調整後、縦方向のミガキを行う。内面最大径部はコ

ゲが付着している。８２２は広口壺Ｂである。体部から頸部にかけてタタキを行い、頸部はナデ消してい

る。頸部内面は粘土紐接合痕跡が明瞭に残る。８２３は壺の底部である。内外面ともハケ調整を行う。体

部下半部から底部にかけて接地黒斑がある。８２７は広口長頸壺で、頸部にハケ調整を行う。８２８は広口壺

Ｂで、頸部及び体部は縦方向のミガキを行う。８２９は広口壺である。８３０は壺の底部である。外面はタタ

キ痕跡が残る。８３１は壺の底部である。内面はハケ調整を行う。底面は未調整である。８３２は壺の底部で

ある。外面はタタキ後、縦方向のハケ調整を行う。８３３は壺の底部である。内外面ともにハケ調整を行

う。体部下半部には接地黒斑がある。

　甕にはＡａ・Ａｂ・Ｃｂ・Ｌａ・底部がある。

　８２４は甕Ａａである。体部外面はタタキを行う。口縁部には覆接触黒斑がある。最大径部にはススが付

着している。８２５は甕Ａｂで、球形の体部外面はタタキを行い、内面は横方向のハケ調整を行う。８２６は

甕Ａｂである。体部外面はタタキを行い、上部は横方向のハケ調整を行う。肩部には覆接触黒斑がある。

外面にはススが付着しており、最大径部外面には斜めに吹きこぼれ痕跡が残る。最大径部内面にはコゲ

が付着する。８３４は甕Ａｂである。体部外面はタタキ後、ハケ調整を行う。内面はハケ調整を行うが、外

面のハケ原体とは異なる。８３５は甕Ａｂである。体部外面はタタキを行い、上部はハケ調整を行う。外面

にはススが付着しており、最大径部には層状のススが付着する。肩部には吹きこぼれ痕跡が残る。

　８３６は大形の甕で左上がりのタタキ後、ハケ調整を行う。生駒西麓の胎土である。８３７は甕Ａｂである。
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体部外面から口縁部はタタキを行い、後ハケ調整を行う。体部下半部はタタキが弱く整形ヒビが残る。

体部下半部から底部にかけては接地黒斑がある。８３８は甕Ｃｂである。外面にはススが付着しており、最

大径部と口縁部には層状のススが付着する。口縁部内面にはコゲが付着する。８３９は甕で、磨滅が著し

く調整は不明である。８４０は甕で、口縁部はヨコナデしている。８４１・８４３は甕Ｌａで、体部内面は横方向

のケズリを行っている。８４３の口縁部にはススが付着する。

　８４２は甕Ｌｂで、体部内面は横方向のハケ調整を行っている。最大径部にはススが付着する。８４４は甕

の底部で、底部にモミ痕跡がある。体部下半部から底部にかけては接地黒斑があり、対応する内面には

熾溜黒斑がある。８４５は甕の底部で、おそらく甕Ｌの底部である。

　鉢にはＡｂ・Ｃａ・Ｄａ・Ｄｂ・Ｆがある。

　８４６は鉢Ａｂである。体部は内外ともにハケ調整を行う。体部下半部にはススが付着する。８４７は鉢Ｃａ

で、底部は葉脈痕跡が残る。体部下半部から底部にかけては接地黒斑がある。８４８は鉢Ｄａである。体部

上半部には整形ヒビが残る。体部下半部には接地黒斑がある。口縁部内面にはコゲが付着する。８４９は

鉢Ｄａである。外面は縦方向のケズリを行う。内面には熾溜黒斑がある。８５０は鉢Ｄａである。内面には

熾溜黒斑があるが、対する外面には接地黒斑は存在しない。８５１は鉢Ｆである。底部は未調整である。

８５４は鉢Ｄｂである。体部外面はタタキ、内面は縦方向のミガキを行う。底部外面には接地黒斑がある。

８５５は鉢Ｄｂである。体部外面には整形ヒビが残り、内面は縦方向のミガキを行う。８５６は鉢Ｄｂである。

内面は縦方向のハケ調整を行う。口縁部から体部中央部にかけて接地黒斑が、反対の口縁部には覆接触

黒斑が存在することから、横位で焼成していることがわかる。８５７は鉢Ｄｂである。体部内面は縦方向の

ミガキを行う。底部内面には熾溜黒斑がある。

　有孔鉢（８５８）は有孔鉢Ｂである。体部外面の一部には蓆状の痕跡が残っており、蓆に置いた痕跡か蓆

状タタキを行ったかのどちらかである。内面はケズリを行う。口縁部から体部にかけて接地黒斑が存在

する。

　高坏には坏部と脚部がある。

　８５２は高坏の坏部下半部以下である。坏部の調整は磨滅のため不明である。脚部は縦方向のミガキを

行う。８５３は高坏の脚部である。透かし孔を３方向に開ける。

　器台（８５９）は器台Ｂの受部である。口縁部外面に接地黒斑がある。

ＳＫ１２２
　甕（８６０）は甕Ａａで、口縁部にススの付着がある。底部に接地黒斑が存在することから立ち気味な状態

で焼成を行ったことがわかる。底部から体部下半部を中心に被熱による剥離が著しく、対応する内面に

はコゲが付着している。

ＳＫ１２１
　８６１・８６２は鉢Ｄｂで、内面はハケ調整を行う。８６２の外面は整形ヒビがある。底部外面には接地黒斑が

ある。

６９区（第３図）
ＳＤ２５９
　甕（８６３）は、体部内面は横方向のケズリを行う。他は磨滅が著しく調整は不明である。

Ｐ６９０１
　高坏と小型丸底壺が出土した。
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　高坏（８６４）はの坏部口縁である。磨滅が著しく調整は不明である。

　小型丸底壺（８６５）は、体部下半部に接地黒斑がある。

SK122

SD259 Pit

SK121

863

860

861

862

864

865
20cm0

第３図　遺物　土器　８６０～８６５

第４節　古墳時代初頭の土器
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第５節　古墳時代の土器

１．Ａ地区
３区（図版２５２　写真図版３２５）

　この地区の包含層から出土した古墳時代の遺物は８６６の須恵器坏身１点である。たちあがり部は内上

方にのびるが、歪んでいる。端部は丸くおさめる。底部外面は回転ヘラケズリのようである。ＴＫ４３型

式期前後と推定される。

２．Ｄ地区
　Ｄ地区で古墳時代の遺物が出土した遺構には、３５区ではＳＤ０７７、３７区ではＳＤ１０８・ＳＤ１０３・ＳＤ１０４、

ＳＤ１０２の溝がある。また、２３・２８・３７区の包含層からも古墳時代の土器が出土している。

３５区（図版２５２　写真図版３２５）

ＳＤ０７７

　ＳＤ０７７からは須恵器の坏・短頸壺のほか土師器高坏が、いずれも溝の上層から出土している。

　８６９の蓋は天井部が丸みをもち、口縁部は下外方にのびて端部は丸くおさめる。回転ヘラケズリの範

囲は狭く、ＴＫ４３型式期の可能性が高い。

　８７０は須恵器坏身で、たちあがり部は内傾して同じ厚みのまま直線的に短くのび、底部外面の回転ヘ

ラケズリの範囲は狭い。ＭＴ８５型式併行期からＴＫ４３型式期のものと思われる。

　８７１の短頸壺は鉢にも似た形態である。口縁部は体部から外反して短く外上方にのびる。端部には面

をもつ。体部はやや扁平な感を受ける。

　８７２は有稜高坏口縁部である。口縁端部は小さく外反しており、同一溝から出土した８７３の特徴と非常

に似ている。内外面ともハケ調整で、坏底部との境にある外面の稜は比較的鋭い。８７４の脚部が同一個

体の可能性がある。８７３の土師器高坏坏部は口縁端部が小さく外反し、坏部外面はハケ、内面は横方向

のハケである。

　８７４・８７５は土師器高坏の脚部である。８７４は下方にひらく中空の脚柱部から大きく外反して下外方に

のびる脚部で、端部は丸くおさめる。内外面の調整は不明である。８７５の脚部には３方向の円形透孔を

穿っており、脚部内面はヘラケズリをおこなっている。坏底部の形状が丸いことから、埦形の坏部であ

ると思われる。

３７区（図版２５２　写真図版３２５・３２６）

ＳＤ１０８

　ＳＤ１０８から出土した土器のうち、古墳時代のものは８６７の須恵器坏蓋と８６８の土師器壺の各１点である。

　８６７は図上完形品である。天井部上端は水平に近いが、ヘラケズリの範囲はあまり広くない。回転方

向は左である。天井部と口縁部の境の外面は突帯状になっており、口縁端部にはやや内傾する面をもつ。

形態的にはＴＫ２０８型式に近いが、シャープさに欠けていることから、時期的には降るものであろう。

　８６８も図上完形の小型壺で、口径は８．９㎝である。口縁部は短くほぼ直立し、体部はやや扁平である。

体部最大径は口径を若干凌駕する。体部外面はヘラケズリの後ハケを施し、内面は板ナデ調整である。

口縁部内面は横を基調としたハケを施している。ＳＤ１０８の底から出土したものである。

第４章　発掘調査の成果－遺物－
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ＳＤ１０３

　ＳＤ１０３から出土した土器のうち、古墳時代に属するのは８７６の須恵器蓋と８７７の須恵器平瓶の２点である。

　８７６の天井部外面は回転ヘラ切り後ナデのようである。口縁部は丸くおさめる。ＴＫ２１７型式期古段階

と思われる。

　８７７は体部最大径１３．０㎝と小ぶりの平瓶で口縁端部を欠失している。体部最大径部分は稜をもち、１

条の沈線を施している。底部外面は静止ヘラケズリである。

ＳＤ１０４

　ＳＤ１０４から出土した土器には、８７８の須恵器坏と８７９の須恵器壺の２点がある。

　８７８の坏の底部外面は回転ヘラ切りである。ＴＫ２１７型式期新段階～ＴＫ４８型式期と思われる。

　８７９は壺体部の破片である。やや長い体部で、外面の肩部と中央やや下部に各２条の凹線を施してい

る。体部外面には平行タタキ痕が一部残っている。体部最大径は１５．４㎝を測る。体部下部の外面には静

止ヘラケズリの痕跡が残っている。

ＳＤ１０２

　ＳＤ１０２からは８８０～８８２といった３点の須恵器坏が出土している。

　８８０は口径９．２㎝と小ぶりの坏で、器高は３．０㎝である。底部外面は回転ヘラ切りで、ＴＫ２１７型式期新

段階～ＴＫ４８型式期と思われる。

　８８１の底部外面は回転ヘラ切りである。口縁端部は丸くおさめており、ＴＫ２１７型式期新段階～ＴＫ４８

型式期と思われる。

　８８２の須恵器坏は口径１３．５㎝とやや大ぶりで、底部はほぼ水平である。口縁部はやや外反気味で、底

部外面は回転ヘラ切り後ヘラ削りを施している。ＴＫ２１７型式期新段階～ＴＫ４６型式期と思われる。

Ｄ地区包含層

　Ｄ地区の包含層から出土した古墳時代の土器は、８８３～８８７に図示した須恵器坏５点である。８８３・８８４

は２８区、８８５・８８６は２３区、８８７は３７区の包含層からそれぞれ出土したものである。

　８８３は坏蓋で、天井部外面は回転ヘラ切り後未調整である。口縁部は丸みをもって下方にのび、端部

は丸くおさめる。ＴＫ２１７型式期新段階の可能性がある。

　８８４は坏身で、たちあがり部は内上方に直線的に長くのび、端部は丸くおさめる。ＴＫ１０型式期と思

われる。

　８８５の坏身の底部外面は回転ヘラ切りにより平らになっている。たちあがり部は大きく外反しながら

直上方にのびる。ＴＫ２１７型式期の所産と思われる。

　８８６の坏身の底部外面は回転ヘラ切り後未調整である。ＴＫ２１７型式期～ＴＫ４８型式期の範疇でとらえ

られよう。

　８８７の坏身は底部外面が回転ヘラ切りとなっている。口縁部は丸くおさめるが、端部直下をやや外反

気味にしている。ＴＫ２１７型式期～ＴＫ４８型式期の範疇でとらえられよう。

３．Ｅ地区
　Ｅ地区では、包含層から古墳時代の須恵器２点が出土している。どちらも褐灰色粘質シルト層からの

出土である。

第５節　古墳時代の土器



－　１５１　－

包含層（図版２５２　写真図版３２６）

　８８８は器台の脚部である。脚端径は２６．５㎝とやや大型である。残存部外面では２～４条の凹線により

４横帯に区画され、最下帯を除いて櫛描波状文をそれぞれ上下に２帯施している。波状文を施した横帯

のうち、最下段のみ三角形の透孔、その他は長方形の透孔を縦方向に揃う位置にそれぞれ４方向に穿っ

ている。ＴＫ４７型式期～ＭＴ１５型式期の所産と思われる。

　８８９は須恵器壺である。体部は丸く最大径は１６．２㎝を測る。外面はタタキ整形後、部分的に横方向の

カキメを施している。内面には当て具痕が認められるが、大半がナデ消されている。口縁部は頸部から

外反気味に外上方にのびている。口縁端部は屈折して上方に短くのび、外面には凹線状の小さな段が認

められるが、下方への肥厚はほとんど認められない。口径は１３．４㎝、器高は１６．６㎝を測る。ＴＫ４７型式

期～ＭＴ１５型式期の所産と思われる。

４．Ｆ地区
　平成１８年度調査のＦ地区については、４９区・５３区・５６区の溝、５６区の掘立柱建物跡の柱穴、５３区・５６

区の包含層から出土した古墳時代の須恵器のうち、合計７点を図示した。

　Ｆ地区で古墳時代の遺物が出土した遺構には、４９区のＳＤ１３８、５３区のＳＤ１５５、５６区のＳＤ１８０、ＳＢ０７５Ｐ

０１がある。

４９区（図版２５３　写真図版３２７）

ＳＤ１８８

　４９区のＳＤ１３８から出土しているのは須恵器坏蓋の２点である。

　８９０は天井部と口縁部の境に突帯状の段を有する。天井部外面のヘラケズリ範囲はあまり広くない。

口縁端部の内側は凹線状とし、内傾する面のようにみえる。ＭＴ１５型式期～ＴＫ１０型式期と思われる。

最上層から出土したものである。

　８９１は天井部外面が回転ヘラケズリ、内面には仕上げナデを施している。口縁部は垂直に近い下外方

にのび、端部は内傾する面をもつが、あまい。天井部と口縁部の境には凹線等は認められない。これも

上層から出土したもので、ＭＴ８５型式併行期と思われる。

５３区

ＳＤ１５５（図版２５３　写真図版３２７）

　５３区ＳＤ１５５から出土した土器のうち、古墳時代に属するもので図示できたのは８９２の須恵器坏身１点

である。

　８９２はＳＤ１５５上層から出土している。たちあがり部は受部から外反しながらほぼ直立するように長く

のびている。たちあがり端部は丸い。底部の回転ヘラケズリ範囲は２分の１ほどでやや狭い。ＭＴ８５型

式併行期およびその前後の所産と思われる。

５６区（図版２５３　写真図版３２７・３２９）

ＳＤ１８０

　５６区ＳＤ１８０から出土した土器のうち、古墳時代に属するもので図示できたのは８９３の須恵器坏蓋１点

である。

　８９３はＳＤ１８０の最上層から出土しており、天井部外面に「×」状のヘラ記号が認められる。天井部外

面は回転ヘラ切り後回転ヘラケズリをおこなっているようである。破片のため法量は不明である。ＴＫ

第４章　発掘調査の成果－遺物－
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２１７型式期の可能性がある。

ＳＢ０７５

　ＳＢ０７５として組みあう柱穴ＳＢ０７５Ｐ０１および包含層から出土した破片が接合したものである。柱穴出

土土器は柱痕あるいは掘形のいずれから出土したかの区別はできていない。

　８９４は須恵器坏蓋としたが、坏身の可能性もある。天井部外面は回転ヘラ切りで、口縁部は下外方に

内湾気味にのびて端部は丸くおさめる。ＴＫ２１７型式期～ＴＫ４８型式期と思われる。

Ｆ地区包含層

　Ｆ地区の包含層から出土した土器のうち、古墳時代に属するもので図示できたのは、５３区で出土した

８９５の須恵器底部と５６区出土の８９６の須恵器坏蓋である。

　８９５は底部の破片であるが、やや大型の坏と思われる。外面には格子状のヘラ記号が施され、内面に

は当て具痕が残存している。

　８９６の天井部はやや丸く、外面の回転ヘラケズリ範囲は広く、口縁部は垂直に下方に長くのびる。口

縁端部にはやや内傾する面をもち、口縁部と天井部の境の外面はするどい突帯状になっている。ＴＫ２３

型式期前後の所産と思われる。ロクロ回転方向は左である。

５．Ｇ地区
　Ｇ地区については、５８区の溝から出土した古墳時代の須恵器２点を図示した。Ｇ地区で古墳時代の遺

物が出土した遺構には、５８区のＳＤ２０１がある。

５８区（図版２５３　写真図版３２７）

ＳＤ２０１

　８９７の須恵器坏身は、たちあがり部と底部中央を欠失する。受部は外上方にのび、たちあがり部は内

上方にのびている。底部外面の回転ヘラケズリの範囲は約２分の１である。ＭＴ８５型式併行期前後であ

ろうか。

　８９８はＳＤ１９９・ＳＤ１９９付近の遺構検出時に出土した、須恵器短頸壺の上半部片である。径１２．０㎝とや

や大きい肩部には、鈍い凹線とその上に櫛描波状文を１帯施文している。この波状文の上端部は、上部

の鈍い凹線状を呈した部分には及んでいない。口縁部は体部から外反して直上方に長くのびるが、やや

内傾している。口縁端部は内傾する面をもつようにみえるが、丸みがある。ＴＫ２０８型式期以前と思わ

れる。

　

６．Ｈ地区
　平成１９年度調査のＨ地区については、６１区の水田跡・包含層、６２区の流路・溝・土壙・柱穴および包

含層、６４区の流路・水田跡・包含層、６５区・６６区・６９区の包含層、６８区の土壙・溝・包含層から古墳時

代の土器が出土した。

　Ｈ地区で古墳時代の遺物が出土した遺構には、６１区の水田跡、６２区のＳＤ２１１・ＳＤ２２５・ＳＤ２１２・ＳＫ

０８８・Ｐ６２０７・Ｐ６２０２、６４区の水田跡・ＳＤ２２７、６８区のＳＫ１２６・ＳＫ１２８・ＳＫ１２９・ＳＫ１３２・ＳＤ２５８がある。

６１区（図版２５４　写真図版３２８）

水田跡

　９０６は土師器の甕または堝と思われる。口縁部のみ残存しており、口径２５．６㎝の大型品である。体部

第５節　古墳時代の土器
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から外上方に直線的にのびる口縁部は外面中央部をやや肥厚させ、端部はおさえることにより垂直に近

い面を形成している。外面の調整は磨滅により不明であるが、内面は口縁部がヨコハケ後ヨコナデ、体

部は横方向のヘラケズリとなっている。内面全面に煤状の物質が付着している。

６２区（図版２５３・２５４　写真図版３２７～３２９）

ＳＤ２１１

　ＳＤ２１１から出土した古墳時代の土器では、須恵器の坏や壺・甕と、土師器の甕・壺・高坏の合計７点

を図示した。

　８９９は須恵器坏蓋で、天井部の回転ヘラケズリは広範囲におよび、下外方に直線的にのびた口縁部端

は凹面をなしている。天井部と口縁部の境には小さいながらも段を有している。ＭＴ１５型式期前後の時

期である可能性が高い。

　９００はたちあがり部を欠失する須恵器坏身である。受部は外上方に向くが丸い。底部外面は約３分の

２を回転ヘラケズリしている。ＭＴ８５型式併行期前後であろうか。

　９０１は壺口縁部で、外面には鈍く低い突帯により分割された２横帯にそれぞれ櫛描波状文を各１帯施

している。口縁部は外上方に外反気味にのびているが、中央部でやや屈曲している。口縁端部は丸くお

さめ、突帯より上の器壁は薄くなっている。ＴＫ２０８型式期～ＴＫ２３型式期の可能性がある。

　９０２は須恵器甕の上半部である。残存部の最大径約４８㎝の体部外面には平行タタキ痕が残存し、内面

は当て具痕をナデ消している。体部内面は５Ｐ７／１の明紫灰色を呈している。体部から大きく外反して外

反気味に外上方にのびる口縁部は、端部を少し拡張して断面三角形に近い形状としている。端部の外面

下には１条の突帯が認められる。ＴＫ２３型式期の所産と思われる。

　９０３は土師器甕で、口縁部を欠失している。いわゆる長胴甕の形態に近いが、肩部の丸みが乏しい。

内外面とも器表が磨滅しているために調整は不明であるが、体部外面はハケ、内面はヘラケズリである

可能性がある。器壁が厚いことが特徴としてあげられよう。

　９０４は口縁部が短く外反する土師器壺である。丸い底部付近の器壁が厚く、口縁部にゆくにつれ徐々

に薄くなっている。内外面の器表が磨滅しているために調整痕が残っていないが、体部外面はハケであ

る可能性がある。内面には指頭圧痕を多く残す。古墳時代中期末～後期にかけての所産と思われる。

　９０５の土師器高坏は脚部を欠失している。坏部の口径は２２．０㎝とやや大きく開く形態で、坏底部との

境の内外面にはにぶい稜を残している。内外面の調整が磨滅により不明となっているが、ヨコナデ仕上

げであると思われる。

ＳＤ２２５

　ＳＤ２２５で出土した古墳時代の遺物のうち、須恵器および土師器の坏と土師器の不明品を図示した。

　９０８は須恵器坏蓋である。丸みの少ない天井部外面は口縁部境まで回転ヘラケズリを施している。口

縁部は下外方に外反気味にのびて端部付近はやや内湾する。端部は丸くおさめている。時期的な判断は

難しいが、ＭＴ１５型式期頃であろうか。無蓋高杯の可能性も残している。

　９０９は土師器の坏と思われる破片である。小片のため口径は不明である。体部は内湾し、口縁端部は

尖り気味に丸くおさめる。

　９１０は土師器であるが器種不明である。４．７㎝四方の矩形の破片で、厚さは１．５㎝程度と厚い。外面に

は丸みがあるが、内面は外面ほど丸くはない。
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ＳＤ２１２

　ＳＤ２１２から出土した古墳時代の遺物のうち、須恵器坏蓋１点を図示した。

　９１１の坏蓋はＳＤ２１２および谷部から出土した破片が接合したものである。器高は３．５㎝とやや扁平な形

状を示す。比較的平らな天井部外面のほぼ全体を回転ヘラケズリしている。口縁部は下外方に直線的に

のび、天井部との境には幅広い凹面をつくりだしている。口縁端部は丸い。ＭＴ８５型式併行期～ＴＫ４３

型式期の可能性がある。

ＳＫ０８８

　ＳＫ０８８出土の古墳時代遺物は９１２の須恵器無蓋高坏の坏部１点を図示した。口縁端部はほぼ水平でく

ぼみ気味の面をもつ。坏底部と口縁部境の外面には小さい段を有する。坏底部中央外面には、脚部との

接合のために渦巻きが刻まれている。時期的にはＭＴ１５型式期の可能性を考えている。

Ｐ６２０７

　掘立柱建物跡として組みあうかどうかは不明であるが、Ｐ６２０７から須恵器高坏と思われる小片が出土

している。柱穴内の柱痕または掘形のいずれから出土したかの記録はない。９１３に示したが、外面には

にぶい突帯で区切られた横帯があり、そのひとつに櫛描波状文を１帯施文している。図の下段突帯の下

部は回転ヘラケズリとなっている。

Ｐ６２０２

　９１４はＰ６２０２の上面から出土した土師器甕である。柱穴に伴うものかどうかは未確定である。あまり

張らない体部から緩やかに外反しながら上方にのびる口縁部を有する。口縁端部は丸くおさめている。

外面には煤が付着し、体部上半外面はタテハケ、口縁部はヨコナデ調整である。体部内面はタテハケ後

イタナデのような調整をおこなっている。古墳時代前期末～中期の所産である可能性がある。

６４区（図版２５４　写真図版３２８）

水田跡

　９１５は須恵器坏身である。たちあがり部は外反気味に内上方にのび、端部は丸くおさめる。ＭＴ８５型

式併行期前後と思われる。

ＳＤ２２７

　９１６はＳＤ２２７から出土した須恵器高坏である。口縁部および脚部を欠失した破片であり、脚部に透孔

の存在を示す部分は遺存していない。

６８区（図版２５４　写真図版３２８～３３０）

ＳＫ１２６

　ＳＫ１２６から出土した古墳時代の遺物では、須恵器の坏・壺、土師器壺を図示した。

　９１７は須恵器坏蓋である。天井部外面の２分の１には回転ヘラケズリを施し、丸みをもって下外方に

のびる口縁部は端部付近を若干外反させ、端部は丸くおさめるが、内傾する面のようにもみえる。天井

部と口縁部の境の稜はほとんど認められない。ＭＴ８５型式併行期と思われる。

　９１８は須恵器坏身である。底部外面の２分の１以上を回転ヘラケズリし、受部から外反気味に内上方

に長くのびるたちあがり部の端部は丸くおさめる。底部内面には同心円の当て具痕が認められる。全体

的に器壁が薄い印象を受ける。ＭＴ８５型式併行期と思われるが、体部が深い点で若干さかのぼる可能性

もあろう。

　９１９は体部を欠失する須恵器の壺である。頸部の中央から外反して上外方にのびる口縁部は端部付近
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を受け口状に仕上げ、端部には面をもたせている。口縁端部下には稜線が認められ、外見上は肥厚させ

た甕口縁部のように仕上げている。外面全体にカキ目状の細線が多く施されている。ＴＫ４７型式期～Ｍ

Ｔ１５型式期の所産と思われる。

　９２０は土師器壺である。ほぼ完形品であるが、体部下半に１箇所不定形な孔が認められる。意図的に

穿たれたものかどうかは不明である。孔の長径は約３㎝、短径は約２．５㎝である。体部はやや扁平な観

があり、体部から曲折して上外方に直線的にのびる口縁部は、端部がやや尖るように仕上げられている。

器表が磨滅しているため外面の調整痕は残っていないが、ヘラミガキが加えられている可能性が高い。

体部内面はナデ調整である。

ＳＫ１２８

　ＳＫ１２８から出土した土器のうち、図示したのは須恵器坏や高坏３点と土師器高坏１点である。

　９２１は有蓋高坏である。受部端は鋭くやや上方を向く。たちあがり部は内上方に直線的にのびて、端

部は主として外方に拡張して凹面を作り出している。口縁端部は鋭い。口径は１０．７㎝と小ぶりである。

脚部には横方向のカキ目を施した後、台形の透孔を３方向に穿っている。脚端部は上下に拡張し、端面

上半は凹面を呈している。ＴＫ４７型式期の所産である。

　９２２も有蓋高坏であるが、坏部のたちあがり部を欠損している。受部はやや上方を向くが９２１よりもあ

まい。脚部の形状は９２１と同様であるが、脚端径は８．８㎝とやや大きい。

　９２３は須恵器坏身としたが、高坏の可能性もある。底部外面のヘラケズリの範囲は広く、受部から外

反気味にほぼ垂直上方に長くのびるたちあがり部をもち、端部は丸くおさめている。ＭＴ１５型式期前後

と思われる。

　９２４は土師器高坏の坏部である。浅い埦形を呈し、内面には１条の暗文が残る。

ＳＫ１２９

　ＳＫ１２９から出土した土器のうち、図示したのは須恵器坏２点と須恵器甕１点である。

　９２５は蓋で、天井部外面は回転ヘラ切り後未調整。天上部から下外方に内湾しながらのびた口縁端部

は丸くおさめる。ＴＫ２１７型式期と思われる。

　９２６は須恵器坏身である。体部外面の回転ヘラケズリの範囲は広く、たちあがり部は内上方に直線的

にのび、端部には内傾する面をもつ。ロクロ回転は左方向で、ＴＫ２３型式期～ＴＫ４７型式期と思われる。

　９２７は甕口縁部で、端部はわずかに上下に拡張しているようにみえる。わずかに残る肩部外面には格

子タタキ痕が残る。この土器はＳＫ１３０とＳＫ１３１から出土した破片が接合したものである。

ＳＫ１３２

　ＳＫ１３２から出土した古墳時代の土器のうち、製塩土器の脚台部と思われる土師器を図化した。

　９２８の脚台径は５．２㎝と小さく、ユビオサエが明瞭に認められる。古墳時代前期～中期と思われる。

ＳＤ２５８

　ＳＤ２５８からは９２９に示した須恵器坏蓋が出土している。体部から口縁部にかけての外面には、凹線状

となった粘土紐接合痕が明瞭に残っている。天井部外面は回転ヘラ切り後未調整となっている。口縁端

部は丸く仕上げている。ＴＫ２１７型式期の所産と思われる。

７．Ｈ地区包含層（図版２５４・２５５　写真図版３２８・３３０・３３１）
　Ｈ区では、前記に示した以外に６１区・６２区・６４区・６５区・６６区・６８区の包含層からも古墳時代の土器
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が出土している。これらのうち、６５区・６６区・６８区で出土した古墳時代の土器は包含層に限られている。

　以下、地区ごとに遺物を述べる。

６１区

　９０７は土師器高坏で、坏部を欠失している。脚部は「ハ」字形に緩やかに開く中空の脚柱部から曲折

して外反気味に横外方に大きく開く裾部となっており、内面には稜を有する。脚端部は丸くおさめる。

脚柱部内面は横方向のヘラケズリである。外面はハケ後ナデを施しているようである。

６２区

　６２区の包含層から出土した古墳時代の土器では、須恵器坏、土師器の把手を図示した。

　９３０は須恵器坏蓋の破片で、口縁部はほぼ垂直で端部には凹面に近い面をもつ。天井部と口縁部の境

には小さな段を有している。ＴＫ４７型式期頃であろうか。

　９３１は須恵器坏身の破片で、たちあがり部は短く厚みがある。受け部も短いが薄い。底部外面はヘラ

切りで、体部との境は鋭い稜となっている。ＴＫ２１７型式期と思われる。

　９３２および９３３は土師器の把手である。９３２は上面に２条の平行な切込みを入れており、９３３は半分を欠

失するが、同様と思われることから、同一個体の可能性がある。器種は甕か甑であると思われるが、不

明である。また、形状は牛角状ではないものの、切込みがある点から韓式系土器である可能性もあろう。

６４区

　６４区の包含層から出土した古墳時代の土器には、須恵器の坏と高坏がある。

　９３４・９３６は須恵器坏身であるが、９３６は高坏の可能性もある。９３４は口径１０．２㎝に対して器高５．２㎝と

深い形状を示す。受部はほぼ水平に短くのび、たちあがり部は直線的に内上方にのびている。たちあが

り端部は内傾した面をもつが鋭さに欠ける。体部外面の回転ヘラケズリは３分の２以上の範囲におよぶ。

ロクロ回転方向は左である。９３６は高坏の可能性もある破片で、体部は深みのある形状を示す。９３４と

９３６はＴＫ２１６型式期の可能性がある。

　９３５・９３７・９３８は須恵器の高坏である。９３５は坏部片であるが、脚部もわずかに遺存しており、３方向

に穿たれた長方形透孔であることがわかる。たちあがり端部は丸みをもち、内面に凹面を呈しているよ

うにもみえる。９３７の脚部は３ないし４方向の長方形透孔を穿っている。外面にはカキメを施し、脚端

部は上下に拡張している。９３８も端脚の脚部であるが、透孔は穿たれていない。脚端部には面をもつ。

９３５と９３７はＴＫ４７型式期前後、９３８はＴＫ２０９型式期前後と思われる。

６５区

　６５区の包含層から出土した古墳時代の遺物には、須恵器の坏・高坏・壺がある。

　９３９は須恵器坏蓋で、天井部と口縁部の境の外面には小さな段を有し、口縁端部は内傾する面となっ

ている。ＴＫ１０型式期～ＭＴ８５型式併行期と思われる。

　９４０は坏身で、たちあがり部は長く、端部は内傾する面を有する。９４１はたちあがり部が外反するよう

に短くのびて断面は三角形状に近い。底部外面はヘラ切りとなっている。９４０はＴＫ２０８型式期頃、９４１

はＴＫ２１７型式期と思われる。

　９４２は須恵器の短脚高坏脚部である。円形の透孔が１箇所残存している。また、脚端部は上方に小さ

く拡張している。ＭＴ１５型式期前後であろう。

　９４３は須恵器壺の口縁部である。外上方に外反気味に開く口縁部で、端部は断面三角形に近い。外面

のやや鋭い突帯間には櫛描波状文を各１帯施している。ＴＫ２０８型式期頃と思われる。
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６６区

　６６区の包含層から出土した古墳時代の遺物は須恵器坏身１点である。

　９４４の底部外面はヘラ切りをおこなっており、その後は未調整となっている。たちあがり部は外反気

味に内上方に短くのび、断面は三角形に近い。ＴＫ２１７型式期古相の所産と思われる。

６８区

　包含層から出土した土器のうち、古墳時代に属するもので図示できたのは３点であり、表面採集の１

点も加えて４点示した。

　９４５は須恵器のつまみ部分の破片である。直径５．８㎝と大きいことから、大型品のものと思われるが、

器種は不明である。つまみ部の厚さは２．６㎝で、上面の中央部が窪んで凹面を呈している。西の側溝か

ら出土したものである。

６９区

　９４６は円筒埴輪の口縁部と思われる。須恵質で、表面の色調も灰褐色を呈するが、断面中央部は赤橙

色である。口径は１７．９㎝で、外面には斜め方向のハケ、内面には横方向のハケが認められる。口縁上端

部は凹面を呈している。

　９４７は朝顔形埴輪の一部と思われる。須恵質であるが、表面は橙色～灰白色を呈している。口縁部の

中央にある屈曲部分の破片と思われる。外面はタテハケ、内面は斜め方向のハケを残している。突帯の

外面は凹面を呈する。９４６や９４９および９４８といった可能性がある破片も含め、埴輪が出土していること

は、付近に埴輪をめぐらせた古墳が存在していたが、削平された可能性を指摘できる。時期的には古墳

時代中期後半から後期前葉と思われる。

　９４９は不明品であるが、埴輪の可能性がある。厚さ２㎝弱で、片面には２個一対の刺突文が多く施さ

れていることから、形象埴輪の可能性があるが、器種は不明である。

　９４８は表面採集された、土師器高坏脚部と思われる破片である。朝顔形埴輪の口縁端部である可能性

もある。端部はやや凹面を呈し、器厚は０．８～１．１㎝である。径は１６．６㎝を測る。
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第６節　古代・中世の土器

１．概要
　古代の須恵器・土師器ついては調査地東部の包含層から多く出土しており、中世の土器・陶磁器など

は地区のほぼ全体にわたって掘立柱建物跡の柱穴や溝などから出土している。ごく一部、近世の土器・

陶磁器も報告している。なお、土師器煮炊具や陶磁器の記述にあたっては以下の文献の掲げる編年・分

類などを参考とした。

　土師器煮炊具：長谷川眞「播磨における土製煮炊具の様相」『中近世土器の基礎研究』２１　２００７年

　瓦器：尾上実「南河内の瓦器椀」『藤澤一夫先生古稀記念古文化論叢』１９８３年

　備前焼：乗岡実「備前焼擂鉢の編年について」『第３回中近世備前焼研究会資料』２０００年

　肥前系陶磁器：九州近世陶磁研究会『九州陶磁の編年』２０００年

　輸入陶磁器：森田勉・横田賢次朗「大宰府出土の輸入陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集』

４　１９７８年

　　　　　　　小野正敏「１５～１６世紀の染付碗、皿の分類と年代」『貿易陶磁研究』№２　１９８２年

　　　　　　　太宰府市教育委員会『大宰府条坊跡ⅩⅤ－陶磁器分類編－』２０００年

２．Ａ地区
１区（図版２５６　写真図版３３２）

ＳＤ００５

　９５０は須恵器碗である。口縁部が外反している。やや浅手の椀と考えられる。

ＳＤ００６

　９５１は須恵器杯である。底部はヘラ切りである。８世紀前半と思われる。

ＳＫ００２

　９５２は土師器小皿である。手づくね成形で、口縁部にヨコナデが施されている。

３．Ｂ地区
４区（図版２５６　写真図版３３２）

ＳＢ００３Ｐ０５

　９５３・９５４は須恵器碗である。９５５は土師器鉢である。口径が大きく深手である。

５区（図版２５６　写真図版３３２）

Ｐ０５０１

　９５６は土師器小皿である。手づくね成形で、口縁部にヨコナデが施されている。

６区（図版２５６　写真図版３３２）

包含層

　９５７は土師器皿である。手づくね成形で、口縁部にヨコナデが施されている
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７区（図版２５６　写真図版３３２）

ＳＢ００７Ｐ０２

　９５８は土師器小皿である。手づくね成形で、口縁部にヨコナデが施されている。

ＳＢ００７Ｐ０５

　９５９・９６０は土師器小皿である。手づくね成形で、口縁部にヨコナデが施されている。

ＳＢ００７Ｐ０６

　９６１は瓦質土器羽釜である。

ＳＢ００８Ｐ０４

　９６２は土師器小皿である。手づくね成形で、口縁部にヨコナデが施されている。

ＳＢ００９Ｐ０４

　９６３・９６４は土師器小皿である。手づくね成形で、口縁部にヨコナデが施されている。

ＳＢ００９Ｐ０６

　９６５は土師器小皿である。手づくね成形で、口縁部にヨコナデが施されている。

ＳＢ００９Ｐ１０

　９６６は土師器小皿である。手づくね成形で、口縁部にヨコナデが施されている。

ＳＢ００９Ｐ０８

　９６７は土師器小皿である。手づくね成形で、口縁部にヨコナデが施されている。９６８は瓦質土器脚部で

ある。９６９は瓦質土器羽釜である。口縁部は短く、やや内傾している。

ＳＢ００９Ｐ０５

　９７０は瓦質土器羽釜である。口縁部は短く、直立している。

ＳＢ００９Ｐ０７

　９７１は瓦質土器三足付羽釜である。口縁部は短く、やや内傾している。口縁部内外面はヨコナデ、体

部内外面はナデが施されている。

８区（図版２５６・２５７　写真図版３３３）

ＳＢ０１０Ｐ０６

　９７２は土師器小皿である。

ＳＢ０１１Ｐ０１

　９７３は土師器小皿である。手づくね成形である。

ＳＢ０１１Ｐ１０

　９７４は土師器小皿である。手づくね成形である。

ＳＢ０１２Ｐ０２

　９７５は土師器小皿である。底部はヘラ切りと思われる。

ＳＢ０１２Ｐ０１

　９７６は土師器小皿である。手づくね成形である。

ＳＢ０１２Ｐ０５

　９７７は平瓦である。凸面には無文タタキ後ナデが施され、凹面には１３本／１㎝の布目が認められる。

Ｐ０８０１

　９７８は亀山焼甕と考えられる。底部は平底である。焼成は軟質でかなり磨滅している。体部外面に格
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－　１６０　－

子タタキ、底部内面にナデが施されている。

Ｐ０８０２

　９７９は瓦質土器羽釜である。口縁端部がやや内傾し、鍔は短い。

Ｐ０８０３

　９８０は瓦質土器羽釜である。口縁が内傾している。

Ｐ０８０４

　９８１は瓦質土器脚部である。

ＳＫ００４

　９８２は土師器皿である。手づくね成形である。９８３は瓦質土器三足付羽釜である。口縁部は内傾し、鍔

は短い。体部は浅く、下膨れである。体部外面はナデ、体部内面はヨコハケが施されている。

ＳＤ００８

　９８４は瓦質土器羽釜である。口縁部は直立し、鍔は短い。

包含層

　９８５は瓦質土器羽釜である。口縁部は直立し、鍔は短い。体部内面はヨコハケが施されている。

１０区（図版２５７　写真図版３３３）

ＳＫ００５

　９８６は須恵器壺である。口縁部は大きく開いている。

１１区（図版２５７　写真図版３３３）

包含層

　９８７は白磁碗である。口縁端部外縁は外側に突出し、口縁部内面に凹線をもっている。９８８は龍泉窯系

青磁の細連弁文碗である

１３区（図版２５７　写真図版３３４）

ＳＢ０１３Ｐ０７

　９８９は須恵器碗である。見込みにやや凹みをもち、底部はほとんど突出しない。底部は回転糸切りで

ある。

ＳＢ０１４Ｐ０６

　９９０は須恵器碗である。見込みにやや凹みをもち、底部はやや突出する。底部は回転糸切りである。

Ｐ１３０１

　９９１は土師器皿である。底部はヘラ切りである。

１４区（図版２５７　写真図版３３４）

ＳＢ０１６Ｐ０１

　９９２・９９３は須恵器碗である。９９３は見込みに凹みをわずかに残し、底部はほとんど突出しない。

ＳＢ０１６Ｐ０８

　９９４は須恵器碗である。見込みに凹みをわずかに残し、底部はほとんど突出しない。

ＳＢ０１６Ｐ１１

　９９５は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０１６Ｐ１２

　９９６・９９７は須恵器碗である。９９７は見込みに凹みをわずかに残し、底部は突出しない。
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－　１６１　－

ＳＢ０１６Ｐ１６

　９９８は須恵器碗である。

Ｐ１４０２

　１００１は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

Ｐ１４０３

　９９９は土師器皿である。底部はヘラ切りである。

Ｐ１４０４

　１０００は土師器羽口である。外面の一部が還元している。復元径は９．５㎝、復元口径は２．５㎝である。

包含層

　１００２は白磁碗である。口縁部が玉縁状に肥厚する。森田・横田分類のⅣ類である。１００３は青白磁合子

蓋である。表面の文様は花弁状である。内面及び口縁端部外面が露胎である。

１５区（図版２５７　写真図版３３４）

包含層

　１００４は須恵器杯Ｂである。器高がやや低い。８世紀中葉と思われる。１００５は土師器鍋である。口縁部

内外面はヨコナデ、体部外面はタテハケ、体部内面は板ナデが施されている。１００６は白磁碗である。口

縁部が玉縁状に肥厚する。森田・横田分類の白磁碗Ⅳ類である。

１６区（図版２５７　写真図版３３５）

ＳＢ０２０Ｐ０６

　１００７は須恵器碗である。

ＳＢ０２２Ｐ１１

　１００８は須恵器碗である。

ＳＫ００７

　１００９は土師器皿である。内外面とも磨滅している。

ＳＤ００９

　１０１０は須恵器杯である。底部はヘラ切りである。８世紀前葉までのものである。

１７区（図版２５７　写真図版３３５）

ＳＤ０１２

　１０１１は須恵器杯である。底部はヘラ切りである。８世紀前葉までのものである。１０１２は須恵器碗であ

る。見込みは凹まず、底部はやや突出している。底部は回転糸切りである。１０１３・１０１４は須恵器捏鉢で

ある。口縁端部が丸味をもち、１０１３は端部が上方に拡張している。１０１５は備前焼擂鉢である。乗岡編年

中世６期（１６世紀初頭～１６世紀第３四半期）である。１０１６は白磁碗である。見込みに沈線をもち、底部は

露胎である。森田・横田分類の白磁碗Ⅴ類である。１０１７は染付磁器碗である。外面に○文、見込みに花

文が描かれている。畳付は露胎である。小野分類Ｃ群（１５世紀後葉～１６世紀前半）である。１０１８は土師器

管状土錘である。重量が４．７ ｇ である。

包含層

　１０１９は土師器管状土錘である。
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－　１６２　－

１８区（図版２５８　写真図版３３５）

ＳＤ０１３

　１０２０～１０２２は須恵器碗である。見込みにわずから凹みをもち、底部はほとんど突出しない。底部は回

転糸切りである。１０２３は瓦器碗である。口縁端部内面に凹みをもつ。内外面ともヘラミガキが認められ、

内面のヘラミガキは不明瞭であるが密である。１０２４は須恵器小皿である。底部は回転糸切りである。

１０２５は土師器羽口である。先端部分の破片で、表面のほとんどが融解・還元しており、孔の部分のみ酸

化している。復元口径は３㎝である。

包含層

　１０２６は須恵器杯Ｂである。底部は回転ヘラ切りである。１０２７は白磁碗である。見込みに沈線をもち、

底部は露胎である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ類である。

４．Ｃ地区
１９区（図版２５８　写真図版３３６）

ＳＢ０２７Ｐ０２

　１０２８は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０２７Ｐ０３

　１０２９は土師器小皿である。表面は磨滅している。

ＳＢ０２８Ｐ０３

　１０３０は須恵器碗である。

ＳＢ０２９Ｐ０５

　１０３１は土師器小皿である。成形は手づくねである。

ＳＤ０１８

　１０３２は土師器羽釜である。口縁部は短く外反気味である。鍔は短く、断面三角形である。長谷川編年

Ⅵ～Ⅶ期である。

ＳＫ０１０

　１０３３は須恵器碗である。

包含層

　１０３４は須恵器碗である。１０３５は染付磁器皿である。底部は碁笥底で、高台内及び畳付が露胎である。

見込みには草花文、外面には芭蕉葉文・列点文が描かれている。小野分類Ｃ群Ⅰである。

２１区（図版２５８　写真図版３３６）

ＳＴ００２

　１０３６～１０３９は土師器小皿である。いずれも手づくね成形である。１０４０は白磁碗である。口縁部は玉縁

状で、見込みに沈線をもっている。体部外面下半～底部外面は露胎である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ－

１類である。

包含層

　１０４１は須恵器杯Ａである。底部はヘラ切りである。８世紀中葉頃と思われる。１０４２は白磁碗である。

細く高い高台をもっている。見込みには沈線と櫛描文が描かれている。森田・横田分類白磁碗Ⅴ－４ｂ

類である。 
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５．Ｄ地区
２２区（図版２５８　写真図版３３６）

Ｐ２２０１

　１０４３は土師器小皿である。外面はナデ、内面は平滑なナデが施されている。

２３区（図版２５８　写真図版３３６）

ＳＢ０３７Ｐ０７

　１０４４は須恵器碗である。１０４５は土師器鍋である。形態は背の低い甕形である。口縁部は頸部で屈曲し

て直線的に開いている。端面は凹線状である。口縁部外面はヨコハケ後ヨコナデ、口縁部外面はヨコナ

デ、体部外面はタテハケ、底部外面はヨコハケ、体部内面・底部内面は板ナデが施されている。

ＳＢ０３７Ｐ０９

　１０４６・１０４７は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

包含層

　１０４８・１０４９は土師器管状土錘である。１０４８は重量６．２ ｇ である。

２５区（図版２５８　写真図版３３６）

包含層

　１０５０は白磁碗である。見込みに沈線をもち、見込み及び外面は露胎である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ

類である。

２６区（図版２５８　写真図版３３７）

ＳＢ０４０Ｐ０６

　１０５１は須恵器碗である。

ＳＢ０４２Ｐ０６

　１０５２は土師器皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０４２Ｐ０７

　１０５３は土師器皿である。底部はヘラ切りである。１０５４は土師器羽口である。先端部の破片で、先端が

融解・還元している。復元径は１１．０㎝である。

ＳＢ０４２Ｐ１０

　１０５５は須恵器碗である。見込みに凹みは認められず、底部は突出しない。底部は回転糸切りである。

ＳＢ０４１Ｐ０２

　１０５６は須恵器小皿である。椀形の小皿である。底部は回転糸切りである。

ＳＴ００３

　１０５７は須恵器碗である。見込みにわずかな凹みをもち、底部はほとんど突出しない。底部は回転糸切

りである。体部外面に墨書をもつが、字の判読はできていない。

Ｐ２６０１

　１０５８は土師器鍋である。口縁部は頸部で屈曲して大きく開く。口縁部内外面はヨコナデ、体部外面は

タテハケ、体部内面はヨコハケが施されている。

２７区（図版２５９　写真図版３３７）

ＳＤ０４３

　１０５９は須恵器小皿である。
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－　１６４　－

２８区（図版２５９　写真図版３３７・３３８）

包含層

　１０６０は須恵器小皿である。小椀形の小皿である。底部は回転糸切りである。１０６１～１０６３は須恵器捏鉢

である。１０６１は口縁端部が外反、１０６２は口縁端部が矩形、１０６３は口縁部端面が外傾している。１０６４は土

師器甕である。口縁部は短く外反し、１ケ所の穿孔がなされている。１０６５は土師器管状土錘である。

１０６６～１０６９は白磁碗である。１０６６は口縁端部が外方に突出する。内外面とも施釉されている。１０６７は口

縁端部が外反し、口縁部内面に沈線をもっている。外面下端のみ露胎である。１０６８は高台脇～高台内が

露胎である。森田・横田分類Ⅳ－２類である。１０６９は外面が露胎である。森田・横田分類Ⅳ－１類であ

る。１０７０は龍泉窯系青磁連弁文碗である。連弁は鎬をもたない。

２９区（図版２５９　写真図版３３８）

ＳＢ０４４Ｐ０３

　１０７１は須恵器小皿である。底部は回転糸切りである。

ＳＧ００２

　１０７２は土師器有溝穿孔土錘である。

包含層

　１０７３は白磁碗である。外面に斜め方向の沈線をもっている。高台は細く高い。高台脇～高台内は露胎

である。１０７４は龍泉窯系青磁碗である。口縁部外面に雷文をもっている。上田分類ＣⅡ類（１４世紀後葉

～１５世紀前半）である。

３０区（図版２５９　写真図版３３８）

包含層

　１０７５は備前焼碗である。２次的な被熱を受けている。１６世紀頃のものと思われる。

３３区（図版２５９　写真図版３３８）

ＳＤ０６５

　１０７６は土師器杯である。口縁端部にススが付着している。

ＳＤ０７８

　１０７７は土師器底部である。高さ１．３㎝の平高台である。表面は磨滅している。１０７８は須恵器杯Ｂであ

る。底部に回転ヘラケズリが施されている。

３４区（図版２５９　写真図版３３８）

ＳＤ０７５

　１０７９は土師器擂鉢である。内面はヨコハケ後８本１単位の櫛目が入れられ、外面はナデ、外面下端は

ヘラケズリが施されている。底部外面は不調整である。１０８０は須恵器碗である。見込みはわずかに凹み、

平高台はわずかに突出している。底部は回転糸切りである。１０８１・１０８２は備前焼擂鉢である。１０８１の擂

目は１２本１単位の櫛目が入れられている。１０８２は口縁端部が上方に大きく拡張している。乗岡編年中世

４期（１５世紀前葉～１５世紀第２四半期）である。１０８３は土師器有溝穿孔土錘である。

包含層

　１０８４は須恵器小皿である。椀形の小皿で、底部は回転糸切りである。
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３５区（図版２５９～２６１　写真図版３３８～３４２）

ＳＢ０４６Ｐ１１

　１０８５は同安窯系青磁小碗である。内面に横方向の櫛目文が入れられている。外面下端は露胎である。

ＳＢ０４７Ｐ０１

　１０８６は土師器皿である。手づくね成形である。

ＳＢ０４８Ｐ０５

　１０８７は土師器小皿である。手づくね成形である。

ＳＤ０８６

　１０８８・１０８９は土師器皿である。底部はヘラ切りである。１０９０・１０９１は土師器小皿である。底部はヘラ

切りである。１０９２～１０９４は土師器鍋である。器高の低い甕形である。１０９２は口縁部内外面にヨコハケ後

ヨコナデ、体部外面にタテハケ、底部外面にヨコハケ、体部内面にヨコハケ後ナデ、底部内面にヨコハ

ケが施されていている。１０９３は口縁部外面にヨコハケ、口縁部内面にヨコナデ、体部外面にタテハケ、

体部内面に板ナデが施されている。１０９４は口縁部内外面にハケ後ヨコナデ、体部外面はハケ後ナデ、底

部外面はハケが施され、内面は磨滅している。１０９５は土師器羽釜である。口縁部は短く、鍔は低い断面

三角形である。体部外面に平行タタキが施されている。長谷川編年Ⅵ期である。１０９６は土師器鍋である。

１０９５と比べて鍔はほとんど確認できない。体部外面に平行タタキが認められる。内面は回転ナデ後板ナ

デが施されている。長谷川編年Ⅶ期である。１０９７は土師器管状土錘である。重量は１０．８ ｇ である。

１０９８～１１１２　須恵器碗である。見込みにわずかな凹みをもち、平高台はわずかに突出する程度である。

底部は回転糸切りである。口径１６．８５～１４．９㎝、器高５．６５～４．７５㎝である。１２世紀前半頃のものが多い

ようである。墨書をもつものが多く認められ、○に「上」（１１０１）、「天」（１１０６・１１１１）、「十」（１１０７・

１１０８）、「一」（１１１０）などがある。１１１３～１１１７は須恵器小皿である。底部は回転糸切りである。器高は

３．１～１．７㎝と幅がある。１１１８・１１１９は須恵器捏鉢である。１１１８は端部が上方に大きく拡張し、端面が丸

味をもっている。１１１９は端部が矩形で、外縁がやや突出している。１１２０は須恵器杯Ｂである。１１２１・

１１２２は瓦器碗である。１１２１は内面のヘラミガキが比較的密で、見込みのヘラミガキは平行である。輪高

台は断面三角形である。尾上編年２－１・２期（１２世紀前半）頃のものと思われる。１１２２は磨滅のため外

面のヘラミガキが不明瞭である。１１２３は瓦器小皿である。内面及び口縁部外面にヘラミガキ、底部外面

に指頭痕が認められる。１１２４は瓦質土器羽釜である。口縁部は短く直立している。体部内面にはハケが

施されている。１１２５～１１２９は備前焼擂鉢である。１１２５は口縁部がやや肥厚する。擂目は６本１単位の櫛

目である。乗岡編年中世３期ａ（１４世紀中葉～後葉）である。１１２６は口縁端部が大きく上方に拡張してい

る。擂目は７本１単位の櫛目である。乗岡編年中世４期ｂ（１５世紀第２四半期）である。１１２７は口縁部が

板状に大きく拡張している。乗岡編年中世５期ｂ（１５世紀末）である。１１２８・１１２９は口縁帯がやや内側に

倒れ、上端に面をもっている。乗岡編年中世６期ａ（１６世紀前半）である。１１３０・１１３１は備前焼甕である。

１１３０は玉縁状の口縁部が直立している。乗岡編年中世５期である。１１３１は玉縁状の口縁部が内弯して立

ち上がり、玉縁部の外面に凹線が入れられている。乗岡編年近世１期である。１１３２は丹波焼壺である。

口縁部は外反し、端部は丸味をもっている。表面にはオリーブ灰色の自然釉が付着している。１１３３は肥

前系施釉陶器皿である。内面及び口縁端部外面に施釉されている。見込みに砂目跡が付いている。肥前

１－２期（１６世紀末頃）である。１１３４は肥前系施釉陶器碗である。体部外面下位及び底部外面は露胎であ

る。肥前Ⅰ－２期（１６世紀末頃）である。１１３５は施釉陶器底部である。見込みに４か所の砂目跡をもって
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いる。釉色は浅黄色で、畳付は露胎である。産地は不明である。１１３６～１１４３は白磁碗である。１１３６～

１１４１は森田・横田分類の白磁碗Ⅳ類、１１４０は森田・横田分類の白磁碗Ⅳ－１類である。１１４１は森田・横

田分類の白磁碗Ⅳ－２類である。１１４２・１１４３は森田・横田分類の白磁碗Ⅴ類である。１１４４は白磁皿であ

る。畳付のみ露胎である。森田分類Ｅ群（１６Ｃ）である。１１４５は白磁水注である。頸部付け根付近に縦方

向の耳をもっている。耳はやや平たい粘土紐を２つ並べた形態である。内外面とも施釉されている。

１１４６は龍泉窯系青磁碗である。高台内は露胎である。森田・横田分類Ⅰ－２ｂ型式である。１１４７は龍泉

窯系青磁皿である。森田・横田分類Ⅰ－１型式である。底部外面は露胎である。１１４８は同安窯系青磁碗

である。底部外面～体部下端は露胎である。１１４９は中国製染付磁器碗である。底部は平坦で、畳付は露

胎である。外面は唐草文、見込みは草花文が描かれている。高台内の銘款は「造」のみが読み取れ、

「大明年造」の可能性が考えられる。１１５０は中国製染付磁器底部である。畳付は露胎で、砂が付着して

いる。見込みには「福」の字が書かれている。

包含層

　１１５１は須恵器碗である。１１５２は須恵器杯Ａである。底部は回転ヘラケズリである。

３６区（図版２６２　写真図版３４３）

ＳＡ００２Ｐ０２

　１１５３は土師器托あるいは皿の可能性が考えられる。

３７区（図版２６２　写真図版３４３・３４４）

ＳＢ０４９Ｐ０９

　１１５４は須恵器碗である。

ＳＢ０４９Ｐ１２

　１１５５は須恵器碗である。見込みに凹みの痕跡をわずかに残し、平高台は突出しない。底部は回転糸切

りである。

ＳＢ０４９Ｐ１８

　１１５６は須恵器小皿である。底部はヘラ切りで、板状圧痕が付着している。

ＳＢ０５１Ｐ０３

　１１５７は須恵器碗である。

ＳＢ０５１Ｐ０８

　１１５８は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０５１Ｐ１２

　１１５９は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０５１Ｐ１３

　１１６０は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０５１Ｐ１７

　１１６１は土師器底部である。平高台高く突出し、体部は大きく開いている。底部はヘラ切りで、板状圧

痕が付着している。１１６２は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０５１Ｐ１８

　１１６３は須恵器碗である。見込みに凹みをもたず、平高台も突出しない。底部は回転糸切りである。
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ＳＢ０５１Ｐ２５

　１１６４は須恵器碗である。

Ｐ３７０１

　１１６５・１１６６は土師器小皿である。表面は磨滅している。

ＳＡ００３Ｐ０１

　１１６７は須恵器碗である。

ＳＡ００３Ｐ０２

　１１６８は土師器托である。底部はヘラ切りである。

ＳＤ１０４

　１１６９は須恵器杯Ｂである。底部は回転ヘラケズリである。８世紀前半と思われる。

ＳＤ１０１

　１１７０は須恵器杯Ｂである。底部はヘラ切りである。８世紀中葉と思われる。１１７１は須恵器杯である。

底部はヘラ切り後ナデである。

ＳＤ０９３

　１１７２は土師器小皿である。手づくね成形である。

ＳＤ０９２

　１１７３は須恵器碗である。

ＳＫ０４０

　１１７４は土師器小皿である。表面は磨滅している。１１７５は須恵器小皿である。

包含層

　１１７６は土師器皿である。成形は手づくねである。１１７７は須恵器蓋である。天井部外面に回転ヘラケズ

リが施されている。１１７８は須恵器碗である。大型の碗で、体部外面に段状の沈線もっている。１１７９～

１１８１は須恵器捏鉢である。１１７９は底部が回転糸切りで、輪高台をもっている。１１８０・１１８１は口縁端部が

上方にやや拡張している。１１８２は緑釉陶器底部である。底部は蛇の目高台である。釉はわずかにしか残

存していない。１１８３～１１８６は白磁碗である。１１８４～１１８６は森田・横田分類白磁碗Ⅳ類である。１１８６は外

面が露胎である。１１８７は同安窯系青磁皿である。体部下半外面及び底部外面は露胎である。森田・横田

分類皿Ⅰ－１ｂ類である。

３８区（図版２６２　写真図版３４４）

包含層

　１１８８は瓦器碗である。表面は磨滅している。１１８９は龍泉窯系青磁碗である。森田・横田分類碗Ⅰ－５

ｂ類である。

３９区（図版２６２　写真図版３４４）

ＳＫ０４２

　１１９０は土師器皿である。表面は磨滅している。

包含層

　１１９１は須恵器碗である。底部は回転糸切りである。見込みに凹みの痕跡を残し、平高台は突出しない。

１１９２は白磁碗である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ類である。１１９３は同安窯系青磁皿である。底部外面は露

胎である。森田・横田分類皿Ⅰ－２類である。 
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６．Ｅ地区
４０区（図版２６３　写真図版２４４・３４５）

Ｐ４００１

　１１９４～１１９７は須恵器小皿である。器高はやや深く、底部は回転糸切りである。１１９８～１２０７は土師器小

皿である。底部はヘラ切りである。１２００・１２０２・１２０５はヘラ切り後ナデが施されている。１２０８・１２０９は

土師器托である。１２０８は底部がヘラ切りで、１２０９は底部にヘラナデが施されている。

ＳＤ１１６

　１２１０・１２１１は備前焼擂鉢である。１２１０は口縁端部が縁帯状で、端面に２条の凹線をもっている。乗岡

編年中世６期ａ（１６世紀前半）である。１２１１は口縁端部が上方に拡張している。擂目は６本１単位の櫛目

である。乗岡編年中世４期ｂ（１５世紀第２四半期）である。１２１２は白磁碗である。体部外面下端～底部外

面は露胎である。森田・横田分類白磁碗Ⅴ類である。

包含層

　１２１３は白磁碗である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ類である。１２１４は土師器管状土錘である。重量は２２．６

 ｇ である。

４１区（図版２６３　写真図版３４５）

ＳＢ０５７Ｐ０６

　１２１５は須恵器碗である。

ＳＢ０５７Ｐ０３

　１２１６は須恵器碗である。

ＳＫ０４５

　１２１７・１２１８は須恵器碗である。見込みはやや凹み、平高台もやや突出している。底部は回転糸切りで

ある。１２１９・１２２０は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＤ１１８

　１２２１は須恵器碗である。見込みに凹みをもたず、平高台は緩やかに突出している。底部は回転糸切り

である。１２２２・１２２３は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

包含層

　１２２４・１２２５は白磁碗である。外面は露胎である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ－２類である。

４３区（図版２６３　写真図版３４５）

包含層

　１２２６は白磁碗である。森田横田分類白磁碗Ⅳ類である。

７．Ｆ地区
４５区（図版２６３　写真図版３４６）

撹乱包含層

　１２２７・１２２８は土師器皿である。手づくね成形である。１２２９は土師器鍋である。口縁部は受け口状であ

る。体部内面はヨコハケが施され、体部外面には指頭痕が認められる。

ＳＫ０４７

　１２３０・１２３１は土師器杯である。表面は磨滅しているが、底部はヘラ切りと思われる。１２３２は土師器托
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と思われる。口径はやや大きく、広く開いている。１２３３～１２３６は土師器小皿である。底部はヘラ切りで

ある。１２３７～１２３９は土師器底部である。見込みは凹み、底部はヘラ切りである。１２３８・１２３９の平高台は

高い。１２４０・１２４１は須恵器碗である。１２４０は体部外面に「○」の墨書をもっている。１２４１は見込みに凹

みの痕跡を残し、平高台はほとんど突出しない。底部は回転糸切りである。１２４２・１２４３は須恵器小皿で

ある底部は回転糸切りである。１２４２は小椀型である。１２４４は白磁碗である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ類

である。１２４５は平瓦である。凹面は斜格子タタキで、凸面の布目は７本／１㎝である。

ＳＤ１２６

　１２４６は須恵器碗である。

４６区（図版２６３　写真図版３４７）

ＳＢ０６１Ｐ０９

　１２４７は須恵器碗である。

ＳＢ０６４Ｐ０１

　１２４８は土師器小皿である。手づくね成形で、口径は６．３㎝と小さい。

ＳＢ０６２Ｐ０３

　１２４９は土師器皿である。手づくね成形である。

ＳＢ０６２Ｐ０７

　１２５０・１２５１は土師器小皿である。手づくね成形である。１２５２は須恵器杯Ｂである。底部はヘラ切りで

ある。１２５３は須恵器甕である。口縁部は縁帯状に厚い。

ＳＤ１２７最上層

　１２５４は須恵器稜碗である。稜は鋭い。

ＳＤ１２８

　１２５５は土師器皿である。手づくね成形である。１２５６は土師器羽釜である。口縁部は下膨れの体部から

そのまま内傾する。体部内外面はナデが施されている。

４７区（図版２６４　写真図版３４７・３４８）

ＳＤ１３３

　１２５７・１２５８は土師器小皿である。手づくね成形である。１２５９～１２６１は土師器碗である。１２５９・１２６１は

吉備系土師器碗と考えられる。色調は浅黄橙である。１２５９は体部外面にナデ・ユビオサエ、体部内面に

丁寧なナデが施されている。１２６１はしっかりした輪高台をもっている。内面は丁寧なナデ、外面はナデ

が施されている。１２６０は底部が回転糸切りである。１２６２は土師器托である。底部はヘラ切りである。

１２６３は土師器鍋である。口縁部はやや内弯している。体部外面上半はナデ、体部外面下半はヨコハケ、

体部内面はヨコハケ・板ナデが施されている。１２６４は須恵器甕である。１２６５・１２６６は須恵器碗である。

１２６６は見込みに凹みの痕跡をもち、平高台はほとんど突出しない。１２６７・１２６８は瓦質土器三足付羽釜で

ある。口縁部は下膨れの体部からそのまま内傾する。体部内外面はナデが施されている。１２６７は体部外

面下半にスス、体部内面下半にコゲが付着している。１２６９は瓦器碗である。内外面ともヘラミガキが密

に施されている。１２７０は備前焼壺である。底部に刻印が認められる。１２７１～１２７３は白磁碗である。

１２７１・１２７２は森田・横田分類白磁碗Ⅳ類である。１２７３は森田・横田分類白磁碗Ⅷ－１類である。１２７４は

白磁把手である。水注の把手と思われる。１２７５は青磁碗である。森田・横田分類龍泉窯系碗Ⅰ－３類で

ある。１２７６は染付磁器碗である。畳付は露胎である。高台内には「大明年造」の銘款をもっている。
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－　１７０　－

小野分類Ｅ群Ⅵ類（１６Ｃ）に含まれると思われる。１２７７は平瓦である。凸面は格子タタキ、凹面はナデ

が施されている。１２７８は施釉陶器壺である。内外面とも褐釉が施釉されている。山本分類耳壺Ⅳ－１

類である。

４８区（図版２６４）

ＳＤ１３３

　１２７９は平瓦である。凸面は平行タタキが施され、凹面は５本／１㎝の布目が残る。１２８０は白磁皿であ

る。底部は露胎である。

４９区（図版２６４　写真図版３４８）

ＳＤ１３８

　１２８１は須恵器杯である。１２８２は須恵器杯Ｂ蓋である。天井部・縁部とも平坦である。１２８３は須恵器壺

である。

ＳＤ１３４

　１２８４は土師器管状土錘である。重量は８．２ ｇ である。

包含層

　１２８５・１２８６は白磁碗である。１２８６は畳付～高台内が露胎で、森田・横田分類白磁碗Ⅴ類である。１２８７

は白磁小杯である。畳付は露胎である。１２８８は青磁碗である。龍泉窯系の細連弁文碗で、剣頭部が省略

されている。上田分類Ｂ－Ⅳ’類（１６Ｃ）である。

５１区（図版２６５　写真図版３４８）

ＳＤ１５１

　１２８９は土師器鍋である。体部外面に平行タタキが施され、外面全体にスス・コゲが付着している。長

谷川編年鉄かぶと形Ⅵ期（１５Ｃ後半～１６Ｃ初）である。

５２区（図版２６５　写真図版３４８）

ＳＤ１５１

　１２９０は備前焼摺鉢である。摺目は１単位５本である。乗岡編年中世３期ｂ（１５Ｃ前葉）である。１２９１は

備前焼壺である。口縁部の玉縁状の膨らみは小さい。１２９２は青磁碗である。高台脇～高台内は露胎であ

る。

５３区（図版２６５～２６７　写真図版３５０～３５１）

ＳＢ０６５Ｐ１２

　１２９３は瓦器碗である。見込みの暗文は平行で、環高台の断面は台形である。和泉型Ⅱ－３期（１２世紀

後半）である。

ＳＢ０６５Ｐ１４

　１２９４は土師器皿である。底部はヘラ切り後、板状圧痕が付着している。

ＳＢ０６５Ｐ１８

　１２９５は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。１２９６は瓦器碗である。ヘラミガキは不鮮明である。

ＳＢ０６６Ｐ０１

　１２９７は須恵器碗である。

ＳＢ０６６Ｐ０９

　１２９８は白磁碗である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ類である。
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－　１７１　－

ＳＢ０６６Ｐ１０

　１２９９は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０６６Ｐ１６

　１３００は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０６７Ｐ０４

　１３０１は土師器鍋である。甕型の鍋である。口縁部は短くやや内湾気味である。体部外面はタテハケ及

びハケ、口縁部内外面・体部内面上半はヨコナデ、体部内面下半はヨコハケが施されている。

ＳＢ０６７Ｐ０６

　１３０２は土師器皿である。底部はヘラ切りである。１３０３は瓦器碗である。外面にヘラミガキは認められ

ない。輪高台の断面はやや三角気味である。尾上編年Ⅲ－１期（１２Ｃ後半）である。１３０４・１３０５は土師器

小皿である。底部はヘラ切りである。１３０６は土師器羽口である。復元孔径は３．８㎝である。

ＳＢ０６９Ｐ０３

　１３０７は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０６９Ｐ０１

　１３０８は土師器竈である。全面は大きく方形に窓をなし、その周囲に庇がめぐらされている。側面の上

部には把手の膨らみが存在している。

ＳＢ０７０Ｐ０１

　１３０９は須恵器碗である。見込みの凹みをもつが、平高台は突出しない。

ＳＢ０７０Ｐ０６

　１３１０は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０７１Ｐ１１

　１３１１は白磁碗である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ類である。

ＳＢ０７１Ｐ１３

　１３１２は須恵器壺である。肩部に突帯をもっている。

ＳＢ０７１Ｐ１４

　１３１３は須恵器碗である。見込みに凹みの痕跡を残し、平高台の突出はわずかである。１２世紀前半であ

る。１３１４は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０７１Ｐ１６

　１３１５は土師器皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０７１Ｐ１７

　１３１６は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０７１Ｐ１８

　１３１７は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。

ＳＢ０７１Ｐ１９

　１３１８は土師器小皿である。底部はヘラ切りである。１３１９・１３２０は須恵器碗である。平高台はほとんど

突出しない。

Ｐ５３０１

　１３２１は瓦器碗である。外面にヘラミガキは施されておらず、内面のヘラミガキは残存していない。
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ＳＫ０４８

　１３２２は須恵器碗である。１３２３は白磁碗である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ－１類である。

ＳＫ０５０

　１３２４・１３２５は土師器皿である。１３２４は底部がヘラ切りである。１３２６・１３２７は土師器小皿である。底部

はヘラ切りである。１３２８は土師器鍋である。口縁端部はやや外側へつまみ出されている。１３２９～１３３１は

須恵器碗である。１３２９は見込みに凹みをもたず、平高台も突出しない。１２世紀後半である。１３３２は瓦器

碗である。外面にヘラミガキは認められない。

ＳＤ１５５

　１３３３は土師器管状土錘である。重量は４．９ ｇ である。

ＳＤ１４６

　１３３４は緑釉陶器底部である。底部は回転ヘラケズリで、露胎である。

ＳＤ１６１

　８世紀後半の土器がまとまって出土している。１３３５土師器杯である。底部は手持ちヘラケズリである。

１３３６・１３３７は須恵器杯Ａである。１３３６は底部がヘラ切りである。１３３７は底部が回転ヘラケズリである。

底部に墨書があるが、判読はできない。１３３８は須恵器杯Ｂである。底部は回転ヘラケズリである。１３３９

は須恵器稜碗である。高い輪高台をもっている。体部外面は板ナデ、底部外面は回転ナデが施されてい

る。１３４０・１３４１は須恵器杯Ｂ蓋である。天井部・縁部ともほとんど平坦である。１３４０は天井部外面に回

転ナデが施され、天井部内面に赤色顔料が付着している。１３４１は天井部外面にヘラケズリが施されてい

る。

ＳＤ１５６

　１３４２は須恵器碗である。

ＳＤ１６０

　１３４３は土師器管状土錘である。重量は４．９ ｇ である。

包含層

　１３４４は土師器羽口である。先端部分で融解している。復元孔径は３．０㎝である。１３４５は須恵器皿であ

る。内外面ともヘラミガキが施されている。１３４６・１３４７は須恵器碗である。底部は回転糸きりである。

１３４６は平高台が明瞭に突出している。底部に「万」の墨書が書かれている。１３４７は見込みに凹みの痕跡

を残し、平高台はほとんど突出しない。底部に墨書があるが、判読はできていない。１３４８は須恵器捏鉢

である。口縁端部はやや上方へ突出している。１３４９は須恵器円面硯である。１３５０は須恵器風字硯と思わ

れる。表裏両面ともヘラナデ、端部はヘラケズリが施され、端縁は面取りがなされている。表面の一部

には墨が付着している。

５４区（図版２６７　写真図版３５１・３５２）

ＳＤ１６３

　１３５１は須恵器杯Ｂである。底部はヘラ切り後ナデが施されている。

包含層

　１３５２は須恵器杯Ｂである。底部はヘラ切りである。８世紀中頃と思われる。１３５３は須恵器稜碗蓋である。

天井部と縁部の境がシャープである。内外面とも回転ナデが施されている。１３５４は緑釉陶器壺である。

底部は蛇の目高台である。焼成は軟質で、胎土の色調は浅黄橙色である。釉は明オリーブ灰色である。
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５５区（図版２６７　写真図版３５２・３５３）

ＳＢ０７２Ｐ０４

　１３５５は土師器製塩土器である。内外面ともナデが施されている。

ＳＢ０７３Ｐ０８

　１３５６は土師器製塩土器である。内外面ともナデが施されている。

ＳＫ０５３

　１３５７は須恵器碗である。見込みは凹みをもち、平高台は高く突出している。底部は回転糸切りである。

１３５８は須恵器壺である。口縁部は大きく開き端部は上方につまみ上げられている。１３５９は須恵器壺であ

る。底部に輪高台をもっている。体部外面はヘラケズリ、体部内面は強いヘラナデ、底部外面は回転ヘ

ラケズリ後ナデが施されている。

ＳＤ１７０

　１３６０は須恵器杯Ａである。底部はヘラ切りである。１３６１・１３６２は須恵器碗である。１３６１は見込みに凹

みをもたず、平高台は突出している。底部は回転糸切りである。１３６３は須恵器壺である。底部は回転糸

切りである。

ＳＤ１７２

　１３６４は須恵器杯Ｂである。底部はヘラ切りである。１３６５は須恵器捏鉢である。口縁端面は外傾してい

る。

ＳＤ１６５

　１３６６は須恵器碗である。

ＳＤ１７４

　１３６７は須恵器杯Ｂである。底部はヘラ切りである。１３６８は須恵器甕である。口縁部は外反し、端部は

わずかに拡張する。体部外面は平行タタキが施され、体部内面には同心円当具痕が残る。

包含層

　１３６９は土師器製塩土器である。内外面ともナデが施されている。１３７０は土師器管状土錘である。重量

は６．７ ｇ である。１３７１は須恵器杯Ａである。底部は回転ヘラケズリである。１３７２は須恵器杯である。底

部はヘラ切りである。見込みに「×」のヘラ記号をもっている。１３７３は須恵器杯Ｂ蓋である。天井部外

面は回転ヘラケズリが施されている。１３７４は須恵器稜碗蓋である。口縁部の屈曲が大きく、環状のつま

みをもっている。天井部外面は回転ヘラケズリが施されている。内面中央にはヘラ記号が入れられてい

る。１３７５は須恵器皿である。口縁部は短く立ち上がり、輪高台をもっている。底部は回転ヘラケズリが

施されている。１３７６・１３７７は須恵器壺である。１３７７は双耳壺である。１３７８は瓦器小皿である。内面には

ヘラミガキが認められる。１３７９は白磁碗である。見込みには目跡が２か所認められる。森田・横田分類

白磁碗Ⅴ類である。

５６区（図版２６８　写真図版２８１・３５３・３５４）

ＳＡ００６Ｐ０３

　１３８０は須恵器碗である。

包含層

　包含層から出土したもののうち１３８１～１３８５・１３８７・１３８８はＳＤ１８５・１８６・１８８の上面で出土したもので

ある。
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　１３８１・１３８２は須恵器杯Ｂである。底部はヘラ切りである。１３８２は底部に「×」のヘラ記号と「一十」

の墨書をもっている。１３８３は須恵器杯Ａである。底部は回転ヘラケズリである。底部に墨書があるが、

判読はできていない。１３８４は須恵器底部である。高い輪高台をもっている。底部はナデが施されている。

１３８５は須恵器蓋である。小型の短頚壺の蓋と思われる。１３８６は土師器皿である。高い輪高台をもってい

る。体部外面は手持ちヘラケズリ後ナデのようである。１３８７は土師器小皿である。手づくね成形である。

１３８８は山茶碗小碗である。底部は回転糸切りである。１３８９～１３９５は土師器管状土錘である。重量は１２．６

 ｇ ～２．８ ｇ である。１３９６は土師器製塩土器である。内外面ともナデが施されている。１３９７は須恵器杯Ａ

である。底部は回転ヘラケズリである。８世紀後半のものである。１３９８は須恵器稜碗である。内面は丁

寧なヘラミガキが施されていると思われる。１３９９～１４０１は須恵器皿である。１３９９は口縁部が直線的に外

へ開き。輪高台をもっている。底部は回転ナデが施されている。見込みは平滑に磨れており、転用硯と

して使用された可能性がある。１４００は無高台で、わずかに内湾しながら外へ開いている。底部はヘラ切

り後ナデが施されている。１４０２・１４０３は須恵器杯Ｂ蓋である。縁部はあまり屈曲しない。内面には墨が

付着し、平滑に磨れており転用硯として利用されたと考えられる。１４０２は天井部外面が回転ヘラケズリ、

１４０３は天井部外面がヘラ切りである。１４０４は須恵器蓋である。短頚壺の蓋と考えられる。天井部外面は

回転ヘラケズリが施されている。１４０５は須恵器平瓶である。小型の平瓶である。１４０６は須恵器円面硯で

ある。１４０７は須恵器壺である。口縁部は外反して開き、端部は上方につまみ上げられている。１４０８は緑

釉陶器底部である。底部は平高台で、全面に施釉がなされている。１４０９・１４１０は灰釉陶器碗である。

１４０９の施釉はハケ塗りである。１４１１は灰釉陶器皿である。１４１２～１４１４は灰釉陶器底部である。高台は低

い三日月高台で、Ｋ－９０型式と考えられる。１４１２は内面が施釉されているが、見込みは露胎である。

１４１３・１４１４は内面及び体部外面が施釉されている。１４１５～１４１７は白磁碗である。１４１５・１４１６は森田・横

田分類白磁碗Ⅳ類である。１４１７は見込みに櫛目文が入れられている。森田・横田分類白磁碗Ⅴ類である。

１４１８は白磁皿である。体部外面下位～底部外面は露胎である。森田・横田分類白磁皿Ⅳ－１ｂ類である。

１４１９は青磁皿である。底部外面は露胎である。森田・横田分類龍泉窯系青磁皿Ⅰ－２ｃ類である。１４２０

は平瓦である。凸面は格子タタキが施され、離砂が付着している。凹面は糸切り痕後６本／１㎝の布目

が認められる。

８．Ｇ地区
５７区（図版２６９　写真図版３５５）

ＳＤ１９１

　１４２１は須恵器碗である。平高台は突出しない。底部は回転糸切りである。体部外面下端に墨書が書か

れているが、判読はできていない。

５８区（図版２６９　写真図版３５５・３５６）

ＳＢ０７６Ｐ０５

　１４２２は土師器小皿である。成形は手づくねである。口縁部はヨコナデが施されている。

ＳＢ０７７Ｐ０８

　１４２３は土師器皿である。成形は手づくねである。

ＳＢ０７７Ｐ１４

　１４２４・１４２５は土師器皿である。１４２５は成形が手づくねである。

第６節　古代・中世の土器



－　１７５　－

ＳＢ０７９Ｐ０１

　１４２６は土師器皿である。成形は手づくねである。１４２７・１４２８は土師器小皿である。成形は手づくねで

ある。

ＳＢ０７９Ｐ０６

　１４２９は土師器皿である。成形は手づくねである。

Ｐ５８０１

　１４３０は土師器皿である。成形は手づくねである。

Ｐ５８０２

　１４３１は須恵器杯Ｂである。底部は回転ヘラケズリである。

ＳＤ２０１

　１４３２・１４３３は須恵器碗である。１４３３は見込みに凹みをもち、平高台は突出している。底部は回転糸切

りである。１４３４は須恵器碗である。口径が小さい。底部は回転ヘラ切りである。１４３５は緑釉陶器破片で

ある。胎土は灰白色で、焼成はやや軟質である。内外面とも施釉され、外面は非常に平滑である。壺の

体部や香炉の蓋の可能性が考えられる。１４３６は灰釉陶器皿である。１４３７～１４３９は灰釉陶器底部である。

内面は施釉されているが、見込みは施釉されていない。高台は三日月高台である。Ｋ－９０型式と考えら

れる。底部は回転ヘラケズリが施されている。１４３９は底部外面に墨書が書かれているが、判読はできて

いない。

ＳＤ２０４

　１４４０は須恵器碗である。見込みは凹みをもち、平高台はやや突出している。底部は回転糸切りである。

ＳＤ２０６

　１４４１・１４４２は土師器皿である。成形は手づくねである。１４４３・１４４４は土師器小皿である。成形は手づ

くねである。１４４５は土師器羽釜である。口縁部は内湾しながら立ち上がる。体部外面はナデ、体部内面

はヨコハケが施されている。

ＳＫ０６１

　１４４６は土師器皿である。成形は手づくねである。１４４７は須恵器碗である。１４４８は須恵器小皿である。

１４４９は須恵器捏鉢である。口縁端部は上方に拡張している。

ＳＫ０６２

　１４５０～１４５４は土師器皿である。手づくね成形である。口縁部は屈曲が比較的強い。底部外面は板ナデ

が施されている。指頭痕が認められるものもある。１４５４は口縁部外面のヨコナデの下端部にヘラ状工具

のあたったような痕跡が認められる。１４５５・１４５６は土師器小皿である。成形は手づくねで、内外面とも

ナデが施されている。１４５７は須恵器碗である。１４５８は瓦器碗である。高台は低い三角高台である。表面

は磨滅している。

ＳＫ０６３

　１４５９は土師器皿である。体部外面は板ナデが施されている。

包含層

　１４６０は瓦器碗である。輪高台はやや踏ん張る三角高台である。ヘラミガキは残存していない。
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９．Ｈ地区
６２区（図版２６９～２７１　写真図版３５６～３５８）

ＳＫ０９０

　１４６１は須恵器皿である。大型の皿で、輪高台をもっている。内外面ともヘラミガキが施されているよ

うである。１４６２は須恵器杯である。底部ヘラ切りで、見込みにヘラ記号が入れられている。１４６３は須恵

器皿である。わずかに外反しながら大きく開いている。１４６４は須恵器底部である。平高台は高く突出し

ている。底部は回転糸切りである。１４６５は土師器管状土錘である。重量は５．６ ｇ である。１４６６は平瓦で

ある。凸面は格子タタキ、凹面は布目後ナデが施されている。

包含層

　１４６７～１４７３は江戸期の撹乱土坑や溝から出土したものである。１４６８～１４７０が撹乱土坑、１４７１～１４７３が

溝からまとまって出土したものである。

　１４６７は泥面子である。表面は三つ葉の文様が押印され、裏面には「木□」の墨書が書かれている。

１４６８は土師器焙烙である。口縁部内外面はヨコナデ、底部内面はナデ、底部外面は板ナデが施されてい

る。底部外面にはススが付着している。１４６９は染付磁器碗である。畳付は露胎である。瀬戸系で、１９世

紀頃のものと思われる。１４７０は白磁鉢である。口縁端部及び畳付は露胎である。見込みには目跡が３か

所あり、体部はガラス継ぎがなされている。高台内には墨書が書かれているが、判読はできていない。

１４７１は陶体染付碗である。広東碗の形体で、畳付は露胎である。１４７２は染付磁器油壺である。畳付は露

胎である。肥前系で、１８Ｃ中頃ものと思われる。１４７３は施釉陶器筆立てである。筒状で、側面が７角に

面取りされている。口縁端部から体部下位まで鉄釉が施釉されている。底部は回転糸切りである。

　１４７４は土師器製塩土器である。外面はナデ、内面上位は斜め方向のナデ、内面中位は板ナデが施され

ている。１４７５・１４７６は須恵器杯Ｂである。１４７５は器高が高く、８世紀後半頃のものと思われる。１４７６は

底部に回転ヘラケズリが施されている。８世紀中頃のものと思われる。１４７７は須恵器杯Ａである。底部

はヘラ切りである。１４７８～１４８１は須恵器底部である。杯の底部と思われる。１４７８は底部が回転ヘラケズ

リ、１４７９～１４８１は底部がヘラ切りである。１４７８・１４７９は底部外面に「小殿」の墨書が書かれ、１４８０も底

部外面に墨書が書かれているが、判読はできていない。１４８１は底部外面に「×」字のヘラ記号が入れら

れている。１４８２・１４８３は須恵器稜碗である。体部外面はヘラケズリが施されている。１４８４は須恵器碗で

ある。小型の碗で、平高台はやや突出している。１４８５は須恵器皿である。口縁部は大きく開き、端部は

外反している。底部は回転ナデが施されている。１４８６～１４９１は須恵器杯Ｂ蓋である。天井部が笠形で、

縁部があまり屈曲しないものが多い。１４８９以外は天井部外面に回転ヘラケズリが施されている。つまみ

は１４８６・１４９０が宝珠形、１４８７～１４８９がボタン形である。１４８９は天井部外面に墨書が書かれているが、判

読はできていない。１４９２は須恵器壺である。肩部に突帯をもっている。１４９３は須恵器鉢である。大型で、

器高が高い。１４９４は灰釉陶器皿である。高台は三日月高台である。底部は回転ヘラケズリである。Ｋ－

９０号型式と考えられる。１４９５は緑釉陶器碗である。底部はケズリ出しの輪高台で、高台内中央のケズリ

が浅い。焼成は軟質で、胎土は浅黄橙色である。全面に施釉がなされていたと思われる。１４９６・１４９７は

白磁碗である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ類である。１４９８は丸瓦である。凸面はタテ方向ナデが施され、

凹面は磨滅している。１４９９・１５００は平瓦である。１４９９は凹面に７～８本／１㎝の布目が付き、凸面は磨

滅している。１５００は凸面に斜格子タタキ、凹面に縦方向ナデが施されている。１５０１は道具瓦と思われる。

短い丸瓦状で、玉縁をもっているようである。丸瓦部は端面側に向かって細くなっている。凸面はナデ
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が施され、凹面は布目が付いている。

　１５０２・１５０３は須恵器杯Ｂである。１５０２は底部に回転ナデが施され、爪形圧痕が付いている。１５０３は底

部がヘラ切りである。

６３区（図版２７１　写真図版３５８）

包含層

　１５０４は備前焼擂鉢である。口縁端部は縁帯状で、４条の凹線をもっている。乗岡編年近世１期ａ・ｂ

期（１６世紀後葉）である。１５０５は須恵器皿である。底部は回転ヘラケズリである。１５０６は土師器杯である。

表面は磨滅している。１５０７は須恵器壺である。高い輪高台をもっている。底部内面はヘラナデ、底部外

面は回転ナデが施されている。底部外面には「×」字状のヘラ記号が入れられている。

６４区（図版２７１・２７２　写真図版３５９・３６０）

Ｐ６４０２

　１５０８は須恵器杯Ｂ蓋である。天井部外面は回転ナデが施されている。

包含層

　１５０９は土師器杯である。口縁端部内面に凹線をもっている。底部外面はナデが施されている。１５１０は

土師器底部である。高い輪高台をもっている。表面は磨滅している。１５１１は須恵器杯Ａである。底部は

回転ヘラケズリが施されている。１５１２は須恵器皿である。底部は回転ヘラケズリが施されている。１５１３

～１５１６は須恵器杯Ｂである。底部は１５１３がヘラ切り、１５１５がヘラケズリである。１５１７～１５２０は須恵器杯

である。底部はヘラ切りである。１５２１～１５２３は須恵器皿である。１５２１・１５２２は大型の皿で、高台をもた

ない。口縁部は端部のみ緩く内彎しながら立ち上がる。１５２１は内面及び口縁部外面に回転ナデ、底部外

面に板ナデが施されている。１５２２は内面及び底部外面にヘラミガキが施されている。１５２３は輪高台をも

ち、口縁部が大きく開き、端部が外反している。底部はヘラ切りである。１５２４は須恵器稜椀である。器

高がかなり低い。１５２５は須恵器高杯である。１５２６・１５２７は須恵器杯Ｂ蓋である。１５２６は天井部外面に回

転ナデが施され、宝珠形のつまみをもっている。１５２７は天井部外面に回転ヘラケズリが施され、ボタン

状のつまみをもっている。１５２８は須恵器底部である。開く輪高台をもっている。底部は回転糸切りであ

る。１５２９・１５３０は須恵器円面硯と思われる。１５３０は高い脚部で、端部は玉縁状である。１５３１は須恵器甑

と思われる。２孔式の中央の桟の部分と考えられる。底部内面は回転ナデ、底部外面はナデが施されて

いる。桟の側縁は面取りがなされている。１５３２～１５３４は白磁碗である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ類であ

る。１５３５・１５３６は土師器土馬である。足の部分のみ本体より剥離している。足の裏に穴が穿たれている。

表面はナデが施されている。１５３７は須恵器管状土錘である。重量は２２．６ ｇ である。

６５区（図版２７２　写真図版３６０）

ＳＫ１１２

　１５３８は須恵器杯である。底部はヘラ切りである。

水田

　１５４５は須恵器高杯である。

包含層

　１５３９は土師器管状土錘である。重量は１１．１ ｇ である。１５４０は土師器土馬である。足の部分のみ本体

より剥離している。表面はナデが施されている。１５４１は須恵器杯Ｂである。底部は回転ヘラケズリが施

されている。１５４２は須恵器皿である。底部は回転ヘラ切りである。１５４３は須恵器稜碗である。体部外面
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は板ナデが施されている。１５４４は須恵器壺である。高い輪高台をもっている。底部は回転ヘラ切りであ

る。底部内面に自然釉が付着している。１５４６は染付磁器底部である。皿と思われる。内面には鳥文が描

かれているようである。

６６区（図版２７２　写真図版３６０）

ＳＫ１１３

　１５４７は緑釉陶器底部である。底部はケズリ出しの輪高台で、高台脇のケズリが粗い。京都系の製品で

ある。

包含層

　１５４８は須恵器杯Ｂ蓋である。天井部外面は回転ヘラケズリが施されている。つまみはボタン形である。

１５４９は白磁碗である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ類である。

６７区（図版２７２　写真図版３６０）

包含層

　１５５０は須恵器捏鉢である。口縁部端面に丸味をもち、やや拡張している。

６８区（図版２７２　写真図版３６１・３６２）

包含層

　１５５１は須恵器杯Ａである。表面は磨滅している。１５５２・１５５３は須恵器皿である。輪高台をもっている。

口縁部は短く立ち上がる。１５５３は底部に回転ヘラケズリが施されている。１５５４～１５５７は須恵器円面硯で

ある。１５５４はやや大型である。１５５５・１５５７は脚部に方形透かしが入れられている。

６９区（図版２７３　写真図版２２・３６１～３６３）

ＳＫ１３５

　１５５８は土師器高杯である。脚柱部外面はヘラケズリにより八角柱にされている。

ＳＫ１３６

　１５５９は土師器碗である。底部はヘラ切りと思われる。１５６０は須恵器碗である。平高台はわずかに突出

している。底部は回転糸切りである。

包含層

　１５６１は土師器杯である。口縁端部は巻き込み気味である。１５６２は土師器底部である。高い輪高台を

もっている。底部はヘラ切りである。１５６３・１５６４は土師器製塩土器である。内外面ともナデが施されて

いる。１５６５は土師器羽釜である。口縁部は短く上方へ立ち上がる。内面はヨコナデ、体部外面はナデが

施されている。１５６６は土師器羽口である。復元孔径は２．６㎝である。１５６７は土師器土馬である。胴体部

の破片である。下面は溝状にくぼんでいる。尻の面には穴が穿たれている。１５６８・１５６９は須恵器杯Ａで

ある。底部はヘラ切りである。１５７０～１５７２は須恵器杯Ｂである。底部は回転ヘラケズリが施されている。

１５７３～１５７７は須恵器皿である。１５７３～１５７５は高台をもたない。１５７３は底部内面及び外面にヘラミガキが

施されている。１５７４は底部がヘラ切りで、底部外面縁部のみ板ナデが施されている。１５７５は底部外面に

回転ヘラケズリが施されている。１５７６・１５７７は輪高台をもち、口縁部は短く立ち上がる。１５７８は須恵器

稜碗である。内外面とも回転ナデが施されている。１５７９は須恵器壺である。口縁部は外反して開き、端

部内縁をつまみ上げている。１５８０は須恵器壺である。体部の破片で、外面に沈線で樹木文のようなもの

が描かれている。１５８１・１５８２は緑釉陶器碗である。１５８１は底部がケズリ出しの輪高台で、高台脇のケズ

リは粗い。内面～高台脇・高台内中央に施釉がなされている。京都系の製品である。１５８３は備前焼壺で
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ある。肩部に櫛描波状文が入れられている。１５８４は唐三彩弁口瓶である。口縁部から頸部下端までが残

存している。口縁部はいわゆる弁口形で、注口部を前に長くつまみ出している。反対側には龍頭の把手

が付くものと推定される。頸部は細長く、中央付近に断面が丸味をもつ２条の突帯をもっている。胎土

は白色で、黒色砂粒が認められる。釉は全面に施釉されていたが、外面はほとんど剥離している。外面

の釉は白釉に褐釉、緑釉が流し掛けされている。内面は上部が淡い白～褐色で、下部に黒に近い濃色が

溜まっている。残存部のサイズからすると器高は２０㎝台の後半と推定される。１５８５は平瓦である。凸面

は格子タタキが施され、凹面は布目が付いている。
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第７節　石器・石製品

１．概要
　池ノ下遺跡では、各調査区より多様な時期の石器・石製品が出土している。その多くは、遺物包含層

（古土壌層）、ないしは後世の遺構内から出土しており、本来、当該遺物が所属する時期の層位あるいは

遺構から遊離したものであり、一括性のある遺物群として把握しうるものはＢ地区の竪穴住居跡ＳＨ００１

出土の石器群のみである。このような事情から、以下では石器・石製品について、地区および遺構単位

で資料を図示し、個別に記載をおこなうこととする。

　なお、本節で記載した資料の素材および主要な属性については、本稿末尾の別表２に一括している。

２．Ａ地区
１区（図版２７４　写真図版３６４）

　Ｓ１は、二次加工のある剥片に分類した資料であるが、図上側の縁辺が顕著に潰れており、楔形石器

であった可能性を捨象できない。やや厚手の横長剥片を素材としており、その末端側縁辺に不規則な二

次加工が見られる。二次加工は、素材剥片の背面（図左面）に対してやや急斜度に施されている。ＳＤ００２

より出土した。

３．Ｂ地区
４区（図版２８１　写真図版３７２）

　Ｓ２は、砥石である。図上側の面には敲打による整形痕が認められる。下部は折れ面であるが、本来

は直方体状であったものであろう。ＳＢ００５Ｐ１１より出土した。

７区（図版２７４　写真図版３６４）

　Ｓ３は、平基式石鏃である。風化が進行しており、器表面は灰白色を呈する。両側縁がわずかに膨ら

みをもつ。遺物包含層より出土した。

１３区（図版２７４・２８１　写真図版３６４・３７２）

　Ｓ４は、砥石である。ほぼ直方体状を呈し、その３側面に研磨痕が認められる。図下部は折れ面とな

る。ＳＢ０１３Ｐ０７より出土した。

　Ｓ５は、凹基無茎式石鏃である。一側縁が直線的に整形されているのに対し、これに対する側縁は、

わずかに凹んだ形状を見せる。基部の抉りＵ字形を呈し、抉りの深さは器長の１／５程度である。ＳＢ

０１３Ｐ０７より出土した。

　Ｓ６は、遺物包含層より出土した尖頭器である。剥片の縁辺に浅い角度の二次加工を施し、尖頭部を

作り出している。左図右側縁が鋸歯状を呈するが、これは新欠によるものである。基部は逆三角形に尖

るように見えるが、左図右下側は古い折れ面であり、この折れ面が側縁の二次加工を切っていることか

ら、現状の基部形態は本来意図されたものではないと判断される。石鏃未製品の可能性も考慮される。

１５区（図版２７４　写真図版３６４）

　Ｓ７は、凹基無茎式石鏃である。基部の抉りは三角形を呈し、器長の１／２近くに達する。脚端部は

丸く仕上げられている。風化が進行している。Ｐ１５０１より出土した。
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１６区（図版２７４・２７５　写真図版３６４・３６５）

【ＳＨ００１】

　Ｓ８～Ｓ２３（図版２７４・２７５）は、竪穴住居跡ＳＨ００１より出土したものであり、本報告書で記載する石器

のうち、唯一、一括性が高いと判断される資料群である。

ガラス小玉

　Ｓ８はガラス小玉である。鮮明な赤色を呈するガラスで、やや歪んだ球形をなす。

石鏃

　Ｓ９は凹基無茎式石鏃である。ごく小型の剥片を素材とし、腹面側からやや急斜度の二次加工を施し

ている。両側縁はわずかに膨らみをもち、基部の抉りはごく浅い。風化が進行している。

　Ｓ１０も凹基無茎式石鏃であり、表裏から二次加工が施される点以外は、Ｓ９に酷似している。

　Ｓ１１は凹基無茎式石鏃である。両側縁は緩やかに凹み、基部の抉りもごく浅い。二次加工は面的に施

されており、断面は凸レンズ形を呈する。

　Ｓ１２は両脚部を折損し、基部がほとんど残されていないため、本来の形態は断定できないが、平基、

またはわずかな凹基をなす石鏃であろう。一側縁がほぼ直線的であるのに対し、他方は顕著な膨らみを

見せる左右非対称形の石鏃である。風化が進行している。

石錐

　Ｓ１３～Ｓ１５は石錐である。

　Ｓ１３は、不定型な剥片の、主として腹面側から急斜度の二次加工を施している。つまみ部と錐部の境

界は不明瞭である。全体に二次加工が粗雑で不規則であり、あるいは二次加工のある剥片とすべきかも

しれないが、錐部先端にわずかに摩耗が認められることから、本器種に分類した。

　Ｓ１４は幅広のつまみ部をもつ石錐で、つまみ部と錐部の境界は明瞭である。錐部先端は折損している。

錐部の稜線には摩耗が認められる。

　Ｓ１５は不定型な剥片の両側縁に、主として腹面側から急斜度の二次加工を施したものである。剥片の

腹面が不規則に、強く波打っているため、平面形もその影響を受けている。錐部先端は折損している。

楔形石器

　Ｓ１６～Ｓ１９は楔形石器である。

　Ｓ１６・Ｓ１７は、ほぼ平行に相対する上下二側縁から打撃が行われている。いずれの側縁も潰れが認め

られる。Ｓ１６の上側は折れ面であり、この面を打撃して顕著に潰れた縁辺を形成している。

　Ｓ１８は一端が丸く終わっており、一般的に四辺形をなす楔形石器とは、やや異なった形態を示すが、

縁辺が潰れていること、右図右側面に截断面が形成されていることから、本器種に分類した。風化が進

行した資料である。

　Ｓ１９は、本器種としてはやや異質な形態という印象を受けるが、やはり縁辺に潰れが認められ、右図

右側面に截断面が形成されていることから、本器種に分類した。図上側は素材上の折れ面であり、この

面を打撃して顕著に潰れた縁辺を形成している。

二次加工のある剥片

　Ｓ２０～Ｓ２３は、二次加工のある剥片とした。

　Ｓ２０は、剥離の際に打撃点を中心として、縦方向に破断した剥片に二次加工を施したものである。下

端を尖らせるように加工されていることから、石錐として用いられた可能性がある。
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　Ｓ２１は、小型の横長剥片を素材とし、その打面側および末端側縁辺に急斜度の二次加工を施したもの

である。左図右側縁は表裏から二次加工を施した、対向調整となっており、ある種の小型ナイフ形石器

を想起させる。図下端を尖らせるように加工しており、やはり石錐として用いられた可能性がある。

　Ｓ２２はごく細長い剥片の両側縁に、主として腹面側から二次加工を施したものである。図下端を尖ら

せるように加工しており、端部にやや摩耗が認められることから、石錐として用いられた可能性がある。

　Ｓ２３は、板状の剥片の一部に、不規則で浅い二次加工を施したものである。右図右側面は、折れ面で

ある。

１７区（図版２７５　写真図版３６５・３６６）

　Ｓ２４～Ｓ２６は、１７区の包含層より出土した。

　Ｓ２４は、平基無茎式石鏃である。両側縁はほぼ直線的に仕上げられている。

　Ｓ２５は熱破砕と考えられる剥片である。図左面は、剥離面がきわめて不規則に強く波打っており、図

右面では、リング・フィッシャーが剥離面の中央に集束する。左図の下～左縁辺に見られる細かな剥離

痕状の面も、仔細に観察すると打撃点が識別できず、受熱によって生じた破砕と思われる。

　Ｓ２６は石棒の断片と思われるが、両端を折損しているため確定できない。石英脈を含む片岩礫を素材

としており、器表面に肉眼で識別可能な加工痕は認められない。

４．Ｃ地区
１９区（図版２７６　写真図版３６６）

　Ｓ２７は石材不明の、二次加工のある剥片である。不定型な剥片の末端に、背面側から不規則な二次加

工を施している。背面に気泡状の自然面をとどめている。素材剥片の打面部は折損している。

５．Ｄ地区
２３区（図版２７６・２８１　写真図版３６６・３７２）

　Ｓ２８は硬質の細砂岩を用いた砥石である。下端は折れているが直方体状を呈し、幅広の１面が研磨作

業面となっている。ＳＢ０３７Ｐ０７より出土した。

　Ｓ２９～Ｓ３１は、遺物包含層より出土した。

　Ｓ２９は凹基無茎式石鏃である。両側縁は精緻な二次加工によって概ね直線的に仕上げられているが、

先端付近のみ両側縁が屈折している。仔細に観察するとこの部分は、他の縁辺に比べて二次加工がやや

急斜度となっているほか、両側縁が互いに異なる面から加工が施されていることがわかる。こうした状

況から、先端付近には、再生加工（リダクション）が施されたと考えられる。

　Ｓ３０は、ほぼ左右対称の木葉形に作られた有茎式石鏃である。厚みのある剥片を素材とし、全周にわ

たって均質な二次加工が施されている。側縁と茎部の境界は、わずかに側縁を窪ませている。全体に稜

線が摩耗しており、二次的な移動が大きかったものと思われる。

　Ｓ３１は凸刃の削器である。厚手の剥片を素材とし、その末端部に表裏から二次加工を施して弧状の刃

部を形成している。刃部に相対する縁辺（図上部）は、打撃を繰り返すことで潰している。これは、刃部

に対して背部を意図したものと思われる。

２７区（図版２７６　写真図版３６６）

　Ｓ３２は石匕である。表裏ともに精緻な二次加工を施し、ほぼ左右対称の扇形を呈している。つまみ部
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は側面観がやや歪んだ楕円形に作られ、その基部には両側縁ともに抉りを形成している。刃部は厚く、

直線的に作られている。ＳＤ０４１より出土。

２８区（図版２７６・２７７　写真図版３６７）

　Ｓ３３は、いわゆる「飛行機鏃」の形態を示す、平基無茎式石鏃である。側縁中央に段を設け、そこか

ら基部に向けて、一段、幅が広くなる。ＳＤ０４５より出土。

　Ｓ３４は、打製石包丁である。全体に短冊形を呈し、その１側縁に表裏から二次加工を施して、直線的

な刃部を作る。刃部に相対する縁辺は、ゆるやかな弧状に整形されている。全体に、剥離面に光沢が生

じるほど顕著に摩耗しており、特に上下の縁辺は著しく摩耗している。２８区のＳＷ００９より出土。

　Ｓ３５は、凹基無茎式石鏃である。両側縁はゆるやかな膨らみをもち、基部は弱い凹基をなす。ＳＤ０４６

より出土。

　Ｓ３６は、平基無茎式石鏃である。両側縁はほぼ直線的に整形されている。風化が進行して、剥離痕の

稜線は不鮮明である。ＳＤ０４８より出土。

　Ｓ３７～Ｓ４０は、遺物包含層より出土した。

　Ｓ３７は、横長剥片を素材とした削器である。剥片末端部の縁辺に、背面側から細かな二次加工を施し

ている。

　Ｓ３８は楔形石器である。図の上下両端から剥離を進めており、左図右側縁に、截断面が形成されてい

る。

　Ｓ３９は、剥離軸の偏ったやや厚手の剥片を素材とした、尖頭をもつ削器である。剥片の両側縁に、主

として背面側から浅い角度の二次加工を施して、刃部を形成している。素材剥片の末端部には、表裏か

ら二次加工を施して、尖頭部を作出している。

　Ｓ４０は鋸歯縁石器である。素材剥片は、剥離時に打撃点を中心に破断しているが、残された剥片の一

次剥離によって生じた縁辺に、腹面側から二次加工を施している。

２９区（図版２８１　写真図版３７２）

　Ｓ４１は石鍋である。破砕しているが、片面に整形痕をとどめている。ＳＫ０２９より出土した。

３１区（図版２７７　写真図版３６８）

　Ｓ４２は石核である。サヌカイトの亜円礫を素材とし、その一端から輪切り状に剥離を進めている（図左

面）。図右面の剥離面は、リング・フィッシャーが面の中央に集束しており、一見、熱破砕的な様相を

見せるが、器表面には受熱の痕跡がなく、むしろ、材質そのものに起因する破砕面かもしれない。ＳＤ

０５７より出土。

３３区（図版２７７・２７８　写真図版３６７・３６８）

　Ｓ４３・Ｓ４４は、３３区の包含層より出土した。

　Ｓ４３は、二側縁加工のナイフ形石器である。厚手の横長剥片を素材とし、その打面側側縁と、末端側

側縁の一部に、腹面側から二次加工を施している。背面側には、多方向からの剥離痕が認められること

から、打点を不規則に移動させる横長剥片剥離技術を基盤としたものと考えられる。

　Ｓ４４は錘と判断した。石材を研磨によって臼形に整形し、その上部に片面から穿孔している。

３４区（図版２７８・２８１　写真図版３６８・３７２）

　Ｓ４５は柳葉形の石鏃である。ほぼ左右対称形に整形されており、身部と茎部の境界は、側縁を緩やか

に凹ませている。ＳＤ０６３より出土。
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　Ｓ４６は楔形石器である。平行四辺形を呈し、その上下両縁辺から打撃をおこなっている。左図右側面

は、折れ面となっている。風化の非常に浅い個体である。ＳＤ０６３より出土。

　Ｓ４７は均整のとれた魚形を呈する石鏃である。両側縁は緩やかなＳ字形に整えられ、縁辺は細かい鋸

歯状を呈する。長軸の下部１／３付近から、脚部に向かって幅を広げ、基端部はわずかな凹基となって

いる。ＳＤ０６９より出土。

　Ｓ４８は、平面がほぼ正方形をなす楔形石器である。上下両縁辺から打撃が行われており、両側縁には

截断面が形成されている。のＳＤ０７１より出土。

　Ｓ４９～Ｓ５１は、ＳＤ０７５より出土した。

　Ｓ４９は平基無茎式石鏃である。基部を水平に置くと、左右両側縁の傾きが異なること、片側側縁の二

次加工が、他方と比較して粗略であることから、１側縁（左図では右側縁）は再生加工（リダクション）が

おこなわれた可能性がある。

　Ｓ５０は五輪塔の火輪、Ｓ５１は五輪塔の水輪である。

　Ｓ５２～Ｓ５５は、ＳＤ０８６から出土した。Ｓ５２のみは３３区出土であるが、ＳＤ０８６が３３区から３５区にかけて延

びる溝であるためここで記載する。

　Ｓ５２は凹基無茎式石鏃である。全体に丁寧な押圧剥離が施されている。両側縁はほぼ直線的に仕上げ

られている。先端は丸く仕上げられている。両脚を折損する。

３５区（図版２７８・２８２　写真図版３６８・３６９・３７２）

　Ｓ５３は平基無茎式石鏃である。両側縁はやや膨らみをもつ。基部の加工が粗雑であることから、未製

品の可能性が考慮される。

　Ｓ５４は、細長い柳葉形の両端を切断したような形態を呈する。二次加工は両側縁ともに表裏から施さ

れており、断面は凸レンズ状となる。片面に自然面をとどめる。器種の判断に迷う資料であるが、弥生

時代中期に散見される、細身の柳葉形の石鏃の可能性があると判断した。二次加工はやや粗い印象を受

けるため、未製品の可能性も考慮される。

　Ｓ５５は砥石である。扁平な板状を呈し、１面に砥面を設けているが、他はすべて破断した面である。

　Ｓ５６は紅簾片岩の石片である。二次加工の痕跡は明瞭ではない。ＳＤ０８３より出土。

　Ｓ５７は緑泥片岩製の石棒表面が、剥落した断片と思われる。表面は平滑に仕上げられている。ＳＤ０８２

より出土。

　Ｓ５８は二次加工のある剥片である。左図左側縁に大きな新欠が生じているため明瞭ではないが、両側

縁および基部に表裏から二次加工が施されている。図上面は折れ面である。ＳＤ０７７より出土。

　Ｓ５９は凹基無茎式石鏃である。１側縁はほぼ直線的、他方はやや歪みをもち、先端は丸みをおびた形

態に仕上げられている。基部はわずかな凹基である。風化は浅い。ＳＤ０８４より出土。

３７区（図版２７８・２８２　写真図版３６９・３７２・３７３）

　Ｓ６０は凹基無茎式石鏃である。１側縁は丸みをおび、他方はほぼ直線的に作られた縁辺が、先端にか

けて屈折する。基部は浅い弧状の凹基である。ＳＤ１０８より出土。

　Ｓ６１～Ｓ６６は、３７区の包含層より出土した。

　Ｓ６１は凹基無茎式石鏃である。両側縁はほぼ直線的に作られ、先端部にかけて屈折する五角形状を呈

する。基部は浅い弧状の凹基である。

　Ｓ６２は、扁平な板状の砥石である。緻密な石材（不明）を素材とし、その４側面に研磨痕が認められる。
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上下両端は折れ面である。

　Ｓ６３～Ｓ６６は石鍋の破片である。いずれの個体も表裏に研磨痕をとどめるほか、Ｓ６５では、底面に鑿跡

状の整形痕が残る。またＳ６１・Ｓ６５では穿孔が認められるが、これが破片の再利用に伴うものか、器体

の修理を意図したものかは不明である。

６．Ｅ地区
４１区（図版２７９　写真図版３６９）

　Ｓ６７・Ｓ６８は、遺物包含層より出土した。

　Ｓ６７は凹基無茎式石鏃である。両側縁は緩やかに凹み、脚端部は丸く仕上げられている。基部の抉り

は頂部の丸い三角形状を呈し、深さは残存器長の１／４程度である。

　Ｓ６８は凹器無茎式石鏃である。両側縁はほぼ直線的に作られており、ともに脚部に向かって緩やかに

屈折する。脚は方形に仕上げられている。基部の抉りはＵ字形を呈し、抉りの深さは器長の１／７程度

である。

　

７．Ｆ地区
４６区（図版２７９・２８３　写真図版３６９・３７３）

　Ｓ６９は直方体状の石製品である。３側面に、鏨状の工具で表面を整形した痕跡と、その後の研磨痕を

とどめる。砥石の未製品の可能性が考慮される。ＳＤ１２７より出土。

　Ｓ７０は平基無茎式石鏃である。１側縁は緩やかなＳ字状を呈し、屈折して先端に至るが、他の側縁で

は、先端に至る屈折が見られない。基部にかけては大きく幅を広げる。遺物包含層より出土。

４７区（図版２７９・２８２　写真図版３６９・３７３）

　Ｓ７１は楔形石器である。図上縁は新欠のため、本来の縁辺をとどめないが、下縁には打撃による潰れ

が認められる。左図左側面は截断面、同右側面は折れ面である。ＳＤ１３３より出土。

　Ｓ７２は片麻岩製の二次加工のある剥片である。図の上下両端は折れ面であるが、右図右側縁には、不

鮮明ながら表裏ともに剥離痕が認められる。ＳＤ１３３より出土。

５１区（図版２７９　写真図版３７０）

　Ｓ７３は凹基無茎式石鏃である。大きく開いてのびる細い脚部を見せ、基部は浅く弧状に抉られている。

風化が著しく進行しており、剥離痕の観察も困難である。遺物包含層より出土。

５２区（図版２８３　写真図版３７３）

　Ｓ７４は花崗岩製の臼である。中央に軸を差し込む孔の痕跡をとどめる。片面には、挽き目が溝状に刻

まれている。分画数は不明であるが、目の中心角からは６分画であった可能性が高い。ＳＤ１５１より出土。

５３区（図版２７９　写真図版３７０）

　Ｓ７５は凹基無茎式石鏃である。側縁は丸みをもち、脚端部は尖る。基部の抉りは弧状を呈し、器長の

１／５程度である。風化が著しく進行し、剥離面の観察が困難である。ＳＫ０４８より出土。

５５区（図版２７９　写真図版３７０）

　Ｓ７６はナイフ形石器である。厚みのある横長剥片を素材とし、その打面側側縁と末端側側縁中央に、

腹面側から二次加工を施している。背面側には腹面側と同一方向からの剥離痕のほか、対向方向からの

剥離痕２枚が認められる。風化は進行しているが器表面は堅緻である。５５区の包含層より出土。
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　Ｓ７７は凹基無茎式石鏃である。丸みをもつ側縁から、鋭利な脚端部に至る形態を示す。基部の抉りは

弧状を呈し、器長の１／３に達する。５５区の包含層より出土。

５６区（図版２７９・２８４　写真図版３７０・３７４）

　Ｓ７８は、長幅比がほぼ２：１を示す凹基無茎式石鏃である。両側縁は長く緩やかなＳ字状を呈し、基

部はわずかに弧状の抉りを見せる。二次加工は全体に丁寧におこなわれている。ＳＤ１７５より出土。

　Ｓ７９は、長幅比が１．５：１以下となる凹基無茎式石鏃である。両側縁はほぼ直線的に作られ、基部の

抉りは弧状で、ごく浅い。ＳＤ１７８より出土。

　Ｓ８０は、細粒の砂岩を用いた直方体状の砥石である。表裏２面が砥面となっており、ともに、使用の

ため大きく凹んでいる。全体に火熱を受けて変色している。ＳＸ００２より出土。

　Ｓ８１は、二次加工のある剥片である。薄い剥片の周縁に、細かな二次加工を施して刃部を形成してい

る。包含層出土。

　Ｓ８２は、紅れん片岩製の石棒と思われる。細長い礫をそのまま利用しており、縦方向に破損している。

包含層出土。

　Ｓ８３は砥石である。細粒の砂岩を直方体状に整形し、幅広の１面を研ぎ面としている。一部が変色し

ており、火熱を受けたものと思われる。遺物包含層出土。

８．Ｇ地区
５７区（図版２８０　写真図版３７１）

　Ｓ８４は、楕円形の砂岩礫を用い、その一端に二次加工を施した礫器である。二次加工は、まず礫表面

を打撃して剥離面を形成し、その後この剥離面と礫表皮がなす稜線付近を打撃して、稜と尖端を形成し

ている。加工部位の断面は三角形を呈する。機能については不明である。ＳＤ１８９より出土。

５８区（図版２８０・２８４　写真図版３７１・３７４）

　Ｓ８５はサヌカイト製の凹刃削器である。横長剥片を素材としており、その打面側縁辺を打撃によって

潰して弧状に整形する。相対する縁辺には、急斜度の二次加工によって、弱く内湾する刃部を形成して

いる。器表面の稜線には摩耗が認められるが、風化は浅い。ＳＤ２０１より出土。

　Ｓ８６はサヌカイト製の凸刃削器である。大型の横長剥片を素材とし、その末端側に表裏から浅い角度

の二次加工を施している。打面部周辺は、打撃により縁辺が潰れている。素材剥片の背面側には、石核

底面と思われるポジティブな剥離面をとどめている。ＳＤ２０１より出土。

　Ｓ８７は片麻岩の角礫を分割したものである。角閃石を多く含み、石英を脈状に含む。本遺跡周辺には、

角礫状の片麻岩を産出しないため、人為的に持ち込まれた石材と判断した。ＳＤ２０１出土。

　Ｓ８８は、凹基無茎式石鏃である。両側縁はほぼ直線的に整形され、脚と抉り部分は丸く仕上げられて

いる。遺物包含層出土。

９．Ｈ地区
６１区（第４図）

　Ｓ８９は、碧玉製勾玉である。ＳＤ２０９出土。

６２区（図版２８３～２８５　写真図版３７４・３７５）

　Ｓ９０は、中粒砂岩を用いた石皿であろうか。図左面中央は凹面で、敲打痕が認められる。ＳＫ０７６出土。
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　Ｓ９１は、凝灰岩製の砥石である。大きく破損しており、研磨作業面は遺存しておらず、整形加工が施

された２面をとどめるのみである。ＳＤ２２４出土。

　Ｓ９２は、細～中粒砂岩の亜円礫を素材とした砥石である。礫の形状を大きく変更せず、比較的平坦な

面を研ぎ面としている。ＳＫ０８５出土。

　Ｓ９３は、石材不明の砥石である。図右面の右上部分が、きわめて端正な直角に仕上げられている。図

示した面以外は破断面であり、本来直方体であったものが破損したものであろう。包含層出土。

　Ｓ９４は、粗粒の砂岩礫を用いた凹み石である。図中央付近には、打撃痕が顕著に集中した凹部が形成

されている。周縁部も敲打により整形されており、左右両側縁ともに中央よりやや上部を敲打によって

凹ませている。包含層出土。

６４区（図版２８５　写真図版３７５）

　Ｓ９５は、黄白色を呈する凝灰岩製の不明石製品である。砥石の可能性も考慮したが、断面が八角形

（もしくは七角形）の多角柱状に整形され、器表面がよく研磨されていることから、砥石以外の石製品と

しておく。遺物包含層出土。

６５区（図版２８４・２８５　写真図版３７４・３７５）

　Ｓ９６は、白色凝灰岩製の砥石である。直方体に整形され、うち、幅広の２面を研ぎ面としている。遺

物包含層出土。

　Ｓ９７は、サヌカイト製の石核である。大型の剥片を素材とし、その縁辺から剥片剥離を進めている。

右図右側縁・下縁には、他の剥離痕と比較して風化の浅い、不規則な剥離痕が多数認められる（二重風

化）。本資料は、水田土壌より出土していることから、原位置を遊離した後、耕作によって不規則な打
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撃を被ったものと思われる。

　Ｓ９８は、砂岩礫を用いたもので、その形態から石杵の可能性が考慮される資料である。左図中央およ

び周縁の一部には敲打痕が認められ、下方ほど幅広となる。下面は平坦に整形され、敲打痕のほかに研

磨痕が認められる。肉眼では朱の付着などは認められない。遺物包含層出土。

６６区（第４図）

　Ｓ９９は、石材不明の勾玉である。ごく扁平に作られており、孔は図左面の方が、相対する面よりもや

や大きい。研磨は粗略で、素材の凹面を残している。古墳時代中期の所産であろう。遺物包含層出土。

６７区（図版２８０・２８５　写真図版３７１・３７５）

　Ｓ１００は平基式石鏃である。端正な二等辺三角形に整形される。基端部が、わずかに脚状に作られて

いる。ＳＤ０２５６出土。

　Ｓ１０１は石錘である。黄白色凝灰岩の円礫を用い、その周縁を敲打して浅い溝を形成している。ＳＤ

２５７出土。

　Ｓ１０２は凹基無茎式石鏃である。両側縁はわずかに膨らみをもち、脚端部は丸く仕上げられている。

基部の抉りは丸く、器長の１／５程度である。風化が進行している。遺物包含層出土。

６８区（図版２８０　写真図版３７１）

　Ｓ１０３は楔形石器である。厚みのある板状剥片を素材とし、上下両端から打撃がおこなわれており、

両側縁に載断面が形成されている。風化が著しく進行しており、器表面はほぼ白色を呈する。包含層出

土。

　Ｓ１０４は凹基無茎式石鏃である。両側縁はほぼ直線的に作られ、基部はわずかに抉られている。脚端

部は鋭く尖る。風化が進行して全体に灰白色を呈し、剥離面の観察が困難である。包含層出土。

　Ｓ１０５は丸鞆である。黒色で硬質の粘板岩を用いている。器表面は丁寧に研磨されており、光沢をも

つ。裏面（図左面）には、帯に結束するための孔が３か所に穿たれている。遺物包含層出土。

１０．小結
　今回報告した資料は、その多くが原位置を遊離したものであり、器種組成や技術組成について明らか

にできる点はわずかであるが、以下で、石器に関するまとめをおこなっておきたい。

　本遺跡では、後期旧石器時代に遡る資料として、ナイフ形石器２点（Ｓ４３・Ｓ７６）が出土した。いずれ

も遊離資料であるが、夢前川河口に近い地域では初めての出土例であり、今後、本地域での研究を進め

る契機となる発見と言える。

　いずれも、瀬戸内地域の剥片剥離技術の系譜上で理解できる横長剥片を素材とした、二側縁加工のナ

イフ形石器であり、素材剥片の技術的特徴からは、国府石器群以降に位置づけられる可能性がある。当

該時期の石器群として、隣接地域では、たつの市御津町の碇岩・南山遺跡出土の石器群が知られている

が、横長剥片剥離技術を基盤とするという点では共通するものの、ナイフ形石器の形態・技術には相違

点も認められる。

　縄文時代に属する石器は、調査区の広い範囲から出土しており、本遺跡における縄文時代の生活領域

の広がりを示唆している。石鏃のみでは詳細な時期を決定することはできないが、Ｓ７３は、その形態か

ら縄文時代早期～前期に、Ｓ７は前期～中期に属する可能性がある。Ｓ３３は晩期に属するものであろう。

また、精美な扇形横型を呈する石匕Ｓ３２も、縄文時代前期以降に属する可能性があろう。また、形態が
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わかる資料はないものの、石棒の断片と思われる資料（Ｓ２６・Ｓ５７・Ｓ８２）も、縄文時代の所産である可能

性が高い。

　こうしたことから、調査区周辺は縄文時代の相当長い期間にわたり、断続的に利用されていた可能性

が想起される。

　弥生時代の石器は、石鏃、石錐、打製石包丁のほか、多様な形態の削器が出土している。肉眼観察に

よれば、当該時期の打製石器の大部分は、讃岐産のサヌカイトを用いているようである。

　抉りの浅い凹基無茎式、平基式石鏃の多くは、弥生時代に属するものと思われ、これに柳葉形の有茎

式石鏃（Ｓ３０・Ｓ４５）が少数伴う。石錐は、つまみを有するものと棒状を呈するものとが認められる。本

器種には含めなかったが、Ｓ２０・Ｓ２１・Ｓ２２も、棒状の錐として用いられた可能性があろう。

　打製石包丁は、使用による摩耗が進行した資料である。今回の調査では磨製石包丁が出土しておらず、

打製石包丁もわずか１点の出土であり、稲作に関連する石器が総じて希薄な印象を受ける。

　楔形石器は、今回報告した中でも多数を占める器種であり、縄文時代～弥生時代の資料を含むものと

思われるが、その峻別はできない。両極打撃が行われる縁辺の高さが４㎝前後のものと、６㎝～７㎝を

測るやや大型のものとが見られる。

　これらの他に、片岩あるいは片麻岩の断片（Ｓ５６・Ｓ７２・Ｓ８７）が出土している。こうした岩種は、調査

地近隣では産出せず、人為的に持ち込まれたことは明らかである。本遺跡で出土した石棒が、片岩類を

用いていることから、これらの石材の一部は縄文時代に搬入された可能性があろう。
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第８節　金属器

１．Ｂ地区の金属器
　１４区Ｐ１４０１、１８区ＳＤ０１３から鉄滓、７区・１０区の包含層から銅銭が出土している。

製鉄関連遺物（図版２８６　写真図版３７６）

　Ｍ１～Ｍ７は鉄滓である。Ｍ１は１４区Ｐ１４０１、Ｍ２～Ｍ７は１８区ＳＤ０１３から出土した。径２㎝以下の

白色礫が付着したものが多い。Ｍ７は下面に土器が付着している。Ｍ３・Ｍ４は金属学的分析の結果、

鍛錬鍛冶滓に分類されている。

銅製品（第５図　写真図版３８０）

　Ｍ７７・Ｍ７８は銅銭である。Ｍ７７は北宋嘉祐元年（１０５６）初鋳の嘉祐元寶である。７区包含層から出土し

た。Ｍ７８は銅銭である。寛永１３年（１６３６）初鋳の寛永通寶である。１０区包含層から出土した。

２．Ｃ地区の金属器
　１９区ＳＢ０３０Ｐ１３、２１区ＳＤ０２８から鉄釘、１９区遺物包含層から銅銭が出土している。

鉄製品（図版２８６　写真図版３７６）

　Ｍ８・９は鉄釘である。Ｍ８は１９区ＳＢ０３０Ｐ１３、Ｍ９は２１区ＳＤ０２８から出土した。Ｍ８は頭部を平た

くつぶして、折り返している。

銅製品（第５図　写真図版３８０）

　Ｍ７９は銅銭である。北宋元豊元年（１０７８）初鋳の元豊通寶である。１９区遺物包含層から出土した。

３．Ｄ地区の金属器
　２３・２６・３０・３５・３７・３９区で鉄製品・製鉄関連遺物が出土している。３０区ＳＤ０４８からは銅鏃が出土し

ている。

鉄製品（図版２８７・２８８　写真図版３７６・３７７）

　Ｍ１１・１４は鉄釘である。Ｍ１１は２６区ＳＢ０４０Ｐ０４、Ｍ１４は３５区ＳＤ０８６から出土した。Ｍ１４は全長２２．４㎝

の大型の鉄釘である。東部は断面方形でやや膨らんでいる。

　Ｍ２３・２６は不明鉄製品である。Ｍ２３は３７区ＳＢ０５１Ｐ１０、Ｍ２６は３７区ＳＫ０３９から出土した。Ｍ２３は板状

の本体に打ち込まれた鋲の一部が残存している。Ｍ２６は細長い板状の製品である。

製鉄関連遺物（図版２８７～２８９　写真図版３７６・３７７）

　２３区ＳＢ０３７Ｐ０２（Ｍ１０）、２６区ＳＤ０３８（Ｍ１２）、２６区包含層（Ｍ１３）、３５区ＳＤ０８６（Ｍ１５～Ｍ２２）、３７区ＳＫ

０４０（Ｍ２４・２５）、３７区包含層（Ｍ２７～Ｍ３２）、３９区包含層（Ｍ３３）から鉄滓が出土している。３５区ＳＤ０８６、

３７区包含層では比較的まとまった量で出土している。

　Ｍ１０・Ｍ１２・Ｍ１３・Ｍ１５～Ｍ２２・Ｍ２４・Ｍ２５・Ｍ２７～Ｍ３３は鉄滓である。Ｍ１６・Ｍ１７は金属学的分析

の結果、鍛錬鍛冶滓に分類されている。Ｍ１７では鋼と判断される金属鉄部分が確認されている。

銅製品（第５図　写真図版３８０）

　Ｍ７６は銅鏃である。有茎小形の型式で、鏃身部は膨三角形である。鎬は明瞭で、腸抉は十分に作り出

されていない。茎部は笵の合わせ目で表裏が若干ずれている。３０区ＳＤ０４８から出土した。 
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４．Ｅ地区の金属器
　４３区包含層から不明鉄製品が出土している。

鉄製品（図版２８９　写真図版３７７）

　Ｍ３４は不明鉄製品である。板状の製品である。４３区包含層から出土した。

５．Ｆ地区の金属器
　４５区、４７区、５３区で鉄製品、製鉄関連遺物が出土している。

鉄製品（図版２８９　写真図版３７７・３７８）

　４５区ＳＫ０４７、４５区撹乱包含層、４７区ＳＤ１３３、５３区　ＳＢ０６５柱穴、５３区ＳＢ０７１柱穴から鉄製品が出土し

ている。

　Ｍ３５は鉄製釣針である。４５区撹乱包含層から出土した。

　Ｍ３６は鉄製鏨である。頭部は鞍状につぶれている。４５区ＳＫ０４７から出土した。

　Ｍ３７・４２～４５は鉄釘である。Ｍ３７は４７区ＳＤ１３３、Ｍ４２は５３区ＳＢ０６５Ｐ１２、Ｍ４３・Ｍ４４はＳＢ０６５Ｐ０７、Ｍ

４５は５３区ＳＢ０７１Ｐ１２から出土した。Ｍ４２は３点が付着し、側面に木質が付着している。頭部は平たく押

しつぶして折り曲げている。

製鉄関連遺物（図版２８９～２９１　写真図版３７８・３７９）

　４７区ＳＤ１３３（Ｍ３８）、４７区包含層（Ｍ３９）、５３区ＳＢ０６５Ｐ０５（Ｍ４０）、５３区ＳＢ０７１Ｐ１７（Ｍ４６）、５３区ＳＫ０５０

（Ｍ４７～Ｍ４９・Ｍ５１）、５３区包含層（Ｍ５２・Ｍ５３）、５５区ＳＤ１６６（Ｍ５４）、５５区包含層（Ｍ５５）、５６区ＳＤ１８３

（Ｍ５６）、５６区包含層（Ｍ５７～Ｍ６１）から鉄滓、５３区ＳＢ０６５Ｐ１２（Ｍ４１）、５３区ＳＫ０５０（Ｍ５０）から鉄塊が出土

している。

　Ｍ３８～４０・Ｍ４６～Ｍ４９・Ｍ５１～Ｍ６１は鉄滓である。Ｍ４０は表面に木炭が多く付着している。Ｍ４７は金

属学的分析により鍛錬鍛冶滓に分類されている。Ｍ５８は表面の磁着が弱く、裏面の磁着が強い。

　Ｍ４１・Ｍ５０は鉄塊である。表面に気泡などは認められない。Ｍ４１は金属学的分析により精錬鍛冶作業

前の状態の鍛冶原料に分類されている。 
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６．Ｇ地区の金属器
　５８区で鉄釘、鉄滓、銅銭が出土している。

鉄製品（図版２９１　写真図版３７９）

　Ｍ６２は鉄釘である。ＳＢ０７７Ｐ０９から出土している。

製鉄関連遺物（図版２９１・２９２　写真図版３７９）

　Ｍ６３～Ｍ６７・Ｍ６９・Ｍ７０は鉄滓である。Ｍ６３・Ｍ６４は５８区ＳＤ２０１、Ｍ６５～Ｍ６７は５８区ＳＫ０６１、Ｍ６９は

５８区ＳＫ０６３、Ｍ７０は５８区包含層から出土している。

　Ｍ６８は不明鉄片である。表面に気泡などは認められないが、磁着は弱い。５８区ＳＫ０６１から出土した。

銅製品（第５図　写真図版３８０）

　Ｍ８０は銅銭である。北宋熈寧元年（１０６８）初鋳の熈寧元寶である。５８区ＳＫ０６１から出土した。

７．Ｈ地区の金属器
　６２区包含層・６３区包含層から鉄滓が出土している。

製鉄関連遺物（図版２９２　写真図版３８０）

　Ｍ７１～Ｍ７５は鉄滓である。Ｍ７１～Ｍ７４は６２区包含層、Ｍ７５は６３区包含層から出土した。

８．小結
　今回報告を行った金属製品７５点のうち５５点が鉄滓・鉄塊など製鉄に関連する遺物で占められている。

製鉄関連遺物はＢ・Ｄ・Ｆ・Ｇ・Ｈ区などで出土しており、ほぼ全域で出土している。特にＢ地区１８区ＳＤ

０１３、Ｄ地区３５区ＳＤ０８６、Ｄ地区３７区包含層、Ｆ区５３区ＳＫ０５０、Ｇ区５８区ＳＫ０６１などＤ地区西部、Ｆ地区東

部付近で多く出土している。時期的にはほぼ１２世紀代に集中しているものと思われる。

　このうち５点の椀形滓と１点の鉄塊について金属学的分析をおこなった（第５章第３節参照）。椀形滓

については鍛錬鍛冶滓に分類され、そのうち。Ｍ１７では鉄素材（鋼）と判断される金属鉄部分が確認され

ている。また鉄塊（Ｍ４１）については精錬鍛冶作業前の状態の鍛冶原料に分類されている。

　調査区内では鍛冶炉などの遺構は検出されていないが、鉄滓の出土量は多く、鉄素材を利用した生産

を行ったことからすると、単なる道具を修復する程度の鍛冶ではなく、ある程度規模で製品の生産を

行った鍛冶工房が、調査地中央付近のどこかに存在した可能性が高いものと思われる。

第８節　金属器



－　１９３　－

第９節　木製品

１．概要
　池ノ下遺跡の調査では縄文時代から近代にいたる様々な遺構が検出された。その中の流路中の木組み

遺構（ＳＷ）や溝（ＳＤ）、土坑（ＳＫ）、柱穴（Ｐ）などから多くの木製品や木材が出土した。その総点数は９４５

点にも及ぶが、製品や明らかな加工が観察できるもの百点余りを掲載することができた。また、樹種を

同定できたものはさらに限られており、遺跡周辺の里山などで伐採されたであろう丸太材を加工した杭

などの多くは掲載できていない。コナラ節の立木が確認できたが、樹種の傾向から周辺の環境等を復元

することは難しい。その中で古墳時代初頭に属するモミ属を用いた楯（Ｗ１０５）など、あきらかに他所か

らもたらされた木製品が存在する。また、中世の段階でヒノキやスギを用いた柱根や鼻繰建築部材がか

なりの比率で存在していることは、同時代の遺跡の性格をうかがう材料となるであろう。

　弥生時代中期、古墳時代初頭、古墳時代、中世、近代など概略の所属時期を記載したが、詳細な所属

時期等は遺構や同時に出土した遺物の項を参照していただきたい。

　報告する池ノ下遺跡の調査では、各時代とも木製品の製作をおこなっていた状況はみられないが、杭

や矢板、建築部材の最終加工、木材の再利用は集落内あるいは付近でおこなわれていたことは確実であ

ろう。その他の木製品はその製品を用いた最終段階である廃棄などの様相を示すものと考えられる。何

点かの木製品が焼け焦げていたのはその証左と考えるが、一部の木製品には焼け焦げた後に加工を加え

たものが存在する。

　なお樹種同定については第５章第６節に結果を報告している。

２．１９区（図版２９３　写真図版３８１）
　Ｗ１～Ｗ３は、掘立柱建物を構成する柱穴から出土した。

　Ｗ１は、ＳＢ０２８を構成するＰ１０から出土した。柱の礎板として柱穴内に入れたものであろう。スギの

丸太材を用いており、最大径の部分は直径が１５㎝ほどの表皮を除いただけの状態である。その上下を上

側が１３方向、下側が１１方向から斜めに削って算盤玉形を作り出している。上端面は平滑に削られており、

突出する下端面は概６方向から刃物を打ちこんで、尖り気味に切断される。建築部材先端部の鼻繰を切

り離したものであろう。

　Ｗ２は、ＳＢ０３０を構成するＰ０９から出土した。ヒノキの板目材の破片である。柱材や礎板ではなかろ

う。

　Ｗ３は、ＳＢ０３０を構成するＰ１４から出土した。スギの板目材で、曲物の破片に類似する。Ｗ２と同様

に柱穴からの出土であるが、柱材や礎板の破片ではなく、柱掘り方内に納められた地鎮具等の破片の可

能性も考えられる。

３．２８区
ＳＷ００１（図版２９３　写真図版３８１）

　Ｗ４・Ｗ５は、ＳＷ００１に伴って出土した杭である。ともに広葉樹の丸太材の枝を払った樹皮付きの

まま利用している。両者とも先端は６方向から各面多くて３回ほど刃を打ち込んで尖らせており、先端
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は少し潰れている。

ＳＷ００２（図版２９３　写真図版３８１）

　Ｗ６は、ＳＷ００２に伴って出土した杭である。広葉樹の樹皮付きの丸太材を利用している。先端は４

方向から各面１～２回ほど刃を打ち込んで尖らせている。

ＳＷ００３（図版２９３　写真図版３８１）

　Ｗ７～Ｗ１０は、２８区、ＳＷ００３に伴って出土した。

　Ｗ７は、細い針葉樹の角材の一端が焼け焦げたもので、着木であろう。樹種同定を行っていないが、

ヒノキのような年輪の詰まった材を丁寧に削って作られており、本来は箸や題箋軸などの製品であった

可能性がある。

　Ｗ８・Ｗ９は、ともに広葉樹の丸太材の枝節を払い樹皮付きのまま利用した杭である。Ｗ６の先端は、

４方向から多くて１０回ほど刃を打ち込んで尖らせているが、節の切り落としのための打撃も含まれる。

Ｗ７の先端は、７方向から各１～３回程度刃を打ち込んで尖らせる。

　Ｗ１０も、下端が摩滅し、砂粒が食い込んでいることから、矢板に用いられたものであるが、一端を斜

めに切り落とした板材を再加工したものである。樹種同定を行っていないが、桧のような年輪の詰まっ

た針葉樹の板目材を用いており、上端の折れた部分以外は火を受けている。右辺の長側面は焦げて角が

丸くなるが、先端部は焦げた部分に打撃を加えて斜めに削り落している。左辺の長側面は焼けておらず、

割り取ったか、削り落しているが、先端部は打撃を加えて削り落したのちに焼け焦げている。裏面には

不定方向の比較的短い直線的な刃物痕が見られ、おそらく焼けた後に一旦作業台として利用したもので

あろう。

ＳＷ００５（図版２９４　写真図版３８２）

　Ｗ１１～Ｗ１４は、ＳＷ００５に伴って出土した杭である。

　Ｗ１１は、エノキ属の芯去り材の割り材を用いており、全面を加工して先端を尖らせている。先端部は

潰れている。加工には刃幅１．５㎝以上の直線的な刃物を用いていることが観察できる。

　Ｗ１２は、広葉樹の樹皮付きの丸太材を利用している。先端は７方向から各３回ほど刃を打ち込んで尖

らせている。

　Ｗ１３も、広葉樹の樹皮付きの丸太材を利用している。先端は５方向から各１～２回ほど刃を打ち込ん

で尖らせている。

　Ｗ１４も、丸太材を利用した杭であるが、樹皮や節を除去するためか広い範囲に工具痕が見られる。先

端は６方向から各２～３回ほど刃を打ち込んで尖らせている。

ＳＷ００６（図版２９４　写真図版３８２）

　Ｗ１５は、ＳＷ００６に伴って出土した杭で、下端が潰れている。広葉樹の樹皮付きの丸太材を利用して

いる。先端は７方向から４回以上刃を打ち込んで尖らせているが、この部分は節が多くみられる。

ＳＷ００７（図版２９４　写真図版３８２）

　Ｗ１６～Ｗ２３は、ＳＷ００７に伴って出土した。針葉樹を用いている。

　Ｗ１６は、樹種同定を行っていないが、ヒノキのような年輪の詰まった針葉樹の板目材である。表裏面

とも平滑に仕上げた板材であり、一ヶ所、刃幅２．５㎝ほどの手斧様の痕跡が認められる。下端は切り離

しのまま荒れているが、上端部は表裏面に及ぶ焼け焦げが内部にまで及んでいる。右側長側面は一部焼

け焦げを削っている。
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　Ｗ１７は、ヒノキの板材である。加工痕は残らないが、表裏面とも平滑である。

　Ｗ１８も、樹種同定を行っていないが、ヒノキのような年輪の詰まった針葉樹の板目材である。表裏面

は荒れており、面を仕上げた痕跡は観察できない。下端は焼け焦げがみられる。

　Ｗ１９は、樹種同定を行っていないが、ヒノキのような年輪の詰まった針葉樹の柾目材である。器表面

の加工痕は明瞭ではない。下端は折れているが、上端部左寄りと右長側面に長方形の切り込みが存在し、

建築部材の可能性が高い。裏面の一部には焼け焦げがある。

　Ｗ２０は、針葉樹板目材で、工具痕は観察できないが、表面は丁寧に仕上げているが、裏面はやや荒れ

ている。一長側の両角を方形に切り取っている。切り取られた反対側の長側面には細くあたりが観察で

き、縄などで縛った可能性がある。また、この長側面の中央部もすこし窪んでおり、別の部材と組み合

わさった痕跡かもしれない。箱形の田下駄などが復元できるが、目釘はみられない。

　Ｗ２１は、針葉樹板目材で、器表面は荒れているが、一部は平滑である。工具痕は観察できない。下端

は折れているが、上端は切断している。

　Ｗ２２は、針葉樹板目材であるが、細く厚い。上端は折れているが、下端は１方向から斜めに削ってお

り、先端面は潰れて、砂粒の痕跡が残る。矢板に用いられたものであろう。

　Ｗ２３は、針葉樹板目材で角材に近い。上端は節があり、潰れている。下端は２方向以上から斜めに

削っており、先端面は潰れている。杭・矢板に用いられたものであろう。

ＳＷ００８（図版２９６・２９７　写真図版３８３）

　Ｗ２４～Ｗ３５は、ＳＷ００８に伴って出土した。

　Ｗ２４は、アカガシ亜属の柾目材を用いた扁平な板材で、一短辺の中央に幅を減じた柄或いは軸部の痕

跡が続くことから、一木平鋤或いは曲柄平鍬と判断した。裏面は柄、軸部の幅の剥離が刃部まで及んで

いる。柄・軸部と刃部の境が明瞭で、刃部両側がほぼ平行し、刃部幅と肩幅は大差ない。断面は中央が

やや厚い紡錘形を呈すが、体部全長の中央付近から下側の両長側面が薄く刃部を作り出している。また、

幅もやや広がる。刃先近くの両側面には小さな段や抉りが認められるが、鉄製の刃先を装着したもので

はなかろう。

　Ｗ２５も、鋤の未成品の可能性を考えていたが、樹種同定の結果、ツブラジイであることが判明したた

め農耕具ではなかろう。ミカン割り材の一短辺を両側から尖らせている。他短面は潰れており、矢板に

利用したものであろう。

　Ｗ２６は、クリを用いたミカン割り材で、あまり加工は顕著ではないが、下端を尖らせ、一部潰れが見

える。杭であろうか。断面は台形を呈しているが、各面は平滑に作っている。

　Ｗ２７は、針葉樹柾目の板材である。加工痕は観察されないが、器表面は丁寧に作られており、やや荒

れている。一長側面側から刻み状の痕跡が２ヶ所並んでいる。下端は一部裏面からの打撃痕跡を残して

切断している。上端は折れであろう。

　Ｗ２８は、ヒノキ板目材を用いた矢板である。上端は折れており、下端の側面を打撃によって切り落と

し、表面の３方向から打撃によって薄く作っている。裏面は先端の一部のみ削っている。先端の端面は

潰れ、砂粒が食い込んでいる。

　Ｗ２９～Ｗ３５は、丸太材を利用した杭であり、ほとんどのものに樹皮が残存している。先端面が潰れ、

砂粒が食い込むものもある。Ｗ３１を除くと広葉樹を用いており、Ｗ３５はクヌギ節を用いている。Ｗ２９～

Ｗ３４の先端部は６方向から各２～７回の打撃によって尖らせており、節の大きなＷ３５では５方向から各
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１～３回の打撃によって尖らせる。

ＳＤ０４７（図版２９８　写真図版３８４）

　Ｗ３６は、ＳＤ０４７に伴って出土した。アカガシ亜属柾目材を用いて作られた曲柄又鍬の身である。二又

に分かれた先端部は、外側では先端から１０㎝以下の位置まで刃が作られ、内側は全域に刃を作り出して

いる。肩部は全く張らずに次第に細くなり、軸部へと続く。軸頭は欠損する。

ＳＷ００９（図版２９８～３００　写真図版３８４・３８５）

　Ｗ３７～Ｗ５６は、ＳＷ００９に伴って出土した。この遺構からは弥生時代中期までの遺物が出土している。

Ｗ３７は、アカガシ亜属のミカン割り材を用いて作られている。一端は折れているが、両端部を薄く作り、

一端は４方向から削って尖り気味に作られる。全体はやや厚手の扁平な棒状を呈しており、刃部は作ら

れていないが、股鋤の可能性を残す。表面に２孔２対の貫通していない孔が見られる。

　Ｗ３８～Ｗ４０は、樹種同定を行っていないが、肉眼ではアカガシ亜属に類する材で、ミカン割り材の一

長側面を薄く刃状にしている。Ｗ３８は、両端部を欠くが、幅を広げた一長側に刃を作っている。細く

なった部分は断面が長方形で、刃は見られず、柄部にあたるものと思われる。工具としてくさびの用途

をもったものかもしれない。Ｗ４０も、柄部と刃部を作っており、やはり楔の用途をもつ可能性がある。

Ｗ３９は、一端を表裏面から削って薄くしている。一長側面は節などを整えて薄く作っている。柄部を持

たないため、矢板などに用いられた可能性もある。

　Ｗ４１は、木目の詰まった針葉樹の柾目材を用いた板材で、縦半分に割れたものであろう。両端近くに

方形の穿孔が残り、表裏面から刃幅２㎝ほどの手斧状の工具によって穿たれたものである。穿孔の角部

は別の工具によって丸く仕上げている。また、一長側面の一端部近くには表裏面から抉りが加えられて

いる。器表面の裏面は荒れているが、表面の中央部のみ平滑である。一部炭化のためか黒くなる。田下

駄の一部であろうか。

　Ｗ４２は、針葉樹を用いた細い角材で、表・両側面は丁寧に成形している。裏面は割れた痕跡が残る。

下端面は切断したものか、段をもって折れている。

　Ｗ４３は、針葉樹を用いた棒状を呈したものであるが、上端部に切断痕が観察される以外には加工痕は

見られない。

　Ｗ４４は、針葉樹板目材を用いた板材である。上半部は焼けて炭化しており、下端部は折れている。表

面は平滑に成形されているが、裏面は一部を欠損し、荒れている。

　Ｗ４５は、シイ属を用いたミカン割り材で、下端部が尖るが、磨滅のため加工痕は不明である。上端部

は折れている。

　Ｗ４６は、針葉樹板目材を用いた板材である。表裏面は平滑で、裏面の一部には刃幅２㎝ほどの手斧様

の痕跡が残る。上端部は折れているが、下端部はつぶれており、矢板などに利用されたものであろうか。

　Ｗ４７は、広葉樹丸太材を用いた杭である。下端部は５～６方向から各１～２回削って尖らせている。

　Ｗ４８は、ヒノキ柾目材の角材を用いた矢板である。下端部は３方向から削って尖らせている。上端部

は折れている。上端部近くの裏面には側面にかけての抉りがみられる。裏面に一部には刃幅３．５㎝ほど

の手斧様の痕跡が斜め方向に残る。表裏面とも焼けて焦げているが、両側面にはみられず、焼いた後に

削ったものかもしれない。裏面の抉り部も焦げている。

　Ｗ４９～Ｗ５２は、広葉樹丸太材を用いた杭である。Ｗ４９～５１には樹皮が残存している。Ｗ４９は、下端部

を７方向各２～３回削って尖らせている。Ｗ５０は、下端部を６方向以上から削って尖らせており、先端
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部は潰れている。Ｗ５２は、下端部を５～６方向各１～２回鋭利な刃物により削って尖らせている。Ｗ５１

も、広葉樹の丸太材を用いたものであるが、両端部を欠損する。樹芯を貫通する穿孔が２孔平行して穿

たれる。穿孔は両側から行われている。

　Ｗ５３は、細い丸太材を加工しており、中心を通る２方向からの穿孔が平行して２ヶ所貫通している。

　Ｗ５４～Ｗ５６は、樹種同定はおこなっていないが、ヒノキのような年輪の密な針葉樹を用いた材である。

Ｗ５４は板目材の器表面を一部平坦に加工する。下端面は切断されているが、少し潰れている。上半部は

ややずれた位置で凸形に加工し、一部にあたりが見られる。別部材と組み合わせたものか。上端部は焼

け焦げており、焼けた後に加工を加えて断面方形に整える。

　Ｗ５５は、ミカン割り材を加工したもので、裏面を平滑にしている。下端面は荒く切断されており、一

部に焼け焦げが見られる。

　Ｗ５６は、樹芯近くの部位を扁平な角材に加工したもので、上半部をＬ字形に切り欠く。切り欠きより

下方の側面は４回の痕跡を残して切断している。器表面の裏面は平滑に仕上げており、材と直交する方

向に刃幅３㎝までの手斧様の工具で加工している。裏面、両端面および切り欠き面以外の面には火を受

けた痕跡が見られる。他の部材と組み合う建築部材の可能性があるが、上端部の厚さは約２㎝と薄くな

る。

ＳＤ０４５（図版３００・３０１　写真図版３８５）

　Ｗ５７～Ｗ５９は、ＳＤ０４５から出土した。遺構は縄文時代晩期～弥生時代中期に属するものと判断された

が、木製品は弥生時代のものであろう。

　Ｗ５７は、板目材の板材であるが、裏面の器表面は荒れている。下端部はＬ字形或いは凹形に切り欠き

を作り、中央部にあたりが見られる。上端部は折れている。一長側面には斜めに段を作り出したものか

もしれない。

　Ｗ５８は、ＳＤ０４５の黒色シルトから出土した。アカガシ亜属を用いており、下半部を欠損しているが、

組合せ平鋤身と思われる。方形を呈した角肩の上半部には円形の柄孔が約６５度の角度に穿たれており、

さらに上方に樋が作られる。上縁部の着柄軸部は欠損している。刃部表面（後面）側柄孔周囲には隆起を

作り出し、それと連続して３周に一段高い縁を作り出している。

　Ｗ５９は、広葉樹丸太材を加工した有頭棒状のもので、下半部を折れにより失う。頭端部は４方向以上

から削っているが、仕上げは雑である。側面は７方向以上から削っている。軸部も１１方向以上から削っ

て細くしている。

ＳＤ０７４（図版３０１　写真図版３８５）

　Ｗ６０～Ｗ６２は、弥生時代後期の溝ＳＤ０４７から出土した。

　Ｗ６０は、広葉樹の板目材を用いた板材で、方形の小穿孔が３ヶ所に穿たれる。最上段の最も小さな孔

は裏面にも小段が観察でき、両面から穿たれたものであろう。中央および最下段の穿孔は表面側から穿

たれたものであろう。

　Ｗ６１は、クスノキを用いたもので、短辺側に突起が残ることから、槽・盤などの容器の可能性がある。

但し器表面が著しく痛んでおり、上面に残された痕跡が加工痕であるか、傷であるかも判断できない。

　Ｗ６２は、板材の表面側を抉って一長側に縁を作って木樋状に形作る。もう一方の長側は腐朽のため欠

損したものかは不明である。裏面は手斧様の工具によって平坦に仕上げる。
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４．３５区
ＳＤ０８６（図版３０２　写真図版３８６）

　Ｗ６３は、中世に属するＳＤ０８６から出土した曲物底板である。針葉樹の柾目材を用いたもので、過半を

欠く。円形のものであれば直径約２０㎝の円盤が復元できる。外周からやや内側に入った位置に２孔を穿

ち、桜樹皮と思われる幅約０．３㎝の樺皮縫合によって側板と結合されていたもので、底面に２重、側板

には３重重ねている。

ＳＤ０７７（図版３０２　写真図版３８６）

　Ｗ６４は、古墳時代初頭に属するＳＤ０７７から出土した。針葉樹の柾目角材を断面三角形に削り、一端を

全周からさらに削って尖らせ、先端部は段を作って出臍とする。他端は折損するが、表面の三角形頂部

から斜めに削って板状に細工している。糸巻きの軸受部と考えられるが、同一部材を直角に組み合わせ

た場合、組み合う部分を斜めに削る状況は他例とは異なる。

５．３４区
ＳＷ０１１（図版３０２　写真図版３８６）

　Ｗ６５～Ｗ６８は弥生時代中期に属するＳＷ０１１から出土した。

　Ｗ６５は、広葉樹丸太材を用いた杭である。下端部は欠損するが、一部に潰れた痕跡が残る。５方向以

上から各３回程度削って尖らせる。

　Ｗ６６は、アカガシ亜属の樹皮付き丸太材を加工した杭である。一方の端部は６方向から刃を入れて尖

らせており、各々６回程度刃を打ち込んでいる。先端部は少し潰れており、実際に使用され硬い地面に

当たったものであろう。

　Ｗ６７は、比較的年輪の粗い針葉樹の柾目材を用いて、厚めの板材を作っている。裏面の一部の凹部に

焼け焦げが残っており、表面を焼いた後に加工したものかもしれない。一長側面に斜め方向に刃を打ち

込んで、縦方向に割り裂き、板材の幅を半分近くまで減じている。その部分の長側角は面取りを施して

いる。細くなった先端部は潰れていることから、矢板として使用されたものであろう。

　Ｗ６８は、ヒノキ板目材の板材である。上端部は折れているが、下端部は一部に切断痕が残っている。

裏面は荒れており加工痕は不明であるが、表面は手斧様の工具痕が一部に見られる。また、表面から一

側面にかけて焼けた痕跡が観察できる。

６．３０区
ＳＷ０１０（図版３０２　写真図版３８６）

　Ｗ６９は、ＳＷ０１０から出土した。樹種同定はおこなっていないが、広葉樹の柾目材で、アカガシ亜属

に類似する。両端部を欠損するが、幅の広い棒状を呈したもので、角の面取りも丁寧におこなっている。

鋤鍬の一部であろうか。

７．３６区
ＳＫ０３７（図版３０２　写真図版３８６）

　Ｗ７０～Ｗ７９は、近代の土坑ＳＫ０３７から出土した。

　Ｗ７０は、一節を残した竹を用いたもので、節のすぐ上の凹部を浅く削り込み、さらに上部に穿孔をも
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つ。穿孔は下面まで貫いており、下部の孔には丸釘状の鉄片が打ち込まれていた。

　Ｗ７１・Ｗ７２は、竹を縦に細く裂いて籤状にしたもので、表皮を残し、内面と側面は面取りを施してい

る。残存する先端部は丸く加工しており、使用のためかよく磨滅している。２点とも先端部に近い部分

で内方向に緩やかに湾曲するが、Ｗ７１では内面に直交方向の刻み目を入れて湾曲に備えている。Ｗ７２に

は節が残る。

　Ｗ７３は、針葉樹板目材の薄板で、器表面は丁寧に削られており、平滑である。隅部に小穿孔があるが、

回転によるものではなく、角釘を打ち込んだ跡かもしれない。

　Ｗ７４も、針葉樹板目材の板材で、器表面は丁寧に削られており、斜め方向の加工痕が観察できる。隅

部に小穿孔があるが、回転によるものではなく、角釘を打ち込んだ跡かもしれない。

　Ｗ７５は、針葉樹の角材で、断面五角形の棒状を呈している。一端を表面側から一段切り落とし、刀子

様の工具で成形し、他部材との接合に備えている。中央には方形の穿孔が見られ、釘孔と思われる。

　Ｗ７６は、年輪の粗い針葉樹の板目材板材を加工したもので、表裏面には軸方向に直交する直線的な刃

の痕跡が細かく残る。両側面には一部刃を食い込ませて成形しており、手斧様の工具が想定できる。楔

状を呈するが多くの手が加わっており、木目も美しく表れていることから、台などに用いられたものか

もしれない。

　Ｗ７７は、針葉樹板目材の板材で、長方形に作られる。側面は斜め方向の擦痕が残ることから、鋸が用

いられたものであろう。表裏面にも細かい直線的な工具痕が残る。

　Ｗ７８は、針葉樹ミカン割り材の内側を割って板状に作っており、両木口は切断している。

　Ｗ７９は、年輪の粗い針葉樹を用いた角材で、一端部を下面から斜めに切り落としている。さらに先端

部は凹状を呈していた可能性が高いが腐食が著しい。２ヶ所のやや偏った位置に長方形のほぞ孔を切り、

針葉樹の板目材が充填され、同種の材を用いた楔を打ち込んでいる。

８．３７区
ＳＢ０５０（図版３０３　写真図版３８７）

　Ｗ８０～Ｗ８６は、検出した中世に属する掘立柱建物ＳＢ０５０を構成する柱穴から出土した。

　切り落とされた鼻繰などいずれも建築部材の端材で、柱痕底から出土するなどから柱の礎板として再

利用されたものであろう。樹種同定をおこなわなかったものを含めて、スギあるいはヒノキが用いられ

ており、建築部材としては上級のものである。また、移動や搬入のために加工された鼻繰を有する木材

は、近隣の里山などで伐採されたものではなく、ある程度遠方の産地から搬入されたものと考えられる。

材木として使用される際に切り落とされたものであることや、同一建物の複数の柱穴から出土している

ことから、この掘立柱建物ＳＢ０５０で用いられた木材である可能性が高く、この建物や建物が含まれる集

落の性格を示す一助となろう。

　草戸千軒町遺跡では鼻繰は樹種ごとに、製作方法・寸法などの規格性があったことが指摘されている。

本遺跡でもヒノキを用いた材（Ｗ８１・Ｗ８４・Ｗ８６）とスギを用いた材（Ｗ８２）では製作方法・寸法などが異

なっている。

　Ｗ８０は、Ｐ０５から出土した。年輪の詰まった針葉樹の柾目材を用いている。樹種同定はおこなってい

ないがヒノキであろう。厚手の板状を呈しており、表面には斜め方向の手斧様の工具痕が顕著に残る。

一部に刃こぼれと思われる痕跡が観察できる。裏面は平滑で工具痕は不明である。

第４章　発掘調査の成果－遺物－
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　Ｗ８１は、Ｐ０５から出土した。ヒノキの板目材を用いた角材の鼻繰を切り落としたものである。厚さは

幅の半分を少し下回る寸法をもつ。切断部は平滑で明瞭な工具痕は観察できない。鋸状の工具を用いた

可能性がある。他端は４方向から手斧様工具を打ち込んで丸く扁平にする。残された工具の刃幅は３．５

㎝～４．５㎝で、刃先がやや湾曲している。２ヶ所に刃が折れ曲がったような刃こぼれの痕跡が観察でき、

鉄製の工具と思われる。側面は割り裂いたままの状態である。鼻繰の孔は、表面側は全幅に及ぶ手斧様

工具の打ち込みをおこない、中心部分のみさらに深く打ち込んでいる。裏面は中心部分のみ抉っており、

最終的に円孔を穿っている。孔内面の上方は、すれて磨滅しており、材運搬の際に縄などを通していた

ものであろう。

　Ｗ８２は、Ｐ０５から出土した。スギの板目材を用いた板材の鼻繰を切り落としたものである。切断部は

切れ目を入れて折り取っている。他端は角部を斜めに手斧様工具により切り落としている。器表面は直

線的な刃をもった手斧様工具で成形している。鼻繰の孔は方形で、表面側はおそらく鑿と思われる工具

で垂直に切り込みを入れ、一部はさらに斜めに刃を打ち込んで穿孔している。裏面は刃幅５．４㎝ほどの

手斧様工具の打ち込みが見られるが、切断の際のものかもしれない。

　Ｗ８３は、Ｐ０４から出土した。ヒノキの丸太材を４分割したミカン割り材で、一端部には手斧様工具に

よる切断痕が残る。割り面の成形は見られないが、木表は刃幅３㎝以上の手斧様工具により多角形状に

成形している。直径１７㎝ほどの面取りを施した柱材の端材であろう。接合できないが同一個体と思われ

る破片がある。

　Ｗ８４は、Ｐ０２から出土した。ヒノキの板目材を用いた角材の鼻繰を切り落としたものである。厚さは

幅の半分を少し下回る寸法をもつ。切断部は平滑だが器表面はざらついており、明瞭な工具痕は観察で

きない。鋸状の工具を用いた可能性がある。他端は側面側の角の４方向から手斧様工具を打ち込んで尖

らせる。先端部の裏面は潰れており、砂粒が食い込んでいる。鼻繰の孔は、表面側は全幅に及ぶ手斧様

工具の打ち込みをおこなって一段低くし、中心部分のみさらに深く打ち込んでいる。裏面は中心部分の

み抉っており、最終的に不正形な円孔を穿っている。刃幅は４㎝～４．５㎝で一部に刃こぼれがあるよう

である。鑿状の工具の痕跡は観察できなかったが、穿孔には用いた可能性がある。孔内面の上方にはあ

たりがみられ、縄などを通していた可能性が高い。

　Ｗ８５は、Ｐ０２から出土した。少し年輪の粗い針葉樹の丸太材で、木表面を手斧様工具や一部刀子様工

具により面取りを施し、多角形状に成形したものの器表面を割りとったものである。一端部は手斧様工

具でまっすぐ切断しており、他端は手斧様工具で斜めに削るが粗雑な仕上がりである。裏面は割れたま

まである。

　Ｗ８６は、Ｐ０２から出土した。ヒノキの柾目材を用いた角材の鼻繰を切り落としたものである。厚さは

幅の半分を少し下回る寸法をもつ。切断部は平らだがざらついており、明瞭な工具痕は観察できない。

鋸状の工具を用いた可能性がある。他端は角部の４方向から手斧様工具を打ち込んで尖らせる。先端部

や先端近くの裏面の一部は潰れている。鼻繰の孔は表面側の全幅に及んで手斧様工具を直交方向に打ち

込んでおり、打ち込みの角度は上方からと下方からでは異なる。中心部分のみさらに深く軸方向に割れ

ており、鑿による穿孔の可能性が高い。裏面は中心部分のみ上下及び斜め方向から刃を打ち込んでいる。

軸方向は割れ面が残されているが、やはり鑿を用いたものであろう。孔内面の上方にはあたりが観察で

き、運搬の際に縄などを通していたものであろう。
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ＳＤ０４６（図版３０４　写真図版３８８）

　Ｗ８７は、弥生時代に属するＳＤ０４６から出土した。年輪の密な針葉樹の柾目材を用いた板材で、一端部

を両長側面から削って握部状に加工する。握部端はやや薄くなる。器表面は荒れており、加工痕は不明

であるが、一部に焼け焦げた痕跡が残る。長側面の角は使用のためか、丸く磨滅している。

ＳＤ０４７（図版３０４　写真図版３８８）

　Ｗ８８は、弥生時代後期に属するＳＤ０４７から出土した。年輪の密な針葉樹の板目材を用いた板材である。

風化が著しく器表面もほとんど残存していない。

ＳＫ０４１（図版３０４　写真図版３８８）

　Ｗ８９は、近代に属するＳＫ０４１から出土した。年輪の密な針葉樹の板目材を用いた、やや湾曲した板材

である。一長側が薄く作られており、厚い側の長側面の中央に近い位置に浅い抉り込みが刻まれ、圧迫

された痕跡が観察できる。この抉りに向かって器表面に当たりが残存する。また、長方形の穿孔が一端

部に近い位置にあり、角釘の抜孔かもしれない。別の部材と組み合わされたものであろう。器表面には

斜め方向の擦痕が残るが、鋸によって切断された際の痕跡か、使用によるものか判断できない。

　図化できなかったが、ＳＫ０３９からはブナ属を用いた漆器片が出土している。

ＳＤ０４８（図版３０４　写真図版３８８）

　Ｗ９０・Ｗ９１は、弥生時代後期に属するＳＤ０４８から出土した杭である。

　Ｗ９０は、針葉樹の丸太材を用いており、樹皮は残っていない。一端を４方向から２～９回以上、刃幅

２．５㎝以上の先端のやや湾曲した刃物を打ち込んで尖らせている。刃が食い込んで、割れていない部分

があり、削る範囲も方向によって８㎝～２２㎝とまとまりがない。

　Ｗ９１は、年輪の粗い針葉樹の丸太材を用いた杭で、樹皮は残っていないが、もともとは樹皮付きのま

ま利用されたものであろう。一端を５方向から５～７回、刃幅３㎝以上の刃こぼれのある刃物を打ち込

んで尖らせている。刃が食い込んで、割れていない部分がある。

ＳＤ１０２（図版３０４　写真図版３８８）

　Ｗ９２は、古墳時代の溝ＳＤ１０２から出土した杭で、先端部が潰れていることから地面に打ち込まれたも

のであろう。広葉樹の樹皮付きの丸太材を用いている。一端を２方向から３回刃物を打ち込んで尖らせ

たもので、簡便なつくりである。

ＳＤ１００（図版３０４　写真図版３８８）

　Ｗ９３・Ｗ９４は、古墳時代の溝ＳＤ１００から出土した。

　Ｗ９３は、やや年輪の粗い針葉樹の板目材で、裏面は割り裂いたままの状態であるが、表面は平滑に成

形している。表面には手斧様工具が食い込んだ痕跡が残され、下半部を厚さが半分にまで斜めに切り落

としている。

　Ｗ９４は、ＳＤ１００の下層灰色土から出土した。針葉樹の板目材で、一端部を欠損するが、丁寧に長方形

の板材を作り、一長側を表裏面から削って刃を作っている。機織りの緯打ち具の可能性を考えたが使用

痕は観察できなかった。刀形など祭祀具の可能性もある。

９．５６区
ＳＤ１８６（図版３０５　写真図版３８９）

　Ｗ９５～Ｗ９８は、古墳時代初頭の溝ＳＤ１８６から出土した。
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　Ｗ９５は、ＳＤ１８６の最下層から出土している。スギの板目材を加工した横杓子で、形態はアカスクイに

類似する。長方形の環状の把手をもち、把手上端部がやや突出する。握部断面は長円形に成形され、使

用のためか器表面は他の部位と比べて滑らかである。下部は扁平に成形し、そのまま体部まで続く。体

部前半の下部は斜めに削って接地面から上げており、同時に上縁部も徐々に高さを減じて先端部が薄く

なるように作る。内面底の周囲は溝状に彫り込んでいる。把手部、体部上縁、先端の欠損部、左辺の割

れ欠損部に焼け焦げがみられることから、破損後に焼却しようとしたものか。

　Ｗ９６も、ＳＤ１８６の最下層から出土している。年輪の詰まった針葉樹柾目材を板状に加工しているが、

上下の厚さは異なる。表面は一部手斧様工具痕が残るが、おそらくヤリガンナなどの工具で縦方向に

削って仕上げている。両端近くに直交方向の細線がケガキ線状に刻まれる。また一長側に接して非常に

細く鋸歯紋状の線刻がみられるが、紋様を表現したものかは不明である。裏面は厚い下半部には削りの

加工を施すが、上半部は割れのままである。上縁部の偏った位置に長円形の穿孔がある。長側左辺は欠

損するが、右辺はやや内傾して成形されている。桶材に類似するが、組物かもしれない。

　Ｗ９７は、ＳＤ１８６の砂層から出土した。広葉樹のミカン割り材を断面楕円形に成形して棒状をなす。上

部は折損しているが、下端部は丸く成形する。下端から７．５㎝の位置に半周にわたる小段を抉っており、

以上の幅を減じている。小段よりすぐ上はあたりがありよく磨滅している。

　Ｗ９８も、ＳＤ１８６砂層から出土した。針葉樹丸太材の一端を５～６方向から削って尖らせている。尖ら

せた先端部の１ヶ所に幅・長さ約２㎝の方形の抉りを刻んでいる。草葺屋根の縄通しなどに用いられた

ものか。

１０．４７区
ＳＤ１３３（図版３０５　写真図版３８９）

　Ｗ９９は、中世に属する溝ＳＤ１３３の４層から出土した。年輪の粗い針葉樹の柾目板を利用した曲物など

の底板である。直径１０㎝～１２㎝のやや歪な円盤が復元できる。

１１．４９区
ＳＤ１３８（図版３０５　写真図版３８９）

　Ｗ１００～Ｗ１０２は、古墳時代初頭に属するＳＤ１３８から出土した。

　Ｗ１００は、最下層から出土した。ヒノキの柾目角材を加工しており、両端部を左右非対称ではあるが

三角形に成形している。一面の中央に方形の切り欠きを入れており、内面は刀子様工具で調整している。

反対の面の長側の角には面取りを施している。側面の１ヶ所には上面にまで及ぶあたりが認められる。

把手など他の部品と組み合わせた部材であろう。

　Ｗ１０１は、放射組織が通る広葉樹で、樹種同定をおこなっていないがアカガシ亜属の可能性が高い。

四隅をやや突出させて抉った方形孔をもつ。アカガシ亜属を用いていれば、組み合わせ平鍬或いは又鍬

の可能性があるが、柄孔の位置がやや偏り、周囲の隆起が作られず、全体が薄いことから、別の製品の

部材と考える。

　Ｗ１０２は、下層から出土した。ヒノキ板目材で、多角形に面取りした角材の器表面部分を割り裂いた

ものであろう。但し、割り面は荒れたままではなく、節などを除去するなどの加工は加わる。多角形の

加工は刃こぼれのない手斧様の工具を用いているが、一端部を斜めに切った手斧様工具には刃こぼれが
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あり、別時点或いは別工具を用いている。面取りの一部には直線的な刃傷がみられ、作業台として再利

用されたものであろう。他端部は焼け焦げており、一部裏面にまで及ぶ。

１２．５５区
ＳＤ１６３（図版３０５　写真図版３８９）

　Ｗ１０３は、古墳時代初頭に属するＳＤ１６３出土のヒノキ板目材の板材を加工している。ほぼ中央に近い

位置に穿孔を施すが、非常に粗い加工である。器表面の加工も観察できない。田下駄などに再加工され

たものであろうが、紐ずれなどの使用痕は認められない。

１３．５８区
ＳＤ２０１（図版３０６　写真図版３９０）

　Ｗ１０４・Ｗ１０５は、古墳時代初頭の溝ＳＤ２０１から出土した。

　Ｗ１０４は、最下層から出土した。ヒノキの柾目板材を用いており、軸部は全周囲から面取りを施して、

断面円形に成形している。軸部上半部は側面のみに面取りを施すため、断面が長円形となる。軸部から

斜めに広がった体部は両側面を欠損する。体部の端部は弧状に抉られており、端面には細かい傷が観察

でき、黒化している。

　Ｗ１０５は、第３層から出土した。モミ属の板目材の板材を用いた楯である。わずかに上方の幅が広い

薄板の一隅部が残存する。側面はやや斜めに切り落とされているが、側面、上面とも面取りなどはおこ

なわない。全面にわたって直径３㎜以下の小孔が穿たれている。小孔は上縁部分では横方向に列をなし

ているが、上下で位置をずらしており、割れを避けて穿孔しているが、下半部は縦方向に列をなしてお

り、割れが生じている。左下の部分には穿孔の少ない部分が存在しており、持ち手や飾りなどを取り付

けていた可能性がある。この部分を中心とすれば、幅は最小でも４０㎝のものが復元できる。また、角部

のすぐ下にもイレギュラーな穿孔がみられる。加彩は観察できなかった。

ＳＷ０１２（図版３０６・３０７　写真図版３９０）

　Ｗ１０６～Ｗ１１３は、古墳時代初頭のＳＷ０１２から出土した杭である。

　Ｗ１０６～Ｗ１１０は、直径５㎝程度の広葉樹の樹皮付きの丸太材を用いており、樹種同定できたＷ１０９は

アカガシ亜属を用いている。先端部の加工は、Ｗ１０６では９方向２～３回、Ｗ１０７では６方向４回まで、

Ｗ１０８では７方向１～３回、Ｗ１１０では５方向２～３回削って尖らせている。硬いアカガシ亜属を用いた

Ｗ１０９の加工は１方向４回と他のものとは異なる。

　Ｗ１１１～Ｗ１１３は、針葉樹の割り材を用いており、樹種同定できたＷ１１１はヒノキを用いている。Ｗ１１１

はミカン割り材を使用しており、樹皮は残存していないが、一部には器表部が残る。先端部の加工は、

４方向から１～３回程度である。樹芯近くの節も削り落している。

　Ｗ１１２は、丸太を半裁した芯持ちの材先端部を４方向から８回程度刃を打ち込んで尖らせているが、

裏面の節は除去しているが、割り面のままで、矢板状を呈している。

　Ｗ１１３は、ミカン割り材を試用しており、一部には樹皮は残存しないが、木表が残る。一面は割り面

のままであるが、もう一面には刃が薄く直線的な手斧様工具によって成形しようとした痕跡が残る。先

端部は樹芯側から７回以上削っており、さらに先端は３方向から削って尖らせている。
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１４．６４区
水田（図版３０７　写真図版３９０）

　Ｗ１１４は、６４区の水田から出土した杭である。針葉樹のミカン割り材を用いており、先端部は一部加

工を施されたのちに、焼け焦げており、また一部には摩耗した痕跡も残る。さらに両側面では焼け焦げ

た面を３回程度削って尖らせている。焼けた材を再利用したものか、或いは腐朽を防止するために器表

面を焼いたものであろうか。
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第５章　自然科学的調査の成果

第１節　池ノ下遺跡における放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）
（株）加速器分析研究所

１．測定対象試料
　池ノ下遺跡は、兵庫県姫路市苫編・町坪に所在する。測定対象試料は、ＳＫ０３５出土炭化物（１：ＩＡＡＡ－

１０２４８２）、ＳＦ００２出土炭化物（２：ＩＡＡＡ－１０２４８３）、ＳＦ００３出土炭化物（３：ＩＡＡＡ－１０２４８４）、ＳＴ００３棺内埋

土下層出土炭化物（４：ＩＡＡＡ－１０２４８５）、ＳＦ００１出土炭化物（５：ＩＡＡＡ－１０２４８６）、ＳＤ１３８最下層出土炭化物

（６：ＩＡＡＡ－１０２４８７）、ＳＫ０５０出土炭化物（７：ＩＡＡＡ－１０２４８８、８：ＩＡＡＡ－１０２４８９）、ＳＤ１８０で採取された炭

化物が混じる土壌（９：ＩＡＡＡ－１０２４９０）、ＳＸ００２出土炭化物（１０：ＩＡＡＡ－１０２４９１）の合計１０点である（第１

表）。

２．測定の意義
　遺構の時期を特定する。

３．化学処理工程
（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。試料９は土壌中に微量の炭化物

が混じっており、炭化物を土ごと取り出してすりつぶし、試料とした。

（２）炭化物は酸－アルカリ－酸（ＡＡＡ：Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）処理、炭化物が混じる土壌は酸処理を実施し、

不純物を化学的に取り除く。その後、超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。酸処理では、通常

１ｍoｌ／ℓ（１Ｍ）の塩酸（ＨＣｌ）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（ＮａＯＨ）水溶液を用い、０．００１Ｍ

から１Ｍまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。ＡＡＡ処理を行った試料で、アルカリ濃度が１Ｍに達し

たものは「ＡＡＡ」、１Ｍ未満の場合は「ＡａＡ」と第１表に記載する。酸処理のみの試料は第１表に「ＨＣｌ」

と記載する。

（３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（ＣＯ２）を発生させる。

（４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（Ｃ）を生成させる。

（６）グラファイトを内径１㎜のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測定装

置に装着する。

４．測定方法
　３ＭＶタンデム加速器（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒoｎ　９ＳＤＨ－２）をベースとした１４Ｃ－ＡＭＳ専用装置を使用し、１４Ｃの計

数、１３Ｃ濃度（１３Ｃ／１２Ｃ）、１４Ｃ濃度（１４Ｃ／１２Ｃ）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供され

たシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

第５章　自然科学的調査の成果
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５．算出方法
（１）δ１３Ｃは、試料炭素の１３Ｃ濃度（１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表した値であ

る（第１表）。ＡＭＳ装置による測定値を用い、表中に「ＡＭＳ」と注記する。

（２）１４Ｃ年代（Ｌｉｂｂｙ　Ａｇｅ：ｙｒＢＰ）は、過去の大気中１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定され、１９５０年を

基準年（０ｙｒＢＰ）として遡る年代である。年代値の算出には、Ｌｉｂｂｙの半減期（５５６８年）を使用する（Ｓｔｕｉｖｅｒ 

ａｎｄ　Ｐoｌａｃｈ　１９７７）。１４Ｃ年代はδ１３Ｃによって同位体効果を補正する必要がある。補正した値を第１表に、

補正していない値を参考値として第２表に示した。１４Ｃ年代と誤差は、下１桁を丸めて１０年単位で表示

される。また、１４Ｃ年代の誤差（±１σ）は、試料の１４Ｃ年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％であること

を意味する。

（３）ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍoｄｅｒｎ　Ｃａｒｂoｎ）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４Ｃ濃度の割合である。ｐＭＣが小

さい（１４Ｃが少ない）ほど古い年代を示し、ｐＭＣが１００以上（１４Ｃの量が標準現代炭素と同等以上）の場合Ｍoｄｅｒｎ

とする。この値もδ１３Ｃによって補正する必要があるため、補正した値を第１表に、補正していない値

を参考値として第２表に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４Ｃ濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の１４Ｃ

濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４Ｃ年代に対応する較正曲線上

の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５．４％）で表示される。グ

ラフの縦軸が１４Ｃ年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力される値は、δ１３Ｃ補正

を行い、下一桁を丸めない１４Ｃ年代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積

によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたっては

その種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、ＩｎｔＣａｌ０９データベー

ス（Ｒｅｉｍｅｒ　ｅｔ　ａｌ．　２００９）を用い、ＯｘＣａｌｖ４．１較正プログラム（Ｂｒoｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　２００９）を使用した。暦年較正

年代については、特定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値と

ともに参考値として第２表に示した。暦年較正年代は、１４Ｃ年代に基づいて較正（ｃａｌｉｂｒａｔｅ）された年代

値であることを明示するために「ｃａｌ　ＢＣ／ＡＤ」（または「ｃａｌ　ＢＰ」）という単位で表される。

６．測定結果
　試料の１４Ｃ年代は、ＳＫ０３５出土炭化物１が１０３０±３０ｙｒＢＰ、ＳＦ００２出土炭化物２が３９６０±３０ｙｒＢＰ、ＳＦ００３出土

炭化物３が４７２０±３０ｙｒＢＰ、ＳＴ００３棺内埋土下層出土炭化物４が１３７０±３０ｙｒＢＰ、ＳＦ００１出土炭化物５が

４５７０±３０ｙｒＢＰ、ＳＤ１３８最下層出土炭化物６が２０２０±３０ｙｒＢＰ、ＳＫ０５０出土炭化物７が１０２０±３０ｙｒＢＰ、８が

９８０±３０ｙｒＢＰ、ＳＤ１８０で採取された炭化物が混じる土壌９が１７９０±２０ｙｒＢＰ、ＳＸ００２出土炭化物１０が１８７０±３０

ｙｒＢＰである。ＳＫ０５０出土の２点の値は、誤差（±１σ）の範囲で重なり、おおむね近い年代を示す。暦年

較正年代（１σ）は、１が９９２～１０２１ｃａｌ　ＡＤの範囲、２が２５６５～２４６０ｃａｌ　ＢＣの間に２つの範囲、３が３６２７

～３３８１ｃａｌ　ＢＣの間に３つの範囲、４が６４３～６６９ｃａｌ　ＡＤの範囲、５が３３６９～３１３５ｃａｌ ＢＣの間に３つの範囲、

６が４６ｃａｌ　ＢＣ～１９ｃａｌ　ＡＤの範囲、７が９９２～１０２５ｃａｌ　ＡＤの範囲、８が１０１８～１１４８ｃａｌ　ＡＤの間に３つの範囲、

９が１４３～３１８ｃａｌ　ＡＤの間に４つの範囲、１０が８２～２１０ｃａｌ　ＡＤの間に３つの範囲で示される。

　試料の炭素含有率を見ると、炭化物はすべて５０％を超え、炭化物が混じる土壌は約１１％と、特に問題

のない値である。

第１節　池ノ下遺跡における放射性炭素年代
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δ13C補正あり
δ13C(‰)
(AMS)

処理
方法

試料形態採取場所試料名測定番号
pMC(%)Libby Age

(yrBP)

87.95±0.291,030±30-25.71±0.42AAA炭化物SK0351IAAA-102482

61.07±0.223,960±30-28.48±0.42AAA炭化物SF0022IAAA-102483

55.57±0.214,720±30-29.62±0.29AAA炭化物SF0033IAAA-102484

84.27±0.301,370±30-23.77±0.57AaA炭化物ST003 棺内埋土下層4IAAA-102485

56.63±0.214,570±30-24.97±0.60AaA炭化物SF0015IAAA-102486

77.78±0.272,020±30-27.78±0.36AAA炭化物SD138 最下層6IAAA-102487

88.07±0.301,020±30-25.93±0.74AAA炭化物SK0507IAAA-102488

88.50±0.31980±30-30.17±0.52AAA炭化物SK0508IAAA-102489

80.01±0.241,790±20-17.05±0.30HCl炭化物が混じる土壌SD1809IAAA-102490

79.22±0.281,870±30-27.60±0.62AaA炭化物SX00210IAAA-102491

第１表　測定試料及び処理

2σ暦年代範囲1σ暦年代範囲
暦年較正用
(yrBP)

δ13C補正なし
測定番号

pMC(%)Age(yrBP)

903calAD-914calAD(2.1%)
970calAD-1034calAD(93.3%)992calAD-1021calAD(68.2%)1,031±2687.82±0.281,040±30IAAA-102482

2571calBC-2513calBC(35.5%)
2504calBC-2432calBC(48.1%)
2424calBC-2401calBC(4.9%)
2381calBC-2348calBC(6.9%)

2565calBC-2532calBC(27.5%)
2496calBC-2460calBC(40.7%)3,961±2960.64±0.214,020±30IAAA-102483

3633calBC-3559calBC(33.9%)
3537calBC-3496calBC(20.4%)
3460calBC-3376calBC(41.1%)

3627calBC-3596calBC(22.0%)
3527calBC-3506calBC(13.5%)
3428calBC-3381calBC(32.6%)

4,719±3055.05±0.214,800±30IAAA-102484

611calAD-683calAD(95.4%)643calAD-669calAD(68.2%)1,374±2884.48±0.281,305±30IAAA-102485

3492calBC-3469calBC(5.0%)
3375calBC-3318calBC(44.0%)
3293calBC-3290calBC(0.3%)
3274calBC-3268calBC(0.6%)
3237calBC-3108calBC(45.5%)

3369calBC-3334calBC(40.3%)
3212calBC-3190calBC(15.8%)
3154calBC-3135calBC(12.0%)

4,567±3056.64±0.204,570±30IAAA-102486

93calBC-56calAD(95.4%)46calBC-19calAD(68.2%)2,018±2777.34±0.262,060±30IAAA-102487

 ［＃４０２６］

第２表　放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果（１）

第５章　自然科学的調査の成果
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ＢＰ， Radiocarbon ５１（４）， １１１１－１１５０

2σ暦年代範囲1σ暦年代範囲
暦年較正用
(yrBP)

δ１３Ｃ補正なし
測定番号

pMC(%)Age(yrBP)

904calAD-913calAD(1.0%)
971calAD-1044calAD(92.6%)
1106calAD-1119calAD(1.8%)

992calAD-1025calAD(68.2%)1,020±2787.90±0.271,040±30IAAA-102488

993calAD-1055calAD(47.9%)
1077calAD-1155calAD(47.5%)

1018calAD-1046calAD(38.5%)
1094calAD-1120calAD(23.9%)
1141calAD-1148calAD(5.8%)

981±2887.57±0.301,070±30IAAA-102489

134calAD-260calAD(77.4%)
282calAD-325calAD(18.0%)

143calAD-149calAD(2.6%)
171calAD-193calAD(11.3%)
211calAD-258calAD(43.4%)
300calAD-318calAD(10.9%)

1,791±2481.32±0.241,660±20IAAA-102490

75calAD-222calAD(95.4%)
82calAD-140calAD(47.5%)
150calAD-170calAD(11.1%)
194calAD-210calAD(9.5%)

1,871±2778.80±0.251,910±30IAAA-102491

第２表　放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果（２）

［参考値］

第６図　暦年較正年代グラフ（１）

第１節　池ノ下遺跡における放射性炭素年代
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第６図　暦年較正年代グラフ（２）
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第２節　池ノ下遺跡出土土器の胎土分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
　今回の分析調査では、池ノ下遺跡より出土した、縄文時代中期の縄文土器、弥生時代中期の弥生土器

および古墳時代初頭の土師器の各種土器について、その材質（胎土）の特性を明らかにし、その生産や供

給事情に関わる資料を作成する。特に、土師器試料には、発掘調査所見により、丹波、河内、讃岐、阿

波、吉備、山陰といった近畿地方から瀬戸内および中国地方など各地域から搬入された可能性のあると

指摘された試料もあることから、これらの所見と胎土との対応関係あるいは既存の地質資料から推定さ

れる地域性などを検討し、搬入品の可能性についても考察する。

１．試料
　試料は、縄文時代中期とされた縄文土器片１点、弥生時代前期および中期とされた弥生土器片が１点

ずつ、古墳時代初頭とされた土師器片２３点の合計２６点である。器種の内訳は、縄文土器は深鉢、弥生土

器は甕、土師器は、甕が１５点、壺が５点、高坏と器台および鉢が１点ずつである。土師器の甕には、丹

波産とされた試料と讃岐産とされた試料および吉備産とされた試料がそれぞれ２点ずつあり、但馬産、

河内産とされた試料も１点ずつ含まれる。また土師器の壺には、山陰（伯耆・出雲）とされた試料と山陰

（但馬・因幡）とされた試料がそれぞれ１点ずつあり、土師器の鉢１点は阿波産とされている。

　各試料には№１～№２６が付されており、これらを一覧表にして第３表に示す。

２．分析方法
　当社では、これまでに兵庫県内各地の遺跡より出土した土器の胎土分析には、松田ほか（１９９９）の方法

を用いてきた。これは、胎土中の砂粒について、中粒シルトから細礫までを対象とし、各粒度階ごとに

砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を調べたものである。この方法では、胎土中における砂

の含量や粒径組成により、土器の製作技法の違いも見出すことができるために、同一の地質分布範囲内

にある近接した遺跡間での土器製作事情の解析も可能である。したがって、単に岩片や鉱物片の種類の

みを捉えただけでは試料間の胎土の区別ができないことが予想される、同一の地質分布範囲内で作られ

た土器の胎土分析には、松田ほか（１９９９）の方法は適当である。以下に試料の処理過程を述べる。

　薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に０．０３㎜の厚さに研磨して作製した。観察

は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類構成

を明らかにした。

　砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて０．５㎜間隔で移動させ、細礫～中粒シルトまでの粒子をポ

イント法により２００個あるいはプレパラート全面で行った。また、同時に孔隙と基質のポイントも計数

した。これらの結果から、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の３次元棒グラフ、砂粒の粒径組成

ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。

第２節　池ノ下遺跡出土土器の胎土分析
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胎
土
分
類

時
　
期

出
土
遺
構

出
土
地
区

器
　
種

種
　
別

調
査
番
号

実
測
番
号

報
告
番
号

N
o.

砕
屑
物

粒
径
組
成

鉱
物
・
岩
石
組
成

Ⅲ
Ⅱ

Ⅰ
６

５
４

３
２

１
Ｎ

Ｆ
６

Ｆ
３

Ｃ
９

Ｃ
８

Ｃ
１

Ｂ
Ａ
４

弥
生
中
期

ＳＤ
０４
５

２８
甕

弥
生
土
器

２０
０５
１５
７

５２
２８

１

古
墳
初
頭

ＳＤ
０８
３

３５
壺

土
師
器

２０
０５
１５
７

７４
１６
０

２

古
墳
初
頭

ＳＤ
１３
３

４７
甕

土
師
器

２０
０６
０９
３

５０
３

１７
４

３

古
墳
初
頭

ＳＤ
１３
８

４９
器
台

土
師
器

２０
０６
０９
３

５２
５

２６
１

４

古
墳
初
頭

ＳＤ
１３
８

４９
甕

土
師
器

２０
０６
０９
３

５８
５

２１
３

５

古
墳
初
頭

ＳＤ
１３
８

４９
甕

土
師
器

２０
０６
０９
３

５９
６

２２
０

６

古
墳
初
頭

ＳＤ
１３
８

４９
甕

土
師
器

２０
０６
０９
３

５８
８

２０
５

７

古
墳
初
頭

ＳＤ
１８
６

５６
甕

土
師
器

２０
０６
０９
３

６７
５

２８
５

８

古
墳
初
頭

ＳＤ
１８
６

５６
甕

土
師
器

２０
０６
０９
３

６８
４

２９
６

９

縄
文
中
期

ＳＸ
００
１

４６
深
鉢

縄
文
土
器

２０
０６
０９
３

９９
０

１７
１０

古
墳
初
頭

ＳＤ
２２
０

６２
高
坏

土
師
器

２０
０７
０５
７

１２
９９

６３
８

１１

古
墳
初
頭

ＳＤ
２２
０

６２
甕

土
師
器

２０
０７
０５
７

１３
０２

６３
４

１２

古
墳
初
頭

ＳＤ
２０
１

５８
壺

土
師
器

２０
０７
０５
７

１１
５３

４４
１

１３

古
墳
初
頭

ＳＤ
２０
１

５８
甕

土
師
器

２０
０７
０５
７

１１
３６

４８
１

１４

古
墳
初
頭

ＳＤ
２０
１

５８
壺

土
師
器

２０
０７
０５
７

１１
８９

４４
６

１５

弥
生
前
期

ＳＤ
２０
１

５８
甕

弥
生
土
器

２０
０７
０５
７

１２
０８

１３
７

１６

古
墳
初
頭

ＳＤ
１９
９

５８
甕

土
師
器

２０
０７
０５
７

１２
１６

５４
４

１７

古
墳
初
頭

ＳＤ
１９
９

５８
甕

土
師
器

２０
０７
０５
７

１２
１７

５３
６

１８

古
墳
初
頭

ＳＤ
１９
９

５８
壺

土
師
器

２０
０７
０５
７

１２
３５

５２
７

１９

古
墳
初
頭

ＳＫ
０７
４

６２
壺

土
師
器

２０
０７
０５
７

１３
８７

６４
５

２０

古
墳
初
頭

ＳＫ
０７
４

６２
甕

土
師
器

２０
０７
０５
７

１３
９９

６５
０

２１

古
墳
初
頭

ＳＫ
０８
７

６２
甕

土
師
器

２０
０７
０５
７

１３
１２

６８
９

２２

古
墳
初
頭

ＳＫ
０８
６

６２
甕

土
師
器

２０
０７
０５
７

１３
２８

６６
２

２３

古
墳
初
頭

包
含
層

６７
甕

土
師
器

２０
０７
０５
７

１０
６７

８３
６

２４

古
墳
初
頭

ＳＸ
００
２

５６
甕

土
師
器

２０
０６
０９
３

７７
９

４０
４

２５

古
墳
初
頭

ＳＤ
２０
１

５８
鉢

土
師
器

２０
０７
０５
７

１１
５５

４９
２

２６第
３
表
　
胎
土
分
析
試
料
一
覧
お
よ
び
胎
土
分
類

第５章　自然科学的調査の成果
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合　
　

計

砂　粒　の　種　類　構　成

砂
粒
区
分

№

その他岩　石　片鉱　物　片
植
物
珪
酸
体

植
物
片

火
山
ガ
ラ
ス

珪
化
岩

変
質
岩

脈
石
英

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
雲
母
片
岩

花
崗
岩
類

多
結
晶
石
英

安
山
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

凝
灰
岩

軽
石

砂
岩

頁
岩

チ
ャ
ー
ト

不
透
明
鉱
物

燐
灰
石

黒
雲
母

白
雲
母

緑
簾
石

酸
化
角
閃
石

角
閃
石

斜
方
輝
石

斜
長
石

カ
リ
長
石

石
英

０細礫

砂
１

１１極粗粒砂
７１３３粗粒砂
４２２中粒砂
１１１２２６細粒砂
９１１３４極細粒砂
１１１３２１４粗粒シルト
２１１中粒シルト

２３８基　質
７孔　隙
０細礫

砂
２

６４１１極粗粒砂
２７１２３３５１３粗粒砂
１５１６２６中粒砂
１７１９７細粒砂
１５１１２６１４極細粒砂
１３４９粗粒シルト
１１中粒シルト

３８２基　質
１２孔　隙
１１細礫

砂
３

６１２３極粗粒砂
１０２１３１３粗粒砂
７１２１２１中粒砂
１４１３１２１１５細粒砂
１４３６１４極細粒砂
９５１３粗粒シルト
３１２中粒シルト

６４６基　質
１１孔　隙
０細礫

砂
４

３１１１極粗粒砂
７２１１１２粗粒砂
６１１３１中粒砂
１３１２３４３細粒砂
１７１１２１８１３極細粒砂
１０５１４粗粒シルト
２２中粒シルト

５７１基　質
７孔　隙
１１細礫

砂
５

１２１１１２２３２極粗粒砂
１８１３２２１１１１１４１粗粒砂
５１１１１１中粒砂
１６３２１３７細粒砂
６１４１極細粒砂
７１１２３粗粒シルト
１１中粒シルト

４５４基　質
１３孔　隙
０細礫

砂
６

３３極粗粒砂
１２１７２２粗粒砂
２７３１１１９６２４中粒砂
２８１１１１２４細粒砂
２５１２９１１２極細粒砂
１５６９粗粒シルト
０中粒シルト

３３１基　質
９孔　隙

第４表　薄片観察結果（１）

第２節　池ノ下遺跡出土土器の胎土分析
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合　
　

計

砂　粒　の　種　類　構　成

砂
粒
区
分

№

その他岩　石　片鉱　物　片
植
物
珪
酸
体

植
物
片

火
山
ガ
ラ
ス

珪
化
岩

変
質
岩

脈
石
英

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
雲
母
片
岩

花
崗
岩
類

多
結
晶
石
英

安
山
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

凝
灰
岩

軽
石

砂
岩

頁
岩

チ
ャ
ー
ト

不
透
明
鉱
物

燐
灰
石

黒
雲
母

白
雲
母

緑
簾
石

酸
化
角
閃
石

角
閃
石

斜
方
輝
石

斜
長
石

カ
リ
長
石

石
英

０細礫

砂
７

４２１１極粗粒砂
４１１１１粗粒砂
１１中粒砂
１５５１６２１細粒砂
３１１１極細粒砂
５２１２粗粒シルト
１１中粒シルト

２６２基　質
孔　隙

０細礫

砂
８

６１２１２極粗粒砂
２３２１７４３６粗粒砂
６１１２２中粒砂
１３５１１２４細粒砂
４１１２極細粒砂
３２１粗粒シルト
０中粒シルト

２７６基　質
６孔　隙
０細礫

砂
９

１４２６１１３１極粗粒砂
２４５７１５２４粗粒砂
５１２２中粒砂
２２細粒砂
１１極細粒砂
４１１１１粗粒シルト
１１中粒シルト

４６１基　質
１４孔　隙
０細礫

砂
１０

２０１１２１０１５極粗粒砂
５０８１３１３２２２３１１２３粗粒砂
３７１２４１１１３５１７２中粒砂
１７２１２１０２細粒砂
４１１２極細粒砂
１２３２４３粗粒シルト
０中粒シルト

７４３基　質
２３孔　隙
０細礫

砂
１１

０極粗粒砂
４１１１１粗粒砂
４１２１中粒砂
５１１１１１細粒砂
４２１１極細粒砂
１４３５３３粗粒シルト
３１２中粒シルト

２５９基　質
３孔　隙
０細礫

砂
１２

３１２極粗粒砂
７１１３２粗粒砂
５１２１１中粒砂
４１３細粒砂
６１３２極細粒砂
１４４１１３５粗粒シルト
１１中粒シルト

３６１基　質
１６孔　隙

第４表　薄片観察結果（２）

第５章　自然科学的調査の成果
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合　
　

計

砂　粒　の　種　類　構　成

砂
粒
区
分

№

その他岩　石　片鉱　物　片
植
物
珪
酸
体

植
物
片

火
山
ガ
ラ
ス

珪
化
岩

変
質
岩

脈
石
英

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
雲
母
片
岩

花
崗
岩
類

多
結
晶
石
英

安
山
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

凝
灰
岩

軽
石

砂
岩

頁
岩

チ
ャ
ー
ト

不
透
明
鉱
物

燐
灰
石

黒
雲
母

白
雲
母

緑
簾
石

酸
化
角
閃
石

角
閃
石

斜
方
輝
石

斜
長
石

カ
リ
長
石

石
英

０細礫

砂
１３

２１１極粗粒砂
４１１２粗粒砂
１７１１１５１１５１１中粒砂
１３２２１４１３細粒砂
１０１１７１極細粒砂
１５１２１７１３粗粒シルト
５３２中粒シルト

５４８基　質
１２孔　隙
０細礫

砂
１４

０極粗粒砂
３１１１粗粒砂
８１２１４中粒砂
１７１１１１２３８細粒砂
５１１３極細粒砂
８４４粗粒シルト
２１１中粒シルト

１８２基　質
２孔　隙
０細礫

砂
１５

０極粗粒砂
０粗粒砂
１１中粒砂
８１２２２１細粒砂
３１１１極細粒砂
９１１５２粗粒シルト
２２中粒シルト

２５５基　質
３孔　隙
０細礫

砂
１６

１６５１９１極粗粒砂
１３１２２２５１粗粒砂
７１１１１１１１中粒砂
１１９１１細粒砂
７３２２極細粒砂
１１１６４粗粒シルト
３２１中粒シルト

３９３基　質
１９孔　隙
０細礫

砂
１７

２１１極粗粒砂
１１２７２粗粒砂
２２３１５３１中粒砂
４５２５３０３５細粒砂
２１３１１４３極細粒砂
５３１１粗粒シルト
０中粒シルト

２６９基　質
６孔　隙
０細礫

砂
１８

９１６１１極粗粒砂
９３１１３１粗粒砂
７２１１２１中粒砂
６１１１１２細粒砂
５３２極細粒砂
２１２１０９粗粒シルト
４２２中粒シルト

３２０基　質
８孔　隙

第４表　薄片観察結果（３）

第２節　池ノ下遺跡出土土器の胎土分析
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合　
　

計

砂　粒　の　種　類　構　成

砂
粒
区
分

№

その他岩　石　片鉱　物　片
植
物
珪
酸
体

植
物
片

火
山
ガ
ラ
ス

珪
化
岩

変
質
岩

脈
石
英

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
雲
母
片
岩

花
崗
岩
類

多
結
晶
石
英

安
山
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

凝
灰
岩

軽
石

砂
岩

頁
岩

チ
ャ
ー
ト

不
透
明
鉱
物

燐
灰
石

黒
雲
母

白
雲
母

緑
簾
石

酸
化
角
閃
石

角
閃
石

斜
方
輝
石

斜
長
石

カ
リ
長
石

石
英

０細礫

砂
１９

６１５極粗粒砂
５１１１２粗粒砂
６２１１２中粒砂
７１１１１２１細粒砂
５１３１極細粒砂
１０１６３粗粒シルト
０中粒シルト

４０２基　質
６孔　隙
１１細礫

砂
２０

３２１極粗粒砂
６１２３粗粒砂
５１１１１１中粒砂
３１２細粒砂
２１１極細粒砂
１４３１６１３粗粒シルト
１１中粒シルト

４１７基　質
２孔　隙
１１細礫

砂
２１

０極粗粒砂
７６１粗粒砂
１０７１２中粒砂
２７２１３１１１細粒砂
１２９３極細粒砂
９８１粗粒シルト
０中粒シルト

２２９基　質
２孔　隙
０細礫

砂
２２

１１極粗粒砂
１１１２２２１１２粗粒砂
５１１１２中粒砂
１０３１３３細粒砂
６２１３極細粒砂
７２１１３粗粒シルト
０中粒シルト

２１０基　質
５孔　隙
０細礫

砂
２３

０極粗粒砂
７１２４粗粒砂
８１５１１中粒砂
２２２１１３５１細粒砂
２４１１１９２１極細粒砂
５１２２粗粒シルト
０中粒シルト

２１９基　質
３孔　隙
０細礫

砂
２４

４３１極粗粒砂
１３６４１２粗粒砂
４３２１６１６１１１６中粒砂
６８１１１２２４２４６細粒砂
３５２１４１６３極細粒砂
１８３１１４粗粒シルト
１１中粒シルト

５３７基　質
１５孔　隙

第４表　薄片観察結果（４）

第５章　自然科学的調査の成果



－　２１６　－

合　
　

計

砂　粒　の　種　類　構　成

砂
粒
区
分

№

その他岩　石　片鉱　物　片
植
物
珪
酸
体

植
物
片

火
山
ガ
ラ
ス

珪
化
岩

変
質
岩
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砂
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第４表　薄片観察結果（５）

３．結果
　観察結果を第４表、第７図～第９図に示す。これまでの兵庫県下の遺跡出土土器胎土分析において設

定した鉱物片および岩石片の種類構成による胎土分類では、Ａ類からＭ類までの種類が設定され、さらに、

各種類について副次的な鉱物や岩石の種類によって細分もしている。今回の結果も、その基準に従って

分類してみると以下のようになる。

　№３、№４、№８～№１６、№１８～№２０、№２２の計１５点は、鉱物片では石英または斜長石を主体とし、

微量のカリ長石を伴うことが特徴である。岩石片では、凝灰岩を比較的多く含むことが特徴であり、そ

れ以外に頁岩、流紋岩・デイサイト、花崗岩類、変質岩、珪化岩および火山ガラスという多種類の岩石

片および砕屑物を少量含むことが特徴である。凝灰岩を多く含む組成は、これまでの分類のＦ類に相当

する。Ｆ類は、これまでのところ、Ｆ１類からＦ６類まで細分されているが、凝灰岩以外に多種類の岩石

片および火山ガラスを伴う組成は、Ｆ６類に分類される。

　№７も凝灰岩を多く含むＦ類に分類されるが、供伴する岩石片はチャート、頁岩の堆積岩類のみであ

ることから、Ｆ３類に分類される。なお、Ｆ類の凝灰岩および流紋岩・デイサイトは結晶質であることも

重要な特徴である。

　№１７、№２１、№２３の３点は、角閃石の鉱物片が突出して多く含まれることが特徴である。このような

組成は、これまでの分類ではＢ類に相当する。

　№６と№２４も角閃石の鉱物片が多いが、斜長石の鉱物片も同量程度に含まれることから、Ｂ類とはせ

ず、岩石片が花崗岩類のみであることから、Ｃ１類に分類される。さらに、№２５についても、岩石片で

は花崗岩類を主体とすることからＣ類に分類され、石英と長石類を除いた鉱物片では角閃石が多いこと

からＣ１類に分類される。なお、Ｃ１類の中でも、石英より斜長石の鉱物片が多い組成については、飯田

Ⅱ遺跡の分析事例においてＣ１ｃ類という分類をした。ここでＣ１類に分類した３点はいずれも、ほぼ 

Ｃ１ｃ類に相当するとしてよい。
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第7図　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度(1)
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第7図　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度(2)
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第7図　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度(3)

　№１と№２および№２５は、いずれも岩石片の種類構成をみると花崗岩類を主体とすることから、Ｃ類

に分類される。これらのうち、№１の特徴は、火山ガラスを含むことであり、この特徴は、これまでの

分析例ではＣ８類に相当する。№２の特徴は頁岩と多結晶石英を含むことといえるが、この特徴はこれ

までに分類されたＣ８類までの特徴には相当しない。砂粒の全体量が少ないために、本来含まれている

はずの岩石片が検出されていない可能性もあるが、ここでは、Ｃ９類としておく。

　№５については、チャート、頁岩、砂岩の堆積岩類が比較的多いが、凝灰岩や流紋岩・デイサイトも

花崗岩類も含まれている。さらに変質岩、珪化岩、火山ガラスも含まれることから、これまでの分類の

Ａ４類に相当する。

　№２６については、岩石片の主体は多結晶石英であるが、それ以外の岩石片では、黒雲母片岩、脈石英、

珪化岩の３者がほぼ同量程度に含まれている。鉱物片では、石英が最も多く、次いで斜長石が含まれ、

カリ長石、角閃石、黒雲母が微量含まれている。このような鉱物・岩石組成は、これまでの分析例では

確認されたことがないことから、新たにＮ類とする。
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第8図　胎土中の砂の粒径組成(１)
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第8図　胎土中の砂の粒径組成(2)
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第8図　胎土中の砂の粒径組成(3)

第9図　砕屑物・基質・孔隙の割合
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　次に各試料の砂分全体の粒径組成をみると、モードを示す粒径は試料により異なる。ここでは、モー

ドを示す粒径により、粗粒傾向の組成から細粒傾向の組成に向かって、順に１類から６類までの分類を

設定した。各分類の内容を以下に示す。

　１類：粗粒砂または極粗粒砂をモードとする。

　２類：中粒砂をモードとする。

　３類：細粒砂をモードとするが、中粒砂も同程度に多い。

　４類：細粒砂をモードとする。

　５類：極細粒砂をモードとする。

　６類：粗粒シルトをモードとする。

　今回の試料では、６類が最も多く、８点を占め、次いで１類が多く、７点を占める。他は、４類が５

点、５類が３点、２類が２点、３類が１点である。砕屑物・基質・孔隙の割合では、砕屑物の割合が

１０％前後と１５％前後および２０％以上で３分することができる。順にⅠ類～Ⅲ類とすると、今回の試料で

は以下の通りに分けられる。

　Ⅰ類：№３、№４、№７、№９、№１１～№１３、№１５、№１９、№２０

　Ⅱ類：№１、№２、№５、№８、№１０、№１４、№１６、№１８、№２２、№２６

　Ⅲ類：№６、№１７、№２１、№２３、№２４、№２５

　なお、上述した各試料の鉱物・岩石組成、粒径組成および砕屑物の量比における各分類結果は、一覧

にして第３表に併記する。

４．考察
（１）胎土の由来と発掘調査所見による産地の可能性

　今回の試料において最も多くの試料が分類されたＦ６類は、当社が以前に分析した飯田遺跡出土の庄

内式とされた甑、甕、製塩土器の胎土および飯田遺跡Ⅱ出土の播磨産とされた庄内甕、甕、壺、高坏お

よび小型丸底壺と同様の分類である。これらの報告でも述べたように、Ｆ６類の鉱物・岩石組成は飯田

遺跡周辺の地質学的背景と整合すると考えられたが、それは同様に池ノ下遺跡の地質学的背景でもある。

すなわち、結晶質の凝灰岩や流紋岩・デイサイトは、姫路市内に分布する丘陵を構成している中生代白

亜紀の相生層群の中の上部亜層群に相当する伊勢層に由来し、花崗岩類は、池ノ下遺跡背後の丘陵の北

側に分布する丘陵（桜山貯水池を囲んでいる）を構成している白亜紀－古第三紀の斑状角閃石黒雲母花崗

閃緑岩（桜山岩体）に由来し、さらに火山ガラスは、姫路市中心市街地を取り囲む丘陵の縁辺に形成され

た山麓緩斜面堆積物中に挟まれるテフラ層に由来すると考えられた（以上、猪木（１９８１）、日本の地質「近

畿地方」編集委員会（１９８７）、山元ほか（２０００）の地質記載参照）。したがって、Ｆ６類に分類された、縄文

土器、弥生時代前期の弥生土器および古墳時代初頭の土師器は、いずれも池ノ下遺跡や飯田遺跡の位置

を含む姫路市およびその周辺域で作られた可能性が高いと考えられる。なお、Ｆ６類に分類された試料

の中には、発掘調査所見により、但馬産、吉備産、丹波産、山陰（但馬・因幡）産とされた古墳時代初頭

の土師器甕や壺も含まれているが、現時点では、これらもその製作地は姫路市およびその周辺域である

と考えられる。

　Ｆ６類と同様に凝灰岩の多い胎土であるＦ３類は、これまでの分析事例では、市川の河口付近に位置す

る南通り遺跡から出土した弥生時代後期の弥生土器に認められている。Ｆ３の示す鉱物・岩石組成は市
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川の流域に分布する堆積岩類と凝灰岩類からなる地質を反映していることから、その製作地は南通り遺

跡周辺の可能性があると考えた。Ｆ３類は、Ｆ６類の組成から、花崗岩類と変質岩、珪化岩および火山ガ

ラスを除いた組成とも言えるが、花崗岩類は桜山岩体に由来し、火山ガラスは丘陵周縁の山麓緩斜面堆

積物に由来するとすれば、Ｆ３類の胎土は、丘陵地から比較的離れた位置にある南通り遺跡周辺の地域

を製作地とすることを示唆する可能性がある。その場合、今回の試料である№７は、池ノ下遺跡からは

やや離れた市川河口付近で作製された可能性があると考えられる。

　Ｂ類という胎土は、これまでの兵庫県内における分析例では、伊丹市に所在する小阪田遺跡出土の弥

生土器に認められているが、その試料は、発掘調査所見により生駒西麓産である可能性が指摘されてい

る。また、前述した姫路市に位置する南通り遺跡出土の弥生土器にも認められており、これも河内産と

いう発掘調査所見が示されている。一方、今回の試料では、Ｂ類に分類された３点のうち、№１７は、讃

岐産の所見が示されている。また、当社分析事例（パリノ・サーヴェイ株式会社，２００４）には、讃岐平野

に位置する上天神遺跡や空港跡地遺跡から出土した弥生土器の中に、Ｂ類に相当する胎土の試料が認め

られている。これらの状況から、Ｂ類の胎土は少なくとも姫路市周辺産ではなく、河内産または讃岐産

を示す胎土の可能性がある。現時点では、讃岐地域および河内地域における土師器分析事例が充分得ら

れておらず、いずれかに確定することはできない。今後の事例蓄積による検討が必要と考えられる。

　今回の試料の中で、それぞれ讃岐産および河内産とされた№６と№２４は、上述したＢ類ではなく、Ｃ１

類に分類された。また、吉備産とされた№２５もＣ１類に分類された。さらに、いずれも飯田遺跡Ⅱの分

析事例におけるＣ１ｃ類に分類される。飯田遺跡Ⅱの試料では、やはり讃岐産および河内産とされた試料

がいずれもＣ１類に分類されている。また、Ｃ１ｃ類の由来する地質については、飯田遺跡Ⅱの報告にお

いて、小豆島に分布する石英閃緑岩をあげた。今回の試料についても、讃岐産でも吉備産でも河内産で

もなく、小豆島産の可能性はあると考えられる。ただし、前報でも述べたように、小豆島における自然

堆積物の確認と土器の産出状況まで含めて確認し、検討する必要があると考えられる。

　弥生時代中期の弥生土器№１が分類されたＣ８類については、これまでの分析事例では姫路市西方に

隣接する太子町に位置する沖代遺跡から出土した弥生時代前期の土器に認められている。Ｃ８類の由来

する地域としては、花崗岩類を桜山岩体、火山ガラスをその周縁に形成された山麓緩斜面堆積物にそれ

ぞれ由来すると考え、桜山岩体の周辺域に推定した。今回の№１の弥生土器も、池ノ下遺跡からは若干

距離のある桜山岩体周辺で作製された可能性があると考えられる。

　№２が分類されたＣ９類については、現時点では類例もないため、その地域性を推定することはでき

ない。発掘調査所見により、№２は山陰（伯耆・出雲）産との所見が示されている。この地域には、白亜

紀後期から古第三紀にかけて形成された深成岩類の岩体が広く分布する（寺岡ほか，１９９６）ことから、Ｃ類

の胎土の由来する地域としては基本的に矛盾はない。少なくともＦ６類やＦ３類でないことは、池ノ下遺

跡周辺地域で作製された可能性の低いことを示唆しており、今後の類例蓄積による地域性の推定が必要

であろう。

　№５が分類されたＡ４類は、これまでの分析事例では、太子町に所在する東南遺跡から出土した古墳

時代初頭とされる土師器と縄文土器に多数認められている。東南遺跡の報告では、Ａ４類の地質学的背

景は、揖保川流域の地質とほぼ一致すると考え、Ａ４類の地域性として揖保川下流域という推定を行っ

ている。今回の試料の№５は、発掘調査所見により丹波産との地域性が示されているが、東南遺跡の事

例からは、揖保川下流域産である可能性があると考えられる。
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　№２６は阿波産という所見があり、胎土の分類は、これまでに認められなかったＮ類とされた。Ｎ類の中

で、特に注目される岩石片は、黒雲母片岩である。この岩石は、結晶片岩から構成される変成岩帯に由

来することから、Ｎ類の地質学的背景としては、変成岩帯の分布を考えることができる。ここで、阿波

産という所見を考慮すると、徳島県北部の吉野川右岸側に分布する四国山地には、三波川帯と呼ばれる

変成岩帯が広く分布している（牧本ほか，１９９５）。すなわち、発掘調査所見と胎土から推定される地質学

的背景とが整合する分析例となる可能性が高い。現時点では、阿波産とされた試料の分析例は、本分析

の１点のみであることから、今後は同様の所見が示された多数の試料について、その胎土を確認し、検

討する必要があると考えられる。

（２）胎土と器種との対応関係

　胎土と器種との関係では、鉱物・岩石組成、粒径組成および砕屑物の割合のいずれの分類においても、

有意な対応関係が認められない。例えば、粒径組成では、粗粒の１類と２類、細粒の５類と６類、中間

的な３類と４類という見方をした場合に、土師器の甕には粗粒、中粒、細粒のいずれもが含まれ、壺に

も粗粒と細粒のものとが混在する。器台と高坏および鉢はいずれも細粒ではあるが、本分析では１点の

みであるため、器種としての特性は不明である。
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２４１．

　寺岡易司・松浦浩久・牧本　博・吉田史郎・神谷雅晴・広島俊男・駒澤正夫・志知龍一，１９９６，２０万分

の１地質図幅「高梁」　．地質調査所．

　山元孝広・栗本史雄・吉岡敏和，２０００，龍野地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１図幅），地質調

査所，６６ｐ．
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報告
番号

調　査　項　目
メタル度

計　測　値
推定年代遺物名称出土遺構遺跡名符　号

カロリー耐火度化学
分析ＥＰＭＡＸ線

回折
ビッカーズ
断面硬度

顕微鏡
組　織

マクロ
組　織

重量
（ｇ）大きさ（㎜）

Ｍ１６○○なし７１．１９６５×５５×３０

１２ｃ前半
～中頃

椀形鍛冶滓３５区ＳＤ０８６下層

池ノ下
遺　跡

ＡＧＨ−１

Ｍ１７○○Ｈ（○）７２．７６５５×５４．５×３２椀形鍛冶滓
（含鉄）３５区ＳＤ０８６下層ＡＧＨ−２

Ｍ３○○なし２０６．５５９２．５×８４×２８椀形鍛冶滓１８区ＳＤ０１３ＡＧＨ−３
Ｍ４○○なし４６．６９５５×５５．５×２５椀形鍛冶滓１８区ＳＤ０１３ＡＧＨ−４
Ｍ４７○○Ｌ（●）１１１．７６６９×５２×２７

１２ｃ後半
鉄塊系遺物５３区ＳＢ０６５Ｐ１２ＡＧＨ−５

Ｍ４１○○なし５６．９８５４．５×４３×２１椀形鍛冶滓５３区ＳＫ０５０上層ＡＧＨ−６

第３節　池ノ下遺跡出土鍛冶関連遺物の分析
九州テクノリサーチ・ＴＡＣセンター

１．いきさつ
　池ノ下遺跡は兵庫県姫路市苫編・町坪に所在する。調査地区内の平安時代の溝跡から、鉄滓等の鍛冶

関連遺物が複数出土した。３５区および１８区出土遺物が１２世紀前半から中頃、５３区出土遺物は１２世紀後半

のものと推定されている。当該期の遺跡周辺での鉄器生産の様相を検討する目的から、分析調査を実施

する運びとなった。

２．調査方法
　２－１．供試材

　　第５表に示す。鍛冶関連遺物６点の調査を行った。

　２－２．調査項目

　（１）肉眼観察

　　遺物の外観上の特徴を簡単に記載した。この所見をもとに分析試料採取位置を決定している。

　（２）顕微鏡組織

　　鉱滓の鉱物組成、金属部の組織観察や非金属介在物の調査などを目的とする。

　　試料観察面を設定・切り出し後、試験片は樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の＃１５０、＃２４０、＃３２０、

＃６００、＃１０００、及びダイヤモンド粒子の３μと１μで鏡面研磨した。

　　また観察には金属反射顕微鏡を用い、特徴的・代表的な視野を選択して、写真撮影を行った。なお

金属鉄部の調査では３％ナイタル（硝酸アルコール液）を腐食（Ｅｔｃｈｉｎｇ）に用いた。

　（３）化学組成分析

　　供試材の分析は次の方法で実施した。

　　全鉄分（Ｔoｔａｌ　Ｆｅ）、金属鉄（Ｍｅｔａｌｌｉｃ　Ｆｅ）、酸化第一鉄（ＦｅＯ）：容量法。

　　炭素（Ｃ）、硫黄（Ｓ）：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法。

　　二酸化硅素（ＳｉＯ２）、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）、酸化カルシウム（ＣａＯ）、酸化マグネシウム（ＭｇＯ）、酸

化カリウム（Ｋ２Ｏ）、酸化ナトリウム（Ｎａ２Ｏ）、酸化マンガン（ＭｎＯ）、二酸化チタン（ＴｉＯ２）、酸化クロム（Ｃｒ２Ｏ３）、

五酸化燐（Ｐ２Ｏ５）、バナジウム（Ｖ）、銅（Ｃｕ）、二酸化ジルコニウム（ＺｒＯ２）：ＩＣＰ（Ｉｎｄｕｃｔｉｖｅｌｙ Ｃoｕｐｌｅｄ　Ｐｌａｓｍａ 

Ｅｍｉｓｓｉoｎ　Ｓｐｅｃｔｒoｍｅｔｅｒ）法：誘導結合プラズマ発光分光分析。

第５表　供試材の履歴と調査項目

第３節　池ノ下遺跡出土鍛冶関連遺物の分析
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３．調査結果
　ＡＧＨ－１：椀形鍛冶滓（M１６）

　（１）肉眼観察：平面不整六角形状で偏平な７１ ｇ 強の椀形鍛冶滓である。表面はやや風化気味で、色

調は灰褐色である。上面は比較的平坦で、長さ１０㎜弱の木炭痕が散在する。下面は浅い皿状で木炭

痕による細かい凹凸がみられる。側面は１面を除いて破面で、微細な気孔が点在するが、緻密であ

る。

　（２）顕微鏡組織：写真図版３０①～③に示す。白色粒状結晶ウスタイト（Ｗｕｓｔｉｔｅ：ＦｅＯ）、淡灰色盤状

結晶ファヤライト（Ｆａｙａｌｉｔｅ：２ＦｅＯ・ＳｉＯ２）が晶出する。鍛錬鍛冶滓の晶癖である。

　（３）化学組成分析：第６表に示す。全鉄分（Ｔoｔａｌ　Ｆｅ）５４．２０％に対して、金属鉄（Ｍｅｔａｌｌｉｃ　Ｆｅ）０．０５％、

酸化第１鉄（ＦｅＯ）５３．６０％、酸化第２鉄（Ｆｅ２Ｏ３）１７．８５％の割合であった。造滓成分（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３＋ＣａＯ

＋ＭｇＯ＋Ｋ２Ｏ＋Ｎａ２Ｏ）は２４．０７％で、このうち塩基性成分（ＣａＯ＋ＭｇＯ）は１．０３％と低値である。通常製鉄

原料の砂鉄に含まれる二酸化チタン（ＴｉＯ２）は０．３２％、バナジウム（Ｖ）も０．０２％と低値であった。また

酸化マンガン（ＭｎＯ）も０．０８％、銅（Ｃｕ）＜０．０１％と低値である。

　　　当鉄滓は主に鉄酸化物と炉材（羽口・炉壁）粘土溶融物または鍛接剤（粘土汁、藁灰）起源の造滓成

分（ＳｉＯ２主成分）からなり、砂鉄起源の脈石成分（ＴｉＯ２、Ｖ、ＭｎＯ）は低減傾向が顕著であった。熱間での

鍛打加工に伴って生じた鍛錬鍛冶滓と推定される。

　ＡＧＨ－２：椀形鍛冶滓（含鉄）（M１７）

　（１）肉眼観察：７３ ｇ 弱のやや小型の椀形鍛冶滓である。表面には黄褐色の土砂が付着する。滓の色

調は灰褐色で、上面端部には１個所小さな銹化鉄部が目につく。特殊金属探知機のＨ（○）（注１）で反

応があり、内部には微細な金属鉄が残存する可能性がある。また下面は木炭痕による凹凸が著しい。

側面は１面が破面で、気孔は少なく緻密である。

　（２）顕微鏡組織：写真図版３０④～⑥に示す。滓中にはごく微細な白色樹枝状結晶ウスタイト、淡灰色

柱状結晶ファヤライトが晶出する。鍛錬鍛冶滓の晶癖である。

　　　また滓中には、ごく微細な金属鉄が複数散在する。３％ナイタルで腐食したところ、フェライト・

パーライトの亜共析組織～全面パーライトの共析組織が確認された。⑤⑥はその拡大である。この

金属組織からは炭素含有率０．７～０．８％程度の鋼と判断される。

　（３）化学組成分析：第６表に示す。全鉄分（Ｔoｔａｌ　Ｆｅ）４６．０３％に対して、金属鉄（Ｍｅｔａｌｌｉｃ　Ｆｅ）０．６６％、

酸化第１鉄（ＦｅＯ）２３．４２％、銹化鉄の影響から酸化第２鉄（Ｆｅ２Ｏ３）高めの３８．８４％の割合であった。造

滓成分（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３＋ＣａＯ＋ＭｇＯ＋Ｋ２Ｏ＋Ｎａ２Ｏ）２５．０１％で、このうち塩基性成分（ＣａＯ＋ＭｇＯ）は０．９７％と低

めであった。通常製鉄原料の砂鉄に含まれる二酸化チタン（ＴｉＯ２）は０．３７％、バナジウム（Ｖ）０．０２％と

低値である。また酸化マンガン（ＭｎＯ）は０．２４％、銅（Ｃｕ）も＜０．０１％と低い。

　　　滓部の鉱物組成から、当鉄滓も鍛錬鍛冶滓に分類される、また滓中の微小金属鉄部は亜共析組織

～共析組織を呈しており、熱間で加工された鉄素材は高炭素鋼であった可能性が考えられる。

　ＡＧＨ－３：椀形鍛冶滓（M３）

　（１）肉眼観察：２０７ ｇ とやや大型で偏平な椀形鍛冶滓である。滓の色調は黒灰色であるが、上面には

部分的に黒色ガラス質滓が付着する。これは羽口先端の溶融物と推測される。また上面は比較的平

坦であるが、中小の気孔が散在しており、一部木炭を噛みこんでいる。下面は浅い皿状で、一部砂

質土が付着する。

第５章　自然科学的調査の成果
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　（２）顕微鏡組織：写真図版３１①～③に示す。淡灰色柱状結晶ファヤライト、白色樹枝状結晶ウスタ

イトが晶出する。鍛錬鍛冶滓の晶癖といえる。

　（３）化学組成分析：第６表に示す。全鉄分（Ｔoｔａｌ　Ｆｅ）４５．７８％に対して、金属鉄（Ｍｅｔａｌｌｉｃ　Ｆｅ）０．２６％、

酸化第１鉄（ＦｅＯ）１６．２４％、酸化第２鉄（Ｆｅ２Ｏ３）４７．０４％の割合であった。造滓成分（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３＋ＣａＯ

＋ＭｇＯ＋Ｋ２Ｏ＋Ｎａ２Ｏ）２４．１９％で、このうち塩基性成分（ＣａＯ＋ＭｇＯ）は０．５３％と低い。通常製鉄原料の砂

鉄に含まれる二酸化チタン（ＴｉＯ２）は０．３３％、バナジウム（Ｖ）が０．０１％と低値であった。また酸化マン

ガン（ＭｎＯ）も０．１１％、銅（Ｃｕ）＜０．０１％と低値である。

　　　当鉄滓も主に鉄酸化物と炉材（羽口・炉壁）粘土溶融物または鍛接剤（粘土汁、藁灰）起源の造滓成

分（ＳｉＯ２主成分）からなり、鍛錬鍛冶滓に分類される。

　ＡＧＨ－４：椀形鍛冶滓（M４）

　（１）肉眼観察：４７ ｇ 弱のやや小型の椀形鍛冶滓である。表面には黄褐色の土砂が付着する。上面端

部には部分的に黒色ガラス質滓が付着しており、羽口先端の溶融物と推測される。上面は中央が窪

む形状で、下面には細かい気孔が点在する。側面は１面が破面で、気孔は少なく緻密である。

　（２）顕微鏡組織：写真図版３１④～⑥に示す。淡灰色柱状結晶ファヤライト、白色粒状結晶ウスタイ

トが晶出する。鍛錬鍛冶滓の晶癖である。

　（３）化学組成分析：第６表に示す。全鉄分（Ｔoｔａｌ　Ｆｅ）３６．１７％に対して、金属鉄（Ｍｅｔａｌｌｉｃ　Ｆｅ）０．０２％、

酸化第１鉄（ＦｅＯ）４．２４％、酸化第２鉄（Ｆｅ２Ｏ３）４６．９８％の割合であった。造滓成分（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３＋ＣａＯ＋

ＭｇＯ＋Ｋ２Ｏ＋Ｎａ２Ｏ）３６．７２％と高めであるが、このうち塩基性成分（ＣａＯ＋ＭｇＯ）は０．５７％と低値である。

通常製鉄原料の砂鉄に含まれる二酸化チタン（ＴｉＯ２）は０．３６％、バナジウム（Ｖ）も０．０２％と低い。さら

に酸化マンガン（ＭｎＯ）０．０８％、銅（Ｃｕ）も＜０．０１％と低値である。

　　　当鉄滓も砂鉄起源の脈石成分（ＴｉＯ２、Ｖ、ＭｎＯ）の低減傾向が顕著で鍛錬鍛冶滓に分類される。また

炉材（羽口・炉壁）粘土溶融物または鍛接剤（粘土汁、藁灰）起源の造滓成分（ＳｉＯ２主成分）の割合の高

い滓であった。

　ＡＧＨ－５：鉄塊系遺物（M４７）

　（１）肉眼観察：平面不整五角形状でやや偏平な１１２ ｇ 弱の鉄塊系遺物である。表面は黄褐色の土砂

で覆われる。また一部灰褐色の滓部が観察されるが、全体に特殊金属探知機のＬ（●）で反応があり、

銹化による割れも生じている。内部にはまとまった金属鉄部が存在する可能性が高い。

　（２）顕微鏡組織：写真図版３２①～④に示す。断面観察位置では、上面側に滓部が固着する。①はそ

酸化カル
シ ウ ム
（ＣａＯ）

酸化アル
ミニウム
（Ａｌ２Ｏ３）

二 酸 化
珪 素
（ＳｉＯ２）

酸 化
第 ２ 鉄
（Ｆｅ２Ｏ３）

酸 化
第 １ 鉄
（ＦｅＯ）

金 属 鉄

（Ｍｅｔａｌｌｉｃ　Ｆｅ）

全 鉄 分

（Ｔoｔａｌ　Ｆｅ）
推定年代遺物名称出土遺構遺跡名符　号

０．６９３．９３１８．４７１７．８５５３．６００．０５５４．２０

１２ｃ前半
～中頃　

椀形鍛冶滓３５区ＳＤ０８６下層

池ノ下遺跡

ＡＧＨ−１

０．６３３．７０１９．６６３８．８４２３．４２０．６６４６．０３椀形鍛冶滓（含鉄）３５区ＳＤ０８６下層ＡＧＨ−２

０．３４７．０７１６．２３４７．０４１６．２４０．２６４５．７８椀形鍛冶滓１８区ＳＤ０１３ＡＧＨ−３

０．４２６．３３２８．６８４６．９８４．２４０．０２３６．１７椀形鍛冶滓１８区ＳＤ０１３ＡＧＨ−４

０．５２１．９４　８．８８４５．３６２１．４８３．６５５２．０７
１２ｃ後半

鉄塊系遺物５３区ＳＢ０６５Ｐ１２ＡＧＨ−５

０．２６２．３３１０．４７２４．７９５８．９９０．０７６３．２６椀形鍛冶滓５３区ＳＫ０５０上層ＡＧＨ−６

第６表　供試材の化学組成 
＊ ＊ ＊
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の拡大で淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル（Ｕｌｖöｓｐｉｎｅｌ：２ＦｅＯ・ＴｉＯ２）、淡灰色柱状結晶ファヤライ

トが晶出する。砂鉄製錬滓の晶癖である。

　　　一方下面側にはまとまった金属鉄部が存在する。②～④はその拡大で亜共析組織（Ｃ＜０．７７％）を

呈する。なかでも上面側（明色部：③）はやや炭素量が低く、下側（暗色部：④）は炭素量が高い。こ

の金属組織から、炭素含有率０．５～０．７％程度の鋼と推定される。

　（３）化学組成分析：第６表に示す。金属鉄部は断面金属組織観察を優先したため、銹化鉄部および

滓部主体の測定値となった。全鉄分（Ｔoｔａｌ　Ｆｅ）５２．０７％に対して、金属鉄（Ｍｅｔａｌｌｉｃ　Ｆｅ）３．６５％、酸化

第１鉄（ＦｅＯ）２１．４８％、酸化第２鉄（Ｆｅ２Ｏ３）４５．３６％の割合であった。造滓成分（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３＋ＣａＯ＋ＭｇＯ

＋Ｋ２Ｏ＋Ｎａ２Ｏ）は１１．９６％と低めで、塩基性成分（ＣａＯ＋ＭｇＯ）も０．８３％と低値であった。また製鉄原料の

砂鉄起源の二酸化チタン（ＴｉＯ２）は１．４８％、バナジウム（Ｖ）が０．０８％であった。さらに酸化マンガン

（ＭｎＯ）は０．１４％、銅（Ｃｕ）＜０．０１％と低い。

　　　滓部の鉱物組成から当鉄塊の始発原料は砂鉄で、精錬鍛冶作業前の状態の鍛冶原料（製錬鉄塊系

遺物：鋼）と推定される。なお兵庫県下では砂鉄を製鉄原料とした古代～中世の製鉄遺跡も確認さ

れており、近接地域で生産された鉄塊が鍛冶原料として搬入されたと想定しても矛盾はない。

　ＡＧＨ－６：椀形鍛冶滓（M４１）

　（１）肉眼観察：５７ ｇ 弱のやや小型で偏平な椀形鍛冶滓である。滓の色調は黒灰色である。上面は比

較的平坦で、下面は木炭痕による凹凸が著しい。側面は１面が破面で、ごく微細な気孔が点在する。

　（２）顕微鏡組織：写真図版３２⑤⑥に示す。滓中には白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色柱状結晶ファ

ヤライトが晶出する。またウスタイト粒内に点在する微細な暗灰色部はヘルシナイト（Ｈｅｒｃｙｎｉｔｅ：

ＦｅＯ・Ａｌ２Ｏ３）と推定される。さらに⑥左上の微細な明白色粒は金属鉄である。

　（３）化学組成分析：第６表に示す。全鉄分（Ｔoｔａｌ　Ｆｅ）６３．２６％に対して、金属鉄（Ｍｅｔａｌｌｉｃ　Ｆｅ）０．０７％、

酸化第１鉄（ＦｅＯ）５８．９９％、酸化第２鉄（Ｆｅ２Ｏ３）２４．７９％の割合であった。造滓成分（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３＋ＣａＯ＋

ＭｇＯ＋Ｋ２Ｏ＋Ｎａ２Ｏ）１３．３５％と低めで、塩基性成分（ＣａＯ＋ＭｇＯ）も０．３９％と低値である。通常製鉄原料の

砂鉄に含まれる二酸化チタン（ＴｉＯ２）は０．１９％、バナジウム（Ｖ）も０．０１％と低値であった。さらに酸化

マンガン（ＭｎＯ）も０．０３％、銅（Ｃｕ）も＜０．０１％と低い。

　　　当鉄滓も砂鉄起源の脈石成分（ＴｉＯ２、Ｖ、ＭｎＯ）の低減傾向が顕著で鍛錬鍛冶滓に分類される。また

比較的酸化鉄の割合が高い。これは鉄素材の熱間加工時の吹き減り（酸化に伴う損失）によるものと

推測される。

ＴｉＯ２
　　　
Ｔoｔａｌ　Ｆｅ

造滓成分
　　　
Ｔoｔａｌ　Ｆｅ

造滓成分
二酸化ジ
ルコニウム
（ＺｒＯ２）

銅

（Ｃｕ）

バナジウム

（Ｖ）

炭 素

（Ｃ）

五酸化燐

（Ｐ２Ｏ５）

硫 黄

（Ｓ）

酸 化
クロム
（Ｃｒ２Ｏ３）

二酸化
チタン
（ＴｉＯ２）

酸 化
マンガン
（ＭｎＯ）

酸 化
ナトリウム
（Ｎａ２Ｏ）

酸 化
カリウム
（Ｋ２Ｏ）

酸化マグ
ネシウム
（ＭｇＯ）

０．００６０．４４４２４．０７０．０２＜０．０１０．０２０．１８０．２２０．０１０．０２０．３２０．０８０．２６０．３８０．３４

０．００８０．５４３２５．０１０．０２＜０．０１０．０２１．５００．１６０．１００．０２０．３７０．２４０．２３０．４５０．３４

０．００７０．５２８２４．１９０．０３＜０．０１０．０１１．０８０．１６０．０６０．０２０．３３０．１１０．１９０．１７０．１９

０．０１０１．０１５３６．７２０．０２＜０．０１０．０２０．５７０．２６０．０５０．０１０．３６０．０８０．２９０．８５０．１５

０．０２８０．２３０１１．９６０．１１＜０．０１０．０８１．６００．２４０．２２０．０３１．４８０．１４０．０７０．２４０．３１

０．００３０．２１１１３．３５０．０１＜０．０１０．０１０．１７０．１００．０１０．０２０．１９０．０３０．０６０．１００．１３

＊ ＊ ＊ Σ＊ 
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３．まとめ
　池ノ下遺跡から出土した鍛冶関連遺物を調査した結果、次の点が明らかとなった。

　〈１〉５３区（推定年代：１２世紀後半）から出土した鉄塊系遺物（ＡＧＨ－５）は、精錬鍛冶作業前の鍛冶原料

（製錬鉄塊系遺物）に分類される。滓部の鉱物組成から、製鉄原料は砂鉄と推定される。兵庫県下で

は、砂鉄を原料とした古代～中世の製鉄遺跡が存在している。こうした生産遺跡から鍛冶原料が供

給されたと想定しても矛盾のない特徴といえる（注２）。

　　　また後述のように、今回分析調査を実施した鉄滓中には精錬鍛冶滓は確認されなかった。ただし

鉄塊系遺物（ＡＧＨ－５）にはかなり製錬滓が固着しているため、こうした不純物を溶融除去する精錬

鍛冶作業も一部行われていた可能性が考えられる。

　　　鉄塊系遺物（ＡＧＨ－５）の金属鉄部はまとまりの良い鋼であった。高炭素域では０．７％程度の炭素含

有率と推定される。硬度を要求される刃金にもなり得る性状といえる。

　　　また後述の３５区出土椀形鍛冶滓（ＡＧＨ－２）の微細な金属鉄部も鋼（炭素含有率０．７～０．８％程度）で

あった。こちらの推定年代は１２世紀前半から中頃とやや先行する時期の遺物であるが、やはり鉄素

材（鋼）を熱間加工していたことが明らかとなった。

　〈２〉分析調査を実施した鉄滓５点〔３５区出土（ＡＧＨ－１、２、推定年代：１２世紀前半から中頃）、１８区

出土（ＡＧＨ－３、４、推定年代：１２世紀前半から中頃）、Ｇ区出土（ＡＧＨ－６、推定年代：１２世紀前半）〕は、

すべて鍛錬鍛冶滓に分類される。

　　　この結果ら、当遺跡では主に砂鉄系鉄素材を熱間で加工して、鍛造鉄器を製作する作業が行われ

ていたものと判断される。

（大澤正己・鈴木瑞穂）

（注）

　（１）メタル度とは、金属関係の遺物内部の金属残存状態を、非破壊で推定するため調整された、特殊

金属探知機を使用した判定法のことを指す。感度は三段階〔Ｈ：ｈｉｇｈ（○）、Ｍ：ｍｉｄｄｌｅ（◎）、Ｌ：ｌoｗ

（●）〕に設定されている。低感度で反応があるほど、内部に大型の金属鉄が残存すると推測される。

　　　特殊金属探知機の詳細な仕様は、以下の文献に記載されている。

　　　穴澤義功「鉄生産遺跡調査の現状と課題－鉄関連遺物の整理と分析資料の準備について－」『鉄関

連遺物の分析評価に関する研究会報告』（社）日本鉄鋼協会　社会鉄鋼工学部会「鉄の歴史－その技術

と文化－」フォーラム　鉄関連遺物分析評価研究グループ　２００５

　（２）大澤正己「生栖遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『生栖遺跡』－県道八鹿山崎線道路改良工

事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－（兵庫県文化財調査報告　第２８０冊）兵庫県教育委員会　２００５

所　見化学組成（％）顕微鏡組織推定年代遺物名称出土遺構遺跡名符　号 Ｃｕ造滓成分ＭｎＯＶＴｉＯ２塩基性成分Ｆｅ２Ｏ３Ｔotal　Ｆｅ
鍛錬鍛冶滓＜０．０１２４．０７０．０８０．０２０．３２１．０３１７．８５５４．２０滓部：Ｗ＋Ｆ

１２ｃ前半
～中頃　

椀形鍛冶滓３５区ＳＤ０８６下層

池ノ下
遺　跡

ＡＧＨ−１

鍛錬鍛冶滓＜０．０１２５．０１０．２４０．０２０．３７０．９７３８．８４４６．０３
滓部:微細W+F、
微小金属鉄部：
亜共析組織～
共析組織

椀形鍛冶滓
（含鉄）３５区ＳＤ０８６下層ＡＧＨ−２

鍛錬鍛冶滓＜０．０１２４．１９０．１１０．０１０．３３０．５３４７．０４４５．７８滓部：Ｆ＋Ｗ椀形鍛冶滓１８区ＳＤ０１３ＡＧＨ−３
鍛錬鍛冶滓＜０．０１３６．７２０．０８０．０２０．３６０．５７４６．９８３６．１７滓部：Ｆ＋Ｗ椀形鍛冶滓１８区ＳＤ０１３ＡＧＨ−４

製錬鉄塊系遺物
（製鉄原料：砂鉄）＜０．０１１１．９６０．１４０．０８１．４８０．８３４５．３６５２．０７

滓部：Ｕ＋Ｆ、
金属鉄部：
亜共析組織１２ｃ後半

鉄塊系遺物５３区ＳＢ０６５Ｐ１２ＡＧＨ−５

鍛錬鍛冶滓＜０．０１１３．３５０．０３０．０１０．１９０．３９２４．７９６３．２６
滓部：Ｗ
（粒内微細Ｈ）
＋Ｆ

椀形鍛冶滓５３区ＳＫ０５０上層ＡＧＨ−６

第７表　出土遺物の調査結果のまとめ

Ｗ：Ｗｕｓｔｉｔｅ（ＦｅＯ）、Ｆ：Ｆａｙａｌｉｔｅ（２ＦｅＯ・ＳｉＯ２）、Ｕ：Ｕｌｖöｓｐｉｎｅｌ（２ＦｅＯ・ＴｉＯ２）、Ｈ：Ｈｅｒｃｙｎｉｔｅ（ＦｅＯ・Ａｌ２Ｏ３）
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第４節　池ノ下遺跡出土銅鏃の材質分析
１　はじめに
　池ノ下遺跡より出土した銅鏃（Ｍ７６）について顕微鏡による構造調査と、蛍光

Ｘ線分析装置による材質調査を行った。

２　試料
　分析の対象とする試料は、弥生時代後期の溝ＳＤ０４８から出土した１点である。

３　試料の観察と分析
実体顕微鏡による観察

　最初に実体顕微鏡で表面の状態を観察した。使用した装置は

（株）ニコン製ＳＭＺ－１５００である。表面の風化の状態の観察を

目的とし、分析する箇所を検討した。

蛍光Ｘ線分析装置による分析

　蛍光Ｘ線分析は、スペクトロ社製エネルギー分散型蛍光Ｘ線

分析装置ＭＩＤＥＸ－Ｍを用いて行った。分析の条件は電圧４５ｋＶ、

電流０．２５ｍＡ、測定時間１８０秒でコリメータ径は２．０㎜で測定した。ターゲットはモリブデン（Ｍｏ）、検

出器はペルチェ冷却ＳＤＤ（液体窒素不要）である。

　今回の測定の結果は、表面の非破壊測定によるため、表面の風化や形状が影響し、必ずしも試料内部

の正確な化学組成を示すものにはならないが、大まかな材質を判断することは可能である。

４　分析結果と考察
　蛍光Ｘ線分析の結果からは、銅（Ｃｕ）、錫（Ｓｎ）を主成分として鉛（Ｐｂ）を含む合金である青銅であるこ

とが判明した。また微量元素として鉄（Ｆｅ）、銀（Ａｇ）、アンチモン（Ｓｂ）が検出された。鉄は土由来の、

銀は鉛鉱石に含まれる微量元素、アンチモンは錫鉱石に含まれる微量元素と考えられる。

×
1

×
2 ×

3

第１０図　銅鏃の全体像と測定箇所

第５章　自然科学的調査の成果
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第１１図　銅鏃蛍光Ｘ線定性分析スペクトル

第４節　池ノ下遺跡出土銅鏃の材質分析
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第５節　池ノ下遺跡出土ガラス玉の材質分析
１　はじめに
　池ノ下遺跡より出土した赤色透明のガラス玉について顕微鏡による構造調査と、蛍光Ｘ線分析装置に

よる材質調査を行った。

２　試料
　分析の対象とする試料は、竪穴住居ＳＨ００１の埋土から出土した１

点（Ｓ８）である。

３　試料の観察と分析
実体顕微鏡による観察

　最初に実体顕微鏡で観察し、デジタルカメラで記録を取った。

　使用した装置は（株）ニコン製ＳＭＺ－１５００である。表面の風化の

状態とガラス玉内部の気泡の観察による製作技法の検討を目的とし、

落射光と透過光により観察した（第１２図）。

蛍光Ｘ線分析装置による分析

　蛍光Ｘ線分析は、スペクトロ社製エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析

装置ＭＩＤＥＸ－Ｍを用いて行った。分析の条件は電圧４５ｋＶ、電流０．２５ｍＡ、測定時間１８０秒、軽元素側

は電圧１９ｋＶ、電流０．３ｍＡ、測定時間３００秒で、コリメータ径は２．０㎜で測定した。ターゲットはモリブデ

ン（Ｍｏ）、検出器はペルチェ冷却ＳＤＤ（液体窒素不要）である。測定雰囲気は、軽元素の検出感度を上げ

るためにヘリウムガスパージを行った。

　また、独立行政法人　文化財機構　奈良文化財研究所の田村朋美氏に分析の指導・助言をいただいた。

奈良文化財研究所では、エダックス社製ＥＡＧＬＥⅢを用いて分析を行った。分析の条件は、電圧２０ｋＶ、

電流１００μＡ、測定時間３００秒、コリメータ径は２．０㎜で測定した。検出器は液体窒素冷却をおこなった。

測定雰囲気は、空気による２次Ｘ線の吸収をできるだけ少なくするため、試料と検出器の間を真空状態

として測定した。測定の結果はガラス標準試料をもちいて、検出した元素の総和が１００％になるように

規格化し、酸化物重量百分率で表示した（第８表）。

　今回の測定の結果は、表面の非破壊測定によるため、表面の風化や形状が影響し、必ずしも試料内部

の正確な化学組成を示すものにはならないが、大まかなガラスの材質を判断することは可能である。

４　分析結果
　顕微鏡による観察では、ガラス内部に孔と平行に小さな気泡が直線上に連なっていること、孔壁面が

平滑であることが観察できた。

　蛍光Ｘ線による材質分析では、ガラスの主成分である珪素（Ｓｉ）の他にアルミニウム（Ａｌ）、カリウム

（Ｋ）、鉄（Ｆｅ）、亜鉛（Ｚｎ）、セレン（Ｓｅ）、カドミウム（Ｃｄ）、錫（Ｓｎ）を検出した。赤色の着色はセレン、

カドミウムの混入によるものであると考えられる。

第１２図　池ノ下遺跡出土ガラス玉
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2mm



－　２３４　－

（考古博物館測定）
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第８表　ガラス玉成分分析結果

第１３図　ガラス玉蛍光Ｘ線定性分析スペクトル

（奈良文化財研究所測定）

第５節　池ノ下遺跡出土ガラス玉の材質分析
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第６節　池ノ下遺跡における樹種同定
株式会社古環境研究所

１．はじめに
　木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同定

が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生

の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

　池ノ下遺跡では、礎板や矢板など多くの木製品が検出されている。ここでは、これら木製品の樹種を

明らかにし、当時の木材利用ならびに周辺の森林植生について検討した。

２．試料
　試料は、池ノ下遺跡より出土した板材、杭材、矢板、鍬、鋤、曲物、横杓子、漆器、礎板、楯、柱、

柱根などの木材５０点である。

３．方法
　カミソリを用いて試料の新鮮な横断面（木口と同義）、放射断面（柾目と同義）、接線断面（板目と同義）

の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって４０～１０００倍で観察した。同定は、解剖学的形質およ

び現生標本との対比によって行った。

４．結果
　結果一覧を第９表に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を第１４図に示す。以下に同定の根拠となった特

徴を記す。

モミ属　Abies　マツ科　写真４０

　仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

　横断面：早材から晩材への移行は比較的緩やかである。

　放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は小型のスギ型で１分野に１～４個存在する。放射柔細胞の壁が厚

く、じゅず状末端壁を有する。

　接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

　以上の形質よりモミ属に同定される。モミ属は日本に５種が自生し、その内ウラジロモミ、トドマツ、

シラビソ、オオシラビソの４種は亜寒帯に分布し、モミは温帯を中心に分布する。常緑高木で高さ４５ｍ、

径１．５ｍに達する。材は保存性が低く軽軟であるが、現在では多用される。

マツ属複維管束亜属　Pinus　ｓｕｂｇｅｎ．　Diploxylon　マツ科　写真２８

　仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成される

針葉樹材である。

　横断面：早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。

　放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

　接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

第５章　自然科学的調査の成果



－　２３６　－

　以上の形質よりマツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属には、クロマツとアカマツが

あり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する常緑高木である。材は水湿によく耐え、広く

用いられる。

スギ　Cryptomeria　japonica　Ｄ．Ｄｏｎ　スギ科　写真２９

　仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

　横断面：早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

　放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、１分野に２個存在するものがほとんどである。

　接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、１～１５細胞ぐらいである。樹脂細胞が存在する。

　以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑高

木で、高さ４０ｍ、径２ｍに達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。

ヒノキ　Chamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ．　ヒノキ科　写真３

　仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

　横断面：早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部の幅はきわめて狭い。樹脂細胞が見られる。

　放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型で１分野に２個存在するものがほとんどである。

　接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、１～１５細胞高ぐらいである。

　以上の形質よりヒノキに同定される。ヒノキは福島県以南の本州、四国、九州、屋久島に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ４０ｍ、径１．５ｍに達する。材は木理通直、肌目緻密で強靭であり、耐朽

性、耐湿性も高い。良材であり、建築など広く用いられる。

クリ　Castanea　crenata　Ｓｉｅｂ．　ｅｔ　Ｚｕｃｃ．　ブナ科　写真１２

　横断面：年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が、火炎状に

配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

　接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

　以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の高

木で、通常高さ２０ｍ、径４０ｃｍぐらいであるが、大きいものは高さ３０ｍ、径２ｍに達する。耐朽性が強く、

水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、薪炭、椎

茸ほだ木など広く用いられる。

ツブラジイ　Castanopsis　cuspidata　Ｓｃｈｏｔｔｋｙ　ブナ科　写真９

　横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管が、やや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道

管が火炎状に配列する。放射組織は、単列のものと集合放射組織が存在する。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなり、同性放射組織型である。

　接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものが見られる。

　以上の形質よりツブラジイに同定される。ツブラジイは関東以南の本州、四国、九州に分布する。常

緑の高木で、高さ２０ｍ、径１．５ｍに達する。材は耐朽性、保存性ともに低いが、建築材などに用いられる。

シイ属　Castanopsis　ブナ科　写真１６

　横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道管

が火炎状に配列する。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。
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　接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型のものが存在する。

　以上の形質よりシイ属に同定される。シイ属は本州（福島県、新潟県佐渡以南）、四国、九州に分布す

る。常緑高木で、高さ２０ｍ、径１．５ｍに達する。材は耐朽性、保存性はやや低く、建築、器具などに用い

られる。

　なおシイ属には、スダジイとツブラジイがあり、集合放射組織の有無などで同定できるが、本試料は

広範囲の観察が困難であったため、シイ属の同定にとどめる。

ブナ属　Fagus　ブナ科　写真６

　横断面：小型でやや角張った道管が、単独あるいは２～３個複合して密に散在する散孔材である。早

材から晩材にかけて、道管の径は緩やかに減少する。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔および階段穿孔である。放射組織はほとんど平伏細胞からなるが、と

きに上下端のみ方形細胞が見られる。

　接線断面：放射組織はまれに上下端のみ方形細胞が見られるがほとんどが同性放射組織型で、単列の

もの、２～数列のもの、大型の広放射組織のものがある。

　以上の形質よりブナ属に同定される。ブナ属には、ブナ、イヌブナがあり、北海道南部、本州、四国、

九州に分布する。落葉の高木で、通常高さ２０～２５ｍ、径６０～７０㎝ぐらいであるが、大きいものは高さ３５ｍ、

径１．５ｍ以上に達する。材は堅硬で緻密、靱性があるが保存性は低い。容器などに用いられる。

コナラ属コナラ節　Quercus　ｓｅｃｔ．　Prinus　ブナ科　写真３９

　横断面：年輪のはじめに大型の道管が、１～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った

小道管が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

　接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織であ

る。

　以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシワ、

ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ１５ｍ、径６０㎝ぐらいに達す

る。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

コナラ属クヌギ節　Quercus　ｓｅｃｔ．　Aegilops　ブナ科　写真１１

　横断面：年輪のはじめに大型の道管が、１～数列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸い小道

管が、単独でおよそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

　接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織であ

る。

　以上の形質よりコナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなどがあり、

本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ１５ｍ、径６０㎝に達する。材は強靭で弾力に富み、器

具、農具などに用いられる。

コナラ属アカガシ亜属　Quercus　ｓｕｂｇｅｎ．　Cyclobalanopsis　ブナ科　写真７・１８

　横断面：中型から大型の道管が、１～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。

道管は単独で複合しない。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。
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　接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織であ

る。

　以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイガ

シ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ３０ｍ、径１．５ｍ以

上に達する。材は堅硬で強靭、弾力性が強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

エノキ属　Celtis　ニレ科　写真１３

　横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管が１～２列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は

多数複合して円形、ないし斜線状に配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが

平伏細胞であるが、上下の縁辺部に方形細胞が見られる。

　接線断面：放射組織は異性放射組織型で、１～２細胞幅の小型のものと、８～１２細胞幅ぐらいで鞘細

胞をもつ大型のものからなる。

　以上の形質よりエノキ属に同定される。エノキ属にはエゾエノキ、エノキなどがあり、北海道、本州、

四国、九州、沖縄に分布する。落葉の高木で、高さ２５ｍ、径１．５ｍに達する。材は、建築、器具、薪炭な

どに用いられる。

クスノキ　Cinnamomum　camphora　Ｐｒｅｓｌ　クスノキ科　写真１９

　横断面：中型から大型の道管が、単独および２～数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道

管の周囲を鞘状に軸方向柔細胞が取り囲んでいる。これらの柔細胞の中には、しばしば大きく膨れ上

がったものがみられる。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平伏

細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなり、これらの直立細胞のなかには、油を含み大きく膨れ上がっ

たものも存在する。

　接線断面：放射組織は異性放射組織型で１～２細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかには、

大きく膨れ上がったものがみられる。

　以上の形質よりクスノキに同定される。クスノキは、関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布する。

常緑の高木で、通常高さ２５ｍ、径８０㎝ぐらいであるが、高さ５０ｍ、径５ｍに達するものもある。材は堅

硬で耐朽性、保存性が高く、芳香がある。建築、器具、楽器、船、彫刻、ろくろ細工などに用いられる。

カキノキ属　Diospyros　カキノキ科　写真３５

　横断面：中型から大型の道管が、単独および２～４個放射方向に複合して、散在する散孔材である。道

管の壁は厚い。不鮮明ではあるが接線状に配列する軸方向柔細胞がみられる。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は異性である。

　接線断面：放射組織は異性放射組織型で１～２細胞幅である。いずれの放射組織も高さがほぼ同じで、

層階状に配列する傾向を示す。

　以上の形質よりカキノキ属に同定される。カキノキ属には、トキワガキ、ヤマガキ、マメガキなどが

あり、本州（西部）、四国、九州に分布する。落葉の高木で、通常高さ２０ｍ、径１ｍぐらいに達する。材

は、建築、器具などに用いられる。
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５．所見
　池ノ下遺跡で出土した木材について樹種同定を行った。その結果、ヒノキ２１点、スギ１１点、コナラ属

アカガシ亜属６点、マツ属複維管束亜属２点、モミ属１点、クリ１点、ツブラジイ１点、シイ属１点、

ブナ属１点、コナラ属コナラ節１点、コナラ属クヌギ節１点、エノキ属１点、クスノキ１点、カキノキ

属１点が同定された。

　検出数の多いヒノキは、礎板、矢板、杭、柱根、板、田下駄？などに使用されている。材は木理通直

で大きな材が取れる良材であり、特に保存性が高い。古墳時代以降多くなる用材である。続いて多いス

ギは、礎板、側板、板、横杓子、曲物、柱根などに使用されている。材は加工工作が容易な上、大きな

材がとれる良材である。コナラ属アカガシ亜属は、鍬、板、矢板、鋤、杭に使用されている。堅硬な材

で、農耕具などの利用が多い。マツ属単維管束亜属は水湿に良く耐える材であり、柱根に使用されてい

る。モミ属は軽軟で加工が容易な木材であり、楯に使用されている。クリは矢板に使用されており、重

硬で保存性が良い材である。ツブラジイ、シイ属は矢板に使用されており、ツブラジイを含むシイ属は

耐朽性、保存性は低い材である。ブナ属は強さ中庸、切削、加工も中庸であるが、弾性と従曲性に富む。

漆器に使用されている。コナラ属クヌギ節は弾力に富んだ強い材であり、杭に使用されている。エノキ

属は概して強さは中庸、やや堅く従曲性に富んだ材である。杭に使用されている。クスノキは堅硬で耐

朽性が高い材であり、槽・盤に使用されている。カキノキ属は概して堅硬な材と言え、柱根に使用され

ている。なお、立木はコナラ属コナラ節であった。

　モミ、マツ属複維管束亜属、スギ、ヒノキは温帯を中心に広く分布する針葉樹であり、モミは谷間や

緩傾斜地の適潤な深層の肥沃地を好む常緑高木である。マツ属複維管束亜属も常緑高木で、土壌条件の

悪い岩山に生育し二次林を形成するアカマツと、砂地の海岸林を形成するクロマツとがある。スギは肥

沃で湿潤な土壌を好む常緑高木であり、特に積雪地帯や多雨地帯で純林を形成する。ヒノキは適潤性で

あるが乾燥した土壌にも耐え、尾根、急峻地または岩盤上にもよく生育する常緑高木であり、特に温帯

中部に多い。次に広葉樹では、コナラ属アカガシ亜属、シイ属、クスノキは温帯下部の暖温帯の照葉樹

林を形成する主要高木である。コナラ属アカガシ亜属は、一般にカシと総称されるが、イチイガシ、ア

ラカシなど多くの種があり、イチイガシは自然度が高いが、アラカシは二次林性でもある。シイ属も二

次林要素であり、クスノキは海岸沿いに多い。コナラ属コナラ節、コナラ属クヌギ節、エノキ属は温帯

に広く分布する落葉高木であり、コナラ属コナラ節、コナラ属クヌギ節は日当たりの良い山野に生育し、

エノキ属は谷あい、斜面、河川沿いや平坦地に生育する。カキノキ属は暖温帯から熱帯に分布する落葉

高木で、日当たりの良い尾根筋や緩傾斜地を好む。

　以上のことから、池ノ下遺跡の木材の樹種は、温帯下部の暖温帯に分布する樹木であり、当時遺跡周

辺からか近隣地域よりもたらされたと推定される。

参考文献

　佐伯浩・原田浩（１９８５）　針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，ｐ．２０－４８．

　佐伯浩・原田浩（１９８５）　広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，ｐ．４９－１００．

　島地謙・伊東隆夫（１９８８）　日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閣，ｐ．２９６．

　山田昌久（１９９３）　日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第１号，植生史研究

会，ｐ．２４２．
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写真結果（学名／和名）器種遺構地区報告番号調査番号－番号№

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ．礎板ＳＢ０５０Ｐ０４３７Ｗ８３２００５１５７－１１

スギCryptomeria　japonica　Ｄ．Ｄｏｎ礎板ＳＢ０５０Ｐ０５３７Ｗ８２２００５１５７－２２

第１２図（２）ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.礎板ＳＢ０５０Ｐ０５３７Ｗ８１２００５１５７－３３

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.礎板ＳＢ０５０Ｐ０２３７Ｗ８４２００５１５７－５４

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.礎板ＳＢ０５０Ｐ０２３７Ｗ８６２００５１５７－６５

第１２図（３）ブナ属Fagus漆器ＳＫ０３９３７－２００５１５７－３１６

第１２図（４）コナラ属アカガシ亜属Quercus　ｓｕｂｇｅｎ.　Cyclobalanopsis鋤ＳＤ０４５２８Ｗ５８２００５１５７－３２１７

コナラ属アカガシ亜属Quercus　ｓｕｂｇｅｎ.　Cyclobalanopsis鋤・鍬ＳＷ００８２８Ｗ２４２００５１５７－３３３８

第１２図（２）ツブラジイCastanopsis　cuspidata　Ｓｃｈｏｔｔｋｙ矢板ＳＷ００８２８Ｗ２５２００５１５７－４４４９

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.矢板ＳＷ００８２８Ｗ２８２００５１５７－４４５１０

第１２図（４）コナラ属クヌギ節Quercus　ｓｅｃｔ.　Aegilops杭ＳＷ００８２８Ｗ３５２００５１５７－４５４１１

第１２図（２）クリCastanea　crenata　Ｓｉｅｂ.　ｅｔ　Ｚｕｃｃ.杭ＳＷ００８２８Ｗ２６２００５１５７－４８４１２

第１２図（５）エノキ属Celtis杭ＳＷ００５２８Ｗ１１２００５１５７－５２０１３

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.杭ＳＷ００９２８－２００５１５７－５９８１４

コナラ属アカガシ亜属Quercus　ｓｕｂｇｅｎ.　Cyclobalanopsis矢板ＳＷ００９２８Ｗ３７２００５１５７－６３２１５

第１２図（３）シイ属Castanopsis矢板ＳＷ００９２８Ｗ４５２００５１５７－６４２１６

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.矢板ＳＷ００７２８Ｗ１７２００５１５７－７３４１７

第１２図（４）コナラ属アカガシ亜属Quercus　ｓｕｂｇｅｎ.　Cyclobalanopsis又鍬ＳＤ０４７２８Ｗ３６２００５１５７－７９４１８

第１２図（５）クスノキCinnamomum　camphora　Ｐｒｅｓｌ槽・盤ＳＤ０４７２８Ｗ６１２００５１５７－７９５１９

コナラ属アカガシ亜属Quercus　ｓｕｂｇｅｎ.　Cyclobalanopsis杭ＳＷ０１１３４Ｗ６６２００５１５７－８５４２０

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.板ＳＷ０１１３４Ｗ６８２００５１５７－８７４２１

スギCryptomeria　japonica　Ｄ．Ｄｏｎ南側板ＳＴ００３２６－２００５１５７－８９３２２

スギCryptomeria　japonica　Ｄ．Ｄｏｎ北側板ＳＴ００３２６－２００５１５７－８９４２３

スギCryptomeria　japonica　Ｄ．Ｄｏｎ西小口ＳＴ００３２６－２００５１５７－８９５２４

スギCryptomeria　japonica　Ｄ．Ｄｏｎ東小口ＳＴ００３２６－２００５１５７－８９６２５

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.柱根ＳＢ０１６Ｐ０７１４－２００６０５５－１２６

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.柱根Ｐ１５０１１５－２００６０５５－２２７

第１２図（１）マツ属複維管束亜属Pinus　ｓｕｂｇｅｎ.　Diploxylon柱根ＳＢ０１２Ｐ０９８－２００６０５５－３２８

第１２図（１）スギCryptomeria　japonica　Ｄ．Ｄｏｎ横杓子ＳＤ１８６５６Ｗ９５２００６０９３－１２９

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.角材ＳＤ１３８４９Ｗ１０２２００６０９３－４３０

マツ属複維管束亜属Pinus　ｓｕｂｇｅｎ.　Diploxylon礎板Ｐ５６０１５６－２００６０９３－３３３１

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.田下駄？ＳＤ１７１５５Ｗ１０３２００６０９３－３５３２

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.柱根Ｐ６２０１６２－２００７０５７－１３３

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.柱根ＳＢ０８７Ｐ０４６５－２００７０５７－４３４

第１２図（５）カキノキ属Diospyros 礎板ＳＢ０２８Ｐ０４１９２００７０５７－８３５

スギCryptomeria　japonica　Ｄ．Ｄｏｎ礎板ＳＢ０２８Ｐ０２１９－２００７０５７－１０３６

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.礎板ＳＢ０３０Ｐ０５１９－２００７０５７－１２３７

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.礎板ＳＢ０３０Ｐ０９１９Ｗ２２００７０５７－１３３８

第１２図（３）コナラ属コナラ節Quercus ｓｅｃｔ.　Prinus立木ＳＤ２４２６５－２００７０５７－２２３９

第１２図（１）モミ属Abies楯ＳＤ２０１５８Ｗ１０５２００７０５７－２５４０

スギCryptomeria　japonica　Ｄ．Ｄｏｎ曲物ＳＥ００１６６－２００７０５７－３１４１

スギCryptomeria　japonica　Ｄ．Ｄｏｎ礎板ＳＢ０２８Ｐ１０１９Ｗ１２００７０５７－３４４２

スギCryptomeria　japonica　Ｄ．Ｄｏｎ柱根ＳＢ０２８Ｐ０２１９－２００７０５７－３５４３

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.礎板ＳＢ０７６Ｐ０７５８－２００７０５７－３６４４

コナラ属アカガシ亜属Quercus　ｓｕｂｇｅｎ.　Cyclobalanopsis杭ＳＷ０１２５８Ｗ１０９２００７０５７－４８４５

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.部材ＳＤ１３８４９Ｗ１００２００６０９３－９４６

スギCryptomeria　japonica　Ｄ．Ｄｏｎ礎板？ＳＢ０３０Ｐ１４１９Ｗ３２００７０５７－１５４７

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.柄部ＳＤ２０１５８Ｗ１０４２００７０５７－２６４８

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.杭ＳＷ０１２５８Ｗ１１１２００７０５７－７２４９

ヒノキChamaecyparis　obtusa　Ｅｎｄｌ.柱根ＳＢ０５６Ｐ０４４１－２００５１９４－１５０

第９表　池ノ下遺跡における樹種同定結果

第６節　池ノ下遺跡における樹種同定
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横断面　　　　　　　：0.2mm
40. Ｗ105(2007057-25)　58区　SD201　楯　モミ属

放射断面　　　　　　　：0.05mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

横断面　　　　　　　：0.2mm
28. (2006055-3)　8区　SB012P09　柱根　マツ属複維管束亜属

放射断面　　　　　　　：0.05mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

横断面　　　　　　　：0.2mm
29. Ｗ95(2006093-1)　56区　SD186　横杓子　スギ

放射断面　　　　　　　：0.05mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

第14図　池ノ下遺跡の木材(1)
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横断面　　　　　　　：0.2mm
3. Ｗ81(2005157-3)　37区　SB050P05　礎板　ヒノキ

放射断面　　　　　　　：0.05mm 接線断面　　　　　　　：0.1mm

横断面　　　　　　　：0.5mm
12. Ｗ26(2005157-484)　28区　SW008　矢板　クリ

放射断面　　　　　　　：0.2mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

横断面　　　　　　　：0.5mm
9. Ｗ25(2005157-444)　28区　SW008　矢板　ツブラジイ

放射断面　　　　　　　：0.2mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

第14図　池ノ下遺跡の木材(2)

第６節　池ノ下遺跡における樹種同定
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横断面　　　　　　　：0.5mm
16. Ｗ45(2005157-642)　28区　SW009　矢板　シイ属

放射断面　　　　　　　：0.2mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

横断面　　　　　　　：0.5mm
6. (2005157-31)　66区　SE001　漆器　ブナ属

放射断面　　　　　　　：0.1mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

横断面　　　　　　　：0.2mm
39. (2007057-22)　65区　SD242　立木　コナラ属コナラ節

放射断面　　　　　　　：0.2mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

第14図　池ノ下遺跡の木材(3)
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横断面　　　　　　　：0.5mm
11. (2005157-454)　28区　SW008　矢板　コナラ属クヌギ節

接線断面　　　　　　　：0.2mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

横断面　　　　　　　：0.5mm
７. Ｗ58(2005157-321)　28区　SD045　鍬　コナラ属アカガシ亜属

放射断面　　　　　　　：0.2mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

横断面　　　　　　　：0.5mm
18. Ｗ36(2005157-794)　28区　SD047　ナスビ鋤　コナラ属アカガシ亜属

放射断面　　　　　　　：0.2mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

第14図　池ノ下遺跡の木材(4)

第６節　池ノ下遺跡における樹種同定
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横断面　　　　　　　：0.2mm
13. Ｗ11(2005157-520)　28区　SW005　杭　エノキ属

放射断面　　　　　　　：0.2mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

横断面　　　　　　　：0.5mm
19. Ｗ61(2005157-795)　28区　SD047　農具？　クスノキ

放射断面　　　　　　　：0.2mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

横断面　　　　　　　：0.2mm
35. (2007057-8)　19区　SB028P04　柱根　カキノキ属

放射断面　　　　　　　：0.2mm 接線断面　　　　　　　：0.2mm

第14図　池ノ下遺跡の木材(5)
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第７節　池ノ下遺跡の地形環境
青　木　哲　哉（立命館大学非常勤講師）

１．はじめに
　人間は、自然環境に影響され、またそれを利用しながら活動してきた。中でも地形は、人間の生活舞

台であり、活動の場となってきただけに、地形環境と人間生活との間には密接な関係が存在する。地形

環境は、第四紀に変化を続け、現在に至っている。そのため、過去の人間生活を浮き彫りにするには、

各時期の地形環境とその変化を明らかにすることが必要と考えられる。

　人間生活の解明につながる地形環境は、数万年や数千年オーダーでの考察だけでなく、それより細か

いオーダーで捉えなければならない。これには、考古遺跡の発掘調査区における地形・地質調査が有効

な方法となる。調査区では、微地形の観察や堆積物の詳細な区分ができ、地形環境を細かいオーダーで

復原できる。同時に、人間活動の痕跡である遺構が検出されるため、過去の人間生活が知られる。考古

遺跡の調査区では、地形環境と人間生活の係わりについても考察できるのである。

　本稿では、池ノ下遺跡における地形環境を明らかにしたい。調査では、遺跡の調査区付近における地

形を分類するとともに、調査区で堆積物の観察を実施した。地形分類では、５，０００分の１空中写真の判

読と現地踏査にもとづいて、調査区付近における地形面の区分と微地形の分類を行った。また、堆積物

に関しては、調査区東部に位置する２区、１９区、２０区、および２１区と調査区西部にみられる６４区で調査

し、遺構検出面より上位のものだけでなく、そこから掘削したトレンチ断面で遺構検出面以深の堆積物

を観察した。こうして得られた地形と堆積物の調査結果に発掘調査の成果を加えて、調査区付近におけ

る地形環境の考察を行った。

２．調査区付近の地形
　本遺跡の調査区は、播磨平野の西部に位置し、東に市川、西に夢前川がみられる。市川と夢前川に

よって形成された平野は海岸付近で連続しており、そこを夢前川の支流である水尾川が南南西へ流下す

る。水尾川は比較的小規模であり、この川の支流にあたる大井川が調査区の東隣を流れる。調査区付近

には山地、沖積低地の完新世段丘、および支流性扇状地が認められる（第１５図）。これらのうち、調査区

のほとんどは完新世段丘に位置する。

　山地は調査区の北西にみられる。山頂高度が約１６６ｍと低く、山地はそこから北方へ連なる。山麓に

は、支流性扇状地が点々と分布する。支流性扇状地は山地を刻む谷の中から発達しており、その一つが

調査区西部の北側にみられる。これは複合扇状地をなす。地表は約６８．６‰の急傾斜で南へ高度を下げ、

前面に存在する完新世段丘面と傾斜変換線で接している。

　完新世段丘は現氾濫原とともに沖積低地を構成する。調査区周辺に広がる沖積低地では、完新世段丘

が多くの面積を占め、現氾濫原は市川や夢前川に沿って細長く分布するにすぎない。完新世段丘面は、

ほぼ平坦で、緩やかな傾斜でおおむね南または南西へ傾斜する。

第７節　池ノ下遺跡の地形環境
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３．調査区東部の微地形と堆
積物

（１）微地形の分布

　２区、１９区、２０区、および２１区な

どが分布する調査区東部には、扇状

地が埋没しており、完新世段丘はこ

れが段丘化してできたものである。

そこでは、扇状地の微地形にあたる

旧中州と旧河道が埋没した状態で認

められる（第１６図）。埋没旧中州は、

３ヶ所に分布し、それぞれ北東－南

西方向へ細長く延びる。このような

埋没旧中州上では、主として弥生時

代中期以前の竪穴住居跡（１６区）が１

棟と１２～１３世紀の墓跡（３区）が１基

検出されているほか、１２～１３世紀の

掘立柱建物跡（４区・６区・８区・

１４区～１６区・１９区・２１区・２２区）が数

多くみられる。

　埋没旧河道は少なくとも３本認め

られる。これらは、市川の分流跡ま

たは水尾川や大井川の流路跡と考え

られ、やや蛇行しながらおおむね南

西へ延びる。こうした埋没旧河道上

では、主に１２～１３世紀の掘立柱建物

跡（１９区・２１区）が数棟と墓跡（２１区）

が１基検出されている。

（２）堆積物の特徴

　調査区東部では、基本的に暗灰色

や褐灰色を呈する砂礫とその上位に

位置する細粒堆積物が観察される

（第１７図～第２０図）。これらのうち、

暗灰色～褐灰色の砂礫（第１７図の堆

積物１３・１５、第１８－１図の堆積物１４、

第１８－２図の堆積物８・１０、第１９図

の堆積物２２、第２０図の堆積物６）は

扇状地堆積物に相当する。礫は径１

第
１９
図
　
２０
区
の
地
質
断
面
図

第７節　池ノ下遺跡の地形環境
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～８㎝の亜角礫～亜円礫を主体とし、最大で径１５㎝のものが認められる。この砂礫は、礫径の違いから

細分されることがあり、その場合砂（第１７図の堆積物１４・第１８－１図の堆積物１５、第１８－２図の堆積物

９）が砂礫間にレンズ状にはさまれる。こうした砂礫は、現地表下５０㎝以深の深さで調査区東部の全域

に分布する。扇状地の微地形である埋没旧中州はこの砂礫で構成されており、その存在地点では砂礫の

上面が高くなっている。

　調査区東部でみられる３本の埋没旧河道は、この砂礫を切るものであり、それぞれ１９区、２０区、およ

び２１区の地質断面で観察される。１９区でみられる埋没旧河道は砂やシルト質砂など（第１８－１図の堆積

物１１～１３）によって埋積されている。また、２０区東部を通過する埋没旧河道の堆積物は砂礫と砂、２１区

東部のそれは砂礫である。埋没旧河道を埋積する砂礫は埋没旧中州より小さい礫からなり、径５㎝以下

の礫が主体となる。

　砂礫の上位にみられる細粒堆積物（第１７図の堆積物３・１１・１２、第１８－１図の堆積物１～５・９・１０、

第１８－２図の堆積物２、第１９図の堆積物１３・１４、第２０図の堆積物１～４）は、３～５つに細分される。

これらは、主に黄褐色や黄灰色を呈する砂質シルトやシルトなどで、扇状地を覆って埋没させている。

細粒堆積物には、湿地性堆積物にあたる黒褐色や黒灰色のシルト（第１８－１図の堆積物４・９、第１９図

の堆積物１３、第２０図の堆積物２）が部分的にみられる。これらは埋没旧河道上またはその付近に多く分

布する。

　このような細粒堆積物の上面すなわち現耕土（旧耕土）の下面では、弥生時代から１２～１３世紀までの遺

構が検出される。耕土の下面が遺構検出面となり、遺構がつくられた時期の旧表土がみられないのは、
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条里制の施行期あるいはそれ以降に細粒堆積物の上部を人為的に削り取ったためである可能性が高い。

細粒堆積物の上面では、２種類の小規模な流路跡が検出されている。ひとつは、１０ｍ前後の幅と約５０㎝

の深さをもつ浅いもので、調査区東部では３本程度が分布する。流路跡は黒褐色のシルト（第１８－１図

の堆積物９）に埋積されており、そこには縄文時代晩期の遺物が含まれる。他の一つは、さらに小規模

な流路跡で、幅が約３ｍである。これは、２本みられ、調査区東部の北西部を南西へと延びる。いずれ

も砂やシルトなどに埋積されており、北西側の流路からは弥生時代後期の遺物が出土している。

　なお、２１区の中央部では断層が埋没旧中州と埋没旧河道の境界付近に認められる。これは、西落ちの

正断層で、北北東－南南西方向に延びる。この断層による堆積物の変位は約３０㎝である。

４．調査区西部の微地形と堆積物
（１）微地形の分布

　６４区が位置する調査区西部では、ほとんどの調

査区が調査区東部から連続する完新世段丘に位置

する。そこでも、埋没した旧中州と旧河道がみら

れる（第２１図）。埋没旧河道は北から南へ少し蛇行

しながら延びる。これは調査区北側の支流性扇状

地から流れる小河川の流路跡と考えられる。この

埋没旧河道は６４区の北側で２つに分かれ、６５区の

中央部と６８区の東端を通過する。こうした埋没旧

河道上では、古墳時代中期～後期の土坑（６８区）な

どが検出されており、その付近には古墳時代後期

の水田跡（６４区）が広がる。

　埋没旧河道以外の範囲には埋没旧中州が分布す

る。調査区西部では、これが少なくとも３ヶ所に

みられる。埋没旧中州上では、古墳時代初頭の竪

穴住居跡と土坑（６４区）、ならびに平安時代の掘立柱建物跡（６４区）などが検出されている。

（２）堆積物の特徴

　６４区で観察される堆積物は、青灰色を呈する砂礫とその上にのる細粒堆積物である（第２２図）。これら

のうち、砂礫（第２２図トレンチ２の堆積物１７）は扇状地堆積物にあたる。埋没旧中州が存在する６４区東部

では、これが現地表下２．１ｍ以深の深さにみられ、礫は径１～３㎝の亜角礫を主体とする。

　砂礫の上位に位置する細粒堆積物は１５前後の堆積物に分けられる。これらの下部から中部にかけての

堆積物（第２２図トレンチ１の堆積物１３～２２、トレンチ２の堆積物３～５・１０～１６）は、１．６～１．８ｍの厚さ

をもち、砂、シルト質砂、およびシルトからなる。湿地性堆積物にあたる黒灰色のシルトも２～３つは

さまれており、それらのうち最も上位にみられるシルト（第２２図トレンチ２の堆積物５）には弥生時代中

期の遺物が混入する。
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第２１図　調査区西部における微地形の分布
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16. 緑灰色　礫混じり砂質シルト　：　礫は径2㎝以下

17. 青灰色　砂礫　：　径1〜3㎝の亜角礫主体　マトリックスは粗砂〜細砂

砂･シルト質砂砂礫

礫混じり砂質シルト・砂質シルト･シルト 灰黒色･黒褐色･黒灰色の砂質シルト･シルト

第２２図　６４区の地質断面図（上段がトレンチ１、下段がトレンチ２）
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　こうした堆積物を切る埋没旧河道が２本認められる。いずれも６４区北方の支流性扇状地から流下する

小河川の流路跡と考えられる。ひとつは、６４区の中央部にみられる旧河道で、最も上位に位置する黒灰

色シルト（第２２図トレンチ２の堆積物５）の下面から切り込まれる。これは深さが３０～５０㎝と浅く、旧河

道堆積物はシルト質砂と砂質シルト（第２２図トレンチ２の堆積物６～９）である。他の一つは、６４区の西

部に分布し、灰白色のシルト（第２２図トレンチ１の堆積物１３）上面から切り込まれる。この旧河道は、約

１２ｍの幅とおよそ９０㎝の深さをもち、最下部をシルト質砂（第９図トレンチ１の堆積物１２）、それより上

をシルト（第２２図トレンチ１の堆積物８～１１）によって埋積されている。これらのうち、旧河道堆積物の

上部にみられる暗灰色のシルト（第２２図トレンチ１の堆積物９）には古墳時代前期の遺物が含まれ、黒褐

色のシルト（第２２図トレンチ１の堆積物８）は古墳時代後期の水田土壌にあたる。

　この旧河道堆積物より上位には、砂質シルトとシルトがみられる。これらは、全体の厚さが２０～４０㎝

で、およそ６つの堆積物（第２２図トレンチ１の堆積物２～７）に細分される。最下位の褐灰色シルトは古

墳時代後期の水田土壌に該当し、その上位にみられる赤灰色の砂質シルトには奈良時代～平安時代の遺

物が含まれる。完新世段丘の段丘化はこれらの堆積が終わった平安時代以降と推定される。ただし、こ

れらの堆積物は北からの支流によってもたらされた可能性があるため、現時点では段丘化の時期が判然

としない。

５．調査区付近における地形環境の変遷
　これまでに述べた事柄から調査区付近の地形環境は次のように考察される。

〔ステージ１〕　調査区付近には、市川や水尾川などによって砂礫が堆積し、扇状地がつくられた。これ

に伴って調査区東部では、中州が３ヶ所で形成され、また旧河道は砂礫や砂によって埋積された。この

ような扇状地の形成はおそらく縄文海進頂期以降のことと推定される。

〔ステージ２〕　扇状地は度重なる洪水がもたらした細粒堆積物によって覆われ埋没した。その過程では、

わずかに低い埋没旧河道上付近が低湿化し、そこでは黒褐色や黒灰色のシルトが生成された。

〔ステージ３〕　このような環境の下で、調査区東部では縄文時代晩期に浅く小規模な流路が約３本つく

られた。ついでこれらの埋積後弥生時代中期までには、竪穴住居が埋没旧中州上に建てられた。このこ

ろ調査区西部では、引き続き洪水堆積物が扇状地上を被覆していた。弥生時代中期の直前になると、北

からの支流が６４区の中央部を流れ、その後埋積された。

〔ステージ４〕　調査区西部を流れた支流の流路跡付近は弥生時代中期に低湿化し、さらに洪水による堆

積が続いた。その後古墳時代前期までには再び小規模な支流が北から６４区西部を通って流れ、古墳時代

初頭にはこの流路より東の埋没旧中州上に竪穴住居が建てられた。他方、調査区東部では弥生時代後期

とそれ以降に小規模な流路が形成された。

〔ステージ５〕　調査区西部では、支流の流路がほぼ埋積され、古墳時代後期にはその旧河道を中心に水

田稲作が営まれた。水田は２度発生した洪水の度に新たにつくられた。さらに洪水が１度およんだ後、

平安時代には掘立柱建物が６４区東部の埋没旧中州上に建てられた。　

〔ステージ６〕　調査区西部では、平安時代以降に数度の洪水が発生し、その度にシルトが薄く堆積した。

一方、調査区東部では１２～１３世紀になって掘立柱建物が多数建てられた。これらの立地は埋没旧中州上

だけでなく埋没旧河道上にもおよんだ。

第７節　池ノ下遺跡の地形環境
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６．おわりに
　本遺跡の調査区は沖積低地の完新世段丘に位置する。そこは、縄文時代晩期以前に形成された扇状地

がその後洪水に伴う細粒堆積物の被覆によって埋没したところにあたり、埋没した旧中州と旧河道が認

められる。

　調査区東部では、扇状地が埋没した後の縄文時代晩期、弥生時代後期、およびそれ以降に小規模な流

路が数本形成され、弥生時代中期以前と１２～１３世紀に竪穴住居や掘立柱建物、墓などがつくられた。こ

れらは主として比較的高燥な埋没旧中州上にみられたものの、１２～１３世紀の掘立柱建物と墓の一部はわ

ずかに低い埋没旧河道上にも立地した。他方、調査区西部では、扇状地が埋没する過程で北からの支流

が２度流れた。これらの旧河道を中心とする低湿な範囲では、古墳時代後期に洪水のおよぶ環境下で水

田稲作が営まれた。また、埋没旧中州上は主に居住域となり、古墳時代初頭に竪穴住居が、平安時代に

は掘立柱建物が建てられた。

　以上のように、本遺跡の調査区では埋没微地形の影響によって現出した地形環境を人間が利用して生

活した。ただし、調査区東部では１２～１３世紀における居住が埋没旧河道上にもおよんでおり、これは建

物の立地を考える上で特筆される現象であるといえる。

第５章　自然科学的調査の成果
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第６章　ま　と　め

第１節　古墳時代初頭の土師器について（第２３～２５図）
１．土器の分類
　池ノ下遺跡から出土した古墳時代初頭の土器について分類を行う。土器の器種は、壺形土器、壺形土

器蓋、甕形土器、甕形土器蓋、鉢形土器、手焙、有孔鉢、高坏形土器、器台形土器、小型丸底壺、小型

丸底鉢、小型器台、製塩土器などが出土している。以下、これらの器種名のうち「形土器」を略称して

記述する。なお、前後するが、第４章本文中の記述も本分類による。

壺
　壺は形態を重視して、分類を行った。特に口縁部の形態・全体の形態を中心に、広口壺、広口長頸壺、

二重口縁壺、直口壺、短頸壺、無頸壺に分類した。

広口壺
A

広口長頸壺
A

直口壺
AaF Ab B

短頸壺
Aa Ab Ac Ba Bb

B

B C D E

B
二重口縁壺
A

第２３図　古墳時代初頭土器分類（壺）

第１節　古墳時代初頭の土師器について
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　広口壺は口頸部が大きく広がる壺で、形態によりＡ・Ｂに分類した。広口壺Ａは球形の体部に外反す

る口頸部もつ。広口壺Ｂは直立する頸部に短く外傾する口縁部をもつ。広口壺は丹波・但馬地域系の土

器である。

　広口長頸壺は、頸部が長く口縁部が外方に屈曲する壺で、形態によりＡ・Ｂに分類した。広口長頸壺

Ａは直立する頸部から口縁部が大きく外反する。広口長頸壺Ｂは口縁部が有段で、擬凹線文を施す。

　二重口縁壺は口縁部に外反する二次口縁を持つ壺で、形態及び施文によりＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆに分

類した。二重口縁壺Ａは直立する頸部から口縁部が外反した後、さらに大きく外反する。扁球形の体部

で、体部・口縁部とも加飾する。二重口縁壺Ｂは短く外傾する頸部から口縁部が外反する。口縁部は有

段口縁である。二重口縁壺Ｂは丹波・但馬地域系の土器である。二重口縁壺Ｃは短く外傾する頸部から

口縁部が外反する。二重口縁壺Ｄは外反する頸部から口縁部が外傾する。いわゆる複合口縁である。二

重口縁壺Ｅは外反する頸部から口縁部が直立する大形の壺である。二重口縁壺Ｆは外反する頸部から口

縁部が直線的に内傾する大形の壺である。

　直口壺は、外傾し直線的に伸びる口頸部をもつ壺で、頸体境に突帯をもたないものを直口壺Ａａ、突

帯をもたないものを直口壺Ａｂに細分した。

　短頸壺は、口頸部が短い壺で口頸部の形態により、Ａ・Ｂ・Ｃに分類した。短頸壺Ａは球形体部に直

立する短い口頸部をつける壺で、小形の短頸壺Ａａ、大形の短頸壺Ａｂ、低い脚台を付けた短頸壺Ａｃと

に細分した。短頸壺Ｂは小形の縦長の体部に短い口頸部をつける壺で、小形の短頸壺Ｂａと、大形の短

頸壺Ｂｂとに細分した。短頸壺Ｃは縦長の体部に、大きく開く短い口頸部をつける壺である。

　無頸壺は体部が半球形の平底で、口縁部は内弯し、ミガキ調整で仕上げる。

甕
　甕は形態および調整・胎土を重視して、分類を行った。特に全体の形態・口縁部の形態、体部の調整

を中心にＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ・Ｍに分類した。

　甕Ａは、球形の体部に、く字に外反する口縁をもつ。体部外面はタタキ整形あるいは、タタキ後ハケ

調整を行っている。内面は横方向のハケ調整を行うものや、部分的にケズリを行うもの、全面にケズリ

を行うものなどある。縦長の体部をもつものを甕Ａａ、球形の体部をもつものを甕Ａｂに細分した。甕Ｂ

は、甕Ａと同様にく字に外反する口縁をもつ。口縁端部を上方につまみ上げる。体部は球形で、体部外

面は細かいタタキ調整を行う。内面はケズリを行い、ナデやハケ調整を行う。器壁は薄く仕上げる。

　甕Ｃは、く字に外反する口縁をもつ。体部外面はハケ調整を行う。球形の体部で大形のものを甕Ｃａと、

小形のものを甕Ｃｂに細分した。甕Ｄは、く字に外反する口縁をもち、内弯気味に立ち上がる。球形の

体部に、体部外面は縦方向と肩部に横方向のハケ調整を行い、内面はケズリを行う。甕Ｅは縦長の体部

に、外反する口縁をもつ。体部外面はハケ調整を行う。内面は縦方向のハケ調整を行うものや、縦方向

のケズリを行うものがある。大形のものをＥａ、小形のものをＥｂに細分した。甕Ｆは、く字に外反する

口縁をもち、口縁端部を上方につまみ上げ面を作る。球形の体部に、外面はタタキ後ハケ調整、内面は

ハケ調整を行う。

　甕Ｇは大形の球形の体部に、く字に外反する口縁をもつ。体部外面は左上がりのタタキ後ハケ調整を

行う。甕Ｈは球形の体部で、口縁部は短く外反し、端部を上方につまみ上げる。体部外面はハケ調整、

内面はケズリを行う。甕Ｉは肩が張った体部に、短く外反する口縁部をもつ。口縁端部は丸く収めるも

のや上方につまみ上げるものがある。体部下半外面及び底部はミガキ調整、内面はケズリを行い、上半

第６章　ま　と　め
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内面はオサエ痕跡が顕著である。甕Ｉは讃岐地域系の甕である。甕Ｊは縦長の体部に頸部が外反し、内傾

する口縁をもつ。体部下半外面はミガキ調整、内面はケズリを行い、下半内面は指オサエ痕跡が顕著で

ある。口縁端部に擬凹線文を施すＪａと、ナデで仕上げるＪｂとに細分した。甕Ｊは吉備地域系の甕である。

甕Ｋは短く外反する頸部から口縁部が外傾する。いわゆる複合口縁である。甕Ｋは山陰地域系の甕であ

る。甕Ｌは縦長の体部に短い有段口縁をもち、口縁端部は上方に拡張し、擬凹線文を施す甕Ｌａと、ナデ

で仕上げる甕Ｌｂとに細分した。体部外面は基本的にハケ調整であるが、ミガキ調整を行うものもある。

内面は全面にケズリを行うものや下半部のみケズリを行うものなどがある。丹波・但馬地域系の甕であ

るが、播磨地域でも一定量出土している。甕Ｍは球形の体部に幅広の有段口縁をもち、口縁端部に擬凹

線文を施す。

鉢
　鉢は形態により、分類を行った。特に口縁部及び底部の形態により、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇに分

類した。鉢Ａは口縁部が屈折して外反する鉢で、小形の鉢Ａａと、大形の鉢Ａｂとに細分した。鉢Ｂは口

縁部が外反する大形の鉢で、大きな平底である。鉢Ｃは口縁部が直線的に開き、平底の鉢Ｃａと、底部を

突出させ上げ底の鉢Ｃｂとに細分した。鉢Ｄは口縁部が直線的に開く半球形であり、タタキ整形を行う。

丸底もしくは尖底である。深めに作る鉢Ｄａと、浅めに作る鉢Ｄｂと、低い脚台を付けた鉢Ｄｃとに細分

した。鉢Ｅは口縁部が直線的に開く半球形であり、ハケ調整で仕上げている。鉢Ｆは口縁部が直線的に

開く扁球形である。鉢Ｇは有段口縁で口縁端部は上方に拡張する。底部に低い脚台が付く鉢Ｇａと、大

形で脚台が付かない鉢Ｇｂとに細分した。鉢Ｇは丹波・但馬地域系の土器である。

手焙
　手焙は覆部のみの出土である。

Aa B

IH Ja K La

Lb

Jb

Ab

D Ea Eb F G

Ca Cb

第２４図　古墳時代初頭土器分類（甕）
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第２５図　古墳時代初頭土器分類（鉢・有孔鉢・高坏・器台他）
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有孔鉢
　有孔鉢は形態及び底部の穿孔により分類を行い、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅに分類した。

　有孔鉢Ａは鉢Ｄの底部に１孔を穿孔したものである。有孔鉢Ｂは鉢Ｅの底部に１孔を穿孔したもので

ある。有孔鉢Ｃは体部の形態は直口壺であるが、底部に１孔を穿孔しているため、ここに含めた。有孔

鉢Ｄは体部の形態は甕であるが、底部に１孔を穿孔しているため、ここに含めた。有孔鉢Ｅは体部の形

状は明らかでないが、底部が多孔のものである。

高坏
　高坏は形態により分類を行った。特に坏部の形態により、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆに分類した。

　高坏Ａは坏部に稜を作り、口縁部が外反する。外面を縦ミガキするＡａと、外面を横ミガキするＡｂと

に細分した。高坏Ｂは坏部に稜を作り、口縁部が直立する。高坏Ｃは坏部上半に段をもち、屈折して直

線的に伸びる高坏Ｃａと、さらにもう一度屈曲する高坏Ｃｂとに細分した。高坏Ｄは坏部が椀形で、口縁

部は有段である。擬凹線文を施す高坏Ｄａと、ヨコナデで仕上げる高坏Ｄｂとに細分した。高坏Ｄは丹

波・但馬地域系の高坏である。高坏Ｅは坏部が椀形で、弱い稜を作り口縁部は外反する。高坏Ｆは坏部

が浅い椀形を呈する。外面を縦ミガキするＦａと、外面を横ミガキするＦｂとに細分した。

器台
　器台は形態により、Ａ・Ｂ・Ｃに分類した。器台Ａは体部から大きく外反する口縁部が付く。器台Ｂは

有段口縁で口縁端部は上方に拡張し、擬凹線文を施す。器台Ｂは丹波・但馬系の土器である。器台Ｃは

口縁部が単純に大きく外反する。

小型丸底壺
　小型丸底壺は体部と口縁部の比率により、Ａ・Ｂ・Ｃに分類した。小型丸底壺Ａは口縁部よりも体部

の比率が大きい。小型丸底壺Ｂは口縁部と体部の比率がほぼ同じものである。小型丸底壺Ｃは口縁部よ

りも体部の比率が小さい。

小型丸底鉢
　小型丸底鉢は扁平な体部から屈折して外方に伸びる口縁部をもつ。

小型器台
　小型器台は形態により、Ａ・Ｂに分類した。小型器台Ａは浅い皿形の受部から脚部が屈折する。小型

器台Ｂは浅い皿形の受部と脚部の柱状部をもち、裾部が屈折する。

壺蓋
　壺蓋は形態によりＡ・Ｂに分類した。壺蓋Ａは小形の半球形をなし、口縁部に紐孔を持つ。壺蓋Ｂは

大形で、つまみを持つ。

製塩土器
　製塩土器は体部をタタキで仕上げており、手捏整形した低い脚台が付く。

籠目土器
　鉢の体部外面に籠の圧痕が残り、内面はミガキ調整で仕上げる。

匙
　匙は瓢の体部を加工して刳り抜き、匙を模倣した土器である。

鳥形土製品
　鳥の形を模した土器の可能性が高い。

第１節　古墳時代初頭の土師器について
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第２節　古代・中世の土器について
１．律令期の須恵器
　律令期の土器は調査地西部のＦ地区西部・Ｈ地区で多く出土している。遺構に伴って出土したものは

少なく、包含層から出土したものがほとんどである。土師器には残存状況の良いものは少なく、須恵器

についてのみ整理しておく。

　杯（９５１・１０１０・１０１１・１１７１・１５１７～１５２０・１５３８）は体部下半に丸味をもつ小ぶりの杯で、古墳時代の

杯蓋が身に逆転した形態である。口径１１．４㎝～９．４㎝、径高指数３０以上である。７世紀代の口縁部にか

えりのある蓋は出土していないため、８世紀まで下るものも多いと思われる。

　杯Ａは口径１２．７㎝～１１．０㎝のもの（１０４１・１４７７・１５５１・１５６９）と口径１５．８㎝～１３．７㎝（１３３６・１３３７・１３６０・

１３８３・１３９７・１５０５・１５１１・１５６８）のものに分かれる。後者のほうが浅手で、器高が高く、スコバ谷・新

田Ｂ谷窯跡に近い。前者はそれをやや遡る西奥窯段階のものも含まれると思われる（森内・永井１９９３）。

　杯Ｂは口径１６㎝以下のものが主体を占めている。径高指数３５以上（１１２０・１３５１・１５１６）、３５未満～３０以

上（１１６９・１３３８・１５１５・１５４１）、３０未満もの（１００４・１１７０・１３５２・１３８１・１４７６・１５１３・１５１４）に分かれる。

３０未満のものは西奥窯段階のものと思われる。その他、口径１７～１８㎝台（１４７５・１５７２）、２０㎝前後のもの

がある（１５７０・１５７１）。大型のものはスコバ谷・新田Ｂ谷窯跡以降のものと思われる。

　皿には高台をもたないともつものがある。高台をもたないものは、口縁部が平底の底部から強く屈曲

して立ち上がるもの（１３８３・１５０５・１５１２・１５４２・１５７３～１５７５）と底部から緩やかに彎曲して立ち上がるも

のがある（１５２１・１５２２）。前者は口径１５㎝前後のものが多く、後者は口径２６㎝前後である。高台をもつも

のは器高の高いもの（１３４５・１４６１）と器高の低いもの（１３７５・１５５２・１５５３・１５７６・１５７７）がある。器高の高

いものは杯Ｂ形で、口径は２６㎝前後である。器高の低いものは口径２０㎝前後である。

　その他、稜碗は８点（１２５４・１３３９・１３９８・１４８２・１４８３・１５２４・１５４３・１５７８）、円面硯は８点（１３４９・

１４０６・１５２９・１５３０・１５５４～１５５７）出土している。円面硯には１５５４のようにやや大型のものが含まれてい

る。

　時期的には８世紀中葉～後半を中心にするものと思われる。皿は種類が多く、大型のものが含まれて

いる。稜碗や硯も少なくない。一般集落より格の高い集落あるいは官衙的な施設が、調査区以北の現苫

編集落下に存在する可能性が高いものと思われる。

２．唐三彩
　Ｈ地区６９区の包含層から唐三彩弁口瓶（１５８４）が出土している。口縁部から頸部下端までが残存してお

り、口縁部の特徴的な形状から弁口瓶であることは明瞭である。亀井明徳氏によると弁口瓶には無頸の

ものと有頸のものがあり、今回の出土例は伝世例の多い有頸球形胴形のものである（亀井１９９９）。体部に

メダリオンや大型の宝相華文を貼り付けたものや弦文のものがあり、時期は盛唐期の８世紀前半と考え

られている。

　唐三彩の国内での出土は約７０遺跡でみられ、県内では他に芦屋廃寺跡（芦屋市）、淡路国分寺跡（南あ

わじ市）で出土している（大村２００２）。瓶類の出土例は少なく、他に沖ノ島第５号・７号遺跡（福岡県）、

備後寺町廃寺（広島県）がある程度で、弁口瓶の出土例は他にない。瓶類を含む中型品は寺院跡での出土

が多いが、その他の小型品は個人の所有の性格が高いものとされ、入手の経路は遣唐使に加わった官吏

第６章　ま　と　め



－　２６２　－

や船舶の水手などの労務者の手土産として将来されたものが多いのではないかとされている（亀井２００３）。

池ノ下遺跡の出土遺物中には若干の瓦が含まれるものの、明瞭に仏教的な色彩を示す遺物は出土してい

ない現状では寺院の存在を示す証拠はない。当遺跡が所在する英賀は、夢前川河口部付近に位置し、古

代には「英賀河尻」（『播州円教寺記』）という湊が存在したとされることからすると、池ノ下遺跡近隣に

港湾に関連する施設が存在し、唐三彩は遣唐使に随行した官吏や労務者など水上交通に関わる人によっ

てもたらされた可能性が考えられる。

３．平安期の施釉陶器
　９～１１世紀の土器についても遺構からまとまって出土したものはほとんどなく、律令期の須恵器に比

べて図化したものは少ない。ただし、施釉陶器についてはかなりの小破片でも図化を行っている。

　緑釉陶器は９点出土している。律令期の須恵器と同じくＦ地区西部、Ｈ地区での出土が多い。碗・皿

類が６点で、蛇の目高台が１点（１１８２）、平高台が１点（１４０８）、輪高台が３点（１４９５・１５４７・１５８１）である。

その他に小型の壺（１３５４）、壺もしくは香炉蓋（１４３５）、底部破片（１３３４）がある。時期的には９世紀～１０世紀

前半のものである。

　灰釉陶器は１１点（１４０９～１４１４・１４３６～１４３９・１４９４）出土している。Ｆ地区西部とＧ地区で多く出土して

いる。いずれも碗皿類で、Ｋ－９０型式（９世紀後半）と考えられる。

　律令期に引き続き、１０世紀前半頃まで調査区西部の北側に位置する集落は有力な地位を占めていたも

のと考えられる。

４．中世の土器
　１２世紀には掘立柱建物跡の柱穴、溝、土坑などから遺物が出土し、１３世紀までは同様の状態が続く。

１４世紀以降の土器は少ない。

　１２世紀前半の資料はＳＫ０４５・ＳＫ０４７・Ｐ４００１・ＳＤ０１３・ＳＤ０８６などから出土している。須恵器碗はや

や器高が高く、見込みにくぼみの痕跡を残している。須恵器小皿は小碗形のものや、やや器高の高いも

のがある。土師器皿・小皿はいずれも底部ヘラ切りである。土師器鍋は浅い甕形で、調整はハケである。

瓦器碗（１１２１）は尾上編年Ⅱ－１・２期のものである（尾上１９８３）。

　１２世紀後半の資料はＳＫ５０、ＳＢ０６５柱穴、ＳＢ０６７柱穴などから出土している。須恵器碗はやや器高が

低く、見込みにくぼみが認められなくなる。土師器皿・小皿はいずれも底部ヘラ切りである。土師器鍋

は浅い甕形で、調整はハケのものと（１３０１）、播丹型のもの（１３２８）があるようである。瓦器碗（１２９６）は尾

上編年Ⅲ－１期のものである。

　１３世紀の資料はＳＢ００９柱穴、ＳＤ２０６、ＳＫ０６２などの資料がある。土師器皿・小皿は成形が手づくねで

ある。ＳＫ０６２は土師器皿の口縁部の屈曲が強く１３世紀代でもやや新しい可能性がある。土師器羽釜、瓦

質土器羽釜があり、瓦質土器羽釜は三足の付くものがある。須恵器碗、瓦器碗などは小片のみしか伴っ

ていない。

　１２世紀代の土師器皿・小皿の底部がほぼすべてヘラ切りで、糸切りを含まないことは姫路近辺の特徴

として挙げられる。加古郡や揖保郡では糸切りが主体を占めていることとは大きく異なり、この特徴は

地域圏を考える上で注目すべき事象である。ただし、１３世紀には手づくね成形に変化するようである。 
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５．中世の輸入陶磁器
　白磁は５６点出土している。碗が５１点（碗Ⅳ類３５点、碗Ⅴ類７点）、皿が２点、小杯が１点、水注が２点

である。青磁は１４点出土している。いずれも碗皿で、龍泉窯系は１０点、同安窯系は４点である。その他

に褐釉陶器壺１点、染付磁器６点がある。白磁碗が多く、１２世紀代のものが多いようである。
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第３節　池ノ下遺跡の変遷（第２６～３１図）
１．池ノ下遺跡の概要
　池ノ下遺跡は区画整理事業に伴う発掘調査であるため、事業範囲は広域であるが、調査範囲は部分的

である。事業地約１４７，６００㎡に対して２５，２６０㎡、約１７％の調査を実施したのみである。これは池ノ下遺

跡に縦横にトレンチを入れた状態になり、遺跡の概要を把握できる結果となった。

　第３章では各調査区の遺構の説明を個別に行い、第４章では遺物ごとの説明を行ったが、今回報告し

た遺構・遺物がすべてではない。また同一遺構でも調査区が離れている場合別の遺構番号を付けた場合

が多い。今回報告した遺構は竪穴住居３棟、掘立柱建物８８棟、柱列７基、土坑１３１基、墓３基、池状遺

構３基、木組など１２基、井戸１基、その他２基である。

　以下、池ノ下遺跡の変遷を時代順にまとめる。

２．旧石器時代
　池ノ下遺跡の旧石器時代の遺構は検出していないが、原位置を遊離した状態で、後期旧石器時代のナ

イフ形石器が２点出土した。３３区と５５区からの出土であり、いずれも古代以降に大きく削平された調査

区である。苫編山南麓での後期旧石器時代人の活動を示すものである。

３．縄文時代
　池ノ下遺跡の縄文時代の遺構は陥し穴と焼土遺構と流路がある。遺構や遺物から継続的に活動が行わ

れていたことがわかる。焼土は１６区の東端のＳＦ００１と２７区東端のＳＦ００２・ＳＦ００３がある。ＡＭＳの年代

測定の結果、中期から後期の年代が出ている。４６区ＳＸ００１からは中期後半の完形に近い土器が出土して

おり、削平を受けているが、今後注意を要する。

　晩期の遺構は流路があり、１９区ＳＤ０１５－２８区・３０区・３７区ＳＤ０４５が大きく蛇行して流れており、２８

区・３０区・３７区は以後古墳時代初頭まで溝が継続して掘り続けられている。他に東部地域を中心として

溝が存在している。

４．弥生時代
　弥生時代は３時期に分けることができる。

　弥生時代前期は竪穴住居・土坑・溝を検出した。１６区には竪穴住居ＳＨ００１があり、５８区では土坑ＳＫ

０５８がある。溝は３３区・３５区ＳＤ０５８－４５区ＳＤ１２４－５８区ＳＤ１９４と続く。前期の遺構は中央部から東半部

に遺構や遺物が広がっている。

　弥生時代中期は溝を検出した。縄文時代晩期の２８区・３０区・３７区ＳＤ０４５の上層の溝ＳＤ０４６と３３区・３４

区ＳＤ０６２～ＳＤ０６４－３７区ＳＤ９９・１００へ流れる溝と５０～５３区ＳＤ１４６－５５区ＳＤ１６９がある。２８区には後期に

かけて杭や木組みの遺構が存在しており、下流に水田域が推定できる。

　弥生時代後期は溝を検出した。１・２区ＳＤ００２－１９区ＳＤ０１６と縄文時代晩期の２８区・３０区・３７区ＳＤ

０４５の上層の溝ＳＤ０４７とＳＤ０４８がある。ＳＤ０４８からは銅鏃が出土している。

　弥生時代は、溝を中心としているが、後世の削平を考慮して、本来は疎らに遺構が広がっていたと考

えられる。 

第３節　池ノ下遺跡の変遷
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５．古墳時代初頭
　古墳時代初頭は竪穴住居・土坑・溝を検出した。

　遺物が多量に出土している溝は５８区ＳＤ２０１－４９区ＳＤ１３８－５５区ＳＤ１７１－５６・６０区ＳＤ１８６－６７区ＳＤ１８６

が蛇行しながら北東から南西へ流れる。上流は遺物量が少ないが３３・３５区ＳＤ０７７－３６区ＳＤ０９０－４７区ＳＤ

１３１・１３２が古墳時代初頭の溝であると考えられる。西側は６２区ＳＤ２１１－６４区ＳＤ２２７－６５区ＳＤ２４３と蛇行

して南北に流れる。

　この２本の溝間は微地形復原では微高地となっており、竪穴住居は５８区ＳＨ００２と６４区ＳＨ００３の２棟や

５６区の土器集中ＳＸ００２や炭を伴った溝ＳＤ１８０が存在する。また現在の苫編集落と重なっており、居住域

として推定できる。

　遺物は、吉備地域・讃岐地域・阿波地域・河内地域・丹波但馬地域・山陰地域など他地域の土器が出

土しており、この時期の特徴である。遺物量から、古墳時代初頭は池ノ下遺跡の中心となる時期の一つ

である。

６．古墳時代中期
　古墳時代中期は溝と水田と粘土採掘土坑を検出した。

　古墳時代初頭の溝６２区ＳＤ２１１－６４区ＳＤ２２７－６５区ＳＤ２４３の上層の溝と３７区の西端で溝ＳＤ１０８がある。

６４区ＳＤ２２７－６５区ＳＤ２４３の東側には水路を伴った水田を複数面検出した。水田は、微地形の等高線を見

ると谷部にあたる。この谷は姫路バイパス南西側に広がっており、試掘調査では遺構や遺物が確認でき

なかった地点にあたり、水田が広がっているものと考えられる。

　６８区で粘土採掘土坑ＳＫ１２４～ＳＫ１３４を検出した。切り合いながら粘土を採掘している。

　古墳時代中期は西部地区を中心に存在しているが、遺構や遺物の量から密度が低い時期である。

７．古代
　古代の遺構は溝・掘立柱建物があり、西半部の地区で遺構・遺物が多く出土している。

　５３区でＬ字に屈折する溝ＳＤ１６１・１６２があり、５４区のＳＤ１６３に続くと考えられる。隣の５５区では掘立柱

建物を２棟検出している。

　遺物は６９区の包含層から唐三彩弁口瓶が出土しているほか、Ｆ地区西部やＨ地区など調査地西部で円

面硯・瓦や石帯が出土している。

　調査地では遺構の密度は低く、正方位の地割が存在する苫編集落に遺跡の中心があったと考えられる。

　

８．中世前期
　中世前期の遺構は、溝・掘立柱建物・土坑・木棺墓・土壙墓など調査区全面から検出している。

　表層条里の痕跡は顕著に残り、埋没条里の溝を検出している。条里の坪内には壺を区画する溝と掘立

柱建物・土坑・墓などがある。遺構の方位は条里方向を前後する方向で揃っており、条里坪内に計画的

に配置された様子が読み取れる。掘立柱建物は存在する場所と、存在しない場所とが明瞭に分かれる。

掘立柱建物が存在する場所でも、切り合い関係があり、同一場所に建て替えを行いながら継続的に住み

続けた場所と、切り合い関係がなく建て替えが認められない場所がある。また古墳時代以前は流路だっ

た条件の悪い場所にも建物を建てており、計画的な宅地配置が行われた様子がうかがえる。５３区では鍛
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第２８図　古墳時代初頭の池ノ下遺跡
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第３０図 古代の池ノ下遺第３０図　古代の池ノ下遺跡跡

第３１図 中世前期の池ノ下遺第３１図　中世前期の池ノ下遺跡跡

第３節　池ノ下遺跡の変遷



－　２７１　－

第６章　ま　と　め



－　２７２　－

冶炉を検出しており、鉄滓が多量に出土している。２３区ＳＢ０３７では柱穴から鉄滓と砥石が出土して注目

される。

９．まとめ
　今回の池ノ下遺跡の調査は道路部分のみの調査であり、部分的な調査であるが、概要を知ることがで

きた。古代以降の条里区画の大規模な造成によって、それ以前の起伏が激しかった地形は平準化され、

古墳時代以前の微高地は大きく削平を受けた。このため、微高地に存在していたと推定される居住地の

遺構の多くは痕跡を残していない。竪穴住居や掘立柱建物・土坑など集落の構成要素を検出しているが、

竪穴住居は数㎝の壁面を確認したのみである。微低地に存在していた流路や溝などは微地形の復原に対

応しており、地形に即している。これとは別に微地形に対応しない溝も存在し、これは水田開発による

ものと考えられる。

　古代以前は蛇行した溝であったが、古代以降は直線的な溝が掘削される。餝磨郡条里は北から東へ

２０°振っており、中世の掘立柱建物や溝・木棺墓などはほぼ前後する方位で作られている。しかし、奈

良時代の唐三彩弁口瓶や円面硯・石帯・瓦など古代の寺院・官衙的遺物が出土している調査区西部の地

域は様相が異なる。北側の調査対象外の苫編山南麓谷部に位置する苫編集落には、正方位の地割が存在

しており、今後注意しなければならない。

　中世前期は条里区画の坪内に整然とした宅地が作られており、掘立柱建物が１１世紀後半から１３世紀の

間継続して建てられている。しかし、中世後期以降は溝からは遺物は出土するが、掘立柱建物は建てら

れなくなる。現在の苫編集落と重なる地点や豆田遺跡などに集落は移転し、土地利用の形態が変化した

ためであろうか。周辺の遺跡の動向とも合わせて考える必要がある。

　以上のように、今回の池ノ下遺跡の調査は地形に応じた各時代の集落景観がたどれる稀有な調査で

あった。

第３節　池ノ下遺跡の変遷
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分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

７．２　３．２＋　－　ＳＤ０１５１９Ｃ２００７０５７鉢底部縄文土器２４２２１３１
－　２．２＋　－　ＳＤ０１６１９Ｃ２００７０５７深鉢縄文土器２４２２１３２
－　４．０＋　－　ＳＤ０２１２１Ｃ２００７０５７深鉢縄文土器２４２２１３３
－　５．３＋　－　ＳＤ０４５２８Ｄ２００５１５７深鉢縄文土器２４０２１３４
－　５．９＋　－　ＳＤ０４５２８Ｄ２００５１５７深鉢縄文土器２４０２１３５
－　２．７＋　－　ＳＤ０４５２８Ｄ２００５１５７深鉢縄文土器２４０２１３６
－　３．０＋　－　ＳＤ０４５２８Ｄ２００５１５７深鉢縄文土器２４０２１３７
－　９．７　　－　ＳＤ０４５２８Ｄ２００５１５７深鉢縄文土器２４０２１３８
－　３．５＋　－　ＳＤ０４９２８Ｄ２００５１５７深鉢縄文土器２４０２１３９
－　２．１＋　－　ＳＤ０４７３０Ｄ２００５１５７深鉢縄文土器２４０２１３１０
－　４．６＋　－　ＳＤ０７６３３Ｄ２００５１５７深鉢縄文土器２４０２１３１１
－　５．９＋　－　ＳＤ０５８３３Ｄ２００５１５７深鉢縄文土器２４０２１３１２
－　５．７＋　－　ＳＤ０４５３７Ｄ２００５１５７深鉢縄文土器２４０２１３１３
３．８　２．８＋　－　ＳＤ０４５３７Ｄ２００５１５７深鉢底部縄文土器２４０２１３１４
－　５．２＋　－　ＳＤ１２０４２Ｅ２００５１９４深鉢縄文土器２４７２１３１５
５．２　２．３＋　－　ＳＤ１２０４２Ｅ２００５１９４深鉢底部縄文土器２４７２１３１６

胎土№１０１０．６　４６．７　　　２９．０　ＳＸ００１４６Ｆ２００６０９３深鉢縄文土器２４１２１３１７
１１．０　１．９＋　－　ＳＸ００１４６Ｆ２００６０９３深鉢底部縄文土器２４１２１３１８

ＳＸ００１４６Ｆ２００６０９３深鉢縄文土器２４１１９
ＳＸ００１４６Ｆ２００６０９３深鉢縄文土器２４１２０

－　２．５＋　（２１．７）ＳＤ１６５５５Ｆ２００６０９３深鉢縄文土器２４８２１３２１
－　２２．５＋　４３．４　ＳＤ００２２Ａ２００７０５７「く」字口縁鉢弥生土器２４２第１図２２
６．２　３．１＋　－　ＳＤ００１２Ａ２００７０５７壺底部弥生土器２４２第１図２３
－　２６．１＋　１８．４　ＳＤ０１６１９Ｃ２００７０５７広口壺弥生土器２４２第１図２４
－　７．６＋　１１．８　ＳＤ０１６１９Ｃ２００７０５７長頸壺弥生土器２４２第１図２５
８．０　２．３＋　－　ＳＤ０１４１９Ｃ２００７０５７壺底部弥生土器２４２第１図２６
－　９．１＋　２０．０　ＳＤ０４５２８Ｄ２００５１５７広口壺弥生土器２４３２１４２７

胎土№１５．８　２６．３　　１５．３　ＳＤ０４５２８Ｄ２００５１５７「く」字口縁甕弥生土器２４４２１４２８
－　３．８＋　－　ＳＤ０４５２８Ｄ２００５１５７壺弥生土器２４４２１４２９
６．５　２．１＋　－　ＳＤ０４５２８Ｄ２００５１５７甕底部弥生土器２５２２１４３０
６．３　４．３＋　－　ＳＤ０４５２８Ｄ２００５１５７甕底部弥生土器２４３２１４３１
－　１．９＋　(２０．１)ＳＤ０４７２８Ｄ２００５１５７広口壺弥生土器２４３２１４３２
－　２．２＋　１０．６　ＳＤ０４７２８Ｄ２００５１５７広口壺弥生土器２４３２１４３３
－　１．７＋　（１９．４）ＳＤ０４７２８Ｄ２００５１５７広口壺弥生土器２４３２１４３４
－　１１．４＋　（１６．３）ＳＤ０４７２８Ｄ２００５１５７「く」字口縁甕弥生土器２４３２１４３５
－　６．９＋　（１２．６）ＳＤ０４６２８Ｄ２００５１５７「く」字口縁甕弥生土器２４３２１４３６
－　１．５＋　（２０．６）ＳＤ０４６２８Ｄ２００５１５７甕弥生土器２４４２１４３７
６．８　１２．５＋　－　ＳＤ０４６２８Ｄ２００５１５７壺底部弥生土器２４３２１４３８
６．１　６．０＋　－　ＳＤ０４６２８Ｄ２００５１５７壺底部弥生土器２４３２１４３９
３．９　２１．３　　１５．０　ＳＤ０４６２８Ｄ２００５１５７「く」字口縁甕弥生土器２４４２１４４０
－　１３．９＋　１２．４　ＳＤ０４６２８Ｄ２００５１５７長頸壺弥生土器２４４２１４４１
－　２．８＋　（１０．５）ＳＤ０４６２８Ｄ２００５１５７無頸壺弥生土器２４３２１４４２
－　１．５＋　（１５．７）ＳＤ０４６２８Ｄ２００５１５７広口壺弥生土器２４３２１４４３
－　５．１＋　（１７．８）ＳＤ０４６２８Ｄ２００５１５７甕弥生土器２４４２１４４４
６．２　３．４＋　－　ＳＤ０４６２８Ｄ２００５１５７甕底部弥生土器２４４２１４４５
９．６　４．３＋　－　ＳＤ０４６２８Ｄ２００５１５７脚台部弥生土器２４３２１４４６
－　２．１＋　１４．３　ＳＤ０４９３０Ｄ２００５１５７甕弥生土器２５４２１５４７
－　５．８＋　１３．７　ＳＤ０４９３０Ｄ２００５１５７広口壺弥生土器２５４２１５４８
－　３．６＋　（１７．５）ＳＤ０４９３０Ｄ２００５１５７椀形高坏弥生土器２４７２１５４９
－　３．９＋　２７．０　ＳＤ０４７３０Ｄ２００５１５７有稜高坏弥生土器２５４２１５５０
－　７．５＋　１９．６　ＳＤ０４７３０Ｄ２００５１５７直口鉢弥生土器２５４２１５５１
－　１．５＋　（２１．６）ＳＷ０１１３４Ｄ２００５１５７広口壺弥生土器２４５２１５５２
８．０　４．６＋　－　ＳＷ０１１３４Ｄ２００５１５７壺底部弥生土器２４５２１５５３
－　４．３＋　－　ＳＷ０１１３４Ｄ２００５１５７「く」字口縁甕弥生土器２４５２１５５４
５．０　３．３＋　－　ＳＷ０１１３４Ｄ２００５１５７甕底部弥生土器２４５２１５５５
－　４．０＋　（１７．７）ＳＤ０６２３４Ｄ２００５１５７広口壺弥生土器２４５２１５５６
－　３．９＋　（１７．７）ＳＤ０６２３４Ｄ２００５１５７広口壺弥生土器２４５２１５５７
－　３．３＋　（１６．４）ＳＤ０６２３４Ｄ２００５１５７広口壺弥生土器２４５２１５５８
８．０　３．２＋　－　ＳＤ０６２３４Ｄ２００５１５７壺底部弥生土器２４５２１５５９
－　５．１＋　（２１．１）ＳＤ０６２３４Ｄ２００５１５７「く」字口縁鉢弥生土器２４５２１５６０

別表１　土器一覧（１）



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

－　４．８＋　－　ＳＤ０６５３３Ｄ２００５１５７壺弥生土器２４５２１５６１
－　３．９＋　１８．４　ＳＤ０７０３４Ｄ２００５１５７広口壺弥生土器２４５２１５６２
５．３　３．３＋　－　ＳＤ０６９３４Ｄ２００５１５７甕底部弥生土器２４６２１５６３
９．７　７．６＋　－　ＳＤ０７６３５Ｄ２００５１５７甕底部弥生土器２４６２１５６４
－　７．２＋　２４．６　ＳＤ０８１３５Ｄ２００５１５７外反口縁甕弥生土器２４６２１５６５
７．２　４．４＋　－　ＳＤ０８１３５Ｄ２００５１５７甕底部弥生土器２４６２１５６６
－　８．３＋　－　ＳＤ０８３３５Ｄ２００５１５７甕弥生土器２４６２１５６７
４．３　３．９＋　－　ＳＤ０８３３５Ｄ２００５１５７鉢底部弥生土器２５４２１５６８
－　９．２＋　－　ＳＤ０８２３５Ｄ２００５１５７壺弥生土器２４６２１６６９
－　４．３＋　－　ＳＤ０８２３５Ｄ２００５１５７壺頸部弥生土器２４６２１６７０
５．７　５．３＋　－　ＳＤ０８２３５Ｄ２００５１５７壺底部弥生土器２４６２１６７１
－　４．７＋　－　ＳＤ０８２３５Ｄ２００５１５７壺体部弥生土器２４６２１６７２
－　７．０＋　－　ＳＤ０８２３５Ｄ２００５１５７大形壺弥生土器２４６２１６７３
－　１６．３＋　（２１．４）ＳＤ０８２３５Ｄ２００５１５７外反口縁甕弥生土器２４６２１６７４
－　１０．３＋　（２２．５）ＳＤ０８２３５Ｄ２００５１５７外反口縁甕弥生土器２４６２１６７５
７．２　６．３＋　－　ＳＤ０８２３５Ｄ２００５１５７甕底部弥生土器２４６２１６７６
８．０　５．８＋　－　ＳＤ０８２３５Ｄ２００５１５７甕底部弥生土器２４６２１６７７
４．９　１３．２＋　－　ＳＤ０９９３７Ｄ２００５１５７壺弥生土器２４７２１６７８

１０．０＋　１６．７　ＳＤ０９９３７Ｄ２００５１５７水平口縁高坏弥生土器２４７２１６７９
－　５．８＋　－　ＳＤ０９９３７Ｄ２００５１５７無頸壺弥生土器２４７２１６８０
－　１１．１＋　１１．８　ＳＤ０４８３７Ｄ２００５１５７長頸壺弥生土器２４７２１６８１
７．２　２．７＋　－　ＳＤ０４６３７Ｄ２００５１５７壺底部弥生土器２４７２１６８２
－　６．９＋　（３４．１）ＳＤ１２４４５Ｆ２００６０９３大形外反口縁甕弥生土器２４８２１７８３
－　９．６＋　（４０．４）ＳＤ１２４４５Ｆ２００６０９３大形外反口縁甕弥生土器２４８２１７８４
９．６　１０．０＋　－　ＳＤ１２４４５Ｆ２００６０９３大形甕底部弥生土器２４８２１７８５
－　６．３＋　（１６．５）ＳＤ１２７４６Ｆ２００６０９３直口壺弥生土器２４８２１７８６
４．７　２．２＋　－　ＳＤ１２７４６Ｆ２００６０９３甕底部弥生土器２４８２１７８７
－　５．８＋　（１４．４）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３壺口頸部弥生土器２６８２１７８８
－　４．５＋　（２３．０）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３外反口縁甕弥生土器２７０２１７８９
－　８．６＋　１３．２　ＳＤ１４６５１Ｆ２００６０９３「く」字口縁甕弥生土器２４８２１７９０
１３．６　（１０．６＋）（１７．０）ＳＤ１４６５３Ｆ２００６０９３脚付無頸壺弥生土器２４８２１７９１
－　３．１＋　（１２．０）ＳＤ１４６５５Ｆ２００６０９３「く」字口縁甕弥生土器２４８２１７９２
１１．４　３．７＋　－　ＳＤ１７０５５Ｆ２００６０９３脚台弥生土器２４８２１７９３
－　３．１＋　１６．０　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３広口壺弥生土器２６７２１７９４
８．０　６．３＋　－　ＳＧ００３５６Ｆ２００６０９３壺底部弥生土器２８３２１７９５
７．１　４．４＋　－　ＳＤ１８９５７Ｇ２００７０５７壺底部弥生土器２４９２１８９６
９．２　３．６＋　－　ＳＤ１８９５７Ｇ２００７０５７甕底部弥生土器２４９２１８９７
－　３．６＋　１０．８　ＳＤ１９２５８Ｇ２００７０５７広口壺弥生土器２４９２１８９８
－　１５．３＋　１２．０　ＳＤ１９２５８Ｇ２００７０５７広口壺弥生土器２４９２１８９９
－　３．７＋　－　ＳＤ１９２５８Ｇ２００７０５７壺弥生土器２４９２１８１００
－　４．６＋　－　ＳＤ１９２５８Ｇ２００７０５７壺頸部弥生土器２４９２１８１０１
－　４．４＋　－　ＳＤ１９２５８Ｇ２００７０５７壺頸部弥生土器２４９２１８１０２
－　６．７＋　（２６．８）ＳＤ１９２５８Ｇ２００７０５７外反口縁甕弥生土器２４９２１８１０３
９．２　７．２＋　－　ＳＤ１９２５８Ｇ２００７０５７壺底部弥生土器２４９２１８１０４
９．８　３．９＋　－　ＳＤ１９２５８Ｇ２００７０５７壺底部弥生土器２４９２１８１０５
８．４　６．５＋　－　ＳＤ１９２５８Ｇ２００７０５７甕底部弥生土器２４９２１８１０６
－　４．４＋　－　ＳＤ１９３５８Ｇ２００７０５７壺体部弥生土器２５０２１８１０７
－　７．５＋　－　ＳＤ１９３５８Ｇ２００７０５７甕体部弥生土器２５０２１８１０８
５．６　７．１＋　－　ＳＤ１９３５８Ｇ２００７０５７甕底部弥生土器２５０２１８１０９
－　５．６＋　－　ＳＤ１９４５８Ｇ２００７０５７広口壺弥生土器２５０２１８１１０
－　５．０＋　－　ＳＤ１９４５８Ｇ２００７０５７広口壺弥生土器２５０２１８１１１
－　２．５＋　１７．５　ＳＤ１９４５８Ｇ２００７０５７外反口縁甕弥生土器２５０２１８１１２
－　７．２＋　２５．６　ＳＤ１９４５８Ｇ２００７０５７外反口縁甕弥生土器２５０２１８１１３
－　２．４＋　－　ＳＤ１９４５８Ｇ２００７０５７無頸壺弥生土器２５０２１８１１４
－　２．０＋　－　ＳＤ１９４５８Ｇ２００７０５７外反口縁甕弥生土器２５０２１８１１５
－　４．０＋　－　ＳＤ１９４５８Ｇ２００７０５７外反口縁甕弥生土器２５０２１８１１６
－　７．２＋　－　ＳＤ１９４５８Ｇ２００７０５７外反口縁甕弥生土器２５０２１８１１７
８．５　４．０＋　－　ＳＤ１９４５８Ｇ２００７０５７壺底部弥生土器２５０２１８１１８
６．９　８．３＋　－　ＳＤ１９４５８Ｇ２００７０５７壺底部弥生土器２５０２１８１１９
８．２　６．３＋　－　ＳＤ１９４５８Ｇ２００７０５７甕底部弥生土器２５０２１８１２０

別表１　土器一覧（２）



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

３．４　２．８＋　－　ＳＤ１９５５８Ｇ２００７０５７小形壺底部弥生土器２１８１２１
６．４　４．６＋　－　ＳＤ１９５５８Ｇ２００７０５７甕底部弥生土器２５０２１８１２２
８．２　６．２＋　－　ＳＤ１９５５８Ｇ２００７０５７甕底部弥生土器２５０２１８１２３
－　６．０　　１３．６　ＳＤ１９５５８Ｇ２００７０５７壺蓋弥生土器２４９２１８１２４
－　７．３＋　１６．４　ＳＫ０５８５８Ｇ２００７０５７広口壺弥生土器２５０２１８１２５

１３．９＋　（２４．６）ＳＫ０５８５８Ｇ２００７０５７外反口縁甕弥生土器２５０２１８１２６
５．６　５．６＋　－　ＳＫ０５８５８Ｇ２００７０５７甕底部弥生土器２４９２１８１２７
１０．１　６．６＋　－　ＳＫ０５８５８Ｇ２００７０５７甕底部弥生土器２５０２１８１２８
－　４．２＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７壺弥生土器２５１２１９１２９
－　４．８＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７壺弥生土器２５１２１９１３０
－　６．５＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７広口壺弥生土器２５１２１９１３１
８．４　４．２＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７壺底部弥生土器２５１２１９１３２
７．１　３．９＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７壺底部弥生土器２５１２１９１３３
９．８　６．４＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７壺底部弥生土器２５１２１９１３４
７．２　１０．６＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕底部弥生土器２５１２１９１３５
－　３．６＋　１８．２　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕弥生土器２５１２１９１３６

胎土№１６－　１２．１＋　２３．２　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７外反口縁甕弥生土器２５１２１９１３７
－　７．８＋　（２７．０）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７外反口縁甕弥生土器２５１２１９１３８
－　１５．７＋　３５．１　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７外反口縁甕弥生土器２５１２１９１３９
－　５．７＋　（３１．５）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７外反口縁甕弥生土器２５１２１９１４０
－　５．９＋　１４．６　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７「く」字口縁甕弥生土器２５１２１９１４１
－　１．５＋　１４．２　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７「く」字口縁甕弥生土器２５１２１９１４２
３．１　１９．５　　（１３．９）ＳＫ０１５２３Ｄ２００５１５７甕Ａａ土師器２５３２２０１４３
－　１２．５＋　２１．４　ＳＤ０４８２８Ｄ２００５１５７二重口縁壺土師器２５２２２０１４４
－　４．９＋　１４．８　ＳＤ０４８２８Ｄ２００５１５７甕Ａ土師器２５２２２０１４５
－　（２５．１＋）１５．２　ＳＤ０４８２８Ｄ２００５１５７短頸壺Ａ土師器２５２２２０１４６
２．２　６．１＋　－　ＳＤ０４８２８Ｄ２００５１５７甕底部土師器２５２２２０１４７
４．０　３．７＋　－　ＳＤ０４８２８Ｄ２００５１５７甕底部土師器２５２２２０１４８
－　１０．６＋　２１．４　ＳＤ０４８２８Ｄ２００５１５７二重口縁壺土師器２５２２２０１４９
５．６　４．２＋　－　ＳＤ０４８２８Ｄ２００５１５７甕底部土師器２５２２２０１５０
４．５　１３．０＋　－　ＳＤ０４８２８Ｄ２００５１５７甕底部土師器２５３２２０１５１
４．３　１０．１＋　－　ＳＤ０４８２８Ｄ２００５１５７甕底部土師器２５２２２０１５２
－　４．１＋　（１８．２）ＳＤ０４８２８Ｄ２００５１５７甕Ｌｂ土師器２５２２２０１５３
４．４　４．４＋　－　ＳＤ０４８２８Ｄ２００５１５７壺底部土師器２５２２２０１５４
４．０　３．９＋　－　ＳＤ０４９３０Ｄ２００５１５７鉢Ｃｂ土師器２５４２２０１５５
－　３．１＋　（２３．５）ＳＤ０４９３０Ｄ２００５１５７二重口縁壺土師器２５４２２０１５６
－　７．１＋　１２．８　ＳＤ０７２３４Ｄ２００５１５７広口壺土師器２４５２２０１５７
４．４　６．７＋　－　ＳＤ０７８３５Ｄ２００５１５７壺土師器２５４２２０１５８
－　４．７＋　１２．５　ＳＤ０７９３５Ｄ２００５１５７甕土師器２５４２２０１５９

胎土№２－　１５．１＋　（１７．６）ＳＤ０８３３５Ｄ２００５１５７二重口縁壺土師器２５３２２０１６０
５．９　９．９＋　－　ＳＤ０７７３５Ｄ２００５１５７壺土師器２５４２２０１６１
－　７．４＋　（１８．８）ＳＤ０７７３５Ｄ２００５１５７甕Ｄ土師器２５４２２０１６２
４．０　６．０＋　－　ＳＤ０７７３５Ｄ２００５１５７鉢土師器２５４２２０１６３
４．５　５．８＋　－　ＳＤ０７７３５Ｄ２００５１５７鉢土師器２５４２２０１６４
５．１　５．４＋　－　ＳＤ０７７３５Ｄ２００５１５７甕土師器２５４２２０１６５
－　４．３＋　（１５．７）ＳＤ０９２３７Ｄ２００５１５７甕土師器２５４２２０１６６
２．４　１７．０　　１５．４　ＳＤ１３２４６Ｆ２００６０９３甕Ａｂ土師器２５５第２図１６７
－　１７．０＋　１８．４　ＳＤ１３２４６Ｆ２００６０９３甕Ｊｂ土師器２５５第２図１６８
－　３．６＋　（２１．７）ＳＤ１３２４７Ｆ２００６０９３二重口縁壺土師器２５５第２図１６９
－　８．０　　２０．０　ＳＤ１３１４７Ｆ２００６０９３鉢Ｄｂ土師器２５５第２図１７０
４．０　３．２＋　－　ＳＤ１３１４７Ｆ２００６０９３鉢底部土師器２５５第２図１７１
－　４．９＋　１７．２　ＳＤ１３０４７Ｆ２００６０９３鉢Ａａ土師器２５５第２図１７２
５．５　３．３＋　－　ＳＤ１３０４７Ｆ２００６０９３壺底部土師器２５５第２図１７３

胎土№３－　２６．９＋　２３．６　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３甕Ｐｂ１土師器２５５第２図１７４
－　５．０＋　（１４．８）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３広口壺Ａ土師器２６８２２１１７５
－　１２．３　　１４．２　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３広口壺Ａ土師器２５６２２１１７６
－　１４．２＋　１５．９　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３広口壺Ｂ土師器２５６２２１１７７
６．０　（３９．０）　２０．５　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３広口壺Ｂ土師器２５６２２１１７８
－　１１．８＋　１６．５　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３広口壺Ｂ土師器２６８２２１１７９
－　８．４＋　１９．６　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３広口壺Ｂ土師器２５６２２１１８０

別表１　土器一覧（３） 



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

－　１０．９＋　２０．６　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３広口壺Ｂ土師器２５６２２１１８１
－　５．２＋　１９．０　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３二重口縁壺土師器２５６２２１１８２
－　６．８＋　１９．１　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３広口壺Ｂ土師器２６８２２１１８３
４．２　１２．８　　１０．０　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３短頸壺土師器２５６２２１１８４
－　５．７＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３小型丸底壺土師器２６８２２１１８５
７．９　１０．８　　９．０　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３短頸壺Ａｃ土師器２５７２２１１８６
－　３．５＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３壺土師器２６８２２１１８７
４．７　６．２＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３壺土師器２６８２２１１８８
３．６　４．４＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢土師器２７１２２１１８９
４．９　３．７＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢土師器２７１２２１１９０
－　１７．３＋　１７．６　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２５７２２２１９１
２．４　２１．０　　１５．６　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２５７２２２１９２
－　９．２＋　１６．８　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２６８２２２１９３
２．６　１５．７　　１３．７　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａｂ土師器２５７２２２１９４
－　８．５＋　１３．５　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａｂ土師器２６８２２２１９５
２．０　１５．０　　１４．８　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａｂ土師器２５８２２２１９６
－　１５．１　　１４．０　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａｂ土師器２５８２２２１９７
－　７．２＋　１３．６　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａｂ土師器２５７２２２１９８
－　４．０＋　１５．１　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｃａ土師器２６９２２２１９９
－　５．４＋　１５．４　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｃａ土師器２６９２２２２００

１９．７＋　１６．３　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａｂ土師器２５８２２２２０１
－　１６．９＋　１８．５　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２５７２２２２０２
－　２１．６＋　１５．０　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｃａ土師器２５８２２２２０３
１７．８　１８．９　　（１５．５）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２６９２２２２０４

胎土№７－　２１．８＋　１４．４　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２５８２２２２０５
－　７．１＋　１６．５　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２６９２２２２０６
１９．７　１５．３＋　１７．４　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２５８２２２２０７
－　５．４＋　１１．７　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｅ土師器２６９２２２２０８
４．０　１５．０＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕底部土師器２５９２２２２０９
４．８　３．１＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕底部土師器２７１２２２２１０
－　８．８＋　１３．４　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｆ土師器２６９２２３２１１
－　１１．３＋　１５．８　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｌｂ土師器２５９２２３２１２

胎土№５１．９　２２．５　　（１５．１）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｌｂ土師器２６９２２３２１３
３．７　１２．７　　１１．５　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｌｂ土師器２５９２２３２１４
－　３．８＋　１３．４　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｊａ土師器２７０２２３２１５
－　２．１＋　（１４．１）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｊａ土師器２７０２２３２１６
－　６．２＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｊａ土師器２７０２２３２１７
４．６　２．０＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｊａ土師器２６８２２３２１８
－　３．８＋　（１４．４）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｍ土師器２７０２２３２１９

胎土№６－　１７．２＋　１６．６　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｍ土師器２５９２２３２２０
－　３．７＋　（１３．２）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｋ土師器２７０２２３２２１
－　４．０＋　（１４．２）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｋ土師器２７０２２３２２２
－　３．７＋　１６．０　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ｋ土師器２７０２２３２２３
－　２６．２＋　（２７．８）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ａｂ土師器２６８２２３２２４
－　１２．３＋　３１．７　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ａｂ土師器２７０２２３２２５
１２．５　１８．６　　３４．３　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｂ土師器２７０２２３２２６
１３．２　１８．６　　３６．２　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｂ土師器２５９２２３２２７
２．６　１１．３　　１３．４　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３甕Ａｂ土師器２５９２２４２２８
５．２　８．０５　　（１５．６）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｃａ土師器２６０２２４２２９
２．９　７．６＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｃａ土師器２６０２２４２３０
２．９　６．１　　９．３　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｃａ土師器２６０２２４２３１
２．８　６．０　　１０．３　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｃａ土師器２７１２２４２３２
２．２　４．７　　１０．０　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｃａ土師器２６０２２４２３３
－　４．２　　６．０　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｄｂ土師器２６０２２４２３４
２．７　２．５＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢底部土師器２６０２２４２３５
４．０　５．７＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢底部土師器２７１２２４２３６
５．６　７．７　　１２．４　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｄｂ土師器２６０２２４２３７
５．０　６．６　　８．４　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｄｃ土師器２６０２２４２３８
５．８　３．０＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢底部土師器２７０２２４２３９
８．１　２．９＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｄｃ土師器２６０２２４２４０

別表１　土器一覧（４） 
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法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

４．８　２．８＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３製塩土器土師器２７１２２４２４１
－　６．９＋　１６．１　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｄａ土師器２６１２２４２４２
－　６．２　　１２．１　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｄａ土師器２６１２２４２４３
－　５．８　　９．８　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｄａ土師器２６１２２４２４４
－　６．１　　９．０　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｄａ土師器２６１２２４２４５
－　９．１＋　１６．７　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｅ土師器２７０２２４２４６
２．７　８．８　　（１７．５）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３有孔鉢Ａ土師器２６１２２４２４７
１．８　１５．５　　１５．８　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３有孔鉢Ｂ土師器２６１２２４２４８
１１．９　１１．５　　１６．０　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３高坏Ａ土師器２６２２２４２４９
１６．１　１５．０　　２２．２　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３高坏Ａｂ土師器２６２２２４２５０
１６．２　３．１＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２６３２２４２５１
－　５．３＋　２２．７　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｂ土師器２７０２２４２５２
－　５．２＋　（２４．６）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３鉢Ｂ土師器２７１２２４２５３
－　７．０＋　（２４．８）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３高坏Ｄａ土師器２７１２２４２５４
１２．５　３．４＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２７１２２４２５５
１３．４　２．８＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２７１２２４２５６
１４．８　８．２＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２６２２２４２５７
１０．２　６．１＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２６２２２４２５８
－　６．３＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３壺蓋土師器２６３２２４２５９
－　７．８＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３器台Ｂ土師器２７１２２５２６０

胎土№４１５．１　１９．６　　２１．８　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３器台Ａ土師器２６３２２５２６１
－　９．８＋　２３．５　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３器台Ａ土師器２６３２２５２６２
－　１４．０＋　２３．３　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３器台Ａ土師器２６３２２５２６３
－　７．４＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３器台脚部土師器２７１２２５２６４
－　７．５＋　－　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３小型器台Ｂ土師器２６３２２５２６５
－　６．４＋　－　ＳＤ１４６５１Ｆ２００６０９３小型器台Ｂ土師器２６４２２５２６６
－　４．０＋　－　ＳＤ１５７５３Ｆ２００６０９３壺土師器２６４２２５２６７
５．０　２６．７　　（１５．４）ＳＤ１７２５５Ｆ２００６０９３広口壺Ａ土師器２６４２２５２６８
４．４　１８．９＋　－　ＳＤ１７２５５Ｆ２００６０９３壺土師器２６４２２５２６９
４．６　３．９＋　－　ＳＤ１７２５５Ｆ２００６０９３壺底部土師器２６４２２５２７０
３．１　１５．０　　１２．６　ＳＤ１７２５５Ｆ２００６０９３甕Ｅｂ土師器２６４２２５２７１
４．３　７．４＋　－　ＳＤ１７２５５Ｆ２００６０９３鉢土師器２６４２２５２７２
－　５．３＋　１３．３　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３広口壺Ａ土師器２７２２２６２７３
－　１３．２＋　１２．０　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３広口壺Ａ土師器２６５２２６２７４
－　４．４＋　１２．０　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３広口壺土師器２７２２２６２７５

（１６．４）１．６＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３壺口縁部土師器２６７２２６２７６
－　１３．５＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３二重口縁壺土師器２６５２２６２７７
－　５．８＋　１６．８　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３直口壺土師器２６７２２６２７８
３．２　１１．６　　１３．２　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３短頸壺土師器２７２２２６２７９
５．７　４．９＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３壺底部土師器２６６２２６２８０
４．８　４．３＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢土師器２６７２２６２８１
２１．２　１４．７＋　１６．７　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２７３２２６２８２
３．５　１５．２　　１４．４　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ａｂ土師器２７２２２６２８３
－　１７．０　　（１３．０）ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ａｂ土師器２７２２２６２８４

胎土№８－　１２．３＋　１４．４　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ｂ土師器２７３２２６２８５
－　３．７＋　１４．５　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ｂ土師器２６６２２６２８６
－　１２．６＋　（１３．２）ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ｃ土師器２６６２２６２８７
－　８．２＋　１５．２　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ｃ土師器２７３２２６２８８
－　７．４＋　１３．１　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ｅａ土師器２６６２２６２８９

（５．６）２０．６　　１３．７　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ｌｂ土師器２７３２２６２９０
－　２．０＋　（１７．２）ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ｌｂ土師器２６６２２６２９１
－　１３．２＋　１６．７　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ｌｂ土師器２６７２２６２９２
２．８　１６．４　　１４．７　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ｌｂ土師器２６７２２６２９３
－　８．２＋　１３．７　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ｌｂ土師器２６７２２６２９４
２．７　５．７＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ｌｂ土師器２６６２２６２９５

胎土№９３．０　２１．７＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３甕Ｌａ土師器２７３２２６２９６
２．７　１７．５　　（２８．７）ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ａｂ土師器２７３２２７２９７
－　６．１＋　１２．１　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ａａ土師器２６６２２７２９８
－　５．０＋　１３．７　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ｄａ土師器２６６２２７２９９
－　７．０＋　１８．７　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ｄｂ土師器２７４２２７３００

別表１　土器一覧（５） 



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

－　５．５＋　（２０．１）ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ｄｂ土師器２６７２２７３０１
－　１１．７＋　１６．２　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ｃａ土師器２６６２２７３０２
２．９　１３．７　　１４．２　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ｅ土師器２７４２２７３０３
－　６．３＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢土師器２６７２２７３０４
－　１２．６　　１６．７　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ｇａ土師器２６６２２７３０５
－　１１．８＋　１３．５　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ｇａ土師器２７４２２７３０６
４．６　６．８　　１０．０　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ｄｃ土師器２７４２２７３０７
８．７　６．２＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ｄｃ土師器２７４２２７３０８
８．９５６．０＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ｄｃ土師器２７４２２７３０９
５．１　４．４＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３鉢Ｄｃ土師器２６６２２７３１０
（１．８）１３．９　　１２．５　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３有孔鉢Ｂ土師器２７５２２７３１１
－　１３．５　　１３．０　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３有孔鉢Ｂ土師器２７５２２７３１２
１．２　８．７＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３有孔鉢Ｂ土師器２６６２２７３１３
４．４　４．０＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３有孔鉢Ａ土師器２６６２２７３１４
１４．８　１６．６　　２０．５　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３高坏Ａｂ土師器２７５２２７３１５
１６．０　１５．７　　２１．９　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３高坏Ａａ土師器２７５２２７３１６
－　２．７＋　１７．０　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３高坏Ｄａ土師器２６６２２７３１７
－　９．４＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２６７２２７３１８
－　８．６＋　－　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２６７２２７３１９
３．８　５．５　　１１．２　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３壺蓋土師器２７４２２７３２０
２．９　４．６　　１０．０　ＳＤ１８６５６Ｆ２００６０９３壺蓋土師器２７４２２７３２１
－　５．２＋　１７．６　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３二重口縁壺土師器２７８２２８３２２
－　２．５＋　（１６．０）ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３二重口縁壺土師器２７８２２８３２３
７．６　６．０＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３壺底部土師器２７８２２８３２４
６．３　４．７＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３壺底部土師器２７８２２８３２５
－　３．０　　６．０　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３壺蓋土師器２７７２２８３２６
－　７．９　　１４．８　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２７６２２８３２７
－　７．３＋　１３．４　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２７６２２８３２８
－　５．１＋　１２．４　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２７６２２８３２９
－　１０．１＋　１４．２　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕土師器２７６２２８３３０
－　９．０＋　１９．１　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕土師器２７６２２８３３１
－　９．８＋　（１５．７）ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ｃａ土師器２７６２２８３３２
－　９．６＋　１４．２　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ｅａ土師器２７６２２８３３３
－　４．８＋　（１３．９）ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ｃａ土師器２８１２２８３３４
－　２．６＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕土師器２８１２２８３３５
－　３．５＋　（１６．８）ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ｊａ土師器２８１２２８３３６
－　６．５＋　１５．５　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ｊｂ土師器２８１２２８３３７
－　４．７＋　１５．６　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ｉ土師器２７６２２８３３８
－　４．７＋　（１６．８）ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ｉ土師器２７６２２８３３９
－　３．８＋　（１５．８）ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ｉ土師器２７６２２８３４０

（８．０）（２３．２）　１４．４　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ｉ土師器２７６２２８３４１
４．７　５．６＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３甕Ｊ土師器２７６２２８３４２
４．４　２．６＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３鉢底部土師器２７８２２８３４３
３．４　２．８＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３鉢底部土師器２８１２２８３４４
５．０　６．３　　１１．２　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３鉢Ｄｃ土師器２７７２２８３４５
４．１　４．４＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３製塩土器土師器２８１２２８３４６
８．２　７．３＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３鉢Ｄｃ土師器２７７２２８３４７
４．３　２．１＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３製塩土器土師器２８１２２８３４８
－　４．４＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３手焙土師器２８１２２８３４９
－　３．３＋　１７．３　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３高坏Ａｂ土師器２７８２２８３５０
－　４．７＋　（１６．６）ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３高坏Ｂ土師器２７８２２８３５１
－　４．８＋　（１９．３）ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３高坏Ｃｂ土師器２７８２２８３５２
－　５．７＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２７８２２８３５３
１３．７　１１．４＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２７７２２８３５４
（１３．７）６．０＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２７８２２８３５５
－　４．８＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２７８２２８３５６
－　２．９＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２７８２２８３５７
－　４．６＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３小型器台Ａ土師器２７８２２９３５８
－　６．１＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３小型器台Ａ土師器２７８２２９３５９
－　５．９　　９．０　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３小型丸底壺土師器２７７２２９３６０

別表１　土器一覧（６）



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

－　５．３＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３小型丸底壺土師器２８１２２９３６１
－　５．９＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３小型丸底壺土師器２８１２２９３６２
３．０　５．３　　６．７　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３鉢手捏土師器２７７２２９３６３
１．８　２．６＋　－　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３鉢底部土師器２８１２２９３６４
－　２．８　　９．１　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３鉢Ｆ土師器２８１２２９３６５

１．２　３．４　３．５　ＳＤ１８０５６Ｆ２００６０９３粘土塊土師質２８１２２９３６６
－　７．６＋　１４．８　ＳＫ０５７５６Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２２９３６７
４．９　４．９＋　－　ＳＫ０５７５６Ｆ２００６０９３甕Ｊ土師器２２９３６８
－　３．７＋　１３．１　ＳＤ１７６５６Ｆ２００６０９３甕土師器２２９３６９
２．３　３．５＋　－　ＳＤ１７６５６Ｆ２００６０９３甕土師器２２９３７０
５．０　１０．０＋　－　ＳＤ１７６５６Ｆ２００６０９３壺土師器２２９３７１
－　２．５＋　（１２．２）ＳＫ０５５５６Ｆ２００６０９３二重口縁壺土師器２７９２２９３７２
４．０　２６．５　　１４．６　ＳＫ０５５５６Ｆ２００６０９３直口壺土師器２８０２２９３７３
４．４　５．４＋　－　ＳＫ０５５５６Ｆ２００６０９３壺底部土師器２７９２２９３７４
－　４．８　　１６．３　ＳＫ０５５５６Ｆ２００６０９３甕Ｂ土師器２７９２２９３７５
－　５．３＋　１３．６　ＳＫ０５５５６Ｆ２００６０９３甕土師器２８０２２９３７６
－　５．３＋　（１１．２）ＳＫ０５５５６Ｆ２００６０９３甕土師器２７９２２９３７７
－　１１．４＋　（１７．９）ＳＫ０５５５６Ｆ２００６０９３甕Ｃａ土師器２７９２２９３７８
６．２　４．３＋　－　ＳＫ０５５５６Ｆ２００６０９３鉢土師器２７９２２９３７９
－　９．５＋　－　ＳＫ０５５５６Ｆ２００６０９３高坏土師器２７９２２９３８０
－　１６．７＋　１７．８　Ｐ５６０６５６Ｆ２００６０９３甕Ａａ土師器２８３２２９３８１
－　３．５＋　－　Ｐ５６１０５６Ｆ２００６０９３甕土師器２８３２２９３８２
－　６．３＋　（１５．８）Ｐ５６０９５６Ｆ２００６０９３甕土師器２８３２２９３８３
－　２．３＋　１７．０　Ｐ５６０５５６Ｆ２００６０９３甕Ｌｂ土師器２８３２２９３８４
－　２．６＋　１５．６　Ｐ５６１２５６Ｆ２００６０９３甕Ｌｂ土師器２８３２２９３８５
－　６．７＋　（１３．４）Ｐ５６０２５６Ｆ２００６０９３甕Ｉ土師器２８３２２９３８６
３．７　６．２　　９．４　Ｐ５６１１５６Ｆ２００６０９３鉢土師器２８０２２９３８７
３．１　２．６＋　－　Ｐ５６０５５６Ｆ２００６０９３甕底部土師器２８３２２９３８８
３．２　２．７＋　－　Ｐ５６０３５６Ｆ２００６０９３甕土師器２８３２２９３８９
－　４．８　　５．２　Ｐ５６０７５６Ｆ２００６０９３鉢土師器２８０２２９３９０
－　２８．４＋　１６．３　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３広口壺土師器２８２２３０３９１
－　１１．１＋　１３．６　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３広口壺土師器２８２２３０３９２
－　（２７．０）　（１９．１）ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３壺土師器２８２２３０３９３
－　９．５＋　２６．３　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３二重口縁壺土師器２７９２３０３９４
－　（１０．６）　（１１．７）ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３直口壺土師器２７９２３０３９５
－　４．６＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３直口壺土師器２７８２３０３９６
１．６　１４．７＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３甕土師器２７９２３０３９７
－　１８．６＋　１４．６　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３甕土師器２８２２３０３９８
－　１９．８＋　１５．４　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３甕土師器２８２２３０３９９
－　９．３＋　（１３．８）ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３甕Ｂ土師器２８１２３０４００
－　８．１＋　１５．０　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３甕Ｂ土師器２８２２３０４０１
－　８．２＋　１４．３　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３甕Ｂ土師器２７９２３０４０２
－　３．１＋　（１４．５）ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３甕土師器２８１２３０４０３

胎土№２５－　３．６＋　（１２．８）ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３甕Ｊａ土師器２８１２３０４０４
－　５．２＋　（１７．７）ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３甕Ｋ土師器２８１２３０４０５
３．２　６．８　　（１２．１）ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３鉢Ｃａ土師器２７９２３０４０６
４．３　４．７＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３鉢Ｃａ土師器２８４２３０４０７
－　６．９　　１８．０　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３鉢Ｂ土師器２８４２３０４０８
６．６　３．３＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３鉢Ｄｃ土師器２７９２３０４０９
５．６　１．７＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３製塩土器土師器２８１２３０４１０
－　５．９＋　２１．４　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３高坏Ａ土師器２８４２３０４１１
－　４．９＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３高坏Ｆ土師器２８４２３０４１２
－　４．０＋　（１７．４）ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３高坏Ｄｂ土師器２７９２３０４１３
１３．７　１１．３＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２８４２３１４１４
－　７．２＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３高坏脚部土師器２７８２３１４１５
－　４．３＋　（８．９）ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３小型丸底壺土師器２８１２３１４１６
－　１．７＋　１６．８　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３壺口縁部土師器２７８２３１４１７
－　３．４＋　１１．２　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３鉢Ｂ土師器２７９２３１４１８
－　２．１＋　（１０．２）ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３小型器台土師器２７８２３１４１９
－　７．１＋　８．９　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３小型器台Ａ土師器２８４２３１４２０

別表１　土器一覧（７）



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

１２．０　８．４＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３小型器台Ａ土師器２８４２３１４２１
－　１２．３＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３甕Ａｂ土師器２８０２３１４２２
６．８　８．４　　１３．９　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３鉢Ｄｃ土師器２８０２３１４２３
－　５．８＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３小型器台Ｂ土師器２７８２３１４２４
－　５．８＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３小型器台Ｂ土師器２７８２３１４２５
－　２．６＋　－　ＳＸ００２５６Ｆ２００６０９３口縁部土師器２７８２３１４２６
－　４．８＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３壺土師器２８３２３１４２７
－　４．１＋　９．７　包含層５６Ｆ２００６０９３直口壺土師器２８１２３１４２８
３．６　５．９　　３．８　包含層５６Ｆ２００６０９３壺土師器２８０２３１４２９
－　２．４＋　（１３．６）包含層５６Ｆ２００６０９３甕土師器２３１４３０
－　５．５＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３甕土師器２８３２３１４３１
－　４．３＋　（１５．０）包含層５６Ｆ２００６０９３甕土師器２８３２３１４３２
８．２　３．２＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３鉢土師器２８３２３１４３３
３．４　２．６＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３製塩土器土師器２８３２３１４３４
－　５．１＋　（２０．６）包含層５６Ｆ２００６０９３高坏土師器２８３２３１４３５

６．５＋　１１．５　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７広口壺土師器２８６２３２４３６
２．５　１８．４　　（１０．７）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７広口壺土師器２８５２３２４３７

５．４＋　（１１．６）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７広口壺土師器２８６２３２４３８
－　１３．８＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７壺底部土師器２８６２３２４３９
６．４　１９．０＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７壺底部土師器２８６２３２４４０

胎土№１３３．９　１８．５　　（２０．６）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７二重口縁壺土師器２８５２３２４４１
－　５．１＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７二重口縁壺土師器２８６２３２４４２
－　１３．０＋　２４．６　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７二重口縁壺土師器２８７２３２４４３
－　２５．７＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７二重口縁壺土師器２８７２３２４４４
－　３．６＋　（１５．０）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７壺口縁部土師器２８６２３２４４５

胎土№１５２．４　１５．６　　（１２．４）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７直口壺土師器２８７２３２４４６
－　８．５＋　９．６　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７直口壺土師器２８６２３２４４７
－　９．５　　（８．０）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７短頸壺土師器２８７２３２４４８
－　８．０＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７壺底部土師器２８７２３２４４９
４．０　９．４　　８．６　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７短頸壺土師器２８７２３２４５０
２０．３　２５．２　　１４．９　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａａ土師器２８８２３３４５１
３．８　２１．７　　１４．６　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａａ土師器２８８２３３４５２
－　１９．０　　１４．０　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａａ土師器２８８２３３４５３
－　１５．４＋　１４．１　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａａ土師器２９０２３３４５４
－　２０．７＋　１５．０　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａｂ土師器２８８２３３４５５
－　１１．３＋　１７．０　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａｂ土師器２８６２３３４５６
－　１４．３＋　１４．６　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａｂ土師器２８８２３３４５７
－　１３．６＋　１６．２　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａｂ土師器２８９２３３４５８
－　１６．３＋　１３．９　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａｂ土師器２８９２３３４５９
４．１　２１．４　　１５．３　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａａ土師器２８９２３３４６０
－　２１．８　　１６．７　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａｂ土師器２８９２３３４６１
４．８　１９．３　　１５．２　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａｂ土師器２８９２３３４６２
３．０　２２．１　　１５．９　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａｂ土師器２８９２３３４６３

２．８＋　１５．５　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕口縁土師器２８６２３４４６４
－　１６．５＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａａ土師器２８６２３４４６５
－　１８．０＋　１９．２　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａａ土師器２８６２３４４６６
－　８．０＋　１１．４　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａｂ土師器２８６２３４４６７
－　１１．６＋　（１４．４）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａｂ土師器２８６２３４４６８
－　９．７＋　１３．２　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ａａ土師器２８６２３４４６９
－　５．３＋　１４．２　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕土師器２９２２３４４７０
４．３　３．０＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕底部土師器２８６２３４４７１
－　６．３＋　１５．２　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ｊ土師器２９２２３４４７２
－　７．６＋　（１９．８）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ｊ土師器２９２２３４４７３
－　１９．２＋　（１３．９）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ｅａ土師器２９２２３４４７４
２．２　１１．９　　５．８　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ｃｂ土師器２９０２３４４７５
－　６．３＋　１２．５　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ｃａ土師器２９２２３４４７６
－　１３．９＋　１５．４　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ｌｂ土師器２９０２３４４７７

（４．０）１７．９　　１３．８　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ｌｂ土師器２９２２３４４７８
８．１　（１９．５）－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕脚台付土師器２９０２３４４７９
－　５．２＋　（１２．７）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ｍ土師器２９２２３４４８０

別表１　土器一覧（８）



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

胎土№１４３．９　２６．４　　１１．６　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ｊａ土師器２９０２３４４８１
－　５．３＋　（１５．４）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ｉ土師器２９２２３４４８２

（２７．１）１３．３　　（２１．５）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７甕Ｉ土師器２９２２３４４８３
３．７　４．７＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｃａ土師器２９２２３５４８４
３．６　６．８＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｃａ土師器２９１２３５４８５
－　６．６　　（５．６）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄａ土師器２９１２３５４８６
－　８．２　　１２．６　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄａ土師器２９１２３５４８７
－　３．８＋　１３．６　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器２９２２３５４８８
－　４．５＋　１７．６　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器２９２２３５４８９
－　６．１　　１４．８　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器２９１２３５４９０
４．２　６．５　　（１２．９）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｃａ土師器２９１２３５４９１

胎土№２６５．１　７．７　　１１．９　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｈ土師器２９１２３５４９２
２．３　８．３＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｅ土師器２９２２３５４９３
－　６．６＋　１４．７　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｇａ土師器２９２２３５４９４
３．２　３．２＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｃｂ土師器２９２２３５４９５
７．３　７．６＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器２９２２３５４９６
６．７　５．６＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器２９２２３５４９７
１２．０　５．９＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器２９２２３５４９８
４．４　４．０＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７有孔鉢Ｅ土師器２９２２３５４９９
２．６　８．４　　（１０．１）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７有孔鉢Ｃ土師器２９３２３５５００
４．４　１４．９＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７有孔鉢Ｄ土師器２９３２３５５０１
（１．７）９．２＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７有孔鉢Ｂ土師器２９２２３５５０２
３．４　８．２　　９．３　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ａａ土師器２９３２３５５０３
１．８　７．５　　７．６　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ａａ土師器２９３２３５５０４
－　４．０＋　（８．２）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ａａ土師器２９２２３５５０５
３．８　８．８　　１４．１　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７鉢Ａａ土師器２９３２３５５０６
－　４．６＋　１３．３　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７小型丸底鉢土師器２９２２３５５０７
４．８　２．２＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７製塩土器土師器２９２２３５５０８
－　４．４＋　１９．０　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏Ａａ土師器２９５２３６５０９
－　１１．４＋　１８．３　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏Ａａ土師器２９４２３６５１０
－　１３．４＋　１９．７　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏Ａａ土師器２９４２３６５１１
－　４．６＋　（２０．６）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏Ａｂ土師器２９５２３６５１２
－　７．３＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏Ａｂ土師器２９５２３６５１３
－　５．９＋　（２０．６）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏Ａｂ土師器２９５２３６５１４
－　４．１＋　（２３．４）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏Ａａ土師器２９５２３６５１５
－　７．６＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏脚部土師器２９５２３６５１６
－　６．７＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏脚部土師器２９５２３６５１７
－　６．６＋　１２．４　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏Ｆｂ土師器２９４２３６５１８
－　４．９＋　（１３．８）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏Ｆｂ土師器２９５２３６５１９
１３．６　７．０＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏脚部土師器２９４２３６５２０
－　３．６＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７高坏Ｄｂ土師器２９５２３６５２１
－　２．３＋　（１６．１）ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７器台Ｂ土師器２９５２３６５２２
－　４．３＋　１８．７　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７器台Ｂ土師器２９５２３６５２３
－　７．４＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７器台脚部土師器２９５２３６５２４
１２．２　１０．９　　１０．８　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７小型器台Ｂ土師器２９４２３６５２５
４．２　６．９＋　１４．１　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７壺蓋土師器２９５２３６５２６

胎土№１９２．８　２３．１　　１９．０　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７二重口縁壺土師器２９６２３７５２７
６．２　２７．３　　１４．２　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７短頸壺土師器２９６２３７５２８
２．９　８．４　　６．２５　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７短頸壺土師器２９６２３７５２９
１．４　４．８　　２．４　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７壺底部土師器２９６２３７５３０
－　７．２＋　１０．６　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７短頸壺土師器２９９２３７５３１
３．５　（１６．９）　１５．５　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕土師器２９９２３７５３２
－　４．２＋　１１．７　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕土師器２９９２３７５３３
－　１３．４＋　１６．９　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕Ｆ土師器２９９２３７５３４
２．３　１２．９　　１１．８　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕Ｍ土師器２９７２３７５３５

胎土№１８２．７　１９．５　　１３．５　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕Ｌｂ土師器２９７２３７５３６
３．４　（１７．４）　１４．４　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕Ｌｂ土師器２９９２３７５３７
－　７．５＋　１３．４　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕Ｌｂ土師器２９９２３７５３８
－　１２．７＋　１３．０　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕Ｌｂ土師器２９７２３７５３９
３．２　８．９＋　－　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕底部土師器２９９２３７５４０

別表１　土器一覧（９）



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

３．６　８．５＋　－　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕底部土師器２９６２３７５４１
－　７．５＋　１９．０　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕Ｌｂ土師器２３７５４２
－　７．４＋　（１６．１）ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕Ｌｂ土師器２９９２３７５４３

胎土№１７－　１８．８＋　１４．９　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７甕Ｉ土師器２９９２３７５４４
２．７　７．５＋　－　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鉢Ａａ土師器２９６２３８５４５
－　７．６＋　（１５．６）ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｇａ土師器２９９２３８５４６
６．５　１７．６　　２５．６　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｇｂ土師器２９７２３８５４７
５．２　４．３＋　－　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鉢底部土師器２９９２３８５４８
４．３　４５．５＋　－　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鉢底部土師器２９９２３８５４９
－　（１４．５＋）（１８．６）ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｇａ土師器２９９２３８５５０
８．４　５．３　　－　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器２９９２３８５５１
５．２　４．３＋　－　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器２９９２３８５５２
５．５　２．７＋　－　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器２９９２３８５５３
７．５　３．６＋　－　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｇａ土師器２９９２３８５５４
８．５　４．２＋　－　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｇａ土師器２９７２３８５５５
２．０　３．８　　６．２　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｂ土師器２９７２３８５５６
－　１１．０＋　２２．８　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７器台Ｃ土師器２９８２３８５５７
１４．３　１２．５　　１５．２　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７器台Ｃ土師器２９８２３８５５８
（１２．８）１５．０　　１６．４　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７器台Ｂ土師器２９８２３８５５９
１１．５　９．２＋　－　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７器台脚部土師器２９９２３８５６０
－　２．０＋　１２．２　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７小型器台受部土師器２９９２３８５６１
６．８　４．２＋　－　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７小型器台脚部土師器２９９２３８５６２
５．７　６．０　　１１．６　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７壺蓋Ｂ土師器２９８２３８５６３

つまみ
３．４５．８　　１２．４　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７壺蓋Ｂ土師器２９８２３８５６４

つまみ
３．４６．１　　（１１．８）ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７壺蓋Ｂ土師器２９８２３８５６５

（４．０）　（３．９）ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７鳥形土製品土師器２９９２３８５６６
１．９　１４．１＋７．６＋　ＳＤ１９９５８Ｇ２００７０５７匙土師器２９９２３８５６７

８．６　６．０＋　－　ＳＤ２００５８Ｇ２００７０５７鉢土師器３０１２３９５６８
つまみ
４．４～３．８７．５　　１２．８　ＳＤ２００５８Ｇ２００７０５７壺蓋土師器３００２３９５６９

５．４　１．６＋　－　ＳＤ１９７５８Ｇ２００７０５７甕Ｉ土師器３０１２３９５７０
－　７．６＋　１７．４　ＳＤ１９７５８Ｇ２００７０５７器台Ａ土師器３０１２３９５７１
－　３．７　　（９．５）ＳＤ１９７５８Ｇ２００７０５７小型丸底壺土師器３０１２３９５７２
－　７．０　　１４．２　ＳＨ００２５８Ｇ２００７０５７甕Ａ土師器３０１２３９５７３
－　４．８＋　－　ＳＨ００２５８Ｇ２００７０５７高坏脚部土師器３０１２３９５７４
－　３．２＋　－　ＳＨ００２５８Ｇ２００７０５７鉢Ａ土師器３０１２３９５７５
３．６　１０．２　　１１．９　ＳＫ０５９５８Ｇ２００７０５７鉢土師器３００２３９５７６
２．０　３．０＋　－　ＳＫ０５９５８Ｇ２００７０５７鉢底部土師器３０１２３９５７７
２．６　５．４　　（１１．４）ＳＫ０５９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｃａ土師器３００２３９５７８
（４．８）８．１　　９．６　ＳＫ０５９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器３００２３９５７９
－　７．２＋　８．１　ＳＫ０５９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器３００２３９５８０
－　３．３＋　（１６．１）ＳＫ０５９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄ土師器３０１２３９５８１
－　３．９＋　－　ＳＫ０５９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器３０１２３９５８２
７．０　４．４　　７．２　ＳＫ０５９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｂ土師器３０１２３９５８３
１．４　５．４　　３．９　ＳＫ０５９５８Ｇ２００７０５７鉢Ｂ土師器３００２３９５８４
１．６　４．６＋　－　ＳＤ１９０５７Ｇ２００７０５７有孔鉢土師器２３９５８５
－　４．７＋　１８．２　ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７広口壺土師器３０１２４０５８６
－　５．４＋　（１１．９）ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７直口壺土師器３０１２４０５８７
５．８　２０．２＋　－　ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７壺底部土師器３０１２４０５８８
４．４　１１．８＋　－　ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７壺底部土師器３０１２４０５８９
－　２．６＋　－　ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７壺底部土師器３０１２４０５９０
－　９．５＋　１５．０　ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７甕Ｈ土師器３０２２４０５９１
－　５．５＋　１４．６　ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７甕Ｄ土師器３０２２４０５９２
－　５．０＋　１８．４　ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７甕Ｃａ土師器３０２２４０５９３
２．４　１７．１　　（１５．０）ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７甕Ｆ土師器３０２２４０５９４
３．６　２．０＋　－　ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７甕底部土師器３０２２４０５９５
－　７．７＋　（３１．９）ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７鉢Ａｂ土師器３０２２４０５９６
２．４　５．８　　（１０．０）ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３０２２４０５９７

（１１．９）９．５　　１６．１　ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７鉢土師器３０２２４０５９８
－　６．０＋　１６．３　ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７高坏Ｃａ土師器３０２２４０５９９
９．０　８．７＋　－　ＳＤ１８６６０Ｈ２００７０５７小型器台Ｂ土師器３０２２４０６００

別表１　土器一覧（１０）



別表１　土器一覧（１１）

分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

－　３．７＋　（１５．２）包含層６１Ｈ２００７０５７小型丸底鉢土師器３０２２４０６０１
－　９．４＋　２４．３　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７広口壺土師器３０３２４１６０２
－　６．１＋　１８．２　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７広口壺土師器３０４２４１６０３
－　６．８＋　（１３．５）ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７広口壺土師器３０４２４１６０４
－　６．８＋　１６．０　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７広口壺土師器３０４２４１６０５
－　６．３＋　１７．２　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７広口壺土師器３０４２４１６０６
－　５．１＋　（１５．２）ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７直口壺土師器３０４２４１６０７
－　６．４＋　１３．６　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７直口壺土師器３０４２４１６０８
－　１２．８　　８．７　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７直口壺土師器３０３２４１６０９
－　２３．３　　１３．４　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７甕Ａａ土師器３０３２４１６１０
－　３．６＋　－　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７甕頸部土師器３０４２４１６１１
－　４．２＋　（１４．３）ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７甕Ｊｂ土師器３０４２４１６１２
－　３．０＋　（１７．５）ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７甕Ｋ土師器３０４２４１６１３
１．１　４．１＋　－　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７甕底部土師器３０４２４１６１４
１．８　５．８＋　－　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７甕底部土師器３０４２４１６１５
－　１．３＋　－　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７甕底部土師器３０４２４１６１６
－　３．６＋　７．８　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３０３２４１６１７
－　５．８　　（１０．６）ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３０５２４１６１８
３．１　６．８＋　－　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３０４２４１６１９
４．２　６．９　　１３．１　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３０３２４１６２０
４．１　５．７　　（１２．０）ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３０３２４１６２１
－　３．２　　（９．８）ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３０５２４１６２２
－　３．８　　１１．０　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３０４２４１６２３
－　５．４　　８．４　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７鉢Ｈ土師器３０５２４１６２４
７．６　６．４＋　－　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器３０４２４１６２５
３．１　１５．０　　１３．４　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７有孔鉢Ｄ土師器３０５２４１６２６
４．４　２．２＋　－　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３０４２４１６２７
－　５．５＋　（２１．８）ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７高坏Ａ土師器３０４２４１６２８
１４．４　９．２＋　－　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７高坏脚部土師器３０５２４１６２９
５．２　６．４＋　－　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７高坏脚部土師器３０４２４１６３０
１０．５　７．０　　８．３　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７小型器台Ａ土師器３０５２４１６３１
－　５．１＋　－　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７鉢口縁部土師器３０５２４１６３２
－　３．９＋　（１２．４）ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７蓋土師器３０４２４１６３３

胎土№１２－　２０．４　　１２．４　ＳＤ２２０６２Ｈ２００７０５７甕Ａａ土師器３０６２４２６３４
－　４．０＋　１３．８　ＳＤ２２０６２Ｈ２００７０５７甕Ｋ土師器３０６２４２６３５
－　５．５　　１０．２　ＳＤ２２０６２Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３０６２４２６３６
－　５．３＋　１２．０　ＳＤ２２０６２Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３０６２４２６３７

胎土№１１１２．２　１３．２＋　－　ＳＤ２２０６２Ｈ２００７０５７高坏Ａｂ土師器３０６２４２６３８
２．６　２．９＋　－　ＳＤ２２４６２Ｈ２００７０５７鉢底部土師器３０６２４２６３９
－　３．３＋　（９．１）ＳＫ０６９６２Ｈ２００７０５７甕Ｊａ土師器３０６２４２６４０
－　１６．７＋　１２．４　ＳＫ０７１６２Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３０９２４２６４１
－　１８．１＋　（１７．２）ＳＫ０７１６２Ｈ２００７０５７甕Ｃｂ土師器３１２２４２６４２
－　１１．１＋　（１３．２）ＳＫ０７１６２Ｈ２００７０５７甕土師器３１２２４２６４３
４．０　６．７　　１４．３　ＳＫ０７１６２Ｈ２００７０５７鉢Ｃａ土師器３０９２４２６４４

胎土№２０５．０　２８．８　　１５．５　ＳＫ０７４６２Ｈ２００７０５７広口壺Ｂ土師器３０７２４２６４５
－　１２．５＋　１２．９　ＳＫ０７４６２Ｈ２００７０５７広口壺Ａ土師器３０７２４２６４６
－　１４．０＋　１６．６　ＳＫ０７４６２Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３０７２４２６４７
－　７．９＋　１５．８　ＳＫ０７４６２Ｈ２００７０５７甕Ａ土師器３０６２４２６４８
４．８　１８．５　　１４．９　ＳＫ０７４６２Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３０７２４２６４９

胎土№２１２．２　１７．１　　１４．４　ＳＫ０７４６２Ｈ２００７０５７甕Ｃｂ土師器３０７２４２６５０
３．４　８．４＋　－　ＳＫ０７４６２Ｈ２００７０５７甕底部土師器３０６２４２６５１
４．８　４．５＋　－　ＳＫ０７４６２Ｈ２００７０５７鉢底部土師器３０６２４２６５２
－　４．１　　８．３　ＳＫ０７４６２Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３０７２４２６５３
－　１０．０＋　（２７．２）ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７二重口縁壺土師器３１２２４３６５４
５．１　６．０＋　－　ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７壺底部土師器３１２２４３６５５
－　１４．２＋　１５．６　ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３１２２４３６５６
－　１０．２＋　（１５．５）ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３０８２４３６５７
－　１４．１＋　（１５．２）ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７甕Ａａ土師器３０８２４３６５８
２．５　２１．５　　１５．２　ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３０８２４３６５９
３．４　（２３．２）　１３．５　ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３０８２４３６６０
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－　２１．５＋　１５．６　ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３０８２４３６６１
胎土№２３４．８　２０．０　　１４．８　ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３０８２４３６６２

４．６　６．９＋　－　ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７鉢Ａａ土師器３１２２４３６６３
２．２　６．９　　１４．４　ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器３０８２４３６６４
－　１０．０＋　（２０．２）ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３１２２４３６６５
－　３．６　　（９．９）ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３１２２４３６６６
４．５　３．３＋　－　ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３１２２４３６６７
３．４　２．１＋　－　ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３１２２４３６６８
３．２　１．１＋　－　ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３１２２４３６６９

（１４．１）９．５＋　－　ＳＫ０８６６２Ｈ２００７０５７器台脚部土師器３０９２４３６７０
－　３．４＋　１７．６　ＳＫ０７５６２Ｈ２００７０５７高坏Ａｂ土師器３１２２４３６７１
－　８．９＋　１５．５　ＳＫ０７６６２Ｈ２００７０５７広口壺Ａ土師器３０９２４３６７２
－　６．１＋　（１２．０）ＳＫ０７６６２Ｈ２００７０５７無形壺土師器３１２２４３６７３
－　７．２＋　１６．１　ＳＫ０８５６２Ｈ２００７０５７甕口縁部土師器３１０２４４６７４
－　１９．１＋　（１５．４）ＳＫ０８５６２Ｈ２００７０５７甕Ｂ土師器３１０２４４６７５
－　２３．４　　１７．４　ＳＫ０８５６２Ｈ２００７０５７甕Ｂ土師器２４４６７６
－　１３．３＋　１６．０　ＳＫ０８５６２Ｈ２００７０５７甕Ｄ土師器３０９２４４６７７
－　１３．０＋　１８．６　ＳＫ０８５６２Ｈ２００７０５７甕Ｄ土師器３１０２４４６７８
－　１５．５＋　－　ＳＫ０８５６２Ｈ２００７０５７甕Ｂ土師器３０９２４４６７９
３．０　２．７＋　－　ＳＫ０８３６２Ｈ２００７０５７鉢Ｃａ土師器３１０２４４６８０
３．２　３．７＋　－　ＳＫ０８３６２Ｈ２００７０５７鉢Ｃｂ土師器２４４６８１
４．３　７．２　　１３．２　ＳＫ０８３６２Ｈ２００７０５７鉢Ｃｂ土師器３１０２４４６８２
１２．０　６．０　　１１．５　ＳＫ０８３６２Ｈ２００７０５７小型丸底鉢土師器３０６２４４６８３
－　５．１＋　１４．８　ＳＫ０８４６２Ｈ２００７０５７直口壺土師器３１０２４４６８４
－　１６．０＋　１１．９　ＳＫ０８４６２Ｈ２００７０５７甕土師器２４４６８５
－　１２．４＋　１３．８　ＳＫ０８７６２Ｈ２００７０５７直口壺土師器３１１２４５６８６
－　１０．８　　８．８　ＳＫ０８７６２Ｈ２００７０５７直口壺土師器３１１２４５６８７
－　８．５＋　１４．２　ＳＫ０８７６２Ｈ２００７０５７甕Ｃｂ土師器３１０２４５６８８

胎土№２２－　１７．６＋　１６．７　ＳＫ０８７６２Ｈ２００７０５７甕Ｂ土師器３１１２４５６８９
３．６　５．７　　１２．３　ＳＫ０８７６２Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３１１２４５６９０
２．０　４．７　　（１１．４）ＳＫ０８７６２Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３１０２４５６９１
３．８　５．５＋　－　ＳＫ０８７６２Ｈ２００７０５７鉢Ｃａ土師器３１１２４５６９２
－　６．４＋　１７．６　ＳＫ０８７６２Ｈ２００７０５７高坏Ａｂ土師器３１０２４５６９３
－　４．１＋　２３．６　ＳＫ０８８６２Ｈ２００７０５７二重口縁壺土師器３１０２４５６９４
－　６．７＋　－　ＳＫ０８９６２Ｈ２００７０５７高坏Ｃｂ土師器３１０２４５６９５
－　４．７＋　２０．８　ＳＢ０８２Ｐ０４６２Ｈ２００７０５７壺口縁部土師器３１０２４５６９６
－　２．６＋　（１６．０）Ｐ６２０６６２Ｈ２００７０５７甕土師器３１０２４５６９７
－　３．７＋　１６．６　Ｐ６２０５６２Ｈ２００７０５７壺土師器３１０２４５６９８
３．０　１０．９＋　－　Ｐ６２０５６２Ｈ２００７０５７壺土師器３１０２４５６９９
－　３．２＋　（１２．８）Ｐ６２０４６２Ｈ２００７０５７高坏Ｆｂ土師器３１０２４５７００
３．２　４．８　　８．４　Ｐ６２０３６２Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３１１２４５７０１
－　１４．０＋　（１７．０）包含層６２Ｈ２００７０５７広口壺Ａ土師器３０８２４６７０２
－　９．９＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７広口壺Ａ土師器３１２２４６７０３
－　５．８＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７二重口縁壺土師器３１２２４６７０４
－　７．４＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７壺体部土師器３１２２４６７０５
－　２．７＋　（１７．５）包含層６２Ｈ２００７０５７甕口縁部土師器３１２２４６７０６
－　２．５＋　６．９　包含層６２Ｈ２００７０５７鉢台部土師器３１２２４６７０７
３．３　１．９＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３１２２４６７０８
－　６．８＋　２０．０　包含層６２Ｈ２００７０５７二重口縁壺土師器３１７２４６７０９
－　４．７＋　２０．８　包含層６２Ｈ２００７０５７二重口縁壺土師器３１３２４６７１０
－　５．８＋　２３．６　包含層６２Ｈ２００７０５７二重口縁壺土師器３１７２４６７１１
－　１６．０＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３１７２４６７１２
－　８．２＋　（１４．７）包含層６２Ｈ２００７０５７甕土師器３１７２４６７１３
３．３　６．２　　（１０．１）包含層６２Ｈ２００７０５７鉢Ｃａ土師器３１３２４６７１４
３．０　５．０　　１３．１　包含層６２Ｈ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器３１３２４６７１５
２．８　３．６　　７．２　包含層６２Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３１３２４６７１６
５．７　５．１＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器３１７２４６７１７
３．２　４．０　　３．５　包含層６２Ｈ２００７０５７鉢土師器３１３２４６７１８
－　２．４＋　８．０　包含層６２Ｈ２００７０５７製塩土器口縁部土師器３１７２４６７１９
４．２　２．７＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３１７２４６７２０

別表１　土器一覧（１２）
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３．９　２．９＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３１７２４６７２１
４．０　１．４＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３１７２４６７２２
３．８　１．８＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３１７２４６７２３
－　５．４＋　（２２．８）包含層６２Ｈ２００７０５７高坏Ａｂ土師器３１３２４６７２４
－　９．５＋　１１．０　包含層６２Ｈ２００７０５７高坏Ｆ土師器３１３２４６７２５
１６．０　７．２＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７高坏脚部土師器３１３２４６７２６
－　２．５＋　１０．１　包含層６２Ｈ２００７０５７小型器台土師器３１３２４６７２７
－　２．７＋　９．５　包含層６２Ｈ２００７０５７小型器台土師器３１３２４６７２８
－　６．８＋　１９．０　ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７二重口縁壺土師器３１４２４７７２９
－　３．９＋　（２３．０）ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７壺口縁部土師器３１４２４７７３０
－　２．５＋　（１７．８）ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７壺口縁部土師器３１４２４７７３１
５．６　５．０＋　－　ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７壺底部土師器３１４２４７７３２
－　５．９＋　１５．７　ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７甕土師器３１４２４７７３３
３．１　３．０＋　－　ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７鉢底部土師器３１４２４７７３４
２．９　２．４＋　－　ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７甕底部土師器３１４２４７７３５
－　３．５＋　８．０　ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７小型丸底壺土師器３１４２４７７３６
－　６．０＋　－　ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７小型丸底壺土師器３１６２４７７３７
－　３．４＋　（１４．４）ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７高坏Ａｂ土師器３１４２４７７３８
－　１３．３＋　１７．０　ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７高坏Ｂ土師器３１６２４７７３９
１１．２　９．５＋　－　ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７高坏脚部土師器３１６２４７７４０
９．３　２．３＋　－　ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７小型器台受部土師器３１４２４７７４１
－　７．９＋　－　ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７小型器台Ａ土師器３１４２４７７４２
－　２．９＋　－　ＳＤ２２９６４Ｈ２００７０５７高坏Ｄｂ土師器３１４２４７７４３
－　７．４＋　－　ＳＤ２３２６４Ｈ２００７０５７高坏脚部土師器３１４２４７７４４

３．３＋　（１３．０）ＳＤ２３５６４Ｈ２００７０５７甕Ｌｂ土師器３１４２４７７４５
２．９　３．０＋　－　ＳＤ２３５６４Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３１４２４７７４６
１．７　３．３＋　３．９　ＳＤ２３５６４Ｈ２００７０５７鉢土師器３１５２４７７４７
３．２　３．８＋　－　ＳＤ２３３６４Ｈ２００７０５７甕底部土師器３１４２４７７４８
－　３．９＋　１５．４　ＳＤ２３３６４Ｈ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器３１４２４７７４９
２．８　２．６＋　－　ＳＤ２３９６４Ｈ２００７０５７鉢底部土師器３１４２４７７５０
２．６　５．０　　６．２　ＳＫ０９６６４Ｈ２００７０５７鉢土師器３１４２４７７５１
（４．１）２．１＋　－　ＳＫ０９６６４Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３１４２４７７５２
－　６．９＋　－　ＳＫ０９５６４Ｈ２００７０５７甕底部土師器３１４２４７７５３
３．０　４．８＋　－　ＳＫ０９５６４Ｈ２００７０５７鉢Ｃａ土師器３１４２４７７５４
３．６　８．２　　（９．９）ＳＫ０９５６４Ｈ２００７０５７鉢Ｃａ土師器３１５２４７７５５
－　１２．２＋　－　ＳＫ０９７６４Ｈ２００７０５７甕土師器３１４２４７７５６

つまみ
２．２２．５＋　－　ＳＫ１０２６４Ｈ２００７０５７壺蓋つまみ部土師器３１４２４７７５７

４．３　４．７＋　－　ＳＫ１０４６４Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３１４２４７７５８
－　３．２＋　（２２．３）ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７高坏Ａａ土師器３１４２４８７５９
－　１６．５＋　１４．９　ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３１４２４８７６０
－　８．５＋　－　ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３１４２４８７６１
－　４．７＋　１３．１　ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７甕Ｌｂ土師器３１４２４８７６２
２．９　１．６＋　－　ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７甕底部土師器３１４２４８７６３
２．２　２．０＋　－　ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７甕底部土師器３１４２４８７６４
－　８．０　　（１０．５）ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３１５２４８７６５
－　５．７＋　－　ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３１４２４８７６６
４．６　４．６＋　－　ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７鉢Ｃｂ土師器３１７２４８７６７
７．４　３．８＋　－　ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器３１７２４８７６８
８．８　３．９＋　－　ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器３１７２４８７６９
９．７　５．４＋　－　ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器３１５２４８７７０

つまみ
３．３６．１　　（１４．９）ＳＫ０９４６４Ｈ２００７０５７壺蓋土師器３１５２４８７７１

－　６．３＋　－　ＳＤ２３４６４Ｈ２００７０５７鉢Ｇａ土師器３１７２４８７７２
－　１０．８＋　１１．０　ＳＤ２３４６４Ｈ２００７０５７甕Ｌｂ土師器３１７２４８７７３
４．７　３．１＋　－　ＳＤ２３４６４Ｈ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器３１７２４８７７４
－　２．５＋　－　ＳＤ２３４６４Ｈ２００７０５７高坏坏部土師器３１７２４８７７５
１４．４　３．７＋　－　ＳＤ２３４６４Ｈ２００７０５７高坏脚部土師器３１７２４８７７６
２．８　１４．１＋　－　ＳＫ０９１６４Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３１６２４８７７７
－　１０．５＋　－　ＳＫ０９１６４Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３１７２４８７７８
－　７．６　　１８．３　ＳＫ０９１６４Ｈ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器３１６２４８７７９
１１．１　７．４＋　－　ＳＫ０９１６４Ｈ２００７０５７小型器台Ｂ土師器３１６２４８７８０

別表１　土器一覧（１３）



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

－　３．６＋　（１０．２）ＳＨ００３６４Ｈ２００７０５７短頸壺土師器３１７２４８７８１
－　２．３＋　－　ＳＨ００３６４Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３１７２４８７８２
－　２．２＋　Ｐ６４０１６４Ｈ２００７０５７鉢口縁部土師器３１７２４８７８３
２．５　３．２＋　－　ＳＢ０８５Ｐ０１６４Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３１７２４８７８４
－　６．３＋　（２６．０）包含層６４Ｈ２００７０５７二重口縁壺土師器３１７２４８７８５
－　５．１＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７大形壺土師器３１７２４８７８６
３．２　４．８　　１０．８　包含層６４Ｈ２００７０５７鉢Ｃａ土師器３１５２４８７８７
４．４　２．７＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７鉢Ｃａ土師器３１７２４８７８８
－　１６．０＋　（２１．８）包含層６４Ｈ２００７０５７高坏Ｃａ土師器３１５２４８７８９
－　１０．３＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７高坏脚部土師器２４８７９０
－　６．０＋　（２４．３）ＳＤ２４４６５Ｈ２００７０５７大形壺土師器３１８２４９７９１
－　６．４＋　（２０．４）ＳＤ２４３６５Ｈ２００７０５７甕土師器３１８２４９７９２
－　３．０＋　（１６．０）ＳＤ２４３６５Ｈ２００７０５７甕Ｊｂ土師器３１８２４９７９３
－　１．７＋　（１４．７）ＳＤ２４３６５Ｈ２００７０５７甕Ｊａ土師器３１８２４９７９４
－　２．２＋　（２０．７）ＳＤ２４８６５Ｈ２００７０５７高坏土師器３１８２４９７９５

３．４　５．６　５．３　ＳＫ１０８６５Ｈ２００７０５７粘土塊土師器３１８２４９７９６
－　５．２＋　－　ＳＫ１１１６５Ｈ２００７０５７手焙土師器３１８２４９７９７
３．９　４．２＋　－　ＳＫ１０６６５Ｈ２００７０５７壺底部土師器３１８２４９７９８
－　２．１＋　７．８　ＳＫ１０６６５Ｈ２００７０５７小型器台土師器３１８２４９７９９
６．０　２．０＋　－　ＳＢ０８７Ｐ０１６５Ｈ２００７０５７甕Ｉ底部土師器３１８２４９８００
－　７．２＋　－　水田６５Ｈ２００７０５７イイダコ壺土師器３１８２４９８０１

１０．８＋　１３．６　水田６５Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３１８２４９８０２
７．５　４．５＋　－　水田６５Ｈ２００７０５７脚台土師器３１８２４９８０３
－　４．４＋　（２３．６）包含層６５Ｈ２００７０５７二重口縁壺土師器３１８２４９８０４
－　４．４＋　（１９．６）包含層６５Ｈ２００７０５７高坏Ａ土師器３１８２４９８０５
－　１．５　　（９．２）包含層６５Ｈ２００７０５７小形甕土師器３１８２４９８０６
１０．３　４．７＋　－　包含層６５Ｈ２００７０５７鉢Ｄｃ土師器３１８２４９８０７
４．７　２．２＋　－　包含層６５Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３１８２４９８０８
－　６．３＋　（１２．６）ＳＫ１１７６６Ｈ２００７０５７無頸壺土師器３１９２４９８０９

７．６＋　－　ＳＫ１１７６６Ｈ２００７０５７脚付土器土師器３１９２４９８１０
６．９＋　（１６．１）ＳＫ１１７６６Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３１９２４９８１１

－　３．７＋　（１６．０）ＳＫ１１７６６Ｈ２００７０５７甕土師器３１９２４９８１２
２．６　６．２＋　－　ＳＫ１１７６６Ｈ２００７０５７鉢底部土師器３１９２４９８１３
－　１８．２＋　１２．１　ＳＫ１１７６６Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３１９２４９８１４
－　１５．６＋　１５．８　ＳＫ１１７６６Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３１９２４９８１５
－　８．２＋　（１４．０）ＳＫ１１７６６Ｈ２００７０５７甕Ｅｂ土師器３１９２４９８１６

４．９＋　（２０．３）ＳＫ１１７６６Ｈ２００７０５７高坏Ｃｂ土師器３１９２４９８１７
－　７．２＋　１４．７　ＳＫ１１９６６Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３１９２４９８１８
４．３　４．２＋　－　ＳＫ１１６６６Ｈ２００７０５７鉢Ｃａ土師器３１９２４９８１９
－　４．４＋　８．１　包含層６６Ｈ２００７０５７壺蓋土師器３１９２４９８２０
－　２２．１＋　１８．４　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７広口壺Ａ土師器３２２２５０８２１
－　１４．９＋　１７．２　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７広口壺Ｂ土師器３２２２５０８２２
７．９　１７．２＋　－　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７壺底部土師器３２０２５０８２３
－　９．８＋　１６．４　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕Ａａ土師器３２０２５０８２４
－　１０．１＋　１５．０　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３２０２５０８２５
－　１６．７＋　（１７．２）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３２０２５０８２６
－　７．５＋　１７．６　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７広口長頸壺土師器３２０２５０８２７
－　７．１＋　１８．０　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７広口壺Ｂ土師器３２２２５０８２８
－　２．９＋　（１２．０）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７広口壺土師器３２１２５０８２９
４．５　６．９＋　－　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７壺底部土師器３２１２５０８３０
５．２　６．５＋　－　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７壺底部土師器３２１２５０８３１
３．４　６．６＋　－　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７壺底部土師器３２０２５０８３２
４．４　８．７＋　－　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７壺底部土師器３２０２５０８３３
－　８．０＋　１６．７　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３２０２５０８３４
－　１１．８＋　（１９．７）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３２０２５０８３５

胎土№２４－　１２．８＋　２５．４　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７大形甕土師器３２２２５０８３６
１．８　１７．５　　１６．７　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕Ａｂ土師器３２２２５１８３７
－　１５．３＋　（１６．６）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕Ｃｂ土師器３２２２５１８３８
－　１０．７＋　１５．４　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕土師器３２１２５１８３９
－　３．４＋　（１６．４）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕土師器３２１２５１８４０

別表１　土器一覧（１４）
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遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

－　５．１＋　（１５．２）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕Ｌａ土師器３２１２５１８４１
－　１０．６＋　（１５．６）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕Ｌｂ土師器３２１２５１８４２
－　４．６＋　（２４．２）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕Ｌａ土師器３２１２５１８４３
６．２　５．６＋　－　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕底部土師器３２１２５１８４４
４．６　４．４＋　－　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７甕底部土師器３２１２５１８４５
－　１９．５＋　３７．２　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７鉢Ａｂ土師器３２１２５１８４６
３．４　７．６＋　－　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７鉢Ｃａ土師器３２３２５１８４７
－　７．２　　（１１．１）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３２３２５１８４８
－　６．３　　（１１．５）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３２３２５１８４９
－　５．５＋　（１１．６）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７鉢Ｄａ土師器３２３２５１８５０
５．０　５．５　　（１０．６）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７鉢Ｆ土師器３２３２５１８５１
１４．１　１１．３＋　－　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７高坏土師器３２４２５１８５２
－　６．４＋　－　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７高坏脚部土師器３２１２５１８５３
－　６．９　　１８．２　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器３２３２５１８５４
－　６．０＋　１６．８　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器３２１２５１８５５
－　６．８　　１９．２　ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器３２３２５１８５６
４．１　６．５　　（１６．８）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器３２３２５１８５７
－　１１．４　　１２．９５ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７有孔鉢Ｂ土師器３２４２５１８５８
－　３．４＋　（１４．７）ＳＤ２５６６７Ｈ２００７０５７器台Ｂ土師器３２１２５１８５９
２．８　１９．２　　１３．４　ＳＫ１２２６７Ｈ２００７０５７甕Ａａ土師器３２４第３図８６０
－　７．８＋　１９．８　ＳＫ１２１６７Ｈ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器第３図８６１
－　７．９　　１６．６　ＳＫ１２１６７Ｈ２００７０５７鉢Ｄｂ土師器第３図８６２
－　３．７＋　１６．５　ＳＤ２５９６９Ｈ２００７０５７甕土師器第３図８６３
－　３．５＋　（１８．２）Ｐ６９０１６９Ｈ２００７０５７高坏坏部土師器第３図８６４
３．２　６．７　　９．０　Ｐ６９０１６９Ｈ２００７０５７小型丸底壺土師器３２４第３図８６５
－　２．７＋　（１４．３）包含層３Ａ２００７０５７坏身須恵器３２５２５２８６６

４．４＋　１３．３　ＳＤ１０８３７Ｄ２００５１５７坏蓋須恵器２５２８６７
７．７　　８．９　ＳＤ１０８３７Ｄ２００５１５７壺土師器３２５２５２８６８

－　４．５＋　１３．３　ＳＤ０７７上層３５Ｄ２００５１５７蓋須恵器３２５２５２８６９
－　４．０＋　（１１．２）ＳＤ０７７上層３５Ｄ２００５１５７坏身須恵器３２５２５２８７０
－　４．８＋　（１１．８）ＳＤ０７７上層３５Ｄ２００５１５７短頸壺須恵器３２５２５２８７１
－　６．８＋　（２１．６）ＳＤ０７７上層３５Ｄ２００５１５７有稜高坏土師器３２５２５２８７２
－　５．０＋　（１９．６）ＳＤ０７７上層３５Ｄ２００５１５７高坏土師器３２５２５２８７３
９．３　７．９＋　－　ＳＤ０７７上層３５Ｄ２００５１５７高坏土師器３２５２５２８７４
－　５．８＋　－　ＳＤ０７７上層３５Ｄ２００５１５７高坏土師器３２５２５２８７５
８．７　４．２　　６．１　ＳＤ１０３３７Ｄ２００５１５７蓋須恵器３２５２５２８７６
８．９　８．８＋　－　ＳＤ１０３３７Ｄ２００５１５７平瓶須恵器３２５２５２８７７
５．２　２．９　　（１１．０）ＳＤ１０４３７Ｄ２００５１５７坏須恵器３２６２５２８７８
－　１４．１＋　－　ＳＤ１０４３７Ｄ２００５１５７壺須恵器３２６２５２８７９
５．０　３．０　　（９．２）ＳＤ１０２３７Ｄ２００５１５７坏須恵器３２６２５２８８０
６．５　３．３　　１０．８　ＳＤ１０２３７Ｄ２００５１５７坏須恵器３２５２５２８８１
９．１　４．１　　１３．５　ＳＤ１０２３７Ｄ２００５１５７杯須恵器３２６２５２８８２
－　４．０　　１１．１　包含層２８Ｄ２００５１５７坏蓋須恵器３２５２５２８８３
－　４．９　　１２．６　包含層２８Ｄ２００５１５７坏身須恵器３２６２５２８８４
－　３．１　　１０．０　包含層２３Ｄ２００５１５７坏身須恵器３２６２５２８８５
５．５　３．５　　９．８　包含層２３Ｄ２００５１５７坏身須恵器３２６２５２８８６
６．５　３．７　　１１．３　包含層３７Ｄ２００５１５７坏身須恵器３２５２５２８８７
２６．５　１８．８＋　－　包含層４０Ｅ２００５１９４器台須恵器３２６２５２８８８
－　１６．６　　１３．４　包含層４０Ｅ２００５１９４壺須恵器３２６２５２８８９
－　３．９＋　１３．５　ＳＤ１８８上層４９Ｆ２００６０９３坏蓋須恵器３２７２５３８９０
－　３．８＋　（１４．１）ＳＤ１８８上層４９Ｆ２００６０９３坏蓋須恵器３２７２５３８９１
－　５．０＋　（１４．１）ＳＤ１５５５３Ｆ２００６０９３坏身須恵器３２７２５３８９２
５．２　１．４＋　－　ＳＤ１８０上層５６Ｆ２００６０９３坏蓋須恵器３２７２５３８９３
５．８　４．１　　１３．１　ＳＢ０７５Ｐ０１５６Ｆ２００６０９３坏身須恵器３２９２５３８９４
－　１．６＋　－　包含層５３Ｆ２００６０９３坏須恵器３２７２５３８９５
－　４．８　　１２．５　包含層５６Ｆ２００６０９３坏蓋須恵器３２９２５３８９６
－　３．９＋　－　ＳＤ２０１上層５８Ｇ２００７０５７坏身須恵器３２７２５３８９７
－　４．２＋　（７．０）ＳＤ２０１上層５８Ｇ２００７０５７短頸壺須恵器３２７２５３８９８
－　３．４　　（１１．９）ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７坏蓋須恵器３２７２５３８９９
－　３．６＋　－　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７坏身須恵器３２９２５３９００

別表１　土器一覧（１５）



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

－　８．０＋　（１７．９）ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７壺須恵器３２７２５３９０１
－　２０．８＋　２３．５　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７甕須恵器３２７２５３９０２
－　２１．６＋　－　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７甕土師器３２９２５３９０３
－　９．５　　９．８　ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７壺土師器３２７２５３９０４
－　５．９＋　（２２．０）ＳＤ２１１６２Ｈ２００７０５７高坏土師器３２７２５３９０５
－　６．８＋　（２５．６）水田６１Ｈ２００７０５７甕ｏｒ鍋土師器３２８２５４９０６
１１．８　７．０＋　－　包含層６１Ｈ２００７０５７高坏土師器３２８２５４９０７
－　４．１＋　１３．０　ＳＤ２２５６２Ｈ２００７０５７坏蓋須恵器３２８２５４９０８
－　３．４＋　－　ＳＤ２２５６２Ｈ２００７０５７坏土師器３２８２５４９０９

１．７　（４．７）（４．８）　ＳＤ２２５６２Ｈ２００７０５７不明土師器３２８２５４９１０
－　３．５＋　（１３．５）ＳＤ２１２６２Ｈ２００７０５７坏蓋須恵器３２９２５４９１１
－　４．２＋　（１３．８）ＳＫ０８８６２Ｈ２００７０５７無蓋高坏須恵器３２８２５４９１２
－　（４．４）　－　Ｐ６２０７６２Ｈ２００７０５７高杯須恵器３２８２５４９１３
－　９．０＋　（１３．７）Ｐ６２０２６２Ｈ２００７０５７甕土師器３２８２５４９１４
－　３．７＋　（１３．０）水田６４Ｈ２００７０５７坏身須恵器３２８２５４９１５
－　４．８＋　－　ＳＤ２２７６４Ｈ２００７０５７高杯須恵器３２８２５４９１６
－　３．６＋　（１４．３）ＳＫ１２６６８Ｈ２００７０５７坏蓋須恵器３２８２５４９１７
－　５．１　　（１２．６）ＳＫ１２６６８Ｈ２００７０５７坏身須恵器３３０２５４９１８
－　５．１＋　１１．６　ＳＫ１２６６８Ｈ２００７０５７壺須恵器３２８２５４９１９
－　１２．０　　１１．４　ＳＫ１２６６８Ｈ２００７０５７壺土師器３２９２５４９２０
８．２　９．１　　１０．７　ＳＫ１２８６８Ｈ２００７０５７有蓋高杯須恵器３３０２５４９２１
８．８　７．４＋　－　ＳＫ１２８６８Ｈ２００７０５７有蓋高杯須恵器３３０２５４９２２
－　４．８　　１１．０　ＳＫ１２８６８Ｈ２００７０５７坏身須恵器３２８２５４９２３
－　２．８＋　（１１．９）ＳＫ１２８６８Ｈ２００７０５７高坏土師器３２８２５４９２４
－　３．８＋　１１．７　ＳＫ１２９６８Ｈ２００７０５７蓋須恵器３２８２５４９２５
－　４．８＋　（１０．５）ＳＫ１２９６８Ｈ２００７０５７坏身須恵器３２８２５４９２６
－　５．６＋　２７．７　ＳＫ１２９６８Ｈ２００７０５７甕須恵器３２８２５４９２７
－　２．０＋　４．５　ＳＫ１３２６８Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３２８２５４９２８
－　３．３＋　（１２．２）ＳＤ２５８６８Ｈ２００７０５７坏蓋須恵器３２８２５４９２９
－　３．６＋　１１．８　包含層６２Ｈ２００７０５７坏蓋須恵器３３１２５５９３０

（７．５）２．８　　（１１．９）包含層６２Ｈ２００７０５７坏身須恵器３３１２５５９３１
（２．５）（５．５）（５．４）　包含層６２Ｈ２００７０５７把手土師器３３１２５５９３２
（２．５）（２．６）（５．９）　包含層６２Ｈ２００７０５７把手土師器３３１２５５９３３

５．２　　１０．２　包含層６４Ｈ２００７０５７坏身須恵器３３０２５５９３４
－　６．１＋　１１．２　包含層６４Ｈ２００７０５７高坏須恵器３３０２５５９３５
－　４．２＋　９．８　包含層６４Ｈ２００７０５７坏身ｏｒ高坏須恵器３３１２５５９３６
９．１　４．８＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７高坏須恵器３３１２５５９３７
９．２　５．８＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７高坏須恵器３３０２５５９３８
－　４．８＋　１５．４　包含層６５Ｈ２００７０５７坏蓋須恵器３３１２５５９３９

４．５　　１０．９　包含層６５Ｈ２００７０５７坏身須恵器３３１２５５９４０
２．８　　（１１．３）包含層６５Ｈ２００７０５７坏身須恵器３３１２５５９４１

８．７　３．３＋　－　包含層６５Ｈ２００７０５７短脚高坏須恵器３３１２５５９４２
－　４．３＋　（１６．０）包含層６５Ｈ２００７０５７壺須恵器３３１２５５９４３
－　３．７＋　１１．５　包含層６６Ｈ２００７０５７坏身須恵器３３０２５５９４４
－　２．７＋　５．８　包含層６８Ｈ２００７０５７不明須恵器３３０２５５９４５
－　３．８＋　１７．９　包含層６９Ｈ２００７０５７円筒埴輪埴輪３３１２５５９４６
－　４．７＋　－　包含層６９Ｈ２００７０５７朝顔形埴輪埴輪３３１２５５９４７

（１６．６）３．９＋　－　包含層６９Ｈ２００７０５７高坏土師器３３１２５５９４８
２．０　８．６　９．１　包含層６９Ｈ２００７０５７形象埴輪埴輪３３１２５５９４９

－　２．８＋　（１４．７）ＳＤ００５１Ａ２００７０５７碗須恵器３３２２５６９５０
８．０　４．５　　１１．６　ＳＤ００６１Ａ２００７０５７坏須恵器３３２２５６９５１
－　１．４＋　８．２　ＳＫ００２１Ａ２００７０５７小皿土師器３３２２５６９５２
－　４．０＋　（１５．２）ＳＢ００３Ｐ０５４Ｂ２００６０５５碗須恵器３３２２５６９５３
－　３．５＋　（１４．３）ＳＢ００３Ｐ０５４Ｂ２００６０５５碗須恵器３３２２５６９５４
－　６．９＋　（２２．６）ＳＢ００３Ｐ０５４Ｂ２００６０５５鉢土師器３３２２５６９５５
－　１．４＋　（８．７）Ｐ０５０１５Ｂ２００６０５５小皿土師器３３２２５６９５６
－　１．６＋　１１．１　包含層６Ｂ２００６０５５皿土師器３３２２５６９５７

（４．４）１．３　　（８．０）ＳＢ００７Ｐ０２７Ｂ２００６０５５小皿土師器３３２２５６９５８
１．５　　７．８　ＳＢ００７Ｐ０５７Ｂ２００６０５５小皿土師器　３３２２５６９５９
１．４　　７．８　ＳＢ００７Ｐ０５７Ｂ２００６０５５小皿土師器３３２２５６９６０

別表１　土器一覧（１６）



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

－　３．７＋　（２３．０）ＳＢ００７Ｐ０６７Ｂ２００６０５５羽釜瓦質土器３３２２５６９６１
－　１．５　　７．８　ＳＢ００８Ｐ０４７Ｂ２００６０５５小皿土師器３３２２５６９６２
－　２．０＋　（１２．８）ＳＢ００９Ｐ０４７Ｂ２００６０５５小皿土師器３３２２５６９６３
－　１．７＋　（１２．６）ＳＢ００９Ｐ０４７Ｂ２００６０５５小皿土師器３３２２５６９６４
－　２．７＋　（１２．６）ＳＢ００９Ｐ０６７Ｂ２００６０５５小皿土師器３３２２５６９６５

（７．９）１．７　　（１１．０）ＳＢ００９Ｐ１０７Ｂ２００６０５５小皿土師器３３２２５６９６６
（５．０）１．３　　（８．８）ＳＢ００９Ｐ０８７Ｂ２００６０５５小皿土師器３３２２５６９６７
－　１４．３＋　－　ＳＢ００９Ｐ０８７Ｂ２００６０５５羽釜瓦質土器３３２２５６９６８
－　３．９＋　（２７．６）ＳＢ００９Ｐ０８７Ｂ２００６０５５羽釜瓦質土器３３２２５６９６９
－　６．５＋　（２９．５）ＳＢ００９Ｐ０５７Ｂ２００６０５５羽釜瓦質土器３３２２５６９７０

（２９．４）１３．６　　２４．９　ＳＢ００９Ｐ０７７Ｂ２００６０５５三足付羽釜瓦質土器３３２２５６９７１
－　１．２＋　－　ＳＢ０１０Ｐ０６８Ｂ２００６０５５小皿土師器３３３２５６９７２
－　１．８＋　（９．０）ＳＢ０１１Ｐ０１８Ｂ２００６０５５小皿土師器３３３２５６９７３
－　１．３＋　（９．５）ＳＢ０１１Ｐ１０８Ｂ２００６０５５小皿土師器３３３２５６９７４
－　１．０　　７．４　ＳＢ０１２Ｐ０２８Ｂ２００６０５５小皿土師器３３３２５６９７５
－　０．９　　（７．３）ＳＢ０１２Ｐ０１８Ｂ２００６０５５小皿土師器３３３２５６９７６

１．８　（１２．０）（７．８）　ＳＢ０１２Ｐ０５８Ｂ２００６０５５平瓦瓦３３３２５６９７７
１１．３　３．８＋　－　Ｐ０８０１８Ｂ２００６０５５甕亀山焼３３３２５６９７８
－　４．２＋　（２４．９）Ｐ０８０２８Ｂ２００６０５５羽釜瓦質土器３３３２５６９７９
－　４．０＋　２６．８　Ｐ０８０３８Ｂ２００６０５５羽釜瓦質土器３３３２５６９８０
－　１６．７　　－　Ｐ０８０４８Ｂ２００６０５５脚部瓦質土器３３３２５６９８１
－　１．８＋　１２．２　ＳＫ００４８Ｂ２００６０５５皿土師器３３３２５７９８２
－　１０．３＋　（１９．８）ＳＫ００４８Ｂ２００６０５５三足付羽釜瓦質土器３３３２５７９８３
－　６．２＋　（２８．８）ＳＤ００８８Ｂ２００６０５５羽釜瓦質土器３３３２５７９８４
－　５．９＋　－　包含層８Ｂ２００６０５５羽釜瓦質土器３３３２５７９８５
－　６．１＋　１１．８　ＳＫ００５１０Ｂ２００６０５５壺須恵器３３３２５７９８６
－　４．４＋　（１７．６）包含層１１Ｂ２００６０５５碗白磁３３３２５７９８７
－　２．３＋　－　包含層１１Ｂ２００６０５５細連弁文碗青磁３３３２５７９８８
５．５　２．８＋　－　ＳＢ０１３Ｐ０７１３Ｂ２００６０５５碗須恵器３３４２５７９８９
５．７　３．２＋　－　ＳＢ０１４Ｐ０６１３Ｂ２００６０５５碗須恵器３３４２５７９９０
８．４　３．１　　１４．４　Ｐ１３０１１３Ｂ２００６０５５皿土師器３３４２５７９９１
－　３．７＋　１５．８　ＳＢ０１６Ｐ０１１４Ｂ２００６０５５碗須恵器３３４２５７９９２

（６．０）１．７＋　－　ＳＢ０１６Ｐ０１１４Ｂ２００６０５５碗須恵器３３４２５７９９３
６．０　２．８＋　－　ＳＢ０１６Ｐ０８１４Ｂ２００６０５５碗須恵器３３４２５７９９４
６．０　１．３　　９．０　ＳＢ０１６Ｐ１１１４Ｂ２００６０５５小皿土師器３３４２５７９９５
－　３．７＋　（１６．０）ＳＢ０１６Ｐ１２１４Ｂ２００６０５５碗須恵器３３４２５７９９６
６．５　２．１＋　－　ＳＢ０１６Ｐ１２１４Ｂ２００６０５５碗須恵器３３４２５７９９７
－　２．５＋　（１６．６）ＳＢ０１６Ｐ１６１４Ｂ２００６０５５碗須恵器３３４２５７９９８
９．４　２．８　　１４．２　Ｐ１４０３１４Ｂ２００６０５５皿土師器３３４２５７９９９

９．５　（８．９）Ｐ１４０４１４Ｂ２００６０５５羽口土師器３３４２５７１０００
（５．８）１．４　　８．４　Ｐ１４０２１４Ｂ２００６０５５小皿土師器３３４２５７１００１
－　２．５＋　１５．７　包含層１４Ｂ２００６０５５碗白磁３３４２５７１００２
－　１．５＋　５．２　包含層１４Ｂ２００６０５５合子蓋青白磁３３４２５７１００３

（１０．０）３．６　　１３．８　包含層１５Ｂ２００６０５５杯Ｂ須恵器３３４２５７１００４
－　５．２＋　３８．７　包含層１５Ｂ２００６０５５鍋土師器３３４２５７１００５
－　４．４＋　１７．６　包含層１５Ｂ２００６０５５碗白磁３３４２５７１００６
－　１．９＋　（１５．６）ＳＢ０２０Ｐ０６１６Ｂ２００６０５５碗須恵器３３５２５７１００７
－　３．８＋　１５．６　ＳＢ０２２Ｐ１１１６Ｂ２００６０５５碗須恵器３３５２５７１００８
－　１．５　　８．８　ＳＫ００７１６Ｂ２００６０５５皿土師器３３５２５７１００９
６．４　４．１　　１１．１　ＳＤ００９１６Ｂ２００６０５５杯須恵器３３５２５７１０１０
７．０　３．７　　（１１．１）ＳＤ０１２１７Ｂ２００６０５５杯須恵器３３５２５７１０１１
５．６　２．６＋　－　ＳＤ０１２１７Ｂ２００６０５５碗須恵器３３５２５７１０１２
－　３．２＋　（２７．０）ＳＤ０１２１７Ｂ２００６０５５捏鉢須恵器３３５２５７１０１３
－　２．３＋　（２７．０）ＳＤ０１２１７Ｂ２００６０５５捏鉢須恵器３３５２５７１０１４
－　５．７＋　（３８．５）ＳＤ０１２１７Ｂ２００６０５５擂鉢備前焼３３５２５７１０１５
５．６　１．９＋　－　ＳＤ０１２１７Ｂ２００６０５５碗白磁３３５２５７１０１６
５．２　２．８＋　－　ＳＤ０１２１７Ｂ２００６０５５碗染付磁器３３５２５７１０１７

４．７　１．１　１．２　３．６　ＳＤ０１２１７Ｂ２００６０５５管状土錘土師器３３５２５７１０１８
３．７　１．１　１．１　（３．９）　包含層１７Ｂ２００６０５５管状土錘土師器３３５２５７１０１９

６．３　５．４　　１６．２　ＳＤ０１３１８Ｂ２００６０５５碗須恵器３３５２５８１０２０

別表１　土器一覧（１７）



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

－　４．９＋　１５．６　ＳＤ０１３１８Ｂ２００６０５５碗須恵器３３５２５８１０２１
５．０　３．６＋　－　ＳＤ０１３１８Ｂ２００６０５５碗須恵器３３５２５８１０２２
－　３．３＋　（１４．８）ＳＤ０１３１８Ｂ２００６０５５碗瓦器３３５２５８１０２３
５．５　２．２　　９．２　ＳＤ０１３１８Ｂ２００６０５５小皿須恵器３３５２５８１０２４

１３．９　１９．０　２９．５　２９．５　ＳＤ０１３１８Ｂ２００６０５５羽口土師器３３５２５８１０２５
１０．０　２．４＋　－　包含層１８Ｂ２００６０５５杯Ｂ須恵器３３５２５８１０２６
５．８　２．６＋　－　包含層１８Ｂ２００６０５５碗白磁３３５２５８１０２７
（６．２）１．５　　（８．８）ＳＢ０２７Ｐ０２１９Ｃ２００７０５７小皿土師器３３６２５８１０２８
（６．０）１．３　　（７．９）ＳＢ０２７Ｐ０３１９Ｃ２００７０５７小皿土師器３３６２５８１０２９
－　４．０＋　（１４．６）ＳＢ０２８Ｐ０３１９Ｃ２００７０５７碗須恵器３３６２５８１０３０
４．０　１．３　　７．６　ＳＢ０２９Ｐ０５１９Ｃ２００７０５７小皿土師器３３６２５８１０３１
－　２．９＋　（２１．２）ＳＤ０１８１９Ｃ２００７０５７羽釜土師器３３６２５８１０３２
－　３．４＋　（１６．０）ＳＫ０１０１９Ｃ２００７０５７碗須恵器３３６２５８１０３３
－　３．４　　（１５．５）包含層１９Ｃ２００７０５７碗須恵器３３６２５８１０３４
２．６　２．６　　９．８　ＳＤ０１８１９Ｃ２００７０５７皿染付磁器３３６２５８１０３５
６．７　１．７　　８．６　ＳＴ００２２１Ｃ２００７０５７小皿土師器３３６２５８１０３６
５．８　１．５　　８．３　ＳＴ００２２１Ｃ２００７０５７小皿土師器３３６２５８１０３７
６．６　１．６　　８．４　ＳＴ００２２１Ｃ２００７０５７小皿土師器３３６２５８１０３８
６．８　１．４　　８．６　ＳＴ００２２１Ｃ２００７０５７小皿土師器３３６２５８１０３９
６．４　５．９　　１５．３　ＳＴ００２２１Ｃ２００７０５７碗白磁３３６２５８１０４０
６．８　３．７　　（１２．０）包含層２１Ｃ２００７０５７杯Ａ須恵器３３６２５８１０４１
６．８　３．２＋　－　包含層２１Ｃ２００７０５７碗白磁３３６２５８１０４２
－　１．６　　７．７　Ｐ２２０１２２Ｄ２００５１５７小皿土師器３３６２５８１０４３
－　４．２＋　（１５．５）ＳＢ０３７Ｐ０７２３Ｄ２００５１５７碗須恵器３３６２５８１０４４
－　１７．５＋　２８．２　ＳＢ０３７Ｐ０７２３Ｄ２００５１５７鍋土師器２５８１０４５
５．９　１．２　　８．４　ＳＢ０３７Ｐ０９２３Ｄ２００５１５７小皿土師器３３６２５８１０４６
５．２　１．４　　７．７　ＳＢ０３７Ｐ０９２３Ｄ２００５１５７小皿土師器３３６２５８１０４７

６．２　１．１　１．３　５．５　包含層２３Ｄ２００５１５７管状土錘土師器３３６２５８１０４８
４．７　１．１　１．３　（３．９）　包含層２３Ｄ２００５１５７管状土錘土師器３３６２５８１０４９

６．０　２．７＋　－　包含層２５Ｄ２００５１５７碗白磁３３６２５８１０５０
－　３．６＋　１６．９　ＳＢ０４０Ｐ０６２６Ｄ２００５１５７碗須恵器３３７２５８１０５１
８．６　３．３　　１４．２　ＳＢ０４２Ｐ０６２６Ｄ２００５１５７皿土師器３３７２５８１０５２
８．６　３．５　　１４．０　ＳＢ０４２Ｐ０７２６Ｄ２００５１５７皿土師器３３７２５８１０５３

（３．４）（６．８）（６．３）　ＳＢ０４２Ｐ０７２６Ｄ２００５１５７羽口土師器３３７２５８１０５４
６．０　２．６＋　－　ＳＢ０４２Ｐ１０２６Ｄ２００５１５７碗須恵器３３７２５８１０５５
４．２　２．３　　８．１　ＳＢ０４１Ｐ０２２６Ｄ２００５１５７小皿須恵器３３７２５８１０５６
５．８　４．７　　１５．８　ＳＴ００３２６Ｄ２００５１５７碗須恵器３３７２５８１０５７
－　７．３＋　（４６．１）Ｐ２６０１２６Ｄ２００５１５７鍋土師器３３７２５８１０５８
－　１．８＋　７．６　ＳＤ０４３２７Ｄ２００５１５７小皿須恵器３３７２５９１０５９
４．３　２．６　　８．２　包含層２８Ｄ２００５１５７小皿須恵器３３７２５９１０６０
－　４．８＋　（２３．８）包含層２８Ｄ２００５１５７捏鉢須恵器３３７２５９１０６１
－　５．０＋　（２８．９）包含層２８Ｄ２００５１５７捏鉢須恵器３３７２５９１０６２
－　７．１＋　（２９．０）包含層２８Ｄ２００５１５７捏鉢須恵器３３７２５９１０６３
－　３．３＋　（２８．４）包含層２８Ｄ２００５１５７甕土師器３３７２５９１０６４

９．０　１．５　１．５　（３．９）　包含層２８Ｄ２００５１５７管状土錘土師器３３８２５９１０６５
－　４．９＋　（１７．７）包含層２８Ｄ２００５１５７碗白磁３３８２５９１０６６
－　５．１＋　１５．７　包含層２８Ｄ２００５１５７碗白磁３３８２５９１０６７
６．２　２．８＋　－　包含層２８Ｄ２００５１５７碗白磁３３８２５９１０６８
６．０　３．３＋　－　包含層２８Ｄ２００５１５７碗白磁３３８２５９１０６９
－　２．８＋　（１５．７）包含層２８Ｄ２００５１５７連弁文碗龍泉窯系青磁３３８２５９１０７０
４．０　１．１＋　－　ＳＢ０４４Ｐ０３２９Ｄ２００５１５７小皿須恵器３３８２５９１０７１

（１．３）（３．１）（２．０）　ＳＧ００２２９Ｄ２００５１５７有溝穿孔土錘土師器３３８２５９１０７２
５．４　２．９＋　－　包含層２９Ｄ２００５１５７碗白磁３３８２５９１０７３
－　３．４＋　（１４．７）包含層２９Ｄ２００５１５７連弁文碗龍泉窯系青磁３３８２５９１０７４
－　２．９＋　（９．７）包含層３０Ｄ２００５１５７碗備前焼３３８２５９１０７５
－　２．９＋　（１０．６）ＳＤ０６５３３Ｄ２００５１５７杯土師器３３８２５９１０７６
４．８　３．０＋　－　ＳＤ０７８３３Ｄ２００５１５７底部土師器３３８２５９１０７７
１２．４　２．８＋　－　ＳＤ０７８３３Ｄ２００５１５７杯Ｂ須恵器３３８２５９１０７８
１４．４　４．２＋　－　ＳＤ０７５３４Ｄ２００５１５７擂鉢土師器３３８２５９１０７９
５．８　２．６＋　－　ＳＤ０７５３４Ｄ２００５１５７碗須恵器３３８２５９１０８０

別表１　土器一覧（１８）



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

１０．７　４．６＋　－　ＳＤ０７５３４Ｄ２００５１５７擂鉢備前焼３３８２５９１０８１
－　６．２＋　－　ＳＤ０７５３４Ｄ２００５１５７擂鉢備前焼３３８２５９１０８２

（３．６）（４．５）　（２．５）　ＳＤ０７５３４Ｄ２００５１５７有溝穿孔土錘土師器３３８２５９１０８３
５．１　２．９　　８．９　包含層３４Ｄ２００５１５７小皿須恵器３３８２５９１０８４
－　３．８＋　１１．１　ＳＢ０４６Ｐ１１３５Ｄ２００５１５７小碗同安窯系青磁３３８２５９１０８５
－　１．７　　（１２．０）ＳＢ０４７Ｐ０１３５Ｄ２００５１５７皿土師器３３８２５９１０８６
－　１．３　　８．２　ＳＢ０４８Ｐ０５３５Ｄ２００５１５７小皿土師器３３８２５９１０８７
７．８　３．１　　１３．６　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７皿土師器３３８２５９１０８８
－　２．９＋　１４．６　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７皿土師器３３９２５９１０８９
６．６　１．４　　８．７　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７小皿土師器３３９２５９１０９０
５．２　１．６　　８．３　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７小皿土師器３３９２５９１０９１
－　１６．０＋　３５．０　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７鍋土師器３３９２５９１０９２
－　１０．５＋　２８．７　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７鍋土師器３３９２５９１０９３
－　１４．４　　（３４．３）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７鍋土師器３３９２６０１０９４
－　６．１＋　（２７．３）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７羽釜土師器３３９２６０１０９５
－　５．０＋　（２６．４）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７鍋土師器３３９２６０１０９６

１０．８　１．２　１．４　６．９　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７管状土錘土師器３３９２６０１０９７
５．５　５．７　　（１６．１）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３３９２６０１０９８
６．０　５．１　　１４．９　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３４０２６０１０９９
５．０　４．８　　１５．６　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３４０２６０１１００
５．２　５．４　　１５．５　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３４０２６０１１０１
６．０　４．８　　（１６．３）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３４０２６０１１０２
４．９　５．６　　１６．３　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３４０２６０１１０３
６．０　５．０　　１６．９　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３４０２６０１１０４
５．４　４．９　　１６．１　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３４０２６０１１０５
－　４．６＋　１７．５　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３３９２６０１１０６
４．９　４．０＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３３９２６０１１０７
５．６　３．１＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３３９２６０１１０８
（６．１）３．２＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３３９２６０１１０９
５．１　２．４＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３３９２６０１１１０
５．２　１．８＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３３９２６０１１１１
－　２．４＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３３９２６０１１１２
５．０　３．１　　９．５　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７小皿須恵器３４０２６０１１１３
５．６　２．７　　８．９　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７小皿須恵器３４０２６０１１１４
５．７　２．４　　８．９　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７小皿須恵器３４０２６０１１１５
５．０　２．２　　９．２　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７小皿須恵器３４０２６０１１１６
４．７　１．７　　８．２　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７小皿須恵器３４０２６０１１１７

４．４＋　３３．５　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７捏鉢須恵器３４１２６０１１１８
１０．０　１０．７　　（２８．０）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７捏鉢須恵器３４１２６０１１１９
（８．８）４．７　　（１２．８）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７坏Ｂ須恵器２６０１１２０
（５．７）３．５＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗瓦器３４１２６１１１２１
－　４．１＋　（１５．４）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗瓦器３４１２６１１１２２
－　１．４＋　（１１．７）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７小皿瓦器３４１２６１１１２３
－　３．９＋　（２４．４）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７羽釜瓦質土器３４１２６１１１２４
－　７．０＋　（２７．９）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７擂鉢備前焼３４１２６１１１２５
－　４．９＋　（２７．４）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７擂鉢備前焼３４１２６１１１２６
－　５．３＋　（２３．７）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７擂鉢備前焼３４１２６１１１２７
－　６．３＋　（２６．９）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７擂鉢備前焼３４１２６１１１２８
－　５．１＋　（２７．７）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７擂鉢備前焼３４１２６１１１２９
－　９．２＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７甕備前焼３４１２６１１１３０
－　７．１＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７甕備前焼３４１２６１１１３１
－　２．７＋　１１．１　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７壺丹波焼３４１２６１１１３２
４．５　２．９　　１２．３　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７皿肥前系施釉陶器３４２２６１１１３３
４．１　３．０＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗肥前系施釉陶器３４２２６１１１３４
７．６　２．６＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７底部施釉陶器３４２２６１１１３５
７．６　７．１　　（１７．３）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗白磁３４２２６１１１３６
－　５．０＋　１７．６　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗白磁３４２２６１１１３７
－　３．９＋　１４．８　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗白磁３４２２６１１１３８
５．６　１．７＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗白磁３４２２６１１１３９
４．９　２．５＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗白磁３４２２６１１１４０

別表１　土器一覧（１９）



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

６．４　２．６＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗白磁３４２２６１１１４１
６．０　３．９＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗白磁３４２２６１１１４２
６．８　３．１＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗白磁３４２２６１１１４３
７．６　１．９＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７皿白磁３４２２６１１１４４
－　４．１＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７水注白磁３４２２６１１１４５
５．４　３．５＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７皿龍泉窯系青磁３４２２６１１１４６
２．９　１．１＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７皿龍泉窯系青磁３４２２６１１１４７
５．２　２．９＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗同安窯系青磁３４２２６１１１４８
５．１　４．１＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗中国製染付磁器３４２２６１１１４９
５．６　０．９＋　－　ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７底部中国製染付磁器３４２２６１１１５０
－　３．８＋　（１３．２）ＳＤ０８６３５Ｄ２００５１５７碗須恵器３４２２６１１１５１
８．３　４．５　　（１４．０）包含層３５Ｄ２００５１５７杯Ａ須恵器３４２２６１１１５２
－　２．１＋　１５．２　ＳＡ００２Ｐ０２３６Ｄ２００５１５７托ｏｒ皿土師器３４３２６２１１５３
－　２．６＋　（１５．９）ＳＢ０４９Ｐ０９３７Ｄ２００５１５７碗須恵器３４３２６２１１５４

（５．２）５．１　　（１５．３）ＳＢ０４９Ｐ１２３７Ｄ２００５１５７碗須恵器３４３２６２１１５５
６．４　１．９　　８．２　ＳＢ０４９Ｐ１８３７Ｄ２００５１５７小皿須恵器３４３２６２１１５６
－　３．６＋　１６．０　ＳＢ０５１Ｐ０３３７Ｄ２００５１５７碗須恵器３４３２６２１１５７
６．６　１．４　　９．１　ＳＢ０５１Ｐ０８３７Ｄ２００５１５７小皿土師器３４３２６２１１５８
７．１　１．３　　９．３　ＳＢ０５１Ｐ１２３７Ｄ２００５１５７小皿土師器３４３２６２１１５９
５．９　１．５　　（８．８）ＳＢ０５１Ｐ１３３７Ｄ２００５１５７小皿土師器３４３２６２１１６０
８．７　４．１＋　－　ＳＢ０５１Ｐ１７３７Ｄ２００５１５７底部土師器３４３２６２１１６１
（４．７）１．２　　（７．３）ＳＢ０５１Ｐ１７３７Ｄ２００５１５７小皿土師器３４３２６２１１６２
６．４　３．０＋　－　ＳＢ０５１Ｐ１８３７Ｄ２００５１５７碗須恵器３４３２６２１１６３
－　３．４＋　１３．５　ＳＢ０５１Ｐ２５３７Ｄ２００５１５７碗須恵器３４３２６２１１６４

（６．６）１．５　　９．１　Ｐ３７０１３７Ｄ２００５１５７小皿土師器３４３２６２１１６５
（６．４）１．３　　９．３　Ｐ３７０１３７Ｄ２００５１５７小皿土師器３４３２６２１１６６
－　３．５＋　（１５．３）ＳＡ００３Ｐ０１３７Ｄ２００５１５７碗須恵器３４３２６２１１６７
５．２　２．３　　８．６　ＳＡ００３Ｐ０２３７Ｄ２００５１５７托土師器３４３２６２１１６８
１１．２　４．９　　１５．６　ＳＤ１０４３７Ｄ２００５１５７杯Ｂ須恵器３４３２６２１１６９
１１．６　４．０　　（１５．１）ＳＤ１０１３７Ｄ２００５１５７杯Ｂ須恵器３４３２６２１１７０
５．８　３．４　　９．４　ＳＤ１０１３７Ｄ２００５１５７杯須恵器３４３２６２１１７１

１．３＋　９．０　ＳＤ０９３３７Ｄ２００５１５７小皿土師器３４３２６２１１７２
－　３．８＋　（１６．４）ＳＤ０９２３７Ｄ２００５１５７碗須恵器３４３２６２１１７３
６．４　１．３　　９．１　ＳＫ０４０３７Ｄ２００５１５７小皿土師器３４４２６２１１７４
－　２．０＋　（１０．３）ＳＫ０４０３７Ｄ２００５１５７小皿須恵器３４４２６２１１７５

２．８＋　１０．５　包含層３７Ｄ２００５１５７皿土師器３４４２６２１１７６
１．８＋　－　包含層３７Ｄ２００５１５７蓋須恵器３４４２６２１１７７

－　５．８＋　（１９．２）包含層３７Ｄ２００５１５７碗須恵器３４４２６２１１７８
（１１．２）３．８＋　－　包含層３７Ｄ２００５１５７捏鉢須恵器３４４２６２１１７９
－　５．９＋　（２７．０）包含層３７Ｄ２００５１５７捏鉢須恵器３４４２６２１１８０
－　６．２＋　（２７．２）包含層３７Ｄ２００５１５７捏鉢須恵器３４４２６２１１８１
６．０　１．４＋　－　包含層３７Ｄ２００５１５７底部緑釉陶器３４４２６２１１８２
－　３．９＋　１６．４　包含層３７Ｄ２００５１５７碗白磁３４４２６２１１８３
－　４．０＋　（１３．８）包含層３７Ｄ２００５１５７碗白磁３４４２６２１１８４
－　１．８＋　（１４．９）包含層３７Ｄ２００５１５７碗白磁３４４２６２１１８５

（７．８）２．５＋　－　包含層３７Ｄ２００５１５７碗白磁３４４２６２１１８６
（４．６）２．０　　（１０．３）包含層３７Ｄ２００５１５７皿同安窯系青磁３４４２６２１１８７
４．６　０．８＋　－　包含層３８Ｄ２００５１５７碗瓦器３４４２６２１１８８
－　５．６＋　－　包含層３８Ｄ２００５１５７碗龍泉窯系青磁３４４２６２１１８９
－　１．３＋　（１１．０）ＳＫ０４２３９Ｄ２００５１５７皿土師器３４４２６２１１９０
５．８　１．９＋　－　包含層３９Ｄ２００５１５７碗須恵器３４４２６２１１９１
－　３．５＋　（１６．３）包含層３９Ｄ２００５１５７碗白磁３４４２６２１１９２
６．６　１．８＋　－　包含層３９Ｄ２００５１５７皿同安窯系青磁３４４２６２１１９３
４．９　２．７　　９．１　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿須恵器３４５２６３１１９４
５．０　２．４　　８．２　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿須恵器３４５２６３１１９５
４．８　２．４　　７．９　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿須恵器３４５２６３１１９６
５．９　２．２　　８．４　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿須恵器３４５２６３１１９７
６．５　１．３　　８．６　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１１９８
７．１　１．４　　９．２　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１１９９
６．５　１．５　　８．８　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１２００
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別表１　土器一覧（２１） 

分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

６．６　１．７　　　８．３　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１２０１
６．２　１．８　　　８．１　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１２０２
６．３　１．４　　　８．６　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１２０３
６．５　１．３　　　８．５　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１２０４
７．０　１．４　　　８．８　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１２０５
９．０　１．３　　　８．３　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１２０６
５．２　１．４　　　７．７　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１２０７
５．８　２．３＋　－　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４托土師器３４５２６３１２０８
５．８　２．３＋　－　Ｐ４００１４０Ｅ２００５１９４托土師器３４５２６３１２０９
－　４．５＋　２１．９　ＳＤ１１６４０Ｅ２００５１９４擂鉢備前焼３４４２６３１２１０
－　６．２＋　－　ＳＤ１１６４０Ｅ２００５１９４擂鉢備前焼３４４２６３１２１１
６．４　３．４＋　－　ＳＤ１１６４０Ｅ２００５１９４碗白磁３４４２６３１２１２
－　２．４＋　１７．９　包含層４０Ｅ２００５１９４碗白磁３４４２６３１２１３

９．７　１．１　１．３　６．２　包含層４０Ｅ２００５１９４管状土錘土師器３４４２６３１２１４
－　４．３＋　（１４．５）ＳＢ０５７Ｐ０６４１Ｅ２００５１９４碗須恵器３４５２６３１２１５
－　３．５＋　１５．２　ＳＢ０５７Ｐ０３４１Ｅ２００５１９４碗須恵器３４５２６３１２１６

（６．２）５．６　　（１５．５）ＳＫ０４５４１Ｅ２００５１９４碗須恵器３４５２６３１２１７
５．０　２．１＋　－　ＳＫ０４５４１Ｅ２００５１９４碗須恵器３４５２６３１２１８
５．６　０．９　　７．４　ＳＫ０４５４１Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１２１９
６．３　１．３　　８．５　ＳＫ０４５４１Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１２２０
５．６　２．０＋　－　ＳＤ１１８４１Ｅ２００５１９４碗須恵器３４５２６３１２２１
５．７　１．４　　８．８　ＳＤ１１８４１Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１２２２
６．２　１．２　　８．３　ＳＤ１１８４１Ｅ２００５１９４小皿土師器３４５２６３１２２３
６．８　２．１＋　－　包含層４１Ｅ２００５１９４碗白磁３４５２６３１２２４
４．４　１．７＋　－　包含層４１Ｅ２００５１９４碗白磁３４５２６３１２２５
－　３．０＋　（１５．４）包含層４３Ｅ２００５１９４碗白磁３４５２６３１２２６
－　１．９＋　（１３．３）攪乱包含層４５Ｆ２００６０９３皿土師器３４６２６３１２２７

（７．６）１．８　　（１１．７）攪乱包含層４５Ｆ２００６０９３皿土師器３４６２６３１２２８
－　７．２＋　（３０．７）攪乱包含層４５Ｆ２００６０９３鍋土師器３４６２６３１２２９

（７．４）３．２　　（１４．７）ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３杯土師器３４６２６３１２３０
８．５　３．９　　１４．１　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３杯土師器３４６２６３１２３１
－　２．６＋　（１５．６）ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３托土師器３４６２６３１２３２
５．６　１．３　　（８．９）ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３小皿土師器３４６２６３１２３３
７．０　１．１　　８．６　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３小皿土師器３４６２６３１２３４
６．０　１．２　　８．５　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３小皿土師器３４６２６３１２３５
６．３　１．３　　８．１　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３小皿土師器３４６２６３１２３６
４．９　１．７＋　－　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３底部土師器３４６２６３１２３７
６．８　２．３＋　－　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３底部土師器３４６２６３１２３８
７．４　２．２＋　－　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３底部土師器３４６２６３１２３９
（７．４）５．９　　１６．６　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３碗須恵器３４６２６３１２４０
６．０　３．４＋　－　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３碗須恵器３４６２６３１２４１
３．６　３．４　　８．３　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３小皿須恵器３４６２６３１２４２
５．５　２．９　　９．２　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３小皿須恵器３４６２６３１２４３
－　３．６＋　１５．７　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３碗白磁３４６２６３１２４４

２．０　（１１．３）（７．２）　ＳＫ０４７４５Ｆ２００６０９３平瓦瓦３４６２６３１２４５
－　２．２＋　（１６．０）ＳＤ１２６４５Ｆ２００６０９３碗須恵器３４６２６３１２４６
－　２．９＋　（１４．８）ＳＢ０６１Ｐ０９４６Ｆ２００６０９３碗須恵器３４７２６３１２４７
４．５　１．３　　（６．３）ＳＢ０６４Ｐ０１４６Ｆ２００６０９３小皿土師器３４７２６３１２４８
－　２．２＋　（１２．４）ＳＢ０６２Ｐ０３４６Ｆ２００６０９３皿土師器３４７２６３１２４９
－　１．３＋　８．３　ＳＢ０６２Ｐ０７４６Ｆ２００６０９３小皿土師器３４７２６３１２５０
－　１．４＋　８．２　ＳＢ０６２Ｐ０７４６Ｆ２００６０９３小皿土師器３４７２６３１２５１
９．４　２．４＋　－　ＳＢ０６２Ｐ０７４６Ｆ２００６０９３杯Ｂ須恵器３４７２６３１２５２
－　２．５＋　（２２．４）ＳＢ０６２Ｐ０７４６Ｆ２００６０９３甕須恵器３４７２６３１２５３
－　３．２＋　（１６．０）ＳＤ１２７最上層４６Ｆ２００６０９３稜碗須恵器３４７２６３１２５４
－　２．４＋　１２．２　ＳＤ１２８４６Ｆ２００６０９３皿土師器３４７２６３１２５５
－　５．２＋　２３．５　ＳＤ１２８４６Ｆ２００６０９３羽釜土師器３４７２６３１２５６
－　１．２＋　８．４　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３小皿土師器３４７２６４１２５７
－　１．２＋　９．１　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３小皿土師器３４７２６４１２５８
－　３．９＋　（１３．１）ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３碗土師器３４７２６４１２５９
６．２　２．６＋　－　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３碗土師器３４７２６４１２６０



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

５．９　１．９＋　－　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３碗土師器３４７２６４１２６１
４．４　２．８＋　－　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３托土師器３４７２６４１２６２
－　９．２＋　（２９．４）ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３鍋土師器３４７２６４１２６３
－　４．０＋　２２．５　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３甕須恵器３４７２６４１２６４
５．４　５．４　　（１５．５）ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３碗須恵器３４７２６４１２６５
－　３．４＋　１５．１　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３碗須恵器３４７２６４１２６６
－　１２．２＋　２０．８　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３三足付羽釜瓦質土器３４８２６４１２６７
－　５．９＋　２５．６　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３三足付羽釜瓦質土器３４８２６４１２６８
－　２．４＋　（１３．８）ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３碗瓦器３４８２６４１２６９
５．２　（１．２）　－　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３壺備前焼３４８２６４１２７０
－　４．９＋　（１６．８）ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３碗白磁３４８２６４１２７１
６．５　３．８＋　－　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３碗白磁３４８２６４１２７２
６．２　４．８＋　－　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３碗白磁３４８２６４１２７３

０．８　２．７　（４．４）　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３把手白磁３４８２６４１２７４
－　３．３＋　－　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３碗青磁３４８２６４１２７５
３．３　２．４＋　－　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３碗染付磁器３４８２６４１２７６

１．９　（７．２）（７．１）　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３平瓦瓦３４８２６４１２７７
－　６．１＋　ＳＤ１３３４７Ｆ２００６０９３壺施釉陶器３４８２６４１２７８

２．０　（１３．２）（１０．０）　ＳＤ１３３４８Ｆ２００６０９３平瓦瓦２６４１２７９
５．０　０．９＋　－　ＳＤ１３３４８Ｆ２００６０９３皿白磁２６４１２８０
－　４．２＋　（１３．３）ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３杯須恵器３４８２６４１２８１
－　０．８＋　１７．２　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３杯Ｂ蓋須恵器３４８２６４１２８２
－　４．２＋　１０．０　ＳＤ１３８４９Ｆ２００６０９３壺須恵器３４８２６４１２８３

孔径０．６８．２　１．４　１．４　３．７　ＳＤ１３４４９Ｆ２００６０９３管状土錘土師器３４８２６４１２８４
－　２．４＋　－　包含層４９Ｆ２００６０９３碗白磁３４８２６４１２８５

（６．５）３．９＋　－　包含層４９Ｆ２００６０９３碗白磁３４８２６４１２８６
（３．７）１．２＋　－　包含層４９Ｆ２００６０９３小杯白磁３４８２６４１２８７
－　２．１＋　１３．５　包含層４９Ｆ２００６０９３碗龍泉窯系青磁３４８２６４１２８８
－　５．２＋　（２７．０）ＳＤ１５１５１Ｆ２００６０９３鍋土師器３４８２６５１２８９
－　（６．１）　（３１．４）ＳＤ１５１５２Ｆ２００６０９３摺鉢備前焼３４８２６５１２９０
－　４．７＋　１３．６　ＳＤ１５１５２Ｆ２００６０９３壺備前焼３４８２６５１２９１
４．２　１．７＋　－　ＳＤ１５１５２Ｆ２００６０９３碗青磁３４８２６５１２９２
４．６　５．１　　１４．８　ＳＢ０６５Ｐ１２５３Ｆ２００６０９３碗瓦器３５０２６５１２９３
９．６　２．８　　１４．９　ＳＢ０６５Ｐ１４５３Ｆ２００６０９３皿土師器３５０２６５１２９４
５．２　１．０　　７．３　ＳＢ０６５Ｐ１８５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３４９２６５１２９５
－　４．１＋　１４．７　ＳＢ０６５Ｐ１８５３Ｆ２００６０９３碗瓦器３４９２６５１２９６
－　２．９＋　（１６．８）ＳＢ０６６Ｐ０１５３Ｆ２００６０９３碗須恵器３４９２６５１２９７
－　４．８＋　１６．０　ＳＢ０６６Ｐ０９５３Ｆ２００６０９３碗白磁３４９２６５１２９８
６．０　１．２　　８．０　ＳＢ０６６Ｐ１０５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３４９２６５１２９９
６．０　１．４　　８．４　ＳＢ０６６Ｐ１６５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３４９２６５１３００
－　１７．７＋　３６．３　ＳＢ０６７Ｐ０４５３Ｆ２００６０９３鍋土師器３５０２６５１３０１
９．２　２．５　　１３．８　ＳＢ０６７Ｐ０６５３Ｆ２００６０９３皿土師器３５０２６５１３０２
５．１　５．１　　１５．１　ＳＢ０６７Ｐ０６５３Ｆ２００６０９３碗瓦器３５０２６５１３０３
７．９　１．２　　１８．２　ＳＢ０６７Ｐ０６５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３５０２６５１３０４
５．７　１．３　　８．０　ＳＢ０６７Ｐ０６５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３４９２６５１３０５
－　５．５＋　－　ＳＢ０６７Ｐ０６５３Ｆ２００６０９３羽口土師器３４９２６５１３０６
５．１　１．０　　７．３　ＳＢ０６９Ｐ０３５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３４９２６５１３０７
－　３７．９＋　－　ＳＢ０６９Ｐ０１５３Ｆ２００６０９３竈土師器３５０２６５１３０８
５．３　２．５＋　－　ＳＢ０７０Ｐ０１５３Ｆ２００６０９３碗須恵器３４９２６６１３０９
４．６　１．４　　７．２　ＳＢ０７０Ｐ０６５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３４９２６６１３１０
－　３．７＋　（１５．６）ＳＢ０７１Ｐ１１５３Ｆ２００６０９３碗白磁３４９２６６１３１１
－　５．３＋　－　ＳＢ０７１Ｐ１３５３Ｆ２００６０９３壺須恵器３４９２６６１３１２
５．５　４．９　　１５．１　ＳＢ０７１Ｐ１４５３Ｆ２００６０９３碗須恵器３５０２６６１３１３
５．８　１．３　　８．０　ＳＢ０７１Ｐ１４５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３４９２６６１３１４
８．１　３．３　　（１３．９）ＳＢ０７１Ｐ１６５３Ｆ２００６０９３皿土師器３４９２６６１３１５
６．４　１．０　　７．８　ＳＢ０７１Ｐ１７５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３４９２６６１３１６
５．７　１．４　　７．８　ＳＢ０７１Ｐ１８５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３４９２６６１３１７
６．１　１．４　　８．２　ＳＢ０７１Ｐ１９５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３４９２６６１３１８
５．４　５．５　　１７．０　ＳＢ０７１Ｐ１９５３Ｆ２００６０９３碗須恵器３５０２６６１３１９
－　３．６＋　（１５．７）ＳＢ０７１Ｐ１９５３Ｆ２００６０９３碗須恵器３４９２６６１３２０

別表１　土器一覧（２２）
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－　３．４＋　（１５．０）Ｐ５３０１５３Ｆ２００６０９３碗瓦器３４９２６６１３２１
－　３．３＋　１６．０　ＳＫ０４８５３Ｆ２００６０９３碗須恵器３４９２６６１３２２
６．４　３．３＋　－　ＳＫ０４８５３Ｆ２００６０９３碗白磁３４９２６６１３２３
８．４　２．９　　（１４．７）ＳＫ０５０５３Ｆ２００６０９３皿土師器３５０２６６１３２４
－　２．５＋　（１５．０）ＳＫ０５０５３Ｆ２００６０９３皿土師器３４９２６６１３２５
６．０　０．９　　（８．５）ＳＫ０５０５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３４９２６６１３２６
５．０　１．３　　７．７　ＳＫ０５０５３Ｆ２００６０９３小皿土師器３４９２６６１３２７
－　４．５＋　（２６．５）ＳＫ０５０５３Ｆ２００６０９３鍋土師器３４９２６６１３２８
６．０　４．５　　１６．２　ＳＫ０５０５３Ｆ２００６０９３碗須恵器３５０２６６１３２９
５．４　４．８　　１６．１　ＳＫ０５０５３Ｆ２００６０９３碗須恵器３５０２６６１３３０
－　４．０＋　１５．０　ＳＫ０５０５３Ｆ２００６０９３碗須恵器３４９２６６１３３１
－　２．３＋　（１５．９）ＳＫ０５０５３Ｆ２００６０９３碗瓦器３４９２６６１３３２

孔径０．４４．０　１．０　１．１　４．５　ＳＤ１５５５３Ｆ２００６０９３管状土錘土師器３５１２６６１３３３
－　０．６＋　－　ＳＤ１４６５３Ｆ２００６０９３緑釉陶器３５１２６６１３３４

（１０．０）３．６　　（１６．８）ＳＤ１６１５３Ｆ２００６０９３杯土師器３５１２６６１３３５
－１０．０　３．７　　（１３．７）ＳＤ１６１５３Ｆ２００６０９３杯Ａ須恵器３５１２６６１３３６

（１１．０）３．４　　（１４．２）ＳＤ１６１５３Ｆ２００６０９３杯Ａ須恵器３５１２６６１３３７
－１０．６　４．５　　（１４．４）ＳＤ１６１５３Ｆ２００６０９３杯Ｂ須恵器３５１２６６１３３８
－１０．０　６．３　　１６．７　ＳＤ１６１５３Ｆ２００６０９３稜碗須恵器３５１２６６１３３９
つまみ
３．０－　１．９＋　（１８．４）ＳＤ１６１５３Ｆ２００６０９３杯Ｂ蓋須恵器３５１２６６１３４０

－－　１．５＋　（１９．８）ＳＤ１６１５３Ｆ２００６０９３杯Ｂ蓋須恵器３５１２６６１３４１
－　３．０＋　（１５．７）ＳＤ１５６５３Ｆ２００６０９３碗須恵器３５１２６６１３４２

孔径０．４４．９　１．０　１．１　５．３　ＳＤ１６０５３Ｆ２００６０９３管状土錘土師器３５１２６６１３４３
包含層５３Ｆ２００６０９３羽口土師器３５１２６７１３４４

（１９．２）６．０　　（２６．７）包含層５３Ｆ２００６０９３皿須恵器３５１２６７１３４５
５．９　１．９＋　－　包含層５３Ｆ２００６０９３碗須恵器３５１２６７１３４６
５．８　１．５＋　－　包含層５３Ｆ２００６０９３碗須恵器３５１２６７１３４７
－　５．８＋　１８．０　包含層５３Ｆ２００６０９３捏鉢須恵器３５１２６７１３４８
－　２．１＋　１０．８　包含層５３Ｆ２００６０９３円面硯須恵器３５１２６７１３４９

１．０　（５．２）（６．３）　包含層５３Ｆ２００６０９３風字硯須恵器３５１２６７１３５０
１０．１　５．４　　１３．５　ＳＤ１６３５４Ｆ２００６０９３杯Ｂ須恵器３５１２６７１３５１
９．９　３．６　　１３．２　包含層５４Ｆ２００６０９３杯Ｂ須恵器３５２２６７１３５２
－　１．６＋　（１７．９）包含層５４Ｆ２００６０９３稜碗蓋須恵器３５２２６７１３５３

（６．６）１．６＋　－　包含層５４Ｆ２００６０９３壺緑釉陶器３５２２６７１３５４
－　４．４＋　－　ＳＢ０７２Ｐ０４５５Ｆ２００６０９３製塩土器土師器３５２２６７１３５５
－　２．６＋　９．４　ＳＢ０７３Ｐ０８５５Ｆ２００６０９３製塩土器土師器３５２２６７１３５６
５．７　２．０＋　－　ＳＫ０５３５５Ｆ２００６０９３碗須恵器３５２２６７１３５７
－　３．７　　１０．８　ＳＫ０５３５５Ｆ２００６０９３壺須恵器３５２２６７１３５８
１４．８　５．８＋　－　ＳＫ０５３５５Ｆ２００６０９３壺須恵器３５２２６７１３５９
（１０．６）３．０　　（１４．０）ＳＤ１７０５５Ｆ２００６０９３杯Ａ須恵器３５２２６７１３６０
６．５　２．２＋　－　ＳＤ１７０５５Ｆ２００６０９３碗須恵器３５２２６７１３６１
－　４．２＋　（１７．０）ＳＤ１７０５５Ｆ２００６０９３碗須恵器３５２２６７１３６２
４．６　４．３＋　－　ＳＤ１７０５５Ｆ２００６０９３壺須恵器３５２２６７１３６３
８．５　３．９＋　－　ＳＤ１７２５５Ｆ２００６０９３杯Ｂ須恵器３５２２６７１３６４
－　５．２＋　（３０．０）ＳＤ１７２５５Ｆ２００６０９３捏鉢須恵器３５２２６７１３６５
－　３．０＋　１５．０　ＳＤ１６５５５Ｆ２００６０９３碗須恵器３５２２６７１３６６
６．０　１．９＋　－　ＳＤ１７４５５Ｆ２００６０９３杯Ｂ須恵器３５２２６７１３６７
－　９．０＋　（２６．０）ＳＤ１７４５５Ｆ２００６０９３甕須恵器３５２２６７１３６８
－　６．９＋　（１１．２）包含層５５Ｆ２００６０９３製塩土器土師器３５２２６７１３６９

孔径０．５６．７　１．２　１．２　４．９　包含層５５Ｆ２００６０９３管状土錘土師器３５２２６７１３７０
（１１．５）３．５　　（１５．８）包含層５５Ｆ２００６０９３杯Ａ須恵器３５２２６７１３７１
（５．０）１．１＋　－　包含層５５Ｆ２００６０９３杯須恵器３５２２６７１３７２
－　２．２＋　１８．４　包含層５５Ｆ２００６０９３杯Ｂ蓋須恵器３５２２６７１３７３
－　３．８＋　２０．７　包含層５５Ｆ２００６０９３稜碗蓋須恵器３５２２６７１３７４

（２０．１）２．４　　２１．７　包含層５５Ｆ２００６０９３皿須恵器３５２２６７１３７５
－　３．０＋　１３．０　包含層５５Ｆ２００６０９３壺須恵器３５３２６７１３７６
－　５．４＋　－　包含層５５Ｆ２００６０９３壺須恵器３５３２６７１３７７
－　１．７　　（８．８）包含層５５Ｆ２００６０９３小皿瓦器３５３２６７１３７８
５．５　４．６＋　－　包含層５５Ｆ２００６０９３碗白磁３５３２６７１３７９
－　３．６＋　（１６．４）ＳＡ００６Ｐ０３５６Ｆ２００６０９３碗須恵器３５３２６８１３８０

別表１　土器一覧（２３） 



別表１　土器一覧（２４） 
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法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

１０．８　４．１　　（１３．８）包含層５６Ｆ２００６０９３杯Ｂ須恵器３５３２６８１３８１
８．９１．４＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３杯Ｂ須恵器３５３２６８１３８２
１１．５２．５　　１３．８　包含層５６Ｆ２００６０９３杯Ａ須恵器３５３２６８１３８３
１０．０２．２＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３底部須恵器３５３２６８１３８４
－　１．７　　４．８　包含層５６Ｆ２００６０９３蓋須恵器３５３２６８１３８５
７．６　４．４　　（１６．０）包含層５６Ｆ２００６０９３皿土師器３５４２６８１３８６
－　１．９　　６．８　包含層５６Ｆ２００６０９３小皿土師器２８１２６８１３８７

（４．６）１．８＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３小碗山茶碗３５３２６８１３８８
孔径０．３７．２　１．２　１．３　４．６　包含層５６Ｆ２００６０９３管状土錘土師器３５３２６８１３８９
孔径０．５１１．７　１．９　１．９　４．２　包含層５６Ｆ２００６０９３管状土錘土師器３５３２６８１３９０
孔径０．４１２．６　１．６　１．８　４．８　包含層５６Ｆ２００６０９３管状土錘土師器３５３２６８１３９１
孔径０．４８．１　１．８　２．０　（２．６）　包含層５６Ｆ２００６０９３管状土錘土師器３５３２６８１３９２

６．３　１．２　１．３　４．９　包含層５６Ｆ２００６０９３管状土錘土師器３５３２６８１３９３
２．８　１．１　１．１　（３．４）　包含層５６Ｆ２００６０９３管状土錘土師器３５３２６８１３９４
４．２　１．０　１．１　４．４　包含層５６Ｆ２００６０９３管状土錘土師器３５３２６８１３９５

－　６．３＋　（１２．７）包含層５６Ｆ２００６０９３製塩土器土師器３５３２６８１３９６
１０．８　３．５　　１４．８　包含層５６Ｆ２００６０９３杯Ａ須恵器３５３２６８１３９７
（１１．０）６．１　　（１９．１）包含層５６Ｆ２００６０９３稜碗須恵器３５３２６８１３９８
７．６　２．０　　（１３．６）包含層５６Ｆ２００６０９３皿須恵器３５３２６８１３９９
１０．４　２．１　　１６．０　包含層５６Ｆ２００６０９３皿須恵器３５３２６８１４００
－　２．３＋　１３．４　包含層５６Ｆ２００６０９３皿須恵器３５３２６８１４０１
－　１．１＋　１６．０　包含層５６Ｆ２００６０９３杯Ｂ蓋須恵器３５３２６８１４０２
－　１．６＋　１２．８　包含層５６Ｆ２００６０９３杯Ｂ蓋須恵器３５３２６８１４０３
－　３．４＋　１３．８　包含層５６Ｆ２００６０９３蓋須恵器３５４２６８１４０４
５．７　５．２＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３平瓶須恵器３５４２６８１４０５
－　２．７＋　（１４．３）包含層５６Ｆ２００６０９３円面硯須恵器３５４２６８１４０６
－　７．３＋　１２．７　包含層５６Ｆ２００６０９３壺須恵器３５４２６８１４０７
７．０　１．７＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３底部緑釉陶器３５４２６８１４０８
－　３．５＋　（１３．０）包含層５６Ｆ２００６０９３碗灰釉陶器３５４２６８１４０９
－　２．８＋　（１５．６）包含層５６Ｆ２００６０９３碗灰釉陶器３５４２６８１４１０
－　１．３＋　（１５．５）包含層５６Ｆ２００６０９３皿灰釉陶器３５４２６８１４１１

（５．９）１．８＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３底部灰釉陶器３５４２６８１４１２
７．０　１．４＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３底部灰釉陶器３５４２６８１４１３
５．８　１．７＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３底部灰釉陶器３５４２６８１４１４
－　５．３＋　１６．４　包含層５６Ｆ２００６０９３碗白磁３５４２６８１４１５
７．２　３．１＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３碗白磁３５４２６８１４１６
４．７　１．６＋　－　包含層５６Ｆ２００６０９３碗白磁３５４２６８１４１７
３．６　２．４　　（１０．３）包含層５６Ｆ２００６０９３皿白磁３５４２６８１４１８
４．１　３．１　　１０．０　包含層５６Ｆ２００６０９３皿青磁３５４２６８１４１９

２．１　（１１．５）（１４．０）　包含層５６Ｆ２００６０９３平瓦瓦３５４２６８１４２０
６．２　２．２＋　－　ＳＤ１９１５７Ｇ２００７０５７碗須恵器３５５２６９１４２１
－　１．１＋　（７．９）ＳＢ０７６Ｐ０５５８Ｇ２００７０５７小皿土師器３５５２６９１４２２
－　２．３＋　（１１．８）ＳＢ０７７Ｐ０８５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５５２６９１４２３
－　１．９＋　１３．９　ＳＢ０７７Ｐ１４５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５５２６９１４２４
－　３．０＋　１２．１　ＳＢ０７７Ｐ１４５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５５２６９１４２５
－　２．６＋　１３．８　ＳＢ０７９Ｐ０１５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５５２６９１４２６
－　１．４＋　（７．６）ＳＢ０７９Ｐ０１５８Ｇ２００７０５７小皿土師器３５５２６９１４２７
－　１．４＋　８．８　ＳＢ０７９Ｐ０１５８Ｇ２００７０５７小皿土師器３５５２６９１４２８
－　２．３＋　（１１．７）ＳＢ０７９Ｐ０６５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５５２６９１４２９
－　２．５＋　（１２．８）Ｐ５８０１５８Ｇ２００７０５７皿土師器　３５５２６９１４３０

（９．０）１．８＋　－　Ｐ５８０２５８Ｇ２００７０５７杯Ｂ須恵器３５５２６９１４３１
－　２．８＋　１６．６　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７碗須恵器３５５２６９１４３２
６．１　２．３＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７碗須恵器３５５２６９１４３３
６．０　２．９　　　７．８　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７碗須恵器３５５２６９１４３４
－　１．６＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７底部緑釉陶器３５５２６９１４３５
－　１．１＋　（１３．４）ＳＤ２０１最上層５８Ｇ２００７０５７皿灰釉陶器３５５２６９１４３６
６．０　１．５　　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７底部灰釉陶器３５５２６９１４３７
７．２　１．１＋　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７底部灰釉陶器３５５２６９１４３８
６．９　２．０　　－　ＳＤ２０１５８Ｇ２００７０５７底部灰釉陶器３５５２６９１４３９
４．８　２．１＋　－　ＳＤ２０４５８Ｇ２００７０５７碗須恵器３５５２６９１４４０
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－　２．２＋　（１４．８）ＳＤ２０６５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５５２６９１４４１
５．９　２．１　　１１．８　ＳＤ２０６５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５５２６９１４４２
７．８　１．５　　（４．８）ＳＤ２０６５８Ｇ２００７０５７小皿土師器３５５２６９１４４３
８．１　０．９　　８．０　ＳＤ２０６５８Ｇ２００７０５７小皿土師器３５５２６９１４４４
－　７．８＋　２７．４　ＳＤ２０６５８Ｇ２００７０５７羽釜土師器３５５２６９１４４５
－　２．８＋　（１２．７）ＳＫ０６１５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５５２６９１４４６
－　２．７＋　（１５．８）ＳＫ０６１５８Ｇ２００７０５７碗須恵器３５５２６９１４４７
－　１．３＋　８．２　ＳＫ０６１５８Ｇ２００７０５７小皿須恵器３５５２６９１４４８
－　３．７＋　（２７．５）ＳＫ０６１５８Ｇ２００７０５７捏鉢須恵器３５５２６９１４４９
－　３．２＋　（１３．４）ＳＫ０６２５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５５２６９１４５０
－　２．７　　１３．０　ＳＫ０６２５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５６２６９１４５１
－　２．９　　１２．７　ＳＫ０６２５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５６２６９１４５２
９．２　３．０　　１３．４　ＳＫ０６２５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５６２６９１４５３
８．２　２．５　　１２．８　ＳＫ０６２５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５６２６９１４５４
－　１．２＋　（８．２）ＳＫ０６２５８Ｇ２００７０５７小皿土師器３５５２６９１４５５
－　２．１＋　８．２　ＳＫ０６２５８Ｇ２００７０５７小皿土師器３５５２６９１４５６
－　３．３＋　（１３．８）ＳＫ０６２５８Ｇ２００７０５７碗須恵器３５５２６９１４５７
４．２　０．９＋　－　ＳＫ０６２５８Ｇ２００７０５７碗瓦器３５５２６９１４５８
－　１．９＋　（１２．９）ＳＫ０６３５８Ｇ２００７０５７皿土師器３５５２６９１４５９
４．６　２．２＋　－　包含層５８Ｇ２００７０５７碗瓦器３５５２６９１４６０
(２１．０)７．１　　（２５．６）ＳＫ０９０６２Ｈ２００７０５７皿須恵器３５７２６９１４６１
６．８　１．４＋　－　ＳＫ０９０６２Ｈ２００７０５７杯須恵器３５７２６９１４６２
－　１．６＋　（１５．６）ＳＫ０９０６２Ｈ２００７０５７皿須恵器３５７２６９１４６３
５．８　２．０＋　－　ＳＫ０９０６２Ｈ２００７０５７底部須恵器３５７２６９１４６４

孔径０．３５．６＋４．３　－　ＳＫ０９０６２Ｈ２００７０５７管状土錘土師器３５７２６９１４６５
２．７　７．０　１１．８　ＳＫ０９０６２Ｈ２００７０５７平瓦瓦３５７２６９１４６６
１．０　－　４．１×４．０包含層６２Ｈ２００７０５７泥面子土師器３５７２７０１４６７

－　６．９＋　２７．３　包含層６２Ｈ２００７０５７焙烙土師器３５６２７０１４６８
４．１　５．８　　１０．５　包含層６２Ｈ２００７０５７碗染付磁器３５６２７０１４６９
７．７　９．０　　１５．４　包含層６２Ｈ２００７０５７鉢白磁３５６２７０１４７０
５．２　６．２　　（１０．７）包含層６２Ｈ２００７０５７碗陶体染付３５６２７０１４７１
３．５　６．５　　１．９　包含層６２Ｈ２００７０５７油壺染付磁器３５６２７０１４７２
５．０　７．２　　３．５　包含層６２Ｈ２００７０５７筆立施釉陶器３５６２７０１４７３
－　８．７＋　１４．７　包含層６２Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３５７２７０１４７４

（１２．８）６．６　　（１７．４）包含層６２Ｈ２００７０５７杯Ｂ須恵器３５７２７０１４７５
１１．６　３．７　　（１４．０）包含層６２Ｈ２００７０５７杯Ｂ須恵器３５７２７０１４７６
（８．２）２．９　　（１１．０）包含層６２Ｈ２００７０５７杯Ａ須恵器３５７２７０１４７７
－　０．６＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７底部須恵器３５７２７０１４７８
８．２　１．９＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７底部須恵器３５７２７０１４７９
６．５　１．３＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７底部須恵器３５７２７０１４８０

１．０　（６．４）（４．９）　包含層６２Ｈ２００７０５７底部須恵器３５７２７０１４８１
－　５．０＋　（１９．２）包含層６２Ｈ２００７０５７稜碗須恵器３５７２７０１４８２
－　３．９＋　（１８．４）包含層６２Ｈ２００７０５７稜碗須恵器３５７２７０１４８３

（４．１）３．２　　（１１．０）包含層６２Ｈ２００７０５７碗須恵器３５７２７０１４８４
９．７　２．２　　１３．２　包含層６２Ｈ２００７０５７皿須恵器３５７２７０１４８５

３．４　　（１６．２）包含層６２Ｈ２００７０５７杯Ｂ蓋須恵器３５７２７０１４８６
－　２．１＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７杯Ｂ蓋須恵器３５７２７０１４８７
－　３．３＋　（１８．８）包含層６２Ｈ２００７０５７杯Ｂ蓋須恵器３５７２７０１４８８
－　１．１＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７杯Ｂ蓋須恵器３５８２７０１４８９
－　１．７＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７杯Ｂ蓋須恵器３５８２７０１４９０
－　１．９＋　（１４．７）包含層６２Ｈ２００７０５７杯Ｂ蓋須恵器３５８２７０１４９１
－　５．２＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７壺須恵器３５８２７０１４９２
－　１２．６＋　（２４．７）包含層６２Ｈ２００７０５７鉢須恵器３５８２７０１４９３
８．１　２．０＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７皿灰釉陶器３５８２７０１４９４
５．９　１．７＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７碗緑釉陶器３５８２７０１４９５
－　３．９＋　（１４．０）包含層６２Ｈ２００７０５７碗白磁３５８２７０１４９６
－　１．９＋　（１３．５）包含層６２Ｈ２００７０５７碗白磁３５８２７０１４９７

（２．８）（１０．０）（９．４）　包含層６２Ｈ２００７０５７丸瓦瓦３５８２７１１４９８
（２．１）（６．０）（９．７）　包含層６２Ｈ２００７０５７平瓦瓦３５８２７１１４９９
（２．４）（８．１）（１０．９）　包含層６２Ｈ２００７０５７平瓦瓦３５８２７１１５００

別表１　土器一覧（２５） 



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

１．５　（５．４）　６．４　包含層６２Ｈ２００７０５７道具瓦瓦３５８２７１１５０１
１０．６　４．０＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７杯Ｂ須恵器３５８２７１１５０２
９．４　２．３＋　－　包含層６２Ｈ２００７０５７杯Ｂ須恵器３５８２７１１５０３
－　４．９＋　（３２．０）包含層６３Ｈ２００７０５７擂鉢備前焼３５８２７１１５０４

（９．８）１．５　　（１４．２）包含層６３Ｈ２００７０５７皿須恵器３５８２７１１５０５
１２．２　２．６　　（１４．８）包含層６３Ｈ２００７０５７杯土師器３５８２７１１５０６
８．０　２．３＋　－　包含層６３Ｈ２００７０５７壺須恵器３５８２７１１５０７
－　２．０＋　（１３．９）Ｐ６４０２６４Ｈ２００７０５７杯Ｂ蓋須恵器３５９２７１１５０８
－　２．５　　（１４．８）包含層６４Ｈ２００７０５７杯土師器３５９２７１１５０９
８．２　２．２＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７底部土師器３５９２７１１５１０
－　３．４　　１５．４　包含層６４Ｈ２００７０５７杯Ａ須恵器３５９２７１１５１１
－　２．５＋　１５．４　包含層６４Ｈ２００７０５７皿須恵器３５９２７１１５１２
１２．２　３．７　　（１４．５）包含層６４Ｈ２００７０５７杯Ｂ須恵器３５９２７１１５１３
（１０．１）４．０　　１４．０　包含層６４Ｈ２００７０５７杯Ｂ須恵器３５９２７１１５１４
（１０．４）４．１　　１２．４　包含層６４Ｈ２００７０５７杯Ｂ須恵器３５９２７１１５１５
（８．６）４．７　　（１２．８）包含層６４Ｈ２００７０５７杯Ｂ須恵器３５９２７１１５１６
－　３．８　　１１．０　水田畦畔６４Ｈ２００７０５７杯須恵器３５９２７２１５１７
６．３　３．５　　１０．５　包含層６４Ｈ２００７０５７杯須恵器３５９２７２１５１８
－　３．３＋　９．７　包含層６４Ｈ２００７０５７杯須恵器３５９２７２１５１９
－　３．２＋　９．６　包含層６４Ｈ２００７０５７杯須恵器３５９２７２１５２０
－　１．９＋　（２７．６）包含層６４Ｈ２００７０５７皿須恵器３５９２７２１５２１
－　２．３＋　（２５．６）包含層６４Ｈ２００７０５７皿須恵器３５９２７２１５２２
５．４　２．３　　（１２．６）包含層６４Ｈ２００７０５７皿須恵器３５９２７２１５２３
－　３．７＋　（１９．６）包含層６４Ｈ２００７０５７稜碗須恵器３５９２７２１５２４
－　４．０＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７高杯須恵器３６０２７２１５２５
－　１．９＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７杯Ｂ蓋須恵器３５９２７２１５２６
－　１．５＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７杯Ｂ蓋須恵器３５９２７２１５２７
７．０　２．１＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７底部須恵器３５９２７２１５２８
－　３．３＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７円面硯須恵器３５９２７２１５２９
－　４．４＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７円面硯須恵器３５９２７２１５３０

１．０　３．９　３．８　包含層６４Ｈ２００７０５７甑須恵器３５９２７２１５３１
－　３．１＋　（１７．６）包含層６４Ｈ２００７０５７碗白磁３５９２７２１５３２
７．６　３．４　　－　包含層６４Ｈ２００７０５７碗白磁３５９２７２１５３３
６．６　３．７＋　－　包含層６４Ｈ２００７０５７碗白磁３５９２７２１５３４

３．０　３．１　（１０．０）　包含層６４Ｈ２００７０５７土馬土師器３６０２７２１５３５
３．２　２．８　（１０．１）　包含層６４Ｈ２００７０５７土馬土師器３６０２７２１５３６

２２．６　１．９×２．０５．３　－　包含層６４Ｈ２００７０５７管状土錘須恵器２７２１５３７
－　３．４　　（１０．８）ＳＫ１１２６５Ｈ２００７０５７杯須恵器２７２１５３８

１１．１　１．４　１．５　５．０　包含層６５Ｈ２００７０５７管状土錘土師器３６０２７２１５３９
３．０　３．５　１１．１　包含層６５Ｈ２００７０５７土馬土師器３６０２７２１５４０

（１１．２）４．８　　（１４．３）包含層６５Ｈ２００７０５７杯Ｂ須恵器３６０２７２１５４１
（１４．９）１．８　　１６．６　包含層６５Ｈ２００７０５７皿須恵器３６０２７２１５４２
－　４．５＋　（１８．６）包含層６５Ｈ２００７０５７稜碗須恵器３６０２７２１５４３
１７．５　８．０＋　－　包含層６５Ｈ２００７０５７壺須恵器３６０２７２１５４４
７．２　４．０＋　－　水田６５Ｈ２００７０５７高杯須恵器３６０２７２１５４５

０．４　３．１　４．７　包含層６５Ｈ２００７０５７底部染付磁器３６０２７２１５４６
６．６　１．９＋　－　ＳＫ１１３６６Ｈ２００７０５７底部緑釉陶器３６０２７２１５４７
－　２．３＋　－　包含層６６Ｈ２００７０５７杯Ｂ蓋須恵器３６０２７２１５４８
－　４．８＋　（１６．６）包含層６６Ｈ２００７０５７碗白磁３６０２７２１５４９
－　９．７＋　（２８．０）包含層６７Ｈ２００７０５７捏鉢須恵器３６０２７２１５５０
９．４　３．４　　１２．７　包含層６８Ｈ２００７０５７杯Ａ須恵器３６１２７２１５５１

（２０．２）２．１　　（２３．５）包含層６８Ｈ２００７０５７皿須恵器３６１２７２１５５２
（１２．５）２．８　　（１９．０）包含層６８Ｈ２００７０５７皿須恵器３６１２７２１５５３

－　４．２＋　上面径
１６．４　包含層６８Ｈ２００７０５７円面硯須恵器３６１２７２１５５４

－　３．２＋　（１３．７）包含層６８Ｈ２００７０５７円面硯須恵器３６１２７２１５５５
－　２．１＋　（１２．８）包含層６８Ｈ２００７０５７円面硯須恵器３６１２７２１５５６

（１３．４）１．２＋　－　包含層６８Ｈ２００７０５７円面硯須恵器３６２２７２１５５７
－　５．０＋　－　ＳＫ１３５６９Ｈ２００７０５７高杯土師器３６１２７３１５５８

（６．７）２．２＋　－　ＳＫ１３６６９Ｈ２００７０５７碗土師器３６１２７３１５５９
６．０　２．０＋　－　ＳＫ１３６６９Ｈ２００７０５７碗須恵器３６１２７３１５６０

別表１　土器一覧（２６） 



分　析
法　量（㎝）

遺　構調査
区

調査
地区調査番号器　種種　別写真

図版図版報告
番号 その他重量（ｇ）厚幅長底径器高口径

－　３．８＋　（１８．６）包含層６９Ｈ２００７０５７杯土師器３６１２７３１５６１
（９．４）４．９＋　－　包含層６９Ｈ２００７０５７底部土師器３６１２７３１５６２
－　５．１＋　（１０．０）包含層６９Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３６１２７３１５６３
－　４．２＋　８．６　包含層６９Ｈ２００７０５７製塩土器土師器３６１２７３１５６４
－　５．２＋　２４．７　包含層６９Ｈ２００７０５７羽釜土師器３６１２７３１５６５

（５．５）（４．７）　（３．２）　　包含層６９Ｈ２００７０５７羽口土師器３６１２７３１５６６
６．８　１５．８　４．１　　　包含層６９Ｈ２００７０５７土馬土師器３６１２７３１５６７

（１１．０）３．１　　　１４．７　包含層６９Ｈ２００７０５７杯Ａ須恵器３６２２７３１５６８
４．１　３．６　　　（１２．４）包含層６９Ｈ２００７０５７杯Ａ須恵器３６２２７３１５６９

（１５．２）４．２　　　（１９．９）包含層６９Ｈ２００７０５７杯Ｂ須恵器３６２２７３１５７０
１８．１　４．８　　　２２．０　包含層６９Ｈ２００７０５７杯Ｂ須恵器３６２２７３１５７１
１２．２　６．３　　　（１８．４）包含層６９Ｈ２００７０５７杯Ｂ須恵器３６２２７３１５７２
（１７．８）２．０　　　（２０．５）包含層６９Ｈ２００７０５７皿須恵器３６２２７３１５７３
（１５．２）２．５　　　（１６．８）包含層６９Ｈ２００７０５７皿須恵器３６２２７３１５７４
（１０．６）２．２　　　（１４．９）包含層６９Ｈ２００７０５７皿須恵器３６２２７３１５７５
（１６．６）２．２　　　（１８．７）包含層６９Ｈ２００７０５７皿須恵器３６２２７３１５７６
（１６．４）２．２　　　（１９．０）包含層６９Ｈ２００７０５７皿須恵器３６２２７３１５７７
－　４．８＋　（１８．２）包含層６９Ｈ２００７０５７稜碗須恵器３６２２７３１５７８
－　４．２＋　（８．２）包含層６９Ｈ２００７０５７壺須恵器３６２２７３１５７９
－　５．３　　　－　包含層６９Ｈ２００７０５７壺須恵器３６２２７３１５８０
６．９　５．５　　　（１５．１）包含層６９Ｈ２００７０５７碗緑釉陶器３６２２７３１５８１
－　２．４＋　（１１．４）包含層６９Ｈ２００７０５７碗緑釉陶器３６２２７３１５８２
－　８．１＋　－　包含層６９Ｈ２００７０５７壺備前焼３６２２７３１５８３

１０．２＋　包含層６９Ｈ２００７０５７弁口瓶唐三彩３６３２７２１５８４
（１．７）（７．２）（８．５）　包含層６９Ｈ２００７０５７平瓦瓦３６２２７３１５８５

別表１　土器一覧（２７） 



法　量
遺　構調査

区
調査
地区時　期調査

番号石　材器　種種　別写真
図版図版報告

番号 重量（ｇ）厚（㎝）幅（㎝）長（㎝）

２５．７７０．９５４．３０　５．４５　ＳＤ００２１Ａ弥生時代後期２００７０５７サヌカイト二次加工の
ある剥片石器３６４２７４Ｓ１

３６３．４５５．２５６．８５　７．２０　ＳＢ００５Ｐ１１４Ｂ中世２００６０５５砥石石器３７２２８１Ｓ２
１．７００．４５１．６５　２．５０　包含層７Ｂ２００６０５５サヌカイト石鏃石器３６４２７４Ｓ３

２６００．００８．８５１０．５５　１７．００　ＳＢ０１３Ｐ０７１３Ｂ中世２００６０５５砥石石製品３７２２８１Ｓ４
０．２８０．２５１．１５　１．４５　ＳＢ０１３Ｐ０７１３Ｂ中世２００６０５５サヌカイト石鏃石器３６４２７４Ｓ５
３．７５０．５０２．４０　３．５０　包含層１３Ｂ２００６０５５サヌカイト尖頭器石器３６４２７４Ｓ６
０．８００．３０（１．８０）２．０５　Ｐ１５０１１５Ｂ２００６０５５サヌカイト石鏃石器３６４２７４Ｓ７
０．０２０．２４０．２４　０．２２　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５ガラス小玉ガラス３６４２７４Ｓ８
０．３８０．２５１．２０　１．５０　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト石鏃石器２７４Ｓ９
０．３５０．３０１．１５　１．３５　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト石鏃石器３６４２７４Ｓ１０
１．６６０．４０１．９０　２．６５　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト石鏃石器３６４２７４Ｓ１１
１．０５０．４５１．５０　２．１０　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト石鏃石器３６４２７４Ｓ１２
４．２３０．６５１．６５　４．０５　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト石錐石器３６４２７４Ｓ１３
５．１３０．６０２．１０　４．６０　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト石錐石器３６４２７４Ｓ１４
２．８１０．６０１．５０　４．４０　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト石錐石器３６４２７４Ｓ１５
７．０００．６０２．３５　３．００　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト楔形石器石器３６５２７５Ｓ１６
３．６６０．４０２．４０　３．２０　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト楔形石器石器３６５２７５Ｓ１７
８．５５１．０６２．０５　３．７７　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト楔形石器石器３６５２７５Ｓ１８
１６．６０１．４５２．６１　６．６２　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト楔形石器石器３６５２７５Ｓ１９

０．６７０．４００．５５　３．６０　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト二次加工の
ある剥片石器３６５２７５Ｓ２０

１４．３４０．８９３．５３　３．６５　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト二次加工の
ある剥片石器３６５２７５Ｓ２１

０．５３０．３００．７５　２．７５　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト二次加工の
ある剥片石器３６５２７５Ｓ２２

１５．０７０．５０２．９０　７．８５　ＳＨ００１１６Ｂ弥生時代２００６０５５サヌカイト二次加工の
ある剥片石器３６５２７５Ｓ２３

０．７２０．３５１．４０　１．９５　包含層１７Ｂ２００６０５５サヌカイト石鏃石器３６５２７５Ｓ２４
５４．００２．３０６．００　５．００　包含層１７Ｂ２００６０５５サヌカイト剥片石器３６５２７５Ｓ２５
１０６．９０１．９０３．２０　１１．６０　包含層１７Ｂ２００６０５５サヌカイト石棒石製品３６６２７５Ｓ２６

９．８１０．４０３．２５　５．１０　ＳＤ０１４１９Ｃ弥生時代中期２００７０５７不明二次加工の
ある剥片石器３６６２７６Ｓ２７

１３５７．６０７．５５７．００　１４．４０　ＳＢ０３７Ｐ０７２３Ｄ中世２００５１５７砂岩砥石石製品３７２２８１Ｓ２８
０．４４０．２５１．６０　１．９０　包含層２３Ｄ２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６６２７６Ｓ２９
３．５３０．６０１．７０　４．５５　包含層２３Ｄ２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６６２７６Ｓ３０
３２．０７０．９０６．７３　４．３９　包含層２３Ｄ２００５１５７サヌカイト削器石器３６６２７６Ｓ３１
１５．８４１．００４．１０　６．４０　ＳＤ０４１２７Ｄ２００５１５７サヌカイト石匕石器３６６２７６Ｓ３２

０．７５０．３０１．７０　２．１０　ＳＤ０４５２８Ｄ縄文時代晩期・
弥生時代中期２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６７２７６Ｓ３３

５１．９７１．２０４．８０　８．７０　ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期サヌカイト打製石包丁石器３６７２７６Ｓ３４
１．１１０．２５１．４０　２．４５　ＳＤ０４６２８Ｄ弥生時代後期２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６７２７６Ｓ３５
０．６５０．２５１．５０　１．８０　ＳＤ０４８２８Ｄ古墳時代初頭２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６７２７６Ｓ３６
１．３７０．３５１．４０　３．２０　包含層２８Ｄ２００５１５７サヌカイト削器石器３６７２７７Ｓ３７
１０．２００．９７２．３１　４．４５　包含層２８Ｄ２００５１５７サヌカイト削器石器３６７２７７Ｓ３８
１２６．３３１．７０６．９０　７．５０　包含層２８Ｄ２００５１５７サヌカイト楔形石器石器３６７２７７Ｓ３９
８．０８０．７５１．９０　４．９５　包含層２８Ｄ２００５１５７サヌカイト鋸歯縁石器石器３６７２７７Ｓ４０
５４．７００．９０５．６０　８．０５　ＳＫ０２９２９Ｄ２００５１５７滑石石鍋石製品３７２２８１Ｓ４１
３８８．６２４．３０６．４０　９．７０　ＳＤ０５７３１Ｄ２００５１５７サヌカイト石核石器３６８２７７Ｓ４２
２．５８０．７５１．２５　２．９５　包含層３３Ｄ後期旧石器時代２００５１５７サヌカイトナイフ形石器石器３６７２７７Ｓ４３
２２．９９１．２５３．４０　３．４０　包含層３３Ｄ２００５１５７不明石錘石製品３６８２７８Ｓ４４
２．７６０．６０１．３０　４．１０　ＳＤ０６３３４Ｄ弥生時代中期２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６８２７８Ｓ４５
６．２６０．６０３．８０　１．９０　ＳＤ０６３３４Ｄ弥生時代中期２００５１５７サヌカイト楔形石器石器３６８２７８Ｓ４６
２．３４０．２５２．４０　４．９５　ＳＤ０６９３４Ｄ弥生２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６８２７８Ｓ４７
１４．３４０．８９３．５３　３．６５　ＳＤ０７１３４Ｄ２００５１５７サヌカイト楔形石器石器３６８２７８Ｓ４８
０．５４０．３５１．３０　１．６０　ＳＤ０７５３４Ｄ中世以降２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６８２７８Ｓ４９
１３．２０－２３．０　高さ１６．５０　ＳＤ０７５３４Ｄ中世以降２００５１５７花崗岩五輪塔石製品３７２２８１Ｓ５０
１９．２０－２５．８　高さ２０．２０　ＳＤ０７５３４Ｄ中世以降２００５１５７花崗岩五輪塔石製品３７２２８１Ｓ５１
１．３７０．４０１．６０　２．２０　ＳＤ０８６３３Ｄ中世２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６８２７８Ｓ５２
３．１７０．７０２．１０　２．２０　ＳＤ０８６３５Ｄ中世２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６８２７８Ｓ５３
２．５７０．６０１．２０　３．８０　ＳＤ０８６３５Ｄ中世２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６９２７８Ｓ５４
６１．４５１．４０４．６０　９．５０　ＳＤ０８６３５Ｄ中世２００５１５７砥石石製品３７２２８２Ｓ５５
２６．６７０．７０４．１０　７．８０　ＳＤ０８３３５Ｄ弥生時代前期２００５１５７紅簾片岩石片石製品３６９２７８Ｓ５６

別表２　石器・石製品一覧（１）



法　量
遺　構調査

区
調査
地区時　期調査

番号石　材器　種種　別写真
図版図版報告

番号 重量（ｇ）厚（㎝）幅（㎝）長（㎝）
３．１７０．７０２．１０　２．２０　ＳＤ０８２３５Ｄ弥生時代前期２００５１５７緑泥片岩石棒？石製品３６９２７８Ｓ５７

１．４００．４０１．３５　２．２０　ＳＤ０７７３５Ｄ２００５１５７サヌカイト二次加工の
ある剥片石器３６９２７８Ｓ５８

０．４６０．２７１．２０　１．４４　ＳＤ０８４３５Ｄ２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６９２７８Ｓ５９
０．９２０．２８１．５０　２．３０　ＳＤ１０８３７Ｄ２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６９２７８Ｓ６０
０．６２０．３０１．５０　２．００　包含層３７Ｄ２００５１５７サヌカイト石鏃石器３６９２７８Ｓ６１
３６．０４０．９０３．７０　７．４５　包含層３７Ｄ２００５１５７不明砥石石製品３７２２８２Ｓ６２
３２．７５１．２０４．１０　４．６０　包含層３７Ｄ２００５１５７滑石石鍋石製品３７３２８２Ｓ６３
２０．５７１．２０３．００　４．３０　包含層３７Ｄ２００５１５７滑石石鍋石製品３７３２８２Ｓ６４
２２８．１８３．１０８．８５　１０．００　包含層３７Ｄ２００５１５７滑石石鍋石製品３７３２８２Ｓ６５
１１３．６２２．１０４．００　１１．３０　包含層３７Ｄ２００５１５７滑石石鍋石製品３７３２８２Ｓ６６
０．７０３．５０１５．００　１８．５０　包含層４１Ｅ２００５１９４サヌカイト石鏃石器３６９２７９Ｓ６７
０．８０３．００１４．００　２７．００　包含層４１Ｅ２００５１９４サヌカイト石鏃石器３６９２７９Ｓ６８

９２００．００１３．７１２．３０　３６．６０　ＳＤ１２７４６Ｆ２００６０９３不明石製品３７３２８３Ｓ６９
０．８９０．３８１．５０　２．１５　包含層４６Ｆ２００６０９３サヌカイト石鏃石器３６９２７９Ｓ７０
９．７３０．７５２．１０　４．５０　ＳＤ１３３４７Ｆ中世２００６０９３サヌカイト楔形石器石器３６９２７９Ｓ７１

１２６．３３１．７０６．９０　７．５０　ＳＤ１３３４７Ｆ中世２００６０９３片麻岩二次加工の
ある剥片石器３７３２８２Ｓ７２

０．５７０．４５１．７０　１．６５　包含層５１Ｆ２００６０９３石鏃石器３７０２７９Ｓ７３
２２００．００６．４０（１３．１０）（１８．１０）ＳＤ１５１５２Ｆ中世以降２００６０９３花崗岩石臼石製品３７３２８３Ｓ７４
０．７０３．５０１６．５０　１５．００　ＳＫ０４８５３Ｆ中世２００６０９３サヌカイト石鏃石器３７０２７９Ｓ７５
９．５０８．５０２１．５０　５９．００　包含層５５Ｆ後期旧石器時代２００６０９３サヌカイトナイフ形石器石器３７０２７９Ｓ７６
０．７５０．５０１．５０　１．７０　包含層５５Ｆ２００６０９３サヌカイト石鏃石器３７０２７９Ｓ７７
１．８８０．３５１．８０　３．５０　ＳＤ１７５５６Ｆ弥生時代前期２００６０９３サヌカイト石鏃石器３７０２７９Ｓ７８
０．６５０．３０１．６５　２．００　ＳＤ１７８５６Ｆ２００６０９３サヌカイト石鏃石器３７０２７９Ｓ７９

４５５．５８５．１５７．６０　１０．２０　ＳＸ００２５６Ｆ古墳時代初頭２００６０９３砂岩砥石石製品３７４２８４Ｓ８０

８．８３０．５０５．４０　３．５０　包含層５６Ｆ２００６０９３サヌカイト二次加工の
ある剥片石器３７０２７９Ｓ８１

４３．２８１．６０１．９０　８．５５　包含層５６Ｆ２００６０９３紅簾片岩石棒石製品３７０２７９Ｓ８２
８９．６８２．４０４．００　６．３０　包含層５６Ｆ２００６０９３砂岩砥石石製品３７４２８４Ｓ８３
１４２．０１３．２０４．３０　（９．５０）ＳＤ１８９５７Ｇ弥生時代前期２００７０５７砂岩礫器石器３７１２８０Ｓ８４
２５．６２１．１０３．５０　６．６５　ＳＤ２０１５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７サヌカイト削器石器３７１２８０Ｓ８５
１０４．９１１．４５６．７５　１２．４０　ＳＤ２０１５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７サヌカイト削器石器３７４２８４Ｓ８６
２２９．２２２．５５７．４５　９．２５　ＳＤ２０１５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７片麻岩分割礫石製品３７４２８４Ｓ８７
０．８１０．４５１．３０　２．００　包含層５８Ｇ２００７０５７サヌカイト石鏃石器３７１２８０Ｓ８８
０．４４０．３００．７０　１．３０　ＳＤ２０９６１Ｈ２００７０５７碧玉勾玉石製品第４図第４図Ｓ８９

２８００．００１０．１５１０．７０　１３．８５　ＳＫ０７６６２Ｈ古墳時代初頭２００７０５７砂岩石皿石製品３７４２８３Ｓ９０
２４８．１９４．００６．７５　９．００　ＳＤ２２４６２Ｈ古墳時代初頭２００７０５７凝灰岩砥石石製品３７５２８５Ｓ９１
１０６０．５５６．０５１０．４０　１１．７０　ＳＫ０８５６２Ｈ古墳時代初頭２００７０５７砂岩砥石石製品３７４２８３Ｓ９２
５１．４３１．４５５．８０　６．４０　包含層６２Ｈ２００７０５７不明砥石石製品３７５２８４Ｓ９３
５００．３９４．２０８．１０　１０．２０　包含層６２Ｈ２００７０５７砂岩凹み石石製品３７５２８５Ｓ９４
４２２．８４５．７０５．７０　１０．７０　包含層６４Ｈ２００７０５７凝灰岩不明石製品３７５２８５Ｓ９５
１２６．６７２．７０３．００　１０．２０　包含層６５Ｈ２００７０５７凝灰岩砥石石製品３７５２８５Ｓ９６
２９８．７８２．３４９．０３　１１．７４　水田土壌６５Ｈ２００７０５７サヌカイト石核石器３７４２８４Ｓ９７
１２６．６７２．７０３．００　１０．２０　包含層６５Ｈ２００７０５７砂岩石杵？石製品３７５２８５Ｓ９８
６．０６０．７５２．１０　３．１５　包含層６６Ｈ２００７０５７不明勾玉石製品第４図第４図Ｓ９９
２．０９０．４０２．２０　２．９０　ＳＤ２５６６７Ｈ古墳時代初頭２００７０５７サヌカイト石鏃石器３７１２８０Ｓ１００

１０４．５７３．９０４．２５　４．９０　ＳＤ２５７６７Ｈ２００７０５７凝灰岩石錘石製品３７５２８５Ｓ１０１
０．５６０．３０１．２０　１．８５　包含層６７Ｈ２００７０５７サヌカイト石鏃石器３７１２８０Ｓ１０２
２０．８８１．０５２．６０　６．６０　包含層６８Ｈ２００７０５７サヌカイト楔形石器石器３７１２８０Ｓ１０３
０．９０３．００１４．５０　２６．５０　包含層６８Ｈ２００７０５７サヌカイト石鏃石器３７１２８０Ｓ１０４
１５．６６０．７０４．００　２．７０　包含層６８Ｈ２００７０５７粘板岩丸鞆石製品３７１２８０Ｓ１０５

別表２　石器・石製品一覧（２）



分　析
法　量

遺　構調査区調査
地区時　期調査番号器　種種別写真

図版図版報告
番号 重量（ｇ）厚（㎝）幅（㎝）長（㎝）

１０．２１．５　２．６３．６Ｐ１４０１１４Ｂ２００６０５５鉄滓鉄製品３７６２８６Ｍ１
４１．９２．１　４．５６．０ＳＤ０１３１８Ｂ１２Ｃ前半～中頃２００６０５５鉄滓鉄製品３７６２８６Ｍ２

ＡＧＨ－３４６．７２．５　５．６５．５ＳＤ０１３１８Ｂ１２Ｃ前半～中頃２００６０５５鉄滓鉄製品３７６２８６Ｍ３
ＡＧＨ－４２０６．６２．８　８．４９．３ＳＤ０１３１８Ｂ１２Ｃ前半～中頃２００６０５５鉄滓鉄製品３７６２８６Ｍ４

１０９．８３．０　７．４９．０ＳＤ０１３１８Ｂ１２Ｃ前半～中頃２００６０５５鉄滓鉄製品３７６２８６Ｍ５
５３．５３．０　４．８６．１ＳＤ０１３１８Ｂ１２Ｃ前半～中頃２００６０５５鉄滓鉄製品３７６２８６Ｍ６
７２．１３．２　４．５７．２ＳＤ０１３１８Ｂ１２Ｃ前半～中頃２００６０５５鉄滓鉄製品３７６２８６Ｍ７
２．８０．５　０．６４．１ＳＢ０３０Ｐ１３１９Ｃ２００７０５７鉄釘鉄製品３７６２８６Ｍ８
１．５０．７　０．７１．９ＳＤ０２８２１Ｃ２００７０５７鉄釘鉄製品３７６２８６Ｍ９

５０１．１４．４　９．４１３．３ＳＢ０３７Ｐ０２２３Ｄ１２Ｃ２００５１５７鉄滓鉄製品３７６２８７Ｍ１０
５．５１．２　１．２３．８ＳＢ０４０Ｐ０４２６Ｄ１２Ｃ前後２００５１５７鉄釘鉄製品３７６２８７Ｍ１１
５．０１．６　１．４２．３ＳＤ０３８２６Ｄ２００５１５７鉄釘鉄製品３７６２８７Ｍ１２

１２０．０２．６　５　　６．７包含層２６Ｄ２００５１５７鉄滓鉄製品３７６２８７Ｍ１３
１０５．３１．９／１．５２．４２２．４ＳＤ０８６３５Ｄ１２Ｃ前半２００５１５７鉄釘鉄製品３７６２８７Ｍ１４
３７７．３４．１　９．６１０．６ＳＤ０８６３５Ｄ１２Ｃ前半２００５１５７鉄滓鉄製品３７６２８７Ｍ１５

ＡＧＨ－１７１．２３．０　５．５６．５ＳＤ０８６３５Ｄ１２Ｃ前半２００５１５７鉄滓鉄製品３７６２８７Ｍ１６
ＡＧＨ－２７２．８３．２　５．５５．５ＳＤ０８６３５Ｄ１２Ｃ前半２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８７Ｍ１７

６６．６２．１　３．８６．７ＳＤ０８６３５Ｄ１２Ｃ前半２００５１５７鉄滓鉄製品３７６２８７Ｍ１８
９．９２．２　２．３３．５ＳＤ０８６３５Ｄ１２Ｃ前半２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８７Ｍ１９
０．５０．９　０．５１．７ＳＤ０８６３５Ｄ１２Ｃ前半２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８７Ｍ２０
４４．１２．１　５　４．６ＳＤ０８６３５Ｄ１２Ｃ前半２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８８Ｍ２１
４３．３３．２　３．７４．６ＳＤ０８６３５Ｄ１２Ｃ前半２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８８Ｍ２２
３．７１．０　２．９３．３ＳＢ０５１Ｐ１０３７Ｄ１２Ｃ２００５１５７不明鉄製品鉄製品３７７２８８Ｍ２３
４．８１．４　１．８１．９ＳＫ０４０３７Ｄ１２Ｃ２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８８Ｍ２４
５．９１．１　２．３２．７ＳＫ０４０３７Ｄ１２Ｃ２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８８Ｍ２５
１．４０．５　１．４３．８ＳＫ０３９３７Ｄ２００５１５７不明鉄製品鉄製品３７７２８８Ｍ２６

２４５．１４．０　８．５９．１包含層３７Ｄ２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８８Ｍ２７
３３１．０３．６　８．７１１．０包含層３７Ｄ２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８８Ｍ２８
１９９．０３．１　７．８９．１包含層３７Ｄ２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８８Ｍ２９
６９．８２．１　５．４７．４包含層３７Ｄ２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８８Ｍ３０
４６．５１．５　５．５６．２包含層３７Ｄ２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８９Ｍ３１
９３．８３．２　４．８６．７包含層３７Ｄ２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８９Ｍ３２
９８．０１．７　６．６７．６包含層３９Ｄ２００５１５７鉄滓鉄製品３７７２８９Ｍ３３
１６．３０．９　３．３３．９包含層４３Ｅ２００５１９４不明鉄製品鉄製品３７７２８９Ｍ３４
０．９０．３　０．５２．５攪乱包含層４５Ｆ２００６０９３鉄製釣針鉄製品３７７２８９Ｍ３５
９．１１．２　１．６４．３ＳＫ０４７４５Ｆ１２Ｃ前半２００６０９３鉄製鏨鉄製品３７７２８９Ｍ３６
１．８０．５　０．６４．０ＳＤ１３３４７Ｆ１２～１３Ｃ２００６０９３鉄釘鉄製品３７７２８９Ｍ３７

１０１．４２．２　６．６７．４ＳＤ１３３４７Ｆ１２～１３Ｃ２００６０９３鉄滓鉄製品３７８２８９Ｍ３８
２４２．１２．８　７　８．７包含層４７Ｆ２００６０９３鉄滓鉄製品３７８２８９Ｍ３９
２８８．５３．５　８．６８．７ＳＢ０６５Ｐ０５５３Ｆ１２Ｃ後半２００６０９３鉄滓鉄製品３７８２８９Ｍ４０

ＡＧＨ－６１１１．８２．７　５．２６．９ＳＢ０６５Ｐ１２５３Ｆ１２Ｃ後半２００６０９３鉄塊鉄製品３７８２８９Ｍ４１
３．１０．９　１．８２．８ＳＢ０６５Ｐ１２５３Ｆ１２Ｃ後半２００６０９３鉄釘鉄製品３７８２８９Ｍ４２
１．５０．５　１．２１．４ＳＢ０６５Ｐ０７５３Ｆ１２Ｃ後半２００６０９３鉄釘鉄製品３７８２８９Ｍ４３
１１．５１．１　１．５２．８ＳＢ０６５Ｐ０７５３Ｆ１２Ｃ後半２００６０９３鉄釘鉄製品３７８２８９Ｍ４４
１０．４１．１　１．８４．２ＳＢ０７１Ｐ１２５３Ｆ１２Ｃ２００６０９３鉄釘鉄製品３７８２９０Ｍ４５
４０．７３．４　３．８４．７ＳＢ０７１Ｐ１７５３Ｆ１２Ｃ２００６０９３鉄滓鉄製品３７８２９０Ｍ４６

ＡＧＨ－５５７．０２．１　４．３５．５ＳＫ０５０５３Ｆ１２Ｃ後半２００６０９３鉄滓鉄製品３７８２９０Ｍ４７
３３．７２．９　３．８４．７ＳＫ０５０５３Ｆ１２Ｃ後半２００６０９３鉄滓鉄製品３７８２９０Ｍ４８
１８６．７４．９　５．８７．６ＳＫ０５０５３Ｆ１２Ｃ後半２００６０９３鉄滓鉄製品３７８２９０Ｍ４９
１２．７１．８　２．５２．５ＳＫ０５０５３Ｆ１２Ｃ後半２００６０９３鉄塊鉄製品３７８２９０Ｍ５０
５７．３２．３　４．３６．１ＳＫ０５０５３Ｆ１２Ｃ後半２００６０９３鉄滓鉄製品３７８２９０Ｍ５１
１６７．４４．０　６．５６．８包含層５３Ｆ２００６０９３鉄滓鉄製品３７８２９０Ｍ５２
１６０．２３．０　６．２６．４包含層５３Ｆ２００６０９３鉄滓鉄製品３７８２９０Ｍ５３
１８．７１．５　２．６３．５ＳＤ１６６５５Ｆ２００６０９３鉄滓鉄製品３７８２９０Ｍ５４
１８０．７３．５　７．２７．７包含層５５Ｆ２００６０９３鉄滓鉄製品３７８２９０Ｍ５５
４３．２３．３　３．１６．１ＳＤ１８３５６Ｆ２００６０９３鉄滓鉄製品３７９２９１Ｍ５６
１５１．４３．５　７．２８．９包含層５６Ｆ２００６０９３鉄滓鉄製品３７９２９１Ｍ５７
１８０．５４．２　５．４７．６包含層５６Ｆ２００６０９３鉄滓鉄製品３７９２９１Ｍ５８
３７２．１３．９　８．４１０．９包含層５６Ｆ２００６０９３鉄滓鉄製品３７９２９１Ｍ５９
１６０．１２．７　７．４７．７包含層５６Ｆ２００６０９３鉄滓鉄製品３７９２９１Ｍ６０

別表３　金属器一覧（１）



分　析
法　量

遺　構調査区調査
地区時　期調査番号器　種種別写真

図版図版報告
番号 重量（ｇ）厚（㎝）幅（㎝）長（㎝）

１１９．６２.８５．４７．４包含層５６Ｆ２００６０９３鉄滓鉄製品３７９２９１Ｍ６１
０．９０．５０．６２．７ＳＢ０７７Ｐ０９５８Ｇ１３Ｃ２００７０５７鉄釘鉄製品３７９２９１Ｍ６２
３６．２２．３３５．２ＳＤ２０１５８Ｇ１０Ｃ２００７０５７鉄滓鉄製品３７９２９１Ｍ６３
１０．７１．１３．１３．４ＳＤ２０１５８Ｇ１０Ｃ２００７０５７鉄滓鉄製品３７９２９１Ｍ６４
３４６．６３．７８．３９．６ＳＫ０６１５８Ｇ１３Ｃ２００７０５７鉄滓鉄製品３７９２９２Ｍ６５
１９．４２．５３４．６ＳＫ０６１５８Ｇ１３Ｃ２００７０５７鉄滓鉄製品３７９２９２Ｍ６６
６．６１．７１．９２．８ＳＫ０６１５８Ｇ１３Ｃ２００７０５７鉄滓鉄製品３７９２９２Ｍ６７
６．７１．２２．２２．３ＳＫ０６１５８Ｇ１３Ｃ２００７０５７不明鉄片鉄製品３７９２９２Ｍ６８
９．７１．０２．６４．４ＳＫ０６３５８Ｇ２００７０５７鉄滓鉄製品３７９２９２Ｍ６９
６２．９１．８４．４７．２包含層５８Ｇ２００７０５７鉄滓鉄製品３７９２９２Ｍ７０
３０２．６３．０８．１９．５包含層６２Ｈ２００７０５７鉄滓鉄製品３８０２９２Ｍ７１
１８７．２３．３７．８８．９包含層６２Ｈ２００７０５７鉄滓鉄製品３８０２９２Ｍ７２
１６３２．８７．１８．７包含層６２Ｈ２００７０５７鉄滓鉄製品３８０２９２Ｍ７３
３０．６１．６４．２５．２包含層６２Ｈ２００７０５７鉄滓鉄製品３８０２９２Ｍ７４
１５１．６３．９４．９６．７包含層６３Ｈ２００７０５７鉄滓鉄製品３８０２９２Ｍ７５
３．５０．４１．１４．０ＳＤ０４８３０Ｄ弥生後期２００５１５７銅鏃銅製品３８０第５図Ｍ７６
２．１孔径０．６２．２２．２包含層７Ｂ１１Ｃ２００６０５５銅銭銅製品３８０第５図Ｍ７７
２．８孔径０．６２．５２．５包含層１０Ｂ１７Ｃ２００６０５５銅銭銅製品３８０第５図Ｍ７８
２．６孔径０．８２．４２．４包含層１９Ｃ１１Ｃ２００７０５７銅銭銅製品３８０第５図Ｍ７９
２．２孔径０．７２．５２．４ＳＫ０６１５８Ｇ１１Ｃ２００７０５７銅銭銅製品３８０第５図Ｍ８０

別表３　金属器一覧（２）



分　析樹　種
法量（㎝）

遺　構調査区調査
地区時　期調査番号器　種種別写真

図版図版報告
番号 厚幅長

樹種№４２スギ１４．２　１４．８　１２．５　ＳＢ０２８Ｐ１０１９Ｃ２００７０５７礎板（鼻繰）木製品３８１２９３Ｗ１
樹種№３８ヒノキ２．４　０．３　（８．２）ＳＢ０３０Ｐ０９１９Ｃ２００７０５７板材木製品３８１２９３Ｗ２
樹種№４７スギ０．４　３．６　（６．９）ＳＢ０３０Ｐ１４１９Ｃ２００７０５７板材木製品３８１２９３Ｗ３

３．７　６．０　２３．４　ＳＷ００１２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８１２９３Ｗ４
２．４　２．６　２６．５　ＳＷ００１２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８１２９３Ｗ５
４．７　４．８　（３１．６）ＳＷ００２２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８１２９３Ｗ６
０．５　０．７　（１５．８）ＳＷ００３２８Ｄ２００５１５７着木木製品３８１２９３Ｗ７
３．１　３．７　２１．５　ＳＷ００３２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８１２９３Ｗ８
３．２　３．２　２８．６　ＳＷ００３２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８１２９３Ｗ９
２．６　１０．５　６４．０　ＳＷ００３２８Ｄ２００５１５７矢板木製品３８１２９３Ｗ１０

樹種№１３エノキ属３．６　４．０　２２．８　ＳＷ００５２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８２２９４Ｗ１１
２．４　２．６　（２１．２）ＳＷ００５２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８２２９４Ｗ１２
３．１　３．０　（２８．９）ＳＷ００５２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８２２９４Ｗ１３
３．９　３．６　（３２．１）ＳＷ００５２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８２２９４Ｗ１４
３．９　４．１　（４７．５）ＳＷ００６２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８２２９４Ｗ１５
１４．５　２．２　（３６．５）ＳＷ００７２８Ｄ２００５１５７板材木製品３８２２９４Ｗ１６

樹種№１７ヒノキ１．９　１５．０　３７．８　ＳＷ００７２８Ｄ２００５１５７板材木製品３８２２９４Ｗ１７
３．２　１２．５　（４１．０）ＳＷ００７２８Ｄ２００５１５７板材木製品３８２２９４Ｗ１８
２．９　１４．９　（１１１．５）ＳＷ００７２８Ｄ２００５１５７部材木製品３８２２９５Ｗ１９
１．８　８．１　４８．０　ＳＷ００７２８Ｄ２００５１５７田下駄？木製品３８２２９５Ｗ２０
２．４　８．５　３８．６　ＳＷ００７２８Ｄ２００５１５７板材木製品３８２２９５Ｗ２１
２．７　５．９　（４４．０）ＳＷ００７２８Ｄ２００５１５７矢板木製品３８２２９５Ｗ２２
２．４　５．０　４６．４　ＳＷ００７２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８２２９５Ｗ２３

樹種№８アカガシ亜属１．４　１１．２　３３．０　ＳＷ００８２８Ｄ２００５１５７鋤鍬木製品３８３２９６Ｗ２４
樹種№９ツブラジイ４．３　１２．０　（４４．０）ＳＷ００８２８Ｄ２００５１５７矢板木製品３８３２９６Ｗ２５
樹種№１２クリ３．３　５．１　（３１．３）ＳＷ００８２８Ｄ２００５１５７杭か木製品３８３２９６Ｗ２６

３．６　１６．４　（３８．４）ＳＷ００８２８Ｄ２００５１５７板材木製品３８３２９６Ｗ２７
樹種№１０ヒノキ３．０　１４．１　（４５．４）ＳＷ００８２８Ｄ２００５１５７矢板木製品３８３２９６Ｗ２８

４．３　４．７　（４５．８）ＳＷ００８２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８３２９７Ｗ２９
４．４　４．４　３６．５　ＳＷ００８２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８３２９７Ｗ３０
４．６　４．４　（３５．６）ＳＷ００８２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８３２９７Ｗ３１
３．５　３．８　（３３．４）ＳＷ００８２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８３２９７Ｗ３２
３．１　３．６　１９．１　ＳＷ００８２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８３２９７Ｗ３３
３．４　３．７　２２．６　ＳＷ００８２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８３２９７Ｗ３４

樹種№１１クヌキ節５．２　６．０　３２．４　ＳＷ００８２８Ｄ２００５１５７杭木製品３８３２９７Ｗ３５
樹種№１８アカガシ亜属１．５　１０．８　（４３．０）ＳＤ０４７２８Ｄ２００５１５７又鍬木製品３８４２９８Ｗ３６
樹種№１５アカガシ亜属３．１　６．４　４０．０　ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７鋤鍬？木製品３８４２９８Ｗ３７

２．６　７．７　（４５．０）ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７鋤鍬、くさび？木製品３８４２９８Ｗ３８
４．０　１０．８　３５．１　ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７矢板？木製品３８４２９８Ｗ３９
３．０　７．７　（３０．３）ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７鋤鍬、くさび？木製品３８４２９８Ｗ４０
１．７　９．４　（７４．９）ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７田下駄？木製品３８４２９８Ｗ４１
１．９　１．７　（２１．４）ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７角材木製品３８４２９９Ｗ４２
１．４　２．９　（２４．８）ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７棒状木製品３８４２９９Ｗ４３
２．４　６．８　（３７．４）ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７板材木製品３８４２９９Ｗ４４

樹種№１６シイ属５．０　６．６　（３３．８）ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７割材木製品３８４２９９Ｗ４５
１．３　１１．３　（４８．７）ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７矢板？木製品３８４２９９Ｗ４６
３．５　３．８　５１．５　ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７杭木製品３８４２９９Ｗ４７

ヒノキ３．０　６．９　３６．１　ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７矢板木製品３８４２９９Ｗ４８
３．５　４．８　２４．６　ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７杭木製品３８４２９９Ｗ４９
３．４　３．５　２７．８　ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７杭木製品３８４２９９Ｗ５０
３．３　３．７　２５．８　ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７杭木製品３８４２９９Ｗ５１
３．２　３．３　（１５．１）ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７杭木製品３８４２９９Ｗ５２
２．６　３．０　（１０．３）ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７棒状木製品３８４２９９Ｗ５３
３．７　１６．７　７６．３　ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７板材木製品３８５３００Ｗ５４
（３．９）１１．５　（６６．７）ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７板材木製品３８５３００Ｗ５５
５．６　１３．８　９９．５　ＳＷ００９２８Ｄ弥生時代中期２００５１５７角材木製品３８５３００Ｗ５６

４．４　１２．５　１１９．６　ＳＤ０４５２８Ｄ縄文時代晩期～
弥生時代中期２００５１５７部材木製品３８５３００Ｗ５７

樹種№７アカガシ亜属１．５　１８．５　１３．４　ＳＤ０４５２８Ｄ縄文時代晩期～
弥生時代中期２００５１５７組合せ平鍬木製品３８５３０１Ｗ５８

２．９　３．５　４．３　ＳＤ０４５２８Ｄ縄文時代晩期～
弥生時代中期２００５１５７有頭棒状木製品３８５３０１Ｗ５９

別表４　木製品一覧（１） 



分　析樹　種
法量（㎝）

遺　構調査区調査
地区時　期調査番号器　種種別写真

図版図版報告
番号 厚幅長

１．５　３．２　（２６．９）ＳＤ０４７２８Ｄ弥生時代後期２００５１５７板材木製品３８５３０１Ｗ６０
樹種№１９クスノキ４．６　１１．２　（２９．２）ＳＤ０４７２８Ｄ弥生時代後期２００５１５７槽盤？木製品３８５３０１Ｗ６１

３．８　１４．１　８６．９　ＳＤ０４７２８Ｄ弥生時代後期２００５１５７樋状木製品３８５３０１Ｗ６２
０．８　３．９　１５．０　ＳＤ０８６３５Ｄ中世２００５１５７曲物底板木製品３８６３０２Ｗ６３
（１．２）１．５　（９．６）ＳＤ０７７３５Ｄ古墳時代初頭２００５１５７糸巻き？木製品３８６３０２Ｗ６４
３．５　３．８　１７．３　ＳＷ０１１３４Ｄ弥生時代中期２００５１５７杭木製品３８６３０２Ｗ６５

樹種№２０アカガシ亜属３．１　３．０　（１３．１）ＳＷ０１１３４Ｄ弥生時代中期２００５１５７杭木製品３８６３０２Ｗ６６
４．０　９．０　（４７．５）ＳＷ０１１３４Ｄ弥生時代中期２００５１５７矢板木製品３８６３０２Ｗ６７

樹種№２１ヒノキ３．０　８．６　（５３．９）ＳＷ０１１３４Ｄ弥生時代中期２００５１５７部材木製品３８６３０２Ｗ６８
２．７　５．２　（１６．２）ＳＷ０１０３０Ｄ２００５１５７鋤鍬？木製品３８６３０２Ｗ６９
１．８　２．１　１９　ＳＫ０３７３６Ｄ近代２００５１５７竹３８６３０２Ｗ７０
０．４　０．９　（２０．９）ＳＫ０３７３６Ｄ近代２００５１５７箆？竹３８６３０２Ｗ７１
０．６　１．０　（１２．９）ＳＫ０３７３６Ｄ近代２００５１５７箆？竹３８６３０２Ｗ７２
０．３　２．２　１２．３　ＳＫ０３７３６Ｄ近代２００５１５７薄板材木製品３８６３０２Ｗ７３
０．５　５．１　（２４．６）ＳＫ０３７３６Ｄ近代２００５１５７板材木製品３８６３０２Ｗ７４
（１．８）（３．０）（２４．２）ＳＫ０３７３６Ｄ近代２００５１５７角材木製品３８６３０２Ｗ７５
１．１　４．８　（１５．９）ＳＫ０３７３６Ｄ近代２００５１５７板材木製品３８６３０２Ｗ７６
１．０　６．４　１８．５　ＳＫ０３７３６Ｄ近代２００５１５７板材木製品３８６３０２Ｗ７７
１．５　４．０　５．９　ＳＫ０３７３６Ｄ近代２００５１５７板材木製品３８６３０２Ｗ７８
４．８　４．１　５９．２　ＳＫ０３７３６Ｄ近代２００５１５７部材木製品３８６３０２Ｗ７９
（６．４）（８．８）（１７．４）ＳＢ０５０Ｐ０５３７Ｄ中世２００５１５７礎板木製品３８７３０３Ｗ８０

樹種№３ヒノキ７．２　１４．９　１７．３　ＳＢ０５０Ｐ０５３７Ｄ中世２００５１５７礎板（鼻繰）木製品３８７３０３Ｗ８１
樹種№２スギ３．３　１８．７　１４．９　ＳＢ０５０Ｐ０５３７Ｄ中世２００５１５７礎板（鼻繰）木製品３８７３０３Ｗ８２
樹種№１ヒノキ（６．４）（８．８）（１７．４）ＳＢ０５０Ｐ０４３７Ｄ中世２００５１５７礎板（板材）木製品３８７３０３Ｗ８３
樹種№４ヒノキ４．６　１３．５　１２．８　ＳＢ０５０Ｐ０２３７Ｄ中世２００５１５７礎板（鼻繰）木製品３８７３０３Ｗ８４

３．０　１０．８　（１２．７）ＳＢ０５０Ｐ０２３７Ｄ中世２００５１５７礎板木製品３８７３０３Ｗ８５
樹種№５ヒノキ５．１　１２．５　１３．５　ＳＢ０５０Ｐ０２３７Ｄ中世２００５１５７礎板（鼻繰）木製品３８７３０３Ｗ８６

１．６　７．８　４０．５　ＳＤ０４６３７Ｄ弥生２００５１５７板材木製品３８８３０４Ｗ８７
樹種№３５カキノキ属（１．２）（６．３）（２７．３）ＳＤ０４７３７Ｄ弥生時代後期２００５１５７板材木製品３８８３０４Ｗ８８

１．７　（９．５）（２９．８）ＳＫ０４１３７Ｄ近代２００５１５７部材木製品３８８３０４Ｗ８９
５．０　５．９　３２．９　ＳＤ０４８３７Ｄ弥生時代後期２００５１５７杭木製品３８８３０４Ｗ９０
４．９　５．２　（３４．３）ＳＤ０４８３７Ｄ弥生時代後期２００５１５７杭木製品３８８３０４Ｗ９１
４．７　５．４　７７．３　ＳＤ１０２３７Ｄ古墳２００５１５７杭木製品３８８３０４Ｗ９２
２．７　８．８　（７０．６）ＳＤ１００３７Ｄ古墳２００５１５７板材木製品３８８３０４Ｗ９３
１．２　３．４　１７．３　ＳＤ１００３７Ｄ古墳２００５１５７板材木製品３８８３０４Ｗ９４

樹種№２９スギ８．６　（１６．５）（３３．３）ＳＤ１８６５６Ｆ古墳時代初頭２００６０９３横杓子木製品３８９３０５Ｗ９５
１．３　６．５　２３．６　ＳＤ１８６５６Ｆ古墳時代初頭２００６０９３容器？木製品３８９３０５Ｗ９６
１．６　２．９　（２９．５）ＳＤ１８６５６Ｆ古墳時代初頭２００６０９３部材木製品３８９３０５Ｗ９７
３．２　３．４　（５３．９）ＳＤ１８６５６Ｆ古墳時代初頭２００６０９３棒状木製品３８９３０５Ｗ９８
０．７　３．４　９．７　ＳＤ１３３４７Ｆ中世２００６０９３曲物底板木製品３８９３０５Ｗ９９

樹種№４６ヒノキ１．９　２．０　１０．９　ＳＤ１３８４９Ｆ古墳時代初頭２００６０９３把手木製品３８９３０５Ｗ１００
１．３　１３．２　（３２．９）ＳＤ１３８４９Ｆ古墳時代初頭２００６０９３部材木製品３８９３０５Ｗ１０１

樹種№３０ヒノキ３．１　１０．９　２５．２　ＳＤ１３８４９Ｆ古墳時代初頭２００６０９３角材木製品３８９３０５Ｗ１０２
樹種№３２ヒノキ２．５　１１．４　（２５．２）ＳＤ１６３５５Ｆ古墳時代初頭２００６０９３板材木製品３８９３０５Ｗ１０３
樹種№４８ヒノキ１．４　４．０　（１７．９）ＳＤ２０１５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７棒状木製品３９０３０６Ｗ１０４
樹種№４０モミ属１．０　（２２．０）（３３．４）ＳＤ２０１５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７楯木製品３９０３０６Ｗ１０５

５．６　５．３　４９．２　ＳＷ０１２５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７杭木製品３９０３０６Ｗ１０６
４．３　４．５　（４１．８）ＳＷ０１２５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７杭木製品３９０３０６Ｗ１０７
４．４　４．５　（３２．５）ＳＷ０１２５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７杭木製品３９０３０６Ｗ１０８

樹種№４５アカガシ亜属４．３　４．７　（２４．０）ＳＷ０１２５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７杭木製品３９０３０６Ｗ１０９
４．７　４．５　（１５．６）ＳＷ０１２５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７杭木製品３９０３０６Ｗ１１０

樹種№４９ヒノキ３．５　５．５　（３１．０）ＳＷ０１２５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７杭木製品３９０３０７Ｗ１１１
３．１　６．８　３９．９　ＳＷ０１２５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７杭木製品３９０３０７Ｗ１１２
４．３　６．０　５４．５　ＳＷ０１２５８Ｇ古墳時代初頭２００７０５７杭木製品３９０３０７Ｗ１１３
（５．４）（７．９）（４７．０）水田６４Ｈ２００７０５７杭木製品３９０３０７Ｗ１１４

別表４　木製品一覧（２） 
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1 兵庫県の位置　　2 姫路市の位置　　3 池ノ下遺跡の位置（1/200,000）



Rl　 埋立地
AI　 沖積層　　　　　　　　　　　砂礫、砂、シルト、粘土
Ta 　 崖錐　　　　　　　　　　　　砂礫および礫
Tr　  中・低位段丘層　　　　　　　  砂礫、砂、シルト、粘土
Ou　 大阪層群　上部亜層群　　　　砂礫、砂、シルト、粘土、火山灰層(Ma6～10層を含む)
Gh　 山陽帯花崗岩類　播磨花崗岩　黒雲母花崗岩　(周辺の山陽帯花崗岩類を含む)　
Hi　  相生層群　伊勢累層　　　　　ガラス質～流紋岩質多結晶溶結凝灰岩
Hy　 相生層群　夢前累層　　　　　流紋岩質デイサイト、多結晶溶結凝灰岩、安山岩、貢岩、砂岩
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中播都市計画事業英賀保駅周辺土地区画整理事業用地と遺跡（1/1,000）
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A 地区

B地区

C地区

D地区

E地区

F地区

23

27

28

30

37

2121

X＝
-1
30
80
0

X＝
-1
30
90
0

X＝
-1
31
00
0

X＝
-1
31
10
0

Y＝29400

X＝
-1
30
70
0

Y＝29700

Y＝29600

Y＝29500

Y＝29300

2 3A

B

C

4
5

6

8

9
7

11

10

22

21

25

23
26

24

40

20

15

142

131

3

16
17

19

18

27

41

4228

29

43

4430

38

3134

32

33

35

37

36

46

12

D

E

1

0 100m0 100m0 100m

池ノ下遺跡調査区位置（東部）

図
版
10　

遺
跡



D地区

F地区

G地区

H地区

37

5858

62

X＝
-1
31
00
0

X＝
-1
31
10
0

X＝
-1
31
20
0

Y＝29300

X＝
-1
30
90
0

Y＝29200

Y＝29100

Y＝29000

Y＝28900

J

4 5 6

48

37

36

39

47

46

45

49 52

50

53

54

51

55

56

58

57

59

60

67

66

65

64

68

69

63

62

61

E

F

G

H

I
0 100m0 100m0 100m0 100m0 100m

図
版
11　

遺
跡

池ノ下遺跡調査区位置（西部）
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14. 黒褐　極細砂〜シルト質極細砂

SB009

02 04 06

a a'

08

01 03 05 07

b b'

10

09

a'a
6.2m

1

9

1

8

b'b

5

9

5

2

6

2

1 1

1

2

10

3 3

2
7

4

6
2

3

9
166

8

1

0 4m

6.2m

1. 暗灰黄　極細砂〜シルト質極細砂
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3. 暗灰黄　シルト質極細砂（黒褐ブロック混じる）

4. 灰黄　極細砂（黒褐ブロック混じる）

5. 黄褐　極細砂〜シルト質極細砂
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	9. 黄灰　極細砂〜シルト質極細砂
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	2. 暗灰黄　極細砂〜シルト質極細砂

	3. 暗灰黄　シルト質極細砂

	4. 暗灰黄　シルト質極細砂〜極細砂（炭少量含）

	5. 暗灰黄　シルト質極細砂〜極細砂（粗砂少量混じる）

	6. 黄褐　シルト質極細砂

	7. 黄褐　シルト質極細砂（細礫混じる）
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1. 暗灰黄　極細砂

2. 暗灰黄　極細砂（細礫・黒褐ブロック混じる）

3. 暗灰黄　極細砂〜シルト質極細砂（炭含）

4.	暗灰黄　極細砂〜シルト質極細砂（粗砂混じる）

5. 暗灰黄　極細砂〜シルト質極細砂（粗砂混じる、炭少量含）

6. 黄褐　極細砂〜シルト質極細砂

7. 黄灰　極細砂

8. 黄灰　極細砂（黄ブロック混じる）

	9. 黄灰　極細砂（細礫少量混じる）

10. 黄灰　極細砂〜シルト質極細砂

11. 黄灰　極細砂〜シルト質極細砂（炭含）

12.	黄灰　極細砂〜シルト質極細砂（粗砂少量混じる）

13. 黄灰　シルト質極細砂

14.	黄灰　極細砂〜シルト質極細砂（細礫少量混じる）

15. 黒褐　シルト質極細砂

16. 灰黄　極細砂

17. 灰黄　極細砂（黄ブロック混じる）

18. 灰黄　極細砂（細礫混じる）

19. 灰黄　極細砂〜シルト質極細砂

20.	灰黄　極細砂〜シルト質極細砂（粗砂〜細礫混じる）

21.	灰黄褐　シルト質極細砂（粗砂〜細礫混じる）
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2. 黒褐　シルト質極細砂

3. 黒褐　シルト質極細砂（細砂〜細礫混じる、Mn含）

4. 黒褐　シルト質極細砂（細砂混じる、Mn含）

5. 黒褐　シルト質極細砂（細砂混じる、炭含）
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2. 灰黄褐　シルト質極細砂（中砂混じる）

3. 灰黄褐　極細砂（中砂混じる）

4. オリーブ褐　中砂〜中礫（ラミナ）

5. 黄灰　中砂〜細砂

1. 灰黄褐　シルト質極細砂

2. 灰黄褐　シルト質極細砂（中砂混じる）

3. 褐灰　極細砂（中砂混じる、ラミナ）

4. 褐　細砂（中砂混じる）

5. 灰黄褐　極細砂（中砂混じる）

6. オリーブ褐　中砂〜中礫（ラミナ）

7. 暗灰黄　細砂（中砂混じる）

8. 黄灰　中砂〜細砂

9. 黒褐　シルト質極細砂

C'C

1

5

6.1m

3

4

2

D'D

4

6.0m

3
6

8

7

2

9

5 1 1

0 2m

SD012

SD012

図
版
39　

遺
構　

Ｂ
地
区　

17
区

土層断面



Y＝
29
50
0

Y＝
29
51
0

X＝
-13

094
0

X＝
-13

093
0

X＝
-13

092
0

X＝
-13

091
0

X＝
-13

090
0

Y＝
29
52
0

Y＝
29
53
0

X＝
-13

089
0

X＝
-13

088
0

X＝
-13

087
0

X＝
-13

086
0

☆ ☆

☆ ☆

18区

0 10m

SD013

遺構配置

図
版
40　

遺
構　

Ｂ
地
区　

18
区



0 2m

SD013

5.3m

1

22

1. 褐　シルト質極細砂（中砂混じる）
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 4. 褐灰　シルト質極細砂（細礫混じる）
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 8. 灰黄褐　極細砂［床土］
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	1. 灰黄褐　シルト質極細砂（暗褐シルト質極細砂混じる）

	2. 黒　シルト質極細砂

	3. 褐灰　シルト質極細砂

	4. 灰黄褐　極細砂（褐シルト質極細砂粒混じる）

	5. 灰黄褐　極細砂（褐及び黒褐シルト質極細砂粒混じる）
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	7. 灰黄褐　シルト質極細砂（明黄褐シルト質極細砂粒混じる）

	8. 灰黄褐　極細砂

	9. にぶい黄褐　極細砂

10. 灰黄褐　中砂〜極細砂

11. 灰黄褐　極細砂（黒褐シルト質極細砂粒混じる）
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13. 灰黄褐　極細砂（黄褐シルト質極細砂粒多量に混じる）

14. 黒褐　シルト質極細砂（灰黄褐極細砂混じる）
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	2. 灰黄褐　極細砂（炭化物含、下部に Mn 含）
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	9. にぶい黄褐　極細砂

10. にぶい黄褐　極細砂（褐灰シルト質極細砂粒混じる）

11. にぶい黄褐　極細砂（Fe2O3・Mn 含）
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	1. 灰黄褐　極細砂（僅かに Mn 含）

	2. 灰黄褐　シルト質極細砂

	3. 灰黄褐　極細砂

	4. 灰黄褐　極細砂（炭化物・Mn 含）

	5. 灰黄褐　極細砂（焼土・Mn 含）

	6. 灰黄褐　極細砂〜細砂

	7. 灰黄褐　極細砂（黒褐シルト質極細砂粒混じる）

	8. 褐　シルト質極細砂（にぶい黄褐極細砂粒混じる、Fe2O3・Mn 含）

	9. 褐灰　シルト質極細砂

10. にぶい黄褐　極細砂（Fe2O3・Mn 含）

11. にぶい黄褐　シルト質極細砂（Fe2O3・Mn 含）

12. にぶい黄褐　極細砂（褐極細砂粒混じる、Fe2O3・Mn 含）

13. にぶい黄褐　シルト質極細砂（灰黄褐シルト質極細砂粒混じる）

14. 黄褐　極細砂（灰黄褐極細砂粒混じる）
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1. 灰黄褐　極細砂（僅かに Mn 含） 1. 黒褐　極細砂（Mn 含）

2. 灰黄褐　細砂〜中砂（Fe2O3 含）

3. 暗褐　極細砂

4. 黒褐　シルト質極細砂	

5. 灰黄褐　細砂〜中砂（Fe2O3 含）
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0 1m

1. にぶい黄褐　極細砂（基盤層ブロック混じる）［盛土］

2. 褐灰　極細砂（細砂混じる）

3. 灰黄褐　シルト質極細砂〜極細砂（Mn・Fe2O3 含）

4. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（ラミナ）

5. にぶい黄褐　極細砂（Fe2O3 含）

6. 褐　極細砂

	7. 灰黄　極細砂（にぶい黄褐極細砂粒混じる）

	8. にぶい黄褐　極細砂

	9. にぶい黄褐（褐極細砂粒混じる）

10. 黒褐　極細砂（にぶい黄褐極細砂粒・中礫混じる）

11. 黒褐　極細砂（にぶい黄褐極細砂粒・細礫混じる）
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SK020

SD041
5.0m

A A'

1

0 1m

1. 暗灰黄　極細砂〜中砂（ラミナ）

2. 灰黄褐　極細砂〜粗砂

3. 暗灰黄　極細砂〜細砂（ラミナ）

4. 黄褐　シルト質粗砂（細礫〜中礫混じる）

5. オリーブ褐　シルト質粗砂〜細砂

SD042
5.0mB B'

1

SD043
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1. 暗灰黄　極細砂（黄褐極細砂粒混じる）

1. 灰黄褐　極細砂

1. 灰黄褐　極細砂

1. 灰黄褐　シルト質極細砂

1. にぶい黄褐　極細砂（Fe2O3 含）

2. 灰黄褐　シルト質極細砂	

1. 明黄褐　シルト質極細砂（Fe2O3 含）

2. 褐　シルト質極細砂（Fe2O3 含）

3. 暗灰黄　極細砂質シルト

1. 黄褐　シルト質極細砂（Fe2O3 含）

3

4

52

2

溝SD041 ～ SD044 土層断面　土坑SK020 ～ SK023
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1. 灰黄褐　極細砂（基盤層の明黄褐極細砂ブロック混じる）

2. 褐灰　極細砂（基盤層の褐極細砂ブロック混じる）

1. 明黄褐　シルト質極細砂

1. 灰黄褐　極細砂（基盤層の黄褐極細砂ブロック混じる）

1. 灰黄褐　極細砂（基盤層の黄褐極細砂ブロック混じる）

1. 灰黄褐　極細砂（基盤層の黄褐極細砂ブロック混じる）

図
版
73　

遺
構　

Ｄ
地
区　

27
区

土坑SK024 ～ SK028



Y＝29490

Y＝29500

Y＝29510

Y＝29520

Y＝29530

Y＝29540

X＝
-1
30
99
0

X＝
-1
30
99
0

X＝
-1
30
98
0

27区

28区

29区

A
B

J′

J

F

F′

K

K′

I

I′

0 10m

SW004

SD045

SD045

SD046

SW003

SW001

SW005

SW006

SW008

東半部　下層遺構配置

図
版
74　

遺
構　

Ｄ
地
区　

28
区



Y＝29490

Y＝29500

Y＝29510

Y＝29520

Y＝29530

Y＝29540

X＝
-1
30
99
0

X＝
-1
30
99
0

X＝
-1
30
98
0

27区

29区

A
B

0 10m

SD
05
1

SB043

28区

図
版
75　

遺
構　

Ｄ
地
区　

28
区

東半部　上層遺構配置



Y＝29460

Y＝29470

Y＝29480

Y＝29490

Y＝29500

X＝
-1
30
99
0

X＝
-1
30
99
0

X＝
-1
31
01
0

X＝
-1
31
00
0

D

E

B
C

28区

29区

30区

O′O

N′

N

M′

M

L

L′

G′

G

H

H′

0 10m

SW007

SW009

SW002

SW001

SW006

SW005

SW003

SD049

SD048

SD047

SD047

SD050

SD048

SW008

西半部　下層遺構配置

図
版
76　

遺
構　

Ｄ
地
区　

28
区



	1. 暗褐　極細砂［耕作土］

	2. 灰黄褐　極細砂［床土］

	3. 黒褐　極細砂（Fe2O3・Mn 含）

	4. 灰黄褐　極細砂（礫混じる、Fe2O3・Mn 含）

	5. 黒褐　シルト質極細砂

	6. 黄褐　極細砂（Fe2O3 含）

	7. 褐灰　シルト質極細砂（明黄褐シルト質極細砂粒混じる）

	8. 黒褐　極細砂

	9. 黒褐　極細砂（炭化物含）

10. 明灰褐　中砂（洪水砂、Fe2O3 含）

11. 灰黄褐　細砂〜中砂（洪水砂、Fe2O3 沈着）

12. 暗灰黄　細砂

13. 黒褐　極細砂〜細砂（ラミナ）

14. 灰　中砂〜細砂（ラミナ）

15. オリーブ黒　シルト質極細砂〜中砂（ラミナ、炭化物含）

16. 黒褐　極細砂〜細砂（ラミナ）

17. オリーブ褐　極細砂〜細砂（有機物含）

18. オリーブ黒　細砂〜粗砂（ラミナ、灰シルト質極細砂粒混じる）

19. 黒褐　シルト質極細砂（有機物含）

20. 黒褐　極細砂質シルト（有機物含）

21. 灰　シルト質極細砂

22. 黒褐　極粗砂〜中砂（Fe2O3 含）

23. 灰黄褐　シルト質極細砂

24. 黄褐　細砂（極細砂混じる、Fe2O3 含）

25. 褐灰　シルト質極細砂

26. 灰黄褐　細礫〜細砂

27. 褐灰　極細砂（炭化物含）

28. 黒褐　細砂〜細礫

29. 灰黄褐　細砂（極粗砂〜粗砂混じる、Fe2O3 含）

30. 褐灰　シルト質極細砂（細礫〜中砂混じる、ラミナ、Fe2O3 含）

31. 黒褐　シルト質極細砂（極細砂〜粗砂混じる、有機物多量に含）

32. 黒褐　極細砂

33. 黒　シルト質極細砂（細礫〜中砂混じる）

34. 黒褐　極細砂（粗砂〜中砂混じる）

35. 褐　極細砂

36. にぶい黄褐　極細砂〜中砂

37. 黒　極細砂質シルト

38. 黒褐　中礫〜極細砂

39. 灰黄褐　細礫〜極細砂

40. 黒褐　極細砂

0 10m

	1. にぶい黄褐　極細砂［耕作土］

	2. にぶい黄褐　極細砂（Fe2O3 含）［床土］

	3. 灰黄褐　細砂〜中砂（Fe2O3・Mn 含）

	4. にぶい黄褐　細礫〜細砂（Fe2O3 沈着）

	5. 黒褐　極細砂〜細砂

	6. 黒褐　極細砂

	7. 黒褐　シルト質極細砂（細砂少量混じる）

	8. 灰黄褐　細砂〜中砂（Fe2O3 含）

	9. 黒褐　極細砂（中砂混じる）

10. 黒褐　シルト質極細砂

11. 黒褐　極細砂〜細砂

12. オリーブ褐　細砂〜粗砂（ラミナ）

13. オリーブ褐　中砂〜粗砂（ラミナ）

14. 灰　極細砂

15. 黒褐　極細砂（粗砂少量混じる、Fe2O3 含）

16. 黒褐　極細砂

17. 黒褐　シルト質極細砂

18. 黒褐　極細砂
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1. にぶい黄褐　シルト質極細砂（Fe2O3 含）

2.	褐灰　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ、植物質含）

3. 黒褐　シルト質極細砂〜粗砂（ラミナ）

4. 黒　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ）
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SD045

1. 褐灰　シルト質極細砂（Fe2O3 含）

2. 灰黄褐　粗砂〜極細砂

3. 黒褐　シルト質極細砂

4. にぶい黄褐　中砂〜粗砂（ラミナ、Fe2O3 含）

4.8m
J J'

SD046

1. 灰黄褐　粗砂〜極細砂

2. 黒褐　シルト質極細砂

3. にぶい黄褐　中砂〜粗砂（ラミナ、Fe2O3 含）

4.8m
K K'
SD046

1. 黒褐　シルト質極細砂（細礫少量

混じる、Fe2O3 含）

2. 褐灰　シルト質極細砂〜細砂

3. 黒褐　シルト質極細砂〜粗砂（炭

化物僅かに含）

4. 黒褐　極細砂

5. 褐灰　粗砂〜シルト質極細砂（ラ

ミナ、有機物含）

4.7m
L L'

SD047

1. 褐灰　シルト質極細砂〜細礫（植物質含）

2. 灰黄褐　中砂〜細礫

3. 灰黄　細礫〜中砂（大礫混じる）

4. 黒褐　シルト質極細砂〜中砂（ラミナ、有機物含）

5. 褐灰　極細砂〜粗砂（ラミナ）
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1. 褐灰　シルト質極細砂（Mn・Fe2O3 含）

2. 黒褐　シルト質極細砂（有機物含）

3. 褐灰　シルト質極細砂

4. 褐灰　細砂〜中砂
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4

1. 褐灰　極細砂〜中砂（Fe2O3 含）
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 1. 黒褐　シルト質極細砂〜細砂

 2. 黒　シルト質極細砂〜細砂

 3. 黄灰　シルト質極細砂〜細礫

 4. 暗灰黄　細砂〜細礫

 5. 黒褐　シルト質極細砂（炭化物含）

 6. 黒褐　シルト質極細砂

 7. 黄灰　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ）

 8. 灰黄褐　シルト質極細砂〜細礫

 9. 黒褐　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ、炭化物含）

10. 暗灰黄　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ）

11. 黒褐　シルト質極細砂（中礫〜細礫混じる）

12. 黄灰　細砂〜細礫

13. 暗褐　シルト質極細砂（粗砂〜細礫混じる）

14. 黒褐　シルト質極細砂（ラミナ、炭化物含）

15. 黄灰　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ）

16. 黄灰　シルト質極細砂〜細砂（細礫混じる、ラミナ）

17. 黄灰　シルト質極細砂〜細砂（中礫混じる、ラミナ）

 1. 黒褐　シルト質極細砂〜細砂

 2. 黒褐　シルト質極細砂〜粗砂

 3. 黒褐　シルト質極細砂（ラミナ、炭化物含）

 4. 黒褐　シルト質極細砂（粗砂混じる）

 5. 黒褐　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ）

 6. 黒褐　シルト質極細砂〜細砂（粗砂混じる、ラミナ）

 7. 黒褐　シルト質極細砂（細礫〜中砂混じる、ラミナ）

 8. 黒褐　シルト質極細砂（ラミナ、炭化物含）

 9. 黄灰　シルト質極細砂（ラミナ）

10. 黒褐　極細砂（大礫混じる）

11. 灰　シルト質極細砂（細礫混じる）

12. 暗灰黄　極細砂〜中砂

13. 黒褐　細砂〜中砂

14. 黒褐　シルト質極細砂（細礫〜中砂混じる、ラミナ）

15. 黒褐　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ）

16. 黄灰　シルト質極細砂（細礫混じる）

17. 黄灰　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ）

18. オリーブ黒　シルト質極細砂〜極細砂（腐植質含）

19. 黒褐　シルト質極細砂（中礫〜細礫混じる）

1. 灰黄褐　極細砂（細礫〜中礫混じる）

2. オリーブ褐　細砂〜中礫

3. 黒褐　細砂〜中礫（ラミナ）

4. 暗灰黄　中砂〜細礫（ラミナ）

1. 灰黄褐　細砂〜シルト質極細砂

杭列SW010　溝 SD046・SD047・SD049・SD050・SD056 土層断面
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 1. 灰黄　シルト質極細砂（粗砂混じる）

 2. 黒褐　極細砂

 3. にぶい黄褐　中砂〜極細砂

 4. 黒褐　極細砂〜中砂（細礫〜粗砂少量混じる）

 5. 褐灰　中砂（極細砂〜細礫混じる）

 6. 黒褐　中砂〜極細砂

 7. 黒褐　シルト質極細砂

 8. 暗灰黄　シルト質極細砂

 9. 灰黄褐　細礫〜中砂

10. 黒褐　中砂（粗砂混じる）

11. 褐灰　中砂（粗砂混じる）
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 1. 灰黄褐　極細砂（にぶい黄褐・黒褐極細砂ブロック混じる）

 2. 黒褐　極細砂（シルト質極細砂混じる、Fe2O3含）

 3. 黒　シルト質極細砂（細砂混じる）

 4. 黒　シルト質極細砂（炭化物含）

 5. 黒褐　シルト質極細砂（中砂〜極粗砂混じる、ラミナ、炭化物含）

 6. 暗褐　極細砂（細礫〜極粗砂混じる、Fe2O3含）

 7. 灰黄褐　極細砂

 8. 黒褐　極細砂

 9. 灰黄褐　中砂〜極細砂（Fe2O3含）

10. 灰黄褐　細砂〜極細砂（細礫〜極粗砂混じる）

11. 褐灰　細砂〜細礫（ラミナ、Fe2O3含）

12. 黒褐　シルト質極細砂（細礫混じる、ラミナ）

13. 暗灰黄　シルト質極細砂（基盤層の黄褐シルト混じる、ラミナ）

14. 黒褐　シルト質極細砂（細礫〜中砂混じる、ラミナ）

15. 灰黄　極細砂（細礫〜中砂混じる）

16. 褐灰　シルト質極細砂（細礫〜中砂混じる）

17. 褐灰　シルト質極細砂（細砂〜粗砂少量混じる）

18. 灰黄　シルト質極細砂（細砂〜中砂微量混じる）

19. 黄灰　細砂

20. にぶい黄褐　極細砂

21. 黒褐　シルト質極細砂

22. 褐灰　シルト質極細砂（炭化物含）

23. 褐灰　シルト質極細砂（灰細砂〜中砂混じる、ラミナ、炭化物含）

24. 黒　シルト質極細砂（細砂〜中砂混じる、ラミナ、炭化物含）

25. 灰黄　シルト質極細砂（細砂〜中砂混じる、炭化物含）

26. 灰黄　細砂

27. 灰　細砂（中砂〜細礫多く混じる、炭化物含）

28. 黄灰　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる）

29. 黄灰　シルト質極細砂（細砂混じる）

30. 褐灰　シルト質極細砂

31. 褐灰　極細砂

32. 黒　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる、Mn・Fe2O3含）

33. 黒　シルト質極細砂（基盤層ブロック多く混じる）

 1. 灰黄　シルト質極細砂（粗砂混じる）

 2. 黒褐　極細砂

 3. にぶい黄褐　中砂〜極細砂

 4. 黒褐　極細砂〜中砂（細礫〜粗砂少量混じる）

 5. 褐灰　中砂（極細砂〜細礫混じる）

 6. 黒褐　中砂〜極細砂

 7. 黒褐　シルト質極細砂

 8. 暗灰黄　シルト質極細砂

 9. 灰黄褐　細礫〜中砂

10. 黒褐　中砂（粗砂混じる）

11. 褐灰　中砂（粗砂混じる）

1. 灰黄褐　シルト質極細砂（基盤層ブロック多く混じる）

1. 灰黄褐　中砂〜粗砂

1. にぶい黄褐　粗砂〜中砂

2. 褐　細砂（Fe2O3含）

3. 灰黄褐　極細砂

1. 暗灰黄　シルト質極細砂

2. オリーブ褐　極細砂〜細砂（細礫混じる）

3. 灰黄褐　極細砂〜細砂（細礫混じる、ラミナ、炭化物含）

4. オリーブ褐　中砂〜粗砂（細礫混じる）

5. 黒褐　シルト質極細砂

6. 暗灰黄　中礫〜細礫

1. 灰黄褐　細砂

2. 褐灰　中砂〜細砂

3. にぶい黄褐　細砂

4. 褐灰　中砂

5. 灰黄褐　極細砂〜中砂

1. にぶい黄褐　粗砂〜中砂

2. 黒褐　極細砂

3. 褐灰　シルト質極細砂

4. 褐灰　極細砂

土層断面　溝SD061 ～ SD064・SD066 ～ SD068 土層断面
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1

1. 褐　シルト質極細砂（Mn・Fe2O3含）

2. 灰黄褐　極細砂

3. 褐灰　極細砂

4. にぶい黄褐　極細砂

5. 黒褐　極細砂（細砂混じる）

6. 黒褐　極細砂

7. 黒褐　極細砂（炭化物含）

8. 灰黄褐　極細砂（Mn・炭化物含）

9. にぶい黄褐　極細砂（Fe2O3含）

1. 黄褐　極細砂〜細砂（極粗砂混じる）

2. 暗灰黄　シルト質極細砂（極粗砂〜細礫混じる）

3. 暗灰黄　極細砂〜細砂

4. 黄灰　極細砂〜細砂（極粗砂混じる）

5. 暗灰黄　シルト質極細砂（Fe2O3含）

6. 黄灰　シルト質極細砂

7. 灰黄　極細砂〜細砂

8. 暗灰黄　シルト質極細砂

9. 灰オリーブ　細砂〜粗砂
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 1. 灰黄褐　極細砂［耕作土］

 2. にぶい黄褐　極細砂〜中砂（Fe2O3含）［床土］

 3. にぶい黄褐　細砂〜極細砂（ラミナ、Mn・Fe2O3沈着）

 4. 暗灰黄　中砂〜極細砂（ラミナ、Mn・Fe2O3含）

 5. 褐灰　極細砂

 6. 暗灰黄　極細砂

 7. 褐灰　シルト質極細砂（ラミナ）

 8. 黒褐　シルト質極細砂

 9. 暗灰黄　シルト質極細砂（ラミナ）

10. 暗褐　シルト質極細砂（Mn含）

11. 暗褐　シルト質極細砂（中砂混じる、Mn含）

12. 黒　シルト質極細砂（炭化物含）

13. 黒褐　シルト質極細砂（炭化物含）

14. 黒褐　細礫〜極細砂（ラミナ）

15. 黒褐　シルト質極細砂（炭化物含）

16. 褐灰　極細砂〜細砂

17. 黒褐　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ、炭化物含）

18. 黒褐　シルト質極細砂（細砂〜極粗砂混じる、Mn・Fe2O3含）

19. 黒　シルト質極細砂（炭化物・Fe2O3含）

20. 黒　シルト質極細砂（細砂〜極粗砂混じる）

21. 黒　シルト質極細砂（細砂〜中砂混じる、ラミナ、炭化物含）

22. 褐灰　シルト質極細砂（細砂混じる）

23. 黒褐　シルト質極細砂（細砂〜中砂混じる）

1. 黒褐　シルト質極細砂（細砂〜極粗砂混じる、Mn・Fe2O3含）

2. 黒　シルト質極細砂（炭化物・Fe2O3含）

3. 黒　シルト質極細砂（細砂〜極粗砂混じる）

4. 黒　シルト質極細砂（細砂〜中砂混じる、ラミナ、炭化物含）

5. 褐灰　シルト質極細砂（細砂混じる）

6. 黒褐　シルト質極細砂（細砂〜中砂混じる）

1. 灰黄褐　シルト質極細砂

2. 灰黄褐　細砂

3. 黄褐　細礫〜細砂（ラミナ、Fe2O3含）

1. 灰黄褐　シルト質極細砂（基盤層のにぶい黄橙シルト質極細砂混じる） 1. 灰黄褐　粗砂〜極細砂（ラミナ、Fe2O3含）
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SD058
4.9m

A A'

1

1. にぶい黄　極細砂（粗砂含）

2. 灰黄褐　シルト質極細砂（Fe2O3 含）

3. にぶい黄褐　シルト質極細砂

4. 黒褐　極細砂〜シルト質極細砂

5. 褐灰　細砂（炭化物混じる）

6. 黄褐　中砂〜粗砂（大礫混じる、Fe2O3 含）

7. 黒褐　極細砂（にぶい黄褐　シルト質極細砂粒含）

1
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SD082
4.7m

B B'

SD081
4.7m

C C'

SD083
4.7m

D D'

SD077
4.8m

G G'

SD085
4.7m

F F'

SD084
4.7m

E E'

SD080

0 1m

0 2m

1. 暗褐　極細砂（Mn 多量に含）

2. 褐灰　シルト質極細砂（底部に Fe2O3 沈着）

1. 灰黄褐　極細砂（黄褐極細砂混じる）

2. 黒　細砂〜極細砂（Mn・Fe2O3 多く含）

3. 黒　細砂〜極細砂（Fe2O3 多く含）

4. 褐灰　中砂〜細砂（粗砂〜中礫混じる）

5. 黄灰　細砂〜極細砂（粗砂〜中礫混じる）

6. 黄灰　細砂〜極細砂

1. 暗褐　シルト質極細砂

1. 黒褐　シルト質極細砂（Mn 多く含）

2. 暗褐　シルト質極細砂

3. 灰黄褐　中砂〜細砂（ラミナ）

138 6

1. 黒褐　シルト質極細砂（細礫・Mn 含）

2. 黒褐　シルト質極細砂（細礫僅かに含）

3. 黒　シルト質極細砂

4. 黒褐　細礫〜粗砂

5. 黒褐　極細砂（細礫〜粗砂混じる）

6. 黒褐　極細砂

7. 灰黄褐　極細砂

8黒褐　極細砂〜細砂

9灰黄褐　中砂〜細砂（細礫混じる・ラミナ）

10 黒褐　極細砂

1. 黄褐　極細砂〜中砂（Fe2O3 含）

2. にぶい黄褐　粗砂〜中砂（ラミナ、底部に Fe2O3 沈着）

3. 灰黄褐　極細砂（Mn 含）

4. 黒褐　極細砂〜細砂（Mn 含）

5. 灰黄褐　極細砂〜細砂

6. 黒褐　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ）

	7. 灰黄褐　中砂〜極細砂（ラミナ、有機物含）

	8. にぶい黄褐　粗砂〜中砂（ラミナ、底部に Fe2O3 沈着）

	9. 黒褐　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ、有機物含）

10. 黒褐　極細砂〜中砂（有機物多量に含）

11. 褐灰　中砂〜細砂（ラミナ、有機物含）
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SD077
5.0m

H H'

1. 暗灰黄　シルト質砂（Mn 含）

2. 灰黄褐　極細砂〜細砂（細礫〜極粗砂混じる）

3. 暗灰黄砂　極細砂〜細砂

4. 灰黄　細砂〜粗粒砂（ラミナ）

5. 暗黄　極細砂（ラミナ）

6. にぶい黄色　中砂〜粗砂（ラミナ）

7. 黄褐　極細砂〜細砂（ラミナ）

10
29 1

5638

13
14

16
15

19

5

SD086

SD086 4.8m
I I'

1. 黒褐　極細砂［耕作土］

2. 黄褐　細砂（Fe2O3・Mn 含）［床土］

3. 灰黄褐　極細砂〜細砂（Mn 含）

4. 暗灰黄褐　極細砂

5. 暗灰黄　極細砂

6. 暗灰黄　極細砂〜粗砂

7. 黄褐　細砂

8. 暗灰黄　粗砂〜細礫

SD079

15

4

710
6

14

16

5

2
4

3

1 13

12 11

119

8

0 2m

0 2m

10

5

2

7

SD086
4.8m

J J'
	1. にぶい黄　極細砂〜細砂

	2. 暗灰黄　細砂（シルト質極細砂混じる）

	3. 暗灰黄　中砂〜粗砂

	4. 暗灰黄　細砂〜粗砂

	5. 暗灰黄　細砂〜粗砂（細礫多量に混じる）

	6. 黄灰　細礫〜中砂

	7. 黄灰　シルト質極細砂（細礫混じる）

	8. 黄灰　中砂〜細礫

	9. 黄褐　中砂〜粗砂

10. 暗灰黄　中礫〜細礫

43
6

8

1 7

1

9

5

2

4.8m
K K'

1. 明黄灰　極細砂（Fe2O3 含）

2. にぶい黄　極細砂〜細砂（粗砂〜極粗砂混じる）

3. 暗灰黄　シルト質極細砂（粗砂〜極粗砂多量に混じる）

4. 暗灰黄　極細砂質シルト

5. 暗灰黄　極細砂質シルト（細礫混じる）

6. 黄褐　中砂〜粗砂

7. 暗灰黄　極細砂質シルト（ラミナ）

8. 黄褐　粗砂〜極粗砂

4
3

6

8

1

7

5 2

4.8m
L'

	1. 灰黄　極細砂〜細砂

	2. 暗灰黄　極粗砂

	3. 灰黄褐　極細砂質シルト

	4. 明黄灰　極細砂（Fe2O3 含）

	5. にぶい黄　極細砂〜細砂（粗砂〜極粗砂混じる）

	6. 暗灰黄　シルト質極細砂（粗砂〜極粗砂多量に混じる）

	7. 暗灰黄　極細砂質シルト（細礫混じる）

	8. 灰黄　極細砂〜粗砂

	9. 黄褐　細砂

10. 黄灰　極細砂質シルト

11. 黄褐　中砂〜粗砂

12. 黒褐　極細砂質シルト（極粗砂〜粗砂混じる）

9
6

61

L

7

11
10

3
8

12

18

1

SD077

4

	8. 暗灰黄　シルト質極細砂（ラミナ）

	9. にぶい黄褐　中砂

10. 灰黄褐　細砂〜極細砂（Fe2O3 含）

11. 褐灰　極細砂

12. 黒褐　極細砂（中砂混じる）

13. 褐灰　極細砂

14. 黒褐　シルト質極細砂（にぶい黄褐シルト質極細砂粒含）

15. 黒褐　シルト質極細砂（有機物含）

16. 黒褐　シルト質極細砂〜中砂

17. 黒褐　極細砂

18. 黒褐　シルト質極細砂

19. 灰黄褐　極細砂〜中砂（底部に Fe2O3 沈着）

	9. 黄褐　粗砂〜細礫（ラミナ、下部 Fe2O3 沈着）

10. 暗灰黄　細砂

11. 暗灰黄　中砂

12. 黒褐　極細砂

13. 褐　シルト質極細砂下層

14. 灰黄褐　極細砂

15. 褐灰　極細砂

16. 灰黄褐　極細砂

溝SD077・SD079・SD086 土層断面
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0 1m

0 4m

SD087
4.7m

O O'

1. 明黄灰　極細砂（Fe2O3 含）

1
1

SD089
4.7mN N'

1. 暗灰黄　細砂

1

SD088
4.7mM M'

1. 黄褐　細砂

1

SB046

4.9m
c c'

1. 褐灰　シルト質極細砂

2. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂

3. 黒褐　シルト質極細砂（褐灰シルト質極細砂粒混じる）

4. 褐灰　シルト質極細砂（黒褐シルト質極細砂粒混じる）

5. 褐灰　シルト質極細砂（黒褐シルト質極細砂粒多量に混じる）
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0 4m

4.8m
a a'

1. にぶい黄褐　極細砂（Mn 含）

2. にぶい黄褐　極細砂（黄褐シルト質極細砂粒混じる）

3. 灰黄褐　極細砂（黄褐シルト質極細砂粒混じる）

4. 褐灰　極細砂

5. 黒褐　シルト極細砂

6. にぶい黄褐　極細砂（黒褐シルト質極細砂粒混じる）

7. にぶい黄褐　極細砂（黒褐シルト質極細砂大粒混じる）

8. 灰黄褐　シルト質極細砂
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1. にぶい黄褐　極細砂（黒褐シルト質極細砂粒混じる）

2. 灰黄　極細砂〜細砂（Fe2O3 含）

3. 黒褐　シルト質極細砂（中礫少量含）

4. 灰黄褐　極細砂（細礫少量含）

5. 黄灰　極細砂（細砂〜中砂混じる）

6. 明黄褐シルト質極細砂

7. 黄灰　シルト質極細砂（細砂〜細礫混じる）

8. 褐灰　極細砂〜中砂（炭含）
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掘立柱建物SB047・SB048
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0 1m

SK031

5.0m

1

1. 黄褐　極細砂〜細砂（粗砂含）

SK034

4.8m

1

1. 黄褐　細砂

SK032

5.0m

1

1. にぶい黄　極細砂〜細砂（粗砂含）

SK035

4.8m

1

1. 暗灰黄　極細砂（Mn 含）

2. 黒　炭

2

SK033

5.0m

1

1. 黄褐と暗灰　シルト質極細砂の互層

SK036

4.7m

1

1. 灰黄　極細砂（明黄灰粒［基盤層］混）
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1. 灰黄褐　シルト質極細砂（Mn含）

2. 黒褐　細砂〜粗砂（細礫混じる）

3. 黒褐　中砂〜極細砂（細礫僅かに混じる）

4. 黒褐　極細砂（細礫僅かに混じる）

1. にぶい黄褐　極細砂（Mn含）

2. にぶい黄褐　極細砂

3. 灰黄褐　極細砂
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SD047

 1. ［盛土］
 2. 灰黄褐　極細砂〜中砂（Fe2O3含）［床土］
 3. 黒褐　シルト質極細砂
 4. 灰黄褐　極細砂（Mn・Fe2O3含）
 5. 灰黄褐　極細砂
 6. 暗灰黄　細砂（極細砂混じる）
 7. 黄褐　極細砂（細砂混じる）
 8. 褐灰　極細砂（細砂混じる）
 9. 褐灰　シルト質極細砂（細砂混じる）
10. 褐灰　シルト質極細砂
11. にぶい黄褐　極細砂（Mn含）
12. 灰黄褐　シルト質極細砂
13. 黒褐　極細砂
14. 黒褐　極細砂
15. 褐灰　中砂
16. 灰黄褐　極細砂
17. 黒褐　極細砂〜粗砂
18. 黒褐　シルト質極細砂
19. 灰黄褐　細砂〜粗砂
20. 黒　シルト質極細砂（炭化物含）
21. 黒褐　シルト質極細砂
22. 灰　細砂〜粗砂（ラミナ）
23. オリーブ黒　粗砂〜中砂（ラミナ）
24. 黒褐　極細砂〜シルト質極細砂（ラミナ）
25. 暗褐　シルト質極細砂（Fe2O3含）

26. 褐灰　シルト質極細砂
27. 黒褐　シルト質極細砂（有機物含）
28. 黒褐　シルト質極細砂
29. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂
30. にぶい黄褐　細砂（Fe2O3含）
31. 黒褐　極細砂〜細砂
32. 褐灰　極細砂（極粗砂混じる）
33. 褐灰　極細砂〜細砂
34. 褐灰　極細砂〜シルト質極細砂
35. 黒褐　細砂〜極細砂（細礫少量混じる）
36. 褐灰　細礫〜中砂（ラミナ）
37. 黒褐　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ）
38. 灰黄褐　極細砂（Fe2O3含）
39. 黒　シルト質極細砂（細礫少量混じる、炭化物含）
40. 褐灰　極細砂
41. にぶい黄褐　極細砂（粗砂混じる、Fe2O3含）
42. 灰黄褐　極細砂〜細砂
43. 褐灰　中砂〜粗砂（ラミナ）
44. 暗褐　シルト質極細砂（細礫混じる）
45. 黒褐　極細砂（粗砂混じる）
46. 褐灰　極細砂（粗砂混じる）
47. 黒褐　細砂〜粗砂（ラミナ）
48. 黒褐　極細砂〜細砂
49. オリーブ黒　極細砂〜中砂（ラミナ）
50. オリーブ黒　シルト質極細砂（ラミナ）

51. 黒褐　極細砂
52. 黒　シルト質極細砂
53. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂（ラミナ）

66. 黒　シルト質極細砂
67. ［SD097］
68. ［SD098］

81. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂
82. 褐灰　極細砂〜細砂
83. 黄灰　極細砂〜細砂（中砂・基盤層ブロック少量混じる）

84. 褐灰　極細砂〜細砂（中砂混じる）
85. 褐灰　極細砂（細砂混じる）
86. 褐灰　極細砂（基盤層ブロック少量混じる）

87. 灰　極細砂（基盤層ブロック少量混じる）
88. 褐灰　極細砂（細砂多量混じる）
89. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（細砂混じる）

  90. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（細砂・基盤層ブロック少量混じる）
  91. 褐灰　細砂〜粗砂（極細砂混じる）
  92. 灰　シルト質極細砂〜中砂
  93. 明褐　中砂〜細礫（極細砂混じる）
  94. 褐灰　シルト質極細砂
  95. 黄灰　極細砂（細砂〜中砂混じる）
  96. 灰　細砂〜中砂
  97. 暗灰黄　中砂〜極細砂（基盤層ブロック混じる）
  98. 褐灰　極細砂〜細砂
  99. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（下方に中砂〜粗砂混じる）
100. 褐灰　シルト質極細砂
101. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂（基盤層ブロック混じる）
102. 褐灰　細砂（極細砂混じる）
103. 黄灰　シルト質極細砂〜細砂
104. 褐灰　シルト質極細砂（細砂混じる）
105. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（にぶい黄褐中砂〜粗砂混じる）
106. 褐灰　シルト質極細砂（細砂混じる）
107. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（細砂混じる）
108. 褐灰　極細砂（シルト質極細砂〜極細砂混じる）
109. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂
110. 褐灰　シルト質極細砂（粗砂混じる）
111. 灰　シルト質極細砂（極細砂混じる）
112. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂
113. 灰　中砂〜粗砂（シルト質極細砂混じる）
114. 灰　シルト質極細砂〜極細砂
115. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂（基盤層ブロック混じる）
116. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂（細砂〜中砂混じる）
117. 灰　粗砂〜極粗砂（細礫混じる）
118. 黄褐　粗砂〜極粗砂（粗砂〜中礫混じる）
119. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（細砂混じる）
120. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂（基盤層ブロック多量に混じる）
121. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂
122.〜125.［SD105］
126.〜128.［SD106］
129.〜131.［SD107］
132.〜136.［SD108］

69. ［SD099］
70. 褐灰　極細砂
71. ［SD100］

72. 黄灰　極細砂（灰黄褐シルト質極細砂粒混じる）
73. 褐灰　極細砂〜細砂
74. 褐灰　極細砂〜細砂（灰黄褐シルト質極細砂粒混じる）

75. 褐灰　シルト質極細砂〜細砂
76. 黄灰　極細砂〜細砂（灰黄褐細砂粒混じる）
77. 褐灰　極細砂（細砂混じる）

78. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂
79. 褐灰　シルト質極細砂〜細砂
80. 褐灰　極細砂〜細砂

54. 灰　中砂〜粗砂（ラミナ）
55. 灰　細礫（中砂〜粗砂混じる）
56. 黒褐　シルト質極細砂

57. 褐灰　極細砂
58. 褐灰　中砂〜粗砂（ラミナ）
59. 暗灰黄　中砂〜粗砂（ラミナ）

60. 黒褐　極細砂
61. ［SD094］
62. 黒褐　極細砂

63. 灰黄褐　シルト質極細砂
64. 灰黄褐　極細砂（黒褐シルト質極細砂粒混じる）
65. 黒褐　極細砂〜細砂（Mn含）
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 1. 褐灰　細砂〜中砂
 2. 灰黄褐　中砂〜粗砂（細礫混じる）
 3. 黄灰　細砂（ラミナ）
 4. 黒褐　シルト質極細砂
 5. 灰黄褐　中砂〜細砂（ラミナ）
 6. 黒褐　極細砂

 7. 黒褐　極細砂
 8. 黒褐　シルト質極細砂
 9. 黒褐　中砂〜細砂　
10. 黒褐　極細砂〜中砂　
11. 褐灰　細砂〜粗砂（ラミナ）　
12. 黒　極細砂（シルト質極細砂混じる、ラミナ）　

13. にぶい黄褐　細砂（Fe2O3含）　
14. 黒褐　シルト質極細砂
15. 黒　シルト質極細砂
16. 黒褐　シルト質極細砂
17. 灰黄褐　シルト質極細砂

 1. 褐灰 極細砂（細砂混じる）
 2. 黒褐 細砂〜中砂（極細砂・細礫混じる、炭化物含）
 3. 黒褐 細砂（極細砂〜細礫混じる）
 4. 褐灰 極細砂〜細砂（中礫少量混じる）

1. 黒褐　極細砂質シルト（粗砂〜極細砂混じる）

 5. 褐灰 極細砂〜細砂
 6. 褐灰 極細砂
 7. 黒褐 細砂〜極細砂（中砂混じる）
 8. 褐灰 中砂〜粗砂（中礫混じる、ラミナ）　

 9. 褐灰 細砂〜中砂（極細砂混じる、炭化物含）　
10. 黒褐 極細砂　
11. 黒褐 細砂〜極細砂（中砂〜細礫混じる）　
12. 黄灰 極細砂（細砂・基盤層ブロック多く混じる）　

13. 褐灰 極細砂（細砂・基盤層ブロック少量混じる）　
14. 褐灰 極細砂（基盤層ブロック混じる）　
15. 褐灰 極細砂（細砂混じる）　
16. 褐灰 細砂〜中砂

17. 褐灰 細礫〜中砂（中礫多く混じる）　
18. 褐灰 極細砂
19. 褐灰 細砂（中砂〜粗砂混じる）　
20. 褐灰 極細砂〜細砂
21. 褐灰 細砂〜中砂
22. 褐 細砂〜細礫
23. 褐灰 極細砂〜細砂
24. 褐灰 極細砂（基盤層ブロック混じる）　
25. 黒褐 極細砂〜細砂
26. 褐灰 極細砂（細砂混じる）　
27. 黒褐 細砂〜中砂（極細砂混じる、炭化物含）　
28. 灰 細砂〜中砂（極細砂質シルト混じる）　
29. 黒褐 細砂〜細礫（中礫多く混じる）　
30. 黒褐 極細砂質シルト（炭化物含）　

1. 黒褐　極細砂質シルト（細礫混じる）
2. 暗灰黄　極細砂質シルト
3. 黒褐　極細砂質シルト（ラミナ、細礫混じる）
4. 灰黄褐　極細砂質シルト（Fe2O3含）

1. 灰黄褐　極細砂（粗砂〜細礫混じる）
2. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂
3. 黒褐　極細砂（粗砂〜細礫混じる）

4. 褐灰　極細砂
5. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂
6. にぶい黄褐　シルト質極細砂〜極細砂（粗砂〜細礫混じる）

1. 暗灰黄　極細砂質シルト
2. 灰黄　極細砂質シルト
3. 黄褐　極細砂質シルト

1. 暗灰黄　極細砂質シルト
2. にぶい黄　極細砂質シルト
3. オリーブ褐　極細砂質シルト
4. 暗灰黄　極細砂質シルト（細礫混じる）

1. 黒褐　細砂〜極細砂（細礫多量に混じる）

1. 暗灰黄　極細砂質シルト

1. 灰黄褐　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる）
2. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂
3. オリーブ黒　シルト質極細砂
4. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂（基盤層ブロック混じる）
5. 灰　シルト質極細砂〜極細砂

6. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂
7. にぶい黄　シルト質極細砂〜極細砂
8. 黒　極細砂
9. 黒　シルト質極細砂
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1. 灰黄褐　極細砂

2. 褐灰　極細砂（粗砂混じる）

3. 黄灰　シルト質極細砂

4. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂

5. 灰黄褐　シルト質極細砂〜粗砂（ラミナ）

6. 褐灰　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる）

1. 褐灰　極細砂（細砂混じる）

2. 褐灰　細砂（極細砂混じる）

3. 褐灰　細砂〜中砂（極細砂混じる）

4. 黄灰　シルト質極細砂（細砂混じる）

5. 褐灰　極細砂〜細砂（ラミナ）

6. 灰　細砂〜中砂

7. 黄褐　中砂〜粗砂（細礫混じる）

8. 黄灰　中砂〜極細砂

 9. 黄灰　細砂

10. 黄灰　細砂〜中砂

11. 褐灰　シルト質極細砂（細砂〜極細砂混じる）

12. 黄灰　極細砂（基盤層ブロック混じる）

13. 灰黄褐　細砂〜粗砂（ラミナ）

14. 褐灰　極細砂（細砂混じる）

15. 黄灰　極細砂（基盤層ブロック混じる）

16. 褐灰　シルト質極細砂

17. 褐灰　細砂〜極細砂（ラミナ）

18. 褐灰　細砂〜極細砂

19. 明黄褐　中砂〜細礫

20. 黄灰　シルト質極細砂

21. 明褐　極細砂〜細礫（ラミナ）

22. 褐灰　極細砂（細砂混じる）

23. 黄灰　中砂〜細礫（ラミナ）

24. 明褐　粗砂〜中礫

1. 暗灰黄　極細砂質シルト（粗砂〜極細砂混じる）

2. 黒褐　シルト質極細砂（ラミナ）

3. 暗灰黄　極細砂〜細砂

4. 黒褐　シルト質極細砂

5. 灰黄　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる）

6. 灰黄褐　シルト質極細砂〜中砂（ラミナ）

7. 暗褐　シルト質極細砂〜細砂（ラミナ）

8. 灰黄褐　中砂〜粗砂

1. 黄褐　極細砂〜細砂（ラミナ、中砂〜粗砂混じる）

1. 灰黄褐　シルト質極細砂（Mn含）

2. 黒褐　極細砂

3. にぶい黄褐　細礫〜中砂（ラミナ、Fe2O3含）

1. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（炭含）

2. 黒　シルト質極細砂（炭含）

溝SD093・SD096・SD101 ～ SD103・SD108 土層断面　土坑SK040
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SB050　P04

SB050　P05SB050　P02

1. 灰　シルト質極細砂（細砂混じる）
2. 灰　シルト質極細砂（細砂〜極粗砂混じる、炭含）
3. 灰　極細砂
4. 灰　シルト質極細砂（中砂〜粗砂混じる、炭含）
5. 灰　シルト質極細砂〜中砂（炭含）
6.褐灰　シルト質極細砂〜細砂（黒シルト質極細砂粒混じる）
7. 褐灰　極細砂〜細砂（中砂〜極粗砂混じる、炭含）
8. 褐灰　シルト質極細砂（中砂〜粗砂混じる）
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	9. 褐灰　シルト質極細砂（中砂〜細礫混じる）
10. 褐灰　シルト質極細砂〜細砂
11. 褐灰　シルト質極細砂
12. 黄灰　シルト質極細砂〜細砂
13. 黄灰　シルト質極細砂（炭含）
14. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂（中砂〜細礫混じる）
15. 黄灰　極細砂〜細砂
16. 黄灰　シルト質極細砂（黒シルト質極細砂粒混じる）

17. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂（中砂〜粗砂混じる）
18. 黄灰　極細砂（細砂〜細礫混じる）
19. 黄灰　極細砂（細砂〜粗砂混じる）
20. 黄灰　極細砂（中砂〜細礫混じる）
21. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂（中砂〜極粗砂混じる）
22. 黄灰　シルト質極細砂（中砂〜粗砂混じる）
23. 黄灰　シルト質極細砂（中砂〜細砂混じる）
24. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂
25. 黄灰　極細砂〜細砂（細礫混じる）
26. 黒褐　シルト質極細砂〜細砂（中砂混じる、炭含）
27. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂
28. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂（中砂混じる）
29. 黒褐　シルト質極細砂（緑灰シルト質極細砂粒混じる）
30. 黒褐　極細砂〜細砂（中砂〜細礫・黄灰シルト質極細砂混じる）
31. 黒褐　シルト質極細砂
32. 黒　シルト質極細砂（中砂混じる）
33. 黒　シルト質極細砂
34. 黒　シルト質極細砂（中砂〜細砂混じる）
35. 黒　シルト質極細砂（細砂〜極粗砂混じる）
36. 黒　シルト質極細砂（褐灰シルト質極細砂混じる）
37. 黒　細砂〜極粗砂（黒シルト質極細砂粒混じる）
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0 4m

	1. 褐灰　シルト質極細砂（炭・焼土含）
	2. 褐灰　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる、炭含）
	3. 褐灰　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる）
	4. 褐灰　シルト質極細砂（炭含）
	5. 褐灰　シルト質極細砂（中砂〜極粗砂混じる、炭含）
	6. 褐灰　極細砂（炭含）
	7. 褐灰　極細砂
	8. 褐灰　極細砂質シルト（炭含）
	9. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂
10. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂（炭含）
11. 黄灰　極細砂（炭含）
12. 黄灰　極細砂〜細砂（炭含）
13. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂（炭含）
14. 灰黄褐　極細砂（炭含）
15. 灰黄褐　極細砂
16. 褐灰　極細砂（基盤層ブロック混じる）
17. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（基盤層ブロック混じる）
18. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂
19. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂（基盤層ブロック混じる）
20. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂（基盤層ブロック混じる、炭含）

21. 黄灰　極細砂（基盤層ブロック混じる）
22. 黄灰　極細砂〜細砂（基盤層ブロック混じる）
23. 灰褐　シルト質極細砂〜極細砂（焼土含）
24. 灰黄褐　極細砂（基盤層ブロック混じる）
25. 灰黄褐　シルト質極細砂
26. 灰黄褐　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる）
27. 灰黄褐　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる、炭含）
28. 明黄褐　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる）

1
9 1
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19

掘立柱建物SB051
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0 4m

1. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（炭含）

2. 褐灰　極細砂

3. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂

4. にぶい黄褐　細砂〜極細砂

1. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂

　	（灰黄褐シルト質極細砂ブロック混じる）

2. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂（基盤層ブロック・炭混じる）

3. 黄灰　極細砂（シルト質極細砂・基盤層ブロック混じる）

4. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（基盤層ブロック混じる）
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SA003

1. 灰黄褐　シルト質極細砂〜極細砂（炭片・灰含）

2. 褐灰　シルト質極細砂（木片含）

3. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂

4. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂（炭片含）

5. 褐灰　極細砂（炭片含）

	5. 灰黄褐　細砂〜極細砂（褐灰極細砂混じる）

	6. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（基盤層ブロック混じる）

	7. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（炭含）

	8. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂

	9. 黄灰　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる）

10. 黄灰　極細砂（基盤層ブロック混じる）
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SK042

4.2m

1

1. 灰黄褐	シルト質極細砂（基盤層の細礫少量混じる）

SK043

4.2m

1

1. 灰黄褐	シルト質極細砂（基盤層の細礫少量混じる）

SD107
4.2m

1

1. にぶい黄褐	極細砂（Mn 含）

2. にぶい黄褐	シルト質極細砂（明黄褐シルト質極細砂粒混じる）

3. 褐	極細砂〜細砂（Fe2O3 含）

4. 明黄褐	シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる）

3

4

42

W W'

4.2m

1

1. 灰黄褐	シルト質極細砂（基盤層の細礫少量混じる）

SD111
4.2m

1

1. 褐	極細砂（Mn・Fe2O3 含）

2. 灰黄褐	シルト質極細砂（Mn 含）

3. 灰黄褐	極細砂

4. 黄褐	細砂

5. 灰黄褐	極細砂〜細砂

3

6

5
2

X X'

SK044

9

7
8

4

0 1m

6. 灰黄褐	中砂〜極細砂

7. 黒褐	シルト質極細砂（Mn 含）

8. 黄褐	シルト質極細砂〜細砂（細礫混じる、Fe2O3 含）

9. 褐	中砂〜細礫（Fe2O3 含）

土坑SK042 ～ SK044　溝 SD107・SD111 土層断面
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掘立柱建物SB054・SB055
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0 1m

SD116
5.1m

1

1. 暗青灰	極細砂（極大礫混じる）

2. 灰褐	細砂〜シルト質極細砂（大礫混じる）

3. 灰黄褐	極細砂

4. 明灰黄褐	極細砂〜シルト質極細砂

5. 淡褐灰	極細砂〜シルト質極細砂（粗砂・礫混じる）

3

4

5

2

B B'

P4001

4.9m

1

1. 暗灰	細砂（明黄褐シルト質極細砂粒少量混じる）

2. 明黄褐	シルト質極細砂（灰細砂少量混じる）

2

SD112
5.1m

1

1. 褐灰	極細砂（暗褐灰極細砂粒混じる、Fe2O3・Mn 沈着）

2. 暗褐灰	極細砂〜細砂

3. 褐灰	細砂〜シルト質極細砂（粗砂〜細礫・基盤層ブロック混じる）

4. 褐灰	細砂〜シルト質極細砂

5. 明黄褐	極細砂〜細砂

3

5

4
2

A A'
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遺構配置
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SB057
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SB056

5.0m

2

SB056　P13

1

5.0m

2

SB056　P04

1

5.0m

2

SB056　P07

1

1

鉄

1

5
.
0
m

5
.
0
m

1. 灰	シルト質極細砂〜細砂

2. 灰	シルト質極細砂〜細砂（明黄褐	シルト質極細砂粒混じる）

1. 灰	シルト質極細砂〜細砂

2. 灰	シルト質極細砂〜細砂（明黄褐	シルト質極細砂粒混じる）

1. 灰	シルト質極細砂〜細砂

2. 明黄褐	シルト質極細砂（灰シルト質極細砂〜細砂混じる）
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SB058

SK046

SD119
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4.7m

4.5m

4.5m

1

1

2

0 2m

A A’

4m0

01

1. 褐灰　極細砂〜シルト質極細砂（明青灰シルト質極細砂粒混じる）

1. 褐灰　極細砂〜シルト質極細砂（Fe2O3・Mn含）

2. 暗褐灰　シルト質極細砂
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	1.［耕作土］

	2. 耕作土と基盤層ブロックの混じり

	3. 黒褐　極細砂［耕作土］

	4. 灰黄褐　極細砂［床土］

	5. 灰黄褐　中砂

	6. 灰黄褐　中砂〜細砂（Fe2O3 含）

	7. にぶい黄褐　

　	細礫〜中砂（しまりなし・Fe2O3 含）

	8. にぶい黄褐　粗砂〜中砂（Fe2O3 含）

	9. 褐　細礫〜中砂（Fe2O3 含）

10. にぶい黄褐　細砂〜粗砂

11. 灰黄褐　極細砂〜中砂（Fe2O3 含）

12. 褐灰　中砂

13. 明褐　極細砂［SD126］

14. 黒褐　シルト質極細砂

1. 黒褐　シルト質極細砂（細砂〜細礫含）

2. 褐灰　極細砂〜細砂（細礫少量含）

3. 灰黄褐　中砂〜細砂（細礫多く含）

4. 灰黄褐　極細砂〜細砂（細礫少量含）

1. 灰黄褐　極細砂

2. 黒褐　シルト質極細砂
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	1. 灰黄褐　極細砂

	2. 灰黄褐　極細砂〜細砂（炭含）

	3. 褐灰　極細砂（SD124 埋土ブロック含）

	4. 灰黄褐　極細砂（SD124 埋土ブロック含）
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	6. 灰黄褐　細砂

	7. 黒褐　極細砂〜細砂（炭含）
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1. 灰黄褐　細砂（細礫混じる、Mn 含）

2. 灰黄褐　極細砂〜細砂（細礫混じる、Mn 含）

3. 黒褐	細砂〜中砂（ラミナ）

4. 黒褐	中砂〜粗砂（ラミナ、有機質含）

5. 黒	シルト質極細砂（ラミナ、有機質含）

6. 黒褐	中砂〜シルト質極細砂（ラミナ）

7. 暗褐	細礫〜粗砂（ラミナ、Fe2O3 含）

	8. 黒褐	極細砂

	9. 褐灰	中砂〜細砂

10. 灰黄褐	細砂

11. にぶい黄褐	細砂〜中砂

12. 黒	シルト質極細砂〜細砂

13. 褐	粗砂（ラミナ、Fe2O3 含）

14. にぶい黄褐	極細砂（Fe2O3 含）

15. 灰黄褐	細礫〜細砂

16. にぶい黄褐	細礫〜極細砂（Fe2O3 含）

17. 褐	中砂〜粗砂（Fe2O3 含）

18. にぶい黄褐	極細砂

19. 灰黄褐	中礫〜細砂

20. 灰黄褐	細礫〜粗砂

21. にぶい黄褐	細礫〜粗砂（Fe2O3 含）

1. 黒褐　シルト質極細砂

2. 褐　細砂（底部に鉄分沈着）
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1. 褐灰　シルト質極細砂
2. 灰黄褐　極細砂（炭含）
3. 灰黄褐　極細砂（Mn 含）
4. 灰黄褐　極細砂（SD127 の 1 層混じる）

5. 灰黄褐　極細砂（黒褐極細砂ブロック混じる）
6. 灰黄褐　極細砂
7. 灰黄褐　極細砂（黒シルトブロック多く含・炭含）

	8. 褐灰　極細砂（Mn 含）
	9. 褐灰　極細砂（黒褐シルトブロック含）
10. 灰黄褐　極細砂（黒シルトブロック含・炭含）
11. 黒褐　シルト質極細砂

1. 灰黄褐　極細砂（炭含）

2. 灰黄褐　極細砂（Mn 含）

3. 灰黄褐　極細砂（底部に木質がシルト化した状態）

4. 灰黄褐　極細砂

5. 灰黄褐　細砂

6. 褐灰　極細砂

7. にぶい黄褐　極細砂

8. 灰黄褐　極細砂（基盤層の褐極細砂ブロック含）
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1. 灰黄褐　極細砂（暗褐極細砂ブロック混じる）

2. 灰黄褐　極細砂

3. 灰黄褐　極細砂（基盤層の褐極細砂ブロック混じる）

4. 黒褐　シルト質極細砂（灰黄褐極細砂混じる）
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1. 灰黄褐　極細砂（炭含）

2. 灰黄褐　極細砂

3. にぶい黄褐　細砂

4. にぶい黄褐　極細砂

5. 灰黄褐　極細砂（基盤層の褐極細砂ブロック混じる）

6. 灰黄褐　細砂
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盛土
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E E’ F F’
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 1. ［耕作土］

 2. 暗灰黄　細砂（Mn含）［床土］

 3. にぶい黄橙　細砂（Fe2O3・Mn含）［床土］

 4. 灰黄褐　細砂

 5. 灰黄褐　細砂（大礫〜細礫多量含）［整地層］

 6. 灰黄褐　極細砂〜シルト質極細砂（Mn含）

 7. 灰黄褐　中砂〜細礫（下部Fe2O3沈着）

 8. 黒褐　中砂〜細礫（ラミナ・下部Fe2O3沈着）［SD131］

 9. 黒褐　極細砂〜中砂［SD132］

10. 黄灰　極細砂〜細砂［床土］

11. 黄灰　極細砂（明黄褐シルト混じる）

12. 黄灰　極細砂（明黄褐シルト質極細砂混じる）

13. 暗灰黄　極細砂（Fe2O3含）

14. 暗灰黄　中砂〜細砂（細礫を含）

15. 暗褐　シルト質極細砂（Mn含）

16. 灰黄褐　極細砂

17. 暗灰黄　極細砂（Fe2O3含）

1. 褐灰　極細砂［耕作土］

2. 灰黄褐　極細砂（にぶい黄シルト［基盤層］混じる）［床土］

3. 褐灰　極細砂［旧耕作土］

4. 黄灰　細砂〜極細砂

5. 黄褐　極細砂［旧床土］

6. 灰黄褐　中砂〜細礫（中礫わずかに含・ラミナ）

7. 灰黄褐　細砂〜極細砂

1. 暗褐　シルト質極細砂（Mn含）

2. 灰黄褐　極細砂

3. 暗灰黄　極細砂（Fe2O3含）

1. 黒褐　シルト質極細砂（細礫少量含）

2. 灰黄褐　シルト質極細砂〜極細砂

3. 黒褐　シルト質極細砂

4. 灰黄褐　細砂〜中砂（炭少量含）

5. 黒褐　シルト質極細砂（粗砂・炭少量含）

6. 暗灰黄　中砂〜細砂（細礫含）

1. 暗灰黄　極細砂〜シルト質極細砂（細砂〜細礫含）［整地層］

2. 暗灰黄　シルト質極細砂（細砂〜細礫少量含）［水田土壌］

3. 黄灰　極細砂〜シルト質極細砂（細砂〜細礫少量含）

4. 灰オリーブ　細砂（細礫少量含）［溝］

5. にぶい黄　極細砂（細砂〜中砂多く含）［整地層］

 6. 暗灰黄　極細砂〜シルト質極細砂（細砂〜細礫含）

 7. 黄灰　極細砂〜シルト質極細砂（細砂少量含）

 8. 黄灰　シルト質極細砂（細砂〜細礫含）［水田土壌］

 9. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（細礫含）

10. 灰　細砂（細〜中礫多く含）
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1. 黒褐　極細砂

2. にぶい黄褐　極細砂（細砂混じる・Mn・Fe2O3含）

3. 灰黄褐　細砂

1. 灰黄褐　極細砂（中砂〜粗砂混じる）　

2. 黒褐　シルト質極細砂

3. 褐灰　極細砂（中砂〜粗砂混じる）　

 1. 暗灰褐　極細砂（Mn含）

 2. 黄褐　極細砂（植物痕か生物痕）

 3. 灰黄褐　極細砂（Mn含）

 4. 褐灰　シルト質極細砂（Mn含）

 5. 灰黄褐　細砂〜極細砂

 6. 灰　細砂

 7. 灰黄褐　シルト質極細砂

 8. 灰黄褐　細砂〜中砂（ラミナ）

 9. 黒褐　細砂〜極細砂（ラミナ）

10. 褐灰　シルト質極細砂

11. 灰黄褐　細砂

12. 明黄褐　極細砂（灰黄褐極細砂の基盤層混じる）

13. 灰黄褐　極細砂

14. にぶい黄褐　粗砂〜中砂（ラミナ・鉄分沈着）

 1. 灰黄褐　極細砂（細礫混じる・Mn含）

 2. 灰黄褐　極細砂

 3. にぶい黄褐　中砂

 4. 暗褐　極細砂（細砂混じる）　

 5. 黒　シルト質極細砂

 6. 褐　細砂

 7. 暗褐　シルト質極細砂

 8. 灰黄褐　中砂〜極細砂（ラミナ・炭化物含）

 9. 黒褐　細砂〜極細砂（ラミナ・植物含）

10. 褐灰　極細砂〜中砂（ラミナ・植物・炭化物含）

11. 黒褐　極細砂〜細砂（ラミナ）

12. 褐灰　細砂〜極細砂（ラミナ）

13. 黒褐　極細砂

14. 褐灰　中砂〜細砂（ラミナ・細礫混じる）　

15. 黒褐　細砂〜極細砂（細礫含）

遺構配置　溝SD134 ～ SD136・SD138 土層断面
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遺構配置
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SD139

A’4.1m

SD140

C C’
4.1m

SD141

B B’4.1m

1

1

SD148

1

SD150
H

4.0m

1

2

SD146

SD147
J

0 1m

4.0m

I I’4.0m

3
1

2

1 2

2

3

1

2

3

4

2

SD142

D D’
4.1m

SD144
E E’

1
1

A

3
4

5

SD143

F F’

1

4.1m4.1m

G G’
4.0m

H’

2

3

4

3 4

J’

SD142

3

4

1. 灰黄褐　極細砂

2. 灰黄褐　シルト質極細砂（中砂混じる）

3. 褐　シルト質極細砂

4. 暗褐　シルト質極細砂

1. 褐灰　極細砂 1. 灰黄褐　極細砂（中砂混じる）

2. 褐灰　中砂（極細砂混じる）　

3. 灰黄褐　極細砂（中砂混じる）

1. 灰黄褐　シルト質極細砂 1. 褐灰　極細砂

1. 灰黄褐　シルト質極細砂（中砂混じる）

2. 暗褐　シルト質極細砂（中砂混じる）

1. 褐灰　シルト質極細砂（中砂混じる）　

2. 明黄褐　極細砂（中砂〜細礫混じる）　

3. 褐　極細砂（中砂〜細礫混じる）　

4. 褐灰　シルト質極細砂（中砂〜細礫混じる）

1. 灰黄褐　極細砂（中砂混じる）

2. 褐灰　極細砂（中砂〜細礫混じる）

3. 灰黄褐　極細砂（細礫〜細砂混じる）　

4. 灰黄褐　細砂〜中礫（ラミナ）

1. 黒褐　シルト質極細砂

2. 暗褐　シルト質極細砂

3. 褐　中砂混じり極細砂

4. 灰黄褐　シルト質極細砂

1. 灰黄褐　シルト質極細砂（鋤溝）

2. にぶい黄褐　極細砂（灰黄褐シルト質極細砂混じる・Mn多く含）

3. にぶい黄褐　極細砂（Mn多く含）

4. 灰黄褐　細砂（シルト質極細砂混じる）　

5. 黒褐　シルト質極細砂（中砂混じる）
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東半部　下層・上層遺構配置
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SD142
A A’

3.8m

SD150
C C’

3.8m

SD146
B B’

3.8m

1

1

SD155
F F’

3.7m

1

SD156
G G’3.8m

1

2

SD157
H H’

3.8m

SD161
K K’

0 1m

3.8m

SD158
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4
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SD152
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SD153

E E’
3.8m

1 1
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3 4
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1. 灰黄褐　極細砂

2. 灰黄褐　シルト質極細砂

1. 褐灰　極細砂（Mn含）

2. 灰黄褐　中砂〜細砂

3. 褐灰　中砂

4. にぶい黄褐　シルト質極細砂

5. 褐灰　中砂〜極細砂

6. 灰黄褐　細礫〜中砂（ラミナ）

1. にぶい黄褐　極細砂

2. 褐　極細砂

3. 灰黄褐　極細砂

4. 褐灰　細砂〜極細砂

1. 灰黄褐　極細砂

2. 褐灰　極細砂

3. 黄褐　極細砂（褐灰極細砂混じる）

4. 黄褐　細砂混じり極細砂

5. 灰黄褐　細砂

1. 褐灰　極細砂（Mn含）

1. にぶい黄褐　極細砂〜細砂（Fe2O3・Mn含）

2. 黒褐　シルト質極細砂

3. 褐灰　中砂〜粗砂（ラミナ）

1. 黒褐　細砂〜極細砂

1. 灰黄褐　極細砂

2. 褐灰　細砂〜極細砂

1. 灰黄褐　シルト質極細砂 1. 褐灰　細砂（炭混じる）

2. 褐灰　細砂〜極細砂

1. 暗灰黄　細砂

2. 灰黄褐　極細砂〜粗砂（ラミナ　Fe2O3底部に沈着）　

溝SD142・SD146・SD150・SD152・SD153・SD155 ～ SD158・SD160・SD161 土層断面
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0 1m

SK048

3.8m

1

1. 褐灰　シルト質極細砂

2. 褐灰　シルト質極細砂（浅黄橙シルト粒混じる）

3. 褐灰　シルト質極細砂（浅黄橙シルト粒・基盤層シルト混じる）

2 3 2
2

3

3
.
8
m

1
2

3

SK049

3.6m

1

1. 灰黄褐　細砂（Mn 含）

2. 明黄褐　シルト質極細砂（灰黄褐細砂粒混じる）

2
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0 1m

SK051

3.8m

1

2

SK052

3.8m

1
2

SK050

3.8m

3
4

75

6

1

1. 褐灰　シルト質極細砂

2. 灰白　シルト質極細砂（黄灰シルト・鉄分多く混じる）

3. 褐灰　シルト質極細砂（炭混じる）

4. 灰白　シルト質極細砂

5. 褐　極細砂（細砂・鉄滓含・鉄分が多い）

6. 灰オリーブ　シルト質極細砂

7. 炭

2

1. 褐　極細砂（粗砂・鉄滓含）

2. にぶい黄　シルト質極細砂

1. 褐　極細砂（粗砂・鉄滓含）

2. にぶい黄　シルト質極細砂

鉄分

炭

0 50cm

土坑SK050 ～ SK052
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e
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31

2
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8

35

34
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26
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	1. 黒褐	シルト質極細砂〜極細砂（炭含）
	2. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂
	3. 灰黄	シルト質極細砂
	4. 褐灰	シルト質極細砂〜極細砂
	5. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂
	　	（黄灰シルト質極細砂粒含）
	6. 黄灰	シルト質極細砂（炭含）
	7. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（炭含）
	8. 灰黄	シルト質極細砂
	9. 灰白	シルト質極細砂〜極細砂
10. 灰オリーブ	シルト質極細砂
11. 灰白	シルト質極細砂

12. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂
	　	（黄灰シルト質極細砂粒・粗砂・炭含）
13. 黄灰	シルト質極細砂（黒褐シルト質極細砂粒含）
14. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂・炭含）
15. 浅黄	シルト質極細砂
16. 灰黄	シルト質極細砂（黒褐シルト質極細砂粒含）
17. 黒褐	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂・炭含）
18. 灰白	シルト質極細砂（黒褐シルト質極細砂粒含）
19. 暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂・炭含）
20. 浅黄	シルト質極細砂（黒褐シルト質極細砂粒含）
21. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂
22. 黄灰	シルト質極細砂（炭含）

23. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（黄灰シルト質極細砂粒・炭含）
24. 黒褐	シルト質極細砂〜極細砂（炭含）
25. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（炭含）
26. にぶい黄	シルト質極細砂
27. 暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂（炭含）
28. 黒褐	シルト質極細砂〜極細砂
29. 黄灰	シルト質極細砂
30. 暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂
31. 黒褐	シルト質極細砂
32. 褐灰	シルト質極細砂
33. 灰	シルト質極細砂
34. 黄灰	シルト質極細砂（黄灰シルト質極細砂粒含）
35. 暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂（細砂・炭含）
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2222
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20

18

6

1

21

c'3.9m

d'3.9m

	1. 黒褐	シルト質極細砂

	2. 灰黄	シルト質極細砂（黒褐シルト質極細砂粒含）

	3. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（炭含）

	4. 灰黄	シルト質極細砂

	5. 黄灰	シルト質極細砂

	6. 黒褐	シルト質極細砂〜極細砂（炭含）

	7. 黄灰	シルト質極細砂（粗砂・炭含）

	8. 明黄褐	シルト質極細砂

	9. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂含）

10. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（灰白シルト質極細砂粒・粗砂含）

11. 暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂含）

12. 黒褐	シルト質極細砂（炭含）

13. 黄灰	シルト質極細砂（灰白シルト質極細砂粒含）

14. 黒褐	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂・炭含）

15. 暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂（黄灰シルト質極細砂粒含）

16. 黄灰	シルト質極細砂（黄灰シルト質極細砂粒・炭含）

17. 浅黄	シルト質極細砂

18. 灰白	シルト質極細砂

19. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（黄灰シルト質極細砂粒含）

20. 黄灰	シルト質極細砂〜極細砂

21. にぶい黄	シルト質極細砂

22. 灰オリーブ	シルト質極細砂

掘立柱建物SB066

図
版
150　

遺
構　

Ｆ
地
区　

53
区



SB067

1.暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂・炭含）

2.黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（炭含）

3.黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（白色土粒含）

4.黒褐	シルト質極細砂〜極細砂（炭多く含）

5.黒褐	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂・炭多く含）

6.暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂含）

7.灰黄	シルト質極細砂

8.黒褐	シルト質極細砂（炭含）

	9.黄灰	シルト質極細砂（白色土粒含）

10.浅黄	シルト質極細砂

11.黒褐	シルト質極細砂（白色土粒含）

12.黄灰	シルト質極細砂

13.黒褐	シルト質極細砂

14.灰白	シルト質極細砂

15.灰黄	シルト質極細砂（黒色土粒含）
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0 4m

SB070

	1.褐灰	シルト質極細砂（炭含）

	2.黄灰	シルト質極細砂（灰白シルト質極細砂粒含）

	3.灰白	シルト質極細砂（黄灰シルト質極細砂粒含）

	4.灰白	シルト質極細砂

	5.黒褐	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂・炭多量含）

	6.浅黄	シルト質極細砂

	7.黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂・炭多量含）

	8.にぶい黄	シルト質極細砂

	9.暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂・炭多量含）

10.暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂少量含）

11.暗灰黄	極細砂（炭少量含）

12.暗灰黄	シルト質極細砂（炭少量含）

13.黄灰	シルト質極細砂（黄灰シルト質極細砂粒含）

14.暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂（炭含）

15.黄灰	極細砂

16.暗灰黄	シルト質極細砂（黄灰シルト質極細砂粒含）

17.黄灰	シルト質極細砂

SB069

1.黄灰	シルト質極細砂

2.黄灰	シルト質極細砂（白色土粒含）

3.黒褐	シルト質極細砂〜極細砂（白色土粒・粗砂含）

4.灰白	シルト質極細砂（黄灰シルト質極細砂粒含）

5.灰白	シルト質極細砂（黄灰シルト質極細砂含）

6.褐灰	シルト質極細砂

7.灰白	シルト質極細砂（黄灰シルト質極細砂少量含）

8.褐灰	シルト質極細砂（灰白シルト質極細砂含）
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SB071

	1.暗灰黄	シルト質極細砂
	2.暗灰黄	シルト質極細砂（黄灰シルト質極細砂粒含）
	3.暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂
	4.暗灰黄	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂・炭含）
	5.褐灰	極細砂
	6.褐灰	極細砂（粗砂・炭含）
	7.褐灰	極細砂（炭含）
	8.褐灰	シルト質極細砂
	9.褐灰	シルト質極細砂（炭含）
10.褐灰	シルト質極細砂〜極細砂
11.褐灰	シルト質極細砂〜極細砂（炭含）
12.褐灰	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂少量含）
13.褐灰	シルト質極細砂〜極細砂（黄灰シルト質極細砂粒含）
14.褐灰	シルト質極細砂〜極細砂（黄灰シルト質極細砂粒・粗砂含）
15.黄褐	シルト質極細砂〜極細砂（細礫・炭含）
16.黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（黄灰シルト質極細砂粒含）
17.黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（灰白シルト質極細砂粒含）
18.黄灰	シルト質極細砂
19.黄灰	シルト質極細砂（黄灰シルト質極細砂粒含）
20.黄灰	シルト質極細砂（灰白シルト質極細砂粒含）
21.黄灰	シルト質極細砂（黄灰シルト質極細砂粒・炭含）
22.黄灰	シルト質極細砂（炭含）
23.黄灰	シルト質極細砂（黄灰シルト質極細砂粒含）
24.黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（粗砂・炭含）
25.黄灰	シルト質極細砂〜極細砂（黄灰シルト質極細砂粒・炭含）
26.黒褐	シルト質極細砂（炭含）
27.黒褐	シルト質極細砂〜極細砂（細礫・炭含）
28.黒褐	シルト質極細砂〜極細砂（炭含）
29.にぶい黄	シルト質極細砂〜極細砂（黒褐シルト質極細砂粒・粗砂含）
30.にぶい黄	シルト質極細砂
31.灰黄	シルト質極細砂
32.灰黄	シルト質極細砂（炭含）
33.灰黄	シルト質極細砂〜極細砂
34.灰黄褐	極細砂（粗砂少量含）
35.灰白	シルト質極細砂
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SD146 SD164

SD165 SD166

SD167

SD170 SD169

SD172 SD171

SD168
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1. 暗灰黄　極細砂（Mn含）

2. 灰黄褐　極細砂〜細砂

1. 灰黄褐　細礫（極細砂混じる・Mn含）

2. にぶい黄褐　細砂〜中砂（Fe2O3含）

1. 灰黄褐　極細砂（Mn含）

2.　黄灰　極細砂

3.　暗褐　極細砂

4.　褐灰　極細砂

5.　灰黄褐　極細砂（基盤層ブロック含）

6.　褐灰　極細砂〜細砂

1. 褐灰　極細砂（細礫混じる・Mn含）

2.　明黄褐　細砂

3.　褐灰　細砂

4.　明灰黄　細砂

1. 暗灰黄　極細砂〜細砂（Mn含）

2.　灰黄褐　細砂

1. 褐灰　極細砂

 1. 褐灰　極細砂〜細砂（細礫・Mn混じる）

 2. 灰黄褐　中砂

 3. 褐灰　極細砂

 4. 灰黄褐　細砂（細礫混じる）

 5. 黒褐　シルト質極細砂

 6. 黒　シルト質極細砂（基盤層ブロック・炭混じる）

 7. 褐灰　シルト質極細砂

 8. 暗褐　中砂

 9. 褐灰　細砂〜極細砂

10. 黒褐　シルト質極細砂

11. 黒褐　極細砂（細礫混じる）

12. 黒褐　粗砂〜細砂（ラミナ）

13. 暗褐　極細砂〜中砂（ラミナ）

14. 灰黄褐　細砂

15. にぶい黄褐　極細砂〜中砂（基盤層ブロック混じる）

16. 暗褐　極細砂（基盤層ブロック混じる）

17. 黒褐　極細砂

18. 褐灰　中砂

1. 灰黄褐　極細砂（細礫〜粗砂混じる）

2. 暗褐　シルト質極細砂

3. 灰黄褐　細砂〜中砂（ラミナ）

4. 黒褐　シルト質極細砂

5. 灰白　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる）

6. 褐灰　細礫〜細砂（ラミナ）

7. 灰黄褐　細砂（ラミナ）

8.　黒褐　極細砂

9. 褐灰　細砂

溝SD146・SD164 ～ SD172 土層断面
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1. 灰黄褐　極細砂

1. 褐灰　シルト質極細砂（にぶい黄基盤層ブロック混じる・Mn含）

2. 黄灰　シルト質極細砂

1. 灰黄褐　極細砂（基盤層ブロック混じる）

2. 黄褐　極細砂（基盤層ブロック混じる） 1. 灰黄褐　シルト質極細砂（Fe2O3含）

1. 褐灰　極細砂（細礫混じる・Mn含）

2. 灰黄褐　シルト質極細砂（基盤層混じる）
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 1. 褐灰　極細砂〜細砂

 2. 灰白　シルト質極細砂（褐灰シルト質極細砂混じる）

 3. 灰黄褐　シルト質極細砂（にぶい黄橙シルト混じる）

 4. 褐灰　シルト質極細砂（灰白シルト質極細砂混じる）

 5. 褐灰　シルト質極細砂

 6. にぶい黄　極細砂

 7. にぶい黄橙　シルト質極細砂（灰黄褐極細砂ブロック混じる）

 8. 灰黄褐　極細砂（にぶい黄橙シルト質極細砂ブロック混じる）

 9. 灰白　シルト質極細砂

10. 灰黄褐　シルト質極細砂

11. 灰白　極細砂

 1. 灰黄褐 シルト質極細砂（にぶい黄橙シルトブロック混じる）

 2. 灰黄褐 シルト質極細砂（にぶい黄橙シルトブロック、炭混じる）

 3. 灰黄褐 シルト質極細砂

 4. 灰黄褐 極細砂（にぶい黄橙シルト質極細砂ブロック混じる）

 5. 褐灰 極細砂〜細砂

 6. 褐灰 シルト質極細砂（灰白シルト質極細砂ブロック混じる）

 7. 褐灰 シルト質極細砂

 8. 灰白 細砂

 9. 灰白 細砂（褐灰シルト質極細砂混じる）

10. 灰白 シルト質極細砂（灰黄褐シルト質極細砂混じる）

11. 灰白 シルト質極細砂（褐灰シルト質極細砂混じる）

12. 明黄褐 シルト質極細砂（炭混じる）

13. 明黄褐 シルト質極細砂（灰黄褐シルト質極細砂混じる）

14. にぶい黄橙 極細砂質シルト

15. にぶい黄橙 シルト質極細砂（極細砂ブロック混じる）

1. 暗褐　極細砂（炭僅かに混じる）

2. にぶい黄　極細砂（暗褐極細砂混じる）

3. 褐灰　極細砂

掘立柱建物SB072 ～ SB074
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 1. ［撹乱］

 2. 暗灰黄　シルト質極細砂〜極細砂（粗砂・細礫混じる）

 3. 黒　シルト質極細砂〜極細砂（粗砂〜細礫混じる、炭多く含）

 4. 黄灰　シルト質極細砂〜極細砂（粗砂〜細礫混じる、下部に炭多く含）

 5. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂（粗砂多く混じる、炭多く含）

 6. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂（粗砂混じる）

 7. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂（粗砂混じる、炭含）［柱穴］

塗りつぶし.炭層

他暗灰黄　極細砂〜細砂（焼土・炭含）

 8. 灰黄褐　極細砂（粗砂多く混じる）［柱穴］

 9. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂（粗砂〜細礫混じる、炭含）［SD178］

10. 黒灰黄　シルト質極細砂〜極細砂（粗砂混じる、炭含）

11. 黒褐　シルト質極細砂（炭多く含）

12. 暗灰黄　極細砂〜細砂（粗砂・細礫多く混じる）

13. 黒褐　極細砂〜細砂（粗砂・細礫混じる）［SD177］

溝SD180
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3

2

4

5

2.5m

0

1. 黒褐　細砂（中砂混じる）

2. 灰黄褐　中砂〜粗砂（底部にFe2O3沈着）

1. 灰黄褐　極細砂（粗砂混じる）

2. 暗褐　シルト質極細砂（細礫混じる）

3. 黒褐　シルト質極細砂（粗砂混じる）

4. にぶい黄褐　極細砂（粗砂混じる）

1. 暗褐　極細砂（中砂混じる）

1. 黒褐　極細砂（中砂混じる）

2. にぶい黄褐　極細砂

1. 黒褐　極細砂（粗砂混じる）

2. 暗褐　中砂（極細砂混じる）

3. 黒褐　中砂（シルト質極細砂混じる）

4. 黒褐　シルト質極細砂（中砂混じる）

1. 黒褐　シルト質極細砂（細砂〜中砂混じる、炭含）

2. 黒褐　シルト質極細砂（炭含）

3. 黒褐　シルト質極細砂（細砂混じる）

4. 黒　シルト質極細砂

1. 褐灰　シルト質極細砂（粗砂〜細砂混じる）

2. 暗褐　極細砂（中砂混じる）

3. 黒　極細砂

4. 黒褐　細砂

5. 灰黄褐　細砂（炭少量含）
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SD187

SD184 SD185 SD186

SD186
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0 2m

9 8

S

M

SD185
O

SD188
N

S’
3.3m

1m0

1m0

M’
3.2m

O’
3.2m

SD183
Q Q’

3.2m

N’
3.2m

SD182
P P’

3.2m

SD187
R R’

3.2m

1

1

2
3

1

2

33

2

1

2

1

3

4

9

10

11

11

5

2

8

7
6

 1. 暗褐　シルト質極細砂

 2. 黒褐　シルト質極細砂（粗砂混じる）

 3. 黒褐　シルト質極細砂（細砂〜中砂混じる、ラミナ）

 4. 灰黄褐　中砂（シルト質極細砂〜粗砂混じる、ラミナ）

 5. 黒褐　シルト質極細砂（細砂〜中砂混じる、ラミナ）

 6. 褐　粗砂〜細礫（細砂混じる、ラミナ）

 7. 極暗褐　極細砂質細砂

 8. 黒褐　極細砂（粗砂混じる）

 9. 黒　シルト質極細砂（ラミナ）

10. 黒褐　シルト質極細砂

11. 黒褐　極細砂

12. 褐　細砂〜中砂（ラミナ）

13. 褐　中砂〜粗砂（ラミナ）

14. 褐灰　シルト質極細砂

15. 褐　中砂〜細礫

 1. 暗褐　極細砂（粗砂混じる）

 2. 黒褐　粗砂〜中礫（極細砂混じる）

 3. 黒褐　中砂（極細砂混じる）

 4. 黒　シルト質極細砂〜細砂

 5. 灰黄褐　細砂（基盤層ブロック混じる）

 6. 灰黄褐　細砂〜シルト質極細砂（ラミナ）

 7. 褐灰　粗砂〜シルト質極細砂（ラミナ、有機質含）

 8. 黒　シルト質極細砂（ラミナ）

 9. 灰黄褐　細砂〜シルト質極細砂（ラミナ）

10. 褐灰　中砂〜細砂（ラミナ）

11. 灰黄褐　粗砂（極細砂混じる）

12. 灰黄褐　極細砂質シルト

13. 褐灰　細砂〜粗砂

14. 褐灰　シルト質極細砂

15. にぶい黄　細砂

16. 明褐　細砂〜中砂

17. 褐灰　シルト質極細砂〜中砂（ラミナ）

1. 黒褐　シルト質極細砂

2. 黒褐　シルト質極細砂〜細砂

1. 黒褐　シルト質極細砂

2. 灰黄褐　シルト質極細砂（中砂混じる）

1. 黒　シルト質極細砂（粗砂混じる）

2. 黒　中砂（シルト質極細砂混じる）

3. 黒　シルト質極細砂（粗砂混じる、ラミナ）

1. 暗褐　細砂（粗砂混じる）

2. 褐灰　シルト質細砂

3. 黒褐　シルト質細砂（基盤層ブロック混じる、ラミナ）

 1. 黒褐　シルト質極細砂

 2. 褐灰　シルト質極細砂（細砂混じる）

 3. 灰黄褐　中砂（細砂混じる、ラミナ）

 4. 褐　中砂（ラミナ）

 5. 灰黄褐　細砂

 6. 褐灰　細砂（シルト質極細砂混じる）

 7. 褐灰　シルト質極細砂

 8. にぶい褐　シルト質極細砂

 9. 褐　中砂（ラミナ）

10. 褐　中砂〜粗砂（ラミナ）

11. 褐灰　細砂（ラミナ）

溝 182 ～ SD188
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SB075

SA006

3 01
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04 05

02

01 03 04

05

b’b

a’

a’ 3.5m

2

1 1

1

3
.
5
m

a

a

3.5m

3.5m
b’b

3
3

3

2

1

2

1

4

0

3

3

4m

1. 褐灰　極細砂（粗砂混じる、Mn含）

2. 暗灰黄　極細砂（粗砂混じる）

3. 褐灰　極細砂〜粗砂（Mn含）

4. 灰黄褐　極細砂〜細砂
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下層遺構配置
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0 2m

0 1m

SK058

1.黒褐　細砂〜極細砂（炭僅かに混じる）

0 50cm

SD192 1.黒褐	極細砂（細礫・Mn含）

2.灰黄褐	極細砂（Mn・Fe2O3含）

3.黒褐	シルト質極細砂（底部にFe2O3沈着）

4.黒褐	極細砂

5.褐	極細砂（Mn・細砂含）

6.黒褐	極細砂（Fe2O3含）

7.黒褐	極細砂

SD193

1.黒褐	極細砂（Mn含）

2.暗褐	極細砂（Fe2O3含）

SD194

SD195SD194

1.黒褐	極細砂

2.灰黄褐	極細砂

126

129

128 127

4.2m

4.5m

1

7

5

3

1
2

64

5

3

1

2

4

4.3m
B B'

A A'

1
2

4.3m
C C'

1.にぶい黄褐	極細砂

2.黒褐	極細砂（粗砂〜細礫混じる）

3.黒褐	極細砂

4.黒褐	細砂（粗砂〜細礫多量含、底部に鉄分沈着）

5.にぶい黄褐	細砂〜極細砂

4.2m
D D'

4.5m
E E'

1
2

3 41

2

3

4

5

1.黒褐	シルト質極細砂

2.黒褐	粗砂〜中砂（細礫少量含）

3.灰黄褐	極細砂

4.にぶい黄褐	極細砂

5.黒褐	極細砂〜細砂

土坑SK058　溝 SD192 ～ SD195 土層断面
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0 1m

SD194 SD201

SD202

0 2m

4.5m
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SD201

1.灰黄褐	極細砂（粗砂〜細礫混じる、Mn含）

2.黒褐	シルト質極細砂

3.黒	シルト質極細砂

4.黒褐	細砂〜中砂（ラミナ）

	5.黒褐	細砂〜シルト質極細砂

	6.褐灰	シルト質極細砂〜粗砂（ラミナ、植物質含）

	7.褐灰	シルト質極細砂〜粗砂（暗灰黄極細砂粒含）

	8.灰黄褐	細砂〜細礫（ラミナ）

	9.黒褐	極細砂

10.暗褐	極細砂

11.灰黄褐	細砂〜極細砂

1.灰黄褐	極細砂（粗砂〜細礫混じる、Mn含）

2.灰黄褐	極細砂〜細砂

3.黒褐	シルト質極細砂

4.灰黄褐	細砂〜粗砂（ラミナ、黄褐極細砂粒・植物質含）

5.黒褐	シルト質極細砂（植物質含）

6.褐灰	シルト〜粗砂（ラミナ、植物質含）

	7.灰黄褐	細砂〜粗砂（ラミナ）

	8.黒褐	極細砂

	9.灰黄褐	シルト質極細砂

10.褐灰	シルト質極細砂（炭化物含）

11.灰黄褐	細砂〜細礫（ラミナ）
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1.黒褐	極細砂（炭少量、Mn含）

2.黒褐	極細砂（炭多量含）

3.黒褐	シルト質極細砂（底部に炭含）
0 2m

SH002

1.暗褐　極細砂（黄褐極細砂粒・炭僅かに混じる）

0 50cm

SK059

2

3

1 1

4.5m

1

4.3m

576

577

583

584

582

580

579

578

581

竪穴住居SH002　　土坑 SK059
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4
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SB076

1.灰黄褐	極細砂（粗砂僅かに含）

2.灰黄褐	極細砂

3.灰黄褐	極細砂（細礫僅かに含）

4.黒褐	極細砂

5.灰黄褐	極細砂（褐灰極細砂粒混じる）

6.灰黄褐	極細砂〜細砂

7.灰黄褐	極細砂（褐細砂粒混じる）

0 4m

SK061

SB076　P07
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SB077

	1.灰黄褐	シルト質極細砂

	2.灰黄褐	シルト質極細砂（褐極細砂粒混じる）

	3.灰黄褐	極細砂（黒褐細砂粒混じる）

	4.灰褐	極細砂

	5.灰褐	極細砂〜細砂

	6.灰褐	極細砂粒（にぶい黄褐細砂粒混じる）

	7.灰黄褐	極細砂（黄褐極細砂粒混じる）

	8.にぶい黄褐	細砂

	9.黒褐	シルト質極細砂（黄褐極細砂粒混じる）

10.黒褐	極細砂（褐灰極細砂粒混じる）

11.黒褐	極細砂（灰黄褐極細砂粒混じる）

SB081

1.灰黄褐	極細砂（黄褐細砂粒混じる）

2.灰黄褐	極細砂（黄褐細砂粒多量に混じる）

3.灰黄褐	極細砂

4.黄褐	細砂（灰黄褐極細砂粒混じる）

5.灰黄褐	極細砂（褐細砂粒混じる）

6.灰黄褐	極細砂（褐細砂粒多量に混じる）

7.灰黄褐	極細砂〜粗砂
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掘立柱建物SB077・SB081
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SB080

0 4m

1.灰黄褐	極細砂（にぶい黄褐極細砂粒混じる）

2.灰黄褐	極細砂

3.褐灰	極細砂（黒褐極細砂粒混じる）

4.暗褐	シルト質極細砂

5.暗褐	極細砂（にぶい黄褐極細砂粒混じる）

6.灰黄褐	極細砂（暗褐極細砂粒混じる）
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SD207
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3.2m
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SD208
E E’

3.2m

1
1

1m0

2

SD207 SD208
F F’

3.2m

1. 暗灰黄　極細砂〜シルト質極細砂

1. 暗灰黄　極細砂〜シルト質極細砂（Fe2O3含）

2. 褐灰　極細砂（Mn含）

1. 暗灰黄　極細砂〜シルト質極細砂（Fe2O3含）

2. 褐灰　極細砂（Mn含）

Y＝29120

Y＝29130

Y＝29140

X＝
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SK065
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0 5m

遺構配置　溝SD207・SD208 土層断面
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SK064

1.褐灰	極細砂（シルト質極細砂混じる）

SK066

1.灰白	極細砂質シルト（Mn含）

SK065

1.褐灰	極細砂（シルト質極細砂混じる、Fe2O3含）

1.褐灰	極細砂〜シルト質極細砂［耕作土］	

2.褐灰	細砂〜シルト質極細砂

3.明黄褐	極細砂［床土］	

4.暗灰黄	細砂（シルト質極細砂混じる、Mn含）

5.灰褐	細砂（シルト質極細砂混じる）

6.灰褐	極細砂

0 1m
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 1. 黒褐　細砂［耕作土］

 2. 黄　細砂（極細砂混じる）［旧耕作土・床土］

 3. 明褐灰　細砂（極細砂混じる）［近世の耕作土］

 4. 黒　シルト（細砂混じる、土壌化）

 5. 暗赤灰　細砂（シルト混じる、土壌化）

 6. 赤灰　シルト（細砂混じる、土壌化）

 7. 褐灰　シルト（細砂混じる、土壌化）

 8. 褐灰　シルト質極細砂（細砂混じる、土壌化）

 9. 灰白　極細砂（粗砂・礫混じる、土壌化）

10. 青灰　極細砂

11. 紫灰　極細砂（礫混じる、土壌化）

12. 暗赤灰　シルト（礫多量・細砂混じる、腐植質）

13. 赤灰〜暗紫灰　シルト質極細砂［上層水田］

14. 黒褐　細砂（シルト混じる）

15. 黒褐　極細砂（細砂・シルト混じる）

16. 暗赤灰　シルト（細砂混じる）

17. 褐灰　シルト（細砂混じる）

18. 灰白　極細砂（中砂混じる）

18′. 黄橙　極細砂

19. 赤灰　細砂質極細砂（土壌化）

20. 暗赤灰　極細砂（細砂混じる）［下層水田］

21. 褐灰　極細砂（細砂混じる）

21′. 褐灰　極細砂〜細砂（シルト混じる）

21".　褐灰　極細砂〜細砂（44層ブロック混じる）

22. 黒褐　シルト（極細砂混じる）

23. 黒　シルト

24. 褐灰　極細砂（シルト混じる）

25. 灰〜灰オリーブ　極細砂（シルト混じる）

26. 黄灰　中砂〜細砂［洪水砂］

27. 褐灰　細砂（シルト混じる、腐植質、土壌化）

28. 黄灰　細砂

29. 黄灰　細砂（シルト混じる、腐植質、土壌化）

30. 黒褐　シルト（極細砂混じる、腐植質、土壌化）

31. 褐灰　中砂〜粗砂

32. 灰黄褐　砂礫［旧河道堆積］
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33. 浅黄　シルト質極細砂（細砂混じる）

34. 黒褐　細砂（シルト混じる）

35. 灰白　極細砂質シルト

36. 黄灰　極細砂質細砂

37. 褐灰　極細砂［溝埋土］

38. 黒褐　シルト（上面にサンクラック）

39. 灰　細砂（シルト混じる）

40. 灰白　シルト（礫混じる）

41. 暗赤灰　細砂（シルト混じる）［溝・柱穴埋土］

42. 暗赤灰　シルト質極細砂（細砂混じる）

43. 暗赤灰　シルト（細砂・極細砂混じる）

44. 明褐灰　極細砂

45. 褐　砂礫

46. 褐灰　シルト

図
版
181　

遺
構　

Ｈ
地
区　

62
区

南壁土層断面



S
D
21
1

1
.
黒
	
シ
ル
ト
質
極
細
砂
（
細
礫
混
じ
る
）

2
.
黒
	
シ
ル
ト
質
極
細
砂
（
細
礫
少
量
混
じ
る
）

3
.
褐
灰
	
シ
ル
ト
質
極
細
砂

4
.
黒
褐
	
シ
ル
ト
質
極
細
砂

5
.
黒
褐
	
細
砂
〜
極
細
砂

6
.
褐
灰
	
細
砂
〜
極
細
砂

7
.
褐
灰
	
シ
ル
ト
質
極
細
砂

1
.
黒
褐
	
シ
ル
ト
質
極
細
砂
（
細
礫
少
量
混
じ
る
）

2
.
灰
黄
褐
	
シ
ル
ト
質
極
細
砂
（
細
礫
少
量
混
じ
る
）

3
.
褐
灰
	
極
細
砂
〜
シ
ル
ト
質
極
細
砂

4
.
黒
褐
	
シ
ル
ト
質
極
細
砂

3
.
5
m

F
F
'

1

2 73

5
4

6

0
2
m

3
.
5
m

G
G
'

1 2 3

4

溝SD211 土層断面

図
版
182　

遺
構　

Ｈ
地
区　

62
区



SD215

1.灰黄褐	シルト質極細砂

3.6m
H H'

1

SD215

1.灰黄褐	シルト質極細砂（細礫〜粗砂混じる）

3.6m
I I'

SD217

1.灰黄褐	シルト質極細砂

3.6m
K K'

1

SD216

1.灰黄褐	細砂

3.6m
J J'

1 1

SD219

1.黒褐	細砂

3.4m
L L'

1

SD222

1.黒褐	細砂（粗砂混じる）

3.4m
M M'

1

SD220

1.黒褐	シルト質極細砂（細砂混じる）

3.4m
N N'

1

SD218

1.黒褐	極細砂

3.5m
O O'

1

SD220

1.黒褐	シルト質極細砂（細砂混じる）

3.4m
P P'

1

SD221

1.黒褐	細砂〜シルト質極細砂

3.4m
Q Q'

1

SD223

1.黒	極細砂

3.4m
R R'

SD225

1.灰黄褐	細砂（粗砂混じる）

T

1

SD226

1.灰黄褐	極細砂

3.7m
S S'

1

SD224

1.褐灰	極細砂（粗砂混じる）

3.6m
U U'

1

SD224

1.褐灰	細砂（粗砂混じる）

3.7m
V V'

1

SD213

1.灰黄褐	細砂（粗砂混じる）

W

3.7m T'

1
1

3.9m W'

1

SD212

1.暗褐	極細砂〜細砂

3.8m
X X'

1

SD212

1.暗褐	細砂（細礫〜粗砂混じる）

3.8m
Y Y'

1

SD212

1.暗褐	シルト質極細砂（粗砂混じる）

Z
3.8m

Z'

SD214

1.灰黄褐	細砂（粗砂混じる）

3.8m
a a'

1

SD214

1.にぶい黄褐	粗砂（細砂混じる）

2.にぶい黄褐	粗砂

3.8m
b b'

1

2

0 1m

図
版
183　

遺
構　

Ｈ
地
区　

62
区

溝SD212 ～ SD226 土層断面



0 4m
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1.褐灰	シルト質極細砂

2.褐灰	シルト質極細砂（灰白シルト質極細砂粒混じる）
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214’
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F

G H

F
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10. 黒褐　シルト質極細砂

10′. 褐灰　細砂

11. 赤灰　中砂〜細砂（シルト質極細砂混じる）　　

12. 褐灰　極細砂質シルト

12′. 赤灰　極細砂

13. 灰褐　粗砂（シルト質極細砂混じる）　　

14. 黒褐　中砂〜粗砂（シルト質極細砂混じる）　　

15. オリーブ黒　中砂（シルト質極細砂混じる）　　

16. シルト質極細砂（細砂〜中砂・灰白色ブロック混じる）

17. 黒褐　シルト質極細砂（細砂混じる）　　

18. 灰黄褐中砂（シルト質極細砂混じる）　

19. にぶい黄褐　細砂〜中砂（シルト質極細砂混じる）　　

20. 黄褐　細砂（シルト質極細砂混じる）　　

21. 灰白　シルト質極細砂

 1. 黒褐　細砂［耕作土］

 2.2-1.2-2.2-3.　灰黄褐　細砂（シルト質極細砂混じる、Fe2O3・Mn集積）［床土］

 3-1.　褐灰　シルト質極細砂（細砂〜中砂混じる）

 3-2.　褐灰　粗砂（シルト質極細砂混じる）［洪水］　

 4. 黒褐　シルト質極細砂［上層水田］

 4′. シルト質極細砂（中砂〜細砂混じる）［上層を水田耕作］

 5. 褐灰　シルト質極細砂（細砂多量に混じる）　　

 6. 灰褐　粗砂（シルト質極細砂混じる）　

 6′. オリーブ褐　細砂〜中砂（シルト質極細砂混じる）［畦畔］

 6″. 灰黄褐　シルト質極細砂（土壌化）　

 7. 暗赤灰　細砂（シルト質極細砂混じる）　［中層〜下層水田］

 7′. 暗赤灰　中砂〜細砂（シルト質極細砂混じる）　

 7″. 灰黄褐　中砂〜細砂

 8. 黒褐　極細砂質シルト［下層水田土壌］

 9. 黒褐　極細砂質シルト 

土層断面
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SH003

SK091 SK092

0 4m

1.灰黄褐	粗砂〜細礫

2.灰白	シルト質極細砂（灰黄褐粗砂〜細礫混じる）

3.灰黄褐	粗砂〜細礫

4.黒褐	細砂（炭含）

5.黒褐	粗砂（シルト質極細砂混じる）

6.にぶい黄褐	粗砂

7.灰黄褐	細砂〜細礫

0 1m

1.黒褐	極細砂

	（にぶい黄橙シルト質極細砂粒多量混じる、炭含）

2.黒褐	極細砂

	（にぶい黄橙シルト質極細砂粒多量混じる）

3.褐灰	シルト質極細砂（黒褐極細砂混じる）

4.黒褐	極細砂

5.灰黄褐	極細砂（炭含）

1.黒褐	極細砂（にぶい黄橙シルト質極細砂粒少量混じる、炭含）

2.黒褐	極細砂（にぶい黄橙シルト質極細砂粒多量混じる）

3.黒	シルト質極細砂（灰黄褐極細砂混じる）

4.黒	シルト質極細砂

5.黒	シルト質極細砂（にぶい黄橙シルト質極細砂混じる）
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0 1m

SK096

1. 暗褐	極細砂〜中砂（細礫僅かに混じる）

2. 黒褐	極細砂〜中砂

SK094 SK095

SK098

1. 暗褐	細砂〜中砂（極細砂僅かに混じる）

SK097

1. 黒褐	細砂（炭含）

2. 褐	細砂〜極細砂

3. 黒褐	極細砂

SK098 SK097

SK095
SK096

SK094

3.6m
A A'

1

2

3.6m
D D'

3

1

4
2

3.6m
E E'

1

3

2

3.6m
C C'

1

3.6m
B B'

3

6
5 4

2
1

1. 暗褐	細砂〜中砂（粗砂混じる）

2. 黒	炭	

3. 黒褐	細砂〜中砂（粗砂混じる）

4. 黒褐	細砂〜中砂（炭含）

5. 黒	細砂〜中砂（炭含）

6. 暗褐	細砂〜中砂（炭含）

1. 暗褐	細砂（Mn 含）

2. 暗褐	細砂〜中砂

3. 黒	細砂（炭含）

4. 暗褐	細砂〜中砂

B B'

D
D
'

A

A
'

C

C'

E

E'

土坑SK094 ～ SK097
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0 1m

SK099

1. 黒褐	シルト質極細砂（Mn・炭含）

2. にぶい黄褐	細砂〜極細砂

SK093

1. 灰黄褐	極細砂（粗砂混じる）

2. 灰黄褐	中砂

3. 褐灰	極細砂（黒褐混じる）

SK104

1. 灰黄褐	細砂〜中砂（黒褐極細砂粒混じる）

SK102

1. 褐灰	極細砂〜細砂

2. 黒褐	極細砂〜細砂（粗砂・細礫混じる）

SK103

1. 黒褐	細砂（粗砂混じる、炭含）

2. 黒褐	シルト質極細砂（細砂〜粗砂混じる）

SK101

1. 灰黄褐	細砂（粗砂混じる、炭含）

SK105

1. 黒褐	シルト質極細砂

2. 灰黄褐	シルト質極細砂〜極細砂

SK100

1. 黒褐	粗砂（細砂混じる）

3.6m
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	1.にぶい黄褐	極細砂質細砂（Fe2O3含）

	2.灰黄褐	細砂質極細砂

	3.にぶい赤褐	細砂質極細砂（シルト質極細砂混じる）

	4.赤灰	極細砂（粗砂混じる）

	5.灰黄褐	中砂〜粗砂（極細砂混じる）

	6.赤灰	極細砂（粗砂混じる）

	7.黄灰	中砂（極細砂・細礫混じる）

	8.褐灰	中砂（細礫混じる、Mn斑有り）

	9.赤灰	中砂（シルト質極細砂混じる）

10.赤灰	細砂〜中砂（極細砂混じる、Mn含）

SB085

SB084

1.灰黄褐	シルト質極細砂（黄褐極細砂〜シルト質極細砂粒混じる）

2.にぶい黄褐	極細砂〜シルト質極細砂（灰黄褐シルト質極細砂粒混じる）

3.灰黄褐	極細砂〜シルト質極細砂（灰黄褐シルト質極細砂粒混じる）

4.黄褐	極細砂〜シルト質極細砂（灰黄褐シルト質極細砂粒混じる）

SB086

0 4m
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3 2
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1.暗赤灰	細砂質極細砂

2.黒褐	極細砂質細砂

3.黒褐	細砂（灰白基盤層ブロック混じる）

4.褐灰	極細砂質細砂

5.暗赤灰	細砂〜シルト質極細砂

6.赤灰	極細砂（灰白基盤層ブロック混じる）

掘立柱建物SB084 ～ SB086
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SD239

0 1m

1.灰黄褐	極細砂（Fe2O3含）

SD231

0 2m

1.黒褐	極細砂（細礫多量に混じる）

1.黒褐	細砂〜中砂（Mn含）

2.暗褐	細砂〜中砂

3.灰黄褐	中砂

1.黒褐	細砂〜中砂

1.褐灰	シルト質極細砂（細砂混じる）

2.褐灰	シルト質極細砂（極細砂混じる）

1.褐灰	極細砂質シルト（土壌化）

2.褐灰	シルト質極細砂（土壌化）

SD238 SD238

SD229 SD230

1.褐灰	細砂（細礫混じる）

2.褐灰	細砂〜極細砂（基盤層ブロック・細礫混じる）

3.褐灰	細砂〜極細砂（基盤層ブロック混じる）

4.褐灰	細砂〜極細砂

SD235

SD235

1.褐灰	粗砂

1.褐灰	粗砂

2.灰	粗砂

SD232

SD232

SD227

3.4m
A A'1
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B B'
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1
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1

3.5m
K K'3

1

312

3
4

3

24

54

8

5

7

6

2
1

6

1.褐灰	細砂（細礫混じる）

2.褐灰	細砂〜極細砂（基盤層ブロック・細礫混じる）

3.褐灰	細砂〜極細砂（基盤層ブロック混じる）

4.褐灰	細砂〜極細砂

SD234

1.褐灰	極細砂（土壌化）

2.明褐灰	極細砂（細砂混じる、土壌化、Fe2O3含）

3.褐灰	極細砂質シルト（土壌化）

4.明褐灰	極細砂質シルト

5.黒褐	シルト質極細砂（土壌化）

6.褐灰	シルト質極細砂（土壌化、炭化物含）

7.赤灰	細砂質極細砂（土壌化）

8.明赤灰	極細砂質細砂
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溝SD227・SD229 ～ SD232・SD234・SD235・SD238・SD239 土層断面



Y＝
29030

Y＝
29020

Y＝
29010

X＝
-13

109
0

X＝
-13

110
0Y＝

29000

Y＝
29030

Y＝
29020

Y＝
29010

X＝
-13

109
0

X＝
-13

110
0Y＝

29000
Y＝

29000

Y＝
29030

Y＝
29020

Y＝
29010

X＝
-13

109
0

X＝
-13

110
0

Y＝
29030

Y＝
29020

Y＝
29010

X＝
-13

109
0

X＝
-13

110
0Y＝

29000

SD236

SD228

SD238

SD237

N

O′

P′

P

O

M
L

0 10m

上層水田遺構

中層水田遺構

下層水田遺構

上層水田・中層水田・下層水田及び最下層の遺構
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0 1m

1.褐灰	極細砂〜極細砂質シルト（細砂混じる）［上層水田土壌Ⅰ］

2.褐灰	シルト質極細砂（細砂〜極細砂質シルト混じる）［上層水田土壌Ⅱ］

3.褐灰	中砂・粗砂（洪水堆積）［畦畔基部］

4.褐灰	極細砂（シルト質極細砂混じる）［中層水田土壌］

5.褐灰	極細砂（粗砂混じる）

6.灰	砂礫	

7.黒	細砂質極細砂（シルト質極細砂混じる、土壌化）

8.黒	極細砂（シルト質極細砂混じる、やや土壌化）
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下層

東半部　下層・上層遺構配置
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3.0m

3.0m
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10m0

1m

A

B

B
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C

ED

 1. 黒褐　細砂［耕作土］
 2. 褐灰　細砂（シルト混じる）［旧耕作土・床土］
 3. 灰白　極細砂（礫混じる）
 3′. 灰白　細砂（シルト混じる）
 4. 灰黄　極細砂（礫混じる）
 5. 灰黄　極細砂（礫混じる、鉄分含）
 6. 灰白　極細砂（細砂混じる、鉄分含）
 6′. 灰　細砂質極細砂
 7. 褐灰　極細砂（シルト混じる）
 8. 褐灰　極細砂質シルト（細礫多く混じる）
 8′. 褐灰　シルト（下半に中礫多く混じる）
 9. 褐灰　極細砂
10. 灰白　極細砂　（やや土壌化）
10′. 暗紫　細砂（灰シルト混じる）
11. 明褐灰　シルト質極細砂
11′. 褐灰　シルト質極細砂
11′-1. 褐灰　極細砂

11′-2. 褐灰　シルト質極細砂
12. 黄灰　細砂（シルト混じる、有機物含）
13. 灰　シルト質極細砂（Mn集積含）
14. 灰黄　極細砂質シルト〜シルト質極細砂（遺構面構成土）
15. 黄灰〜灰白　シルト質極細砂
15′. 灰白　極細砂
16. 明褐灰　極細砂質シルト
17. 灰白　中砂
18. 灰　シルト質極細砂（下層の土壌層）
19. 暗赤灰　シルト
19-1. 黒　シルト
19-2. 褐灰　シルト
20. 灰褐　シルト
21. 明赤灰　シルト
22. 褐灰　細砂（シルト混じる）
23. 灰白　極細砂

24. 赤黒　極細砂質シルト（炭化物含）
25. 褐灰　シルト（炭化物含）
26. 灰　細砂質中砂
27. 暗赤灰　極細砂質シルト［粘土採掘坑の埋土］
28. 褐灰　極細砂（シルト混じる）［粘土採掘坑の埋土］
29. 灰　極細砂質シルト
30. 赤灰　極細砂質シルト

31. 赤灰　シルト（炭化物含）
32. 赤灰　極細砂質シルト
33. にぶい橙　中礫
34. 灰白　細砂質極細砂　
35. 灰白　極細砂
36. 赤灰　極細砂（シルト・細砂混じる）
37. 灰白　細砂（シルト混じる）
38. 灰白　中砂
39. 暗赤灰　極細砂（礫混じる）
39′. 暗赤灰　極細砂（浅黄シルト混じる、炭化物含）
40. 褐灰　シルト
41. 褐灰　極細砂
42. 極暗赤褐　極細砂（シルト混じる）
43. 黒褐　シルト
44. 赤灰　細砂（極細砂混じる）
45. にぶい黄橙　極細砂質シルト（細砂混じる）
46. 褐灰　極細砂質シルト（粗砂・細砂混じる）
47. 褐灰　細砂〜中砂（シルト混じる）
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SK107

SK111 SK109 SK110

1

3.2m

SK106

1

2.9m

1

3.3m

SE001

SK116

SA007 SK118
SK120

SK117 SK119

1

3.3m

1

1m

10m0

0

3.3m

1. 褐灰　細砂（にぶい黄褐シルト質極細砂混じる）　 1. 黒褐　シルト質極細砂

1. 灰黄褐　細砂〜シルト質極細砂（炭化物含） 1. 暗灰黄　極細砂（炭化物含） 1. 黄褐　極細砂（炭化物含）

土坑SK106 ～ SK110
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3.3m

1

SK113

1.黒褐　細砂〜極細砂（炭化物含）

3.3m

1

SK114

1.黒褐　極細砂

3.2m

1

SK115

1.灰黄褐　シルト質極細砂（細砂混じる、炭化物含）

2.灰黄褐　シルト質極細砂

3.3m

1

SE001

1.灰黄褐　極細砂（炭化物含）

2.灰黄褐　シルト質極細砂

3.2m

1

SK117

1.褐灰　シルト質極細砂（粗砂混じる、炭化物含）

2.褐灰　粗砂

2

SK116

2 2

0 1m
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SK118

SE001

SK119 SK120

3.2m 3.2m 3.2m

3.3m 3.3m

1m0

1m0

1

1

1

2

1

1. 褐灰　シルト質極細砂（粗砂混じる）　　 1. 褐灰　シルト質極細砂（粗砂混じる）　　

2. 灰黄褐　粗砂（シルト質極細砂混じる）

1. 褐灰　シルト質極細砂（粗砂混じる）

1. 灰黄褐　シルト質極細砂（粗砂混じる）

土坑SK118 ～ SK120　井戸 SE001
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0 4m

3.5m

1.黒褐	粗砂〜細砂（灰黄褐細砂〜粗砂混じる）

2.にぶい黄褐	粗砂〜細砂（シルト質極細砂〜細砂混じる）

3.褐灰	細砂

4.黒褐	細砂〜粗砂

SB087

32 4

1

3.3m

3
.
5
m

2
3

1

3
.
5
m

7

8

9 1
0

5

4

6

1.にぶい黄褐	細砂（シルト質極細砂粒混じる）

2.灰黄褐	細砂〜粗砂

3.にぶい黄褐	シルト質極細砂

4.黒褐	シルト質極細砂（粗砂混じる）

5.黒褐	細砂

	6.灰黄褐	シルト質極細砂（細砂混じる）

	7.褐灰	シルト質極細砂〜細砂（にぶい黄褐シルト質極細砂粒混じる）

	8.灰黄褐	細砂

	9.灰黄褐	細砂〜シルト質極細砂（黒褐・灰白シルト質極細砂粒混じる）

10.黒褐	細砂〜シルト質極細砂（灰白シルト質極細砂粒混じる）
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04 03

SA007

02

01 04
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04 060503
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F F’
2.7m

SD245
H H’

3.1m
SD246

I I’
3.1m

SD247
J J’

3.1m

1 1

2m

2

SD248
K K’

3.2m

1

SD251
N N’

3.2m

1 1

0 1m

SD253
R R’

3.2m
SD254

S S’
3.2m

SD244
P P’

3.2m

SD244
Q Q’

3.2m

1

SD249
L L’

3.2m

1

1

1

2

SD252
O O’

3.2m

SD242
G G’

2.7m

4

1

SD250
M M’

3.2m

0

1. 褐灰　極細砂質シルト　　

2. 褐灰　シルト質極細砂　　

3. 灰　シルト質極細砂（土壌化）　　　

4. 灰　シルト質極細砂〜極細砂　　

5. 灰　シルト質極細砂〜極細砂（炭化物含）

1. 褐灰　シルト質極細砂　　　

2. 灰　シルト質極細砂　　　

3. 褐灰　極細砂質シルト

4. 褐灰　シルト質極細砂（少し土壌化）　　　　

5. 褐灰　シルト質極細砂〜極細砂　　　　

6. 褐灰　シルト質極細砂　　

7. 褐灰　中砂　　

8. 黄灰　シルト質極細砂〜細砂（基盤層ブロック混じる）

1. 褐灰　極細砂〜シルト質極細砂　　　

2. 褐灰　シルト質極細砂　

1. 灰黄褐　極細砂〜シルト質極細砂　

2. 灰黄褐　極細砂

1. 赤灰　細砂（少し土壌化）

1. 赤灰　細砂質極細砂（少し土壌化）

1. 灰黄褐　細砂〜シルト質極細砂（炭化物含） 1. 灰黄褐　細砂〜シルト質極細砂（炭化物含）　

1. 灰黄褐　シルト質極細砂 1. 灰黄褐　細砂（炭化物含）

1. 赤灰　細砂質極細砂（細礫混じる、土壌化）　

2. 赤黒　細砂〜極細砂（土壌化）　

1. 黒褐　極細砂（細礫混じる）

1. 灰黄褐

　　細砂〜シルト質極細砂

　　（炭化物含） 1. 暗褐　極細砂　

溝SD242 ～ SD254 土層断面
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32
3

4.0m

3.0m

5m0

1m

 1. ［耕作土］

 2. 明黄褐　極細砂質シルト（Fe2O3含）［床土］　　　

 3. 灰白　極細砂〜シルト質極細砂

 4. 明褐灰　シルト質極細砂（細礫混じる）　

 5. 褐灰　極細砂質シルト

 6. 赤灰　極細砂（少し土壌化）　　　　

 7. 赤灰　シルト質極細砂（中砂混じる、土壌化）　　

 8. 褐灰　中砂（シルト質極細砂混じる、土壌化）　　

 9. 褐灰　シルト質極細砂（中砂混じる、少し土壌化、炭化物含）　　　　

10. 褐灰　中砂質細砂（少し土壌化）　　　　

11. 赤灰　細砂（粗砂混じる、少し土壌化）　　　　

12. 灰白　中砂（グライ化）　　　　

13. 明青灰　中砂（グライ化）　　　　

14. 灰白　極細砂　

Y＝
290

30

Y＝
290

20

X＝
-1
31
20
0

SD256

SD255

SK123
SK122

SK121

SD257

A′

B′

B

A

0 5m

C
D

67区
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0 1m

0 2m

B'BA'A

3.0m

SK121

1

1.黒褐　シルト質極細砂（粗砂混じる）

3.0m

SK123

1

1.灰黄褐　極細砂〜シルト質極細砂

3.0m

SK122

3.0m

SD255

1.灰黄褐　シルト質極細砂

3.0m

SD257

2

1.褐灰　シルト質極細砂

2.黒褐　シルト質極細砂（灰黄褐細砂混じる）

3.灰黄褐　極細砂〜シルト質極細砂

4.褐灰　粗砂〜細砂（細礫混じる、ラミナ）

4

3

1 1

SD256

土坑SK121 ～ SK123　溝 SD255 ～ SD257 土層断面
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3.5m

3.5m

3.5m
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6

6
5

9

3

8

7

19 17

6

6
7

2
2

18

14 14

18

1619

F

F

E D

C B

A

 1. ［耕作土・盛土］

 2. にぶい黄　細砂（Fe2O3集積）［床土］

 3. 黒褐　細砂

 4. にぶい黄橙　極細砂

 5. 褐灰　極細砂　　

 6. 褐灰　シルト質極細砂（極細砂・細礫混じる、Fe2O3含）［洪水］

 7. 灰　シルト質極細砂（細砂混じる）［洪水］

 8. 灰　シルト質極細砂（細砂混じる、土壌化）［土坑］

 9. 黄灰　シルト質極細砂（細砂混じる）　　

10. 灰　極細砂質シルト（土壌化）

11. 黄　シルト質極細砂（灰シルト質極細砂ブロック混じる）

12. 黄灰　シルト質極細砂　　

13. オリーブ黒　シルト質極細砂

14. 黒褐　シルト質極細砂〜極細砂（土壌化）

15. 灰　極細砂　　

16. 灰　シルト質極細砂（粗砂混じる）［溝］

17. 灰　シルト質極細砂（細砂混じる）　　

18. 黄　シルト質極細砂（Fe2O3集積）

19. 灰　極細砂質シルト（若干土壌化、Fe2O3集積）

20. 灰白　シルト質極細砂

1m

10m0

土層断面
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1m0

SK127

SK126

3.4m

3.4m

1

1

23

4

2 3
4

1. 褐灰　極細砂　　　

2. 褐灰　シルト質極細砂　　

3. 灰　シルト質極細砂　　

4. 灰　極細砂質シルト　

1. 褐灰　シルト質極細砂（細砂粒混じる、Fe2O3斑）　　　　

2. 褐灰　極細砂〜シルト質極細砂（Fe2O3・Mn斑）　　　

3. 褐灰　極細砂（Fe2O3・Mn斑）　　　

4. 褐灰　極細砂〜シルト質極細砂　

Y＝
28940X＝

-13
111

0

SK126

SK127 SK125

SK129

SK128

SK133

SK132

SK130
SK134

SK131

SK124

68区

0 5m
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3.2m

1

SK134

1.褐灰　シルト質極細砂〜細砂（基盤層ブロック混じる）

2.褐灰　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる）

3.褐灰　シルト質極細砂（細砂混じる）

3 2

3.2m

1

SK132

1.褐灰　シルト質極細砂（有機質含）

2.褐灰　シルト質極細砂（基盤層ブロック混じる、有機質含）

2
3.2m

1

SK130

1.褐灰　シルト質極細砂（Fe2O3・Mn斑）

2.褐灰　シルト質極細砂

2

3.3m

1

SK133

1.褐灰　シルト質極細砂

2.褐灰　シルト質極細砂（Mn斑）

3.明黄褐　極細砂質シルト（Mn斑）

323.3m

1

SK125

1.褐灰　細砂質極細砂（Mn斑）

2.褐灰　シルト質極細砂（Mn斑）

3.灰白　シルト質極細砂（細砂粒混じる、Fe2O3斑）

3
2

3.2m

SK129

1.褐灰　シルト質極細砂〜極細砂（有機質含）

2.灰白　極細砂質シルト（Mn斑）

3.褐灰　シルト質極細砂ブロック（細砂混じる、有機質含）

32

3
.
2
m

1

SK131

1
.
褐
灰
　
シ
ル
ト
質
極
細
砂
（
細
砂
混
じ
る
）

2
.
褐
灰
　
シ
ル
ト
質
極
細
砂

2

51
4

1

SK124

0 1m

4.黒褐　シルト質極細砂（極細砂混じる）

5.褐灰　シルト質極細砂

土坑SK124・SK125・SK129 ～ SK134
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0 20cm

SD016

SD021
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SX001
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0 20cm
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4441

38

35

37

3634
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4039
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SD045
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SD047

土器 27～ 46
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0 20cm

62

61

55

54

68

5957

67

60

5856
52

49

48

47

51

50

66

64

63

65

53

SD049

SD083

SD069

SD081

SD076

SD070

SD062

SD047

SD065

SW011

図
版
215　

遺
物

土器 47～ 68



0 20cm

81 82

72

80

77

78

76

73

74

69

79

75

71

70

SD046

SD082

SD048

SD099

土器 69～ 82

図
版
216　

遺
物



0 20cm

94

92

93

91

90

88

86

95

84

83

85

89

87

SD186

SD146

SD138

SD127

SD124

SD170

SG003

図
版
217　

遺
物

土器 83～ 95



0 20cm

112

111

110

107

108

99 102

101

98

96

126

125

113

117

114

116

104

115

109

97

128

127

120

119

118

106

103

105

100

124123122121

SD192

SD195

SD194

SD193

SD189

SK058

土器 96～ 128

図
版
218　

遺
物



0 20cm

130129

134

135

133

132

131

142

141

140

139

138

136

137

SD201 図
版
219　

遺
物

土器 129 ～ 142（SD201）



0 20cm

158

159

155

164163

161

147

148

145

143

162

160

156

149

146

144

165

157

154

166

153

152

150

151

SD079

SD077

SD078

SD092

SD072

SD083

SK015

SD049

SD048

土器 143 ～ 166

図
版
220　

遺
物



0 20cm

179

178

177

176

175

190

189

185

184

187

186

183

182

181

180

188

SD138
図
版
221　

遺
物

土器 175 ～ 190（SD138）



196

195

194

193

192

191

202

203

201

200

199

198

197

208

207

210

209

206

205

204

0 20cm

SD138

土器 191 ～ 210（SD138）

図
版
222　

遺
物



0 20cm
225

224

213

212

211

218

217

216

215

214

227

226

223

222

221

220

219

SD138
図
版
223　

遺
物

土器 211 ～ 227（SD138）



0 20cm

256

255

236

235

234

233

232

254

253

252

247

241

240

239

238

237

259

258

257

248

245

244

243

242

251

250

249

246

231

229

230

228

SD138

土器 228 ～ 259（SD138）

図
版
224　

遺
物



0 20cm

268

266

261

260

270

269

267

263

262

272

271

265

264

SD157SD146

SD138

SD172

図
版
225　

遺
物

土器 260 ～ 272



0 20cm

282

281

280

277

279

278

275

274

273

289

288

287

285

286

284

283

296

295

294

293

292

291

290

276

SD186

土器 273 ～ 296（SD186）

図
版
226　

遺
物



0 20cm

303

305

297

302

313

301

300

314

299

298

312

311

310

309

308

304

307

306

321

320

319

318

317

316

315

SD186
図
版
227　

遺
物

土器 297 ～ 321（SD186）



0 20cm

330

329

328

327

326

332

325

324

323

322

342

341

340

339

338

337

336

335

334

333

354

353

352

351

350

349

348

347

346

345

331

344

343
357

356

355

SD180

土器 322 ～ 357（SD180）

図
版
228　

遺
物



0 20cm
382

377

381

374

373

372

368

367

359

358

386

385

384

383

376

375

370

369

361

360

390

389

388

387

380

379

371

363

362

365

364

366

378

SD180

SK057 SD176

Ｐｉｔ

SK055

図
版
229　

遺
物

土器 358 ～ 390



0 20cm395

394

393

392

391

402

401

400

399

398

397

413

412

411

408

407

406

405

396

404

403

409 410

SX002

土器 391 ～ 413（SX002）

図
版
230　

遺
物



0 20cm

435

433

429

428

427

422

415

414

424

432

431 434

230

423

419

418

417

416

425

426

421

420

SX002

包含層

図
版
231　

遺
物

土器 414 ～ 435



0 20cm

445

440

446

450

439

448

447

438

437

436

449

444

443

442

441

SD201

土器 436 ～ 450（SD201）

図
版
232　

遺
物



0 20cm

454

453

452

451

459

458

457

456

455

463

462

461

460

SD201
図
版
233　

遺
物

土器 451 ～ 463（SD201）



0 20cm

468

471

470

469

467

466

465

464

478

477

476

475

474

473

472

483

482

481

480

479

SD201

土器 464 ～ 483（SD201）

図
版
234　

遺
物



0 20cm

493

492

491

490

489

488

487

486

485

484

502

501

500

499

498

497

496

495

494

508

507

506

505

504

503

SD201
図
版
235　

遺
物

土器 484 ～ 508（SD201）



0 20cm

517

516

515

514

513

512

511

510

509

526

525

524

523

522

521

520

519

518

SD201

土器 509 ～ 526（SD201）

図
版
236　

遺
物



0 20cm

535

534

533

532

527

539

538

537

536

544

543

542

541

540

531

530

529

528

SD199
図
版
237　

遺
物

土器 527 ～ 544（SD199）



0 20cm

566

567

557

558

550

546

545

560

559

554

553

552

551

547

563

562

561

556

555

565

564

549

548

SD199

土器 545 ～ 567（SD199）

図
版
238　

遺
物



0 20cm
585

577

576

574

573

570

568

582

581

580

579

578

575

571

569

584

583

572

SH002

SD190

SK059

SD197

SD200 図
版
239　

遺
物

土器 568 ～ 585



0 20cm

601

590

589

588

587

586

598

597

593

592

591

600

599

596

595

594

SD186

包含層

土器 586 ～ 601

図
版
240　

遺
物



0 20cm
610

609

608

607

606

605

604

603

602

620

619

618

617

616

615

614

613

612

611

633

632

631

630

629

628

627

626

625

624

623

622

621

SD211
図
版
241　

遺
物

土器 602 ～ 633（SD211）



0 20cm
646

645

641

639

634

649

648

647

642

640

637

636

635

653

652

651

650

644

643

368

SK074

SK071

SD224 SK069

SD220

土器 634 ～ 653

図
版
242　

遺
物



0 20cm

672

659

667

666

658

657

654

656

673

662

661

660

671

670

669

668

665

664

655

663

SK086

SK076

SK075

図
版
243　

遺
物

土器 654 ～ 673



0 20cm
685

684

682681680

675

674

683

679

678

677

676

SK085

SK083

SK084

土器 674 ～ 685

図
版
244　

遺
物



0 20cm

697

696

695

694

687

686

699

698

689

688

701

700

693

692

691

690

Ｐｉｔ

SK087

SK088

SK089

図
版
245　

遺
物

土器 686 ～ 701



0 20cm
723

722

713

712

711

710

709

703

702

721

720

719

718

717

716

715

714

728

727

726

705

725

704

724

708

707

706

包含層

土器 702 ～ 728（包含層）

図
版
246　

遺
物



0 20cm

751

753

748

745

756

743

732

731

730

729

754

758

752

749

746

744

736

733

735

734

755

750

757

747

742

741

740

739

738

737

SD227

SK097

SD232

SD239

SK104
SK102

SK096

SK095

SD233

SD229

SD235

図
版
247　

遺
物

土器 729 ～ 758



0 20cm

783

786

785

782

781

777

772

761

760

759

790

789

788

787

774

778

773

764

763

762

780

771

770

769

768

775

767

766

765

784

779

776

SK094

SH003

包含層

Ｐｉｔ

SK091

SD234

土器 759 ～ 790

図
版
248　

遺
物



0 20cm

812

811

809

805

804

795

794

793

792

791

815

819 820

814

818

806

799

798

797

796

816

808

807

817

803

802

801

800

813

810

SD248

包含層

SD243 SK111

水田

SD244 ＰｉｔSK108

包含層SK116

SK119

SK117

SK106

図
版
249　

遺
物

土器 791 ～ 820



0 20cm
826

825

824

823

822

821

836

835

834

833

832

831

830

829

828

827

SD256

土器 821 ～ 836（SD256）

図
版
250　

遺
物



842

845

844

841

840

839

838

837

843

853

852

851

850

849

848

847

859

858

857

856

855

854

846

0 20cm

SD256
図
版
251　

遺
物

土器 837 ～ 859（SD256）



0 20cm

884

883

877

876

871

870

869

866

886

885

879

878

874

872

867

887

873

882

881

880

875

868

888

889

包含層 SD108

SD077　上層

包含層

SD103
SD104 SD102

土器 866 ～ 889

図
版
252　

遺
物



903

904

899

905

897

894

891

890

900

898

895

892

902

901

896

893

包含層

SD155 SD180　上層

SD201　上層

Ｐｉｔ

SD188

SD211

0 20cm

図
版
253　

遺
物

土器 890 ～ 905



921

925

928

909

915

917

912

908

906

927

929

926

922

918

913

910

924
923

920

919

916

914

911

907

水田 包含層

SD212

水田

SD225

SK128

SK132

SK129

SK126

SK088

SD258

SD227

Ｐｉｔ

0 20cm

土器 906 ～ 929

図
版
254　

遺
物



949

942

946

939

944

934

930

948

947

945

943

940

935

931

938

937

933

941

936

932

包含層

0 20cm

図
版
255　

遺
物

土器 930 ～ 949（包含層）



0 20cm

969

966

965

964

963

954

953

950

975976

973

974

972

960

955

951

971

970

961

957

956

952

967

959

962

958

977

981

980

979

968

978

SD005

Ｐｉｔ

SB012

SB011SB010

包含層

Ｐｉｔ

SB009

SB008

SB007

SB003

SK002SD006

土器 950 ～ 981

図
版
256　

遺
物



1006

1004

1001

998

995

992

989

986

1008

1005

1002

999

996

993

990

987

1017

1010

1000

1003

997

994

991

988

1014

1015

1012

1011

1007

10191018

1016

1009

985

984

983

982

1013

包含層

Ｐｉｔ

SK004

包含層

Ｐｉｔ

SD008

包含層

Ｐｉｔ

SK005

包含層

包含層

SD009SK007SB022

SD012

SB020

SB016

SB014SB013

0 20cm

図
版
257　

遺
物

土器 982 ～ 1019



0 20cm
1034

1032

1029

1031

1028

1024

1022

1020

1039

1037

1043

1038

1036

1026

1023

1021

1054

1050

1042

10351033

1030

1027

1025

1047

1046

1044

1055

1051

1058

1057

1053

1056

1052

1045

1049

1048

1041

1040

包含層

SB042

包含層

SB040

包含層

Ｐｉｔ

SD013

SB037

SB042

ST002

SD018 SK010

SB029

SB027 SB028

Ｐｉｔ

包含層

SB041 ST003

SD018

土器 1020 ～ 1058

図
版
258　

遺
物



1085

1081

1079

1076

1072

1066

1059

1083

1077

1073

1065

1067

1064

1062

1060

1075

1078

1074

1070

10691068

1063

1061

1093

1092

1091

1090

1089

1088

1071

1087
1086

1082

1080
1084

SB046

SD086

SB048SB047

SD075 包含層

SD078

包含層

SD065

SG002SB044

SD043 包含層

0 20cm

図
版
259　

遺
物

土器 1059 ～ 1093



1119

1118

1115

1112
1111

1108

1105

1102

1096

1095

1094

1116

1113

1109

1106

1103

1099

1098

1120

1117

1114

1110

1107

1104

1101

1100

1097

SD086

0 20cm

土器 1094 ～ 1120（SD086）

図
版
260　

遺
物



1122

1149

1121

1145

1141

1134

1133

1132

1150

1146

1129

1127

1125

1142

1135

1151

1128

1147

1126

1143

1137

1136

1152

1148

1124

1123

1144

1140

1139

1138

1131
1130

0 20cm

包含層

SD086 図
版
261　

遺
物

土器 1121 ～ 1152



0 20cm

1177

1176

1172

1169

1162
1161

1158

1153

1180

1178

1173

1170

1164

1163

1159

1154

1171

1174

11681166

1167

1165

1160

1155

1175

1193

1185

1181

1187

1179

1156

1157

1192

1186

1184

1191

11901188

1182

1189

1183

SA002

SK042

包含層

包含層

SD101

SK040SD092

SB051

Ｐｉｔ

SD104

SA003

SB049

SD093

土器 1153 ～ 1193

図
版
262　

遺
物



0 20cm

1223

1210

1207

1206

1203

1200

1197

1194

1219

1220

1211

1208

1204

1201

1198

1195

1221

1222

1212

1209

1205

1202

1199

1196

1245

1232

1231

1230

1227

1224

1216

1215

1236

1235

1234

1233

1228

1225

1218

1217

1242

1241

1240

1229

1226

123912381237

1255

1250

1247

1246

1253

1251

1248

1244

1256

1254

1252

1249

1243

1213

1214

Ｐｉｔ

SB064SB061

SD126

SK047

撹乱包含層

包含層

SB057 SD118SK045

包含層

SD116

SB062

SD128

SD127　最上層

SB062

図
版
263　

遺
物

土器 1194 ～ 1256



0 20cm

1283

1279

1278

1269

1265

03

1261

1257

1280

1270

1268

1267

1266

1264

1262

1258

12881284

1282

1281

1276

1273

1272

1259

1286

1285

1277

1275

1274

1271

1263

1260

1287

包含層

SD133

SD138

SD134

土器 1257 ～ 1288

図
版
264　

遺
物



0 40cm

1303

1302

1291

1301

1307

1304

12991296

1295

1294

1292

1289

1308

1305

1300

1306

1298

1297

1290

0 20cm

1293

SB069

SB067

SB066SB065

SD151
図
版
265　

遺
物

土器 1289 ～ 1308



0 20cm

1329

1325

1324

1322

1315

1312

03

1311

1332

1327

1326

1309

1320

1319

1317

1314

1330

1328

1323

1310

1313

1321

1318

1316

1331

1335 1337

1336

1342

1339

1338

13341333

1343

1341

1340

SD155

SD156

SD161SD146

SK050

SK048

SB070

SB071

Ｐｉｔ

SD160

土器 1309 ～ 1343

図
版
266　

遺
物



0 20cm

1366

1364

1360

1355

1351

1346
1348

1344

1367

1365

1361

1356

1352

1347

1354

1345

1369

1370

1362

1357

1353

1359

1350

1349

1358

1363

1377

1379

1368

03

1378

1371

1372

1374

1373

1376

1375

包含層

SD172

SD174

SD170

包含層SD165

SK053SB073SB072

包含層SD163

図
版
267　

遺
物

土器 1344 ～ 1379



0 20cm

1405

1402

1399

1396

1386

1384

1381

1380

1408

1404

1400

1397

1390 1391

1382 1383

1409

1407

1401

1398

1395

1388

1387

1385

1403

1406

1389

1410 1411 1412

1413 1414

1420

1415

1417

1418

1416

1419

13941392

1393

SA006

包含層

土器 1380 ～ 1420

図
版
268　

遺
物



0 20cm

1446

1442

1441

1432

1433

1422

1466

1421

1447

1444

1443

1435

1434

1429

1426

1423

1448

1436

1439

1430

1427

1424

1445

1437

1440

1431

1428

1425

1449

1460

1462 1464

1463

1465
1461

1438

1455 1456 1458 1459

1452 1453 1454 1457

1450 1451

SK063 包含層

SK062

SK061

SK090

SD206

SD201

SB076 Ｐｉｔ

SB079

SD191 SB077

SD204

図
版
269　

遺
物

土器 1421 ～ 1466



0 20cm
1493

1485

1484

1483

1482

1467

1474

1496

1494

1492

1488

1487

1486

1469

1475

1497

1495

1473

1491

1490

1489

1477

1476

14811478 1479

14721470

1471

1468

1480

包含層

土器 1467 ～ 1497（包含層）

図
版
270　

遺
物



0 20cm

1514

1511

1508

1499

1502

1500

1515

1512

1509

1504

1503

1516

1513

1510

1505

1501

1498

1506 1507

包含層

Ｐｉｔ 包含層

図
版
271　

遺
物

土器 1498 ～ 1516



0 20cm

1541

1535

1543

1530

1528

1523

1549

1517

1545

1536

1542

1531

1529

1524

1521

1518

1546

1540

1544

1533

1532

1525

1550

1519

1538

1539

1537

1534

1527

1526

1522

1520

1547 1548

1551

1554 1555 1556

1552
1553

1557

水田畦畔

SK112

包含層

水田 包含層

SK113

包含層

土器 1517 ～ 1550

図
版
272　

遺
物



0 20cm

1575

1574

1573

1571

1568

1563

1561

1558

1578

1577

1576

1572

1569

1564

1562

1559

1583

1585

1584

1579

1570

1566

1567

1560

1565

1580
1581

1582

包含層 SK136

包含層

図
版
273　

遺
物

土器 1551 ～ 1585



0 10cm

S13

S9

S3

S1

S15

S11

S5

S7

S14

S10

S6

S12

包含層 SB013

SH001

Ｐｉｔ包含層

SD002

S8

石器・石製品 1

図
版
274　

遺
物



0 10cm

S20

S16

S22

S17

S26S25

S24

S19

S23

S18

S21

SH001

包含層

図
版
275　

遺
物

石器・石製品 2



0 10cm
S36

S35

S33

S31

S27

S32

S29

S34

S30

包含層SD014

SD041

SD048

SW009

SD046

SD045

石器・石製品 3

図
版
276　

遺
物



0 10cm

S42

S39

S37

S43

S38
S40

包含層

SD057

図
版
277　

遺
物

石器・石製品 4



0 10cm
S57

S61

S58

S49

S45

S44

S56

S59

S52

S47

S54

S53

S48

S46

S60

包含層

SD082

SD083

SD077 SD108SD084

SD075 SD086

SD063 SD069

包含層

SD071

SD063

石器・石製品 5

図
版
278　

遺
物



0 10cm

S81

S76

S77S73

S67

S78

S75

S68

S82

S79

S71

S70

包含層 SD178

SK048 SD175包含層

包含層 SD133

図
版
279　

遺
物

石器・石製品 6



0 10cmS103

S100

S85

S105

S102

S84

S104

S88

包含層

SD189

SD256

SD201

石器・石製品 7

図
版
280　

遺
物



0 10cm

0 20cm

S28

S4

S2

S51

S50

S41

SB013 SD075

SB037

SB005 SK029

図
版
281　

遺
物

石器・石製品 8



0 10cm

S66

S65

S55

S72

S62

S64

S63

SD086

SD133

包含層

石器・石製品 9

図
版
282　

遺
物



0 20cm

S69

S74

S92

S90

SD151

SK085

SK076

SD127 図
版
283　

遺
物

石器・石製品 10



0 10cm
S93

S83

S86

S97

S87

S80

包含層

水田土壌

SD201

SX002

石器・石製品 11

図
版
284　

遺
物



0 10cm

S94

S96

S91			

S101

S98

S95

包含層

SD257

SD224 包含層

図
版
285　

遺
物

石器・石製品 12



0 10cm

M8
M6

M4

M1

M7

M5

M2

M9

M3

SB030 SD028

SD013Ｐｉｔ

金属器M1～M9

図
版
286　

遺
物



0 10cm

0 10cm

M18

M16

M14

M10

M19

M17

M15

M11

M20

M13

M12

SB037

包含層

SD086

SD038SB040
図
版
287　

遺
物

金属器M10 ～M20



0 10cm

M28

M25

M21

M29

M27

M23

M30

M26

M22

M24

SB051

包含層

SK039
SK040

SD086

金属器M21 ～M30

図
版
288　

遺
物



0 10cm

M40

M38

M34

M31

M42

M41

M39

M35

M32

M44
M43

M37

M36

M33

撹乱包含層 SD133SK047

SD133

SB065

包含層

包含層

図
版
289　

遺
物

金属器M31 ～M44



0 10cm

M54

M52

M47

M45

M55

M50

M48

M46

M53

M51

M49

SD166 包含層

包含層

SK050

SB071 SK050

金属器M45 ～M55

図
版
290　

遺
物



0 10cmM62

M58

M57

M56

M63

M61

M60

M59

M64

包含層

SD201

SB077

SD183 包含層
図
版
291　

遺
物

金属器M56 ～M64



0 10cm

M73

M71

M66

M65

M74

M72

M67

M68

M75

M70

M69

SK061

包含層

SK063

包含層

金属器M65 ～M75

図
版
292　

遺
物



0 20cm

W6

W2

W1

W5

W3

W4

W10W9

W8

W7

SW001

SW002

SW003

SB028 SW003SB030 図
版
293　

遺
物

木製品W1～W10



0 20cm

W16

W11

W17

W12

W15

W18

W14W13

SW005

SW007

SW006

木製品W11 ～W18

図
版
294　

遺
物



0 20cm0 20cm

W19

W20

W21

W22

W23

SW007
図
版
295　

遺
物

木製品W19 ～W23（SW007）



0 20cm

W27

W24

W28

W25

W26

SW008

木製品W24 ～W28（SW008）

図
版
296　

遺
物



0 20cm

W33

W29

W34

W30

W35

W32
W31

SW008
図
版
297　

遺
物

木製品W29 ～W35（SW008）



0 20cm

W37

W36

W39

W38

W41

W40

SW009

SD047 SW009

木製品W36 ～W41

図
版
298　

遺
物



0 20cm

W50W47

W44

W42

W51W48

W45

W43

W52W49

W46

SW009

W53

図
版
299　

遺
物

木製品W42 ～W53（SW009）



0 20cm

W54 W55

W57

W56

SW009 SD045

木製品W54 ～W57

図
版
300　

遺
物



W60

W61

W62

W59

W58

0 20cm

SD045

SD047

図
版
301　

遺
物

木製品W58 ～W62



W71

W69

W65

W72

W63

W79

W70

W66

W73

W64

W77

W67

W74

W78

W68

W75

W76

0 20cm

SW011

SW011
SK037SW010

SD086 SD077

木製品W63 ～W79

図
版
302　

遺
物



W85

W83

W86

W84

W82

W81

W80

0 20cm

SB050
図
版
303　

遺
物

木製品W80 ～W86（SB050）



0 20cm

W91

W87

W88

W92

W89

W90

W94

W93

SD046

SD100

SK041

SD047 SD100SD102SD048

木製品W87 ～W94

図
版
304　

遺
物



0 20cm

W101

W99

W95

W102

W100

W96

W98

W103

W97

SD138

SD163

SD138

SD133

SD186 図
版
305　

遺
物

木製品W95 ～W103



0 20cm

W109W106

W104

W110W107

W105

W108

SD201

SW012

木製品W104 ～W110

図
版
306　

遺
物



0 20cm

W111 W112

W114W113

SW012

水田

図
版
307　

遺
物

木製品W111 ～W114



���������
��������� � � �

������ �

�������	
�����������	����������� � �

�������	
�� � � � �

������ � � � � �

�������	
�����������������������������������	


������������	
���������������������
� � � �

�������	�� � � �

�������	
��������������������������������	�� � �

��������� � � �

���������	
��������������������������������� � �

����������������� � � � �

����������������������
���

���� � � � �
���

������

������

������

����

������

������

������

������

������

�������		
�
��

������������

�����������

�������		
���

�����������

���������

�������		
	���

�����������

���������

�������		
	���

�����������

�����������

�������		
	�
�

�����������

���������

����

����

����

���

���

���

������������������� � � � �

�������������������� � � � �

��

�����

������

��

�����������������

������

��������	��
��

������

��

������

����������

��

��������

������

����

��������

�

��������

��

�����

����

�������

��������

���

�����

����

����

����

����

����

����

�����

����

���� � � � �

�������	
����������������������������� !"#�

�������	
������������������������� ����!"�#�

��������	
�����������
����������������� �!"�

�������	
�������������������	�������� !����	
�

�������	
�������������������������� !"�#$%&'�

��������	
��������������������� !"#�$%&'()�*+�

�������	
������������������������������� !"#$�

�������	
������������
��������
����� !"�"�

� � � �



�������	
������

�����
�������	
�����������	���

�������	
���

����������	
���

�������������	
�������������

�����������������������

����������	
��

�������������	
�������������

������������	�

��������������	
�����������

������������

��������



23教Ⓣ1 041A4




